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日本国見在宋元版本志経部

阿
部
 

隆
ー

例 

言

一
、
現
在
我
が
国
に
伝
存
す
る
末
.
金

.
元
版
本
の
全
て
を
力
の
及
ぶ
限
 

り
網
羅
著
録
す
る
こ
と
に
力
め
た
。

一
、
従
来
諸
家
目
に
朱
.
元
版
と
著
録
さ
れ
来
っ
た
が
、
筆
者
が
今
明
以
 

降
の
刊
刻
と
審
定
し
た
典
籍
の
中
で
、
説
明
の
便
宜
上
附
記
し
た
も
の
 

も

あ

る

。

一
、
解
題
中
、
首
題
と
殆
ど
同
じ
尾
題
は
記
載
を
省
略
し
た
。

一
、
匡
郭
の
寸
法
は
原
則
と
し
て
、
本
文
巻
首
の
匡
郭
の
内
法
に
ょ
っ
 

た
。

一
、
各
本
の
蔵
書
印
は
な
る
べ
く
多
く
記
し
た
が
、
旧
蔵
者
印
に
止
め
、 

現
蔵
者
の
印
及
び
静
嘉
堂
文
庫
の
陸
氏
蔵
印
は
省
略
し
た
。

一
、
著
録
本
中
、

拙

著

「
中
国
訪
書
志
」
(
昭
和
五
十
一
年
東
京
.
汲
古
 

書
院
刊
)
に
同
一
版
本
に
つ
い
て
既
に
詳
述
せ
る
場
合
は
、
該
本
特
有
 

の
事
項
の
み
を
記
し
て
、
詳
細
考
証
は
拙
著
参
照
(
本
稿
に
於
て
は
周

書
は
全
て
拙
著
と
略
称
)
と
し
て
解
説
の
重
複
を
避
け
た
。

一
、
四
庫
全
書
総
目
著
録
本
に
つ
い
て
は
、
特
別
の
必
要
の
な
い
限
り
そ
 

の
内
容
.
撰
者
に
関
す
る
解
説
を
省
き
、
未
著
録
本
は
未
著
録
と
明
記
 

し
、
内
容
に
つ
い
て
簡
単
な
解
説
を
附
し
た
。

一
、
著

録

.
引

用

•
参
照
の
多
い
書
目
類
の
書
名
は
左
の
略
称
を
用
い
 

た
。

天
目
(天
禄
琳
琅
書
目
)

天
目
続
(天
禄
琳
琅
書
目
後
編
)

四
庫
 

(欽
定
四
庫
全
書
総
目
提
要
)

阮
外
集
(攀
経
室
外
集
)

毛
目
(汲
 

古
閣
珍
蔵
秘
本
書
目
)

徐
目
(伝
是
楼
宋
元
本
書
目
)

季
目
(季
 

滄
葦
蔵
書
目
)

黄
書
録
(百
宋
一
廛
書
録
)

黄
識
(薨
圃
蔵
書
題
 

識
)

張
志
(愛
日
精
盧
蔵
書
志
)

汪
目
(藝
芸
書
舎
宋
元
本
書
目
) 

莫
録
(宋
元
旧
本
書
経
眼
録
)

楊
志
(日
本
訪
書
志
)

楊
譜
(留
 

真
譜
)

瞿
目
(鉄
琴
銅
剣
楼
蔵
書
目
録
)

瞿
影
(鉄
琴
銅
剣
楼
書
 

影
)

丁
志
(善
本
書
室
蔵
書
志
)

盔
影
(
盏
山
書
影
)

潘
記
(滂
 

喜
斎
蔵
書
記
)

陸
志
(萌
宋
楼
蔵
書
志
)

陸
跋
(儀
顧
堂
題
跋
)



陸

続

跋

(
儀
顧
堂
続
跋
)

楊

録

(
楹
書
偶
録
)

繆

記

(藝
風
堂
蔵
 

書
記
)

鄧

目

(群
碧
楼
善
本
書
録
)

鄧

存

目

(
寒
瘦
山
房

鬵蠢
ロ
 

本
書
目
)

傅

目

(
雙
鑑
楼
善
本
書
目
)

傅

記

(
蔵
園
群
書
題
記
) 

傅

続

記

(
雙
鑑
楼
蔵
書
続
記
)

劉

影

(
嘉
業
堂
善
本
書
影
)

潘
録
 

(
宝
礼
堂
宋
本
書
録
)

適

志

(
適
園
蔵
書
志
)

蔣

志

(
伝
書
堂
蔵
善
 

本
書
志
)

王

記

(
文
禄
堂
訪
書
記
)

莫

跋

(
五
十
万
巻
楼
羣
書
跋
 

文
)

羅

録

(
善
本
書
所
見
録
)

潘

跋

(
著
硯
楼
書
跋
)

涵

録

(
涵
 

芬
楼
燼
餘
書
録
)

故

宮

書

影

(
故
宮
善
本
書
影
)

内

閣

残

影

(
重
 

整
内
閣
大
庫
残
本
書
影
)

故

官

選

萃

(
故
宫
図
書
文
献
選
萃
)

中
 

版

録

(
中
国
版
刻
図
録
、
所
収
書
影
番
号
も
附
記
)

森

志

(
経
籍
訪
 

古
志
)

島

考

(
古
文
旧
書
考
)

旧

京

(
旧
京
書
影
、
嘗
て
橋
川
時
 

雄

.
倉
石
武
四
郎
両
氏
が
少
数
の
同
好
者
に
頒
つ
た
七
一
六
葉
キ
ャ
ビ
 

ネ
焼
付
写
真
、

北
平
図
書
館
蔵
宋
元
版
が
殆
ど
を
占
め
、

そ
の
解
説
 

「
旧
京
書
影
提
要
」
は

雑

誌

「
文
字
同
盟
」
第

二

四

.
ニ
五
号
合
刊
の
 

特
輯
号
と
し
て
刊
行
"
本
稿
所
掲
本
の
該
当
書
影
番
号
を
「
旧
京

35」 

の
如
く
記
し
た
)

静

盒

(
長
沢
規
矩
也
著
静
盒
漢
籍
解
題
長
編
)

一
、
宮
内
庁
書
陵
部
の
「
図
書
寮
漢
籍
善
本
書
目
」
「
図
書
陵
典
籍
解
題
 

漢

f

」
、

「
図
書
寮
宋
本
書
影
」
、

天
理
図
書

館

の

「
天
理
図
書
館
稀
 

書
目
録
」
「
宋
版
」
(善
本
写
真
集

19)
等
の
如
き
、
そ
の
所
蔵
宋
金
元
 

版
を
殆
ど
網
羅
せ
る
所
蔵
者
編
刊
の
解
題
書
目
が
普
及
し
て
い
る
場
合
 

は
、
本
稿
は
該
書
に
負
う
所
頗
る
多
い
が
、

一
々
そ
の
明
記
を
省
略
し
 

た
。

一
、
奥

書

.
識

語

.
引
用
文
そ
の
他
の
原
文
の
字
は
支
障
の
な
い
限
り
、 

現
通
行
活
字
を
以
て
し
、
原
文
の
改
行
は

\

を
以
て
表
記
し
た
。

一
、
本
調
査
に
際
し
秘
蔵
貴
重
典
籍
の
閲
覧
或
は
複
写
を
許
可
さ
れ
た
各
 

所
蔵
者
及
び
関
係
者
各
位
に
対
し
深
く
感
謝
の
意
を
表
す
る
。

一
、
本
稿
は
朝
日
新
聞
社
の
昭
和
五
ニ
年
度
朝
日
学
術
奨
励
金
及
び
財
団
 

法
人
ト
ョ
タ
財
団
の
昭
和
五
三
—
五
五
年
度
研
究
助
成
金
に
よ
る
研
究
 

調
査
の
一
部
で
あ
る
。
謹
ん
で
謝
詞
を
捧
げ
る
。

易
 

類

周

易

注

疏

一

三

巻

魏

王

弼

.
晋
韓
康
伯
注
唐
孔
穎
達
等
疏
 

〔宋
紹
興
乾
道
間
〕
刊

(
〔
両
浙
東
路
茶
塩
司
〕
)

(
足
利
学
校
遺
蹟
図
書
館
蔵
)

一
三
冊
。

国
宝
。

森
志
著
録
。
後
補
淡
 

香

色

地

表

紙

(
ニ
七

X
一

九
醒
)
、
書

題

簽

「
周

易

幾

」
。
改
装
、
天
地
 

が
少
し
く
裁
断
さ
れ
、
裏
打
修
補
が
加
え
ら
る
。
不
幸
序
等
の
首
葉
を
欠
 

く
が
、

本
文
は
完
好
。

毎

巻

首

「
周
易
注
疏
巻
第
幾
/

1

 一 
C国
子
祭
酒
 

上
護
軍
曲
阜
県
開
国
子
臣
孔
顧
達
奉
\
勒
撰
」
と
題
す
。
左

右

双

辺

(
ニ
 

一
•六

X

一

五
.六
缠
)
有
界
八
行
、

毎
行
十
九
字
、

注
文
は
経
文
下
に
 

「
注
云
」
と
標
し
、
疏

文

は

r

疏
」
の
字
を
墨
囲
白
文
の
単
行
大
字
を
以
て
 

標
し
、
共
に
小
字
双
行
。
版
心
白
ロ
単
黒
魚
尾
「
易

注

疏

幾

(
丁
付
)
」
、 

下
象
鼻
に
刻
エ
名
が
刻
さ
れ
て
い
る
が
、
版
心
は
破
損
が
多
い
。
卷
中
玄
 

鉉
敬
驚
警
弘
殷
匡
筐
境
竟
恒
貞
樹
譲

頊桓
完
構
媾
の
末
画
を
欠
き
(
間
々
 

欠
か
ざ
る
も
あ
り
)
、
慎
の
字
等
の
孝
宗
以
下
の
諱
は
欠
筆
し
て
い
な
い
。 

刻
エ
名
は
孫
中
、
陳
錫
、
陳
明
、
梁
文
、
梁
済
、
李
碩
、
李
棠
、
李
秀
、 

李
、
張
祥
、
許
明
、
朱
明
、

丁
璋
、

徐
茂
、

徐
亮
、

毛
昌
、
高
蚊
、

顧
 

忠
、
洪
先
、
王
珎
、
王
。
各
冊
末
に
南
宋
の
詩
人
陸
放
翁
の
第
六
男
の
陸
 

子
適
の
端
平
元
年
(
一
二
三
四
)
十
二
月
か
ら
翌
年
正
月
に
か
け
て
の
左



の
識
語
が
記
さ
る
。

(第
一
冊
)
其
月
二
十
一
日
陸
子
邏
三
山
東
窓
伝
標

(
ニ
)
端
平
改
元
冬
士
一
月
廿
三
日
陸
子
適
三
山
写
易
東

牕標
閲

(
三
)
 

廿
四
日
子
逾
標
閲
于
三
山
写
易
東

牕

(
四
)
 

甲
午
歳
未
尽
五
日
子
遍
東
窓
標
閲

(
五
)
 

甲
午
士
万
癸
已
子
逾
三
山
東
窓
閲
標

(
六
)
 

端
平
甲
午
歳
除
日
三
山
東

牕子
逾
標
閲

(
七
)
 

こ
未
天
基
節
三
山
東
窓
子

遢標
閲

(
八
)
 

乙
未
開
歳
五
日
子
遒
三
山
東

牕標
閲

(
九
)
 

端
平
こ
未
正
月
六
日
陸
子
遍
閲
且
標
于
三
山
之
東

牕

(
十
)
こ
未
人
日
子
逾
標
於
三
山
東
窓

(
十
一
)
乙
未
正
月
八
日
子
逾
三
山
東
窓
標
閲

(
±
一)
こ
未
立
春
日
子
遒
三
山
東
窓
標

(
十
三
)
端
平
ニ
年
正
月
十
日
鏡
陽
嗣
隠
陸
子
適
遵
\
先
君
手
標
以
朱
点

伝
之
時
大
雪
始
晴
謹
記

右
の
三
山
東
窓
と
は
森
志
に
「
放
陸
子
逾
乃
放
翁
第
六
子
、
先
君
指
放
 

翁
也
、
近
藤
守
重
云
、
三
山
在
山
陰
県
鏡
湖
中
、
放
翁
中
年
卜
居
地
、
東
 

牕翁
詩
中
数
見
所
謂
東
偏
得
山
多
者
是
也
」
と
。
ま
た
各
冊
末
に
足
利
学
 

校
の
創
立
者
上
杉
憲
実
の
子
の
憲
忠
の
「
上
杉
右
京
亮
藤
原
憲
忠
寄
進
」 

(第

一

冊

.
十
三
冊
は
署
名
下
に
花
押
あ
り
)
な
る
寄
進
の
署
名
が
附
さ
 

れ
、
毎

冊

首

に

は

「
足
利
学
校
公
用
」
と

S
i
l

さ
れ
て
い
る
。

所
々
の
朱
筆
句
点
批
点
や
雌
黄
の
塗
抹
は
、
卷
一
第
四
葉
表
•
巻
十
一
 

第
廿
三
葉
表
の
書
入
ニ
条
と
共
に
陸
子
逾
の
識
語
に
あ
る
如
く
、
父
放
翁
 

の
手
標
に
遵
つ
た
子
逾
の
書
入
で
あ
る
。
そ
の
外
に
室
町
時
代
の
邦
人
の

朱
句
占

〗勾
点
や
校
合
書
入
が
少
し
く
見
ら
れ
る
。

本
版
は
刊
記
序
跋
が
な
い
が
、
そ
の
版
式
字
様
刻

H

名
等
か
ら
察
す
る
 

に
、

両
浙
東
路
茶
塩
司
が
上
梓
せ
る
、

所
謂
越
刊
八
行
本
の
一
つ
で
ぁ
 

る
。
此
は
宋
が
南
渡
早
々
知
識
層
の
間
に
図
書
欠
乏
の
声
が
挙
っ
た
の
 

で
、
財
政
難
の
^
:
政
府
は
詔
を
発
し
て
地
方
公
署
に
経
史
の
基
本
図
書
 

の
刊
刻
を
促
し
た
の
に
応
じ
て
両
浙
東
路
茶
塩
司
が
紹
興
に
於
て
出
版
し
 

た
注
疏
合
刻
本
で
、
紹

興

後

期

か

ら

寧

宗

朝

に

至

る

間

に

易

.
書

•
周
 

礼

.
礼

記

.
論

•
孟
が
続
刊
さ
れ
、
そ
の
刊
刻
の
事
情
は
後
掲
の
礼
記
正
 

義
の
紹
熙
三
年
黄
唐
の
刊
書
跋
に
ょ
っ
て
明
か
で
ぁ
る
。
本
版
は
そ
の
欠
 

筆
が
高
宗
に
止
っ
て
孝
宗
以
降
を
避
諱
せ
ぬ
こ
と
、
又
そ
の
刻

H

名
を
検
 

す
る
に
次
の
こ
と
が
判
明
す
る
。

刻

H

の
殆
ど
が
ほ
ぼ
同
時
頃
の
刊
刻
と
思
わ
れ
る
越
刊
八
行
本
の
尚
書
 

正

義

(
孫
中
、
陳
錫
、
朱
明
、
丁
谭
、
徐
茂
、
陳
明
、
毛
昌
、
王
称
、
徐
 

亮
、
洪
先
)
と

周

礼

疏

(
孫
中
、
陳
錫
、
梁
文
、
許

明

、
朱
明
、
丁
璋
、 

徐
茂
、
毛
昌
、

王
珎
、

徐
亮
、

梁
済
、

浩
先
)

の
彫
板
に
従
事
し
て
い
 

る
。
そ
の
他
本
版
の
刻
エ
名
は
、
紹
興
九
年
紹
興
府
刊
単
疏
本
毛
詩
正
義
 

(
徐
茂
、
陳
錫
)
、

紹
興
十
年
臨
安
府
刊
西
漢
文
類
(陳
錫
)
、

紹
興
十
九
 

年
跋
明
州
軍
公
庫
刊
徐
公
文
集
(
浩
先
)
、

南

宋

初

刊

景

徳

伝

燈

録

(
李
 

碩
)
、
同

通

典

(
朱
明
)
、
同
新
唐
書
(
朱
明
)
、
同

劉

賓

客

文

集

(
李
棠
)
、 

同

元

氏

長

慶

集

(
陳
明
、

毛
昌
)
、

同

思

溪

版

蔵

経

(
陳
明
、
王
珎
、
洪
 

先
)
、

同

明

州

刊

文

選

(
除
亮
、
浩
先
、
毛

昌

〈
修

>
)
、

同
白
氏
六
帖
事
 

類

集

(
王
珎
、
梁
済
)
、
同

外

台

秘

要

方

(
朱
明
、
李
碩
)
、
孝
宗
朝
刊
両
 

江
東
転
運
司
刊
史
記
(
朱
明
、
李
秀
)
、
同

漢

書

(
梁
文
、
李
碩
、
丁
璋
、 

徐
茂
、
王
珎
、
浩
先
)
、
同

後

漢

書

(
李
碩
、
朱
明
、
李
棠
、
李
秀
)
、
孝



宗
朝
刊
北
山
小
集
(
朱
明
)
、

同

論

衡

(
毛
昌
、

王
珎
、
洪
新
、
徐
亮
、 

陳
明
)
、
同

国

語

(
李
棠
)
、
同
周
官
講
義
(
陳
明
、
毛
昌
)
、
同

広

韻

(
陳
 

錫
、
王
珎
、
徐
茂
、
顧
忠
、
許
明
、

梁
済
)
、

同
単
疏
本
周
易
正
義
(
王
 

珎
)
、

同
単
疏
本
尚
書
正
義
(
浩
先
)
、

同
鄂
州
刊
資
治
通
鑑
(
陳
明
)
、 

乾
道
ニ
年
江
陰
淑
江
郡
刊
宣
和
奉
使
高
麗
図
経
(
徐
亮
)
、

同
年
泉
南
郡
 

庠

刊

孔

氏

六

帖

(
李
秀
}
、
淳
熙
ニ
年
厳
州
郡
庠
刊
通
鑑
紀
事
本
末
(
朱
 

明
)
、
南
宋
初
刊
史
記
集
解
(
中
央
研
究
院
蔵
)

の
南
宋
前
期
修
に
張
祥
、 

除
茂
、
顧
忠
、
王
珎
、
同
資
治
通
鑑
目
録
の
南
宋
前
期
修
に
王
珎
、
所
謂
 

眉
山
七
史
宋
書
の
修
に
陳
錫
、
孝
宗
朝
刊
豫
章
黄
先
生
文
集
の
寧
宗
朝
修
 

に

孫

中

•
除
亮
、
寧
宗
朝
浙
刊
晦
庵
先
生
文
集
に
陳
明
の
名
が
見
え
る
。 

以
上
は
皆
南
宋
初
か
ら
寧
宗
朝
前
期
に
亘
る
杭
州
地
区
の
刻
エ
で
あ
る
。 

従
っ
て
本
版
は
欠
画
と
刻
エ
名
か
ら
又
そ
の
字
様
が
紹
興
頃
の
浙
刊
本
の
 

典
型
た
る
の
と
相
ま
っ
て
、
紹
興
後
期
か
ら
遅
く
も
孝
宗
前
期
を
降
ら
ぬ
 

刊
刻
た
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
淳
熙
刊
の
説
も
あ
る
が
、
そ
の
字
様
の
重
 

厚
な
る
点
か
ら
も
紹
興
乾
道
間
と
看
做
す
の
が
妥
当
で
あ
ろ
ぅ
。

注
疏
は
元
来
各
々
単
行
さ
れ
て
い
た
が
、
読
者
の
便
を
計
っ
て
、
注
疏
 

薈
輯
し
た
の
は
こ
の
両
浙
東
路
茶
塩
司
刊
本
が
最
初
と
云
わ
れ
、
以
後
そ
 

の
簡
便
さ
が
受
け
、
合
刻
本
の
み
が
続
刊
さ
れ
、
単
疏
本
は
そ
の
伝
を
殆
 

ど
絶
つ
如
き
様
相
を
呈
し
、
正
義
は
そ
の
旧
形
を
大
に
失
ぅ
に
至
っ
た
。 

し
か
し
本
版
は
序
共
十
四
巻
の
単
疏
本
の
巻
次
に
遭
い
、
注
は
起
至
を
標
 

す
る
等
、
未
だ
旧
形
の
体
式
を
多
く
残
し
、
割
裂
删
改
や
脱
誤
が
少
く
、 

後
の
十
行
本
の
如
き
通
行
本
に
比
し
て
、
佳
処
優
所

が

頗

る

多

い

こ

と

 

は
、
七
経
孟
子
考
文
.
盧
氏
羣
書
拾
補
.
阮
氏
：̂

記

.
瞿
目
等
の
校
異
 

に
徴
し
て
も
明
か
で
あ
る
。
本
茶
塩
司
刊
注
疏
本
の
板
木
は
後
に
国
子
監

に
移
さ
れ
、
南
宋
中
期
か
ら
漸
次
修
補
が
加
え
ら
れ
、
元
に
な
っ
て
西
湖
 

書
院
に
移
管
さ
れ
て
さ
ら
に
修
補
が
施
さ
れ
、
明
に
入
っ
て
そ
の
一
部
は
 

南
監
に
転
移
さ
れ
て
通
修
印
行
さ
れ
た
。

本
版
の
他
に
伝
存
す
る
の
は
、
清
の
汪
士
鐘
.
陳

錬

.
瞿
氏
鉄
琴
銅
剣
 

楼
等
遁
蔵
の
北
京
図
書
館
現
蔵
本
(
汪

目

.
瞿

目

•
瞿

影

.
王

記

.
中
版
 

録

68著
録
)

の
み
が
知
ら
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。
た
だ
同
本
は
宋
•
元
の
遁
 

修
が
加
え
ら
れ
、
表
序
卷
一
の
首
巻
は
陳
錬
が
銭
保
伝
鈔
宋
本
に
よ
っ
て
 

補
写
し
、
巻
中
の
略
例
釈
文
は
明
翻
八
行
本
を
以
て
補
完
し
て
あ
る
。
ち
 

な
み
に
瞿
影
.
中
版
録
所
載
の
巻
ニ
巻
首
の
書
影
は
原
刻
に
非
ず
し
て
、 

そ
の
忠
実
な
覆
刻
の
宋
修
で
あ
る
。

現
存
越
刊
八
行
本
の
殆
ど
が
宋
元
乃
至
明
通
修
後
印
本
で
あ
る
の
に
比
 

し
、
掲
出
の
こ
の
足
利
学
校
本
は
表
序
等
の
首
部
を
欠
く
が
、
本
文
は
首
 

尾
完
好
に
し
て
修
刻
が
な
く
、
初
印
と
は
云
い
得
ぬ
に
せ
よ
、
渾
厚
厳
端
 

の
字
画
は
触
目
整
正
な
ら
し
む
る
早
印
に
属
し
、
端
平
の
宋
人
の
書
入
識
 

語
を
有
す
る
等
、
珍
中
の
珍
宝
と
称
す
べ
き
で
あ
る
。

こ
の
本
に
は
昭
和
 

四
八
年
東
京
.
汲
古
書
院
刊
の
影
印
本
が
あ
る
。

周

易

兼

義

九

卷

附

略

例

一

巻

音

義

一

巻

魏

王

弼

•
晉
韓
康
伯
 

注

唐

孔

穎

達

疏

陸

徳

明

音

義

〔
元
〕
刊

世
に
宋
版
十
行
本
、
或
は
伝
本
の
殆
ど
に
明
正
徳
年
間
の
南
監
の
修
補
 

が
あ
る
所
か
ら
正
徳
十
行
本
と
称
さ
れ
る
十
三
経
注
疏
の
一
つ
。
従
来
宋
 

刊
と
さ
れ
て
来
た
が
、
長
沢
規
矩
也
博
士
に
よ
っ
て
、
そ
の
刻

H

名
等
か
 

ら
元
の
刊
刻
た
る
こ
と
が
実
証
さ
れ
た
(
「
正
徳
十
行
本
注
疏
非
宋
本
考
」 

〈
「
書
誌
学
論
考
」
所
収
〉
)
。
詳
細
は
拙
著
参
照
。



(
静
嘉
堂
文
庫
蔵
)

〔
明
前
期
〕
修

一

〇
冊
。

新
補
淡
緑
色
地
銀
砂
 

子

散

し

表

紙

(
ニ
六
.
五

X
H
ハ
.
八
醒
)
、

襯
紙
を
挾
め
る
改
装
本
。

首
 

目
の
首
半
丁
及
び
卷
五
末
丁
欠
。
修
補
は
明
前
期
に
止
っ
て
、
正
徳
に
降
 

ら
ず
、

原
刻
の
葉
が
多
い
。

陸
氏
旧
蔵
で
あ
る
が
、

陸
志
に
著
録
さ
れ
 

ず
、
そ
の
後
の
収
蔵
か
。

(
静
嘉
堂
文
庫
蔵
)

至

明

正

徳

遁

修

八

冊

。
陸
志
著
録
。
新
補
淡
茶
 

色

水

玉

表

紙

(
ニ
九

X
一
七
極
)
。
金

鑲玉
装
。
元
料
紙
縦
ニ
六
•
五
極
。 

白
棉
紙
。
巻
五
第
三
十
三
葉
補
写
。
版
心
の
正
徳
の
修
年
の
所
を
削
除
し
 

て
別
紙
で
補
っ
て
い
る
。
原
刻
の
葉
は
漫
德
甚
し
い
が
、
正
徳
修
印
の
中
 

で
は
、
比
較
的
原
刻
の
葉
が
多
い
方
で
あ
る
。

同
版
本
に
は
他
に
台
湾
国
立
中
央
図
書
館
(
拙
著
著
録
)
.
北
京
図
書
 

館

.
北
京
大
学
蔵
本
、
瞿
目

瞿

影

.
劉

影

.
傅

目

•
蔣
志
著
録
本
等
が
あ
 

り
、
皆
明
修
本
で
あ
る
。

周
易
新
講
義
一
〇
卷
宋

龔原
撰
〔宋
紹
興
〕
刊

(
内
閣
文
庫
蔵
)

三
冊
。
重
文
。
森
志
著
録
。
後

補

淡
香
色
表
紙
(
ニ
 

三
.
七

x
一

三
.
五
醒
)
、
外

題

「
周
易
新
講
義
幾
」
、

右

下

端

に

「
共
三
/
 

宋
板
」
と
墨
書
。
裏
打
修
補
が
施
さ
る
。
巻

首

「
進

周

易

新

講

義

ハ

) 

龔原
深
甫

/
f

一一)
序
」
と
題
す
る
自
序
を
冠
し
、
毎

巻

首

「
周
易
新
講
義
 

巻
第
幾
」
と
題
す
。

左

右

双

辺

(
一
六

X
一 
〇

.
五
喱
)
有
界
十
ー
行
、 

行
甘
二
字
内
外
、
注
小
字
双
行
、
行
廿
六
字
、
序
は
十
行
十
七
字
。
版
心
 

白

ロ

単

黒

魚

尾

「
易

幾

(
丁
付
)
」
。

下
象
鼻
に
華
、

連
、
陳
の
刻
ェ
名
 

が
見
え
る
が
、
序
以
外
の
葉
に
は
極
め
て
稀
れ
。
玄
弦
鉉
敬
驚
警
弘
殷
筐
 

恒
貞
に
欠
筆
を
見
る
が
、
厳
格
で
は
な
く
貞
の
字
の
如
き
は
欠
か
ざ
る
方

が
多
く
、
英
宗
以
下
に
つ
い
て
は
欠
画
を
し
な
い
。
巻
一
前
半
に
朱
筆
の
 

句
点
朱
引
圏
点
の
書
入
が
あ
る
が
、
そ
の
後
は
所
々
に
存
す
る
に
す
ぎ
な
 

い
。

第
一
冊
首
と
巻
六
首
に
「
興
学
\
亭
印
」
(
森

志

に

「
巻
首
有
興
学
 

亭
篆
字
朱
印
、

1
1

g
、

上
杉
氏
所
蔵
宋
槧
本
史
記
亦
有
此
印
記
」
)
、
表
 

紙

並

に

末

に

「
昌
平
坂

\

学
問
所
」

の
墨
印
及
び
「
文
化

一
〇

丑
」
の
朱
印
、 

「
浅
草
文
庫
」
「
大
学
校

\

図
書

\

之
印
」
「
書
籍

\

館
印
」
「
日
本

\

政
府
 

\

図
書
」
等
の
朱
蔵
印
あ
り
。

本
書
は
有
名
な
佚
存
書
に
し
て
、
林
述
斎
の
佚
存
叢
書
に
所
収
翻
印
さ
 

れ
て
内
外
に
知
ら
れ
る
に
至
っ
た
孤
本
で
あ
る
。
刊
記
が
な
く
、
森
志
は
 

欠

画

か

ら

「
北
宋
槧
中
尤
佳
者
也
」
と
鑑
定
し
た
。
し
か
し
北
宋
刊
本
に
 

非
ざ
る
こ
と
明
か
で
あ
る
が
、
そ
の
字
様
が
建
安
の
体
に
類
し
、
字
画
清
 

勁
墨
色
研
好
で
は
あ
る
が
、
些
少
朴
拙
と
間
々
不
斉
の
所
を
免
れ
ず
、
そ
 

の
紙
質
は
和
紙
に
類
せ
る
白
色
堅
厚
の
楮
系
で
、

一
見
我
が
五
山
版
の
観
 

を
呈
し
て
い
る
。
字
様
版
式
か
ら
見
て
紹
興
年
間
、
遅
く
も
孝
宗
前
期
を
 

下
ら
ざ
る

閩刻
で
あ
ろ
ぅ
。

こ
の
本
往
々
虫
損
に
よ
る
欠
壊
の
字
が
あ
る
 

が
、
佚
存
叢
書
に
よ
っ
て
判
明
す
る
所
も
あ
る
。

四
庫
未
著
録
。
阮
元
が
逆
輸
入
の
佚
存
叢
書
本
に
よ
っ
て
進
呈
し
た
。 

著
者
は
字
は
深
甫
、

一
に
深
之
、
遂
昌
の
人
、
少
く
し
て
陸
佃
と
共
に
王
 

安
石
に
師
事
し
て
終
生
易
ら
な
か
っ
た
。
嘉
祐
八
年
進
士
、
元
豊
中
国
子
 

直
講
と
な
り
官
は
宝
文
閣
待
制
に
至
っ
た
。
事
蹟
は
宋
史
本
伝
に
詳
か
で
 

あ
る
。
宋

史

藝

文

志

に

「

龔原
続
解
易
義
十
七
巻
、
又
易
伝
十
巻
」
と
あ
 

り
、
晁
氏
読
書
志
卷
一
上
に
「
王
介
甫
易
義
二
十
卷

龔原
注
易
二
十
卷
耿
 

南
仲
注
易
二
十
巻
」
と

録

し

て

「
右
皇
朝
王
安
石
介
甫
撰
、
介
甫
三
経
義
 

皆
頒
学
官
、
独
易
解
自
謂
少
作
未
善
、
不
専
以
取
士
、
故
紹
聖
後
復
有

龔



原
耿
南
仲
注
易
三
書
、
偕
行
于
湯
屋
」
と
。
ま
た
陳
氏
書
録
卷
一
に
「
易
 

講
義
十
卷
給
事
中
遂
昌

龔原
深
之
撰
、
嘉
祐
八
年
進
士
、
初
以
経
学
為
 

王
安
石
引
用
、
元
符
後
、

入
党
籍
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

「
経
義
考

J

引
 

載

の

鄒

浩

序

に
r

自
熙
寧
以
来
、
凡
学
易
者
、
靡
不
以
先
生
為
宗
師
」
と
 

云
ぅ
如
く
、
本
書
は
一
時
大
に
崇
尚
せ
ら
れ
て
盛
行
し
た
が
、
南
宋
に
至
 

っ
て
安
石
の
没
落
と
程
朱
学
の
盛
行
に
よ
り
、
反
対
の
程
朱
学
派
の
楊
時
 

か

ら

「

龔深
父
説
易
、
元
無
所
見
、

一
生
用
功
都
無
是
処
」
と
酷
評
さ
れ
 

た

如

く

一

落
千
丈
、
久
し
く
伝
を
失
ぅ
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
。

程

朱

ニ

先

生

周

易

伝

義

一
〇
卷

易

図

一

巻

宋

程

頤

伝

朱

熹

 

本

義

元

延

祐

元

年

(
ニ
一
二
四
)
刊

(
翠
巖
精
舎
)

(宮
内
庁
書
陵
部
蔵
)

五
冊
。
森
志
著
録
。
後

補

丹

色
古
表
紙
(
ニ
四
. 

五

>
<
ー
五
.
七
龌
)
。
「
周
易
伝
義
幾
」
と
外
題
、
表
紙
右
下
端
に
「
共
五
/
 

易
二
号
」
と
墨
書
。
裏
打
修
補
が
加
え
ら
る
。
毎
冊
見
返
に
所
収
卦
名
を
 

墨
書
。

首
に
扉
あ
り
、

上

に

r

翠
巖
精
舎
」
と
横
書
、

そ
の
下
中
央
に
 

「
新
刊
」
(
横
書
白
文
)
、
下

に

「
程
朱
先
生

\

周
易
伝
義
」
の
大
書
、
そ
の
 

左

に

「
伊
川
先
生
程
子
有
周
易
六
十
四
卦
伝
晦
庵
先
生
朱

\

子
有
周
易
 

経
伝
本
義
ニ
書
発
明
理
義
象
数
極
為
明
傭
」
、

右

に

「
盛
行
□
矣
今
合
而
 

一
之
庶
学
者
一
目
而
両
□
且
免

\

重
複
検
閲
之
労
実
為
便
益
敬

鋟諸
梓
嘉
 

与
同
志
共
之
」

の
小
書
が
印
刷
さ
る
。
首
に
有
宋
元
符
ニ
年
己
卯
正
月
庚
 

申
河
南
程
頤
正
叔
序
の
程
序
、
次
に
朱
子
集
録
と
題
す
る
「
易
図
」
を
置
 

き
、
そ

の

後

(
尾

題

「易
図
終
」

の
前
)
に
、

r

延
祐
甲
寅
孟
冬

\

翠
巌
精
 

舎
新
刊
」

の
木
記
を
有
す
る
。
本

文

巻

首

「
程
朱
ニ
先
生
周
易
上
経
伝
義
 

卷
之
一

\
{
錄

セ
)
伊
川
先
生
程
頤
伝

\
{
議

セ
)
晦
庵
先
生
朱
*
本
義
」
と
題
す
。
四

周

双

辺

(
一
九
.
八

X

一
二
•五
缠
)
有
界
十
一
行
、
行
廿
ー
字
、

注
小
字
 

双
行
、

行
廿
五
字
。

注

文

の

「伝
」
「
本
義
」

の
標
字
は
墨
囲
白
文
の
大
 

字
。
版
心
細
黒
ロ
双
黒
魚
尾
「
周
易
伝
義
幾
フ
(
或
は
周
易
幾
フ
、
周
易
 

伝
幾
、
易
伝
幾
フ
)
(
丁
付
)
」
。
毎
裏
葉
左
上
欄
外
に
耳
格
(
枠
な
し
) 

あ
り
、
卦
名
を
印
す
る
が
、
殆
ど
磨
滅
す
。
第
一
冊
本
文
首
に
「厳
\

墦」 

@

の
古
印
、
尾
に
朱
古
印
あ
れ
ど
印
文
未
詳
。

毎

冊

尾

に

「昌
平
坂

\

 

学
間
所
」
(轉
)
「
文
化
こ
亥
」

の
朱
印
、
首

に

「
浅
草
文
庫
」
「
書
籍
/
館
 

印
」
「
日
本

\

政
府

\

図
書
」
「
帝
室
/
図
書

\

之
章
」

の
諸
印
記
あ
り
。

経
文
に
の
み
、
室
町
期
の
朱
句
点
朱
ヲ
コ
ト
点
(
明
経
点
、
少
し
く
墨
 

筆
を
混
ゆ
)
、

各
別
筆
の
朱
墨
両
様
の
返
点
送
仮
名
や
書
入
(
一
部
押
紙
 

書
入
)
が
少
し
く
あ
り
、
そ
の
書
入
は
多
く
旧
注
の
抄
録
か
ら
な
る
。
本
 

版
は
典
型
的
な
建
安
麻
沙
本
で
、
こ
の
本
は
印
面
か
な
り
漫

漶な
る
後
印
 

で
あ
る
。
莫
跋
著
録
本
及
び
北
京
大
学
蔵
(
李
氏
旧
蔵
)
存
首
八
巻
四
冊
 

は
延
祐
元
年
翠
巌
精
舍
刊
と
.録
さ
れ
て
い
る
。

同

〔
元
〕
刊
覆
元
延
祐
元
年
翠
巌
精
舍
刊
本

(
天
理
図
書
館
蔵
)

六
冊
。
新
補
紺
色
絹
表
紙
(
ニ
五
.
八

X
一
六
•
三
 

缠
)
。

襯
紙
を
挾
み
改
装
、

元
料
紙
縦
こ
三
.
四

|1。
首
に
程
序
、
「
周
易
 

総
目
」
(
以
上
補
写
)
並

に

「
易
図

J

 
(
首
.ニ
丁
半
及
び
末
半
丁
補
写
)
あ
 

り
。
卷
首
題
の
体
式
前
掲
本
に
同
じ
。
四

周

双

辺

(
一

九
.

九

X
一
二
.
四
 

握
)
有
界
十
一
行
、
行
廿
一
字
、
注
小
字
双
行
、
行
廿
五
字
。
版
心
細
黒
 

P双
黒

魚

尾

「易

伝

(
或
は
周
易
伝
義
、

周
易
伝
、

周
易
)
幾

フ

(
丁
 

付
)
」
。
裏
葉
左
欄
外
上
に
卦
名
を
印
せ
る
耳
格
(
枠
な
し
)
あ
り
。
巻
中
 

ほ

y
廿
丁
の
補
写
あ
9
、
巻
十

f

欠
丁
。
首

冊

副

紙

に

「
§

丙
午
歳



夏
自
金
陵
書
肆
\
購
得
宝
宋
閣
善
本
之
ー
#
越

«?記
」

の
識
語
あ
り
。

「
結
 

弍
\

盧
蔵
\
書
印

j r

鼎
面

\

珍
賞
」

r

銕
陵
王
氏

\

宝
宋
閣

\

所
蔵
之
印
」 

「
王
定
\
安
印
」
「
翰
墨
\
奇
縁
」
「
宝
宋
閣
」
等
の
諸
印
記
。

清
の
王
定
 

安

(
字
は
鼎
臣
)
、

咸
豊
の
頃
蔵
書
の
富
を
以
て
知
ら
れ
た
仁
和
の
朱
学
 

勤

(
字
は
修
伯
)
.
澂

(
字
は
子
清
)
父
子
等
旧
蔵
。
結
ー
廬
書
目
著
録
。

前
掲
の
延
祐
元
年
翠
巌
精
舎
刊
本
を
覆
刻
せ
る
印
面
美
麗
な
る
元
未
刊
 

麻
沙
本
で
、
此
は
正
体
字
が
略
体
字
に
改
変
さ
れ
て
い
る
所
が
多
い
。
台
 

湾
の
国
立
中
央
図
書
館
蔵
巻
六
の
零
本
は
此
と
同
版
、
故
宮
博
物
院
楊
氏
 

観
海
堂
蔵
卷
三
•
四
の
零
本
は
本
版
に
基
づ
く
さ
ら
に
後
の
明
前
期
の
覆
 

刻
で
あ
る
。
北
京
図
書
館
蔵
元
刻
四
冊
本
は
前
掲
の
延
祐
元
年
刊
本
と
覆
 

刻
の
関
係
に
あ
り
、
或
は
そ
れ
ょ
り
先
出
本
か
。
羅
録
著
録
存
下
経
四
五
 

六
三
巻
は
此
と
同
版
か
否
か
。
同
館
蔵
瞿
目
瞿
影
著
録
本
は
本
版
と
字
様
 

が
相
似
せ
る
麻
沙
版
で
あ
る
が
、
十
三
行
注
文
行
廿
七
字
の
別
版
で
、
元
 

刊
に
非
ず
し
て
、
明
初
刊
刻
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。

晦

庵

先

生

校

正

周

易

繫

辞

精

義

ニ

卷

旧

題

宋

呂

祖

謙

編

〔
元

至

正

九

年

(
一
三
四
九
)
〕
刊

(
尊
経
閣
文
庫
蔵
)

〔
明
初
〕
印

ニ

冊

。

後
補
艷
出
茶
褐
色
地
空
押
 

行

成

表

紙

(
ニ
四
.
五

X
一

五
•五
缠
)
。

裏
打
補
修
や
襯
紙
が
挾
ま
る
。 

巻

首

r

晦
庵
先
生
校
正
周
易
繫
辞
精
義
巻
上

\
{

|
=

東
萊
呂
祖
謙
編

\

 

S
一
一
一
一
上
繫
」
と
題
し
、
尾

題

に

「
晦
庵
先
生
校
正
周
易
繫
辞
下
終
」
と
。 

左

右

双

辺

(
ー
九
.
三
>
<
ー
ニ
.
三
糖
)
有
界
十
ー
行
、
行
廿
一
字
、
注
小
 

字
双
行
、

行
廿
六
字
。

注

文

の

「
程
子
日
」
「
又
日
」
等
は
白
文
を
以
て
 

標
記
。
版
心
線
黒
ロ
双
黒
魚
尾
、

r

易

(
或
は
易
系
、
或
は
系
)
上

(
下
)

(
丁
付
)
」
。
所
々
左
上
欄
外
に
「
繫

辞

上

(
下
)
」
と
印
さ
れ
た
耳
格
あ
り
。

本
書
は
程
伝
が
繫
辞
に
及
ば
な
か
っ
た
の
で
、
諸
家
の
説
を
集
め
て
、 

程
伝
の
欠
を
補
っ
た
も
の
で
、
陳

氏

書

録

は

「
館
閣
書
目
、
以
為
託
祖
謙
 

之
名
」
と
云
っ
て
い
る
。
本
版
に
は
刊
記
は
な
い
が
、
版
式
等
か
ら
見
て
 

も
古
逸
叢
書
に
本
書
と
共
に
覆
刻
さ
れ
た
「易
程
伝
」
六
巻
と
共
に
出
版
 

さ
れ
た
附
録
と
思
わ
れ
、
同
書
に
は
「
至
正
己
丑
孟
春

\

積
徳
書
堂
新
刊
」 

の
木
記
を
有
す
る
。
本
版
は
宋
槧
の
覆
刻
乃
至
は
翻
刻
と
見
え
、
玄
鉉
弘
 

恒
貞
慎
敦
の
字
は
末
画
を
欠
く
が
、
雕
法
に
は
寧
ろ
明
初
の
特
色
が
出
始
 

め
て
い
る
。

こ
の
本
の
刷
り
は
明
初
に
降
る
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
ぅ
。
古
 

逸
叢
書
は
そ
の
底
本
の
所
在
を
示
さ
ず
、
本
版
は
他
に
現
存
本
が
知
ら
れ
 

て
い
な
い
。
ま
た
北
京
図
書
館
蔵
周
易
伝
存
首
四
卷
本
(
涵
録
著
録
)
は
 

至
正
九
年
積
徳
書
堂
刊
と
さ
れ
て
い
る
が
、
実
は
古
逸
叢
書
本
の
胡
蝶
装
 

特
刷
本
で
あ
る
。

易

学

啓

蒙

〔
通
釈
〕

ニ
巻
啓
蒙
通
釈
附
図
一
巻
宋
胡
方
平
撰
 

元

至

元

ニ

九

年

(
一
二
九
ニ
)
跋

刊

(
〔建
陽
〕
劉
涇
)

(
尊
経
閣
文
庫
蔵
)

ニ
冊
。
後
補
淡
香
色
表
紙
(
ニ
四

X
一
四
.五
龌
)
、 

裏
打
改
装
本
。
首
に
至
元
壬
辰
季
夏
朔
雲
荘
後
人
劉
涇
楫
之
謹
跋
及
び
壬
 

辰
仲
夏
望
日
後
学
武
夷
熊
禾
跋
の
両
跋
、

「
啓
蒙
所
引
姓
氏
」
、

「
通
釈
所
 

引
姓
氏
」
、
淳
熙
丙
午
莫
春
既
望
雲
台
真
逸
手
記
の
朱
子
「
易
学
啓
蒙
序
」
、 

次

に

「
啓
蒙
通
釈
附
図
」
(
題

下

五

格

を

隔

て

「
新
安
胡
方
平
学
」
と
題
署
) 

を
列
す
。

本

文

卷

首

「
易

学

啓

蒙

卷

上

/

^

ー
新
安
後
学
胡
方
平
通
釈
/
 

g

一一)
本
図
書
第
一
」
と
題
す
。

左

右

双

辺

(
一

九

八

X
一

ニ
.

一
一

程
) 

有
界
十
行
、
行
廿
一
字
、
注
低
一
格
中
字
単
行
、
行
廿
字
、
小
注
低
ニ
格



小
字
双
行
、

行
十
九
字
。

版

心

細

黒

ロ

双

黒

魚

尾

「
巻

上

(
下
)
(
丁
 

付
)
」
。
貞
の
字
に
欠
筆
が
見
ら
れ
る
。
室
町
期
の
朱
点
朱
引
朱
勾
点
、
所
 

々
に
墨
筆
訓
点
が
附
さ
れ
、
行
間
に
ほ
ゾ
二
手
か
ら
な
る
朱
墨
の
書
入
が
 

な
さ
れ
て
い
る
。

巻
首
の
両
跋
に
よ
れ
ば
本
書
は
朱
子
の
門
人
文
簡
.
雲
莊
兄
弟
の
後
人
 

た
る
建
陽
の
劉
涇
が
元
の
前
至
元
廿
九
年
初
め
て
梓
に
附
し
た
も
の
で
あ
 

る
。
そ
の
刊
刻
の
経
緯
に
つ
い
て
は
涇
の
跋
に
 

嘗
記
児
時
従
家
庭
授
易
聞
之
先
君
子
云
昔
晦
庵
先
生
之
講
学
于
雲
 

谷
也
我
先
文
簡
雲
荘
兄
弟
与
西
山
蔡
先
生
父
子
遊
従
最
久
講
論
四
書
 

之

餘

必

及

於

易

w}
旧
蔵
雲
荘
所
抄
諸
経
師
説
数
鉅
帙
兵
燼
之
餘
其
存
 

者
蓋
千
百
之
什
一
耳
一
日
約
无
咎
詹
君
退
斎
熊
君
訪
雲
谷
遺
跡
適
値
新
 

安
胡
君
庭
芳
来
訪
出
易
啓
蒙
通
釈
一
編
見
示
謂
其
父
玉
斎
平
生
精
力
尽
 

在
此
書
時
熊
君
以
易
学
授
児
輩
謂

是

誠

読

易

者

不

可

闕

之

書

因

言

 

庭
芳
再
入

閩惟
汲
汲
焉
父
書
無
伝
是
懼
且
欲
以
見
属
仰
惟
一
時
師
友
游
 

従
之
盛
重
念
先
世
問
学
淵
源
之
旧
輙
為
刊
寘
書
室
 

と
。
本
版
は
典
型
的
な
元
槧
建
安
本
で
、
恐
ら
く
至
元
廿
九
年
の
劉
涇
家
 

刻
版
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
ろ
ぅ
。
他
に
同
版
本
の
所
在
を
知
ら
な
い
。

同

元

致

和

元

年

(
一
三
ニ
八
)
跋

刊

(
環
谿
書
院
)

覆
元
至
 

元
ニ
九
年
劉
涇
刊
本

(
東
京
都
立
中
央
図
書
館
蔵
)

ニ
冊
。
新
補
藍
色
絹
表
紙
(
一
一
六
.
七

X 

一
六
糖
)
、
金

鑲玉
装
、
元
料
紙
縦
ニ
ニ
.
七
涯
、
裏
打
補
修
が
施
さ
る
。 

首
目
巻
首
題
式
等
前
掲
本
に
同
じ
。
左
右
双
辺
(
一
九
.
八

X

ニ

ー

•
ニ缠
)
 

有
界
十
行
、
行
廿
一
字
。
注
低
一
格
中
字
単
行
廿
字
、
小
注
低
ニ
格
小
字

双
行
十
九
字
。
版
心
細
黒
ロ
双
黒
魚
尾
「
卷

上

(
下
、
或
は
上
"
上
フ
、

フ
上
、
易
下
、
易
フ
下
、
易
下
、

下
等
)
(
丁
付
)
」
。

「
礪
山
宋
\
氏
世
 

家
」
「
有
不
\
為
斎
」
等
の
印
記
。
伊
藤
介
夫
旧
蔵
本
。

前
掲
本
の
精
善
な
覆
刻
で
、
た
^
首
の
劉
涇
跋
文
の
末
の
題
署
の
「
至
 

元
壬
辰
季
夏
朔
雲
荘
後
人
劉
涇
揖
之
謹
跋
」
に
至
る
十
七
字
を
「
致
和
戊
 

辰
季
夏
朔
環
谿
書
院
重
刊
謹
跋
」
と
改
竄
し
、
次
の
裏
丁
の
印
章
を
変
え
 

て
い
る
。
本
版
も
他
に
所
蔵
の
あ
る
こ
と
を
聞
か
な
い
。

周

易

程

朱

先

生

伝

義

附

録

ニ

〇
卷
程
子
上
下
篇
養
.
朱
子
易
図
 

説

•
周
易

五

賛

.
筮

儀

各

一

巻

首

目

一

冊

宋

董

楷

撰

元

至

 

正

ニ

年

(
一
三
四
二
)
刊

(
桃
溪
、
居
敬
書
堂
)

(
静
嘉
堂
文
庫
蔵
)

八
冊
。
陸

志

.
陸
続
跋
著
録
。
首
に
咸
淳
丙
寅
後
 

学
天
台
董
楷
謹
序
の
自
序
、
続
け
て
低
三
格
を
以
て
是
歳
良
月
謹
識
の
自
 

識

、
次

に

「
周
易
程
氏
説
凡
例
」
が
あ
り
、
そ
の
末
葉
の
刊
記
が
あ
っ
た
 

箇
所
が
破
か
れ
別
紙
で
補
わ
れ
て
い
る
。
次

に

「朱
子
易
図
説
後
学
天
台
 

董
楷
纂
集
」
、
「
易
伝
序
」
、
「
程
子
易
綱
領
」
、
「朱
子
易
綱
領
」
が
あ
っ
て
 

末

に

「易
図
終
」

の
陰
刻
尾
題
を
附
し
て
首
目
一
冊
を
な
す
。
本
文
巻
首
 

「
周
易
上
経
程
朱
先
生
伝
義
附
録
巻
之
 
一
\

e

j
後
学
天
台
董
措
纂
集
」
(
次
 

行
撰
者
題
卷
ニ
以
下
な
し
)
、
繫
辞
等
は
「
周
易
繫
辞
程
朱
氏
説
卷
之
上
」
、 

「
周
易
繫
辞
程
朱
ニ
先
生
伝
義
附
録
巻
之
下
」
、
「
周
易
説
卦
程
朱
先
生
伝
義
 

附
録
」
「
周
易
序
卦
程
朱
ニ
先
生
伝
義
附
録
」
「
周
易
雑
卦
」
と
題
し
、
巻
 

末

に

「
程
子
上
下
篇
義
」
「
朱
子
周
易
五
賛
」
「
朱
子
筮
儀
」
を
附
す
る
。 

四

周

双

辺

(
単
辺
、
左
右
双
辺
も
混
交
、

一
九
.
八

X
ニ

一
.五

缠
)
有
界
 

十
二
行
、
行
廿
二
字
、

注
小
字
双
行
。

注

文

の

「伝
」
「
本
義
」

の
標
識



は
大
字
墨
囲
白
文
、
「
程
氏
附
録
」
「
朱
子
附
録
」
は
大
字
墨
囲
。
版
心
細
 

黒
ロ
双
黒
魚
尾
、
「
易

上

(
下
)
経

(
或
は
易
、
易
係
、
易
説
卦
等
)
幾
 

(
丁
付
)
」
。
卷
三
首
葉
欠
。
第
一
冊
に
朱
句
点
が
附
さ
る
。
「
明
徳
/
堂
印
」 

「
松
靄

\

蔵
書
」
「
周
\
屯
日
」
§

「
|屯
\
兮
」
「
呉
騫
/
読
過
」

^ |等
の
 

諸
印
記
あ
り
。

清

の

周

春

(
字
は

窀兮
、

号
は
松
靄
、
乾
隆
の
進
士
)
.
 

陸
心
源
旧
蔵
。

首
の
凡
例
末
に
あ
る
べ
き
刊
記
の
箇
所
が
破
か
れ
て
い
る
が
、
次
掲
の
 

岩
瀬
文
庫
蔵
本
の
首
目
と
同
版
で
あ
る
か
ら
、
元
至
正
ニ
年
桃
溪
居
敬
書
 

堂
刊
た
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
本
版
に
は
巻
末
朱
子
筮
儀
の
末
に
も
凡
例
 

末
と
同
じ
木
記
が
あ
る
答
で
あ
る
が
、

こ
の
本
は
破
か
れ
て
い
る
。

こ
の
 

本
は
刷
り
が
か
な
り
磨
滅
せ
る
後
印
に
か
か
る
。
宋
末
の
咸
淳
ニ
年
の
自
 

序
を
有
す
る
本
書
は
宋
代
に
刊
刻
を
見
た
か
否
か
明
か
な
ら
ず
、
宋
版
は
 

現
存
し
な
い
よ
ぅ
で
、
元
槧
に
延
祐
ニ
年
円
沙
書
院
刊
本
(
北
京
図
書
館
 

蔵
、
涵
録
著
録
)
、

こ
の
至
正
ニ
年
居
敬
書
堂
刊
本
、

至
正
九
年
廬
陵
竹
 

坪
書
堂
刊
本
が
知
ら
れ
る
。
三
部
は
ほ
ぼ
覆
刻
の
関
係
に
あ
り
、
版
式
行
 

款
を
等
ぅ
す
る
。

こ
の
至
正
ニ
年
刊
本
に
は
次
掲
本
以
外
に
は
北
京
図
書
 

館

蔵

二

部

(
一
は
蔣
志
.
涵
録
著
録
)
、

王
記
、

丁
志
、
羅
録
各
著
録
本
 

が
あ
る
。

(
西
尾
市
立
図
書
箱
石
瀬
文
庫
蔵
)

九
冊
。
補
配
元
至
正
九
年
竹
坪
書
 

堂
刊
本
。
永
和
ニ
年

i

暦
元
年
釈
心
華
元
棣
加
点
書
入
本
。
後
補
茶
覆
 

表

紙

(
ニ
五

X

一

五
.
五
極
、
第
二
冊
以
下
は
ニ
五
.
五

X
一 
五
•
五
極
)
。 

第
二
冊
以
下
に
は
本
文
共
紙
元
表
紙
あ
り
、
目

録

外

題

及

び

r

瓢
庵
」

の
 

墨
書
が
存
す
る
。
裏
打
修
補
が
施
さ
る
。
首
冊
と
第
二
冊
以
下
と
は
少
し
 

く
版
を
異
に
し
、
首
目
は
前
掲
の
至
正
ニ
年
刊
本
で
あ
る
が
、
巻
ニ
以
下

は
そ
れ
と
次
掲
の
至
正
九
年
竹
坪
書
堂
刊
本
と
が
混
じ
て
配
補
さ
れ
て
い
 

る
。
首
目
巻
末
附
録
巻
首
題
体
式
版
式
等
前
掲
及
び
後
掲
版
本
に
同
じ
。 

前
掲
本
に
欠
け
て
い
る
凡
例
後
の
木
記
は
「
至
正
壬
午
桃
溪
\
居
敬
書
堂
 

刊
行
」
と
。
巻
一
の
十
六
葉
裏
、
卷
ニ
末
裏
葉
系
辞
下
首
裏
丁
等
少
し
く
 

欠
丁
あ
り
。
諸
巻
末
に
次
の
朱
墨
の
釈
心
華
元
様
の
識
語
を
有
す
。

(
巻
三
末
朱
)
点
染
権
輿
諸
永
和
丙
辰
十
二
月
今

玆丁
已
正
月
十
七
日
 

也
自
乾
坤
以
至
履
凡

\

十
卦
六
十
六
紙
畢
矣
蓋
九
扨
之
ー
簣
者
也
矣
東
 

濃
釈
元
棣
誌
焉

(
巻
四
末
朱
)
永
和
丁
未
二
月
初
吉
第
四
卷
点
染
畢
矣
元
棣
誌
焉
 

(
巻
七
末
)
右
且
点
且
講
永
和
丁
已
三
月
十
七
日
第
七
卷
畢
矣
元
棣
誌
 

g

 
(
印
文
コ
兀

\

様
」
)
刚

(
印

文

「
定
/
慧
」
) 

)

(
卷
十
一
末
)
永
和
三
年
冬
十
月
二
日
且
点
且

I t畢
矣
7

(fp
(EP 

(
卷
十
二
末
)
丁
已
冬
十
一
月
十
八
日
点
勘
畢
矣
/
卸
§

(
巻
十
三
末
)
永
和
丁
已
冬
十
二
月
二
十
又
一
日
且
点
且
講
畢
矣
/
卸
 

卸(
巻
十
五
末
)
永
和
四
年
戊
午
春
二
月
九

H
上
下
両
経
且
点
且
講
畢
元
 

棣

誌

_

_

(
繫
辞
上
末
)
康
暦
改
元
秋
八
月
二
十
又
七
日
上
繫
点
畢
譬
之
堀
井
可
 

謂
九
扨

\

幾
乎
泉
者
乎
 

驚
陰
定
慧
精
舎
之
僧
元
棣
誌
焉
 

(
繫
辞
下
末
)
康
暦
初
元
菊
節
前
一
日
下
繫
点
畢
矣
率
如
病
夫
或
養
痫
 

或
応
接

\

或
講
習
或
禅
誦
苟
其
餘
暇
則
必
及
焉
可
謂
勤
矣
定
慧
主
僧
元
 

棣
誌

g
g

(
説
卦
末
)
康
暦
初
元
秋
九
月
二
十
又
三
日
説
卦
点
畢
矣
定
慧
元
棣
誌



(
周
易
説
卦
程
朱
ニ
先
生
伝
義
附
録
末
)
康
暦
初
元
九
月
二
十
又
三
日
 

説
卦
点
畢
矣
定
慧
元
棣
誌
之
刚
刚

(
雑
卦
末
)
康
暦
改
元
九
月
二
十
又
三
日
序
雑
両
卦
点
畢
矣

\

驚
陰
定
 

慧
精
舎
主
者
元
棣
誌
焉
刚

g

(
最
巻
末
)
右
程
朱
氏
周
易
伝
義
附
録
并
邵
堯
夫
先
天
後
天
図
等
其
学
 

幽
遂
宏
闊
人
難
得
而
彷
彿
之
王
\
孔
註
疏
望
於
此
書
乃
毫
芒
之
於
秦
山
 

螢
照
之
太
明
未
足
以
擬
。
中
国
点
訓
焉
講
授
焉
者
未
之
有
也
病
\
夫
勉
 

為
□
法
印
重
公
且
点
且
講
今

玆畢
矣
竊
謂
本
朝
之
権
輪

\

末
流
之
濫
觴
 

也
夫
或
有
所
脱
誤
当
待
再
講
以
改
正
之
不
到
於
期
慎
勿
布
露

\

為
人
所

(
四
日
) 

)

誚
逞
々
闕
疑
以
俟
来
賢
ロ
ロ
康
暦
初
元
九
月
廿
ロ
ロ
定
慧
元
棣
誌
印

卸心
華
は
、
名
は
元
棣
、
字
は
心
華
、
美
濃
の
人
、
建
仁
寺
頑
石
の
門
に
 

入
り
、
そ
の
歿
後
は
義
堂
周
信
に
従
学
し
た
。
美
作
の
興
雲
寺
、
備
中
の
 

松
山
寺
等
に
住
し
、
後
入
京
し
て
建
仁
寺
の
定
慧
院
に
住
し
、
諸
山
に
出
 

世
せ
ず
、
位
西
堂
に
止
っ
た
。
し
か
し
儒
に
精
し
く
、
文
辞
豊
麗
、
独
歩
 

の
才
の
盛
名
を
慕
っ
て
そ
の
門
に
遊
ぶ
者
が
多
く
、
応
永
年
中
寂
し
、
著
 

書
に
杜
詩
の
抄
た
る
「
心
華
臆
断
」
、

遺

稿

に

「業
鏡
台
」
が
あ
る
。

こ
 

の
本
の
書
入
は
心
華
が
三
年
間
に
亙
っ
て
講
義
と
共
に
加
点
抄
録
し
た
も
 

の
で
、
経
注
文
共
に
朱
筆
の
句
点
訓
点
が
詳
細
に
附
さ
れ
、
且
つ
欄
外
行
 

間

に

経

書

.
正

史

.
老

子

.
韻
会
の
諸
書
か
ら
、

啓
蒙
翼
伝
、

朱
子
附
 

録
、
張
氏
正
蒙
、
楊
氏
易
藁
そ
の
他
の
宋
学
者
の
諸
説
を
抄
録
し
、
間
々
 

私
云
と
私
説
を
附
し
、
ま
た
一
本
と
の
校
合
注
も
記
入
さ
れ
る
こ
と
詳
細
 

な
る
も
の
が
あ
る
。
心
華
が
識
語
に
本
書
の
加
点
を
本
朝
の
権
輿
と
自
負
 

す
る
如
く
、
古
注
か
ら
新
注
へ
と
後
の
桃
源
等
が
五
山
易
学
を
転
換
せ
る

先
駆
で
こ
の
書
入
は
淘
に
よ
く
勤
め
た
り
と
称
す
べ
く
、
我
が
国
の
易
 

学
史
上
極
め
て
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
毎

冊

首

か

尾

に

「善
慧
軒
」

の
卵
 

形
墨
印
が
鈐
さ
れ
、
毎

表

紙

に

r

瓢
庵
」

の
署
名
が
あ
り
、
即
ち
こ
の
本
 

は
後
に
東
福
寺
の
鼓
叔
守
仙
(
瓢
庵
と
号
し
、
東
福
寺
内
善
慧
軒
に
退
休
 

し
弘
治
元
年
寂
)

の
蔵
と
な
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

同

元

至

正

九

年

(
一
三
四
九
)
刊

(
廬

陵

.
竹
坪
書
堂
)

覆
 

元
至
正
ニ
年
刊
本

首

目

.
巻
首
題
体
式
版
式
等
前
掲
本
に
同
じ
。
凡

例

後

に

「
至
正
己
丑
 

廬
陵

\

竹
坪
書
堂
新
刊
」

の
双
辺
木
記
が
あ
る
。
四

周

双

辺

(
ニ
〇

x
一 

ニ
.六
極
)
有
界
十
二
行
、

行
甘
二
字
、
注
小
字
双
行
。

版
心
細
黒
ロ
双
 

黒

魚

尾

「易

上

(
下
)
経

幾

(
幾
フ
、
或
は
易
幾
)
(
丁
付
)
」
。

同
版
本
は
海
外
に
は
国
立
中
央
図
書
館
(
欠
巻
四
—

一
五
)
故
宮
博
物
 

院

(
存
図
説
一
巻
、
以
上
拙
著
著
録
)
北

京

図

書

館

(
涵
録
著
録
)
に
蔵
 

さ
る
。
伝
義
合
刻
は
董
氏
の
本
書
が
そ
の
俑
を
な
し
、
両
書
の
旧
形
を
乱
 

し
、
後
世
の
非
難
を
受
け
た
こ
と
は
、
四

庫

全

書

が

「惟
程
子
伝
用
王
弼
 

本
、
而
朱
子
本
義
則
呂
祖
謙
所
定
古
本
、
楷
以
程
子
在
前
、
遂
割
裂
朱
子
 

之
書
、
散
附
程
伝
之
後
、
沿
及
明
永
楽
中
、
胡
広
等
纂
周
易
大
全
、
亦
仍
 

其
誤
、
至
成
矩
専
刻
本
義
、
亦
用
程
伝
之
次
序
、
郷
塾
之
士
、
遂
不
復
知
 

有
古
経
、
則
楷
肇
其
端
也
」
と
評
す
る
通
り
で
あ
る
。
し
か
し
楷
の
凡
例
 

首
条
に
よ
れ
ば
、
敢
て
程
伝
を
離
析
せ
ず
、
尽
く
朱
子
の
意
を
失
っ
た
わ
 

け
で
な
い
。
楷
は
節
斎
蔡
氏
の
例
に
倣
っ
て
、
原
定
の
款
式
は
、
十
翼
の
 

文
は
各
経
文
よ
り
一
格
下
げ
て
正
経
と
紊
乱
せ
し
め
ず
、
程
伝
及
び
朱
子
 

本
義
は
又
一
格
を
低
し
、
程
子
朱
子
附
録
は
さ
ら
に
一
格
を
下
げ
る
等
計



つ
て
、
識
別
を
明
か
に
す
る
に
意
を
留
め
た
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
。
し
か
 

し
此
等
元
坊
刻
本
の
^
^
は
専
ら
簡
便
を
図
っ
て
、
経
伝
一
例
に
平
書
し
 

て
一
律
聯
貫
し
て
董
氏
の
本
意
を
失
ぅ
に
至
っ
て
い
る
。
延
祐
ニ
年
よ
り
 

三
伝
し
て
至
正
九
年
の
本
版
に
至
り
そ
の
間
款
式
に
小
異
が
生
じ
て
い
よ
 

い
よ
原
形
に
外
れ
た
こ
と
を
涵
録
は
次
の
如
く
指
摘
し
て
い
る
。

此
為
元
至
正
己
丑
廬
陵
竹
坪
書
堂
刊
本
。
後
於
円
沙
書

院

者

三

十

四

 

年
。
居
敬
書
堂
者
七
年
。
分
巻
行
款
悉
同
。
惟
序
卦
雑
卦
ニ
篇
。
程
子
 

上
下
篇
義
。
朱
子
周
易
五
賛
。
朱
子
筮
儀
三
篇
。
各
不
分
葉
。
円
沙
刊
 

本
。
凡
例
首
条
不
敢
尽
失
朱
夫
子
之
意
下
。
於
是
倣
節
斎
蔡
氏
例
以
彖
 

伝
大
小
象
文
言
#
下
経
文
一
字
使
不
与
正
経
紊
乱
而
程
伝
及
朱
子
本
義
 

又
下
一
字
程
子
朱
子
附
録
又
下
一
字
則
其
序
秩
然
矣
五
十
七
字
。
是
本
 

均
已
芟
落
。
僅
留
空
行
。
此
必
覆
刻
者
知
刊
本
款
式
。
已
尽
改
易
。
不
 

欲
存
之
。
以
自
形
其
矛
盾
也
。
先
後
三
十
餘
年
間
。
是
書
坊
刻
。
流
伝
 

至
於
今
日
者
。
尚
有
三
版
。
亦
可
想
見
程
朱
学
説
之
盛
行
於
当
時
矣
。 

(
尊
経
閣
文
庫
蔵
)

一
〇
冊
。

後

補

青

緑

色

表

紙

(
一
一
四
.
五

X

一
六
 

極
)
。

第
一
®
外

題

「
周
易
程
朱
氏
説
或
日
周
易
伝
義
附
録
」
、

毎
冊
目
録
 

外
題
が
記
さ
れ
、
首
冊
に
は
そ
の
左
傍
に
「計
十
冊
董
楷
纂
修
」
と
。
此
 

等
外
題
は
前
田
松
雲
筆
。
裏
打
改
装
本
。
首

の

「易
伝
序
」
は
欠
か
。
易
 

図
第
十
丁
と
卷
五
第
十
四
丁
は
補
写
。
首
三
巻
、
巻
八
—

一
五
、
末
の
周
 

易
五
賛
、
筮
儀
に
は
室
町
期
の
朱
点
朱
引
や
朱
筆
の
訓
点
が
書
入
さ
れ
て

い
る
。

(
内
閣
文
庫
蔵
)

存

上

下

経

一

五

巻

首

目

一

巻

七

冊

。
後
補
香
色
表
 

紙

(
ニ
三
•五

X

一 
五
•
五
龌
)
、
裏
打
改
装
本
。
首

の

「
易
伝
序
」
欠
か
。 

巻
一
の
始
め
並
に
巻
五
—
九
に
室
町
期
の
朱
筆
の
句
点
訓
点
が
附
さ
れ
、

所
々
墨
筆
の
書
入
が
あ
る
。

周

易

本

義

附

録

集

註

一
一
卷
附
周
易
五
賛
一
巻
元
張
清
子
編
 

元

大

徳

七

年

(
一
三
〇
三
)
序

刊

(
建

安

•
張
氏
)

(
書
陵
部
蔵
)

七
冊
。
後
補
淡
香
色
表
紙
(
ニ
四
.五

><ー
四
.五
極
)
。 

書

外

題

「
張
氏
周
易
本
義
附
録
集
注
幾
」
、
右

下

端

に

「
易
三
^

」
と
墨
 

書
。

首
に
大
徳
癸
卯
冬
至
建
安
後
学
中
溪
張
淸
子
謹
誌
の
自
序
及
び
「
周
 

易
本
義
附
録
集
註
姓
氏
」
あ
り
。
巻

末

に

「
周
易
五
賛

J

が
附
さ
る
。
本
 

文

巻

首

「
周
易
上
経
卷
第
 
一
\
(
麗
®

晦
庵
朱
嘉
伝
/

( f

ハ
)
建
安
後
学
中
溪
 

張
淸
于
編
」
と
題
す
。
左

右

双

辺

(
ニ
〇

.五

X

一
二
極
)
有
界
十
一
行
、 

行
廿
五
字
。
注
文
低
ニ
格
小
字
双
行
、
行
廿
六
字
、
但
し
巻
十
一
以
下
は
 

行
廿
四
丨
廿
七
字
、
注
は
行
廿
八
字
。
注

文

の

「
本
義
」
「
附
録
」
「
集
註
」 

等
の
標
識
は
大
字
墨
囲
白
文
、
晦
庵
日
、
張
清
子
日
等
の
人
名
は
小
字
白
 

文
。

版
心
小
黒
ロ
双
黒
魚
尾
「易

幾

(
丁
付
)
」
。

巻

一

•
八
の
巻
末
に
 

「
張
氏
月
洲
書
院
新
刊
」
、

巻

三

.
九

末

に

「張
氏
可
軒
書
院
新
刊
」
、

巻
 

七

末

に

「
張
山
長
宅
中
溪
書
院
新
刊
」

の
刊
記
、
卷

ー

ー

三

末

に

「
建
安
 

後
学
張
公
埜
点
校
」
、
巻

四

末

に

「
建
安
張
公
霖
点
校
」
、
卷

五

末

「
建
安
 

後
学
張
公
霖
点
校
」
、
巻

七

•
八

末

「
建
安
後
学
張
公
楚
点
校

J
、

卷
九
末
 

「
建
安
後
学
張
公
麓
点
校
」
、
巻

十

一

末

「
建
安
後
学
張
熙
孫
点
校
」
と
、 

校
者
名
が
刻
さ
れ
て
い
る
。
毎
冊
末
に
所
蔵
者
釈
宝
英
の
文
明
丙
申
八
年
 

と
同
壬
寅
十
四
年
の
次
の
朱
筆
加
点
識
語
が
記
さ
れ
て
い
る
。

(
第

ー

.
ニ
«

文

明

壬

寅

之

夏

朱

句

畢

功

焉

(
三
)
 

文

十

匹

寅

相

月

日

朱

句

畢

功

(
四
)
 

文
十
匹
寅
之
秋
句
読
畢
功



(
五
)
 

文

明

壬

寅

之

秋

句

逗

畢

功

(
六
)
 〇

文
明
倉
龍
在
摂
提
槍
月
維
秋
九
幾
望
也
此
書
已
前
共

\

六
冊
句
 

読
一
筆
而
畢
功
焉
予
年
逾
知
命
/
髪
已
雪
而
眼
也

眵唇
矣
雖
前
途
ト
休
 

咎
其

\
幾
乎
然
慎
其
終
始
是
書
之
所
深
誡
也
遁
日

\

為
朋
輩
読
焉
以
終
 

篇
因

玆識
旃
斎
(印
)

(
七
)
 予
嘗
寓
于
京
之
慧
峯
以
儕
類
所
誘
者
而
就
菩
\
提
乾
翁
之
徒
其
名
 

日
春
者
適

斅於
此
于
時
年

\

財
二
十
又
ニ
而
已
夫
孔
聖
尚

晚学
之
矧
於
 

今
之
世
乎
\
或
言
其
太
早
也
予
今
也
踰
於
四
旬
者
五
昉
际

\

張
氏
是
書
 

其
間
多
難
理
会
応
話
柄
然
視

\
旧
学
所
荒
莫
者
亦
鮮
弗
能
以
無
一
二
所
 

授
\
之

益

焉

耳

吁

文

申

八

月

竭

五

宝

英

「
宝
\
英
」
、
「
昌
平
坂

\

学
問
所
」
、
「
文
化
乙
丑
」
、
「
浅
草
文
庫
」
、
「
犬

学

\

蔵
書
」
、
「
書
籍

\

館
印
」
、
「
日
本

\

政
府

\
図
書
」
等
の
諸
印
記
あ
 

り

0本
書
は
四
庫
未
著
録
、
諸
家
目
録
に
も
収
め
ら
れ
ず
、
経
義
考
も
未
見
 

と
な
し
、
た
^
僅
に
後
掲
の
元
の
董
真
卿
の
「
周
易
会
通
」
、
俞

炎

の

「
読
 

易
挙
要
」
に
解
説
の
記
事
が
見
ら
れ
る
。
そ
れ
に
ょ
れ
ば
、
著
者
清
子
は
 

字
は
希
献
、
号
は
中
溪
、
建
安
の
人
、
周
易
本
義
附
録
集
註
十
一
巻
を
著
 

す
と
。
本
書
の
大
徳
七
年
序
に
自
ら
本
書
の
趣
旨
を
 

予

晚年
頗
知
喜
易
、
而
未
造
其

閫奥
、
近
嘗
思
之
、
備

以

朱

子

本

義

 

所
伝
卦
爻
彖
象
文
言
之
説
、
師
友
問
答
講
明
之
旨
、
合
而

鋟之
于
梓
、 

且
参
放
古
今
諸
儒
議
論
、
而
以
己
説
附
其
後
、
庶
学
者
易
於
観
覧
、
此
 

則
未
嘗

惊朱
子
之
意
、
適
所
以
広
朱
子
之
説
、

と
述
べ
る
如
く
、
朱
子
本
義
を
主
と
し
て
、
朱
子
が
師
友
と
の
問
答
説
、 

易
学
啓
蒙
、
並

に

黄

幹

以

下

朱

子

門

下

六

十

二

人

の

説

を

「
附
録
」
と

し
、
子

商

.
王

弼

.
韓

康

伯

.
孔

穎

達

等

以

下

六

十

ニ

家

の

説

を

「集
 

註
」
と
な
し
、
末

に

自

説

を

「張
清
子
日
」
と
標
記
し
て
本
義
の
羽
翼
と
 

し
て
疏
通
を
計
っ
た
も
の
で
あ
る
。
本
版
は
次
の
修
補
後
印
本
の
外
に
伝
 

存
本
な
く
、
漢
土
に
は
佚
亡
同
然
と
な
り
、
た
だ
清
の
周
松
藹
旧
蔵
の
影
 

写

元

刊

本

(
自
序
欠
、
陸

跋

.
陸
志
著
録
)
が
陸
氏
葩
宋
楼
に
伝
っ
た
の
 

み
で
、
そ
れ
も
今
我
が
静
嘉
堂
文
庫
の
有
と
な
っ
て
い
る
。
附

録

.
集
註
 

所
掲
の
諸
説
に
は
現
在
亡
佚
の
書
が
多
く
、
集
註
の
中
で
は
建
安
の
朱
子
 

派

の

徐

幾

(
進
斎
)
.
邱

富

国

(
行
可
)

の
説
を
引
く
こ
と
が
多
い
。

こ
 

の
本
は
罕
覩
の
珍
の
み
な
ら
ず
、
彫
鏤

la
*

の
早
印
に
し
て
建
安
元
刊
本
 

の
上
な
る
も
の
。
毎
冊
尾
の
釈
宝
英
(
伝
明
か
な
ら
ず
)
の
手
識
の
如
く
、 

全
巻
経
文
に
朱
筆
ヲ
コ
ト
点
返
点
送
仮
名
、
注
文
に
朱
句
点
朱
引
が
附
さ
 

れ
、
ま
た
王
弼
注
と
の
校
字
等
の
朱
書
入
が
存
す
る
。
朱
書
入
に
は
別
筆
 

の
一
手
も
見
ら
れ
る
。

(
お
茶
の
水
図
書
館
蔵
)

後

修

四

冊

。
徳
富
氏
成
簣
堂
文
庫
旧
蔵
。 

香
色
表
紙
(
ニ
三
.
三
 >
<
ー
五
喱
)
、
書

外

題

「
易

経

附

録

元

(
^
)
」
。 

前
掲
本
に
は
巻
末
に
あ
っ
た
「
周
易
五
賛
」
が
巻
初
の
集
註
姓
氏
の
次
に
 

附
さ
る
。
本
文
巻
首
題
の
第
二
行
の

r

晦
庵
朱
熹
伝
」
が

「朱
子
本
義
附
 

録
」
(
但
し
卷

五

.
六
は
旧
の
通
り
)
に
、

第

三

行

の

撰

者

題

の

「
編
」 

が

「
纂
集
」
(
但

し

巻

三

•
五

•
六
は
旧
の
通
り
)
に
修
改
さ
れ
、
前
掲
 

本
に
あ
る
各
巻
末
の
刊
記
.
点
校
者
名
が
巻
七
.
十
一
を
除
き
全
て

剜削
 

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
卷
中
僅
か
な
が
ら
修
刻
が
施
さ
れ
、
少
し
く
印
面
に
 

漫

漶の
部
分
が
存
す
る
。
「
宝
勝
院
」
「
養
安
院
蔵
書
」
「
得

\

翁
」
「
蘇
峰
 

\

審
定
」
等
の
印
あ
り
。
宝
勝
院
は
東
福
寺
の
塔
頭
。
後
に
曲
直
瀬
家
養
 

安
院
の
架
蔵
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
帙

に

r

是
書
海
内
有
一
無
二
\
珍



籍
也
後
人
須
宝
\
惜
云
尔
\
大
正
四
年
七
月
初
一
一
猪
」
と
徳
富
蘇
峰
の
墨
 

書
、
巻

末

に

r

宣
統
丁
已
正
月
上
浣
羅
振
玉
観
(
印
)
(
印
)
」

の
識
語
が
あ
 

る
。
ま
た
蘇
峰
が
大
正
四
年
下
谷
の
吉
田
書
店
よ
り
こ
の
本
を
購
得
せ
る
 

顛
末
を
記
せ
る
七
月
二
日
附
巻
紙
と
共
に
同
書
店
の
蘇
峰
宛
の
金
武
拾
円
 

也
の
領
収
証
が
添
附
さ
れ
て
い
る
。

周

易

本

義

啓

蒙

翼

伝

三

卷

外

篇

一

巻

元

胡

一

桂

撰

〔
元
〕 

刊

(
〔
建

S
)

(
内
閣
文
庫
蔵
)

八
冊
。

森
志
著
録
。

後

補

香

色

表

紙

(
一
一
三
.
七

X 

一
五
糖
)
。

裏
打
修
補
が
加
え
ら
る
。

首

に

「皇
慶
癸
丑
歳
一
陽
来
復
之
 

日
新
安
後
学

\

胡
一
桂
庭
芳
父
序
」

の
自
序
、

「
周
易
本
義
啓
蒙
翼
伝
目
 

録
\
新
安
前
郷
貢
進
士
胡
ー
桂
庭
芳
父
」
あ
り
。
本

文

巻

首

「
周
易
本
義
 

啓
蒙
翼
伝
上
篇
\

i i
j
新
安
前
郷
貢
進
士
胡
ー
桂
学
」
と
題
す
。
巻
末
外
 

篇

尾

題

の

前

に

「
男
思
紹
校
正
」
。
四

周

双

辺

(
一
九

X
ニ
ー
.
ニ
糖
)
有
 

界
十
一
行
、
行
廿
一
字
、
伝
文
低
一
格
、

大
字
単
行
、

「
技
」

の
注
文
は
 

小
字
双
行
。
版
心
細
黒
ロ
双
黒
魚
尾
「
翼

伝

(
或
は
翼
、
伝
)
上

篇

(
或
 

は
上
、

中
、

下
、

外
)
(
丁
付
)
」
。
「
宝
勝
院
」
(
東
福
寺
の
塔
頭
)

r
昌
 

平
坂
\
学
問
所
」
、
「
文
政
戊
寅
」
、
「
浅
草
文
庫
」
「
大
学

\

蔵
書
」
「
書
籍
 

\

館
印
」
等
の
諸
印
記
あ
り
。
卷

初

眉

上

に

r

此
書
八
冊
安

\

永
丙
申
春
 

\

買
得
之
河

\

内
茂
八
毎
卷
\
有
宝
勝
院
\
之

印

者

乃

前

\

人

之

蔵

書

 

記
」

の
朱
筆
識
語
あ
り
。
所
々
朱
筆
の
句
点
圏
点
朱
引
、
眉
上
に
朱
墨
両
 

様
の
二
手
の
書
入
が
存
し
、
往

々

「寞
斎
按
」
と
録
さ
る
。
或
は
市
川
寞
 

斎
の
書
入
か
。

(
内
閣
文
庫
蔵
)

存

外

篇

一

冊

。

後

補

香

色

表

紙

a

一

三

•
五
X
一

四
.六
極
)
、
裏
打
修
補
あ
り
。
首
四
丁
を
欠
く
。
刷
り
は
こ
の
方
が
前
掲
 

本
よ
り
良
い
。
所
々
朱
点
朱
弓
の
書
入
あ
り
。

他
に
同
版
本
の
現
所
在
を
聞
か
ぬ
が
、

「
増
訂
四
庫
簡
明
目
録
標
注
」

に
、

「
朱
修
伯
日
、

通
志
刊
従
汲
古
元
本
出
、
曾
見
元
本
、
葉
十
六
行
、 

行
十
六
字
」
と
あ
る
は
、

本
版
と
は
別
版
ら
し
く
、

「続
録
」
に

「
李
木
 

斎
蔵
元
刊
本
、
十
一
行
二
十
一
字
、
字
体
方
整
、
類
宋
刻
、
伝
低
一
格
、 

単
辺
白
ロ
、
外
編
末
有
男
思
紹
校
正
一
行
」
と
あ
る
は
、
本
版
と
行
格
を
 

等
ぅ
す
る
が
、
単
辺
と
双
辺
、
細
黒
ロ
と
白
ロ
と
の
差
違
あ
り
、
同
版
か
 

異
版
か
。
木
斎
蔵
本
を
一
括
収
蔵
せ
る
北
京
大
学
図
書
館
目
録
に
は
そ
の
 

本
は
著
録
さ
れ
て
い
な
い
。

周

易

集

説

不

分

巻

附

易

図

纂

要

.
俞
石
澗
易
外
別
伝
各
一
巻
 

元

俞

琰撰

元

至

正

八

—

一
六
年
(
一
三
四
八
—

一
三
五
六
) 

刊

(
俞
氏
読
易
楼
)

(
静
嘉
堂
文
庫
蔵
)

八
冊
。
汪

目

.
陸

志

.
陸
続
跋
著
録
。
後
補
茶
色
 

表

紙

(
ニ
ニ
.
五

X
一 
五
•八
榧
)
、

襯
紙
を
挾
む
。

序

目

•
上
経
及
び
下
 

経

(
首
二
葉
)
補
写
の
外
に
卷
中
抄
補
の
箇
所
が
多
い
。
首
に
泰
定
元
年
 

十
月
甲
子
金
華
黄
潜
序
の
「
周
易
集
説
題
辞
」
、

元
貞
丙
申
五
月
六
日
林
 

屋

山

人

俞

琰玉

吾

叟

序

の

「
周
易
集
説
序
」
、

「
周
易
上
下
経
説
\

§

 

林
屋
山
人
俞

琰玉
吾
叟
」
(
以
上
補
写
)
を
お
く
。

各

巻

の

序

跋

.
内
題
 

等
次
の
如
し
。
巻

首

内

題

「
周

易

上

(
下
)
経

/ :I

十
一
林
屋
山
人
俞

琰 

集
説
」
(補
写
)
、

尾

題

r

俞
石
澗
周
易
集
説
上
経
卷
終
」
、

次

に

r

嗣
男
 

仲
温
校
正
命
児
楨
繕
写
謹

鋟梓
\

于
家
之
読
易
楼
至
正
八
年
歳
在
戊
子

\

 

十
二
月
廿
五
日
謹
誌
」
(
以
上
補
写
)

の
刊
語
跋
、
「
俞
石
澗
周
易
集
説
下



経
巻
終
」

の

次

に

「
嗣
男
仲
温
点
校
孫
貞
木
繕
写

鋟梓
于
家

\

之
読
易
楼
 

至
正
九
年
歳
在
己
丑
十
一
月

\

朔
且
誌
」

の
刊
語
跋
あ
り
。
彖
伝
は
首
に
 

「
周
易
彖
伝
説
\

g i
j
林
屋
山
人
俞

琰玉
吾
叟
」
を
お
き
、

「
周
易
彖
伝
 

上
\
{
概

<
}

林
屋
山
人
俞

琰集
説
」
と
題
し
、
「
周
易
俞
氏
集
説
彖
伝
下
巻
 

終
」

の
尾
題
の
次
に

r

嗣
男
仲
温
校
正
命
児
楨
植
繪
写
謹

鋟\
梓
于
家
之
 

読
易
楼
至
正
十
年
歳
在
庚
/
寅
八
月
旦
謹
誌
」

の
刊
語
跋
あ
り
。
以
下
爻
 

伝

.
象

辞

•
文

言

.
繫
辞
ニ
卷
.
説

卦

•
序

卦

•
雑
卦
は
各
首
に
説
を
お
 

き
、

首

題

の

次

に

「
林
屋
山
人
俞

琰玉
吾
叟
」
、

或

は

「
林
屋
山
人
俞

琰 

集
説
」
等
と
題
署
す
。
雑
卦
の
末
に
皇
慶
癸
丑
四
月
十
四
日
石
澗
俞

琰玉
 

吾

叟

誌

の

r

俞

石

澗

周

易

集

説

後

序

」
を
附
す
。
次

に

「
易
図
纂
要
」 

「
易
石
澗
易
外
別
伝
」
各
一
巻
を
附
録
と
し
、

尾
に
至
正
丙
申
春
正
月
男
 

仲
温
百
拝
謹
誌
の
跋
、
林
屋
洞
天
石
澗
真
逸
俞

琰玉
吾
叟
書
の
自
跋
、
並
 

に

「
至
正
八
年
歳
在
戊
子
七
月
望
日
男
仲
温
百
拝
謹
書
于
篇
末
」

の
三
跋
 

が
附
さ
る
。

左

右

双

辺

(
ー
八
.
三
>
<
1
三
極
)
有
界
十
ニ
行
、

行
廿
一
 

字
、
注
文
低
一
格
単
行
大
字
、
引
用
人
名
の
標
識
は
陰
刻
。
版
心
線
黒
ロ
 

単

黒

魚

尾

「
上

経

(
或
は
下
経
、
彖
伝
上
、
説
卦
等
)
(
丁
付
)
」
。
下
象
 

鼻

に

間

々

r

存
存
奇
刻
」
と
刻
さ
れ
た
葉
あ
り
。

「
注
士
鐘

\

曾
読
書
」 

「
帰
安
阮
\
□
□
所

\

見
金
石

\

書
画
記
」
{怒

等
の
諸
印
。

清

の

汪

士

 

鐘

.
陸
心
源
等
旧
蔵
。

本
書
を
四
庫
は
四
十
巻
に
作
る
が
、
此
は
元
貞
ニ
年
の
最
初
の
自
序
に
 

r

歴
考
諸
家
易
説
、

摭其
英
華
為
一
書
、

名
日
大
易
会
要
、
凡
一
百
三
十
 

巻

、
不
揣
固
陋
遂
自
至
元
甲
申
集
諸
説
之
善
、
而
為
之
説
、
凡
四
十
巻
、 

因
名
之
日
周
易
集
説
」
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
通
志
堂
経
解
本
は
十
 

三
卷
に
分
つ
。
し
か
し
こ
の
原
刊
本
に
よ
る
に
不
分
巻
と
す
べ
き
よ
う
で

あ
る
。
附
録
に
つ
い
て
は
、
皇
慶
ニ
年
の
後
序
に
「如
易
経
考
証
、
如
易
 

伝
考
証
、
如
読
易
須
知
、
如
易
図
纂
要
、
如
六
十
四
卦
図
、
如
古
占
法
、 

如
卦
爻
象
占
分
類
、
如
易
図
合
璧
連
珠
、
如
易
外
別
伝
、
乃
予
旧
所
編
者
 

将
毁
之
、
而
児
輩
皆
以
為
可
惜
、
又
略
加
改
竄
、
而
存
于
後
」
と
あ
れ
ば
、 

附
録
九
種
は
皆
刊
刻
さ
れ
た
答
で
あ
る
が
、
今
二
種
存
す
る
の
み
で
、
他
 

は
佚
失
し
た
よ
う
で
あ
る
。
上
の
男
仲
温
の
刊
語
跋
に
云
う
如
く
、
本
版
 

は
仲
温
が
児
の
楨
植
、
孫
の
貞
木
に
命
じ
て
版
下
を
書
か
し
め
、
至
正
八
 

年
か
ら
十
六
年
に
至
る
間
に
順
次
校
刊
し
た
も
の
で
あ
る
。
同
版
本
に
中
 

央

図

書

館

蔵

本

(
存
彖
伝
卷
上
、
拙
著
著
録
)
•
北
平
図
書
館
原
蔵
存
十
 

卷

(
下

経

•
交

伝

上

下

•
彖

伝

上

.
象
辞

上

下

•
文

言

•
説

卦

.
序

卦

. 

雑
卦
、
台
湾
に
移
管
さ
れ
ず
、

旧

京

8
—

10著
録
)
.
劉

影

著

録

本

(
存
 

易
外
別
伝
)
.
莫
目
著
録
本
が
あ
る
。

こ
の
本
は
首
目
の
部
分
が
抄
補
に
か
か
り
、
自
序
の
外
は
黄
潜
序
を
冠
 

す
る
に
す
ぎ
ぬ
が
、

「
経
義
考
」
に
は
、

至

大

庚

戌

(
三
年
)
冬
の
孟
淳
 

序
、
至
大
庚
戌
冬
至
の
王
都
中
序
、
至
治
壬
戍
(
ニ
年
)
春
の
李
克
寛
序
、 

皇
慶
元
年
の
白
挺
序
、
皇
慶
ニ
年
七
月
の
張
瑛
序
、
至
治
ニ
年
春
の
顔
堯
 

煥
序
、
至
治
壬
戍
冬
の
楊
載
序
、
至
正
六
年
七
月
の
干
文
伝
序
が
引
載
さ
 

れ
て
い
る
。
此
等
の
序
は
元
来
こ
の
至
正
刊
本
に
あ
っ
て
、
こ
の
本
が
欠
 

く
の
か
。
右
の
至
大
三
年
冬
至
の
王
都
中
序
に
「書
成
、
不
可
不
伝
、
數
 

請

鋟諸
梓
、
以
与
同
志
者
共
之
」
と
あ
り
、
部

注

の

続

録

に

「
元
至
大
庚
 

戍
王
都
本
、
佳
」
と
録
さ
れ
て
い
る
。
本
版
の
前
に
至
大
の
刊
刻
が
あ
っ
 

た
の
で
あ
ろ
う
か
。
後
考
を
俟
つ
。

周
易
経
伝
集
程
朱
解
附
録
籌
註
貨
易
会
通
)

一
四
眷
目
一

j



冊

附

録

ニ

卷

元

董

真

卿

撰

元

後

至

元

ニ

年

(
一
三
三
六
) 

刊

8

巌
精
舎
)

(東
洋
文
庫
蔵
)

一
六
冊
。

後

補

淡

茶

褐

色

表

紙

(
ニ
六

X
一
六
*
ニ
 

擓
)
、
裏
打
修
補
が
施
さ
る
。
首

に

「
周
易
会
通
総
目
\
後
学

鄱陽
董
真
卿
編
 

集
」
ぁ
9
、
そ

の

末

に

「
至
元
ニ
年
丙
子

\

翠
巌
精
舎
新
刊
」

の
双
辺
木
 

記
が
刻
さ
る
。
次

に

「
天
暦
初
元
蒼
龍
戊
辰
天
開
之
月
陽
復
後
十
日
庚
辰
 

後
学

鄱陽
董
真
卿
季
真
父
自
序
于
審
安
書
室
」
と

署

せ

る

「
周
易
経
伝
集
 

程
朱
解
附
録
纂
註
序
」
、

次
に
低
三
格
を
以
て
元
統
ニ
年
歳
在
甲
戍
九
月
 

朔
且
男

僎百
拝
専
記
と
署
せ
る
男

僎の
刊
書
跋
、

次

に

「
周

易

会

通

凡

 

例
」
、

「
周
易
会
通
引
用
諸
書
羣
賢
姓
氏
」
、

「
周
易
経
伝
歴
代
因
革

\

後
学
 

鄱陽
董
真
卿
編
集
」
、

「
易
程
子
伝
序
」
(
附
注
)
、

「
易
程
子
序
」
(
附
注
)
、 

「
古
易
朱
子
後
序
」
(
附
注
)
、

「
易
学
啓
蒙
序
」
(
尾

題

「
易
朱
子
序
」
附
 

注
)
、
「
程
子
説
易
綱
領

\

後
学

鄱陽
董
真
卿
編
集
」
、
「
朱
子
説
易
綱
領

\

後
学
 

鄱陽
董
真
卿
編
集
」
(
以
上
第
一
冊
)
、

次

に

「朱
子
易
図
附
録
纂
註
,
—

 

鄱陽
董
真
卿
編
集
」
、

「
雙
湖
胡
先
生
易
図
」
(
以
上
第
二
冊
、

以
上
各
項
と
 

も
尾
題
を
有
す
)
が
ぁ
っ
て
首
目
ニ
冊
を
成
す
。
本

文

巻

首

「
周
易
経
伝
 

集
程
朱
解
附
録
纂
註
卷
第
一
\

g i2

後
学
都
陽
董
真
卿
編
集

\

周
易
上
経
」 

と
題
さ
る
。
巻

夫

に

「朱
子
啓
蒙
五
賛
附
録
纂
註
\
後
学

鄱陽
董
真
卿
編
集
」 

及

び

「朱
子
筮
儀
附
録
纂
註
」
(
次
行
題
署
前
に
同
じ
)
を
附
す
。

四
周
 

双

辺

(
ニ
〇

x
ニ
ー
.
五
糖
)
有
界
十
一
行
、
行
十
九
字
、
注
小
字
双
行
、 

行
甘
二
字
。
注

文

の

経

.
集

.
解

•
附

録

.
募

註

.
集
解
等
の
標
識
は
大
 

字
墨
囲
。

版
心
細
黒
ロ
双
黒
魚
尾
「
易

会

通

幾

(
丁
付
)
」
。

左
上
欄
外
 

に

耳

格

(
枠
な
し
)
あ
り
、
卦
名
等
が
印
さ
る
。
巻
十
は
第
四
十
ニ
丁
以
 

下
欠
丁
。
所
々
僅
か
な
が
ら
朱
点
朱
弓
が
附
さ
れ
て
い
る
。

本
版
は
字
様
清
雅
、
建
安
元
槧
本
中
の
上
品
で
あ
る
。
本
版
に
は
次
掲
 

の

r

洪
武
戊
辰
年
建
安
務
本
堂
重
刊
」

の
刊
記
を
有
す
る
覆
刻
版
が
あ
 

り
、
そ
の
刊
記
を
逸
失
せ
る
本
を
天
目
続
等
は
刊
書
跋
か
ら
元
統
ニ
年
刊
 

と
推
定
し
て
い
る
。
し
か
し
至
元
ニ
年
は
元
統
ニ
年
か
ら
僅
か
三
年
目
で
 

あ
る
か
ら
、
本
版
が
著
者
の
男
撰
が

閩で
刻
し
た
と
い
ぅ
第
一
次
刻
本
に
 

該
当
す
る
も
の
と
看
做
す
べ
く
、
刊

記

に

「
新
刊
」
と
記
さ
れ
た
所
以
で
 

あ
ろ
ぅ
。
汲
古
閣
旧
蔵
北
京
図
書
館
現
蔵
本
は
本
版
と
同
版
の
冊
と
し
か
 

ら
ざ
る
覆
刻
の
冊
と
が
混
り
、
首
目
は
本
版
と
覆
刻
の
関
係
に
あ
る
が
" 

次
掲
本
と
も
別
種
で
あ
る
。

同

〔
明
洪
武
ニ
一
年
(
一
三
八
八
)
〕
刊

覆

元

後

至

元

ニ

年

翠

 

巌
精
舎
刊
本

(
国
立
国
会
図
書
館
蔵
)

一
六
冊
。
新
補
卍
繫
ぎ
唐
草
文
様
刷
出
丹
表
 

紙

(
ニ
三
.
五

X
一
六
極
)
。
裏
打
改
装
。
首
目
及
び
巻
末
附
録
、
本
文
巻
 

首
題
式
、
版
式
共
に
前
掲
本
に
同
じ
。
但

し

首

目

は

「
程
子
説
易
綱
領
」 

ま
で
を
第
一
冊
、

「
朱
子
説
易
綱
領
」
以
下
を
第
二
冊
と
す
る
。

四
周
双
 

辺

(
ニ
〇

•
三

x

一
二
•
五
糖
)
有
界
十
一
行
、
行
十
九
字
、
注
小
字
双
行
、 

行
廿
二
字
。

「
解
」
「
集
」
「附
録
」

r

纂
註
」
「集
解
」
等
の
標
識
は
墨
囲
 

大
字
単
行
。
版
心
細
黒
ロ
双
黒
魚
尾
「易

会

通

(
易
、
或
は
易
会
等
)
幾
 

(
或
は
幾
フ
)
(
丁
付
)
」
。
下
象
鼻
に
僅
か
な
が
ら
文
、

達
、

伍
七
、

范
 

双
、
寿
山
、
余
寿
□
、
求
□
等
の
刻

H

名
が
見
え
、
巻
五
以
下
に
は
裏
葉
 

左
上
欄
外
に
間
々
耳
格
あ
り
、
卦
名
篇
名
が
記
さ
る
。
首
目
ニ
冊
は
補
写
 

の
葉
が
多
く
、
ま
た
卷
五
首
葉
補
写
。

ほ
ぼ
全
巻
に
朱
筆
句
点
、
所
々
朱
 

引

.
黄
傍
線
が
附
さ
る
。



こ
の
本
の
首
目
の
「
周
易
会
通
総
目
」

の
末
葉
の
空
欄
五
行
分
が
別
紙
 

で
補
粘
さ
れ
て
い
る
が
、
同
版
の
北
平
図
書
館
原
蔵
本
(
拙
著
著
録
)
に
 

は
そ
の
箇
所
に

r

洪
武
戊
辰
年
建

\

安
務
本
堂
重
刊
」
な
る
双
辺
木
記
が
 

刻
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
本
版
は
前
掲
の
後
至
元
ニ
年
翠
巌
精
舎
刊
本
の
 

覆
刻
重
刊
な
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
か
な
り
忠
実
精
巧
な
る
覆
刻
で
あ
る
 

か
ら
一
見
元
槧
本
と
見
え
る
が
、
後
半
に
行
く
に
つ
れ
て
往
々
明
初
風
の
 

字
様
が
混
っ
て
来
る
。

こ
の
本
は
印
面
麗
わ
し
い
早
印
本
で
あ
る
。
故
宮
 

博

物

院

蔵

本

(
天
目
続
八
.
故

宮

選

萃

.
拙
著
著
録
)
は
刊
記
の
あ
る
首
 

目
の
多
く
を
欠
く
が
同
版
。
北

京

図

書
館
蔵
本
(
瞿
目
瞿
影
著
録
)
も
刊
 

記
が
な
く
、
本
版
と
一
致
す
る
冊
が
多
い
が
、
首
目
は
至
元
版
と
も
本
版
 

と
も
異
る
覆
刻
で
、
ま
た
巻
末
附
録
そ
の
他
冊
に
よ
り
、
或
は
同
一
冊
の
 

中
で
も
本
版
と
至
元
刊
後
印
の
葉
と
が
混
淆
し
て
い
る
所
も
あ
る
。
元
刊
 

と
記
さ
る
王
記
著
録
本
、
元
統
刊
と
録
さ
る
涵
録
.
莫
編
著
録
本
は
皆
無
 

刊
記
十
一
行
十
九
字
本
で
あ
る
が
、
ど
の
版
で
あ
ろ
ぅ
か
。
本
書
の
版
種
 

と
刊
印
修
の
決
定
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
現
存
各
本
を
全
葉
に
亘
っ
て
精
 

密
に
比
較
再
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
後
考
に
譲
る
。

直

音

傍

訓

周

易

句

解

一
〇
卷
元
朱
祖
義
撰
元
泰
定
三
年
 

(
一
三
ニ
六
)
刊

(
敏
徳
書
堂
)

(
内
閣
文
庫
蔵
)

一
冊
。

森

志

.
楊
続
譜
著
録
。

後
補
淡
縹
色
表
紙
 

(
ニ
三
>
<
ー
一
ー
.五
9

、
裏
打
修
補
が
な
さ
れ
、
原
料
紙
縦
約
ニ
ー
.
五
榧
。 

恐
は
序
目
欠
か
。

本

文

巻

首

「
直
音
傍
訓
周
易
句
解
卷
之
 
一
/

2
<
)

廬
 

陵

朱

祖

義

子

由

」
と
題
署
。

巻
ニ
以
下
次
行
題
署
な
し
。

尾
題
は
巻
ニ
 

の

み

「直
音
周
易
句
解
」
と
題
さ
る
。
左

右

双

辺

(
ー
六
.五

>
<
ー
〇
極
)

有
界
十
二
行
、
行
廿
三
字
、
注
小
字
双
行
、
注
文
末
の
音
注
の
標
字
は
白
 

文
。
版
心
線
黒
ロ
双
黒
魚
尾
、
「
易

幾

フ

(
丁
付
)
」
。
巻
末
尾
題
後
一
行
 

を
隔
て
て
、

r

敏
徳
書
\
堂
新
刊

\

泰
定
丙
寅
菊
月
印
行
(
こ
の
年
紀
一
 

行
は
小
書
)
」
な
る
木
記
が
刻
さ
る
。

所
々
貞
桓
等
の
字
に
闕
筆
が
見
ら
 

れ
る
。
「
玄
\
昌
」
「
昌
平
坂
\
学
問
所
」
「
文
化
己
己
」
「
浅
草
文
庫
」
等
 

の
諸
印
記
あ
り
。

四
庫
未
著
録
。
四
庫
存
目
に
は
同
著
者
の
「
尚
書
句
解
十
三
巻
」
を
著
 

録
し
、

r

祖
義
字
子
由
、
廬
陵
人
、
於
諸
経
皆
有
句
解
、

今
多
散
佚
、

惟
 

此
書
僅
存
」
と
。
そ

の

「直
音
傍
訓
尚
書
句
解
」
十
三
卷
も
同
じ
く
敏
徳
 

書
堂
刊
で
、
幕
末
の
考
古
家
小
林
辰
の
旧
蔵
で
、
楊
守
敬
が
滞
日
中
入
手
 

し
て
楊
譜
に
著
録
し
、

後
涵
芬
楼
の
有
と
な
り
(
涵
録
著
録
)
、

今
北
京
 

図
書
館
に
転
じ
て
い
る
。
本
書
は
文
義
を
平
易
に
解
釈
し
即
読
理
解
し
易
 

く
せ
る
初
学
童
蒙
用
の
書
で
あ
る
。

こ
の
本
は
首
の
副
紙
に
易
の
九
六
の
 

義

に

関

す

る

「
山
堂
考
索
」
よ
り
の
抄
録
、
後

の

副

紙

に

は

「
論
年
上
起
 

月
例
」

の
抄
録
が
書
入
さ
れ
、
ま
た
卷
一
に
は
全
巻
に
、
そ
の
他
の
巻
に
 

は
稀
に
朱
句
点
、
或
は
所
々
墨
の
書
入
が
存
す
る
。
刊
記
の
泰
定
云
々
の
 

年

紀

の

左

旁

に

「
至
于
日
本
文
禄
三
年
甲
午
二
百
六
十
九
年
也
」

の
小
書
 

の
墨
書
が
あ
り
、
加
点
書
入
も
こ
の
文
禄
三
年
頃
で
あ
ろ
ぅ
。
本
版
は
他
 

に
伝
存
本
の
あ
る
こ
と
を
聞
か
な
い
。

書
 

類

纂
図
互
註
尚
書
一
三
巻
旧
題
漢
孔
安
国
伝
唐
陸
徳
明
音
義
 

〔宋
紹
熙
〕
刊

(
〔
建
安
〕
宗
氏
)

(
京
都
市
蔵
)

四
冊
。
重
文
。
新
補
雲
形
宝
尽
し
文
様
梨
地
色
絹
表
紙



(
二
八
.
ニ

X
I六
.
ニ
極
)
。

金

鑲玉
装
、
原
料
紙
縦
二
三
.六
®
。

首
に
 

「
尚
書
序
」
(
附
陸
徳
明
音
義
、
尾

題

r

纂
図
互
註
尚
書
序
」
)
、
唐
虞
夏
殷
 

系
譜
以
下
諸
儒
伝
授
に
至
る
廿
一
種
の
図
か
ら
な
る
「
尚
書
挙
要
図
」 

(
尾

題

墨

囲
白
文
の
「
尚
書
図
終
」
)
、
次

に

「
尚
書
篇
名
」
を
冠
す
。
本
文
 

巻

首

r

纂
図
互
註
尚
書
卷
第
一
\
堯
典
第
ニ
福
ー
ー
)
虞

書

(
下
に
双
行
の
 

陸
徳
明
音
義
)
\

s iセ
}
孔

氏

伝

(
下
に
双
行
注
)
」
と
題
す
。

巻
ニ
以
下
 

は

篇

名

.
撰
者
題
が
第
二
行
に
、
或
は
篇
名
の
小
題
が
第
三
行
に
あ
る
も
 

あ
り
。
首
の
尚
書
序
の
尾
題
の
次
に
「
宗
氏

\

家
蔵
」
の
篆
文
方
形
木
記
、 

「
新

\
又

\

新
」
(
横
書
)

の
廬
形
木
記
、
「
桂
\
室
」
(
横
書
)

の
爵
形
木
 

記
が
印
刻
さ
る
。

左

右

双

辺

(
一
八

X
一
一

.
七
漣
)
有
界
十
一
行
、

行
 

廿
字
、
注
小
字
双
行
、
行
廿
五
字
。
注
末
の
音
義
標
字
は
墨
囲
、
重

意

. 

重

文

.
互
註
の
標
字
は
墨
囲
白
文
。
版
心
線
黒
ロ
三
黒
魚
尾
「
書

幾

(
丁
 

付
)
」
。
上
象
鼻
に
字
数
が
刻
さ
れ
、
左

欄

外

上

に

r
篇
名
幾
卷
(已
)
幾
 

(
丁
付
)
」
と
印
さ
れ
た
耳
格
が
あ
る
。
玄
匡
恒
貞
徴
樹
譲
勗
桓
慎
惇
敦
の
 

字
は
往
々
欠
筆
、
郭
以
下
の
字
は
欠
画
を
し
な
い
。
所
々
朱
墨
両
様
の
校
 

字
、
欄
外
に
墨
筆
の
訓
点
振
仮
名
の
書
入
が
あ
る
。

r

晋
門
院
」
「
岡
本
蔵
 

書
」
「
岡
本
蔵
書
記

j 

r

閻
魔
庵

\

図
書
部
」
「
鉄

\

斎
」

の
印
記
あ
り
。

本

版

の

刊

記

の

r

宗
氏
」
「
桂
室
」

の
履
歴
を
詳
に
な
し
得
な
い
が
、 

南
宋
前
期

閩刻
字
様
の
上
な
る
も
の
で
、
字
画
馴
雅
撫
印
清
麗
に
し
て
、 

欠
画
が
光
宗
の
惇
敦
に
止
っ
て
、
寧
宗
の
郭
の
字
に
及
ば
ざ
る
点
と
併
せ
 

考
え
る
に
、
恐
ら
く
光
宗
紹
熙
年
間
の
建
安
地
方
の
刊
刻
に
か
か
リ
、
遅
 

く
も
寧
宗
前
期
を
降
る
も
の
で
は
な
い
。

「
普
門
院
」

の
印
記
か
ら
察
せ
 

ら
れ
る
如
く
、
円

爾

聖

一

国

師

(
仁
治
ニ
年
帰
朝
)
が
朱
よ
り
将
来
し
て
 

東
福
寺
普
門
院
に
納
め
た
本
で
、
伝
来
の
古
き
こ
と
洵
に
尚
ぶ
べ
く
、
後

年
普
門
院
の
書
庫
よ
り
流
出
し
、
岡
本
氏
か
ら
富
岡
鉄
斎
の
有
に
転
じ
、 

殁後
富
岡
家
よ
り
京
都
市
に
寄
附
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
巻
一
の
後
表
紙
 

の
見
返
に
、
東

福

寺

.
普

門

院

.
円
邇
等
の
印
を
捺
せ
る
印
影
の
末
に
 

「
東
福
寺
什
物
擦
之
方
丈
□
製
皆
木
印
古
朴
可
愛
鉄
斎
記
」
と

鉄
斎
が
誌
 

せ
る
一
紙
が
貼
附
し
て
あ
る
。

尚
書
孔
伝
の
宋
槧
に
は
、
釈
音
を
附
さ
な
い
李
木
斎
旧
蔵
北
京
大
学
現
 

蔵
本
、
中
央
図
書
館
蔵
南
宋
中
期
建
安
王
朋
甫
刊
本
(
附
陸
氏
釈
音
、
拙
 

著
著
録
)
、
劉

影

著

録

の

r鑑
本
纂
図
重
言
重
意
互
註
点
校
尚
書
」
(
四
部
 

叢
刊
に
影
印
、
日
本
伝
来
本
、

繆
続
記
著
録
)
、

瞿

目

瞿

影

著

録

r

婺本
 

点
校
重
言
重
意
互
註
尚
書
」
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
本
版
は
そ
れ
と
は
別
版
 

の
纂
図
互
注
本
に
属
し
、
北
京
図
書
館
蔵
存
卷
七
—

一
三
の

r

纂
図
互
註
 

尚
書
」
(
天
目
続
卷
ニ
著
録
)
は
本
版
と
そ
の
先
後
を
定
め
難
い
覆
刻
の
 

関
係
に
あ
る
。
他
に
此
と
同
版
本
の
存
在
を
聞
か
な
い
。

尚

書

正

義

ニ
◦
巻

唐

孔

潁

達

等

奉

勒

撰

〔宋
孝
宗
朝
〕
刊

(
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
)

一
七
冊
。
森

志

.
楊

志

.
島
考
著
録
。
後
補
香
 

色

覆

表

紙

0

一
八

x

一
九
樞
)
、
書

題

簽

r宋
板
尚
書
正
義
幾
」
。

裏
打
補
 

修
が
加
え
ら
る
。
首
に
端
拱
元
年
三
月
日
孔
維
の
上
表
(
末
に
秦

奭以
下
 

軒

轅

節

.
胡

令

問

.
解

貞

吉

.
胡

迪

•
解

損

•
李

覚

.
袁

逢

吉

.
孔
維
に
 

至
る
九
名
の
勘
官
の
列
銜
が
署
さ
る
)
、

次
に
永
徽
四
年
二
月
二
十
四
日
 

太
尉
楊
州
都
督
上
柱
国
趙
国
公
臣
無
忌
等
上
表
の
「
上
五
経
正
義
表
」
、
次
 

に

「
尚
書
正
義
序
」
(
次
行
低
四
格
、
「
国
子
祭
酒
上
護
軍
曲
阜
県
開
国
子
 

臣
孔
顧
達
奉
\

勑撰
」
と
題
署
)
を
連
接
し
て
冠
し
、
巻
子
本
の
古
式
を
と
 

ど
め
て
い
る
。

本

文

巻

首

「
尚
書
正
義
巻
第
一

/ :1

®

国
史
祭
酒
上
護



軍
曲
阜
県
開
国
子
臣
孔
穎
達
等
奉

\

勅
撰

\

尚
書
序
」
(
巻
ニ
以
下
「
等
」 

の
字
な
し
)
と
題
し
、
巻
ニ
以
下
初
三
行
之
と
同
じ
く
、
巻
ニ
は
第
四
行
 

「
古
文
尚
書
堯
典
第
一
」
、
巻

三

は

第

四

行

「
舜
典
第
ニ
^

こ
虞
書
」
、
卷
 

四
以
下
は
第
四
行
低
ニ
格
を
以
て
小
題
を
題
し
、
第
五
行
以
下
低
三
格
を
 

以
て
篇
名
第
幾
と
目
次
を
列
す
る
。
毎
巻
尾
題
の
下
或
は
前
後
に
「
計
幾
 

字
」
と
字
数
が
記
さ
る
。
左

右

双

辺

(
二
三
.
ニ

X
一
六
•
七
極
)
有
界
十
 

五
行
、
行
廿
四
字
、
他
の
宋
版
単
疏
本
が
経
注
文
の
起
止
を
標
し
て
そ
の
 

下
に
疏
文
を
お
く
の
に
対
し
、
本
版
は
起
止
の
標
示
後
に
疏
文
は
行
を
改
 

め
る
差
異
が
あ
る
。
版
心
白
ロ
単
黒
魚
尾
、
「
書

幾

(
丁
付
)
」
。
下
象
鼻
 

に
刻
エ
名
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
破
損
多
く
、
識
読
し
得
る
氏
名
は
、
王
 

蹇
、
王
伸
、
王
正
、
王
政
、
汪
盛
、
汪
政
、

葛
珎
、

呉
珪
、

黄
暉
、

洪
 

茂
、
洪
先
、
蔡
至
道
、
施
章
、
朱
因
、
張
元
、
陳
忠
、
方
成
。
玄
眩
炫
弦
 

絃

玆敬
驚

儆警
弘
殷
匡
竟
境
鏡
胤
炯
恒
貞
楨
徽
懲
樹
譲
襄

頊桓
完

瑗構
購
 

慎
の
字
に
欠
筆
が
見
ら
れ
る
。

毎

奇

数

巻

の

首

と

毎

偶

数

巻

の

尾

に

「
金
沢
文
庫
」

の
墨
印
、
第
一
 

冊

.
第
十
五
冊
の
副
葉
紙
に
「
帰
源
」

の
墨
印
が
鈐
さ
れ
、
ょ
っ
て
金
沢
 

文
庫
の
旧
儲
に
し
て
、
後
に
流
出
し
て
鎌
倉
の
円
覚
寺
の
塔
頭
帰
源
庵
に
 

あ
つ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
卷
七
^
^
一 
〇
と

卷

一
三
以
下
を
除
い
て
は
、 

率
ね
朱
筆
ヲ
コ
ト
点
が
附
さ
れ
、
間
々
音
義
の
書
入
が
あ
り
、
称
名
寺
の
 

入
宋
僧
円
種
の
加
点
識
語
が
次
の
如
く
記
さ
れ
て
い
る
。

(
巻
三
末
)
嘉

元

ニ

年

暮

春

廿

五

朝

鉤

句

読

了

円

種

(
朱
書
)

C

巻
四
末
)
嘉
元
く
年
録
献
十
月
廿
ー
日
加
朱
点
了
円
種

C朱
書
)

(
巻
六
夫
)
嘉
元
ニ
年

g ¥卯
月
廿
二
日
拭
老
眼
粗
加
麁
点
了

\

仏
子
円

種
流
年
六
旬

(
巻
一
二
夫
)
嘉
元
ニ
年

1

暮
春
十
七
日
□
□
加

点

了

円

種

こ
の
朱
ヲ
コ
ト
点
は
釈
円
種
の
加
点
と
見
ら
れ
る
が
、

こ
の
外
に
僅
か
 

な
が
ら
後
の
室
町
期
の
筆
で
、
欄
外
に
音
切
注
や
ィ
と
の
校
合
注
の
書
入
 

が
二
手
存
し
、
首
冊
の
表
紙
見
返
と
巻
首
の
上
表
.
正
養
序
の
欄
外
行
間
 

に
は
、
室
町
時
代
禅
僧
の
典
型
的
な
筆
蹟
に
か
か
る
新
注
の
引
録
や
語
句
 

の
解
注
の
書
入
が
録
さ
れ
、
ま
た
朱
筆
の
返
点
送
仮
名
竪
点
等
が
加
え
ら
 

れ
て
い
る
。
巻
ニ
の
第
廿
六
葉
、
巻
六
の
第
廿
七
葉
の
ニ
丁
は
円
種
の
補
 

写
ら
し
く
、
卷
廿
に
は
や
や
破
損
の
箇
所
が
あ
り
、
欠
損
の
字
を
眉
上
に
 

補
写
し
て
あ
る
。

十
三
経
注
疏
の
注
と
疏
と
は
元
来
そ
れ
ぞ
れ
別
行
さ
れ
て
い
た
が
、
南
 

宋
前
期
に
両
書
を
合
刻
せ
る
注
疏
薈
本
^
^
両
浙
東
路
茶
塩
司
刊
本
が
そ

の
権
輿
と
目
さ
れ
る
-
-
が
刊
刻
さ
れ
る
や
、
そ
の
便
宜
が
歓
迎
さ
れ
て

盛
行
し
た
の
で
、
爾
後
単
疏
本
は
殆
ど
泯
棄
の
状
に
至
っ
た
。
今
宋
槧
単
 

疏
本
の
伝
存
す
る
も
の
は
本
版
の
ほ
か
に
は
、
僅
に
周
易
一
四
巻
(
傅
氏
 

旧
蔵
北
京
図
書
館
現
蔵
)
、

毛

詩

残

本

三

三

卷

(
金

沢

文

庫

•
内
藤
湖
南
 

旧
蔵
武
田
科
学
振
興
財
団
杏
雨
書
屋
現
蔵
)
、
礼
記
零
本
八
卷
(
金
沢
文
庫
 

旧
蔵
身
延
山
久
遠
寺
現
蔵
)
、
公
羊
零
本
七
卷
(
潘
氏
宝
礼
堂
旧
蔵
北
京
図
 

書
館
現
蔵
)
、
爾
雅
ー
〇
卷
(
静
嘉
堂
文
庫
及
び
北
京
図
書
館
蔵
)
に
止
る
。 

外
に
宋
刻
原
本
の
所
在
は
明
か
で
な
い
が
、
儀
礼
残
本
四
四
巻
は
清
道
光
 

十
年
汪
氏
藝
芸
書
舎
刊
覆
宋
本
が
普
及
し
、
春
秋
正
義
三
六
巻
に
は
金
沢
 

文
庫
蔵
宋
版
を
重
写
せ
る
正
宗
寺
旧
蔵
宮
内
庁
書
陵
部
現
蔵
旧
鈔
本
が
存
 

す
る
。
ま
た
宋
刊
本
を
書
写
せ
る
金
沢
文
庫
旧
蔵
の
鎌
倉
鈔
本
周
易
正
義
 

残
本
五
巻
が
彰
考
館
に
伝
わ
る
。
以
上
を
以
て
察
す
る
に
金
沢
文
庫
は
単
 

疏
本
五
経
正
義
を
当
時
完
備
し
、
洵
に
盛
な
り
と
言
ぅ
べ
き
で
あ
る
。



九
経
注
は
既
に
五
代
の
時
に
初
め
て
開
板
さ
れ
、
北
宋
初
国
子
監
に
於
 

て
そ
れ
に
基
づ
い
て
再
校
刊
さ
れ
た
が
、
五
経
正
義
が
始
め
て
入
梓
さ
れ
 

た
の
は
北
宋
太
宗
の
勒
命
に
ょ
る
端
拱
淳
化
年
間
の
国
子
監
に
於
け
る
校
 

刊
で
あ
っ
て
、
そ
の
始
末
に
つ
い
て
「
玉
海
」
に
日
く
。

端
拱
元
年
三
月
、
司
業
孔
維
等
奉
勒
校
勘
孔
穎
達
五
経
正
義
百
八
十
 

巻
、

詔
国
子
監
鏤
板
行
之
、

易
則
維
等
四
人
校
勘
、

李
説
等
六
人
詳
 

勘
、
又
再
校
、
十
月
板
成
以
献
、
書
亦
如
之
、

ニ
年
十
月
以
献
、
春
秋
 

則
維
等
二
人
：̂

、
王
炳
等
三
人
詳
校
、
邵
世
隆
再
校
、
淳
化
元
年
十
 

月
板
成
、
詩
則
李
覚
等
五
人
再
校
、
畢
道
昇
等
五
人
詳
勘
、
孔
維
等
五
 

人

S

、
淳
化
三
年
壬
辰
四
月
以
献
、
礼
記
則
胡
迪
等
五
人
校
勘
、
紀
 

自
成
等
七
人
再
校
、
李
至
等
詳
定
、
淳
化
五
年
五
月
以
献
、

と
。
し
か
し
こ
の
国
子
監
本
に
は
文
字
の
訛
謬
が
な
お
多
か
っ
た
の
で
、 

さ
ら
に
刊
定
を
加
え
る
議
が
生
じ
、
「
玉
海
」
に
ょ
れ
ば
、

是

年

(
淳
化
五
年
}
判
監
李
至
言
、
義
疏
釈
文
尚
有
訛
舛
、
宜
更
加
刊
 

定
、
杜
鎬
孫

奭崔
頤
正
、
苦
学
強
記
、
請
命
之
覆
校
、
至
道
ニ
年
、
至
 

f

礼
部
侍
郎
李
沆
校
理
杜
鎬
呉
淑
直
講
崔
催
诠
孫

奭崔
頤
正
校
定
、 

咸
平
元
年
正
月
丁
丑
劉
可
名
上
言
、

諸
経
板
本
多
誤
、

上
令
頤
正
詳
 

校
、
可
名
奏
詩
書
正
義
差
誤
事
、

二
月
庚
戍

奭等
改
正
九
十
四
字
、
沆
 

預
政
、

ニ
年
命
祭
酒

邢
离代
領
其
事
、
舒
雅
李
維
李
慕
清
王
渙
劉
士
元
 

預
焉
、
五
経
正
義
始
畢

と
。
し
か
し
こ
の
北
宋
国
子
監
本
は
現
在
一
も
伝
存
す
る
も
の
が
な
い
。 

北
朱
が
金
の
侵
略
に
よ
っ
て
倒
れ
た
靖
康
の
難
に
、
国
子
監
の
板
木
は
金
 

に
奪
掠
北
送
さ
れ
た
と
言
わ
れ
る
。
南
渡
せ
る
南
宋
の
中
央
政
府
は
国
初
 

艱
難
に
し
て
図
書
欠
乏
を
訴
え
る
読
書
人
の
要
望
に
応
え
る
財
政
の
餘
裕

が
な
か
っ
た
の
で
、
紹
興
九
年
州
郡
に
詔
し
て
国
子
監
本
を
索
め
て
校
対
 

鏤
板
せ
し
め
、
経
書
正
史
の
基
本
図
書
の
出
版
を
奨
励
し
た
。
正
義
出
版
 

に

つ

い

て

は

r

紹
興
十
五
年
閏
十
一
月
博
士
王
之
望
請
羣
経
義
疏
未
有
板
 

者
令
臨
安
府
雕
造
」
(
玉
海
)
「
先
是
王
瞻
叔

g
#

為
学
官
嘗
請

摹印
諸
経
義
 

疏
及
経
典
釈
文
許
郡
学
以
瞻
学
或
係
省
銭
各
市
一
本
置
之
於
学
上
許
之
令
 

士
大
夫
仕
於
朝
者
率
費
紙
墨
銭
千
餘
緝
而
得
書
於
監
云
」
(
建

炎

以

来

朝

 

野
雑
記
)
と
伝
え
る
。

こ
の
単
疏
本
尚
書
正
義
の
版
本
も
紹
興
の
詔
に
よ
 

る

1̂'['郡
刊
刻
の
ー
つ
と
推
定
さ
れ
る
。
首
の
孔
維
上
表
の
列
銜
が
玉
海
の
 

記
事
と
合
致
し
て
い
る
こ
と
、
本
版
の
字
様
は
欧
陽
詢
顔
真
卿
の
間
に
在
 

っ
て
北
宋
版
の
遺
風
を
留
め
て
い
る
こ
と
か
ら
見
て
、
本
版
が
北
宋
監
本
 

の
覆
刻
乃
至
は

仿摸
た
る
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。

本
版
の
刊
年
は
何
時
、

刊
地
は
何
処
で
あ
ろ
う
か
。

内

藤

湖

南

(
「
景
 

宋
槧
単
本
尚
書
正
義
解
題
」
)
•
長

沢

規

矩

也

(
「
現
存
宋
刊
単
疏
本
刊
行
 

年
代
考
」
〈
「
書
誌
学
論
考
」
所
収
〉
)
両
博
士
は
、

本
版
の
欠
筆
が
孝
宗
 

の
慎
字
に
止
っ
て
、
光
宗
以
降
に
及
ば
ぬ
こ
と
か
ら
、
卒
哭
乃
諱
、
生
不
 

諱
、
即
ち
今
上
皇
帝
の
名
は
諱
ま
ぬ
を
欠
筆
の
原
則
と
し
て
、
本
版
を
以
 

て
光
宗
の
紹
熙
年
間
の
刻
本
と
定
め
た
。
し
か
し
宋
版
の
欠
画
の
実
態
に
 

即
し
て
広
く
考
察
す
れ
ば
今
上
皇
帝
の
名
を
諱
む
と
見
る
べ
き
が
妥
当
で
 

あ
る
。
本
版
の
刻
年
を
刻
エ
名
の
上
か
ら
再
検
討
し
て
み
よ
う
。
本
版
の
 

刻
エ
名
が
他
の
版
本
に
見
え
る
も
の
の
う
ち
、
そ
の
刻
エ
が
当
該
本
の
修
 

の
場
合
は
、
氏
名
の
肩
に

X
、

原

.
修
共
に
従
事
し
て
い
る
場
合
は
△
を
 

附
す
る
こ
と
に
す
る
。
刻
エ
を
多
く

共
通
す
る
の
は
、
紹
興
年
間
明
州
刊
 

紹
興
二
八
年
至
孝
宗
朝
修
文
選
(
王
伸
、

王
寰
、

葛
珎
、

呉
珪
、

蔡
至
 

道
、
黄
暉
、
洪
茂
、
洪
先
、
施
章
、
朱
因
、
陳
忠
、

方
成
)
、

紹
興
一
九



年
明
州
刊
徐
公
文
集
(
王
塞
、
王
伸
、
洪
茂
、
洪
先
、

施
章
、

陳
忠
}
、 

紹
興
年
間
浙
刊
白
氏
六
帖
事
類
集
(
洪
茂
、
洪
先
、
朱
因
、
陳
忠
、
方
成
) 

で
、

つ
い
で
紹
興
初
刊
南
禾
前
期
修
史
記
集
解
(
陳
忠
、

黄
暉
)
、
同
資
 

治

通

鑑

目

録

(
呉
珪
、
黄
暉
)
、
紹

興

刊

通

典

(
王
政
、
洪
茂
)
、
孝
宗
朝
 

両
淮
江
東
転
運
司
刊
三
史
(
王
政
、

洪
茂
、

洪
先
)
、
越
刊
八
行
本
周
礼
 

疏

(
王
政
、
洪
先
)
、
同

尚

書

正

義

(
王
政
、
洪
先
)
、
同

周

易

注

疏

(
洪
 

先
)
等
が
あ
げ
ら
れ
、
陳
忠
は
紹
興
初
刊
五
代
史
記
•
紹
興
ニ
ー
年
序
刊
 

臨
川
先
生
文
集
.
紹
興
年
間
刊
類
篇
に
も
見
え
る
。
王
政
は
そ
の
他
単
疏
 

本
周
易
正
義
の
修
•
同

爾

雅

•
儀
礼
の
外
多
数
の
版
に
、
ま
た
王
正
も
多
 

く
の
諸
版
に
従
事
し
て
い
る
が
、

こ
の
両
名
に
は
宋
中
期
後
の
同
名
異
人
 

が
い
る
ら
し
い
の
で
、

こ
こ
に
は
混
乱
を
避
け
て
省
略
す
る
。
以
上
を
見
 

れ
ば
此
等
刻

H

の
雕
せ
る
本
は
皆
高
宗
の
紹
興
年
間
か
ら
孝
宗
朝
の
前
期
 

に
か
け
て
の
刊
本
で
あ
る
。
陳
忠
等
の
如
き
は
早
く
は
紹
興
初
の
史
記
集
 

解

.
資
治
通
鑑
目
録
の
刊
刻
に
従
事
し
て
い
る
か
ら
、

こ
の
両
版
の
刊
年
 

を
推
定
よ
り
や
や
降
し
て
紹
興
十
年
(
一
一
四
〇
)
と
仮
定
し
て
も
、
光
 

宗

の

紹

熙

元

年

(
一
一
九
〇
)
と
の
間
に
は
五
十
年
の
距
り
が
あ
る
。
同
 

一
人
が
五
十
年
間
雕
板
に
活
躍
す
る
こ
と
は
老
眼
鏡
も
な
か
っ
た
当
時
と
 

し
て
は
や
、
不
可
能
に
近
い
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
ぅ
。
刻

H

と
欠
筆
を
 

勘
案
す
れ
ば
、
本
版
は
孝
宗
朝
の
前
期
た
る
隆
興
乾
道
年
間
と
推
定
す
る
 

の
が
妥
当
と
思
わ
れ
る
。
此
等
刻

H

は
皆
杭
州
地
区
の
人
で
、
本
版
が
紹
 

興
十
五
年
の
令
の
如
く
臨
安
府
の
雕
造
に
か
か
る
か
否
か
は
断
定
し
難
い
 

が
、
杭
州
地
区
の
浙
刊
本
た
る
こ
と
は
問
違
い
な
い
。

本
版
は
天
壌
間
の
孤
本
と
し
て
夙
に
宇
内
に
喧
伝
さ
れ
、
諸
家
の
論
考
 

が
あ
る
か
ら
、
そ
の
学
術
的
価
値
に
つ
い
て
は
こ
こ
に
贅
言
の
要
は
あ
る

ま
い
。
尚
書
経
注
本
に
対
す
る
我
が
加
点
本
は
平
安
以
来
伝
わ
る
も
の
多
 

い
が
、

こ
の
本
の
殆
ど
全
巻
に
亙
っ
て
称
名
寺
の
入
宋
僧
円
種
が
裹
兀
元
 

年

(
一
三
〇
三
)
ニ
年
に
加
え
た
ヲ
コ
ト
点
は
、
疏
文
に
対
す
る
加
点
で
、 

尚
書
正
義
へ
の
古
訓
点
本
は
他
に
存
せ
ず
、
日
本
漢
学
資
料
と
し
て
頗
る
 

貴
重
で
あ
る
。

本
帙
は
そ
の
旧
蔵
印
に
明
か
な
如
く
、
も
と
金
沢
文
庫
に
あ
り
、
後
に
 

何
時
し
か
鎌
倉
円
、覚
寺
の
塔
頭
帰
源
庵
に
転
出
し
、

一
部
民
間
に
流
出
し
 

て
い
た
が
、
そ
れ
が
幕
府
の
官
庫
楓
山
文
庫
に
収
っ
た
来
歴
に
つ
い
て
、 

大

田

南

畝

は

「
吉
田
橋
を
わ
た
り
、
伊
勢
屋
源
七
と
い
ふ
者
を
訪
ふ
。
問
 

屋
の
む
か
い
に
住
め
り
。
年
比
和
書
多
く
貯
へ
た
る
と
_
く
に
違
は
ず
。 

去
々
年
金
沢
文
庫
の
印
の
あ
る
尚
書
正
義
一
巻
公
に
奉
り
て
、
金
五
両
を
 

賜
は
れ
る
由
な
ど
語
る
」
(
「
改
元
紀
行
」
)
と
録
し
、

経
籍
訪
古
志
に
は
 

「
寛
政
丙
辰
歳
櫟

窻先
生
得
此
書
宋
槧
零
本
献
之
、
官
併
捜
索
餘
卷
所
在
 

以
聞
、
遂
成
全
帙
、
即
此
本
也
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
要
す
る
に
寛
政
八
 

年
幕
府
の
医
官
多
紀
元
簡
(
櫟

窻)
が
そ
の
零
巻
を
得
て
幕
府
に
献
じ
、 

幕
府
は
そ
の
餘
巻
を
捜
索
し
て
、
戸
塚
の
賈
人
伊
勢
屋
源
七
蔵
の
一
巻
を
 

寛
政
十
一
年
献
上
せ
し
め
、
享
和
三
年
大
学
頭
林
述
斎
の
建
言
に
ょ
っ
 

て
、
帰
源
庵
の
蔵
本
を
楓
山
文
庫
に
収
め
て
全
帙
完
具
た
ら
し
め
た
も
の
 

で
あ
る
。
維
新
後
内
閣
文
庫
に
引
き
継
が
れ
、
後
宮
内
省
図
書
寮
に
転
移
 

さ
れ
て
現
在
に
至
っ
た
。
昭
和
四
年
大
阪
毎
日
新
聞
社
は

r

秘
籍
大
観
第
 

ニ
集
」
と
し
て
内
藤
湖
南
の
解
題
一
冊
を
附
し
て
玻
璃
版
を
以
て
影
印
 

し
、
次
い
で
そ
れ
に
ょ
っ
て
縮
小
影
印
し
て
四
部
叢
刊
三
編
に
収
め
ら
れ
 

た
。



尚

書

正

義

ニ
〇
卷

旧

題

漢

孔

安

国

伝

唐

孔

穎

達

等

疏

 

〔
宋
紹
興
乾
道
間
〕
刊

(
〔
両
浙
東
路
茶
塩
司
〕
)

(
足
利
学
校
遺
蹟
図
書
館
蔵
)

〔宋

•
元
〕
遞

修

八

冊

。

国
宝
。

森
 

志
著
録
。

後
補
茶
褐
色
表
紙
(
ニ
八
.
三
>
<
ー
八
.
四
極
)
。

裏
打
修
補
が
 

施
さ
れ
、
少
し
く
天
地
が
裁
断
さ
れ
て
い
る
。
首
に
端
拱
元
年
三
月
日
の
 

孔
維
等
九
名
の
上
表
、
永
徽
四
年
二
月
二
十
四
日
の
長
孫
無
忌
等
の
「上
 

五
経
正
義
表
」
、

孔

穎

達

の

「
尚
書
正
義
序
」
あ
り
。

本

文

巻

首

「
尚
書
 

正
義
卷
第
幾

\{|
ー
ー

一
国
子
祭
酒
上
護
軍
曲
阜
県
開
国
子
臣
孔
穎
達
等
奉
/
 

勑撰
」
と
題
し
、
毎
巻
次
に
目
録
を
掲
げ
て
本
文
に
入
る
。
尾

題

「
尚
書
 

巻
第
幾
」
。

左

右

双

辺

(
ニ
ー
.
四

X
一 
五
.
七
糖
)
有
界
八
行
、

行
十
九
 

字
内
外
不
等
、

注
疏
小
字
双
行
廿
字
内
外
不
等
。

「
疏
」

の
標
字
は
単
行
 

大
字
墨
囲
陰
刻
。

版
心
白
ロ
単
黒
魚
尾
「
尚

幾

(
丁
付
)
」
。

下
象
鼻
に
 

刻
エ
名
あ
り
。
宋

.
元
に
亘
る
通
修
が
見
ら
れ
、
補
刻
の
上
象
鼻
の
多
く
 

に
字
数
が
刻
さ
る
。
原
刻
は
玄
敬
驚

儆弘
殷
匡
筐
境
恒
貞
楨
徴
懲
譲

頊勗
 

桓
構
遘
の
字
の
末
画
を
欠
き
、
宋
修
に
は
上
記
の
外
に
さ
ら
に
慎
の
字
に
 

間
々
欠
筆
を
見
る
。
元
修
に
も
敬
殷
恒
貞
購
を
往
々
欠
画
し
て
い
る
。
刻
 

エ

名

は

(
原
刻
)
王
珎
、
王
林
、
許
中
、
洪
先
、
洪
乗
、
浩
朱
、
朱
静
、 

静
、
朱
明
、
朱
、
徐
亮
、
徐
茂
、
徐
顔
、
顔
、
孫
中
、
陳
仁
、
陳
錫
、
陳
 

俊
、
俊
、
陳
保
、
陳
安
、
丁
章
、
丁
璋
、
丁
、
包
端
、
毛
昌
、
毛
期
、
余
 

永
、
李
憲
、
憲
、
李
寛
、
李
詢
、
梁
文
、
旻
□
、
(朱
修
)
永
昌
、
王
政
、 

王
良
佐
、
王
定
、
王
信
、
王
玩
、
王
明
、
王
恭
、
王
寿
、
王
圭
、
王
宝
、 

王
進
、
金
震
、
金
祖
、
金
滋
、
金
嵩
、
厳
賀
、
顧
達
、
顧
祐
、
呉
益
、
呉
 

祐
、
呉
生
、

呉
中
、

高
□
、

高
文
、

才
堅
、
蔡

邠、
朱
益
、
朱
渙
、
朱
 

梓
、
周
明
、
章
東
、
蔣
栄
、
蔣
宋
、

邵
夫
、

邵
亨
、

徐
哄
、

徐
拱
、
徐

珣
、
徐
義
、
徐
儀
、
儀
、
徐
仁
、
徐
浚
、
徐
中
、
徐
杞
、
秦
顕
、
銭
宗
、 

宋
通
、
宋

琚、
曹
鼎
、
孫
琦
、
大
中
、
張
明
、
張
斌
、
張
亨
、
張
昇
、
張
 

堅
、

張
富
、

張
謙
、

陳
浩
、

陳
良
、
陳
体
、
沈
茂
、
沈
昌
、
沈
忠
、
沈
 

旻
、
沈
文
、
沈
珍
、
丁
之
才
、
鄭
春
、

童
遇
、

馬
松
、

馬
、

方
至
、
方
 

信
、
方
堅
、
方
、
毛
端
、
毛
祖
、
余
敏
、
楊
潤
、
李
忠
、
李
仲
、
李
倍
、 

李
其
、
陸
選
、
劉
仁
、
劉
昭
、
(
元
修
)
汪
恵
、

夏
父
、

何
屋
、
何
益
、 

何
建
、
何
宗
一
七
、
何
宗
十
四
、
何
慶
、
何
、
葛
辛
、
金
世
栄
、
金
友
、 

恭
、
虞
、
胡
昶
、
吳
祥
、
洪
福
、
高
涼
、
山
朱
、
三
山
鄭
、
史
、
時
忠
、 

朱
曾
、
周
鼎
、
寿
、
蔣
蚕
、
徐
、
徐
困
、

辛
文
、

政
、

占
譲
、

銭
裕
、 

銭
、
詹
徳
潤
、
蘇
、
曹
徳
新
、
孫
日
新
、

張
亨
、

陳
仁
、

陳
、

沈
祥
、 

沈
、
鎮
、
鄭
埜
、
陶
春
、
滕
杲
、
任
昌
、

任
、

范
華
、

范
堅
、

繆
珎
、 

文
玉
、
文
昌
、
方
中
呉
、
茅
化
、
毛
文
、

楊
春
、

李
茂
、

李

耑、

李
公
 

正
、
柳
、
葉
禾
。

首
冊
初
に
「
此
書
不
許

\

出
学
校

閫外
憲
実
(
花
押
)
」
、
毎
冊

首

に

「
上
 

杉
安
房
守
籐
原
憲
実
寄
進
」
、
末

に

「上

杉

安

房

守

藤

原

憲

実

寄

進

(
花
 

押
)
」

の
上
杉
憲
実
手
筆
の
施
入
識
語
、

各

巻

首

に

「
足
利
学
校
公
用
」 

と
横
書
さ
れ
、
ま

た

「
松
竹
清
人
」

の
古
印
が
捺
さ
る
。
巻
十
一
の
首
葉
 

を
欠
き
、
巻
一
の
第
七
丁
、
巻
十
の
第
一
八
•
一
九
、

ニ
ニ
、

ニ

四

.
ニ
 

五
、

ニ
七
—
三
ニ
丁
は
室
町
未
近
世
初
間
の
補
写
、
第
三
六
丁
裏
は
破
損
 

し
て
い
る
。

本
版
は
版
式
刻

H

名
か
ら
見
て
、
足
利
学
校
所
蔵
の
前
掲
の
周
易
注
 

疏
、
後
掲
の
礼
記
正
義
等
と
共
に
両
浙
東
茶
塩
司
の
刊
刻
に
な
る
所
謂
越
 

刊
八
行
注
疏
合
刻
本
の
一
つ
で
あ
る
。
重
厚
雅
潔
の
原
刻
の
葉
と
朱
か
ら
 

元
に
至
る
数
次
の
修
補
の
葉
と
が
混
り
、
補

刻

の

字

様

は

巧

拙

一

な

ら



ず
、
元
修
に
は
頗
る
劣
な
る
も
の
も
あ
る
。
最
も
多
い
の
は
宋
修
の
葉
で
 

元
修
は
少
い
。
原
刻
に
も
部
分
的
修
の
加
っ
て
い
る
葉
が
あ
る
。
刻

H

の
 

年
代
を
検
討
す
れ
ば
次
の
通
り
と
な
る
。
刻
エ
が
当
該
本
の
修
補
の
場
合
 

は
、
名
に

x
を
冠
す
る
。
原
刻
の
刻
エ
の
名
の
見
え
る
諸
版
本
は
、
同
じ
 

越
刊
八
行
本
で
は
初
出
と
思
わ
れ
る
周
礼
疏
(
王
珎
、
洪
先
、
洪
乗
、
朱
 

明
、
徐
亮
、
徐
茂
、
徐
顔
、
陳
錫
、
陳
俊
、

陳
保
、

陳
安
、

丁
璋
、

孫
 

中
、
包
端
、
余
永
、
毛
昌
、
毛
期
、
李
憲
、
李
蹇
、
梁
文
)
に
は
殆
ど
全
 

員
が
関
与
し
、
周

易

注

疏

(
王
珎
、
洪
先
、

朱
明
、

徐
亮
、

徐
茂
、

陳
 

錫
、
丁
璋
、
孫
中
、
毛
昌
、
梁
文
)
が
此
に
次
ぎ
、
刊
年
の
降
る
礼
記
正
 

義
に
は
、
包

端

.
李
憲
の
両
名
の
み
で
あ
る
が
、
本
版
の
宋
代
の
第
一
次
 

修
の
刻
エ
の
多
く
が
そ
の
原
刻
に
従
事
し
て
い
る
。
そ
の
他
紹
興
九
年
紹
 

興
府
刊
単
疏
本
毛
詩
正
義
(
徐
茂
、
陳
錫
、

余
永
}
、

紹
興
十
年
臨
安
府
 

刊

西

漢

文

類

(
陳
錫
)
、
紹
興
十
九
年
刊
徐
公
文
集
(
浩
先
)
、
紹
興
間
明
 

州
刊
自
紹
興
二
八
年
遁
修
文
選
(
許
中
、

洪
乗
、

徐
亮
、
毛
昌
}
、
紹
興
 

間
刊
白
氏
六
帖
事
類
集
(
王
珎
、
洪
先
、

徐
顔
)
、

同

外

台

秘

要

方

(朱
 

明
、
徐
顔
)
、
乾
道
三
年
江
陰
澂
江
郡
斎
刊
宣
和
奉
使
高
麗
図
経
(
徐
亮
)
、 

乾
道
九
年
高
郵
軍
学
刊
淮
海
集
(
李
憲
)
、
孝
宗
朝
刊
単
疏
本
周
易
正
義
 

(
王
珎
、
朱
静
、
包
端
)
、

同

尚

書

正

義

(
浩
先
)
、

孝
宗
朝
両
淮
江
東
転
 

運

司

刊

三

史

(
王
珎
、
浩
先
、
朱
静
、
朱
明
、
徐
茂
、
徐
顔
、
丁
璋
、
李
 

憲
、
李
詢
、
梁
文
)
、
孝

宗

朝

刊

論

衡

(
王
珎
、
王
林
、

許
中
、

徐
亮
、 

徐
顔
、
陳
俊
、
毛
昌
、
毛
期
、
李
憲
)
、

同

周

官

講

義

(
許
中
、

陳
仁
、 

陳
俊
、
毛
昌
、
李
憲
)
、
同

元

氏

長

慶

集

(
許
中
、
毛
昌
、
李
憲
)
、
同
類
 

篇

(
王
林
)
、
同

北

山

小

集

(
朱
明
)
、
同

広

韻

(
徐
顔
、
陳
錫
、
余
永
、 

王
珎
、
徐
茂
)
、
同
豫
州
黄
先
生
文
集
(
徐
亮
、
孫
中
)
、
淳
熙
ニ
年
厳
州

郡
庠
刊
通
鑑
紀
事
本
末
(
朱
明
)
、

紹
興
初
刊
孝
宗
寧
宗
間
通
修
史
記
集
 

解

(
王
珎
、
徐
茂
)
、
同
資
治
通
鑑
目
録
(
王
珎
)
、
同

通

典

(
朱
明
、
包
 

端
、
李
憲
、
李
詢
)
、
同

新

唐

書

(朱
明
)
、
所
謂
眉
山
七
史
(
陳
仁
、
陳
 

錫
、
包
端
、
李
憲
、
李
詢
)
、
嘉
定
三
年
刊
中
興
館
閣
録
(
包
端
)
が
挙
げ
 

ら
れ
る
。
以
上
の
刻

H

が
従
事
せ
る
年
紀
の
明
か
な
諸
版
中
最
も
早
い
の
 

は
紹
興
九
年
、
降
る
の
は
嘉
定
三
年
で
、
最
も
多
い
の
は
紹
興
乾
道
間
の
 

刊
本
で
あ
る
。
本
版
の
欠
画
が
原
刻
は
高
宗
、
修
補
が
孝
宗
の
慎
に
止
る
 

所
か
ら
考
え
る
と
、
同

司

刊

「
周
易
注
疏
」
と
同
じ
頃
、
高
宗
末
か
ら
孝
 

宗
前
期
に
か
け
て
の
、
即
ち
紹
興
乾
道
年
間
の
開
版
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
そ
の
修
補
の
刻
エ
名
か
ら
修
刻
の
年
代
を
検
討
し
よ
ぅ
。
同
じ
両
 

浙
東
路
茶
塩
司
の
刊
に
な
る
注
疏
合
刻
八
行
本
に
は
、
周

礼

疏

(
永
昌
、 

王
政
、
王
玩
、
王
恭
、
王
宝
、
金
滋
、
顧
達
、
呉
祐
、
呉
中
、
蔡

邠、
朱
 

渙
、
朱
益
、
章
東
、
邵
夫
、
徐
杞
、
秦
顕
、

宋
通
、

宋

琚、

孫
埼
、

張
 

昇
、
張
謙
、
張
亨
、
陳
浩
、
丁
之
才
、
鄭
春
、
童
遇
、
范
堅
、
方
至
、
方
 

堅
、
李
忠
、
李
仲
、
陸
選
、
劉
仁
、
劉
昭
)
、
紹
熙
三
年
刊
礼
記
正
義
(
王
 

恭
、
王
寿
、
高
文
、
朱
渙
、
章
東
、

蔣
栄
、

邵
亨
、
徐
仁
、

徐
珣
、

徐
 

珙、
張
昇
、
范
堅
、
張
謙
、
張
亨
、

沈
珎
、

馬
松
、

方
堅
、

毛
端
、
毛
 

祖
、
李
忠
、
劉
昭
、
楊
潤
)
、
寧
宗
朝
刊
論
語
注
疏
解
経
(
顧
祐
、
徐
仁
、 

張
亨
、
丁
之
才
、
沈
珎
)
、

同
孟
子
注

疏

解

経

(
顧
祐
、

邵
夫
、
徐
仁
、 

張
亨
、
丁
之
才
)

の
如
く
、
修
補
の
刻

H

の
大
部
分
が
原
刻
或
は
修
補
に
 

従
事
し
て
い
る
。
修
補
の
刻
エ
の
多
く
参
加
し
た
の
は
、
寧
宗
朝
刊
と
見
 

ら
れ
る
増
修
互
註
礼
部
韻
略
(
王
政
、
王
良
佐
、
王
恭
、
金
震
、
金
祖
、 

金
嵩
、
顧
達
、
吳
祐
、
高
文
、
朱
梓
、
邵
亨
、
徐
義
、
徐
仁
、
徐
珣
、
徐
 

珙、
宋

琚、
張
明
、
張
昇
、
沈
茂
、
沈
珍
、
沈
旻
、
陳
浩
、
丁
之
才
、
馬



松
、
方
至
、
方
信
、
毛
祖
、
余
敏
、

李
仲
、

楊
潤
)
、
古

史

(
王
定
、
王
 

明
、
王
恭
、
王
寿
、
王
進
、
金
嵩
、
金
震
、

金
祖
、

顧
達
、

呉
祐
、

呉
 

中
、
蔡

邠、
蔣
栄
、
徐
義
、

徐
拱
、

銭
宗
、

宋
通
、

宋

琚、
曹
鼎
、
張
 

昇
、
張
亨
、
陳
浩
、
沈
茂
、
沈
忠
、
沈
珍
、
丁
之
才
、
鄭
春
、
童
遇
、
馬
 

松
、
方
至
、
方
信
、
毛
端
、

毛
祖
、

李
仲
、
劉
昭
、
楊
潤
)
、
玉

篇

(
王
 

玩
、
王
恭
、
王
宝
、
金
滋
、
呉
益
、
宋

琚、

張
謙
、

方
至
、

方
堅
、

余
 

敏
、
李
倍
、
陸
選
、
劉
昭
)
、
広

韻

(
王
玩
、
王
恭
、

玉
宝
、

金
滋
、
呉
 

益
、
秦
顕
、
宋

琚、
方
至
、
方
堅
、
余
敏
、
李
倍
、
陸
選
)
、
愧

郯
録

(
王
 

宝
、
金
滋
、
高
文
、
沈
昌
、
劉
昭
)
、
歴

代

故

事

(
王
玩
、
宋

琚、
方
至
、 

陸
選
、
劉
昭
)
、
晦

庵

先

生

文

集

(
王
政
、
王
良
佐
、
王
定
、

王
明
、

王
 

恭
、
王
寿
、
王
進
、
金
祖
、
呉
祐
、
銭
宗
、

宗
通
、

宋

琚、

曹
鼎
、

張
 

昇
、
張
富
、
丁
之
才
、
毛
祖
、
余
敏
、
李
信
、
陸
選
、

劉
昭
、

楊
潤
)
、 

並

に

武

経

七

書

(
王
恭
、
王
政
、
金
嵩
、
陸
選
、
劉
昭
)

で
あ
る
。
ま
た
 

こ
の
越
刊
八
行
本
注
疏
を
始
め
南
宋
前
期
刊
の
公
使
庫
本
の
板
木
は
中
央
 

の
国
子
監
に
移
管
さ
れ
、
修
刻
を
加
え
て
印
行
さ
れ
た
。
そ
の
修
補
の
刻
 

H

は
、

次
の
如
く
共
通
す
る
者
が
多
い
。

単

疏

本

周
易
正
義
(
王
政
)
、 

爾

雅

疏

(
王
恭
、
呉
祐
、
張
堅
、

張
斌
、

鄭
春
、
李
仲
、
陳
浩
)
、
説
文
 

解

字

(
顧
達
、
吳
祐
、
呉
中
、
周
明
、
蔣
栄
、
沈
茂
、

劉
昭
)
、

両
淮
江
 

東
転

運

司

刊

史

記

(
金
祖
、
呉
中
、
曹
鼎
)
、

同

漢

書

(
王
政
、

王
玩
、 

王
恭
、
王
寿
、
金
震
、
顧
達
、
吳
祐
、
周
明
、
章
東
、
蔣
栄
、
徐
仁
、
徐
 

珣
、
徐

狻、
宋
通
、
孫
琦
、
張
明
、

張
昇
、

張
富
、

張
亨
、

沈
珎
、
沈
 

昌
、
陳
浩
、
鄭
春
、
余
敏
、
李
仲
、
劉
昭
、
楊
潤
)
、
同

後

漢

書

(
王
寿
、 

金
震
、
朱
梓
、
徐
仁
、
徐

珙、
宋

琚、
沈
昌
、
丁
之
才
、
陳
浩
、
鄭
春
、 

童
遇
、
馬
松
、
毛
端
、
李
倍
)
、
所

謂

眉

山

七

史

(
王
政
、
王
定
、
王
信
、

王
玩
、
王
明
、
王
恭
、
王
寿
、
王
進
、
金
嵩
、
金
震
、
金
祖
、
金
滋
、
顧
 

達
、
吳
祐
、
呉
中
、
高
文
、
蔡

邠、

朱
梓
、

周
明
、

章
東
、

蔣
栄
、
邵
 

亨
、
邵
夫
、
徐
義
、
徐
仁
、
徐
珣
、

徐

珙、

徐
拱
、

徐
中
、

徐
杞
、
徐
 

浚
、
秦
顕
、
銭
宗
、
宋
通
、
宋

琚、

曹
鼎
、

孫
琦
、

大
中
、

張
明
、
張
 

亨
、
張
斌
、
張
堅
、
張
富
、
沈
茂
、

沈
昌
、

沈
忠
、

沈
旻
、

沈
文
、
沈
 

珍
、
丁
之
才
、
鄭
春
、
童
遇
、
馬
松
、
方
至
、
方
信
、
方
堅
、
毛
端
、
余
 

敏
、
李
忠
、
李
仲
、
李
倍
、
劉
仁
、
劉
昭
、
楊
潤
)
、
資

治

通

鑑

目

録

(
徐
 

義
、
宋

琚、
孫
琦
、
張
明
、
張
昇
、
丁
之
才
、

范
堅
)
、

国

語

.
国
語
補
 

音

(
王
進
、
蔡

邠、
蔣
栄
、
徐
義
、
張
明
、
張
昇
、

馬
松
、

陳
浩
)
、
通
 

典

(
王
信
、
王
明
、
吳
益
、
朱
益
、
周
明
、

徐
儀
、

徐
仁
、

徐
珣
、

宋
 

通
、
張
明
、
張
堅
、
丁
之
才
、
方
至
、
方
信
、

余
敏
、

劉
仁
)
、

贛州
刊
 

文

選

(
王
政
、
王
信
、
王
定
、
王
明
、
王
恭
、
金
嵩
、
金
祖
、
呉
祐
、
呉
 

中
、
蔡

邠、
周
明
、
章
東
、
蔣
栄
、

徐

珙、

徐
杞
、

宋
通
、

曹
鼎
、
大
 

中
、

張
明
、

張
堅
、

張
富
、

張
昇
、
張
斌
、
沈
昌
、
沈
珍
、
鄭
春
、
童
 

遇
、
馬
松
、
毛
祖
、
李
忠
、

李
仲
、

劉
昭
、

楊
潤
、

A
は
そ
の
本
の
原

s
oそ

の
他
此
等
修
補
の
刻

H

の
見
え
る
宋
版
本
を
拾
え
ば
次
の
通
り
で
あ
 

る
。
た
だ
以
上
の
王
政
•
王

信

.
王

明

.
呉

中

•
劉

仁

•
陳

浩

.
李
忠
等
 

に
は
同
名
異
人
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
等
の
刻
エ
名
を
含
む
孝
宗
朝
以
前
の
 

刊
本
は
徐
く
こ
と
と
す
る
。
淳
熙
間
刊
聖
宋
文
選
合
集
(
方
至
、
方
堅
、 

李
忠
)
、
紹
熙
元
年
刊
坡
門
酬
唱
(
劉
仁
)
、
慶
元
元
年
刊
漢
隸
字
源
(
徐
 

中
}
、
慶
元
刊
楽
書
(
劉
仁
}
、
嘉
泰
四
年
新
安
郡
斎
刊
皇
朝
文
鑑
(
王
信
、 

金
滋
、
徐
仁
、
張
明
、
童
遇
、
方
至
、
李
忠
)
、
同
東
萊
呂
太
史
文
集
(
宋
 

琚)
、
淳
熙
慶
元
間
厳
州
刊
南
軒
先
生
文
集
(
大
中
、
鄭
春
)
、
孝
宗
寧
宗



前
期
間
鄂
州
刊
資
治
通
鑑
(
徐
儀
、

徐
義
)
、

光
宗
寧
宗
朝
間
蜀
広
都
裴
 

氏

刊

六

家

文

選

(
王
定
)
、
嘉
定
六
年
淮
東
倉
司
刊
註
東
坡
先
生
詩
(金
 

震
、
章
東
、
徐

珙、

沈
昌
)
、

嘉
定
九
年
刊
晦
庵
先
生
朱
文
公
語
録
(
呉
 

祐
、
劉
昭
)
、
嘉
定
一
二
年
温
陵
郡
斎
刊
資
治
通
鑑
綱
目
(
王
定
、
金
祖
、 

呉
中
、
周
明
、

徐
中
)
、

嘉
定
一
三
年
臨
安
府
太
廟
前
尹
家
書
舗
刊
歴
代
 

名

医

蒙

求

(
余
敏
)
、
寧
宗
朝
刊
重
校
添
註
音
弁
唐
柳
先
生
文
集
(金
滋
、 

朱
梓
、
劉
昭
)
、
同

程

史

(
劉
昭
)
、

同

中

興

館
閣
続
録
(
王
定
)
、

南
宋
 

初
刊
前
期
修
劉
賓
客
文
集
(
張
明
)
、
同

史

記

集

解

(
陳
浩
)
、
孝
宗
朝
刊
 

寧
宗
朝
修
豫
章
黄
先
生
文
集
(
王
明
、
周
明
、

徐
中
)
、

淳
熙
ニ
年
厳
州
 

郡
斎
刊
端
平
ニ
年
淳
祐
六
年
等
遁
修
通
鑑
紀
事
本
夫
(
呉
中
、
徐
仁
、
方
 

堅
)
、
淳
熙
間
撫
州
公
使
庫
刊
宋
通
修
春
秋
経
伝
集
解
(
呉
生
、
陳
浩
)
、 

紹
定
ニ
年
平
江
府
刊
呉
郡
志
(
金
震
、
朱
梓
、
蔣
栄
、

徐

珙、

馬
松
)
、 

淳
祐
十
年
福
州
路
刊
国
朝
諸
臣
奏
議
(
呉
生
、
陳

浩

〈
上
記
の
陳
浩
と
は
 

同
名
異
人
か
〉
)
、
淳
熙
間
武
夷
詹
光
祖
月
崖
書
堂
刊
資
治
通
鑑
綱
目
(
呉
 

生
)
、
宝
祐
五
年
湖
州
刊
資
治
通
鑑
紀
事
本
末
(
徐

珙、
徐
拱
)
。
本
版
の
 

宋
修
の
刻

H

は
か
く
の
如
く
多
数
の
書
の
刊
刻
に
携
わ
り
、
上
は
孝
宗
朝
 

の
淳
熙
頃
よ
り
降
っ
て
は
理
宗
朝
の
宝
祐
年
間
に
及
ん
で
い
る
。
し
か
し
 

最
も
多
い
の
は
寧
宗
朝
期
の
刊
刻
本
で
あ
る
。
本
版
の
補
刻
は
字
様
印
面
 

か
ら
察
せ
ら
れ
る
如
く
、

一
回
で
は
な
く
幾
次
か
重
ね
ら
れ
て
お
り
、
恐
 

ら
く
孝
朝
宗
の
後
期
か
ら
始
め
ら
れ
、
最
も
多
い
の
が
嘉
定
頃
で
あ
っ
た
 

の
で
あ
ろ
う
。

元
西
湖
書
院
重
整
書
目
の
「
書
注
疏
」
は
本
版
ら
し
く
、
本
版
の
板
木
 

は
元
に
入
っ
て
、
他
の
国
子
監
保
管
の
板
木
と
共
に
西
湖
書
院
に
移
さ
れ
 

て
補
刻
を
加
え
て
刷
印
が
重
ね
ら
れ
た
の
で
、
本
版
の
元
修
の
刻
ェ
は
そ

れ
等
諸
本
の
元
修
刻
エ
と
次
の
如
く
共
通
し
て
い
る
。
越
刊
八
行
本
周
礼
 

疏

(
何
星
、
葛
辛
、
金
友
、

胡
昶
、

呉
祥
、

洪
福
、

徐
函
、
辛
文
、
占
 

譲
、
鄭
埜
、
范
華
、
文
玉
、
文
昌
、

毛
乂
)
、

同

礼

記

正

義

(
何
屋
、
何
 

慶
、
葛
辛
、
呉
祥
、
洪
福
、

高
涼
、

周
鼎
、

徐
困
、

占
譲
、
銭
裕
、
鄭
 

埜
、
范
華
、
繆
珎
、
文
玉
、
茅
化
、

毛
文
)
、

同

論

語

注

疏

(
何
屋
、
徐
 

困
、
辛
文
、
曹
徳
新
、

文
昌
)
、

同

孟

子

注

疏

(
徐
困
、
辛
文
、
占
譲
、 

范
華
、
葉
禾
)
、
増
修
互
訖
礼
部
韻
略
(
何
宗
十
七
、
陶
春
)
、
資
治
通
鑑
 

目

録

(
汪
恵
、
何
宗
十
七
、
胡
昶
、
洪
福
、

周
鼎
、

陳
仁
、

沈
祥
、

范
 

堅
)
、
史

記

集

解

(
汪
恵
、
何
益
、
胡
昶
、
呉
祥
、
高
涼
、
朱
曾
、
蔣
赉
、 

鄭
埜
、
繆
珍
、
李

耑、
范
堅
)
、
所
謂
眉
山

七

史

(
汪
恵
、
何
屋
、
何
益
、 

何
建
、
何
宗
十
七
、
何
宗
十
四
、
何
慶
、
葛
辛
、
金
友
、
吳
祥
、
洪
福
、 

高
涼
、
朱
曾
、
周
鼎
、
蔣
蚕
、
辛
文
、

占
譲
、

詹
徳
潤
、

曹
徳
新
、

陳
 

仁
、
沈
祥
、
鄭
埜
、
陶
春
、
范
堅
、
范
華
、

繆
珎
、

毛
文
、

楊
春
、

李
 

茂
、
李

耑、
葉
禾
)
、

両
淮
江
東
転
運
司
刊
三
史
(
何
益
、

何
宗
十
七
、 

何
宗
十
四
、
何
慶
、
葛
辛
、
金
友
、
胡
昶
、

呉
祥
、

洪
福
、

高
涼
、

朱
 

曾
、
周
鼎
、
蔣
蚕
、
辛
文
、
占
譲
、

張
亨
、

陳
仁
、

鄭
埜
、

范
華
、
范
 

堅
、
繆
珍
、
文
玉
、
毛
文
、
李

耑、
李
公
正
、

葉
末
)
、

嘉
定
十
二
年
刊
 

資

治

通

鑑

綱

目

(
周
鼎
)
、

国

語

•
国

語

補

音

(
何
慶
、

洪
福
、
朱
曾
、 

周
鼎
、
蔣
蚕
、
繆
珍
、
文
玉
)
、

嘉
定
刊
儀
礼
経
伝
通
解
(
何
建
、

何
宗
 

十
七
、
何
宗
十
四
、
胡
昶
、
蔣
寮
、
辛
文
、

徐
仁
、

繆
珎
、

毛
文
、

楊
 

春
、
李

耑、
范
堅
)
、
宗

初

刊

説
文
解
字
(
詹
徳
潤
、

曹
徳
新
、

沈
祥
、 

鄭
埜
、
茅
化
、
楊
春
、
范
堅
}
、

贛州

刊

文

選

(
文
玉
)
、
嘉
泰
四
年
刊
皇
 

朝

文

鑑

(
何
宗
十
四
、
何
慶
、
呉
祥
、
高
涼
、
周
鼎
、

蔣
蚕
、

占
譲
)
。 

元
刊
諸
本
で
は
大
徳
四
年
刊
大
徳
重
校
聖
済
総
録
(
汪
恵
、
胡
昶
、
高
涼
、



陳
仁
、
鄭
埜
、
繆
珎
、
楊
春
)
、
大
徳
五
年
刊
儀
礼
集
説
(
汪
恵
)
、
至
大
 

重
修
宣
和
博
古
図
録
(
文
玉

y

泰
定
元
年
西

湖

書

院

刊

文

献

通

考

(
何
 

慶
、
周
鼎
)
、
後
至
元
六
年
湖
南
刊
唐
丞
相
陸
宣
公
奏
議
纂
註
(
李
茂
)
、 

通

鑑

釈

文

弁

誤

(
張
亨
)
、

晦
庵
先
生
朱
文
公
集
(
李
茂
)

で
あ
る
。

こ
 

の
中
で
胡
昶
は
末
末
咸
淳
三
年
刊
古
尊
宿
語
録
の
刻
エ
に
見
え
る
か
ら
、 

こ
の
元
代
の
修
補
は
元
前
期
に
行
わ
れ
、
大
徳
を
降
ら
ぬ
頃
で
あ
る
こ
と
 

が
判
明
す
る
。

こ
の
本
は
足
利
学
校
の
創
設
者
上
杉
憲
実
が
学
校
に
寄
附
せ
る
本
で
、 

所
々
朱
筆
の
句
点
.
圏

点

.
朱
引
が
附
さ
れ
、
僅
か
な
が
ら
振
仮
名
や
朱
 

墨
両
様
の
訓
点
が
加
え
ら
れ
、
少
し
く
眉
上
に
注
、
行
間
に
校
合
注
の
書
 

入
が
見
え
、
注
に
は
室
町
時
代
我
が
国
で
往
々
用
い
ら
れ
た
元
黄
鎮
成
の
 

「
尚
書
通
考
」
が
引
録
さ
れ
て
い
る
。

書
入
に
は
学
校
の
第
七
世
庠
主
九
 

華
九
世
库
主
三
要
の
手
も
入
っ
て
い
る
よ
ぅ
で
あ
る
。

本
版
に
は
他
に
、
楊
守
敬
が
大
阪
に
て
購
得
し
て
後
に
南
皮
の
張
制
府
 

に
譲
り
、
今
北
京
図
書
館
に
架
蔵
さ
れ
る
存
十
六
巻
(
巻
七
.
八
、

一
九
. 

ニ
〇

の
欠
巻
は
足
利
学
校
本
に
よ
る
影
鈔
本
を
配
し
て
完
具
、
守
敬
の
跋
 

を
附
し
、
楊

志

•
中
版
録

69著
録
)
が
知
ら
れ
る
に
す
ぎ
ず
、
中
版
録
は
 

同

本

を

「
補
版
絶
少
」
と
記
し
て
い
る
。
本
版
が
通
行
の
十
行
本
以
下
の
 

諸
版
を
訂
補
す
べ
き
点
の
多
い
こ
と
は
七
経
孟
子
考
文
等
の
指
摘
す
る
通
 

り
で
あ
る
。

こ
の
足
利
本
は
松
崎
慊
堂
の
校
審
に
よ
り
弘
化
四
年
熊
本
藩
 

時
習
館
に
於
て
覆
刻
さ
れ
て
流
布
し
、
ま
た
漢
土
で
は
明
の
覆
刊
本
や
民
 

国
刊
択
是
居
叢
書
初
集
所
収

仿宋
本
が
あ
る
。

尚

書

注

疏

ニ
〇
卷

旧

題

漢

孔

安

国

伝

唐

孔

穎

達

等

疏

C金
〕
刊

(
〔平
水
〕
)

(
天
理
図
書
館
蔵
)

存

卷

一

八

.
ニ
◦
零

卷

ニ

冊

。
改
装
。
巻
一
八
 

は
後
補
金
砂
子
散
白
表
紙
(
三
七
.
七

X

Iニ

.
六
極
)
、

粘
葉
装
、

巻
ニ
 

◦
は
後
補
紺
色
表
紙
、
線
装
。
本
文
料
紙
は
厚
手
に
し
て
我
が
国
の
古
楮
 

紙
に
類
す
。
襯
紙
が
挾
ま
る
。
巻

首

「
尚
書
注
疏
巻
第
十
八
/

周
官
第
二
 

十
一
一
^

ハ
)
周

書

(幅
セ
)
孔
氏
伝
\
 (腿
®

国
子
祭
酒
上
護
軍
曲
阜
県
開
国
 

子

臣

孔

穎

達

奉

敕

撰

正

義

」
、
「
尚
書
注
疏
巻
第
二
十
/

(

銜
名
前
 

に
同
じ
)

\

文
侯
之
命
第
三
十
{福
-一一)
周

書

(
f

-
)

孔
氏
伝
」
と
題
す
。
左
 

右

双

辺

(
ニ
ニ
. 
一

X

一

四
.
四
極
)
有
界
十
三
行
、
行
ニ
五
乃
至
ニ
九
字
、 

注
疏
文
小
字
双
行
、

行
約
三
五
字
。

疏
文
は
円
を
以
て
囲
め
る
陰
刻
の
 

「
疏
」

の
大
字
を
以
て
区
劃
。
版
心
白
ロ
双
黒
魚
尾
「
尚

商

十

八

(
ニ
十
) 

(
丁
付
)
」
。

上
象
鼻
に
大
小
字
数
が
刻
さ
れ
、

巻
十
八
の
第
三
葉
に
の
み
 

下

象

象

に

「
□

一
刀
」

の
刻

H

名
が
あ
る
が
、
破
損
し
て
名
が
判
読
で
き
 

な
い
。
巻
十
八
は
十
四
丁
、
卷
廿
は
首
五
丁
、
即
ち
秦
誓
第
三
十
二
の
首
 

五

行

(
首

の

r

秦
誓
」

の
疏
文
の
「
正
義
日
杜
預
云
…
…
守
道
謂
」
ま
で
) 

に
止
っ
て
、
以
下
を
欠
く
。

「
平
岡

\

蔵
書
\
之
記
」

の
蔵
印
あ
り
。

巻
 

十
八
の
首
護
葉
紙
に
旧
蔵
者
の
傅
増
湘
が
平
岡
武
夫
氏
に
こ
の
本
を
贈
れ
 

る
左
の
民
国
廿
七
年
の
手
識
が
記
さ
れ
て
い
る
。

平
岡
武
夫
君
久
治
尚
書
甞
就
余
問
業
自
慙
頹
考
廃
学

\

無
以
益
之
因
取
 

旧
校
金
本
書
疏
属
其
移
録
一
通
余
適

\

蔵
有
残
本
一
巻
君
更
欲
仮
観
愛
 

翫
至
不
忍
去
手
余
以
\
嗜
之
篤
也
遂
輟
以
贈
焉
世
変
方
殷
未
知
所
届
双
 

鑑
楼

\
中
所
儲
古
刻
名
鈔
殆
数
万
巻
安
知
此
後
終
為
吾
有
/
此
戔
ミ
残
 

卷
使
得
流
伝
海
外
且
付
諸
少
年
好
学
之
人

\

為
我
愛
護
而
永
存
之
又
寧
 

非
幸
歟
授
書
之
日
爰
誌

\

数
語
於
此
庶
異
時
知
是
書
流
転
之
緒
云

\

戊



寅

正

月

十

八

日

傅

増

湘

書

於

長

春

室

(
印
)

こ
の
本
は
傅
目
に
「
尚
書
注
疏
一
巻
金
刊
残
本
存
第
十
八
半
葉
十
三
 

行
二
十
六
字
注
雙
行
二
十
五
字
白
ロ
雙
闌
」
と
著
録
さ
れ
た
本
で
、
傅
増
 

湘
は
右
の
手
識
に
云
ぅ
如
く
、

金
版
と
北
監
本
と
を
対
校
し
、

「
校
金
刊
 

本
尚
書
注
疏
跋
」
(
傅
記
卷
ー
所
収
)
を
執
筆
し
た
。
増
湘
の
用
い
た
金
版
 

は
清
内
閣
文
庫
旧
蔵
北
平
図
書
館
蔵
存
卷
六
—

一
〇
、

一
六
—

ニ
◦

の
残
 

本

(
旧
京

17—

21著
録
)
で
あ
る
。
そ
の
本
は
台
湾
に
は
移
管
さ
れ
て
い
 

な
い
が
、

「
国
立
北
平
図
書
館
善
本
書
目
」
に
著
録
さ
れ
て
い
る
。

増
湘
 

は

跋

中

に

「余
蔵
卷
第
十
八
残
本
乃
便
陽
張
君

庾楼
所

眙」
と
こ
の
本
を
 

記
し
、
両
本
が
共
に
同
一
版
の
如
く
録
し
て
い
る
。
し
か
し
旧
京
書
影
を
 

以
て
比
較
す
る
限
り
で
は
、

字
様
行
格
は
類
似
す
る
が
、

此
は
左
右
双
 

辺
、
彼
は
四
周
双
辺
、

r

疏
」

の
標
字
は
此
は
陰
刻
、

彼
は
陽
刻
の
差
異
 

が
あ
っ
て
、
両
版
は
覆
刻
或
は
相
似
の
関
係
と
し
て
も
同
版
と
は
称
し
得
 

な
い
よ
ぅ
で
あ
る
。
金
版
尚
書
注
疏
に
は
ま
た
瞿
氏
鉄
琴
銅
剣
楼
に
完
本
 

(
瞿

目

•
瞿
影
著
録
、

季
滄
葦
旧
蔵
)
が
儲
さ
れ
、

現
在
は
北
京
図
書
館
 

の

蔵

(
中
版
録

269著
録
)
に
帰
し
て
い
る
。
そ
の
本
も
四
周
双
辺
、
「
疏
」 

の
標
字
は
陽
刻
で
あ
る
が
、
北
平
図
書
館
本
と
同
版
か
否
か
は
、
各
の
同
 

一
箇
所
の
書
影
が
な
い
の
で
未
見
の
私
に
は
確
認
で
き
な
い
。
以
上
三
種
 

の
版
は
同
版
か
否
か
は
一
斑
の
書
影
の
み
を
以
て
し
て
は
保
証
し
得
な
い
 

が
、
少
く
と
も
相
互
に
覆
刻
か
そ
れ
に
近
い
関
係
に
あ
る
同
系
版
で
あ
る
 

こ
と
は
認
め
得
よ
う
。
本
版
は
細
字
密
行
で
あ
る
が
、
そ
の
字
様
は
瘦
硬
 

に
し
て
精
刻
、
金
平
水
刊
版
式
の
典
型
た
る
も
の
で
あ
る
。
瞿
本
の
序
後
 

に

附

さ

れ

た

「新
彫
尚
書
纂
図
」
中

の

地

図

に

は

「平
水
劉
敏
仲
編
」

の
 

名
が
題
さ
れ
、
北
平
本
の
卷
廿
末
に
は
「長
平
董
溥
校
正
」

の
名
が
署
さ

れ
て
い
る
か
ら
、
元
来
は
平
陽
府
経
籍
所
の
刊
刻
に
か
か
る
よ
う
で
あ

る
。瞿

.
傅
両
氏
と
も
こ
の
金
版
を
十
行
本
以
下
の
通
行
注
疏
本
と
比
較
し
 

て
、
そ
の
校
異
の
主
な
る
も
の
を
列
挙
し
、
そ
の
訛
脱
を
訂
す
べ
き
佳
処
 

頗
る
多
く
、
現
行
本
の
釈
文
の
割
裂
奪
佚
を
糾
正
し
得
る
点
に
至
っ
て
は
 

尤
も
顕
著
に
し
て
、

「
山
井
鼎
考
文
与
宋
本
十
有
八
九
合
」
と
称
賛
し
て
 

い
る
。
尚
書
の
注
疏
合
刻
の
宋
版
に
は
越
刊
八
行
本
を
始
め
と
し
、
故
宮
 

博
物
院
蔵
寧
宗
頃
の
建
安
魏
県
尉
宅
刊
九
行
本
並
に
十
行
本
(
現
存
本
は
 

覆
宋
元
刊
)
が
数
え
ら
れ
る
が
、
増
湘
が
本
版
を
以
て
「
其
付
梓
当
在
八
 

行
本
以
後
十
行
本
以
前
」
と
按
じ
た
の
は
従
う
べ
き
か
。
ち
な
み
に
こ
の
 

本
に
は
避
諱
が
な
い
が
、
瞿
本
の
巻
一
初
の
書
影
に
は
貞
.
慎
の
字
が
末
 

画
を
欠
い
て
い
る
の
が
見
ら
れ
る
。
此
は
瞿
本
の
底
本
か
或
は
そ
の
版
の
 

刊
刻
の
時
が
南
宋
孝
宗
朝
以
前
に
は
溯
り
得
な
い
こ
と
を
傍
証
し
て
い
 

る
。
瞿

本

を

現

蔵

の

「北
京
図
書
館
善
本
書
目
」
は
蒙
古
刻
本
と
録
し
、 

中
版
録
は
そ
の
根
拠
を
「
刻

H

張
一
、
何
川
、
鄧
恩
、
吉
ー
、
楊
三
等
、 

又
刻
証
類
備
用
本
草
、
因
推
知
此
書
当
是
蒙
古
刻
本
。
瞿
氏
鉄
琴
銅
剣
楼
 

書
目
定
為
金
版
、

恐
不
確
」
と
云
っ
て
い
る
。

「
証
類
備
用
本
草
」
は
蒙
 

古

定

宗

四

年

(
一
二
四
九
)
張
存
恵
晦
明
軒
刊
で
あ
る
が
、
此
等
刻
エ
は
 

金
末
蒙
古
初
間
の
人
と
云
う
べ
く
、
蒙
古
の
太
祖
の
即
位
は
宋
開
禧
ニ
年
 

金

の

泰

和

六

年

(
一
二
〇
六
)
、

金
の
滅
亡
は
宋
端
平
元
年
金
の
天
興
三
 

年

(
一
二
三
四
)
で
あ
る
。
従
っ
て
瞿
氏
本
を
金
版
と
す
る
か
蒙
古
版
と
 

定
め
る
か
は
刊
年
上
は
微
妙
な
所
で
あ
る
。
年
代
上
は
別
と
し
て
版
式
上
 

の
特
徴
か
ら
言
え
ば
、
明
か
に
金
版
に
属
す
る
。

こ
の
本
を
含
め
以
上
三
 

部
は
、

二
部
未
見
に
し
て
実
際
比
較
し
得
な
い
筆
者
に
は
同
版
か
否
か
ま



た
そ
の
刊
印
の
前
後
を
断
定
し
難
い
が
、
い
ず
れ
に
せ
ょ
平
水
の
版
た
る
 

こ
と
は
ほ
ぼ
間
違
な
く
、
本
版
を
旧
に
従
っ
て
金
版
と
録
し
て
お
く
。

附

釈

音

尚

書

註

疏

ニ

〇
卷

旧

題

漢

孔

安

国

伝

唐

孔

穎

達

疏

 

陸

徳

明

音

義

〔
元
〕
刊
 

十
行
本
十
三
経
注
疏
の
一
。
詳
細
は
拙
著
参
照
。

(
静
嘉
堂
文
庫
蔵
)

〔
至
明
正
徳
〕
通

修

一

二

冊

。

陸
志
著
録
。

新
 

補
香
色
地
水
玉
表
紙
(
ニ
九
>
<
ー
七
缠
)
、
金

鑲玉
装
、

白
棉
紙
本
、

元
 

料
紙
縦
ニ
六
.八
樞
。

版
心
の
正
徳
の
補
刊
年
の
所
を
切
り
と
っ
て
別
紙
 

で
補
っ
て
あ
る
が
、
正
徳
の
修
は
少
い
。

(
京
都
大
学
図
書
館
谷
村
文
庫
蔵
)

至

明

正

徳

一

二

年

遁

修

四

冊

。 

新

補

茶

色

表

紙

(
ニ
七
八

X

一
七
•
三
極
)
、

白
棉
紙
本
。

朱
筆
の
句
点
 

圏
点
や
傍
線
が
附
さ
れ
、
少
し
く
眉
上
に
朱
校
記
が
書
入
さ
る
。
巻
末
に
 

次
の
識
語
が
存
す
る
。

(
巻
五
、
朱
)
甲

午

十

月

晴

牕読

過

沈

巌

記

(
巻
六
、
朱
)
十
月
己
卯
夜
読
一
過
適
秦
丈
龍
光
自
武
林
至
同

\
校
数

条
巌
記

(
巻
一
五
、
朱
)
甲
午
十
月
十
五
日
是
夜
月
蝕
巌
燈
下
記
 

(
卷
廿
)
尚
書
自
朱
蔡
訂
伝
与
ニ
孔
違
反
者
十
不
翅
七
八
両
句
読
亦
殊
 

不
同
\
此
従
古
本
点
定
仍
依
孔
氏
蓋
先
河
後
海
之
義
也
其
間
譌
字
極
多
 

未
能
尽
正
俟
得
善
本
再
校
十
月
十
八
日
巌
謹
録
義
門
師
原
跋
 

(
天
理
図
書
館
蔵
)

至

正

徳

一

二

年

通

修

八

冊

。
後
補
濃
緑
色
表
紙
 

(
ニ
五
•
五

X

一
四
.
七
極
)
、
白
棉
紙
本
。
巻
六
第
廿
五
葉
補
写
。
朱
点
朱
 

引
、
経
文
に
墨
筆
訓
点
が
附
さ
れ
、
眉
上
に

墨

.
藍
両
様
の
校
字
が
書
入

さ
る
。
「
本
田
家
蔵

J

「
漢
\
委
奴
\
国
王
」
{怒
の
蔵
印
あ
り
。

同
版
本
に
は
小
川
如
舟
旧
蔵
本
(
現
所
在
不
明
)
、

台
湾
国
立
中
央
図
 

書

館

(
二
部
、

一
は
毛
利
高
標
•
昌
平
坂
学
問
所
.
島
田
双
桂
楼
旧
蔵
、 

適

志

•
繆

続

記

.
拙
著
著
録
)
.
香

港

大

学

(
劉

影

.
拙
著
著
録
)
•
北
京
 

図

書

館

(
二
部
、

一
は
瞿
目
.
瞿
影
著
録
)
•
上
海
図
書
館
•
北

京

大

学

 

蔵

本

.
傅

目

.
蔣
志
著
録
本
等
が
あ
り
、
皆
明
修
本
で
あ
る
。

新
雕
石
林
先
生
尚
書
伝

ニ
〇
卷

宋

葉

夢

得

撰

宋

紹

興

ニ

九

 

年

(
一
一
五
九
)
刊

(
東
陽
魏
十
三
郎
書
舗
)

巻
首
に
紹
興
年
間
の
「
石
林
尚
書
伝
序
」

の
自
序
あ
9
、

こ
の
序
の
次
 

に

r
〇

東
陽
魏
十
三
郎
書
舗

o
\

o

紹
興
己
卯
仲
夏
刊
行

0
」

の
双
行
木
 

記
が
刻
さ
る
。

本

文

巻

首

「新
雕
石
林
先
生
尚
書
伝
卷
第
一
」
(巻
三
—
 

五
、
八
—

一
〇
、

一
六
.
一
七
、

ニ
〇

r

尚
書
伝
卷
第
幾
」
、
巻

六

.
七
、 

ニ

丄
玉

、

一

八

ニ

九

「
石
林
先
生
尚
書
伝
卷
第
幾
」
)
、
巻

尾

「
尚
 

書
伝
卷
第
幾
」
(巻
七
、

一
一
—

一

五

「
石
林
先
生
尚
書
伝
卷
第
幾
」
、
巻
 

一

八

ニ

九

「
〇
巻
終
」
)
と
題
す
。
単

辺

(
一
七
•
三
>
<
ー
7

七

犍)
有
 

界
十
四
行
、
行
廿
一
字
、
伝
文
低
一
格
大
字
単
行
。
版
心
白
ロ
 
(
稀
に
線
 

黒
ロ
)
双

黒

魚

尾

「
書

幾

(
丁
付
)
」
。

敬

儆驚
警
殷
匡
恒
貞
徴
溝
の
字
 

の
末
画
を
欠
き
、
巻
十
二
大
誥
篇
中
の
経
文
「
乃
弗
肯
堂
矧
肯
御
名
厥
父
」 

に

構

の

字

を

「
御
名
」

の
字
を
以
て
避
諱
し
て
い
る
。
卷
四
首
葉
の
版
心
 

に

「
己
卯
四
月
□
□
日
」
、

巻

十

巻

末

版

心

に

「
己
卯
廿
九
年
四
月
十
八
 

日
」
と
印
さ
る
。

四
庫
未
著
録
。

著
者
夢
得
は
蘇
州
呉
県
の
人
、

字
は
少
蘊
、

号
は
石
 

林
。
北
宋
哲
宗
紹
聖
四
年
(

一

〇
九
七
)

の
進
士
、
翰
林
学
士
と
な
り
、



朋
党
の
弊
を
論
じ
、

蔡
京
に
嫌
わ
れ
て
落
職
、

南
宋
に
入
っ
て
戸
部
尚
 

書
、
江
東
安
撫
利
置
大
使
、
金
軍
防
御
等
を

麽任
し
、
軍

政

.
民
政
上
屢
 

々
上
言
し
た
が
監
司
と
合
わ
ず
辞
職
し
た
。
官

制

.
科
目
に
精
通
し
、
詩
 

文

•
詞
に
長
じ
、
紹

興

十

八

年

(
一
一
四
八
)
歿
。
本
書
は
最

晚年
の
著
 

で
、
自

序

中

に

r
自
世
尚
経
術
博
士
業
書
者
十
常
三
四
然
第
守
一
説
莫
能
 

自
致
其
思
余
竊
悲
之
因
参
惣
数
家
推
原
帝
王
之
治
論
其
世
蔡
其
人
以
質
其
 

所
言
更
相
研
究
折
衷
其
是
非
頗
自
紀
輯
起
宣
和
辛
丑
春
訖
紹
興
丁
已
夏
凡
 

十
存
八
年
為
書
二
十
巻
十
三
万
餘
言
授
中
子
模
以
俟
後
世
君
子
六
月
壬
申
 

序
」
と
、
本
書
撰
述
の
趣
旨
と
成
立
経
緯
を
述
べ
て
い
る
如
く
、
本
書
は
 

夢
得
が
古
注
に
慊
ら
ず
、
胡
安
国
の
春
秋
胡
伝
の
如
く
、
尚
書
に
対
し
諸
 

家
の
説
を
参
照
し
て
独
自
の
注
解
論
評
を
下
し
た
も
の
で
、
春
秋
に
つ
い
 

て

も

「
石
林
先
生
春
秋
伝
」

ニ
〇
巻
、
「
春
秋
放
」

一
六
巻
、
「
春
秋
左
伝
 

識
」

一

〇
巻
、
「
公
羊
伝
謙
」
六
巻
、
「
穀
梁
伝
識
」
六
巻
の
著
が
ぁ
る
。 

本

書

は

宋

志

に

「
葉
夢
得
書
伝
十
巻
」
、
「
直
斎
書
録
解
題
」
巻

ニ

に

「
石
 

林
書
伝
十
卷
尚
書
左
丞
呉
郡
葉
夢
得
少
蘊
撰
博
極
羣
書
彊
記
絶
人
書
与
 

春
秋
之
学
視
諸
儒
最
為
精
詳
」
と
録
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
南
宋
夙
に
十
 

巻
と
誤
記
さ
れ
て
い
る
所
を
見
れ
ば
、
当
時
既
に
流
布
頗
る
尠
か
っ
た
と
 

思
わ
れ
る
。
元
以
降
諸
家
目
録
に
そ
の
著
録
を
見
ず
、
漢
土
に
於
て
は
夙
 

に
伝
を
絶
ち
、
中
世
我
が
国
に
将
来
さ
れ
た
こ
の
本
が
幸
に
伝
存
し
た
に
 

す
ぎ
ず
、
日
本
に
於
て
も
広
く
読
ま
れ
た
形
跡
は
な
い
。
正
に
天
壌
間
の
 

孤
本
で
あ
る
。

本
版
の
字
様
は
や
や
瘐
硬
に
し
て
右
上
り
の
稜
角
を
帯
び
、
版
式
と
共
 

に
建
安
の
体
式
に
類
す
る
。
避
緯
か
ら
見
て
も
刊
記
の
如
く
紹
興
末
の
刊
 

刻
に
か
か
る
こ
と
は
疑
い
な
く
、
恐
ら
く

閩刻
と
看
做
す
べ
き
か
。
た
だ

刊
者
の
東
陽
の
地
名
は
福
建
省
内
に
は
な
い
が
、
浙
江
そ
の
他
に
あ
り
、 

刊
者
の
本
貫
で
あ
ろ
ぅ
か
。

こ
の
本
は
現
在
次
の
ニ
ケ
所
に
分
蔵
さ
れ
て
 

い
る
。

(
清
見
寺
蔵
)
存

首

四

卷

ー

冊

。
重
文
。
素
表
紙
(
ニ
三
>
<
ー
四
極
)
。 

「
慶
福
院
」
「
清
見
寺
常
住
」
「
清
見
蔵
本
」

の
印
記
。

(
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
)
存
卷
五
—

ニ
〇

五
冊
。

重
文
。

後
補
茶
褐
 

色

表

紙

(
ニ
ニ
.
ニ
>
<
ー
四
極
)
。
裏
打
改
装
。

卷
九
首
ー
頁
欠
。

「
慶
福
 

院
」
「
清
見
寺
常
住
」
「
江
風
山
/
月
荘
」
「
福
堂
」

の
印
記
。

明
治
初
年
 

清
見
寺
か
ら
流
出
し
て
、
稲
田
福
堂
等
の
蔵
に
渡
っ
た
も
の
で
あ
ろ
ぅ
。

共
に
始
め
の
方
の
経
文
に
室
町
期
の
朱
点
朱
引
墨
訓
点
、
他
は
稀
に
墨
 

筆
の
訓
点
振
仮
名
が
書
入
さ
れ
て
い
る
。

書

〔集
伝
〕

六
卷
宋

蔡

沈

撰

〔元
〕
刊

(麻
沙
劉
氏
南
澗
書
 

堂
)

(
内
閣
文
庫
蔵
)

一
冊
。

森
志
著
録
。

後
補
淡
香
色
表
紙
(
ニ
三
.
五
 

X

一
四
.
五
極
)
。
襯
紙
を
挾
ん
で
改
装
さ
る
。
首
に
、
「
書
序
」
(
附
注
) 

及
び
嘉
定
己
已
三
月
既
望
武
夷
蔡
沈
序
の
「
書
集
伝
序
」
を
冠
し
、
沈
序
 

の
後
一
行
を
隔
て
て
「麻
沙
劉
氏
南
\
澗
書
堂
新
刊
」

の
双
辺
木
記
が
刻
 

さ
れ
、
次

に

「
文
公
規
帖

J

.
朱
子
問
答
語
録
並
に
男
杭
の
識
語
を
お
き
、 

次
に
孔
安
国
序
.
漢
書
藝
文
志
.
孔
穎
達
の
説
等
を
集
録
し
て
注
を
附
せ
 

る

「
書

序

^

ハ
ー
晦
庵
先
生
訂
定
門
人
蔡
沈
集
伝
」
を
お
く
。

本
文
巻
首
 

「書
巻
第
一
一
)晦
庵
先
生
訂
定

(
f

一)
門
人
蔡
沈
集
伝
/
(
機
-
)

虡書
」 

と
題
す
。
毎

巻

末

「
書
巻
第
幾
」
、
巻

六

末

の

み

「尚
書
伝
六
卷
終
」
と
。 

四

周

双

辺

(
ニ
〇
.
三
>
<
1
ニ
.
五
極
)
有
界
十
ー
行
、
行
廿
四
字
、
注
文



小
字
双
行
。
版
心
細
黒
ロ
双
黒
魚
尾
「
書

幾

(
書
伝
幾
、
或
は
書
伝
幾
フ
) 

(
丁
付
)
」
。

上
象
鼻
に
稀
に
大
小
字
数
が
刻
さ
る
。

間
々
朱
筆
句
点
_
点
 

を
加
え
、
所
々
欄
外
に
一
手
に
非
ざ
る
朱
墨
両
様
の
室
町
末
近
世
初
間
の
 

書
入
が
な
さ
れ
て
い
る
。

r

義
俊
」
「
願
蓮
社
」
「
仰
#
」
「
昌
平
坂
\
学
問
 

所
」

の
印
記
あ
り
。

丁

氏

旧

蔵

本

(
丁

志

.

盔影
著
録
)
は
書
影
を
以
て
比
較
す
る
に
此
と
 

同
版
ら
し
く
、
た
だ
そ
の
本
は
刊
記
が
削
除
さ
れ
て
い
る
よ
ぅ
で
あ
る
。 

本
書
に
は
北
京
図
書
館
蔵
宋
淳
祐
十
年
呂
遇
龍
上
饒
郡
学
刊
本
(
中
版
録
 

132
133著
録
)
、

中
央
図
書
館
蔵
末
末
元
初
間
刊
存
書
伝
問
答
(
零
本
、
拙
 

著
著
録
)
が
知
ら
れ
、
元
版
に
は
他
に
中
央
図
書
館
蔵
本
(
刊
記
控
削
の
 

如
し
)
と
故
宮
博
物
院
楊
氏
観
海
堂
蔵
至
正
ニ
六
年
梅
隠
精
舎
刊
本
(
以
 

上
拙
著
著
録
)
が
あ
る
。

こ
の
両
版
は
序
.
附
録
等
に
出
入
が
あ
る
が
、 

本
文
は
ほ
ぼ
覆
刻
の
関
係
に
あ
り
、
恐
ら
く
後
者
が
後
出
で
あ
ろ
ぅ
。
本
 

版
等
の
元
版
で
は
首
に
お
い
て
あ
る
小
序
.
朱
子
問
答
等
は
元
来
宋
版
に
 

於
て
は
巻
末
に
別
冊
と
し
て
附
し
て
あ
っ
た
も
の
で
、
明
以
後
の
通
行
本
 

で
は
嘉
定
己
已
の
蔡
沈
序
以
外
は
悉
く
削
除
さ
れ
て
い
た
の
で
、
久
し
く
 

佚
失
し
た
か
の
如
き
情
態
に
あ
っ
た
。
本
版
等
の
元
版
は
所
謂
麻
沙
本
で
 

あ
る
の
で
往
々
訛
謬
を
免
れ
な
い
が
、
明
後
の
通
行
本
に
比
す
れ
ば
、
旧
 

形
に
近
く
そ
の
誤
脱
を
訂
し
得
る
点
が
多
い
。

書

〔
集
伝
音
釈
〕

六
巻
.首

•纂
図
一
巻
宋
蔡
沈
集
伝
元
 

鄒

季

友

音

釈

元

至

正

一

一

年

(
一
三
五
一
)
刊

(
徳
星
書
堂
) 

(
内
閣
文
庫
蔵
)

五
冊
。

後

補

茶

表

紙

(
ニ
六
.
五

X

一
七
•
三
極
)
。 

裏
打
修
補
が
施
さ
る
。

副
葉
紙
に
、

上

に

r

雙
桂
書
堂
」
(
双
辺
)
と
横

書
、

そ

の

下

に

左

右

に

r

纂
図
輯
釈
\
蔡
氏
書
伝
」
と
大
書
、

中
間
に
 

「
〇
経
伝
詳
音
明
本
大
字

O
J

の
小
書
を
挾
め
る
印
刷
封
面
が
貼
附
し
て
 

あ
る
。

首

に

「書
蔡
氏
伝
重
刊
明
本
凡
例
」
、

そ

の

末

裏

葉

に

「
至
正
辛
 

卯
孟
夏
\
徳
星
書
堂
重
刊
」

の
双
辺
木
記
が
刻
さ
れ
、
次

に

「朱
子
説
書
 

綱
領
」
(
尾

題

「
先

儒

説

書

綱

領

」
)
「
尚
書
纂
図
」
(
尾

題

.
版

心

「
書
 

図
」
)
、
嘉
定
己
已
蔡
沈
序
の
「
書
集
伝
序
\

i i
s

鄱陽
鄒
季
友
音
釈
」
、 

次

に

「
書
/

難
一
)
朱
子
訂
定
蔡
氏
集
伝
(
f
-ー)

鄱陽
鄒
季
友
音
釈
」
と
題
 

す

る

「
書
序
」
を
掲
げ
る
。
本

文

巻

首

「
書
巻
第
一
\
(
_
®
察

氏

集

伝

 

(
_
=

鄱陽
鄒
季
友
音
釈
\
 (雛
一
)
虞
書
」
と
題
し
、
尾

題

は

「
書
巻
第
幾
」 

と
。
巻

末

に

「
書
序
」
(
版

心

「
書
後
序
」
)
を
附
す
。
四
周
双
辺
(
ニ
〇
. 

五

>
<
ー
三
.
三
樞
)
有
界
十
ニ
行
、
行
廿
一
字
、

注
小
字
双
行
。

注
文
は
 

蔡

伝

の

次

に

「音
釈
」
「
伝
」
(
陰
刻
)
「
経
」
(
陰
刻
)

の
単
行
大
字
の
墨
 

囲
標
字
を
以
て
音
釈
を
附
す
る
。
版
心
小
黒
ロ
双
黒
魚
尾
「
書

幾

(
或
は
 

書
伝
卷
幾
)
(
丁

付
)
」
。

全
巻
に
亙
っ
て
室
町
時
代
の
朱
点
朱
引
が
附
さ
れ
、
初
の
方
に
は
一
部
 

に
経
文
に
朱
筆
ヲ
コ
ト
点
や
墨
筆
の
返
点
送
仮
名
、
注
文
は
間
々
朱
点
朱
 

弓
が
加
え
ら
れ
、
後
半
に
は
室
町
期
の
別
筆
の
藍
筆
の
句
点
や
注
文
に
も
 

朱
句
点
が
附
さ
れ
、
ま
た
後
年
の
黄
筆
を
以
て
室
町
期
の
訓
点
を
抹
消
し
 

た
所
も
あ
る
。
眉
上
に
纂
疏
.
大

全

.
監

本

•
文

集

.
会
選
と
の
江
戸
時
 

代
の
朱
筆
校
注
が
書
入
さ
れ
て
い
る
。
首
の
纂
図
の
尾
題
下
に
室
町
頃
の
 

筆

蹟

で
r

浄
長
捨
入
」

の
墨
署
が
あ
り
、
「
蠏
氏
/
蔵
書
」
「
昌
平
坂

\

学
 

問
所
」

r

享
和
辛
酉
」
等
の
印
記
を
有
す
る
。

本
版
本
は
他
に
北
京
図
書
館
蔵
七
冊
(
張

志

•
瞿

目

.
瞿
影
著
録
)
が
 

あ
る
。
両
本
と
も
凡
例
後
に
至
正
十
一
年
徳
星
書
堂
重
刊
の
木
記
を
有
す



る
が
、

こ
の
内
閣
文
庫
本
に
は
上
記
の
如
く
雙
桂
書
堂
の
封
面
が
貼
附
し
 

て
あ
る
。
元
来
徳
星
書
堂
の
刊
で
あ
っ
た
の
を
後
に
雙
桂
書
堂
が
求
版
し
 

た
の
か
、
そ
れ
と
も
そ
の
逆
で
あ
る
か
、
他
に
伝
本
が
な
い
の
で
未
詳
と
 

す
る
外
な
い
。
至
正
十
一
年
頃
双
桂
書
堂
の
刊
刻
に
な
る
版
に
張
志
.
瞿
 

目
著
録
北
京
図
書
館
現
蔵
「
詩
集
伝
名
物
鈔
音
釈
築
輯
」

ニ

〇

卷

(
元
羅
 

復
撰
、
凡

例

後

木

記

に

「
至
正
辛
卯
孟
夏
雙
桂
書
堂
重
刊
」
と
)
や
北
京
 

図
書
館
蔵
元
刊
広
韻
五
卷
(
二
部
、

一
は
森
志
•
楊
譜
著
録
、
巻
末
木
記
 

に

「
建
安
余
氏
雙
桂
書
堂
鼎
新
锓
梓
」
と
)
が
あ
る
。
本

版

に

云

ぅ

「
書
 

蔡
氏
伝
重
刊
明
本
」

の
明
本
と
は
瞿
目
に

r

此
云
明
本
即
宋
之
明
州
本
明
 

州
今
寧
波
府
也
」
と
云
ぅ
如
く
、
本
版
の
集
伝
の
テ
キ
ス
ト
は
明
州
刊
本
 

に
拠
っ
た
こ
と
を
誇
称
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
集
伝
の
第
一
次
版
た
 

る
淳
祐
十
年
刊
本
は
江
西
省
の
上
饒
郡
学
の
刊
で
、
明
州
刊
が
実
際
あ
っ
 

た
の
か
否
か
は
不
明
で
あ
る
。
江
浙
版
は
優
良
品
、
建
安
版
は
粗
悪
品
の
 

評
判
が
あ
っ
た
の
で
、
実
際
底
本
に
し
た
わ
け
で
も
な
い
の
に
、
麻
沙
本
 

が
そ
の
書
名
に
京
本
.
監

本

•
明
本
等
の
冠
称
を
つ
け
る
の
が
射
利
の
常
 

套
手
段
で
あ
る
か
ら
、
深
く
穿
鑿
す
る
に
は
及
ぶ
ま
い
。

同

〔元
〕
刊

(
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
)
欠

巻

三

.
首

•
纂

図

五

冊

。
後
補
茶
色
布
目
 

表

紙

(
ニ
五
.五

X

一
六

犍)
。
所
々
裏
打
修
補
が
加
え
ら
る
。
本
文
巻
首
 

「
書
卷
第
ー
/

(

^

蔡
氏
集

伝

_

^

鄱陽
鄒
季
友
音
釈
」
と
題
し
、
尾
題
 

「
書
巻
幾
」
と
。

四

周

双

辺

(
一
八
.
五

>
<
ー
ニ
.五
龌
)
有
界
十
ニ
行
、 

行
廿
二
字
、

注
小
字
双
行
。

蔡

伝

下

の

「音
釈
」
「
経
」
(
陰
刻
)
「
伝
」 

(
陰
刻
)
の
標
字
は
墨
囲
単
行
大
字
。
版
心
細
黒
ロ
双
黒
魚
尾
「
書

伝

(
或

は
書
)
幾

(
或
は
幾
フ
)
(
丁
付
)
」
。
経
文
に
室
町
期
の
墨
筆
訓
点
(
細
 

字
)
、
所
々
経
注
文
に
朱
句
点
、

稀
に
朱
引
、

巻
一
首
丁
に
の
み
別
筆
の
 

朱
訓
点
が
附
さ
れ
て
い
る
。

各

冊

末

に

「
松
斎
」

の
墨
署
、

巻
六
末
に
 

「
文
蔚
侍
者
施
入
和
本
尚
書
替
之

\

松
斎
」
の
識
語
が
存
し
、
「
水
竹
埜
処
」 

の

朱

印

r

洛
東
四
条
\
上
行
教
寺
」

の
墨
印
記
が
あ
る
。

同
版
本
に
故
宮
博
物
院
楊
氏
観
海
堂
蔵
本
(
欠

首

.
巻

五

.
六
、
小
島
 

宝
素
旧
蔵
、
森

志

.
楊

譜

.
拙
著
著
録
)
が
あ
る
。
両
本
と
も
刊
記
が
あ
 

っ
た
か
も
知
れ
ぬ
首
目
を
欠
い
て
い
る
の
で
、
残
念
な
が
ら
?
年
不
明
で
 

あ
る
。

同

〔元
〕
刊

(
内
閣
文
庫
蔵
)

存

尚

書

幾

図

一

巻

一

冊

。
後
補
黄
色
表
紙
(
ニ
五
 

X

一 
五
極
)
、

裏
打
修
補
が
な
さ
る
。

本

図

は

恐

ら

く

「
書
集
伝
音
釈
」 

の
附
録
一
巻
と
思
わ
れ
、
唐
虞
夏
商
周
譜
系
図
よ
り
始
り
、
末

に

「
尚
書
 

纂
図
畢
」
と
題
す
る
。

四

周

双

辺

(
ニ
〇
.五

>
<
ニ

.
四
喱
)
。

版
心
細
 

黒

ロ

双

黒

魚

尾

「
書

図

(
丁
付
)
」
。

禹
貢
九
州
及
今
州
郡
之
図
 
一
丁
を
 

欠
く
よ
ぅ
で
あ
る
。
「
佐
伯
矣
毛
利

\

高
標
字
培
松

\

蔵
書
画
之
印
」
「
昌
 

平
坂

\

学
問
所
」

の
印
記
。

ど
の
版
に
属
す
る
か
不
明
で
あ
る
が
、
前
掲
至
正
十
一
年
刊
本
、
次
に
 

紹
介
す
る
旧
京

24
25.
旧
京

31
32著
録
本
と
は
相
互
に
覆
刻
の
関
係
に
あ
 

る
。鄒

季
友
の
音
釈
は
尚
書
の
経
文
と
蔡
伝
と
に
下
し
た
音
義
注
で
、
元
来
 

単
行
で
あ
っ
た
。
本
書
は
蔡
氏
集
伝
の
各
段
末
に
こ
の
音
釈
を
合
輯
し
' 

董

鼎

の

「
書
集
伝
輯
録
纂
註
」
を
参
照
し
て
、
且
つ
裹
図
一
巻
そ
の
他
を



附
し
、
校
正
を
加
え
た
薈
輯
本
で
、
元
明
以
後
便
利
な
の
で
蔡
伝
単
行
本
 

よ
り
附
音
釈
本
が
盛
に
行
わ
れ
た
。
附
録
の
纂
図
に
は
撰
者
姓
名
が
録
さ
 

れ
て
い
な
い
が
、

図

中

に

「合
沙
先
生
云
云
」

の
説
明
が
あ
り
、

「
経
義
 

考
」
に
宋
の
鄭
東
卿
撰
「
尚
書
図
」

一
巻
を
掲
げ

r

按
合
沙
鄭
氏
尚
書
図
 

宋
刻
不
著
撰
人
名
図
凡
七
十
有
七
」
と
、
そ
の
図
名
を
悉
く
列
挙
し
、
「
合
 

沙
漁
父
鄭
東
卿
自
号
当
即
其
所
著
書
」
と
。

こ
こ
か
ら
こ
の
纂
図
を
鄭
東
 

卿
撰
と
す
る
説
が
あ
る
が
、
瞿

目

の

「巻
首
又
有
纂
図
六
十
有
八
不
著
何
 

人
所
纂
張
氏
金
吾
謂
取
諸
鄭
東
卿
尚
書
図
案
東
卿
図
見
経
義
考
則
有
七
十
 

有
七
敷
其
図
名
又
不
同
者
半
明
係
両
本
不
得
以
図
説
有
合
沙
云
云
謂
即
鄭
 

本
也
」
と
い
う
説
は
従
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

本
書
書
集
伝
音
釈
の
元
版
に
は
他
に
北
京
図
書
館
(
巻
四
—
六
配
元
至
 

正
五
年
虞
氏
明
復
斎
刊
本
、
蔣
志
著
録
本
か
)
.
上
海
図
書
館
(
存

卷

ニ

. 

三

.
五

♦
六

〔残
葉
〕
)
蔵
の
至
正
一
四
年
日
新
書
堂
刊
本
(
十

一

行

廿

 

字
)
が
あ
り
、
旧
京
書
影
は
清
内
閣
旧
蔵
北
平
図
書
館
現
蔵
本
と
し
て
次
 

の
四
種
の
元
版
を
掲
げ
て
い
る
。

24—

27著
録
建
安
宗
文
書
堂
刊
残
本
 

(
十
一
行
廿
一
字
)
、

28
29著

録

残

本

(
十
ニ
行
廿
ー
字
)
、

30著
録
残
本
 

(
十
三
行
廿
三
字
)
、

31|

36著

録

本

(
十
三
行
廿
三
字
と
十
ニ
行
廿
三
字
 

と
混
合
、
或
は
配
補
本
か
)
。

皆
建
安
刊
本
で
、

書
影
か
ら
の
判
断
で
あ
 

る
が
、

こ
の
四
種
は
元
刻
で
は
な
く
、
明
初
或
は
明
前
期
の
刊
刻
と
見
て
 

よ
い
よ
う
で
あ
る
。
北
京
図
書
館
蔵
至
正
十
四
年
日
新
書
堂
刊
本
に
配
補
 

さ
れ
た
至
正
五
年
虞
氏
明
復
斎
刊
本
の
完
本
の
現
所
在
は
知
ら
れ
て
い
な
 

い
が
、
天
目
続
八
に
六
冊
本
が
著
録
さ
れ
て
い
る
。
そ

れ

に

よ

れ

ば

「前
 

列
書
経
序
後
有
書
序
考
沈
子
抗
進
表
尚
有
朱
熹
問
答
一
巻
宋
以
来
刊
本

俱 

不
末
有
南
谿
精
舎
及
至
正
こ
酉
鐘
式
明
復
斎
鼎
式
墨
印
三
書
末
刻
至

正
こ
酉
菊
節
虞
氏
明
復
斎
刊

J

と
。
十
三
行
、
廿
二
字
、
伝
文
低
一
格
や
 

や
小
字
単
行
、
音
釈
小
字
双
行
。
よ
っ
て
そ
の
書
は
本
書
の
如
き
や
や
改
 

編
を
加
え
た
音
釈
本
で
は
な
く
、
宋
原
刻
本
の
原
形
を
ほ
ぼ
保
持
し
た
附
 

音
釈
本
た
る
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。

書

〔
集
伝
纂
疏
〕
六卷宋蔡

沈

伝
元
陳
櫟
纂
疏
元
泰
定
 

四

年

(
一
三
ニ
七
)
刊

(
梅
溪
書
院
)

首
に
嘉
定
己
已
三
月
既
望
武
夷
蔡
沈
序
の
「
書
集
伝
序
」
あ
り
、
そ
の
 

後

ニ

行

を

隔

て

r

泰
定
丁
卯
陽
月

\

梅
溪
書
院
新
刊
」

の
双
行
木
記
が
刻
 

さ
れ
、
次
に
一
格
を
低
し
て
泰
定
四
年
丁
卯
正
月
望
日
後
学
新
安
陳
櫟
謹
 

書
の
自
序
、
次

に

r読
尚
書
綱
領
朱
子
説
外
附
以
他
説
」
、
「
書
蔡
氏
伝
纂
疏
凡
 

例
」
、
「
書

〔序
〕

i
=

朱
子
訂
定
蔡
氏
集
伝
」
(
次

行

低

九

格

「
後
学
新
安
一
 

陳

棵纂
疏
」
と
題
署
、
末

題

「
書
序
」
)
を
列
し
、

卷

末

に

「
書

序

{|=3

 

蔡
氏

集

伝

«

=

新
安
後
学
陳
棟
纂
疏
」
が
附
さ
る
。

本

文

卷

首

「
書
卷
 

第
一
/

祕
ー
ー
)
朱
子
訂
定
蔡
氏
集
伝
\
(
_

A)
後
学
新
安
陳
棟
纂
疏
」
と
題
す
。

四

周

双

辺

(
ニ
〇

x
一
二
.
五
極
)
有
界
十
一
行
、

行
廿
一
字
、

注
小
字
 

双
行
、

r

纂
疏
」

の
標
識
は
墨
囲
。

小
黒
ロ
双
黒
魚
尾
、

「
書

疏

幾

(
丁
 

付
)
」
。

泰
定
四
年
櫟
の
自
序
中
に
「今
謀
板
行
幸
遇
古

邢張
子
禹
命

H

刊
刻
以
 

与
四
方
学
者
共
之
」
と
あ
る
。
字
様
版
式
か
ら
建
安
の
開
板
た
る
こ
と
は

明
か
で
あ
る
。

(
内
閣
文
庫
蔵
)

六
冊
。
森
志
著
録
。
後
補
卍
つ
な
ぎ
茶
色
表
紙
(
ニ
 

三
.
八

X
一 
五
.五
極
)
、

裏
打
改
装
本
。

首

冊

表

紙

に

「
経
ニ

\

泰
定
丁
 

卯
鐫
\
書

集

伝

纂

疏

巻

一

」
、

右

下

端

に

「
黄
雪
園
審
定
元
本
」
と
題



さ
る
。
巻
四
洪
範
ま
で
は
経
文
に
室
町
初
の
朱
点
朱
引
墨
訓
点
、
注
文
に
 

は
所
々
朱
引
、
旅

獒以
下
は
間
々
朱
引
が
附
さ
れ
て
い
る
。
巻
末
に
文
化
 

五
年
の
市
橋
長
昭
の
寄
蔵
文
廟
宋
元
刻
書
跋
が
附
綴
さ
れ
、
終
巻
の
後
表
 

紙
見
返
に
、
左
の
長
昭
の
手
識
が
記
さ
る
。

余
得
此
書
於
洛
陽
敬
業
坊
書
肆
王
久
家
鏤
板

\

乃
係
于
元
英
宗
泰
定
四
 

年
満
清
納
蘭
成
徳
容
若

\

之
所
彙
刻
宋
元
経
解
中
既
収
此
書
而
孤
行
者
 

\
不
多
在
焉
亦
宜
愛
重
云

\

壬

戌

嘉

平

月

初

吉

黄

雪

山

人

記

(
印
} 

(
印
)

「
仁
正
矣
長
昭
\
黄
雪
書
屋
鑒

\
蔵
図
書
之
印
」
、
「
昌
平
坂

\

学
問
所
」 

「
浅
草
文
庫
」
等
の
印
ぁ
り
。

市
橋
長
昭
献
納
本
で
、

長
昭
の
献
納
宋
元
 

刻
本
に
は
皆
巻
末
に
次
の
市
河
米
庵
(
三
亥
)

の

筆

に
な
る
「
寄
蔵
文
席
 

宋
元
刻
書
跋
」
が

附

さ

れ
て
い
る
(
以
下
皆
同
文
に
つ
き
省
略
)
。

寄
蔵

文
席
宋
元
刻
書
跋

長
昭
夙
従
事
斯
文
経
十
餘
年
図
籍
漸
多
意
方
今
蔵
書
家
不
乏
於
世
而
其
 

所
儲
大
抵
属
輓
近
刻
書
至
宋
元
槧
蓋
或
罕
有
焉
長
昭
独
積
季
募
求
乃
今
 

至
累
数
十
種
此
非
独
在
我
之
為
艱
而
即
在
西
土
亦
或
不
易
則
長
昭
之
苦
 

心
可
知
矣
然
而
物
聚
必
散
是
理
数
也
其
能
保
無
散
委
於
百
年
之
後
乎
孰
 

若
挙
而
献
之
於
瞎
学
獲
籍
聖
徳
以
永
其
伝
則
長
昭
之
素
願
也
虔
臣
宋
 

元
槧
三
十
種
為
献
是
其
一
也

文
化
五
年
二
月
 

下
総
守
市
橋
長
昭
謹
誌

\

河
一
一
一
亥
書

(
静
嘉
堂
文
庫
蔵
)

六
冊
。

陸

志

.
陸
続
跋
著
録
。

新
補
茶
色
表
紙
 

(
ニ
四

X

一 
五
*
一
極
)
、

裏
打
改
装
本
。

首
目
中
凡
例
が
綱
領
の
前
に
綴
 

じ
ら
れ
、
巻

末

の

書

序

(
末
丁
欠
)
が
首
の
末
に
お
か
れ
て
い
る
。
凡
例

の
後
に
清
の
王
広
心
(
江
南
華
亭
の
人
、
字
は
伊
人
、
号
は
農
山
、
順
治
 

の
進
土
)

の

「
丙
午
初

秌展
読
一
過
庭
間
早
桂
始
開
/
芬
香
襲
人
対
此
古
 

編
殊
身
喜
也
王
広
心
識
(
印
)
」
な
る
手
識
が
存
し
、
朱
筆
の
句
点
圏
点
、 

朱
墨
両
様
の
傍
線
が
附
さ
れ
、

行
間
に
朱
筆
校
字
が
書
入
さ
る
。

「
汲
古
 

閣
」
「
汲
古

\

主
人
」
「
汲
古

\

閣
」

「
毛
晉
」

「
毛
晉
\
私
印
」

「
子
晉
\
 

書
印
」
「
毛
氏

\

子
晉
」
「
汲
古
得
\
修
粳
」
「
繁
\
花
塢
」
「在
処
有

\

神
 

物

\

護
持
」
「
元
本
」

の
毛
子
晉
汲
古
閣
の
印
記
を
始
め
と
し
、
「張
氏

\

 

図
籍
」

r勤
襄
\
公
五
女
」
「
若
衛
」
「
方
氏
若
\
衡
曾
観
」
「
小
娘

擐\
福
 

地
\
秘
笈
」
「
小

\
娘

\

擐\
福

\

地
」
「
巧
士
\
司
馬
」
「
竹
/
汀
」
「
銭
 

\

竹
汀
」
「銭
氏
\
竹
汀
」
「
大
\
昕
」
等
の
張
蓉
鏡
夫
妻
.
銭
大
昕
等
名
 

家
の
印
#1̂
が
繫
々
と
鈐
さ
れ
て
い
る
。

書

〔
集
伝
輯
録
纂
註
〕

六

卷

元

董

鼎

撰

〔元
至
正
一
四
年
 

(
一
三
五
四
)
〕
刊

(
翠
巖
精
舎
)

(
静
嘉
堂
文
庫
蔵
)

〔
明
〕
印

六

冊

。

陸

志

.
陸
続
跋
著
録
。

後
補
 

金
砂
子
散
し
艷
出
緑
色
表
紙
(
ニ
六

X

一
六
.五
極
}
、
金

鑲玉
装
、
原
料
 

紙
は
従
約
ニ
四

犍。
首
に
、
嘉
定
己
已
三
月
既
望
武
夷
蔡
沈
序
の
「
書
集
 

伝
序
」
、

至
大
戊
申
十
二
月
己
未
後
学

鄱陽
董
鼎
謹
序
の
「
書
集
伝
輯
録
 

纂
註
序
」
、
「
朱
子
説
書
綱
領
」
(
次

行

低

九

格

「
後
学

鄱陽
董
鼎
輯
録
」
と
題
 

署
)
、

「
書
蔡
氏
伝
輯
録
纂
註
凡
例
」
、

「
書
蔡
氏
伝
輯
録
引
用
諸
書
」
(
末
 

四
行
を
空
け
て
「
建
安
後
学
余
安
定
編
校
」

の
題
署
一
行
あ
り
)
、

次
に
 

孔

安

国

序

(
初

行

「
書
」
、
次

行

低

ニ

格

「朱
子
訂
定
蔡
氏
集
伝
」
、
第
三
 

行

低

八

格

「
後
学
都
陽
董
鼎
輯
録
纂
註
」
と
題
す
)
を
列
し
、

巻

末

に

「書
 

序
」
(
第

二

.
三
行
題
署
前
に
同
じ
、

末

に

「
書
序
終
」
と
題
す
)
を
附



し
て
、
首

の

「朱
子
説
書
綱
領
」

の

末

に

「
□
□
甲
午
孟
夏
\
翠
巌
精
舍
 

新
刊
」
(

l

l

r字
)
の
双
辺
木
記
が
刻
さ
れ
て
い
る
。

本

文

巻

首

「
書
 

巻
第
一

\
(

雛

-
一
)
朱
子
訂
定
蔡
氏
集
伝
/

(賊
ル
)
後
学

鄱陽
董
鼎
輯
録
纂
註

\

 

{
■
-
)
虞
書
」
と
題
す
る
。
四
周
双
辺
(
一
九
.六
 >
<
ー
ー
一
.五
擓
)
有
界
十
 

一
行
、
行
廿
字
、
注
小
字
双
行
、

行
廿
四
字
。

「
輯
録
」
「
纂
註
」
「
某
氏
 

日
」
等
の
標
識
は
墨
囲
。

版
心
小
黒
ロ
双
黒
魚
尾
、

「
書
伝
卷
幾
 
或
は
 

書
幾
フ
)
(
丁
付
)
」
。
裏
葉
左
上
欄
外
に
耳
格
あ
り
、
篇
名
が
記
さ
る
。

故
宫
博
物
院
(
沈
氏
研
易
楼
旧
蔵
、
台
湾
版
四
部
叢
刊
に
影
印
所
収
)
.
 

中
央
図

i

蔵

本

(
季
振
宜
等
通
蔵
、
季

目

.
拙
著
著
録
)
は
同
版
で
、 

後
者
が
刊
記
冒
頭
の

剜去
の
痕
跡
が
残
っ
て
い
る
二
字
を

r

慶
元
」
と
補
 

筆
し
て
い
る
の
は
妄
補
で
、

こ
の
空
格
の
二
字
は
陸
志
が
推
定
す
る
如
く
 

「
至
正
」
と
見
る
の
が
妥
当
と
思
わ
れ
、

即
ち
至
正
十
四
年
甲
午
で
あ
ろ
 

ぅ
。

本
版
は
故
宮
博
物
院
(
拙
著
著
録
)
.
北

京

図

書

館

(
二
部
、

一
は
 

瞿

目

.
瞿
影
著
録
、

一
は
莫
録
.
羅

録

.
涵
録
著
録
本
か
)
等
蔵
の
元
延
 

祐
五

S

氏
勤
有
堂
刊
本
を
、
毎
半
葉
十
行
を
一
行
増
し
て
十
一
行
に
変
 

え
、
字
様
は
ほ
ぼ
覆
刻
に
近
い
重
刊
で
あ
る
。

尚

書

通

考

一〇
卷
元
黄
鎮
成
撰
元
至
正
七
年
(
一
三
四
七
) 

序
刊

(
内
閣
文
庫
蔵
)

四
冊
。

森
志
著
録
。

後
補
淡
縹
色
表
紙
(
ニ
ニ
.
七
 

X

一 
五
.五
極
)
。
裏
打
修
補
が
加
え
ら
る
。
首
に
至
正
丁
亥
冬
十
月
建
安
 

雷
機
子
枢
父
の
序
、
天
暦
三
年
歳
名
上
章
敦
蛘
月
旅
太
簇
日
得
壬
子
後
学
 

昭
武
黄
鎮
成
謹
識
の
「
尚
書
通
考
敍
意
」
、
「
尚
書
通
考
目
録
」
あ
り
。
本
 

文

巻

首

「
尚
書
通
考
卷
之
ー
ゾ
(誠

E)
昭
武
存
斉
黄
鏔
成
元
鎮
父
，
編
輯

\
(
概
-ー)
諸
儒
家
法
伝
授
之
図
」
と
題
す
。

卷
ニ
以
下
次
行
の
撰
者
名
題
 

署
が
な
い
。
左

右

双

辺

(
一
九
.
ニ

X

一
二
•
四
極
)
有
界
十
二
行
、
行
甘
 

四
字
、
注
小
字
双
行
。
版
心
細
黒
ロ
双
黒
魚
尾
、
「
書

考

幾

卷

(
丁
付
)
」
。 

所
々
朱
引
朱
線
が
附
さ
れ
、

卷
四
の
第
甘
九
.
卅
丁
欠
。

「
仁
正
矣
長
昭
 

\

黄
雪
書
屋
鑒

\

蔵
図
書
之
印

j 

r

昌
平
坂
\
学
問
所

j 

r

浅
草
文
庫
」

の
 

印
記
。
巻
末
に
市
橋
長
昭
の
文
化
五
年
二
月
の
幕
府
へ
の
寄
蔵
文
廟
宋
元
 

刻
書
献
書
跋
が
附
綴
さ
れ
て
い
る
。
北

京

図
書
館
蔵
本
(巻

ニ

•
三
配
抄
 

本
、
瞿

目

.
瞿
影
著
録
)
は
同
版
。
通
行
の
通
志
堂
経
解
本
は
瞿
目
の
指
 

摘
す
る
如
く
、
雷
序
を
失
し
、
卷
一
に
脱
簡
が
あ
る
。

書

蔡

氏

伝

旁

通

六
卷
元
陳
師

凯

撰
元
至
正
五
年
(
一
三
四
 

五
)
刊

(
建

安

•
余
氏
勤
有
堂
)

(
内
閣
文
庫
蔵
)

四
冊
。
森
志
著
録
。
後
補
白
色
表
紙
(
ニ
三

X

一

五

. 

七
握
)
。

裏
打
あ
り
。

首
に
至
治
元

M

次
辛
酉
四
月
六
日
後
学
東
應
沢
 

陳

師

凯

序

の

「
書
蔡
氏
伝
旁
通
序
」
、
「
蔡
伝
旁
通
引
用
書
目
」
、
「
蔡
伝
旁
 

通
隠
字
審
音
」
を
列
す
る
。

本

文

巻

首

「
書
蔡
氏
伝
旁
通
巻
之
一
上
」
、 

第
ニ
ニ
ニ
行
低
七
格
「
後
学
東
確
沢
陳
師
凱
課
\
後

学

豫

章

朱

万

初

校

 

正
」
と
題
す
。
卷
六
下
本
文
末
と
尾
題
と
の
間
に
「
至
正

一
〇

酉
歳
四
月
/
 

余
氏
勤
有
堂
印
行
」
の
刊
記
あ
り
。
四
周
双
辺
(
一
九
.
一
一
X

ニ
ー
.
四
握
) 

有
界
十
三
行
、
蔡
氏
伝
文
は
単
行
大
字
、
行
甘
二
字
、
陳
注
は
低
一
格
単
 

行
中
字
、

行
廿
四
字
。

版
心
小
黒
ロ
双
黒
魚
尾
、

「
書

旁

通

巻

幾

(
丁
 

付
)
」
。

所
々
朱
筆
句
点
圏
点
、
墨
筆
傍
線
の
書
入
あ
り
。

「
仁
正
笑
長
昭
 

/
黄
雪
書
屋
鑒
/
蔵
図
書
之
印
」
「
昌
平
坂

\

学
問
所
」
「
浅
草
文
庫
」

の
 

蔵
印
。
巻
末
に
市
橋
長
昭
の
寄
蔵
文
廟
宋
元
刻
書
跋
が
附
綴
さ
る
。



同
版
本
に
は
他
に
中
央
図
書
館
蔵
本
(
毛
氏
汲
古
閣
•
劉
氏
嘉
業
堂
旧
 

蔵
、
劉

影

•
拙
著
著
録
)
や
張
志
著
録
本
が
あ
る
。

詩
 

類

毛

詩

正

義

四
〇
卷
唐
孔
穎
達
等
奉
勒
撰
宋
紹
興
九
年
(
一 

一
三
九
)
刊

(紹
興
府
)

(
武
田
科
学
振
興
財
団
杏
雨
書
屋
蔵
)

欠

首

七

卷

一

七

冊

。
国
宝
。 

島
考
著
録
。
巻

首

「
毛
詩
正
義
卷
第
八
\

i i=

唐
国
子
祭
酒
曲
阜
県
開
国
 

子

臣

孔

潁

達

等

奉

/:祕
-
一)
勅
撰
定
\
(
轉
•一)
鄭
譜
変
風
」
と
題
し
、
次
 

に
毎
卷
低
四
格
を
以
て
目
次
を
列
し
て
経
文
に
連
る
。
毎
巻
尾
題
下
或
は
 

後
に
計
幾
字
と
字
数
が
刻
さ
る
。
巻
末
に
左
の
校
勘
経
進
者
列
銜
あ
り
。 

広
文
館
進
士
臣
韋
宿
書
\
郷
貢
進
士
臣
陳
元
吉
書

\

承
奉
郎
守
大
理
評
 

事
臣
張
致
用
書

\

承
奉
郎
守
光
禄
寺
丞
臣
趙
安
仁
書

\

勘
官
承
奉
郎
守
 

大
理
評
事
臣
秦

奭 \

勘
官
徴
事
郎
守
太
子
右
賛
善
大
夫
臣
胡
令
問

\

勘
 

官
承
奉
郎
守
太
子
左
賛
善
大
夫
柱
国
臣
解
貞
吉
\
勘
官
中
散
大
夫
国
子
 

博
士
同
判
国
子
学
柱
国
臣
解
®

\

都
勘
官
朝
請
大
夫
守
国
子
司
業
柱
国
 

賜
紫
金
魚
袋
臣
孔
維

\

詳
勘
官
将
仕
郎
守
開
封
府
雍
丘
県
主
簿
臣
孫
俊
 

\
詳
勘
官
許
州
観
察
支
使
登
仕
郎
試
大
理
寺
直
兼
監
察
御
史
臣
王
元
貞
 

\

詳
勘
官
登
仕
郎
守
将
作
監
丞
臣
尹
文
化

\

詳
勘
官
登
仕
郎
守
光
禄
寺
 

丞
臣
牛
韶
\
詳
勘
官
儒
林
郎
守
大
理
寺
丞
臣
畢
道
昇

\

朝
請
郎
守
国
子
 

学
丞
臣
劉
弼
再
校

\

奉
直
郎
守
太
子
右
賛
善
大
夫
臣
畢
道
昇
再
校
\
朝
 

請
郎
守
殿
中
丞
賜
緋
魚
袋
臣
胡
令
問
再
校

\

中
散
大
夫
守
国
子
祭
酒
兼
 

尚
書
ェ
部
侍
郎
柱
国
会
稽
県

\

開
国
男
食
邑
三
百
戸
賜
紫
金
魚
袋
臣
孔
 

維
都
再
校

宣
徳
郞
守
尚
書
水
部
員
外
郎
直
史
館
兼
判
国
子
学
柱
国
賜
緋
魚
袋
臣
李
 

覚
都
再
校

淳
化
三
年
壬
辰
四
月
日
朝
散
大
夫
給
事
中
参
知
政
事
柱
国
賜
/
紫
金
 

魚
袋
臣
李
沆
等
進

\

正
奉
大
夫
給
事
中
参
知
政
事
上
柱
国
襄
陵
郡
開

\

 

国
侯
食
邑
一
千
戸
賜
紫
金
魚
袋
臣
賈
黄
中

\

惟
忠
協
謀
佐
理
功
臣
金
紫
 

光
禄
大
夫
尚
書
吏
部
侍
\
郎
同
中
書
門
下
平
章
事
上
柱
国
清
河
郡
開
国
 

\

侯
食
邑
一
千
戸
食
実
封
武
伯
戸
臣
張
斎
賢

\

惟
忠
協
謀
同
徳
佐
理
功
 

臣
金
紫
光
禄
大
夫
尚
書
右
僕

\

射
兼
中
書
侍
郎
同
中
書
門
下
平
章
事
監
 

修
\
国
史
上
柱
国
隴
西
郡
開
国
侯
食
邑
ニ
千
一
百
戸

\

食
実
封
陸
伯
戸
 

臣
李
昉

次

に

「
紹
興
九
年
九
月
十
五
日
紹
興
府
雕
造
」
の
刊
記
一
行
が
刻
さ
れ
、 

次
に
左
の
校
対
•
管
幹
雕
造
官
の
銜
名
が
印
さ
る
。

校
対
官
右
迪
功
郎
監
潭
州
南
嶽
廟
韓
彰
\
校
対
官
右
迪
功
郎
監
潭
州
南
 

嶽
廟
穆
淮
\
管
幹
雕
造
官
右
文
林
郎
紹
興
府
観
察
推
官
曾
挾
/
管
幹
雕
 

造
官
右
承
直
郎
紹
興
府
観
察
判
官
白
彦
良

左
右
双
辺
(
ニ
三
.
三
>
<
ー
六
缠
)
有
界
十
五
行
、
率
ね
行
廿
五
字
、
或
 

は
廿
六
乃
至
卅
字
内
外
。
経
注
の
起
止
を
標
し
、
そ
の
下
一
乃
至
ニ
格
を
 

空
け
て
疏
文
を
連
ね
る
。

版
心
白
ロ
単
黒
魚
尾
「詩

幾

(
丁
付
)
」
。

下
 

象
鼻
に
刻

H

名
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
破
損
が
多
い
。
玄
弦
絃
敬
管
弘
殷
 

匡
筐
竟
境
胤
炅
恒
貞
徴
樹

蛣桓
垣
完
覯
の
字
は
率
ね
末
画
を
欠
き
、
孝
宗
 

の
慎
の
字
以
下
に
は
欠
筆
を
見
な
い
。
判
読
し
得
る
刻
エ
は
王
永
、
王
、 

阮
于
、
于
、
顧
淵
、
黄
中
、
時
明
、
時
、
徐
政
、
徐
高
、
徐
茂
、
徐
杲
、 

章
楷
、
章
、
宋
求
、
宋
、
孫
勉
、
孫
免
、
孫
、

張
清
、

張
謹
、

謹
、

陳
 

哲
、
哲
、
陳
迎
、
陳
明
仲
、
陳
錫
、
毛
諫
、
毛
！

T

余
集
、
集
、
余
永
、



余
俊
、
余
、
駱
昇
、
昇
、
駱
宝
、
婁
錦
、
錦
、
婁
、
江
、
通
、
山
。
巻
十
 

第
二
一
、
巻
十
六
第
三
ニ
•
三
三
、
卷
卅
ニ
第
三
五
、
卷
卅
七
第
四
•
五
 

葉
欠
丁
。
「
金
沢
文
庫
」
「
香
山
常
住
」
の
墨
印
、
「
井
々
居
士

\

珍
賞
子
/
 

孫
永
保
」
「
炳
郷
珍
蔵
旧

\

槧
古
鈔
之
記
」
「
天
壌
間
孤
本
」
「
宋
本
」
「
宝
 

詩
\

鎵」
§

の
印
記
あ
り
。

巻
末
の
列
銜
は
玉
海
所
録
の
北
宋
監
本
校
刊
の
記
事
と
吻
合
し
、
本
版
 

は
そ
の
北
宋
監
本
に
基
づ
い
て
紹
興
府
が
紹
興
九
年
に
覆
刻
或
は

仿模
せ
 

る
南
渡
後
最
も
早
く
校
刊
せ
る
五
経
正
義
単
疏
本
で
あ
る
。

こ
の
本
が
紹
 

興
九
年
の
鏤
刻
た
る
こ
と
を
傍
証
す
る
の
は
そ
の
刻
エ
名
で
あ
る
。
本
版
 

の
刻
エ
が
雕
せ
る
宋
版
本
は
、
紹
興
十
年
臨
安
府
刊
西
漢
文
類
(
陳
錫
、 

余
集
)
、
紹
興
十
九
年
刊
徐
高
文
集
(
毛
諒
)
、
紹
興
中
明
州
刊
文
選
(
張
 

清
、
張
謹
、
陳
迎
、
毛
諫
、
毛
諒
、

駱
昇
)
、

紹
興
初
刊
資
治
通
鑑
目
録
 

(
王
永
、
徐
政
、
張
清
、
張
謹
)
、
同
史
記
集
解
の
南
宋
前
期
修
(
阮
于
、 

顧
淵
、
徐
政
、
徐
高
、
徐
茂
、
徐
杲
、
章
揩
、
宋
求
、
孫
勉
、
陳
哲
、
陳
 

迎
、
毛
諫
、
毛
諒
)
、
紹
興
中
刊
外
台
秘
要
方
(
阮
于
、

時
明
、

徐
政
、 

徐
高
、
徐
杲
、
章
揩
)
、
同

通

典

(
阮
宇
、
時
明
、
徐
高
、
徐
杲
、
張
謹
)
、 

同
白
氏
六
帖
事
類
集
(
徐
高
、
毛
諒
)
、
同

劉

賓

客

文

集

(
駱
昇
)
、
同
思
 

溪

版

蔵

経

(
徐
高
、
徐
杲
、
陳
哲
)
、
紹
興
乾
道
間
越
刊
周
礼
疏
(
徐
茂
、 

陳
錫
、
余
永
)
、
同

周

易

注

疏

(
徐
茂
、
陳
錫
)
、
同

尚

書

正

義

(
徐
茂
、 

陳
錫
、

余
永
)
、

孝
宗
朝
刊
周
官
講
義
(
王
永
)
、

同

論

衡

(
王
永
、

張
 

謹
)
、
同

類

篇

(
張
清
)
、
同

国

語

(
駱
昇
)
、

同

広

韻

(
陳
錫
、

余
永
、 

徐
杲
、
孫
勉
、
阮
于
、
徐
茂
、
毛
諒
、
呉
亮
、

陳
明
仲
)
、

同
両
淮
江
東
 

転

運

司

刊

漢

書

(
王
永
、
徐
高
、
徐
杲
、
毛
諒
)
、
同

後

漢

書

(
王
永
)
、 

孝
宗
朝
刊
周
易
正
義
の
修

c

徐
高
}
、
同
眉
山
七
史
の
修

c

徐
高
、
陳
錫
}
、

淳
熙
間
撫
州
公
使
庫
刊
春
秋
経
伝
集
解
(
余
俊
)
が
挙
げ
ら
れ
る
。

字
様
朴
直
に
し
て
北
宋
の
遺
風
を
留
め
、
鐫
搨
の
雅
古
、
正
し
く
天
壌
 

間
の
孤
本
た
る
宋
槧
本
中
の
尤
物
で
あ
る
。
金
沢
文
庫
か
ら
出
て
山
ロ
の
 

香
山
寺
に
蔵
さ
れ
て
い
た
。
香
山
寺
は
足
利
学
校
の
創
設
者
上
杉
憲
実
の
 

終
焉
の
処
、
恐
ら
く
憲
実
が
金
沢
文
庫
か
ら
持
ち
出
し
た
も
の
で
あ
ろ
ぅ
 

か
。
そ
の
後
の
転
移
に
つ
い
て
は
島
考
に

r

是
書
古
沢
介
堂
氏
従
周
防
古
 

刹
所
獲
、
後
帰
於
井
上
伯
爵
、
有
故
遂
為
吾
師
有
」
と
記
さ
れ
、
竹
添
井
 

々
か
ら
内
藤
湖
南
の
入
手
す
る
所
と
な
り
、
湖
南
は
喜
び
の
餘
り
、
恭
仁
 

山

荘

四

宝

詩

に

「
白
首
名
場
甘
伏
雌
、
保
残
守
欠
慕
経
師
、
収
来
天
壌
間
 

孤
本
、

宋
槧
珍
篇
単
疏
詩
」
と
詠
じ
て
愛
玩
措
く
能
わ
ず
、

「
宝
詩
餐
」 

の
印
章
を
新
に
彫
っ
て
、

こ
の
本
に
鈐
し
た
。
没
後
愛
蔵
の
古
鈔
旧
刊
本
 

類
と
共
に
武
田
氏
杏
雨
書
屋
に
譲
ら
れ
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
昭
和
十
 

一
年
東
方
文
化
学
院
が
玻
璃
版
を
以
て
影
印
に
附
し
た
。

附
釈
音
毛
詩
註
疏
ニ
◦
卷
漢
毛
亨
伝
鄭
玄
箋
唐
孔
穎
達
 

等
疏
陸
徳
明
釈
音
〔宋
紹
熙
嘉
定
間
〕
刊

(建
安
•劉
叔
 

剛
)

(
足
利
学
校
遺
蹟
図
書
館
蔵
)

三
〇
冊
。
重
文
。
後
補
艷
出
茶
色
表
紙
 

(
ニ
七
>
<
ー
八
龌
)
、
裏
打
改
装
。
改
装
の
際
天
地
が
裁
断
さ
れ
た
為
に
、 

天
地
の
書
入
の
字
が
不
幸
に
し
て
少
し
く
剪
断
さ
れ
て
い
る
。
後
筆
の
書
 

題

簽

に

「
毛

詩

正

義

幾

」
と
。
首

に

「
毛
詩
正
義
序
」
及

び

「詩
譜
序
」 

(
附
注
疏
)
あ
り
、
正
義
序
の
後
に
「
劉
氏

\

文
府
」
(
方
形
)
、
「
叔
\
剛
」 

(
鐘
形
)
、
「
桂
\
軒
」
(
鼎
形
)
「
弍
\
経

\

堂
」
(
方
形
)

の
篆
文
木
記
の
 

刊
記
が
刻
さ
る
。

本

文

巻

首

r

附
釈
音
毛
詩
註
疏
巻
第
一
一
之
一
(円
囲
)\



e

一 
e
唐
国
子
祭
酒
上
護
軍
曲
阜
県
開
国
子
孔
顧
達
奉
\
劫
撰

\

周
南
関
雎
 

詁
訓
伝
第
一
(
以
下
小
字
双
行
釈
音
)
」
と
題
し
、
巻
ニ
以
下
は
第
二
.
三
 

行
の
官
銜
撰
者
名
な
く
、

首
題
或
は
某
某
詁
訓
伝
第
幾
の
次
に

「
s i一一) 

毛
詩
某
風

(
I

一一)鄭
氏
箋
一
}孔
顧
達
疏
」
と
題
さ
る
。
尾
題
は

r

附
 

釈
音
毛
詩
註
疏
巻

S

幾
之
幾
」
、

或
は
巻
一
之
ニ
の
如
く
、

一
部
は
「巻
 

終
」
と
。
左
右
双
辺
(
ー
九
.
ー
>
<
ニ

7
五

滙)
有
界
十
行
、
行
十
八
字
、 

注
疏
文
小
字
双
行
、

行
廿
三
字
。

注
末
に
〇
を
以
て
隔
て
て
釈
^
^
を
附
 

し
、
正
義
は
首
に
円
囲
大
字
の
「
疏
」

の
字
を
標
す
る
。
版
心
線
黒
ロ
双
 

黒

魚

尾

「寺

蒲

幾

(
丁
付
)
」
、

裏
葉
左
上
欄
外
に
耳
格
あ
り
、

詩
名
が
 

刻
さ
れ
、
上
象
鼻
に
稀
に
字
数
が
印
さ
る
。
玄
炫
驚
弘
殷
慇
匡
筐
恒
貞
楨
 

徽
賴
樹
譲
勗
桓
媾
購
溝
講
慎
敦
の
字
は
往
々
欠
筆
し
て
い
る
。

首

冊

首

に

r

此
書
不
許
出
学
校

閫外
憲
実
(
花
押
)
」
、
ま
た
序
の
首
に
 

「
上
杉
安
房
守
藤
原
憲
実
寄
進
」
、
毎

冊

末

に

「
上
杉
安
房
守
藤
原
憲
実
寄
 

進

(
花
押
)
」
と
墨
書
さ
れ
、

足
利
学
校
設
立
者
上
杉
憲
実
の
寄
進
本
で
 

あ
る
。

毎

冊

首

に

「
足
利
学
校
公
用
」
、

末

に

「
足
利
学
校
之
公
用
也
」 

と
横
書
さ
れ
、

「
松
竹
清
人
」

の
印
が
鈐
さ
れ
て
い
る
。

巻
一
之
五
第
十
 

葉
、
卷
之
ニ
第
十
一
葉
、
卷
四
之
一
第
十
九
葉
は
補
写
、
巻
四
の
補
写
葉
 

の

右
襴
外
に

r

享
保
癸
卯
年
冬
十
月
十
日
夜
武
夷
根
遜
志
補
焉
」

の
識
語
 

が
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
、

こ
の
補
写
は
根
本
武
夷
が
山
井
崑
崙
と
共
に
足
 

利
学
校
蔵
書
調
査
の
際
に
な
し
た
も
の
で
あ
る
。

本
版
は
そ
の
刊
記
か
ら
、
後
掲
の
足
利
学
校
遺
蹟
図
書
館
蔵

r附
釈
音
 

S

左
伝
註
疏
」
と
共
に
、
建
安
の
劉
叔
剛
ー
経
堂
の
刊
刻
に
か
か
り
、 

こ
の
本
は
比
較
的
早
印
に
属
し
、
修
補
が
な
い
。
正
義
は
元
来
単
行
で
あ
 

つ
た
が
、
紹
興
後
期
か
ら
紹
熙
に
か
け
、
浙
東
路
茶
塩
司
が
注
疏
合
刻
を

刊
行
し
て
世
の
歓
迎
を
博
し
た
の
に
鑑
み
、
経
典
釈
文
の
釈
音
を
摘
出
附
 

載
し
て
さ
ら
に
読
書
子
の
簡
便
を
計
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
欠
画
が
 

左
伝
注
疏
と
共
に
光
宗
の
敦
に
止
っ
て
、
寧
宗
の
拡
郭
以
下
に
及
ば
な
い
 

こ
と
、
そ
の
字
様
は
建
安
体
で
は
あ
る
が
、
宋
後
期
の
麻
沙
本
の
そ
れ
と
 

は
些
少
違
っ
て
い
る
点
か
ら
按
ず
る
に
、
そ
の
雕
版
は
光
宗
朝
の
紹
熙
年
 

間
、
下
っ
て
も
寧
宗
朝
の
嘉
定
を
降
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
。
両
浙
東
茶
 

塩
司
刊
礼
記
正
義
の
紹
熙
三
年
の
黄
唐
の
跋
に
「
紹
熙
辛
亥
仲
冬
唐
備
員
 

司
庚
遂
取
毛
詩
礼
記
疏
義
如
前
三
経
編
彙
精
加
讎
正
用

鋟木
」
と
記
し
て
 

あ
る
が
、
毛
詩
正
義
は
果
し
て
開
版
さ
れ
た
の
か
否
か
、
伝
存
し
て
い
な
 

い
。

従
っ
て
本
版
は
毛
詩
注
疏
合
刻
本
の
現
存
最
古
の
版
で
、

「
九
経
三
 

伝
沿
革
例
」
に
挙
げ
ら
れ
た
「
建
本
有
音
釈
注
疏
」
に
該
当
す
る
版
で
あ
 

ろ
う
。
通
行
の
所
謂
宋
版
十
行
本
は
実
は
元
代
に
於
け
る
本
版
の
覆
刻
 

で
、
現
在
盛
行
す
る
十
行
本
の
底
本
と
な
っ
た
元
刊
本
が
誤
刻
の
多
い
明
 

正
徳
嘉
靖
の
修
補
後
印
本
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
底
本
た
る
こ
の
宋
初
刻
本
 

は
往
々
訛
誤
を
免
れ
な
い
と
雖
も
、
前
掲
の
宋
刊
単
疏
本
毛
詩
正
義
と
共
 

に
、
そ
の
全
卷
完
具
の
点
に
於
て
も
極
め
て
貴
重
な
る
価
値
を
有
し
、

こ
 

の
足
利
学
校
本
以
外
に
他
に
伝
存
本
が
な
い
。
足
利
学
校
遺
蹟
図
#
^
後
 

援
会
か
ら
昭
和
四
十
九
年
影
印
本
が
刊
行
さ
れ
た
。

こ
の
本
の
巻
首
の
詩
譜
序
に
は
慶
長
を
降
ら
ぬ
朱
筆
句
点
が
附
さ
れ
、 

末

に

「
本
云
\
大
荒
落
歳

晚夏
小
尽
日
燈
下
ー
看
絶
句
訖
藤
日
山
」
な
る
 

依
拠
点
本
の
奥
書
が
朱
筆
で
移
写
さ
れ
て
い
る
。
加
点
者
の
藤

a

の
履
歴
 

は
明
か
で
な
い
が
、
市
野
迷
庵
等
旧
蔵
宮
内
庁
書
陵
部
現
蔵
南
宋
建
安
刊
 

三
国
志
の
魏
書
の
第
四
末
に
「戊
辰
孟
夏
十
一
夜
雨
中
校
了
日
山
」
、
第
七
 

末

「戊
午
夏
五
戊
寅

晚間
校
対
3
」
、
第

八

末

「戊
午
建
午
中
八
夜
校
0
」



の
識
語
が
あ
る
。
迷
庵
は
そ
の
本
の
巻
末
手
跋
に
「
所
謂

a
者
未
考
其
人
 

顧
五
山
釈
氏
之
徒
也
」
、
ま
た
迷
庵
は
こ
の
足
利
本
の
識
語
を
引
い
て

r

此

(
5

書
所
謂

a
者
豈
非
斯
人
乎
」
と
按
じ
て
い
る
。

こ
の
迷
庵
手
跋
は
森
志
に
 

も
引
載
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
本
の
巻
一
の
前
半
の
注
疏
文
に
は
往
々
朱
句
 

点
朱
ヲ
コ
ト
点

(
明
経
点
)
朱
返
点
が
附
さ
れ
て
い
る
が
、
餘
は
間
々
朱
 

点
朱
引
が
加
え
ら
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
僅
か
で
あ
る
が
眉
上
に
庠
主
 

三
要
の
書
入
が
見
ら
れ
る
。
注
目
す
べ
き
は
全
巻
に
亙
っ
て
誤
脱
の
字
に
 

関
し
て
綿
密
な
る
校
字
が
書
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
筆
蹟
は
 

江
戸
期
に
か
か
る
か
ら
、
恐
ら
く
は
山
井
.
根
本
両
人
の
校
勘
に
か
か
る
 

も
の
と
思
わ
れ
、
阮
元
校
勘
記
の
遺
漏
を
補
ぅ
所
が
頗
る
多
い
。

附
釈
音
毛
詩
註
疏
ニ
〇
卷
漢
毛
亨
伝
鄭
玄
箋
唐
孔
穎
達
 

等
疏
唐
陸
徳
明
釈
音
〔元
〕
刊

〔至
明
正
徳
〕
通
修
覆
宋
 

劉
宿
剛
一
経
堂
刊
本

(
静
嘉
堂
文
庫
蔵
)

三
〇
冊
。
陸
志
著
録
。
新
補
丁
子
色
表
紙
(
二
八
 

X

1
七
缠
}
、
金

鑲玉
装
、
原
料
紙
縦
ニ
六
.
五
缠
。
卷
ー
之
ニ
第
五
.
六
、 

卷
三
之
一
一
第
一
五

丄八
、
卷
ー
六
之
一
一
第
三
.
四
、
卷
一
八
之
五
第
一
 

四

.
一
五
葉
補
写
。
「
瑪
\

玉
堂
」
莊

)
「
药
\
斎
」
等
の
印
記
ぁ
り
。
所
 

謂
十
行
本
十
三
経
注
流
の
一
。
前
掲
の
建
安
劉
叔
剛
刊
本
を
刊
記
も
そ
の
 

ま
ま
覆
刻
せ
る
元
刊
本
で
、
現
存
本
は
元
印
本
は
発
見
さ
れ
ず
、
皆
明
修
 

本
で
、

こ
の
本
は
版
心
の
補
刊
年
の
所
を
切
り
と
る
か
、
或
は
墨
で
塗
抹
 

し
て
あ
る
。
正
徳
年
間
南
監
の
修
で
、
元
の
原
刻
の
葉
は
か
な
り
漫

漶著
 

し
い
が
、
正
徳
修
と
し
て
は
比
較
的
修
の
葉
が
少
い
方
で
あ
る
。
詳
細
は
 

拙
著
参
照
。
同
版
本
の
所
在
は
国
立
中
央
図
書
館
(
二
部
)
.
故
宮
博
物
院

蔵
楊
氏
観
海
堂
堂
(
残
本
、
以
上
拙
著
著
録
)
蔵
本
等
が
あ
る
。

毛
詩
挙
要
図
一
巻
〔南
宋
〕
刊

(〔建
安
〕)

(
静
嘉
堂
文
庫
蔵
)

一
冊

(
「
礼
記
挙
要
図
」

一
冊
と
同
帙
)
。
陸
志
著
 

録
。
後
補
淡
香
色
表
紙
(
ニ
ニ
.
五

X

1
四
.
三
粳
)
、

裏
打
改
装
。

首
葉
 

の

右

上

端

に

「
毛
詩
挙
要
図
」
(
木
記
)
、
巻

末

葉

(
ニ
三
丁
)

の
左
下
端
 

に
墨
囲
陰
刻
を
以
て
「
毛
詩
図
終
」
と
題
さ
る
。
左

右

双

辺

或

は

双

辺

 

(
一
七
•
七
 >
<
ニ

.
四
缠
)
、
文
は
有
界
士
ニ
乃
至
十
四
行
、
行
廿
五
字
。 

版
心
は
殆
ど
破
損
し
て
い
る
が
、
線
黒
ロ
、
双
或
は
三
黒
魚
尾
、
「
寺

(
或
 

は
詩
)
図

(
丁
付
)
」
。
玄
匡
筐
桓
溝
の
字
に
欠
筆
が
見
ら
れ
る
。

建
安
刊
纂
図
互
注
本
毛
詩
の
首
目
中
に
あ
っ
た
附
図
が
分
れ
た
零
本
で
 

あ
る
。

r

季
振
宜

\

蔵
書
印
」
等
の
印
記
が
あ
り
、
季
滄
葦
旧
蔵
本
。

詩

〔
集
伝
〕

ニ
〇
卷

宋

朱

熹

撰

〔宋
嘉
定
紹
定
間
〕
刊
 

(
静
嘉
堂
文
庫
蔵
)

巻
一
二
後
半
—

一

七

補

写

六

冊

。
陸

志

•
陸
続
 

跋
著
録
。
新

補

茶

表

紙

(
三
◦
•
ニ

X
ニ
ー
涯
)
、
襯
紙
を
挾
ん
で
修
補
改
 

装
さ
る
。
—

黄
紙
。
本

文

巻

首

「詩

巻

第

一

(I
E)
朱
熹
集
伝
\
(
雛
-) 

国

風

ー

(
£

| $)」
と
題
す
。
左

右

双

辺

(
ー

八

人

>
<
1
三
.
四
握
)
有
界
 

七
行
、
行
十
五
字
、
注
小
字
双
行
。
版
心
白
ロ
単
黒
魚
尾
、
「
詩
巻
第
幾
 

(
丁
付
)
」
。
上
象
鼻
に
大
小
字
数
、

下
象
鼻
に
刻
エ
名
あ
り
。

玄
畜
朗
殷
 

匡
筐
恒
貞
楨
禎
賴
徽
樹
譲
桓
構
覯
溝

彀慎
敦
槨
の
字
の
夫
画
を
欠
き
、
寧
 

宗
の
郭
は
欠
筆
せ
ぬ
が
、
槨
は
欠
筆
す
る
。
刻
エ
名
を
こ
の
本
の
補
写
の
 

部
分
を
北
平
図
書
館
原
蔵
本
を
以
て
補
っ
て
記
せ
ば
、
周
蒿
、
張
元
或
、 

蔡
仁
、
蔡
、
蔡
明
、
明
、
蔡

友

、
馬
良
、
何
彬
、
王
燁
、
燁
、
劉



霽
、
游
熙
、
熙
、
呉
炎
、
鄭
恭
、
恭
、
黄
埜
、
埜
、
賈
直
、
賈
端
仁
、
具
 

炎
、
周
。

北
平
図
書
館
原
蔵
本
(
拙
著
著
録
)
.
同

原

蔵

本

(
旧
京

38|

41著
録
、 

存
卷
一
ー
ニ
、
四
—
七
、
九
—

ニ
ー
、

一
四

丄ー
〇
。
但
し
台
湾
に
移
管
 

さ
れ
て
い
な
い
)
.
丁
氏
旧
蔵
南
京
図
書
館
蔵
本
(
存
八
巻
、

丁
志
莶
影
 

著
録
)
.
上
海
図
書
館
蔵
本
(
存

卷

七

.
八
の
残
葉
)
は
同
版
本
で
、
王
記
 

著

録

本

(
存
卷
四
至
八
卷
一
四
至
一
七
)
と
は
款
行
.
刻
エ
名
が
合
致
す
 

る
。
瞿
氏
旧
蔵
北
京
園
書
館
現
蔵
宋
刊
本
(
存
卷
ー
六
、
瞿
目
瞿
影
著
録
} 

は
八
行
の
別
版
で
あ
る
。
旧
京
著
録
本
に
は
詩
序
弁
説
の
書
影
が
見
え
る
 

が
、

こ
の
本
並
に
北
平
図
書
館
原
蔵
完
本
に
は
な
く
、
両
本
共
に
朱
序
. 

詩

伝

綱

領

•
詩
序
弁
説
の
首
目
が
な
い
の
は
或
は
逸
失
し
た
の
で
あ
ろ
う

> 

o

力

本
版
の
刊
年
を
推
定
す
る
為
に
、
そ
の
刻

H

が
他
の
如
何
な
る
宋
刊
本
 

の
雕
板
に
従
事
し
て
い
る
か
を
検
討
し
よ
う
。
周
蒿
、
張
元
或
、
蔡
仁
、 

馬
良
、
何
彬
、
王
燁
、
遊
熙
、
呉
炎
、
蔡
明
、
黄
埜
、
蔡
友
、
賈
端
仁
と
 

本
版
の
刻

H

の
殆
ど
全
員
が
参
加
し
て
い
る
の
は
、
台
湾
の
国
立
中
央
研
 

究
院
歴
史
語
言
研
究
所
蔵
の
周
易
本
義
(
拙
著
著
録
)

で
あ
る
。
そ
れ
は
 

本
版
と
字
様
.
版

式

.
行
格
を
等
う
し
て
い
る
か
ら
、

ほ
ぼ
同
じ
頃
に
同
 

じ
刊
者
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。
そ
れ
を
別
に
し
 

て
、
先
ず
寧
宗
朝
嘉
定
頃
の
刊
本
か
ら
拾
え
ば
、
馬
良
が
重
校
添
註
音
弁
 

唐
柳
先
生
文
集
•
嘉
定
六
年
淮
東
倉
司
刊
註
東
坡
先
生
詩
.
南
宋
前
期
刊
 

韋
蘇
集
の
後
修
に
、
蔡
明
が
育
徳
堂
外
制
.
臨
安
府
陳
宅
書
籍
舗
刊
碧
雲
 

集
、
鄭
恭
が
晦
庵
先
生
文
集
、
蔡
仁
が
南
宋
前
期
両
淮
江
東
転
運
司
刊
後
 

漢
書
の
修
に
見
え
る
。
次
の
理
宗
朝
に
入
っ
て
、
蔡

仁

.
馬
良
が
紹
定
ニ

年
平
江
府
刊
呉
郡
志
、
馬

良

.
何

彬

.
賈
端
仁
が
淳
祐
ニ
年
大

庾県
斎
刊
 

心
経
政
経
、
馬

良

.
王

燁

.
劉

霽

.
呉
炎
が
宝
祐
五
年
湖
州
刊
資
治
通
鑑
 

紀
事
本
末
の
雕
刻
に
従
っ
て
い
る
。
以
上
を
以
て
見
れ
ば
、
此
等
刻
エ
は
 

上
は
寧
宗
朝
の
嘉
定
か
ら
下
は
理
宗
朝
の
宝
祐
年
間
に
至
る
ほ
ぼ
四
十
年
 

間
に
亙
る
概
ね
杭
州
地
区
の
刻

H

で
あ
る
。
従
っ
て
本
版
の
刊
行
は
寧
宗
 

理
宗
間
と
考
え
ら
れ
る
。
朱
子
の
嫡
孫
た
る
朱
鑑
は
理
宗
の
端
平
ニ
年
に
 

編

し

た

「詩
伝
遺
説
」

の

自

序
中
に
「
先
文
公
集
伝
、
豫
章
長
沙
後
山
皆
 

有
本
、

而
後
山
校
讎
最
精
」
と
述
べ
て
い
る
。

本
版
は
そ
の
豫
章
.
長
 

沙

.
後
山
の
三
種
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
と
思
わ
れ
、

こ
の
本
の
 

旧
蔵
者
た
る
陳
錬
は
そ
の
跋
に
於
て
本
版
を
後
山
本
に
擬
定
し
て
い
る
。 

い
ず
れ
に
せ
よ
、
本
版
の
刊
年
の
下
限
を
端
平
ニ
年
と
推
定
し
得
る
が
、 

欠
筆
を
按
ず
れ
ば
、
恐
ら
く
嘉
定
年
間
で
あ
ろ
ぅ
。
そ
の
字
様
か
ら
は
江
 

西
地
区
の
刊
行
の
如
く
思
わ
れ
る
。

本
版
は
字
大
に
し
て
精
楷
、
楮
墨
古
雅
、
宋
契
中
の
上
乗
な
る
も
の
と
 

評
さ
れ
、
特
に
こ
の
本
は
撫
印
鮮
麗
な
の
で
、
却
っ
て
明
刊
明
印
本
と
往
 

々
誤
解
さ
れ
る
程
で
あ
る
。

こ
の
本
は
卷
十
二
の
第
二
一
丁
以
下
、
卷
十
 

三
至
十
七
の
全
巻
が
影
写
を
以
て
補
わ
れ
、
「
袁
又
愷
\
蔵
書
」
「
袁
印

\

 

廷
檮
」
「
五
硯
\
主
人
」

の
印
あ
り
、
首
冊
初
に
、
「
道
光
戊
申
種
七
月

曬 

書
日
仁
和
県
学
附
学
生
員
海
寧
星
滄
里
人
呉
之

瑗厚
渠
氏
識
」

の
手
跋
ニ
 

丁
 
(
全
文
陸
志
掲
載
)
が
附
綴
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
清
の
蔵
書
家
袁
廷
檮
 

(字
は
又
愷
、
号
は
綬
階
、

呉
県
の
人
、

其
楼
を
五
研
と
日
ぅ
)

の
所
蔵
 

で
、
後
に
蔵
書
に
富
め
る
校
勘
学
者
の
海
寧
の
陳
鱧
(
字
は
仲
魚
)

の
有
 

に
転
じ
た
。
本
書
の
通
行
八
巻
本
は
朱
子
の
旧
形
を
乱
し
衍
文
脱
訛
が
甚
 

し
く
、
特
に
音
釈
に
於
て
本
版
が
現
行
本
を
訂
誤
し
得
る
佳
処
枚
挙
す
ベ



か
ら
ざ
る
点
は
呉
之

瑗の
手
跋
•
陸
跋
続
に
列
挙
さ
れ
て
い
る
通
り
で
あ
 

る
。

こ
の
本
は
四
部
叢
刊
三
編
に
影
印
所
収
さ
る
。

詩

〔
集
伝
〕

〔
一〇
〕
卷
宋
朱
熹
撰
元
許
謙
等
音
釈
元
至
 

正

ニ

ー

年

(
一
三
五
一
一
)
刊

(
〔
建

S

宗
文
精
舍
)

(
足
利
学
校
遺
蹟
図
書
館
蔵
)

存

首

.
巻
一
 

一
冊
。
新
補
香
色
覆
表
 

紙

(
ニ
四
.五

>
<
ー
五
.五
喱
)
。
白
色
元
表
紙
の
外
題
に
「詩
伝
綱
領
ー
」 

と
。
裏
打
改
装
本
。
首
に
詩
図
(
首
葉
欠
、
尾

.
版

心

題

「
詩
図
」
)
、
「
詩
 

伝
綱
領
{
|
セ
)
朱
子
」
(附
注
)
、

「
詩
序
\
{
|
こ
)
朱
子
辨
説
」
を
ぉ
く
。 

本

文

卷

首

「詩
卷

第

ー

{
|
3
朱
子
集
伝
」
、

卷

末

「詩
之
ー
」
と
題
す
。 

首
の
詩
図
の
末
と
そ
の
尾
題
の
間
に
双
辺
木
記
が
あ
っ
て
、
左
の
刊
語
が
 

刻
さ
れ
て
い
る
。

書
伝
旧
有
鄒
氏
音
釈
詩
伝
独
闕
読
者
\
不
無
遺
憾
本
堂
今
以
許
益
之
詩
 

名
物
\
鈔
内
音
義
纂
釈
為
之
仍
間
以
何
伯
善

\

音
釈
附
焉
俾
ニ
書
経
伝
 

俱有
音
釈
仍
/
各
纂
図
于
前
以
備
参
考
正
句
読
明
事

\

義
以
便
読
誦
大
 

字
刻
梓
開
巻
瞭
然
比

\

之
衆
本
嘉
善
収
書
君
子
幸
垂
藻
鑑
ゾ
至
正
壬
辰
 

仲
秋
宗
文
精
舎
謹
識

四

周

双

辺

(
一
九
.
三

X

1
ニ
.
四
醒
)
有
界
十
ニ
行
、
行
廿
三
字
、
注
小
 

字
双
行
。
版
心
細
黒
ロ
双
黒
魚
尾
「詩

伝

幾

(
丁
付
)
」
。

詩

序

末

に

「
足
利
学
校
如
道
寄
進
」
、

巻

末

「
如
道
寄
進
」

の
施
入
識
 

語
、
巻

首

「
学
校
\
常
住

\

足
利
\
学
校
」
、
詩
図

中

途

「
足

\

利

\
学

\

 

校
」
、

巻

末

「
野
州
足
利
庄
\
学
校
常
住
也
」
と
そ
れ
ぞ
れ
の
上
眉
に
横
 

書
さ
れ
、
本

文

首

に

「
野

R
g

足
利

\

学
校
常
住
」
と
墨
書
、
元
表
紙
見
返
 

に

「永
正
丁
丑
秋
九
月
日
修
復
焉
\
藝
陽
之
之
好
老
人
」
な
る
修
補
識
語

が
存
し
、
巻
末
に
足
利
学
校
第
九
世
庠
主
三
要
の
「
敬

\
復

\

斎
」

の
家
 

屋
形
墨
印
が
鈐
さ
れ
て
い
る
。
之
好
は
第
五
世
庠
主
東
井
で
あ
る
。
全
巻
 

に
亙
り
室
町
末
近
世
初
間
の
朱
筆
句
読
点
が
附
さ
れ
、
上

眉

に

「音
釈

J

 

の
抄
録
と
校
字
注
、
ま
た
行
間
に
間
々
朱
墨
の
書
入
が
見
ら
れ
る
。

本
版
の
同
版
本
は
他
に
所
在
が
知
ら
れ
ず
、
刊
語
に
よ
れ
ば
、
朱
氏
集
 

伝

に

元

の

許

謙

(
字
は
益
之
)

の

「詩
名
物
鈔
」
内
の
釈
音
を
摘
記
し
且
 

つ

何

の

音

釈

(未
詳
)
を
混
え
た
音
釈
を
附
し
た
と
称
し
て
い
る
。 

但
し
巻
一
の
範
囲
内
で
は
集
伝
の
外
に
音
釈
は
見
ら
れ
な
い
。
次
掲
の
書
 

陵
部
蔵
明
前
期
刊
本
は
本
版
に
比
し
毎
半
葉
一
行
を
増
し
十
三
行
と
す
る
 

が
、
各
行
の
字
数
と
字
様
は
ほ
ぼ
本
版
の
覆
刻
で
注
末
に
「
音
釈
」
と
墨
 

囲
大
字
を
以
て
標
し
て
音
釈
が
附
し
て
あ
る
。
朱
子
集
伝
は
元
来
二
十
巻
 

で
あ
る
が
、
次
掲
本
は
十
巻
に
変
え
て
い
る
。

こ
の
本
は
巻
一
の
み
の
零
 

巻
で
目
録
を
欠
く
の
で
全
形
は
わ
か
ら
ぬ
が
、
巻
一
の
未
が
次
掲
本
と
同
 

じ
で
あ
る
か
ら
、
恐
ら
く
十
巻
で
あ
ろ
ぅ
。
刊
行
者
の
宗
文
精
舍
と
は
元
 

か
ら
明
の
中
葉
ま
で
書
集
伝
音
釈
を
始
め
多
数
の
図
書
を
出
版
し
た
建
安
 

の
宗
文
堂
或
は
宗
文
書
院
の
別
名
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
本
は
首
目
は
綱
領
 

を
除
き
印
面
が
比
較
的
美
し
い
が
、
綱
領
と
巻
一
は
か
な
り
印
面
が
劣
 

る
。

詩

〔集
伝
音
釈
〕

一〇
卷
宋
朱
熹
集
伝
元
許
謙
音
釈
〔明
 

前
期
〕
刊

(〔建
安
〕)

(
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
)

四
冊
。
森
志
著
録
。
後

補

茶

色

表

紙

(
ニ
六

X

 

一
六
缠
)
、
裏
打
改
装
本
。

首
目
な
く
、
本

文

巻

首

「詩
巻
第
一
\

e .
=

c
 

朱
子
集
伝
{
_
£
)
東
陽
許
謙
音
釈
\
(
誠
ー
)
国
風
ー
(訂

| $)」
と
題
す
。



四

周

双

辺

(
ニ
ー
.
三

X

一
三
.
五
缠
)
有
界
十
三
行
、
行
廿
三
字
、
注
小
 

字
双
行
。

経
注
文
に
断
句
附
刻
。

版
心
線
黒
ロ
双
黒
魚
尾
「詩

幾

(
丁
 

付
)
」
。
巻
十
一
の
末
二
葉
が
補
写
に
か
か
り
、
巻
中
所
々
破
損
の
箇
所
が
 

多
く
、
や
や
後
刷
で
あ
る
。

四
庫
未
著
録
。
瞿
氏
旧
蔵
北
京
図
書
館
現
蔵
の
元
至
正
十
一
年
雙
桂
書
 

堂

刊

「詩
集
伝
名
物
鈔
音
釈
纂
輯
」

ニ
〇
卷
は
瞿
目
に
ょ
れ
ば
、

「
東
陽
 

許
謙
名
物
鈔
音
釈
後
学
廬
陵
羅
復
纂
輯
」
と
題
署
さ
れ
て
い
る
が
、
集
伝
 

を
双
行
揷
注
を
以
て
全
載
し
、
伝
の
次
に
音
釈
の
二
字
を
墨
囲
を
以
て
標
 

し
て
音
釈
を
附
す
る
体
式
は
本
版
と
同
じ
で
あ
る
。
そ
の
凡
例
に
ょ
れ
ば
 

そ
の
音
釈
は
許
謙
が
そ
の
名
物
鈔
八
巻
の
経
伝
の
左
に
録
せ
る
音
義
か
ら
 

羅
復
が
摘
録
纂
輯
し
た
も
の
と
云
う
。
傅
増
湘
所
蔵
「
詩
集
伝
音
釈
十
巻
」 

は

傅

目

に

「
元
刊
本
十
行
二
十
二
字
黒
ロ
雙
闌
有
安
楽
堂
蔵
書
印
世
沢
堂
 

蔵
印
」
と
録
さ
れ
て
い
る
が
、

後
に
文
求
堂
に
転
じ
、

「
文
求
堂
善
本
書
 

目

J

に
書
影
ニ
枚
を
載
せ
て
販
売
さ
れ
た
も
の
で
、
現
所
在
は
詳
か
で
な
 

い
。
そ
の
版
は
詩
集
伝
序
♦
詩
図
等
の
首
目
が
つ
い
た
堂
々
た
る
大
字
本
 

で
、
建
安
の
刊
刻
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
が
、
内
容
は
恐
ら
く
本
版
と
同
 

じ
で
あ
ろ
う
。

本

版

は

森

志

に

r

不
記
梓
行
年
月
、
放
字
体
恐
是
至
正
間
刊
本
」
と
記
 

さ
れ
て
以
来
、

元
刊
と
さ
れ
て
い
る
が
、

前
掲
本
を
毎
半
葉
一
行
を
増
 

し
、
字
様
は
ほ
ぼ
そ
の
覆
刻
で
、
そ
の
字
様
雕
法
を
按
ず
る
に
、
元
刻
に
 

非
ず
し
て
、

明
前
期
の
刻
に
な
る
麻
沙
本
と
断
ぜ
ざ
る
を
.得
な
い
。

「
昌
 

平
坂

\

学
問
所
」
「
文
政
こ
酉
」
「
浅
草
文
庫
」
「
大
学
校

\

図
書

\

之
印
」 

等
の
印
記
あ
り
。

詩
〔童
子
問
〕

ニ
〇
巻
首
ニ
冊
宋
輔
広
撰
元
至
正
四
年
(
一 

三
四
四
)
刊

(
崇
化
、
余
志
安
勤
有
堂
)

首
に
至
正
癸
未
秋
九
月
甲
子
後
学
会
稽
胡
一
中
謹
序
の
序
、
淳
熙
四
年
 

丁
酉
冬
十
月
戊
子
新
安
朱
熹
序
の
「朱
子
詩
集
伝
序
」
、
「
十
五
国
風
地
理
 

之
図
」
、
「詩
伝
童
子
問
協
韻
考
異
南
康
胡
述
伯
量
伝
\

§

2

門
人
輔
広
輯
録
」 

(附
注
)、
「朱
氏
詩
伝
綱
領
/

門
人
輔
広
学
」
(附
注
)、
「朱
子
詩
 

伝
童
子
問
師
友
粋
言
/
|

セ
}
門
人
輔
広
学
」
、
次
に
一
一
格
を
低
し
て
咸
淳
 

七
年
辛
末
七
月
旦
日
嗣
孫
之
望
謹
識
の
跋
が
直
に
接
し
、
そ
の
後
の
裏
葉
 

に

r

崇
化
余
志
安

\

刻
于
勤
有
堂
」

の
双
行
刊
記
、

こ
の
木
記
の
左
傍
に
 

「
至
正
甲
申
上
元
印
」

の
一
行
が
刻
さ
れ
、
次

に

「詩
序
\

g i2

門
人
輔
 

広
学
」
(附
注
)
を
列
す
る
。
本

文

巻

首

「詩
巻
第
一

/ :1
2
朱
子
集
伝
 

\
(
雛
丸
)
門
人
輔
広
学
/

_
一
)
国
風
 一

(
£
g

)」

と
題
す
。
四
周
双
辺

〇

一 

◦
.
九

X

H
一
.
四
樋
)
有
界
十
一
行
、
行
廿
一
字
、
注
小
字
双
行
。
注
は
 

墨

囲

陰

刻

の

「
童
子
問
」

の
標
識
を
以
て
集
伝
と
区
分
さ
る
。
版
心
小
黒
 

ロ

双

黒

魚

尾

「詩

伝

卷

幾

(
丁
付
)
」
。

裏

葉

左

上

欄

外

に

耳

格

(
匡
郭
 

な
し
)
が
あ
つ
て
、
章
名
が
記
さ
る
。

至
正
三
年
の
胡
一
中
の
序
に
刊
行
の
経
緯
を
叙
し
て

r曩
於

檇李
聞
士
 

夫
蔵
是
書
如
至
宝
伝
是
書
如
秘
術
殊
有
負
著
述
之
本
意
今
閲
建
陽
書
市
至
 

余
君
志
安
勤
有
堂
昉
得
是
書
而

鋟諸
梓
旦
載
文
公
伝
於
上
而
附
童
子
問
於
 

下
粲
然
明
白
作
而
喜
日
昔
私
於
家
伝
者
今
公
於
天
下
後
世
矣
学
者
抑
何
幸
 

焉
」
と
。
汲
古
閣
刊
本
が
十
卷
、
文
化
十
二
年
刊
官
版
が
八
巻
に
作
る
の
 

は
、
本
版
が
全
載
合
刻
し
て
い
る
集
伝
を
掲
載
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ
 

る
。(尊

経
閣
文
庫
蔵
)

欠
巻
一
七
以
下
一
〇
冊
。
新
補
淡
茶
色
表
紙



(
ニ
五

X

一 
五
涯
)
、
裏
打
改
装
本
。
首
序
の
順
が
、
元
来
師
友
粋
言
の
末
 

一
行
の
次
に
直
接
す
る
咸
淳
七
年
嗣
孫
之
望
の
跋
の
み
を
切
り
と
っ
て
冒
 

頭
に
冠
し
、
次
に
胡
一
中
序
、
次
に
地
図
.
朱

序

.
協

韻

考

異

.
詩
伝
綱
 

領

•
師
友
粋
言
を
お
い
て
、
粋
言
の
末
一
行
の
後
に
之
望
跋
の
後
に
あ
っ
 

た
勤
有
堂
の
刊
記
を
つ
な
ぎ
貼
附
し
て
あ
る
。
以
上
を
以
て
一
冊
と
し
、 

次
に
詩
序
を
第
二
冊
と
し
て
い
る
。
経
文
に
は
室
町
末
の
朱
筆
訓
点
、
注
 

に
所
々
朱
句
点
を
附
し
、
特
に
大
全
と
の
校
字
等
が
書
入
さ
れ
、
少
し
く
 

別
手
墨
筆
の
書
入
.
訓
点
が
加
え
ら
る
。
首

尾

の

見

返

に

「付

与

玄

碩

 

九

易

叟

(
朱
印
、

印

文

「宗

\

藝
」
)
」
、

第
二
冊
即
ち
詩
序
末
に
「
十
一
 

月
十
三
冬
至
之
日
点
了
」

の
朱
筆
識
語
が
あ
る
。

(
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
)

欠
巻
ニ
、
首

序

(
除
詩
序
)
•
巻

一

補

写

一

〇
 

冊
。

第

一

.
三

.
七
冊
は
後
補
茶
表
紙
(
ニ
四
.八

X

一 
五
.八
糖
)
、

他
 

は
後
補
栗
皮
表
紙
(
ニ
六
>
<
ー
五
.八
醒
)
。
補
写
は
江
戸
時
代
の
筆
で
、 

朱
筆
の
校
字
書
入
が
あ
り
、
胡

一

中

序

.
師

友

粋

言

•
之

望

序

•
刊

記

. 

協

韻

考

異

•
地

図

.
詩
伝
綱
領
の
補
写
を
首
冊
と
し
、
詩
序
を
第
二
冊
と
 

す
る
。
左
の
所
有
識
語
が
次
の
冊
尾
の
護
葉
紙
に
存
す
る
。

(
第
二
冊
詩
序
)
文
安
四
年
武
月
十
五
日
奉
持
慶
栢
 

(
第
四
冊
卷
四
.
第

五

冊

巻

六

.
第

六

冊

卷

十

.
第
一
〇
冊
卷
ニ
〇
) 

文
安
四
星
中
春
十
五
日
奉
持
慶
栢
 

(
第
八
冊
卷
十
六
)
文
安
四
星
中
春
十
又
五
日
奉
持
慶
栢
 

(
第
九
冊
卷
十
八
)
文
安
四
星
中
春
十
五
日
奉
持
慶
栢
 

「
林
氏

\

蔵
書
」

r

述
斎
衡

\

新
収
記

j 

r

昌
平
坂

\

学
問
所
」
「
文
化
丁
 

丑
」
「
大
学
/
蔵
書
」
「
浅
草
文
庫
」
「
書
籍
/
館
印
」
等
の
蔵
印
あ
り
。 

他

に

同

版

本

に

は

北

平

図

書

館

原

蔵

本

(
欠
卷
ー
三
下
、
旧
京

45丨

49•
拙
著
著
録
)
が
知
ら
れ
、
森
志
著
録
の
崇
蘭
館
蔵
本
(
巻
首
有
善
慧
 

軒
印
)
は
存
亡
未
詳
。

詩

〔
集
伝
附
録
纂
疏
〕

ニ
〇
巻
首
目
一
冊
附
〔
韓
魯
斉
三
家
〕
詩
 

放
六
卷
宋
朱
熹
集
伝
元

胡

一
桂
附
録
慕
疏
(附
)宋
王
應
 

麟
撰
元
泰
定
四
年
(
一
三
ニ
七
)
刊

(劉
氏
翠
巌
精
舍
) 

(静
嘉
堂
文
庫
蔵
)

欠
詩

放

六

卷

八

冊

。
陸
志
著
録
。
新
補
茶
色
表
 

紙

(
ニ
七
>
<
ー
六
.
五
握
)
。
金

鑲玉
装
、

原
料
紙
縦
ニ
三
.
五
涯
。

首
に
 

昔
泰
定
第
四
祺
彊
圉
単
閼
歳
長
至
穀
旦
こ
丑
後
学
従
仕
郎
邵
武
路
総
管
府
 

経
歴
致
仕

旰江
掲
祐
民
従
年
父
書
于
建
東
陽
翠
巌
劉
氏
家
塾
の
「
朱
子
詩
 

伝
纂
集
大
成
序
」
、

「
詩
伝
附
録
姓
氏
」
、

「詩
伝
纂
疏
姓
氏
」
「
十
五
国
都
 

地
理
之
図
」
、
「
語
録
輯
要
」
、
「
詩
伝
綱
領
」
(
次

•
三

行

に

「
s i=

朱
子
 

集
伝

\

aセ
}
新
安
—

胡
一
桂
附
録
纂
疏
」
と
題
署
)
、
「詩
序
」
(
次

.
三
行
 

題
箸
前
に
同
じ
)
を
お
き
以
上
で
一
冊
と
な
し
、
次
に
淳
熙
四
年
丁
酉
冬
 

十
月
戊
子
新
安
朱
熹
書
の
「詩
集
伝
序
」
、
次

に

「詩
篇
目
録
」
を
列
す
。 

「
語
録
輯
要
」
後
ニ
行
を
隔
て
、

r

泰
定
丁
卯
仲
冬
\
翠
巌
精
舎
新
刊

j

の
 

篆
文
双
行
木
記
、
目
録
の
後
に
次
の
刊
語
木
記
が
刻
さ
れ
て
い
る
。

文
場
取
士
詩
以
朱
子
集
伝
為
主
明
経

\

也
新
安
胡
氏
編
入
附
録
纂
疏
 

羽
翼
朱
伝

\

也
増
以
浚
儀
王
内
翰
韓
魯
斉
三
家
詩
放

\

求
無
遺
也
今
以
 

詩
放
謹

鋟諸
梓
附
於
集

\

伝
之
後
合
而
行
之
学
詩
之
士
潜
心
披
玩
\
蜚
 

英
詳
於
場
屋
間
者
当
自
此
得
之
昔
泰
\
定
丁
卯
日
長
至
後
学
建
安
劉
君
 

佐
謹
識

本

文

巻

首

「詩
巻
第
一

\{械

一一一)
朱

子

集

伝
/ :崎

ハ)—

子
胡
ー
桂
附
 

録
纂
疏

\
{
|

一
)
国
風
一
好
帥

1

ご

と

題

す

。
四
周
双
辺
(
一
九
•
八

X

一



ニ
•
七

si)
有
界
十
一
行
、
行
廿
字
、
注
小
字
双
行
廿
四
字
。
注
文
は
集
 

伝

の

次

に

「
附
録
」

r

纂
疏
」
を
大
字
墨
囲
陰
刻
の
標
識
を
以
て
之
を
区
 

分
し
て
附
す
。
版
心
細
黒
ロ
双
黒
魚
尾
「詩

伝

幾

(
丁
付
)
」
。

四
庫
未
収
。

一
桂
の
著
「
周
易
本
義
附
録
纂
註
」
と
そ
の
体
例
を
同
じ
 

く
し
、
集
伝
を
全
載
し
て
之
を
宗
と
し
、
そ
の
次
に
朱
子
文
集
語
録
の
詩
 

に
及
ぶ
も
の
を
「
附
録
」
と
し
、
集
伝
を
輔
翼
す
る
諸
儒
の
説
を
釆
つ
て
 

r

纂
疏
」
と
し
、

間
々
集
伝
と
異
な
る
説
を
参
考
に
掲
げ
、

自
説
を
愚
謂
 

と
区
別
し
、
巻
後
に
集
伝
を
羽
翼
し
、
朱
子
が
小
序
を
排
し
た
所
以
を
明
 

か
に
せ
ん
が
為
め
に
、
王
應
麟
撰
の

r

韓
魯
斉
三
家
詩
放
」
を
附
刊
し
た
。 

こ
の
本
に
は
朱
点
朱
引
が
附
さ
れ
、
上
欄
に
少
し
く
朱
墨
の
書
入
が
あ
 

る
。
「
計
印
\
光
昕
」

r

曦
伯

\

所
蔵
」
「
冷
音

\

閣
」
「
計
光
\
折
印
」

r

曦
 

\

伯
」
「
秀
水

\

計
光
圻
\
曦
伯
氏
」

5 1「
計
曦
伯
\
家
珍
蔵
」
「
啓
淑
\
 

信
印
」
等
の
印
記
あ
り
、
清
の
秀
水
の
計
光
圻
、
字
は
伯
曦
旧
蔵
本
。
汲
 

古

閣

.
瞿
氏
旧
蔵
北
京
図
書
館
現
蔵
本
(
欠
詩
致
、

瞿
目
瞿
影
著
録
)
• 

北
平
図
書
館
原
蔵
本
(
存
首
八
卷
、
旧
京

51
52著
録
、
今
台
湾
に
移
管
さ
 

れ
ず
)
は
同
版
本
で
あ
る
。

(
静
嘉
堂
文
庫
蔵
)

存

c

韓
魯
斉
三
家
〕
詩

放

六

巻

一

冊

。
陸
志
. 

陸
跋
著
録
。

後

補

茶

表

紙

(
ニ
四
.
三

>
<
1
五
.九
喱
)
、

襯
紙
を
挾
め
る
 

改
装
本
。
首
に
延
祐
甲
寅
秋
新
安
後
学
胡
一
桂
序
の
序
、
次
に
三
家
詩
伝
 

授
図
一
丁
、
次

に

r

韓
魯
斉
三
家
詩
放
目
録
」
が
あ
る
。
本

文

巻

首

「詩
 

放
卷
之
ー
\
韓
詩
」
と
題
す
。
四

周

双

辺

(
一
九
•
ニ

X

ニ

一

•六
糖
)
有
 

界
十
一
行
、
行
廿
二
字
、
注
小
字
双
行
。
版
心
細
黒
ロ
双
黒
魚
尾
「詩
放
 

幾

(
丁
付
)
」
。

詩
集
伝
附
録
纂
疏
の
巻
後
に
附
刊
さ
れ
た
も
の
で
、

版
 

式
字
様
そ
れ
と
同
じ
。

陸
志
に
は
巻
首
に
景
定
五
年
甲
子
良
月
之
望
古
培
文
及
翁
伯
学
甫
序
の
 

全
文
が
引
載
さ
れ
て
い
る
が
、
今
こ
の
本
に
は
こ
の
序
が
な
く
、
何
に
拠
 

っ
て
引
録
せ
る
か
不
審
で
あ
る
。
た
だ
首
の
一
桂
序
に
は
「
一
—
三
」
の
 

丁
付
が
附
さ
れ
、
次
の
学
系
図
に
は
「
七
」

の
丁
付
が
刻
さ
れ
、
従
っ
て
 

「
四
—
六
」
が
欠
丁
ら
し
く
、

そ
れ
が
こ
の
文
及
翁
の
序
に
該
当
す
る
の
 

で
あ
ろ
ぅ
か
。
應

麟

の

「詩
放
」
は
元
後
至
元
六
年
慶
元
路
儒
学
刊
「
玉
 

海
」

の
附
刻
本
が
通
行
し
て
い
る
が
、

張
金
吾
は
本
版
に
つ
い
て
、

「
是
 

本
刊
附
胡
氏
詩
伝
疏
纂
後
韓
詩
韓
奕
幹
正
也
謂
以
其
議
非
而
正
之
玉
海
本
 

闕
下
一
句
餘
異
同
処
頗
多
玉
海
通
為
一
卷
此
本
六
卷
蓋
猶
是
王
氏
旧
第
 

也
」
(張
志
)
と
。

本
版
に
は
應
麟
の
自
序
及
び
後
序
は
な
い
。

こ
の
六
 

巻

は

(
巻
一
)
韓
詩
、
(
巻
ニ
)
魯
詩
、
(巻
三
)
斉
詩
、
(巻
四
)
逸
詩
、 

(巻
五
)
詩
異
字
異
義
、
(巻
六
)
補
遺
か
ら
成
る
。

詩

〔集
伝
通
釈
〕

ニ
〇
巻

首

一

冊

宋

朱

熹

集

伝

元

劉

瑾

通

 

釈

元

至

正

一

二

年

(
一
三
五
ニ
)
刊

(
建
安
、
日
新
書
堂
) 

首
に
淳
熙
四
年
丁
酉
冬
十
月
戊
子
新
安
朱
熹
書
の
「詩
集
伝
序
」
(
「
次
 

行

低

十

格

r後
学
安
成
劉
瑾
通
釈
」
と
題
署
、
附
注
}
、
「
詩
伝
通
釈
外
綱
 

領
」
(
「
引
諸
儒
書
」
「
引
用
諸
儒
姓
氏
」
)
、

「
詩
序
」
(
次

行

低

八

格

「後
 

学
安
成
劉
瑾
通
釈
」
と
題
署
、

尾

題

「詩
辨
説
畢

J
、

附
注
)
、

「詩
伝
綱
 

領
」
(
次

.
三

行

低

八

格

r後
学
安
成
劉
瑾
通
釈
\
建
安
劉
氏
日
新
堂
校
 

刊
」
、
尾

題

「詩
序
畢
」
と
題
す
、
附
注
)
、
「
詩
伝
通
釈
外
綱
領
」
を
列
し
 

一
冊
と
な
す
。
巻
一
末
尾
題
の
前
に
「
至
正
壬
辰
仲
春

\

日
新
書
堂
刻
梓
」 

の
双
行
木
記
が
刻
さ
る
。
本

文

巻

首

「詩
巻
第
一
\

i i=

朱

子

集

伝

/
 

{
_
+
後
学
安
成
劉
瑾
通
釈
\
(
_
ー
)
国

風

ー

(
^

| ?と
題
す
。
四
周
双



辺

(
一
九
.
八

>
<
ー
三
龌
)
有
界
十
ニ
行
、

行
廿
ー
宇
、

伝
文
低
ー
格
中
 

字
単
行
廿
二
字
、

通
釈
低
一
格
小
字
双
行
廿
二
字
。

「
愚
按
」
や
引
用
書
 

名
姓
氏
の
標
識
は
墨
囲
陰
刻
。
版
心
粗
黒
ロ
双
黒
魚
尾
「詩

釈

幾

フ

(
或
 

は
幾
)
(
丁
付
)」。

(
尊
経
閣
文
庫
蔵
)

一
二
冊
。

後

補

淡

香

色

震

(
ニ
五
.
五

X

一 
五
 

醒
)
、

天
地
を
少
し
裁
断
せ
る
裏
打
改
装
本
。

外
綱
領
の
末
尾
を
欠
き
、 

巻
十
五
の
第
二
丁
補
写
。
所
々
朱
点
朱
引
朱
圏
点
、
室
町
期
の
朱
筆
ヲ
コ
 

ト
点
や
朱
墨
両
様
の
返
点
送
仮
名
が
附
さ
れ
、
間
々
朱
墨
両
様
の
ゾ
式
和
 

文
注
を
含
む
校
合
注
解
等
の
書
入
が
存
し
、
そ
の
書
入
は
一
手
に
非
ず
し
 

て
、

一
は
江
戸
時
代
の
筆
に
か
か
る
。

(
静
嘉
堂
文
庫
蔵
)

欠

首

目

八

冊

。
陸

志

.
陸
続
跋
著
録
。
新
補
茶
 

色

表

紙

(
三
ハ
.
ニ

X

一

七

滙)
、
襯
紙
を
挾
み
、
一
部
裏
打
補
修
を
加
え
 

た
改
装
本
。
刊
記
の
あ
る
巻
一
末
葉
を
欠
く
。
「
星
詒
\
印
信
」
「
星

\

詒
」 

r

祥
符
周

\

氏
稀
古

\

堂
図
書
」

r

浠古

\

堂
印
」
等
の
印
記
あ
り
、
清
の
 

周

星

詒

(
字
は
季

貺)
旧
蔵
本
。

卷

廿

尾

題

下

に

「
周
季

貺星
詒
読
钉

1

 

(
印
)
」

の
手
識
、
ま
た
首
冊
副
葉
紙
に
左
の
手
跋
が
あ
る
。

詩
伝
通
釈
二
十
卷
詒
丙
寅
歳
購
之
福
州
蔵
書
家
生

\

□
□
□
学
蒙
昧
无
 

識
願
習
諸
論
于
先
生
長
者
古
義
厭
薄
宋
元
収
蓄
諸
本
憑
為
所
彙
 

此
帙
前
後

\

無
序
跋
審
□
紙
墨
堅
緻
精
好
定
是
元
槧
元
印
/
因
収
之
以
 

為

S

経
文
之
用
然
莫
知
為
何
年
所
刻
也

\

□
年
得
張
氏
蔵
書
志
有
元
 

至
正
刊
拊
詩
伝
綱
領

\

本
云
卷
ー
後
有
至
正
壬
辰
仲
春
日
新
堂
梓
□
印
 

□
\

此
本
卷
一
尾
先
其
一
葉
又
逸
綱
領
意
嘗
与
張
所
記

\

同
為
一
事
也
 

北
京

図

書

館

蔵

本

(
巻
一
六
配
清
抄
本
、

張

志

.
瞿
目
著
録
)
.
上
海
 

図
書
館
蔵
本
(
有
鈔
配
)
.
北
京
大
学
蔵
本
•
北
平
図
書
館
原
蔵
本
(
旧
京

531

55著
録
、

今
台
湾
に
移
管
さ
れ
ず
)
.
繆

続

記

著

録

本

(
欠

巻

ニ

. 

三
、

一
二
ー
一
八
)
は
同
版
。
北
京
図
書
館
蔵
•
北
平
図
書
館
原
蔵
(
旧
 

京

56著
録
、
今
台
湾
に
移
管
さ
れ
ず
)

の

「
詩
伝
通
釈
大
成
」
ニ
〇
卷
は
、 

旧
京
の
卷
一
首
の
書
影
を
以
て
比
較
す
る
限
り
で
は
、
首
題
を
変
え
た
外
 

は
本
版
の
覆
刻
で
あ
る
。
「
北
平
図
書
館
善
本
書
目
」

は

た

だ

「
元
刻
本
」 

と
記
す
が
、

「
北
京
図
書
館
善
本
書
目
」

は

「
元
至
正
十
二
年
劉
氏
日
新
 

書
堂
刻
明
修
本
」
と
録
し
て
い
る
所
を
見
る
と
、
別
版
に
非
ず
し
て
、
本
 

版
に
所
々
修
補
を
施
せ
る
外
題
換
本
で
あ
ろ
ぅ
か
。

呂
氏
家
塾
読
詩

記

三
ニ
卷
宋
呂
祖
■
撰

〔宋
孝
宗
朝
〕
刊
 

南

宋

後

期

修

1

〕
)

(
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
)

六
冊
。
森

志

•
島
考
著
録
。
後
補
淡
香
色
表
紙
 

(
ニ
ー
.五

X
ー
五
缠
)
、

裏
打
改
装
。

首

に

「
呂
氏
家
塾
読
詩
記
目
録
」 

(
尾

題

r

読
詩
記
目
録
」
)
あ
り
。
本

文

巻

首

r

呂
氏
家
塾
読
詩
記
卷
第
一
 

/

■
三
)
綱
領
」
と
題
す
。

左

右

双

辺

(
一
八
.
四

X
一
二
.
ニ
缠
)
有
界
 

十
二
行
、
行
廿
二
字
、
注
文
低
一
格
単
行
、
小
注
小
字
双
行
。
版
心
白
ロ
 

双

黒

魚

尾

「
記

幾

(
丁
付
)
」
。

欠
筆
は
厳
格
で
は
な
く
、

玄
鉉
弦
朗
敬
 

弘
殷
慇
匡
筐
桓
禎
貞
楨
賴
徴
懲
樹
譲
桓
完
構
媾
覯
溝
慎
の
字
或
は
末
画
を
 

欠
き
或
は
欠
か
ず
。
本
文
巻
一
の
首
二
葉
巻
ニ
の
第
十
二
葉
は
建
安
刊
本
 

の
字
様
で
、
南
宋
中
期
後
の
修
補
に
か
か
る
。
卷
ニ
第
七
葉
巻
六
第
六
葉
 

欠
丁
、
巻
ニ
七
の
第
二
.
三
葉
を
欠
き
、
代
り
に
こ
こ
に
巻
一
六
の
第
一
 

八
—

ニ
ニ
葉
が
誤
綴
さ
れ
、

(巻
六
)
第
四
、
(巻
八
)
六

.
八
、

(巻
一
 

七
)
七
、
(
巻
ニ
ー
)

一

•
一
七
、
(
巻
ニ
三
)
五

•
七

•
一 
〇

•
一
一
、 

(巻
ニ
四
)

一
六
、
(
巻
一
一
五
)

ニ
九
、
(
巻
三
一
)
第
一
一
葉
は
補
写
。



本
版
は
そ
の
字
様
か
ら
末
末
建
刊
本
と
さ
れ
て
来
て
い
る
が
、
宋
中
期
 

後
の
建
安
体
の
字
様
は
僅
少
の
修
補
の
葉
で
、
殆
ど
が
簡
古
重
厚
の
初
期
 

の
建
安
の
字
様
で
あ
っ
て
、
次
掲
の
本
書
の
江
西
漕
台
刊
本
や
浙
刊
本
の
 

巻
末
に
あ
る
淳
熙
九
年
尤
裘
跋
中
に
「
建
寧
所
刻
益
又
脱
遺
」
と
い
ぅ
建
 

寧
刊
刻
本
に
該
当
す
る
版
と
思
わ
れ
、
版
式
欠
画
か
ら
も
淳
熙
九
年
以
前
 

の
刻
と
目
し
て
支
障
な
い
。

こ
の
本
は
後
述
の
如
く
仁
治
ニ
年
(
一
二
四
 

一
)
宋
よ
り
帰
朝
せ
る
円
爾
聖
一
国
師
が
将
来
せ
る
本
で
あ
る
か
ら
、
そ
 

の
修
印
も
淳
祐
元
年
以
前
に
か
か
る
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。

「
普
門
院
」

r

艮
岳
院
」
「
恵
士
\
印
膺
」
「
仁
正
矣
長
昭

\

黄
雪
書
屋
鑒
 

\

蔵
図
書
之
印
」

「
昌
平
坂

\

学
問
所
」

「
浅
草
文
庫
」

「
御
府
\
図
書
」 

等
の
印
あ
り
。
巻
末
に
文
化
五
年
二
月
の
市
橋
長
昭
の
寄
蔵
文
廟
宋
元
刻
 

書
跋
が
附
綴
さ
る
。

こ

の

本

は

「
普
門
院
」

の
蔵
印
か
ら
察
せ
ら
れ
る
如
 

く
、

円
爾
弁
円
が
末
よ
り
将
来
せ
る
本
で
、

「
普
門
院
経
論
章
疏
語
録
儒
 

書
等
目
録
」
に

r

呂

氏

詩

記

五

冊

」
と
著
録
さ
れ
た
本
で
あ
ろ
ぅ
。
艮
 

岳
院
も
亦
東
福
寺
の
塔
頭
で
あ
る
。
所
々
朱
点
朱
引
が
附
さ
れ
て
い
る
。

同
版
本
の
所
蔵
を
他
に
聞
か
ぬ
が
、

「
文
求
堂
善
本
書
目
」
に

「
呂
氏
 

家
塾

読

詩

記

三

十

ニ

巻

十

六

冊

」

の
本
文
首
葉
の
書
影
が
掲
載
さ
れ
、 

「
宋
刊
本
+
三
行
ー
一
十
五
字
注
雙
行
線
ロ
左
右
雙
闘
有
毛
晉
蔵
印
遼
西
郡
 

図
書
印
浙
右
項
徳
持
希
憲
蔵
書
諸
印
」
と
。
そ
の
本
の
現
所
在
は
明
か
で
 

な
い
が
、
蔵
書
印
か
ら
も
王
記
著
録
本
に
該
当
し
、
王
記
に
よ
れ
ば
前
部
 

は
十
二
行
廿
四
字
、

後
部
は
十
三
行
廿
五
字
の
寄
せ
本
で
、

「
前
部
巻
中
 

欠
葉
配
入
十
三
行
本
文
字
不
接
」
と
。
そ
の
書
影
に
よ
る
に
本
版
と
同
じ
 

十
二
行
廿
ニ
字
で
あ
る
が
、
双
辺
線
黒
口
上
象
鼻
に
大
小
字
数
あ
り
、
覆
 

刻
の
関
係
に
あ
る
。

こ
の
本
の
こ
の
巻
首
の
葉
は
上
記
の
如
く
補
刻
に
か

か
り
、
彼
の
字
様
は
こ
の
本
の
原
刻
の
そ
れ
と
同
類
で
あ
る
。
巻
首
一
葉
 

の
書
影
の
み
で
は
両
版
の
先
後
は
判
定
し
難
い
。
ま
た
北
京
図
書
館
蔵
本
 

(
王

世

貞

.
汲

古

閣

.
銭
謙
益
旧
蔵
、

巻

一

八

.
一
九
欠
、

巻

一

五

.

一  

六
配
清
覆
刻
本
、
天
目
続
卷
ニ
著
録
)
は
書
影
で
見
る
限
り
で
は
文
求
堂
 

本
と
同
版
で
あ
る
。
文
求
堂
本
は
わ
か
ら
ぬ
が
、
北
京
図
書
館
本
は
巻
首
 

に
朱
序
巻
末
に
尤
袤
跋
が
あ
る
か
ら
建
寧
初
刻
本
で
あ
る
答
が
な
い
。
江
 

西
曹
台
刊
本
が
即
ち
そ
の
版
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
次
掲
に
述
べ
る
瞿
本
 

を
見
れ
ば
、
そ
の
擬
定
は
成
立
し
難
い
。
と
す
れ
ば
そ
の
版
は
ど
こ
か
で
 

建
寧
版
を
覆
刻
し
て
次
掲
の
浙
刊
本
同
様
朱
序
尤
袤
跋
を
附
し
た
も
の
で
 

あ
ろ
ぅ
か
。
本
版
、
文
求
堂
十
三
行
本
、
北
京
図
書
館
本
、
こ
の
三
種
の
 

版
の
関
係
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
後
考
を
期
す
る
。

同

〔宋
淳
熙
〕
刊

(〔浙
〕)

(
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
)

九
冊
。

後

補

茶

褐

色

行

成

表

紙

(
ニ
〇

.

A

x
 

ー
四
缠
)
、

裏
打
改
装
。

首
に
淳
熙
壬
寅
九
月
己
卯
新
安
朱
熹
序
の
「
呂
 

氏
家
塾
読
詩
記
序
」
あ
り
。
本

文

巻

首

「
呂
氏
家
塾
読

詩

記

卷

第

一

/
 

s i
j

綱
領
」
と
題
す
。

巻
末
に
淳
熙
壬
寅
重
陽
後
一
日

鍚山
尤
袤
書
の
 

跋

(写
刻
)
が
附
さ
る
。
四
周
雙
辺
(
一
六

X

一
一
•六
糖
)
有
界
十
二
 

行
、
行
廿
二
字
、
注
文
低
一
格
単
行
、
小
注
小
字
双
行
。
版
心
白
ロ
双
黒
 

魚

尾

「詩

記

巻

幾

(
記
巻
幾
、
或
は
詩
幾
、
或
は
記
幾
)
(
丁
付
)
」
。
上
 

下
の
象
鼻
に
大
小
宇
数
或
は
刻

H

名
が
刻
さ
る
。
玄
鉉
弦
絃
畜
蓄
朗
弘
殷
 

慇
匡
筐
恒
禎
貞
楨
賴
徴
懲
樹
譲
勗
桓
完
構
媾
覯
溝
講
冓
慎
の
字
に
間
々
欠
 

画
を
見
る
。
版
心
破
損
が
多
い
が
、
刻

H

名
は
蔣
輝
、
蔣
元
、
蔣
、
輝
、 

元
、
李
忠
刀
、
李
、
忠
、
陳
冗
、
陳
、
亢
、
卜

一
、
卜
、
同
、
志
、
潘
、



栄
、
伸
、
寛
、

吴、
宋
、
張
、
王
、
祥
。
巻
一
九
の
第
十
四
丁
欠
。

朱

子

序

に

「
伯
恭
父
之
弟
子
約
既
以
是
書
授
其
兄
之
友
丘
侯
宗
卿
而
宗
 

卿
将
為
版
本
以
伝
永
久
且
以
書
属
熹
序
之
」
と
、
ま

た

尤

袤

跋

に

「今
東
 

州
士
子
家
宝
其
書
而
編
帙
既
多
伝
写
易
誤
建
寧
所
刻
益
又
脱
遺
其
友
丘
漕
 

宗
卿
惜
其
伝
之
未
広
始

鋟木
於
江
西
漕
台
」
と
本
書
出
版
の
経
緯
を
述
べ
 

て
い
る
如
く
、
著
者
祖
謙
歿
去
の
翌
年
た
る
淳
熙
九
年
(
一
一
八
ニ
)
に
 

時
に
江
南
西
路
転
運
判
官
で
あ
っ
た
丘
崈
(
字
は
宗
卿
)
が
江
西
漕
台
に
 

於
て
上
木
し
た
も
の
で
あ
る
。
従
来
こ
の
序
跋
か
ら
本
版
を
以
て
淳
熙
九
 

年
丘
崈
刊
本
と
さ
れ
来
っ
て
い
る
(島
考
に
尤
袤
刻
と
せ
る
は
失
考
)
。 

し
か
る
に
朱
.
尤
の
序
跋
を
有
す
る
別
の
宋
槧
本
が
瞿
氏
鉄
琴
銅
剣
楼
に
 

蔵
さ
れ
、
今
北
京
図
書
館
の
有
と
な
っ
て
い
る
。
同
本
は
左
右
双
辺
有
界
 

九
行
十
九
宇
白
ロ
の
大
本
に
し
て
欠
筆
は
慎
に
止
り
、
瞿

目

.
瞿
影
に
著
 

録
さ
れ
、
四
部
叢
刊
に
影
印
収
入
さ
れ
て
い
る
。
両
版
は
内
容
体
式
を
同
 

じ
く
す
る
が
別
版
で
、
そ
の
宇
様
刻
エ
名
か
ら
案
ず
る
に
瞿
本
が
淳
熙
九
 

年
江
西
刻
本
と
思
わ
れ
る
。

本
版
の
字
様
は
細
楷
端
正
の
精
刻
に
し
て
、
浙
版
字
様
の
典
型
た
る
も
 

の
、
恐
ら
く
江
西
丘
氏
原
刻
本
に
基
づ
く
浙
に
於
け
る
翻
版
で
あ
ろ
ぅ
。 

そ
の
欠
画
が
慎
の
字
に
止
り
、
そ
の
刻

H

の
李
忠
が
淳
熙
刊
聖
宋
文
選
合
 

集

(
小
楷
の
宇
様
相
似
)
.
孝
宗
朝
刊
史
記
集
解
.
紹
熙
三
年
越
刊
礼
記
 

正

義

.
嘉
泰
四
年
新
安
郡
斎
刊
皇
朝
文
鑑
、
紹
興
年
間
明
州
刊
紹
興
淳
熙
 

間
修
文
選
の
原
刻
•
補
刻
、
越
刊
尚
書
正
義
.
同
周
礼
疏
.
孝
宗
朝

贛州
 

刊

文

選

.
所
謂
眉
山
七
史
の
修
に
従
事
し
、
陳
亢
が
明
州
刊
文
選
の
修
に
 

加
っ
て
い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
本
版
の
刊
刻
は
淳
熙
九
年
を
さ
程
へ
だ
 

て
ぬ
淳
熙
年
間
、
降
っ
て
も
寧
{示
朝
初
よ
り
下
る
も
の
で
は
な
い
。
他
に

同
版
本
の
現
存
本
を
聞
か
な
い
。
張
志
著
録
の
十
二
行
廿
二
字
の
残
本
は
 

本
版
か
或
は
前
掲
の
建
寧
版
か
未
詳
。
本
書
の
宋
版
に
は
他
に
蜀
の
眉
山
 

賀
春
卿
刻
本
あ
り
と
伝
え
る
が
、
現
所
在
未
詳
で
、
天
目
続
著
録
の
十
四
 

行
十
九
字
本
は
或
は
そ
の
蜀
版
か
。

こ
の
本
は
刷
面
純
良
の
早
印
に
し
て
 

料
紙
は
我
が
和
紙
に
類
す
る
楮
系
で
あ
る
。
室
町
初
を
降
ら
ぬ
一
手
に
非
 

ざ
る
筆
を
以
て
間
々
経
文
に
は
朱
句
点
、
朱
ヲ
コ
ト
点
、
朱
圏
点
、
或
は
 

朱
墨
の
返
点
送
仮
名
、
稀
に
声
点
や
朱
墨
の
振
仮
名
の
書
入
が
見
ら
れ
る
 

が
、
後
半
は
殆
ど
朱
筆
句
点
の
み
が
附
さ
れ
て
い
る
。
古
印
を
削
去
せ
る
 

痕
が
あ
る
が
、

首

に

r

華
竹
秀
\
而
野
」
§

、

卷

ー

ニ

ー

.
ー
ー
の
首
 

及
び
巻
ニ
〇

.
三

ニ

の

尾

に

「
鈎
」

の
印
記
が
存
す
る
。
桂
官
旧
蔵
本
。

毛
詩
要
義
ニ
〇
巻
毛
詩
譜
序
要
義
一
巻
宋
魏
了
翁
撰
〔宋
 

淳

祐

ニ

ー

年

(
一
二
五
一
一
)
〕
刊

(
〔
徽

州

郡

斎

.
魏
克
愚
〕
) 

(
天
理
図
書
館
蔵
)

三
ニ
冊
。
重
文
。
莫
録
著
録
。
後
補
金
砂
子
散
し
 

濃

藍

色

表

紙

(
二
八

X

一
七
.
三
極
)
。
襯
紙
が
挾
ま
る
。
巻

初

に

「
毛
詩
 

要
義
目
録
」
及

び

「
毛
詩
譜
序
要
義
」
あ
り
。
本

文

巻

首

「
毛
詩
要
義
巻
 

第
一
上
周
南
関
雎
葛
軍
」
と
題
す
。
左

右

双

辺

(
ニ
〇

x

一
四
®
)
有
界
 

九
行
、
行
十
八
字
。
眉
上
に
標
記
あ
り
。
版
心
白
ロ
双
黒
魚
尾
、
「
毛
詩
要
 

乂
 (
或

は

「
毛
詩
乂
」
)
幾

(
或

は

「巻
幾
」
)
(
丁
付
)
」
、
上
象
鼻
に
大
小
 

宇
数
、
下
象
鼻
に
刻
エ
名
が
印
さ
る
。
欠
画
は
厳
格
と
は
称
し
得
な
い
が
、 

絃
弘
匡
筐
恒
禎
貞
吉
桓
完
覯
溝
慎
惇
敦
の
字
に
往
々
欠
筆
を
見
、
即
ち
光
 

宗
に
止
っ
て
、
寧
宗
以
降
の
拡
郭
等
の
字
は
欠
画
を
し
て
い
な
い
。
刻
エ
 

名
は
、
李
升
、
元
吉
、
江
才
、
江
元
、
才
ニ
、
蔡
智
、
思
中
、
子
文
、
子
 

全
、
子
仁
、
子
七
、
時
享
、
汝

g
 
(
能
)
、
仁
甫
、
丁
輝
、

伯
才
、

范
伯



才
、
范
子
仁
、
文
茂
、
游
成
、
游
京
、
有
成
、
友
葉
、
余
才
、
余
文
、
葉
 

正
、
葉
朋
、
劉
文
、
劉
子
文
、
戊
、
永
、
范
、
祐
、
龍
、
共
、
熊
、
才
、 

晟
、
余
、
桂
、
亨
、
楚
、
朱
、
呉
、
宣
、
云
、
悌
、
順
、
孫

、

g 
(
能
)
、 

安
、
王
、
乃
、
宇
、
祥
、
唐
、
早
、
劉
、
方
、
共
、
仲
、
呉
、
官
、
張
、 

杞
、
京
、
范
、
游
、
君
、
全
、
正
、
陳
、
応
、
心
、
恵
、
明
、
万
、
仁
、 

鐘
、
礼
、

一
、
志
、
輝
、
友
、
文
、
翁
等
。
「
楝
亭
曹
\
氏
蔵
書
」
「
長
白
 

敷
/
槎
氏
堇
/
奇
昌
齢

\
図
書
印
」
「
合
肥
孛
氏
\
望

雲

帅

堂

\

珍
蔵
金
 

石

\

図
書
之
章
」
「
小
画
\
禅
室
」

5 |「
程
\
琦
」
「
程
印
\
伯
奮
」

| | 

「
桐
郷
沈
\
炳
垣
手
\
読
書
記
」

の
蔵
印
あ
り
。

終

冊

末

に

「
道
光
丁
未
 

自
春
徂
秋
桐
郷
沈
炳
垣
手
読
一
過
」

の
朱
筆
識
語
、
第
一
冊
の
末
護
葉
紙
 

に
莫
友
芝
及
び
銭
天
樹
の
次
の
手
書
題
跋
が
記
さ
れ
て
い
る
。

宋
魏
鶴
山
先
生
於
理
宗
嘉
熙
元
年
丁
酉

\
以
権
エ
部
侍
郎
忤
時
相
謫
靖
 

州
取
九
経

\

注
疏
删
繁
去
蕪
為
要
義
百
六
十
三
卷
宋

\

史
藝
文
志
分
載
 

其
書
当
時
陳
晁
両
家
著
\
録
頗
称
浩
博
亦
不
及
載
則
知
此
書
已
不
可

\

 

多
見
矣
欽
定
四
庫
全
書
只
載
周
易
儀

\

礼
尚
是
全
帙
尚
書
春
秋
皆
非
 

完
本
近
揚
\
州
阮
氏
復
得
尚
書
三
卷
即
四
庫
所
欠
之
\
卷
又
礼
記
卅
 

一
巻
首
欠
曲
礼
上
下
両
卷
其
/
餘
四
経
竟
無
従
咨
訪
矣
壬
辰
仲
春
邃
\
 

江
鞏
不
惜
重
値
購
得
宋
槧
毛
詩
要
義

\

首
尾
完
整
触
手
如
新
為
曹
楝
亭
 

旧
蔵
本

\

首
列
目
録
次
譜
序
又
次
詩
要
義
二
十
巻
其

一
\

ニ
五
六
十
二
 

至
十
七
等
卷
分
上
下
子
目
四
卷
及
十
八

\

十
九
巻
分
上
中
下
子
目
其
餘
 

均
作
一
巻
総
子
目
并
\
序
計
三
十
八
卷
展
読
之
下
古
香
可
掬
真
希
世

\

 

之
秘
笈
也
其
体
裁
与
周
易
等
相
同
有
与
\
疏
本
連
文
而
要
義
取
一
二
則
 

者
列
其
次
目
\
于
眉
上
不
復
分
裂
原
文
隸
標
目
之
尤
為
\
簡
当
伝
箋
遺
 

辞
博
奥
孔
氏
因
劉
炫
等
\
書
為
正
義
於
地
理
名
物
靡
不
旁
捜
曲
引
\
以

資
放
核
故
其
疏
較
他
経
為
密
鶴
山
復
\

擷其
要
領
以
経
及
伝
箋
為
綱
以
 

正
義
為
目
有

\

条
不
紊
易
於
記
誦
洵
治
経
者
不
可
少
之
書

\

鶴
山
所
輯
 

尚
是
当
時
善
本
必
与
今
通
行

\

之
本
大
有
不
同
異
日
再
為
為
細
校
一
過
 

始
無
遺
\
憾
郡
城
金
氏
蔵
有
宋
槧
礼
記
首
両
卷
即
\

阮
氏
所
欠
之
帙
当
 

訪
求
之
従
此
易
書
詩
ニ

\

礼
五
経
皆
成
完
書
真
大
快
事
也
篷
江
席
\
豊
 

履
厚
而
不
以
他
好

縈心
惟
古
人
秘
发
捜
訪
\
不
遺
餘
ヵ
是
可
尚
已
今
擬
 

将
付
梨
棗
公
諸

\

同
好
使
数
百
年
古
籍
晦
而
復
顕
其
有
功
於
\
藝
林
豈
 

浅
鮮
哉
因
為
識
此
銭
天
樹
(印
)

魏
鶴
山
先
生
毛
詩
要
義
三
十
八
卷
為

\

文
淵
閣
著
録
所
未
及
道
光
間
儀
 

徴
相
国
採
進
遺

\

書
亦
未
之
見
上
海
郁
泰
峰
氏
乃
蒐
獲
曹
楝
\
亭
旧

莾 

宋
槧
于
嘉
興
士
家
海
内
更
無
第

\

ニ
本
遂
卓
為
宜
稼
堂
数
十
宋
槧
之
冠
 

友
芝

\

同
治
乙
丑
五
月
来
滬
上
珍
重
仮
読
心
神
開
瞭
\
百
慮
尽
消
断
推
 

此
游
第
一
快
事
友
芝
夙
有
\
詳
校
毛
詩
疏
于
乾
嘉
諸
老
所
挙
中
外
旧

\

 

本
異
同
 
一

i
甄
録
唯
未
及
要
義
本
他
日
再
\
必
為
滬
游
必
挾
以
来
更
乞
 

仮
細
校
一
通
乃

\

不
虚
此
眼
福
也
独
山
莫
友
芝
(
印
)

本
書
の
成
立
と
出
版
に
つ
い
て
、
本
書
と
同
じ
く
淳
祐
十
二
年
に
上
梓
 

さ

れ

た

了

翁

撰

「
周
易
集
義
」

の
元
至
元
二
十
五
年
補
刊
本
に
寄
せ
ら
れ
 

た
方
回
の
跋
に
「命
書
枢
密
院
事
魏
文
靖
公
鶴
山
先
生
了
翁
華
父
、
前
こ
 

酉
歳
以
権
エ
部
侍
郎
、
坐
言
事
忤
時
相
、
謫
靖
州
、
取
諸
経
註
疏
摘
為
要
 

義
、
又
取
濂
洛
以
来
諸
大
儒
易
説
為
周
易
集
義
六
十
四
巻
、
仲
子
太
府
卿
 

静
斎
先
生
克
愚
明
已
、
壬
子
歳
以
軍
器
監
丞
出
知
徽
州
、
刊
要
集
義
、
置
 

於
紫
陽
書
院
、
至
丙
子
歳
、
書
院
以
兵
興
廃
、
書
版
尽
毁
」
(
「
経
義
考
」 

卷
三
三
所
引
)
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
即
ち
本
書
は
了
翁
が

晚年
に
時
の
 

相
に
逆
っ
た
の
で
靖
州
に
謫
さ
れ
、

易

.
書

•
詩

.
周

礼

.
儀

礼

•
礼



記

•
左

伝

.
論

.
孟
の
九
経
の
孔
穎
達
等
の
注
疏
の
繁
を
删
り
要
を
挙
げ
 

以
て
循
覧
に
便
し
た
「
九
経
要
義
」

の
一
で
あ
る
。

こ

の

「
九
経
要
義
」 

は
宋
史
藝
文
志
に
は
各
経
に
分
載
さ
れ
、
全
巻
ニ
六
三
巻
を
計
え
る
。
了
 

翁
の
没
後
男
魏
克
愚
が
徽
州
(
安
徽
省
歙
県
)
に
知
た
り
し
時
理
宗
の
淳
 

祐

十

二

年

(
一
二
五
ニ
)
郡
斎
に
刻
せ
し
め
た
と
云
わ
れ
る
。
本
書
は
体
 

例
頗
る
簡
当
を
得
、
四

庫

総

目

は

「採

掇謹
厳
、
別
裁
精
審
、
可
謂
翦
徐
 

支
蔓
、
独

擷英
華
」
と
称
賛
し
、
ま
た
本
書
は
現
在
全
巻
完
具
せ
ざ
る
単
 

疏
本
を
拠
用
し
て
い
る
の
で
、
8

資
料
と
し
て
も
重
視
さ
れ
て
い
る
。 

し
か
し
本
書
の
版
木
を
蔵
置
せ
る
紫
陽
書
院
が
刊
刻
後
廿
四
年
の
景
炎
元
 

年
元
の
至
元
十
三
年
(
一
二
七
六
)
兵
火
に
罹
っ
た
為
か
、
伝
本
極
め
て
 

少
く
、
清
末
に
至
る
ま
で
元
•
明
両
朝
の
間
に
は
重
刊
さ
れ
る
こ
と
な
 

く
、
明

正

統

年

間

の

「
文
淵
閣
書
目
」
既
に
残
闕
本
を
著
録
し
、
さ
ら
に
 

明

万

暦

中

の

「
内
閣
蔵
書
目
録
」
は
 

鶴

山

九

経

要

義

六

十

八

冊

不

全

(
中
略
)
見
存
儀
礼
七
冊
、

礼
記
三
 

冊
、
周
易
ニ
冊
、
尚
書
一
冊
、
春
秋
ニ
冊
、
論
語
ニ
冊
、
孟
子
ニ
冊
、 

又
前
書
各
段
分
類
、
為
類
目
六
巻
、
以
便
検
閲
、
今
止
存
四
冊
 

又
鶴
山
九
経
要
義
二
十
四
冊
不
全
同
前
止
類
目
六
冊
 

と
録
し
、
夙
に
完
本
は
失
わ
れ
、
現

在

周

礼

•
論

.
孟
の
三
経
は
全
く
逸
 

失
し
た
よ
ぅ
で
あ
る
。
現
存
の
刊
写
本
中
宋
槧
本
は
こ
の
毛
詩
要
義
の
外
 

に
は
、
「
周
易
要
義
」
(
全
書
十
巻
中
、
存
六
卷
、
欠

巻

三

•
四

•
五

*
ハ
。 

涵
芬
楼
旧
蔵
北
京
図
書
館
現
蔵
。
涵
録
著
録
、
四
部
叢
刊
続
編
に
影
印
)
、 

「
儀
礼
要
義
」
(
故
官
博
物
院
蔵
五
〇
巻
、
拙
著
著
録
。
潘
氏
宝
礼
堂
旧
蔵
 

北
京
図
書
館
現
蔵
存
卷
一
—

五
、
ニ
五
—

二
八
、
四
一
至
四
三
配
清
鈔
本
、 

莫

録

•
潘

録

.
中
版
録

120著
録
)
、

「
礼
記
要
義
」
(
涵
芬
楼
旧
蔵
北
京
図

書
館
現
蔵
三
三
巻
、
欠
首
ニ
巻
、
莫

録

.
涵
録
著
録
、
四
部
叢
刊
続
篇
に
 

影
印
)
が
知
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。
清
光
緒
十
二
年
江
蘇
書
局
刊
「
五
経
 

要
義
」

は

易

•
書

•
詩

.
儀

礼

.
礼
記
を
収
め
る
が
、
宋
刊
本
に
比
す
る
 

に
訛
脱
が
多
い
。
毛
詩
要
義
に
は
こ
の
本
の
影
鈔
本
に
拠
る
光
緒
八
年
莫
 

祥
芝
刊
本
、
春
秋
左
氏
伝
要
義
に
は
四
庫
全
書
本
を
影
印
せ
る
四
庫
全
書
 

珍
本
初
集
所
収
本
が
あ
る
。

本
書
は
上
述
の
如
く
魏
克
愚
が
淳
祐
十
二
年
徽
州
の
郡
斎
(
今
安
徽
省
 

歙
県
)

で
刊
せ
し
め
た
と
い
ぅ
が
、
現
存
の
宋
槧
四
部
に
即
し
て
そ
の
刊
 

年
を
再
検
討
し
て
み
よ
ぅ
。
欠
筆
で
見
る
限
り
で
は
光
宗
の
惇
敦
に
止
 

り
、
寧
宗
以
降
は
欠
い
て
い
な
い
。
そ
の
単
名
を
除
く
刻
エ
名
は
こ
の
毛
 

詩
の
上
記
の
外
に
易
.
儀

礼

.
礼
記
か
ら
、
安
茂
、
王
杞
、
王
桂
、
汪
思
 

中
、
汪
宜
、
官
寧
、
魏
万
、
季
清
、
金
時
亨
、
金
時
、
君
小
乂
、
元
興
、 

呉
宣
、
時
中
、
子
章
、
鐘
季
升
、
女
茂
、
仁
寿
、
仁
父
、
増
官
寧
、
孫
有
 

成
、
孫
徳
顕
、
張
京
、
仲
実
、
程
成
、
程
万
、
程
度
、
程
礼
、
程
仁
寿
、 

唐
発
、
徳
顕
、
游
安
、
余
子
文
、
余
明
、
劉
恵
老
、
劉
老
、
劉
子
章
が
挙
 

げ
ら
れ
る
。
同
姓
同
名
の
異
人
が
い
る
と
思
わ
れ
る
劉
文
•
余

才

♦
余
 

明

.
余
文
を
除
く
以
上
の
刻
エ
が
従
事
し
た
宋
刊
本
に
は
、

宝

祐

ニ

年

 

(
一
二
五
四
)
江

南

宛

陵
郡
斎
刊
「
致
堂
読
史
管
見
」
(
王
杞
、
王
桂
、
汪
 

思
中
、
汪
宜
、
鍾
季
升
、
季
升
、
元
吉
、
程

1
g
)
、

宝
祐
五
年
湖
州
刊

r

資
 

治
通
鑑
紀
事
本
末
」
(
鐘
季
升
、

仲
実
)
が
あ
る
。

そ
の
他
王
桂
は
越
刊
 

八
行
本
周
礼
疏
.
同
礼
記
正
義
.
両
淮
江
東
転
運
司
刊
漢
書
•
所
謂
眉
山
 

七
史
の
南
斉
書
.
蜀
広
都
裴
氏
刊
六
家
文
選
の
宋
中
後
期
の
修
補
、
江
才
 

は
淳
祐
十
年
福
州
刊
国
朝
諸
臣
奏
議
.
福
唐
郡
刊
後
漢
書
.
嘉
泰
四
年
新
 

安
郡
斎
刊
嘉
定
至
末
末
修
皇
朝
文
鑑
、
子
文
は
南
宋
後
期
刊
梅
亭
先
生
四



六
標
準
、
程
成
が
寧
宗
朝
刊
欧
陽
文
忠
公
集
の
雕
板
に
従
事
し
て
い
る
。 

た
ゾ
葉
正
の
名
は
淳
熙
八
年
貴
池
尤
延
之
刊
文
選
、
嘉
定
九
年
池
州
刊
晦
 

庵
先
生
朱
文
公
語
録
、
寧
宗
朝
刊
晦
庵
先
生
文
集
、
嘉
定
刊
儀
礼
経
伝
通
 

解
の
匆
エ
の
中
に
見
え
る
か
ら
、
同
名
異
人
が
存
す
る
如
く
思
わ
れ
る
。 

以
上
の
刻
エ
名
か
ら
察
す
る
に
、
本
版
が
淳
祐
十
二
年
の
刊
刻
と
看
做
し
 

て
支
障
な
い
こ
と
が
傍
証
さ
れ
得
る
。

こ
の
本
は
蔵
印
や
手
識
か
ら
知
ら
れ
る
如
く
、
清
の
蔵
書
家
曹
寅
(
字
 

は
子
清
、
号
は
楝
亭
、

奉
天
の
人
、

紅
楼
夢
の
ヒ
ー
ロ
ー
に
擬
さ
る
)
.
 

胡

恵

墉
(
字
は
邃
江
、

平
湖
の
人
、

室
を
小
重
山
館
と
云
ぅ
)
.
郁
松
年
 

(
字
は
万
枝
、
号
は
泰
峯
、
上
海
の
人
、
「
宜
稼
堂
叢
書
」
を
編
刊
)
等
の
 

遁
蔵
に
か
、
り
、
莫
友
芝
が
同
治
四
年
上
海
の
郁
家
に
こ
の
本
を
閲
し
 

て
、

「
上
海
郁
泰
峰
氏
乃
寬
獲
曹
楝
亭
旧
弄
宋
槧
本
于
嘉
興
士
家
、

海
内
 

更
無
第
二
本
、
遂
卓
為
宜
稼
堂
数
十
宋
槧
之
冠
、
友
芝
同
治
こ
丑
来
滬
上
、 

珍
重
仮
読
、
心
神
開
曠
、
百
慮
尽
消
断
、
推
此
游
第
一
快
事
」
(
莫
録
)
と
 

称
讃
し
た
如
く
、
撫
印
清
麗
な
る
海
内
の
孤
本
で
あ
る
。

詩

緝

三

六

卷

宋

厳

粲

撰

〔元
〕
刊

(余
志
安
勤
有
書
堂
)

(宮
内
庁
書
陵
部
蔵
)

欠
巻
一
九
.
ニ
六
*
一
七
一
五
冊
。
後
補
茶
 

色

表

紙

(
ニ
四

X

一 
五
.
五
缠
)
、

裏
打
改
装
本
。

江
戸
期
の
書
題
簽
に
 

「詩
緝
共
十
丑
冊
幾
」
と
。
首
に
是
年
十
有
ニ
月
竹
溪
慮
斎
林
希
逸
書
 

の

「
厳
氏
詩
緝
序
」
、

「
蒙
斎
袁
先
生
手
帖
」
、

淳
祐
戊
申
夏
五
華
谷
厳
粲
 

序

の

自

序

(
以
上
写
刻
}
、

「詩
緝
条
例
」
(
次

行

低

六

格

「朝
奉
大
夫
臣
 

厳
梁
述
」
と
題
し
、
尾

題

に

「厳
氏
詩
緝
条
例
畢
」
と
)
、
「清
濁
音
図
」
、 

そ
の
後
四
行
を
隔
て
乂
「
余
氏
菜
于
家
塾
」

の
刊
記
一
行
が
刻
さ
れ
、
次

に

「
十
五
国
風
地
理
図
」
、

「
毛
詩
綱
目
」
(
目
次
)
を
置
き
、

そ
の
末
に
 

「
勤
有
書
堂
刻
梓
」

の
刊
記
一
行
が
あ
る
。

ま
た
終
巻
尾
題
後
ニ
行
を
隔
 

て

「余
志
安
刊
于
家
塾
」
な
る
刊
記
一
行
が
印
さ
れ
て
い
る
。
本
文
巻
首
 

「
詩
辑
卷
之
 
一
\
{
_
+
)
朝
奉
大
夫
臣
厳
榮
述
/
周

南

{
■
丸
)
国
風
」
、

巻
 

ニ

以

下

は

「詩
緝
卷
之
ニ
{
|
+
厳
粲
述
」
、
各
尾
題
は
「
卷
幾
卷
終
」
(
墨
 

囲
陰
刻
)
或

は

「
厳
氏
詩
緝
卷
之
幾
」
と
題
す
る
。

四

周

双

辺

(
一
九
. 

三

>
<
ー
ー
ー
.
四
缠
)
有
界
十
行
、

行
廿
四
字
、
注
小
字
双
行
。

版
心
小
黒
 

ロ
双
黒
魚
尾
、

「
詩

緝

卷

幾

(
或
は
幾
フ
)
(
丁
付
)
」
。

裏
葉
左
上
欄
外
 

に

耳

格

(
匡
郭
な
し
)
あ
っ
て
、
詩
名
が
記
さ
る
。
卷
中
往
々
破
損
の
葉
 

を
混
え
、
巻
一
八
、
巻
ニ
五
の
如
く
少
し
く
巻
末
の
葉
を
欠
く
巻
が
あ
る
。 

建
安
の
刊
で
あ
る
が
、
麻
沙
本
の
普
通
の
字
様
と
些
少
異
り
、
字
は
犬
に
 

し
て
、

右
上
り
の
書
風
で
、

早
印
に
近
く
印
面
美
し
い
。

巻
一
の
首
に
 

「
佐
伯
矣
毛
利

\

高
標
字
培
松

\

蔵
書
画
之
印
」
、
巻

六

.
ニ
ー
•
ニ

四

. 

ニ
九
の
首
に
「
弱
水
三
万
里
」
、
毎

冊

r

秘
閣

\

図
書

\

之
章
」
「
帝
室

\

 

図
書

\

之
章
」

の
印
記
あ
り
、
佐
伯
藩
主
毛
利
一
織
旧
蔵
の
献
納
本
で
あ
 

る
0南

宋
淳
祐
八
年
の
粲
の
自
序
に
「
ニ
児
初
為
周
南
召
南
受
東
萊
義
誦
之
 

不
能
習

余
為
緝
諸
家
説
句
析
其
訓
章
括
其
旨
使
之
瞭
然
易

見
既
而
友
朋
訓
 

其
子
若
弟
者
競
伝
写
之
困
于
筆
札
胥
命

鋟之
木
此
書
便
童
習

耳
」
と
あ

れ

 

ば
、
本
書
は
初
め
淳
祐
年
間
に
上
梓
さ
れ
た

と

思
わ
れ
る
が
、
そ
の
宋
版
 

は
今
伝
わ
っ
て
い
な
い
。
本
帙
と
同
版
本
の
所
在
は
他
に
北
平
図
書
館
原
 

蔵
の
卷
八
.
九
の
零

本

ー

冊

(
旧
京

50.
拙
^
^
録
)
が
知
ら
れ
る
に
す
 

ぎ
な
い
。
本
帙
は
全
巻
に
亙
っ
て
朱
点
朱
引
、
経
文
に
所
々
朱
筆
ヲ
コ
ト
 

点

(
明
経
点
)
、

或
は
朱
墨
両
様
の
返
点
送
仮
名
が
附
さ
れ
、

尾
題
下
に



は

多

く

「
本
幾
」
と
旧
注
本
の
巻
次
が
朱
筆
で
記
入
さ
れ
、
ま
た
眉
上
欄
 

脚

に

「
本
注
」
「
本
」

r

箋
云
」
と
し
て
、
毛
伝
鄭
箋
等
の
旧
注
が
引
録
 

(
間
々
朱
の
訓
点
を
附
す
)
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
等
の
書
入
は
室
町
期
の
 

筆
蹟
で
あ
る
。

新

刊

直

音

傍

訓
纂
集
東
萊
毛
詩
句
解
ニ
〇
卷
宋
李
公
凱
撰

〔
末
末
元
初
間
〕
刊

(
〔
建
安
〕
)

(
静
嘉
堂
文
庫
蔵
)

六
冊
。
陸

志

.
睦
跋
著
録
。
新
補
金
砂
子
散
し
濃
 

緑

色

地

絹

表

紙

(
ニ
五
.五

>
<
ー
五
.五
缠
)
、

金

鑲玉
装
、

元
料
紙
縦
ニ
 

ニ
.
三
糲
。
首

に

「
毛
詩
句
解
綱
目
」
(
跨
行
)
あ
り
、

こ
の
末
半
丁
の
後
 

半
分
は
別
紙
で
補
わ
れ
て
い
る
が
、
或
は
こ
の
箇
所
に
刊
記
が
あ
っ
た
か
 

も
し
れ
ぬ
。

こ
の
綱
目
の
目
次
は
十
五
巻
に
な
っ
て
い
る
が
、
本
文
は
ニ
 

十
巻
に
分
ち
、
分
巻
の
次
第
は
綱
目
と
本
文
と
の
間
に
卷
五
以
下
に
は
出
 

入
が
生
じ
て
い
る
。
本

文

巻

首

「
新
刊
直
音
傍
訓
纂
集
東
萊
毛
詩
句
解
巻
 

之
 
一/
{
|
セ
}宜

春

李

公

凱

仲

容

」
と
題
さ
る
。
卷
四
(尾
題
は
卷
 

三
)
以

下

「新
刊
」

の
二
字
な
く
、
巻
ニ
以
降
は
次
行
の
撰
者
題
署
が
な
 

い
。
左

右

双

辺

(
一
八
.三

X 
一
一
 
•
八
樋
)
有
界
十
三
行
、
行
廿
四
字
、 

注
小
字
双
行
。
経
文
に
句
点
.
四

声

点

.
傍
注
を
附
刻
し
、
標
識
は
墨
囲
 

白
文
、
注
末
音
注
の
標
字
は
陰
刻
。

版
心
線
黒
ロ
双
黒
魚
尾
、

「
詩
幾
フ
 

(
丁
附
)
」
。

裏
丁
左
上
欄
外
に
耳
格
あ
り
。

筐
貞
桓
の
字
に
は
末
画
を
欠
 

く
所
も
あ
る
が
、
欠
筆
は
極
め
て
緩
で
あ
る
。
巻
首
に
次
の
朱
彝
尊
(
号
 

は
竹
咤
)

の
手
識
一
葉
が
附
綴
さ
る
。

毛
詩
句
解
二
十
卷
宜
春
李
公
凱
仲

\

容
撰
宋
自
淳
熙
而
後
説
詩
者
率
遵

\

朱
子
之
伝
去
序
言
経
仲
容
独
取
呂
\
氏
之
書

麇括
以
淑
後
進
其
亦
異

乎

\

剿
説
雷
同
者
矣
是
編
購
之
呉
興
書

\

估
舟
中
原
序
失
去
稽
諸
袁
州
 

府
志
\
竟
没
而
不
書
無
従
放
其
官
閥
門

\

世
惜
矣
竹
咤
老
人
書
於
新
慄
 

斎
\
中
時
年
七
十
有
ニ
(
印
)
{
|
」又
「竹
)
(
印
)

§

^

)

「
朱
印
\
彝
尊
」
(如
)
「
銕
華
珍
賞
」
「
呉
興
陳
/
経
印
信
」
「
経
/
之
」 

r

陳
経

\

之
印

\

信
」
等
の
蔵
印
あ
り
。

陸

跋

に

「
竹
咤
所
蔵
後
帰
吾
郷
 

陳
抱
之
者
」
と
。

四
庫
未
著
録
。
黄

氏

「
千
頃
堂
書
目
」

に

「
公
凱
宜
春
人
字
仲
容
其
書
 

専
取
呂
氏
読
詩
紀
而
渠
括
之
」
と
出
て
い
る
。
本
書
は
郷
塾
初
学
者
用
の
 

平
易
な
注
釈
書
で
、
注
は
呂
祖
謙
の
注
を
簡
約
化
し
、
注
末
に
置
い
た
音
 

義
は
少
し
反
切
を
混
え
る
が
、
率

ね

直

音

(
反
切
を
用
い
ず
、
他
の
同
音
 

の
字
を
以
て
表
記
)
を
以
て
示
し
、
経
文
に
は
難
語
.
人

名

.
地
名
等
に
 

対
す
る
平
明
な
訓
義
の
言
い
変
え
の
一
両
宇
を
傍
記
し
、
且
つ
断
句
を
附
 

刻
し
、

一
読
し
て
経
意
を
曉
暢
し
易
か
ら
し
め
、
此

が

「
直
音
傍
訓
纂
集
」 

「
句
解
」
と
題
す
る
所
以
で
あ
る
。

著
者
の
履
歴
は
明
か
で
な
く
、

経
義
 

考
は
同
著
者
の
類
書
と
し
て
他
に
「
周
易
句
解
」
十
巻
、

「
纂
集
柯
山
尚
 

書
句
解
」

三
巻
を
あ
げ
、
千
頃
堂
書
目
を
承
け
て
元
人
と
し
て
い
る
。
し
 

か
し
こ
の
著
者
に
は
他
に
後
掲
の
宋
末
元
初
間
建
刊
の
「
附
音
傍
訓
論
語
 

句
解
」
が
伝
存
し
て
い
る
か
ら
、
宋
末
元
初
間
、
宋
人
と
看
做
し
て
よ
か
 

ろ
ぅ
。
本
版
は
他
に
所
在
が
知
ら
れ
て
い
な
い
。
瞿
氏
旧
蔵
北
京
図
書
館
 

現

蔵

の

「
直
音
傍
訓
毛
詩
句
解
」

二

十

巻

(
瞿

目

.
瞿
影
著
録
)
は
元
刊
 

と
著
録
さ
れ
て
い
る
が
、
書
影
で
見
る
限
り
で
は
明
初
の
刊
刻
の
よ
ぅ
に
 

思
わ
れ
る
。



礼
 

類

周

礼

一
二
卷
漢
鄭
玄
注
〔宋
孝
宗
朝
〕
刊
蜀
大
字
本
 

(静
嘉
堂
文
庫
蔵
)

存
卷
九
•
一 〇

ニ
冊
。
重
文
。
黄
書
録
.黄
 

識

•
汪

目

•
陸

志

•
陸
続
跋
著
録
。
新
補
金
砂
子
散
し
藍
色
絹
表
紙
(
三
 

ニ
.六
 >
<
ニ
ニ
.
ニ
糖
)
、
襯
紙
を
挾
め
る
改
装
本
。
卷

首

「
周
礼
卷
第
九
\
 

秋
官
司
寇
第
五
-

3

鄭
氏
注
」
と
題
す
。
左
右
双
辺
0

ー
三
.
八
>
<
ー
六
 

極
)
有
界
八
行
、
行
十
六
字
、
注
小
字
双
行
、
行
廿
ー
乃
至
廿
二
字
。
版
 

心

白

ロ

「
周

礼

幾

(
丁
付
)
」
。
上
象
鼻
に
大
小
字
数
、

下
象
鼻
に
、

王
 

厅
、
王
、
子
言
、
子
林
、
如
程
換
、
換
、
老
厅
、

恵
、

張
、

単
、

袁
、 

正
、
眉
、
楊
、
泉
、
南
、
田
、
丙
、
介
、
付
、
梁
、
元
、
員
、
丸
、
劉
、 

生
、
庚
、
隆
、
毛
、
大
、
志
、
呈
、
昌
、
友
等
の
刻
エ
名
が
刻
さ
る
。
玄
 

殷
恒
徴
譲
桓
慎
の
字
に
欠
筆
を
見
る
。
卷
九
第
四
葉
補
写
。
巻
末
に
黄
丕
 

烈
の
嘉
慶
十
九
年
及
び
翌
年
の
次
の
手
跋
二
通
が
附
綴
さ
る
。

倚
樹
吟
軒
楊
氏
余
幼
時

1
g

書
処
也
其
主
人
延
名
師

\

課
諸
子
有
伯
子
才
 

而
夭
余
就
読
時
与
仲
氏
偕
時

\

同
筆
硯
情
意
殊
投
合
也
其
家
有
残
宋
蜀
 

大
\
字
本
周
礼
秋
官
ニ
冊
蓋
書
友
詭
称
様
本
持
十
金
去
以
取
全
書
久
而
 

未
至
亦
遂
置
之
余

\

稍
長
喜
講
求
古
書
従
偕
時
乞
得
登
諸
百

\

宋
ー
廛
 

賦
中
偕
時
亦
不
以
余
為
豪
奪
也
客

\

歳
偕
時
病
歿
年
纔
五
十
有
四
従
此
 

失
一
良
友
\
甚
可
傷
也
余
今
春
耳
目
之
ヵ
漸
衰
偶
有

\

小
恙
即
畏
風
悪
 

寒
久
不
至
外
堂
日
於
楼
\
下
西
廂
静
坐
養

疴検
点
羣
書
偶
及
此
書
因

\

 

記
曩
事
如
此
人
往
風
微
覩
此
贈
物
益
増
\
傷
感
而
此
残
鱗
片
甲
独
見
蜀
 

本規勝似後来諸宋刻幸叨良友之 
贈
物
以
人
重
人
又
\
以
物
重
也
甲
戌
閏
二
月
一
日
復
翁
黄
丕
烈
\
識
時

積
雪
盈
庭
春
寒
透
骨

牕外

\

又
飄
 >
 未
止
也
奈
何
く
 く

(
黄
筆
)
余
年
来
家
事
日
増
精
神
日
減
校
書
一
事
久
廃
然
由
博

\

反
約

尚
喜
手
校
経
籍
此
周
礼
蜀
本
残
帙
向
未
校
出
今

\

秌新
収
残
岳
本
地
春

ニ
官
手
校
於
嘉
靖
本
上
因
復
校
\
此
秋
官
以
儷
之
周
礼
善
本
六
官
有
半

矣
豈
不
幸
哉
\

こ
亥
冬
孟
二
十
有
五
日
 

復
翁

首
尾
に
蒙
古
文
官
印
が
鈐
さ
れ
、
「
百
宋
ー
廛

J

i i
r黄
印

\

丕
烈
」

«

「
士
礼
\
居
蔵
」
{如
)
「復
\
翁
」
{如
)
「
汪
印
\
土
鐘
」
「

閬源
\
真
 

賞
」
「
宋
本
」

の
印
記
あ
り
。

黄

氏

の

「
百
宋
一
廛
賦
注
」
に
周
礼
ー
官
と
録
さ
れ
て
以
来
蜀
大
字
本
 

と
し
て
名
高
い
。
宇
大
な
る
こ
と
銭
の
如
く
、
字
様
剛
梗
に
し
て
精
刻
撫
 

墨
漆
黒
の
早
印
、
秋
官
上
下
の
零
巻
と
雖
も
完
本
の
所
在
を
知
ら
ざ
る
人
 

間
無
二
の
孤
本
に
し
て
、
宋
坊
刻
本
の
訛
誤
を
訂
し
得
る
勝
処
が
多
い
。 

欠
筆
は
慎
に
止
っ
て
、
敦
郭
椁
の
字
は
末
画
を
欠
か
ぬ
か
ら
、
恐
ら
く
孝
 

宗
朝
淳
熙
頃
、
遅
く
も
光
宗
紹
熙
の
鐫
刻
に
か
か
り
、
寧
宗
以
後
に
降
る
 

も
の
で
は
あ
る
ま
い
。
北
京
図
書
館
蔵
礼
記
注
(
存
卷
六
—

ニ
〇
、
中
版
 

録

222著
録
)
•
上
海
図
書
館
蔵
春
秋
経
伝
集
解
(
存

卷

九

.
一
〇
、

中
版
 

録

221著
録
)
、

四
部
叢
刊
に
影
印
さ
れ
た
孟
子
趙
岐
注
清
內
府
蔵
本
は
共
 

に
本
版
と
字
様
版
式
行
格
を
同
う
し
、
皆

「
九
経
三
伝
沿
革
例
」
に
謂
う
 

蜀
学
重
刻
大
字
本
に
該
当
す
る
蜀
版
で
あ
ろ
う
。
丕
烈
か
ら
汪
士
鐘
の
儲
 

に
転
じ
、
そ
の
後
は
陸
続
跋
に
日
く
 

r

汪
氏
之
書
道
光
末
散
出
、
其
精
品
 

多
帰
楊
至
堂
河
帥
、
其
奇
零
有
帰
上
海
郁
氏
者
、
余
从
上
海
郁
氏
得
」
と
。

周

礼

一
二
卷
漢
鄭
玄
注
〔南
宋
〕
刊

(〔建
安
〕)

附
音
重
 

言
巾
箱
本



(
足
利
学
校
遺
蹟
図
書
館
蔵
)

ニ
冊
。
重
文
。
森
志
著
録
。
新
補
梨
地
 

色

絹

覆

表

紙

(
ニ
1ー
.五

>
<
ー
六
.四
喱
)
、

栗

皮

色

後

補

表

紙

(
ー
ニ
><

一
五
.
五
喱
)
、
所
々
裏
打
修
補
を
加
え
、
も
と
胡
蝶
装
を
半
折
せ
ず

一

紙
 

の
右
端
を
綴
じ
た
横
長
線
装
本
に
改
装
さ
る
。
序
欠
。
巻
一
の
首
一
行
は
 

敗
損
し
、
各

巻

首

「
周
礼
卷
第
1
7
天
官

冡宰
下
 

周
礼
 

鄭
氏
注
」 

の
如
く
題
さ
る
。

尾

題

「
周
礼
卷
第
幾
」
、
或

は

「巻
第
幾
終
」
。

単
辺
 

(
間
々
双
辺
を
混
ゆ
、

九

>
<
六
喱
)
有
界
九
行
、
行
十
七
字
、

注
小
字
双
 

行
行
十
八
字
内
外
。
釈
音
重
言
重
意
本
で
、
注
末
に
被
釈
字
を
円
囲
(
稀
 

に
白
文
)
し
て
音
義
を
注
し
、
ま
た
円
囲
白
文
大
字
の
「
重
言
」
を
標
し
 

て
重
言
重
意
が
附
さ
る
。
版
心
線
黒
ロ
双

黒

魚

尾

「
し

(或
は
礼
)
幾
 

(
丁
付
)
」
。

左
上
欄
外
に
耳
格
が
あ
っ
て
小
題
を
刻
し
、

上
象
鼻
に
間
々
 

大
小
字
数
が
印
さ
る
。
欠
筆
は
厳
な
ら
ず
、
匡
恒
貞
桓
慎
の
字
に
或
は
欠
 

画
が
見
ら
れ
る
。

各

冊

首

に

「
万

秀

i H
g

g山
正
宗
寺
公
用

\

下
野
州
 

P

S I)
足
利
庄
\
学
校
之
\
常
住

\

文

安

六

年

己

己

/
六
月
晦
/
洛
陽
 

僧
\

砭愚
置
之
」
と
横
書
さ
る
。
末
に
文
化
十
三
年
の
狩
谷
掖
斎
.
近
藤
 

正
斎
の
左
の
手
跋
が
附
綴
さ
れ
て
い
る
。

宋
槧
附
音
重
言
周
礼
十
二
卷
其
卷
数

\

与
隋
書
経
籍
志
及
唐
開
石
経
宋
 

\
岳
河
刻
本
同

11?

1|
| |馬
融
所
注
\
又
為
士
ー
卷
後
来
王
粛
干
 

宝

伊

説

之

/

注

傅

玄

陳

邵

之

論

評

皆

仿
此

卷

数

/

| 1
| 8繼

| |雜

1 1 

雜

|^:卷
如
今
行
注
\
疏
本
永
懐
堂
注
本
妄
意
分
析
終
令
\

旧
時
之
面
目
 

不
可
復
見
矣
是
本
較

\

之
今
行
諸
本
訛
謬
皆
当
従
而
改
正

\

余
恐
日
久
 

為
敗
朽
作
筐
以
護
之
文
/
化
丙
子
七
月
七
日
湯
島
狩
谷
望
之
 

万
秀
山
正
宗
寺
在
常
州
久
慈
郡
増
井
村
夢
窗
弟
子

\

月
山
所
開
基
也
其
 

寺
所
蔵
有
古
本
数
種
如
左
伝

\

正
義
単
本
其
一
也
此
周
礼
意
是
本
係
正

宗
寺

\

所
蔵
後
転
致
之
野
庠
者
也
予
所
見
昌

嚳有
\
宋
板
周
礼
御
庫
有
 

元
板
韓
板
周
礼
狩
谷
氏
有
\
岳
珂
本
狩
谷
氏
将
作
周
礼
考
文
予
借
之
庠
 

主
\
以
使
対
校
之
聊
登
記
其
本
所
自
来
云
文
化
丙
子

\

秋
九
月
御
書
物
 

奉
行
近
藤
守
重
識
\
(
印
)
(
印
)

字
様
版
式
か
ら
見
て
、
建
安
坊
刻
の
附
釈
音
重
言
巾
箱
本
で
あ
る
。
避
 

諱
は
孝
宗
の
慎
に
止
っ
て
光
宗
の
惇
敦
以
降
に
及
ば
な
い
が
、
依
拠
せ
る
 

監
本
系
の
南
宋
前
期
刊
本
の
欠
画
に
襲
因
し
た
為
で
、
寧
宗
朝
以
後
の
刊
 

で
あ
ろ
ぅ
。
旧
京

601

62著
録
の
北
平
図
書
館
原
蔵
本
(
存
卷
七
丨
ー
ー
、 

今
台
湾
に
移
管
さ
れ
ず
)
は
同
版
ら
し
く
、
瞿
氏
旧
蔵
北
京
図
書
館
現
蔵
 

宋

刊

巾

箱

本

(
配
影
宋
抄
本
、
瞿

目

•
瞿
影
著
録
)
は
本
版
の
覆
刻
と
思
 

わ
れ
る
。
後
掲
の
国
立
国
会
図
書
館
蔵
礼
記
.
春
秋
経
伝
集
解
は
字
様
. 

行

格

•
版
式
を
同
ぅ
す
る
附
釈
音
重
言
巾
箱
本
に
し
て
、
共
に
同
系
類
の
 

建
安
坊
刊
本
で
あ
ろ
ぅ
。

周

礼

一

二

卷

漢

鄭

玄

注

〔南
宋
〕
刊

(〔建
安
〕)

附
音
重
 

言
重
意
互
注
本

(
静
嘉
堂
文
庫
蔵
)

存
卷
七
—
九

一

冊

。
陸
続
跋
著
録
。
新
補
栗
皮
 

色

表

紙

(
ニ
ニ
 >
<
ー
三
.
三
幄
)
、

金

鑲玉
装
、

元
料
紙
縦
ー
九
.六
涯
。 

本

文

巻

首

「
周
礼
卷
第
七

\

夏
官
司
馬
第
四
^

ハ
}
周

礼

綠

=

鄭
氏
註
」 

と
題
す
。

左

右

双

辺

(
一
三
•九

X九
龌
)
有
界
十
二
行
、

行
廿
三
字
、 

注
小
字
双
行
。
注
末
に
主
と
し
て
釈
文
に
よ
る
音
注
を
附
し
、
標
字
は
陰
 

刻
、
次

に

「
重
言
」
「
重
意
」
「
互
註
」
が
附
さ
れ
、
そ
の
標
識
は
大
字
墨
 

囲
陰
刻
、
そ
の
引
用
の
篇
名
は
小
字
陰
刻
。
版
心
線
黒
ロ
双
黒
魚
尾
「
周
 

し

幾

(
丁
付
)
」
。

上
象
鼻
に
大
小
字
数
が
印
さ
れ
、

左
上
欄
外
に
耳
格



が
あ
り
、
篇
名
が
標
記
さ
る
。
匡
恒
慎
敦
の
字
が
末
画
を
欠
く
。
巻
七
の
 

第

十

三

.
十
四
葉
欠
。

陸

氏

は

「
所
附
釈
文
以
白
質
黒
章
別
之
、
但
採
音
切
而
無
義
訓
、
与
_
 

刊
稍
別
、
宇
体
エ
整
与

婺本
点
校
重
意
重
言
互
注
尚
書
相

仿、
慎
字
敦
字
 

皆
欠
末
筆
、
当
為
寧
宗
時

婺州
刊
本
」
と
、
本
版
を

婺州
刊
本
と
推
定
し
 

た
。
し
か
し
本
版
の
字
様
は
明
か
に
建
安
体
で
、
陸
氏
が
比
較
し
た

婺本
 

尚
書
と
は
瞿
氏
旧
蔵
北
京
図
書
館
現
蔵
の

r

婺本
点
校
重
言
重
意
互
註
尚
 

書
」
(
瞿

目

.
瞿
影
著
録
)
を
指
す
よ
ぅ
で
あ
る
が
、

そ
れ
も
建
安
坊
刻
 

の
巾
箱
本
た
る
こ
と
は
明
か
で
、

r

婺本
」

の

冠

称

は

監

本

.
京

本

.
明
 

本

.
杭
本
等
と
共
に
そ
の
テ
キ
ス
ト
が
婆
本
に
拠
っ
た
と
自
称
す
る
底
本
 

を
示
す
書
肆
の
称
呼
に
す
ぎ
ず
、
そ
の
本
そ
の
も
の
の
発
行
地
と
一
致
す
 

る
こ
と
は
殆
ど
な
い
。
麻
沙
本
に
往
々
見
ら
れ
る
射
利
の
常
套
例
で
あ
 

る
。
北

京

図

書

館

蔵

の

r

婺州
市
内
巷
唐
宅
刊
」

の
刊
記
を
有
す
る
周
礼
 

注

の

婺州

刊

本

(
中
版
録

88
89著
録
)
は
字
様
等
は
本
版
と
全
く
異
る
。 

本
版
は
欠
筆
そ
の
他
か
ら
見
て
光
宗
寧
宗
間
の
建
安
坊
刻
本
で
あ
る
。
他
 

に
同
版
本
の
所
在
を
見
な
い
。

纂

図

互

註

周

礼

一
二
卷
附
周
礼
経
図
一
巻
漢
鄭
玄
注
〔南
 

末
末
〕
刊

(〔建
安
〕)

(
静
嘉
堂
文
庫
蔵
)

一
二
冊
。
陸

志

.
陸
続
跋
著
録
。
新
補
金
砂
子
散
 

し
藍
色
絹
表
紙
(
ニ
六
.五

X

一
六
握
)
、
金

鑲玉
装
、
元
料
紙
縦
ニ
ニ
樞
。 

首

に

「
周
礼
経
図
」
(
尾

題

「
周
礼
図
説
終
」
)
が
あ
り
、

王
国
経
緯

涂軌
 

図
以
下
伝
授
図
に
至
る
卅
九
図
を
収
め
、
次

に

「
周
礼
篇
目
」
を
掲
げ
て
 

首
目
一
冊
を
成
す
。
本

文

巻

首

「纂
図
互
註
周
礼
卷
第
一
/
天
官

冡宰
第

一
(下
に
陸
徳
明
音
義
日
の
双
注
を
挿
む
)
周
礼
鄭
氏
註
」
と
題
す
。 

巻
十
一
の
尾
題
の
み
は
「
互
註
周
礼
卷
第
十
一
」
。
左

右

双

辺

(
一
八
.四
 

>
<
ー
ー
.
七

|1)
有
界
十
ニ
行
、
行
廿
ー
字
、

注
小
字
双
行
、

行
廿
五
字
 

内
外
。
注
末
に
〇
を
以
て
隔
て
釈
文
に
よ
る
釈
音
(
標
字
は
墨
囲
せ
ず
) 

を
お
き
、
次
に
重

言

.
重

意

•
互

註

(
標
識
は
大
字
、
(

)

に
て
囲
み
、 

稀
に
墨
囲
陰
刻
)
が
附
さ
る
。
版
心
線
黒
ロ
双
黒
魚
尾
「
礼

幾

(
丁
付
)
」
。 

左
上
欄
外
の
耳
格
に
篇
名
と
そ
の
卷
次
丁
付
を
標
記
。
下
象
鼻
に
間
々
朱
 

明
王
刊
、
仔
夫
、
仁
、
成
、
于
、
生
、
堅
、
仁
、
斎
、
林
、
思
の
刻
エ
名
 

が
刻
さ
れ
て
い
る
。

匡
筐
恒
貞
義
桓
の
宇
欠
筆
。

「
古
爽
\
鳩
氏
」
等
の
 

印
記
あ
り
。

早
印
で
印
面
美
し
い
本
で
あ
る
が
、
字
様
に
か
な
り
元
刊
麻
沙
本
の
特
 

徴
が
見
ら
れ
る
末
末
の
建
安
坊
刻
版
で
あ
る
。
瞿
氏
旧
蔵
北
京
図
書
館
現
 

蔵

本

(
瞿

目

•
瞿
影
著
録
)
と
は
相
互
に
覆
刻
の
関
係
に
あ
り
、
彼
に
は
 

断
句
が
附
さ
れ
、
重
言
等
の
標
識
は
墨
囲
陰
刻
で
、
こ
の
本
は
彼
の
正
字
 

が
略
体
に
な
っ
て
い
る
所
が
多
い
。

周

礼

疏

五
〇
巻

漢

鄭

玄

注

.'.唐

賈

公

彦

等

疏

〔
宋

紹

興

乾

 

道
間
〕
刊

(両
浙
東
路
茶
塩
司
)

(無
窮
会
天
淵
文
庫
蔵
)

零
巻
(存
卷
四
七
.
四
八
)

〔元
.明
初
〕 

遁

修

一

冊

。
新

補

藍

色

表

紙

(
三
〇

.五

X

一
一

〇

喱
)
。
巻

四

七

が

雲

 

八
の
後
に
綴
じ
ら
れ
、
巻
四
七
は
第
一
七
—
三

三

(
尾
)
葉
、
巻
四
八
は
 

首
十
二
葉
と
第
一
四
.
一
五
.
ニ
ー
葉
が
存
す
る
に
す
ぎ
な
い
。
注
疏
合
 

刻
本
の
権
輿
と
言
わ
れ
る
、
両
浙
東
路
茶
塩
司
の
校
刊
に
よ
る
、
所
謂
越
 

刊
八
行
本
の
一
。
そ
の
中
で
こ
の
周
礼
疏
は
単
疏
本
の
旧
形
を
比
較
的
多



く
留
め
、
体
裁
の
不
斉
が
目
立
つ
の
で
、
八
行
本
中
最
初
の
開
板
と
目
さ
 

れ
、
恐
ら
く
紹
興
後
期
の
刊
、
遅
く
も
乾
道
前
期
と
推
定
さ
れ
る
。

こ
の
 

本
は
原
刻
と
宋
修
の
葉
は
僅
か
で
、
元
修
が
多
く
、
明
初
と
思
わ
れ
る
修
 

も
加
わ
っ
た
後
印
本
に
し
て
、
原

刻

.
宋
修
の
板
に
も
殆
ど
部
分
的
修
が
 

入
っ
て
い
る
。

本
版
に
は
故
宮
博
物
院
(
元
明
通
修
、

拙
著
著
録
)
•
北
 

京

図

書

館

(
宋
元
通
修
、

中
版
録

70著
録
)
.
北

京

大

学

図

書

館

(
存
ニ
 

七
巻
、
宋

牧

中

.
李
木
斎
旧
蔵
)
蔵
本
が
ぁ
る
。
詳
細
は
拙
著
参
照
。

附

釈

音

周

礼

註

疏

四
ニ
卷
漢
鄭
玄
注
唐
賈
公
彦
疏
唐
陸
 

徳
明
釈
文
〔元
〕
刊

首
に
賈
公
彦
の
周
礼
正
義
序
ぁ
り
。
本

文

巻

首

r

附
釈
音
周
礼
註
疏
巻
 

第
一
」
、

第

二

.
三

.
四

行

低

一

格

半

「朝
散
大
夫
行
太
学
博
士
弘
文
館
 

学
士
臣
賈
公
彦
等
奉

\

勅
撰

\

国
士
博
士
兼
太
子
中
允
贈
斉
州
刺
史
呉
県
 

開
国
男
臣
陸
徳
明
釈
文
」
と
題
す
。
巻
ニ
以
下
は
撰
者
題
署
は
次
行
低
五
格
 

「
鄭

氏

註

(

| ?祕
乃
)
賈
公
彥
疏
」
と
。
左
右
双
辺
(
ー
部
四
周
双
辺
、

ー 

九

ニ

>
<
ニ
一
.六
樋
)
有
界
十
行
、
行
十
七
字
、
註
疏
文
小
字
双
行
、
行
 

廿
三
字
。

版
心
白
ロ
双
黒
魚
尾
、

「
礼

流

幾

(
或
は
幾
フ
)
(
丁
付
)
」
。 

上
象
鼻
に
大
小
字
数
、
下
象
鼻
に
安
卿
、
以
清
、
以
、
王
英
玉
、
英
玉
、 

王
栄
、
栄
、
応
祥
、
君
善
、
君
錫
、
君
美
、

古
月
、

国
祐
、

子
明
、

寿
 

甫
、
住
郎
、
住
、
郎
、
智
夫
、
仲
高
、
天
易
、
天
錫
、
徳
元
、
徳
遠
、
徳
 

山
、
伯
寿
、
文
仲
、
文
一
、
文
、
和
甫
、
茂
の
刻
ェ
名
あ
り
。
左
上
欄
外
 

の
耳
格
に
は
篇
目
が
記
さ
る
。
巻
三
三
の
末
葉
の
版
心
の
中
縫
に
「泰
定
 

四
年
」

の
年
紀
が
刻
さ
れ
、
下
象
鼻
の
刻
ェ
名
は
王
英
玉
。

こ
の
年
紀
を
 

補
刻
年
と
解
す
る
説
も
あ
る
が
、

こ
の
葉
は
原
刻
で
刻
ェ
も
原
刻

H

で
あ

る
か
ら
、
論
語
註
疏
の
版
心
の
泰
定
四
年
の
年
紀
と
共
に
ほ
ぼ
刊
年
と
目
 

す
べ
き
で
あ
ろ
ぅ
。

十
行
本
注
疏
合
刻
本
の
一
。
本
版
の
板
木
は
明
に
入
っ
て
南
監
に
移
さ
 

れ
、
明
初
か
ら
正
徳
以
後
に
至
る
ま
で
修
補
が
幾
次
に
も
亙
っ
て
加
ぇ
ら
 

れ
重
印
さ
れ
た
。
現
存
本
は
皆
明
修
本
で
修
の
な
い
元
印
本
は
発
見
さ
れ
 

て
い
な
い
。
明
修
の
版
心
は
白
ロ
、
小
黒
ロ
、
粗
黒
ロ
、
或
は
単
辺
が
混
 

じ
る
。
字
数
刻
エ
名
が
な
く
粗
黒
ロ
で
耳
格
を
有
す
る
の
が
比
較
的
早
い
 

明
初
の
修
で
、
他
は
耳

格

.
字
数
が
な
い
。
最
も
多
い
の
は
正
徳
以
降
の
 

修
で
、
正
徳
六
年
、
正
徳
十
二
年
、
正
徳
十
三
年
の
年
紀
(
大
部
分
が
正
 

徳
十
二
年
)
が
印
さ
れ
、
刻
エ
名
、
或
は
校
者
名
或
は
版
下
鈔
者
名
が
記
 

さ
れ
て
い
る
。
た
だ
補
刻
年
紀
が
な
い
が
、
刻
エ
名
或
は
校
者
名
が
印
さ
 

れ
て
い
る
の
は
、
そ
の
刻
エ
名
が
有
年
紀
の
そ
れ
と
共
通
す
る
者
が
多
い
 

か
ら
、
ほ
ぼ
正
徳
年
間
か
そ
の
前
後
の
修
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
後
も
補
刻
 

が
な
さ
れ
、
修

年

.
刻
エ
名
の
な
い
正
徳
以
後
の
修
と
思
わ
れ
る
箇
所
が
 

か
な
り
多
い
。
明
修
の
校
者
版
下
鈔
者
名
は
陳
景
淵
謄
、
羅
陳
謄
、
羅
棟
 

抄

(
以
上
正
徳
六
年
)
、

懐
浙
胡
校
、

林
重
校
、
郷
林
重
校
、
運
司
蔡
重
 

校
。
修
補
刻
エ
名
は
、

一
生
、
栄
郎
、
王
進
富
、
王
良
富
、
王
仲
友
、
王
 

栄
、
王
元
保
、
王
才
、
王
ニ
、
王
四
、
華
福
、
基
郎
、
弓
三
、
堯
三
、
元
 

善

、
呉
珠
、
吳
盛
、
呉
一
、
呉
八
、
吳
景
春
、
江
栄
、
江
達
、
江
毛
、
江
 

長
深
、
江
元
富
、
江
四
、
江
貴
、
江
元
寿
、
江
盛
、
黄
文
、
黄
世
隆
、
才
 

ニ
、
細
ニ
、
蔡
仁
、
蔡
順
、
三
字
、
士
英
、
施
永
興
、
施
肥
、
謝
元
林
、 

謝
元
慶
、
朱
鑑
、
周
元
進
、
周
甫
、
周
甫
元
、
周
士
 "
周
士
名
、
周
同
、 

周
ニ
、
周
三
、
尚
且
、
曾
堅
、
詹
蓬
！
：、

張
祐
、

陳
徳
禄
、

陳
珪
、

程
 

亨
、
党
員
、
范
朴
、
范
元
升
、
范
元
福
、

范
元
昇
、

文
昭
、

文
旻
、

熊



山
、
熊
元
貴
、
熊
文
、
余
郎
、
余
堅
、
余
成
広
、
余
天
礼
、
余
富
、
余
天
 

進
、
余
添
進
、
余
環
、
楊
旦
、
楊
旺
、
楊
全
、
楊
俊
、
楊
四
、
葉
士
大
、 

士
大
、
葉
明
、
葉
再
友
、
葉
起
、
葉
ニ
、

葉
伯
起
、

葉
妥
、

葉
馬
、

陸
 

栄
、
陸
基
郎
、
基
郎
、
陸
起
青
、
陸
四
、

劉
長
宝
、

劉
昇
、

劉
立
、

劉
 

京
、
劉

三

(
単
名
は
省
略
)
。

(
静
嘉
堂
文
庫
蔵
)

明

遁

修

ニ

ニ

冊

。
陸
志
著
録
。
淡
褐
色
地
水
玉
 

ぼ
か
し
文
様
表
紙
(
二
八
.
八

X

一
七
糖
)
、
金

鑲玉
装
、
元
料
紙
縦
ニ
六
. 

五
_
。
版
心
の
正
徳
の
年
紀
の
箇
所
が
削
除
さ
れ
、
原
刻
の
葉
は
少
く
、 

正
徳
後
の
修
も
加
っ
て
い
る
。

(内
閣
文
庫
蔵
)

明
遁
修
ニ
〇
冊
。
新
補
茶
色
表
紙
(ニ
四
•五

X

 

一
六
.
五
極
)
。
裏
打
改
装
。
正
徳
以
後
の
修
が
入
っ
て
い
る
。

(
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
蔵
)

明

遁

修

一

六

冊

。
後
補
茶
色
表
 

紙

(
ニ
八
.
三
>
<
ー
八
ニ
1
)
。
卷
ー
四
の
第
三
葉
と
卷
ー
六
の
第
ニ
ニ
. 

一
四
葉
は
欠
葉
、
巻
 一
◦

の
第
一
四
葉
は
補
写
。
正
徳
後
の
修
も
入
り
、 

元
刻
の
原
刻
の
葉
は
無
き
に
近
い
。
経
文
に
は
江
戸
初
頃
の
藍
色
句
点
と
 

朱
訓
点
が
附
さ
れ
、

所
々
朱
筆
の
校
字
が
書
入
さ
る
。

「
佐
伯
矣
毛
利

\

 

高
標
字
培
松

\

蔵
書
画
之
印
」

r

昌
平
坂

\

学
問
所
」
の
印
記
を
有
し
、 

佐
伯
藩
主
毛
利
高
標
旧
蔵
献
納
本
で
、
維
新
後
昌
平
黌
か
ら
流
出
し
た
も

の
で
あ
る
。

(東
京
大
学
附
属
図
書
館
蔵
)

明
通
修
一
四
冊
。
後
補
縹
色
表
紙
 

(
ニ

六

•
六
 >
<
ー
五
.
三
龌
}
、
所
々
裏
打
。
正
徳
後
の
修
が
加
り
、
前
掲
本
 

と
同
程
度
の
後
刷
。
卷
中
補
写
を
混
え
、
所
々
江
戸
期
の
朱
点
朱
引
朱
墨
 

の
訓
点
及
び
校
注
や
諸
注
の
抄
録
書
入
が
存
す
る
。
「
東
淵

\

文
庫
」
「
や
 

す
む
ら
」
「
南
葵
/
文
庫
」

の
蔵
印
。
小
中
村
清
矩
旧
蔵
本
。

同
版
本
に
は
他
に
国
立
中
央
図
書
館
(
拙
著
著
録
)
•
故
宫
博
物
院
楊
 

氏
観
海
堂
(
欠
首
六
巻
、
拙
著
著
録
)
•
北
京
図
書
館
.
上
海
図
書
館
蔵
本
 

や

劉

影

.
傅

目

(
欠
卷
四
—
九
)
著
録
本
等
が
あ
る
。

礼

経

会

元

四
卷
宋
葉
時
撰
元
至
正
ニ
六
年
(
一
三
六
六
) 

序

刊

(
江
浙
儒
学
•
潘
元
明
)

(
お
茶
の
水
図
書
館
蔵
)

四
冊
。
徳
富
氏
成
簣
堂
文
庫
旧
蔵
。
室
町
時
 

代
の
縹
色
古
表
紙
(
ニ
六
.
八
 >
<
ー
七
.
七

犍)
。
書

題

簽

「
周
礼
会
元
幾
」
。 

料
紙
は
や
や
厚
手
の
黄
紙
。
首
に
至
正
こ
已
中
種
日
栄
禄
大
夫
江
浙
行
 

省
右
丞
兼
同
知
行
枢
密
院
事
海
陵
潘
元
明
序
、
至
正
二
十
六
年
歳
丙
午
正
 

月
甲
辰
後
学
臨
海
陳
基
序
の
両
序
、
至
正
二
十
五
年
八
月
吉
日
六
世
孫
将
 

仕
郎
江
浙
等
処
儒
学
副
提
挙
葉
広
居
百
拝
謹
の
「
竹
埜
先
生
伝
」
、

次
に
 

「
礼
経
会
元
目
録
」
が
あ
る
。
本

文

卷

初

首

行

「礼
経
会
元
第
一
巻
」
、
次
 

行
低
一
格
小
字
を
以
て
、

「
宋
龍
図
閣
学
士
光
禄
大
夫
贈
開
府
儀
同
三
司
 

南
陽
郡
開
国
公
食
邑
ニ
千
一
百
戸
食
実
封
一
百
戸
謚
文
康
葉
時
著
」
と
題
 

す
る
。
左
右
双
辺
(
ニ
〇
.
ー
ー
>
<
ニ
1ー
.
七
粳
)
有
界
十
ー
行
、
行
廿
四
字
。 

圏

点

.
傍
線
附
刻
。
版
心
小
黒
ロ
双
黒
魚
尾
、
「
礼
経
会
元

S

巻

(
丁
 

付
)
」
。
上
象
鼻
に
は
多
く
大
小
字
数
が
あ
り
、
稀
に
下
象
鼻
に
存
す
る
こ
 

と
も
あ
る
。
「
慶
福
院
」
「
徳
富

\

猪
印
」
「
蘇
峰

\

審
定
」

®

「
天
下
之
 

公

\
宝
須
愛
護
」
「
蘇
\
峯
」
等
の
蔵
印
。

序
に
よ
れ
ば
葉
時
の
裔
孫
た
る
江
浙
儒
学
副
提
挙
広
居
が
本
書
の
遺
藁
 

を
献
じ
た
機
会
に
、
江
浙
行
中
書
右
丞
の
潘
元
明
が
、
旧
版
廃
さ
れ
て
已
 

に
久
し
い
の
で
、
命
じ
て
重
刊
せ
し
め
た
も
の
で
あ
る
。
序
に
云
ぅ
旧
版
 

(
宋
刊
か
)
は
伝
存
を
聞
く
所
が
な
い
。

同
版
本
に
は
故
宮
博
物
院
(
三



部
、

拙
著
著
録
)
.
米
国
国
会
図
書
館
蔵
本
や
瞿
目
瞿
影
.
繆

記

•
羅
録
 

著
録
本
が
あ
る
。

静

嘉

堂

文

庫

.
蓬
左
文
庫
•
故
宮
博
物
院
(別
蔵
). 

中
央
図
書
館
蔵
本
の
如
き
本
版
の
覆
刻
に
近
い
明
刊
本
(
白
ロ
)
が
よ
く
 

こ
の
元
版
と
間
違
わ
れ
て
い
る
。
莫

録

•
丁

志

•
莫
跋
著
録
本
は
本
版
か
 

そ
れ
と
も
覆
刻
本
か
明
か
で
な
い
。

こ
の
本
に
は
巻
一
に
は
全
巻
室
町
期
 

の
朱
点
朱
引

Y
稀
に
墨
筆
の
返
点
逃
仮
名
、
他
は
所
々
朱
点
朱
引
が
附
さ
 

れ
て
い
る
。
首
冊
表
紙
見
返
に

是
書
元
槧
最
精
而
最
保
存
原

\
板
之
状
態
者
也
須
十
襲
珍
重
也

\

明
治

四
十
一
年
八
月
初
ニ

\

際
于
暴
涼
而
瞥
見
記
之

\

蘇
峰
道
人
 

の
識
語
が
あ
り
、
ま

た

r

此
書
豆
州
某
寺
ニ
於
テ
獲
焉
云
々
」
と
本
帙
入
 

手
の
経
緯
を
記
せ
る
明
治
四
十
年
八
月
念
一
附
の
蘇
峰
の
卷
書
一
通
が
添
 

附
さ
れ
て
い
る
。

儀
礼
図
一
七
巻
儀
礼
旁
通
図
一
巻
附
儀
礼
一
七
巻
(図
)
宋
 

楊

復

撰

〔
元
〕
刊

(謝
子
祥
)

儀

礼

図

は

首

に

「
_
庵
朱
文
公
乞
修
三
礼
奏
劉
」
、

紹
定
戊
子
正
月
望
 

日
秦
溪
楊
復
序
の
自
序
、
次
に
一
格
を
低
し
て
〔
大
淵
献
之
歳
〕
長
至
前
 

五
日
寧
徳
陳
普
謹
序
の
序
、

「
儀
礼
図
目
録
」
を
お
き
、

本

文

巻

首

「
儀
 

礼
図
第
一
」
と
題
す
。

旁

通
図
は
本
文
巻
首
「儀
礼
旁
通
図
」
、

末

「
旁
 

通
図
終
」
と
題
す
。
儀

礼

は

首

に

景

徳

ニ

年

の

「
中
書
門
下

蹀」
及
び
 

「
儀
礼
篇
目
」
を
列
し
、

本

文

巻

首

「儀
礼
卷
第
一
」
と
題
さ
る
。

左
右
 

双

辺

(
約
一
七
.
七

X

一
一
.
八
極
)
有
界
十
行
、
行
廿
字
、
注
小
字
双
行
。 

版
心
白
ロ
 
(時
に
線
黒
ロ
)
双
黒
魚
尾
「儀

(

仪
)
礼
幾
(幾
フ
)

(丁
 

付
)
」
、
上
象
鼻
に
大
小
字
数
、
下
象
鼻
に
刻
ェ
名
あ
り
。
明
修
は
単
辺
、

稀
に
双
辺
、
版
心
は
粗
黒
ロ
 
(
概
ね
校
者
名
刻
エ
名
な
し
)
或
は
白
□
単
 

黒
魚
尾
、
字
数
な
く
、
上
象
鼻
或
は
時
に
中
縫
に
、
周
何
校
、

閩何
校
、 

林
重
校
、
蔡
重
校
、
李

紅

謄

(
抄
)

の
校
手
や
鈔
手
名
が
記
さ
れ
、
間
々
 

正
徳
六
年
、
正
徳
十
二
年
、
正
徳
十
六
年
、
正
徳
年
の
補
刊
年
が
刻
さ
れ
、 

後
印
本
に
は
修
補
年
が
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
正
徳
十
六
年
後
の
修
補
も
 

加
っ
て
い
る
ょ
ぅ
で
あ
る
。
刻

H

名
は
、
(
原
刻
)
王
君
粋
、
君
粋
、
君
、 

漢
臣
、
臣
、
希
孟
、
希
、
孟
、
季
和
、
季
、
和
、
子
興
、
子
応
、
子
仁
、 

時
中
、
時
、
中

Y
宗
文
、
宗
、
昭
甫
、
昭
、

進
秀
、

進
、

智
文
、

鄭
七
 

才
、
七
才
、
徳
謙
、
謙

、
徳
、
伯
玉

Y
玉
、
范
興
、
文
甫
、
文
、
叔
、 

貢
、
中
、
興
、
(
明
修
、
単
名
省
略
)
袁
連
、
袁
璉
、

王
栄
、

王

才

(
正
 

徳
十
二
年
)
、
王
元
保
、
王
進
富
、
郭
泗
、
兼
雄
、
堅
利
、
江
達
、
江
栄
、 

江
元
貴
、
江
四
、
江
富
、
江
元
富
、
江
元
、
江
貴
、
呉
仏
申
、
呉
一
、
呉
 

三
、
呉
元
清
、
呉
珠
、
呉

春

五

(
正
徳
六
年
)
、
黄
文
、

黄
仲
"

蔡
順
、 

再
友
、
子
九
、
施
肥
、
施
永
興
、
朱
鑑
、
周

同

(
正
徳
十
二
年
)
、
世
澄
、 

清
四
、
詹
蓬
適
、
詹
蓬
頭
、
詹
弟
、
曾
椿
、
曾
堅
、
仲
千
、
張
尾
郎
、
張
 

祐
、
陳
泗
、
陳
徳
禄
、
陳
挂
、
福
朱
、
仏

貞

c

正
徳
十
二
年
}
、
文

昭

(
正
 

徳
十
二
年
)
、
熊
山
、
余
添
環
、
余
文
貴
、
余

富

(
正
徳
十
二
年
)
、
余
富
 

一
、
余
郎
、
余
成
、
余
成
広
、
成
広
、

楊
旺
、

楊
四
、

楊
俊
、

楊
尚
旦
 

(
正
徳
士
ー
年
)
、
葉
一
一
、
葉

文

祐

(
正
徳
六
年
)
、
葉
甫
友
、

葉
馬
、

葉
 

釆
、
葉
金
、
陸
三
、
陸
四
、
陸
栄
、

陸
栄
郎
、
陸
貴
青
、

陸
基
郎
、

基
 

郎
、
陸
記
青
、
劉

景

福

(
正
徳
六
年
)
、
劉

立

(
正

徳

六

•
十
二
年
)
。

陳

普

の

序

に
r

大
淵
献
之
歳
昭
武
謝
子
祥
刊
儀
礼
本
経
十
七
篇
及
信
斎
 

楊
氏
図
」
と
記
す
如
く
、
昭
武
の
謝
子
祥
が
復
の
図
及
び
傍
図
と
儀
礼
経
 

文
を
併
せ
刻
し
た
も
の
で
、
明
に
入
っ
て
そ
の
板
木
が
南
監
に
移
管
さ
れ



た
。

「
明
南
雍
経
籍
考
」
に

「
十
三
経
註
疏
刻
於

閩者
独
欠
儀
礼
、

以
楊
 

復
図
説
補
之
」
と
記
さ
れ
て
い
る
如
く
、
所
謂
十
行
本
註
疏
合
刻
本
に
は
 

儀
礼
を
欠
く
の
で
、
本
版
を
以
て
代
用
し
、
南
監
に
於
て
他
の
十
行
本
と
 

同
様
幾
次
に
も
亙
っ
て
修
補
を
加
え
て
刷
ら
れ
た
。
従
っ
て
明
修
の
刻

H

 

は
十
行
本
注
疏
の
明
修
の
そ
れ
と
共
通
し
て
い
る
。
北
平
図
書
館
原
蔵
本
 

(
欠
図
、
拙
著
著
録
)
を
除
い
て
、

伝
本
は
皆
明
遁
修
本
で
あ
る
。

刻

H

 

名
の
な
い
粗
黒
ロ
の
箇
所
は
正
徳
以
前
の
明
前
期
の
修
と
思
わ
れ
る
。
刊
 

年
に
つ
い
て
、

陳

普

序

は

r
大
淵
献
之
歳
」
(
亥
)
と
云
ぅ
の
み
で
詳
か
 

で
な
い
が
、
普

は

延

祐

ニ

年

(
一
三
一
五
)
に
卒
し
て
い
る
か
ら
、
そ
れ
 

以
前
で
あ
る
。
従
来
一
部
の
書
目
で
本
版
を
宋
版
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
 

非
な
る
こ
と
は
本
版
の
刻
エ
名
か
ら
も
明
瞭
で
あ
る
。
刻

H

名
か
ら
検
討
 

す
れ
ば
、
王

君

粋

.
漢

臣

•
希

孟

.
季

和

•
子

応

•
子

興

.
子

仁

•
時
 

中

.
智

文

.
鄭

七

才

•
徳

謙

.
伯

玉

.
文
甫
の
殆
ど
全
員
が
興
文
署
刊
と
 

言
わ
れ
る
胡
三
省
注
資
治
通
鑑
及
び
通
鑑
釈
文
辨
誤
、
伯
玉
が
宋
福
唐
郡
 

刊
前
後
漢
書
の
大
徳
修
、
王

君

粋

.
伯
玉
が
至
大
年
間
福
州
三
山
郡
庠
刊
 

通
志
、
文
甫
が
至
大
間
江
浙
行
省
刊
書
学
正
韻
、
子

仁

.
宗

文

.
文
南
が
 

泰
定
元
年
西
湖
書
院
刊
文
献
通
考
、
子
仁
が
天
歴
元
年
刊
范
文
正
公
集
. 

越
刊
周
礼
疏
の
元
修
•
元
末
刊
春
秋
胡
氏
伝
、
宗
文
が
後
至
元
ニ
年
序
刊
 

慈
溪
黄
氏
日
抄
.
同
古
今
紀
要
•
明
洪
武
刊
古
史
、
文
甫
が
後
至
元
六
年
 

刊
玉
海
、
王

君

粋

.
子

興

.
時
中
、
七
才
が
十
行
本
附
釈
音
毛
詩
註
疏
に
 

そ
れ
ぞ
れ
そ
の
名
が
見
え
る
。
本
版
は
刻
ェ
か
ら
考
え
て
も
、
延
祐
三
年
 

以
前
の
刊
と
し
て
支
障
は
な
い
が
、
子

仁

.
宗
文
が
元
末
明
初
の
刊
刻
、 

特
に
宗
文
が
洪
武
と
目
さ
れ
る
古
史
に
そ
の
名
が
見
ら
れ
る
の
は
そ
の
生
 

存

期

間

が
長
す
ぎ
る
難
点
が
生
ず
る
。
た
だ
両
名
は
他
の
書
の
例
か
ら
見

て
、
同
名
異
人
が
存
在
し
て
い
た
疑
い
が
あ
る
。
延
祐
ニ
年
以
前
の
亥
年
 

と
す
れ
ば
至
大
四
年
か
大
徳
三
年
の
刊
で
あ
ろ
ぅ
か
。
本
書
に
は
故
官
博
 

物

院

蔵

•
北
平
図
書
館
原
蔵
.
南
京
図
書
館
(
盡
影
著
録
)
蔵
本
の
如
き
、 

正
徳
年
間
の
修
が
未
だ
入
ら
ぬ
明
前
期
修
の
本
版
を
覆
刻
せ
る
崇
化
余
志
 

安
勤
有
堂
の
刊
記
を
有
す
る
明
前
期
刊
本
が
あ
り
、
往
々
本
版
或
は
元
刊
 

本
と
誤
認
さ
れ
て
い
る
。

(静
嘉
堂
文
庫
蔵
)

至
明
正
徳
通
修
一
八
冊
。
陸
志
著
録
。
新
補
丁
 

子
色
地
墨
流
文
様
表
紙
(
二
八
.
七
 >
<
ー
七

|1}
、
金

鑲玉
装
、
原
料
紙
縦
 

ニ
六
.五
極
。

卷
七
第
四
葉
、
巻
ニ
ー
第
十
葉
補
写
。

版
心
上
象
鼻
の
正
 

徳
の
修
補
年
の
印
さ
れ
て
あ
る
所
が
切
り
と
ら
れ
て
別
紙
で
補
貼
さ
れ
て
 

い
る
。
匆
エ
名
か
ら
見
て
恐
ら
く
正
徳
十
二
年
ま
で
の
修
で
あ
っ
た
ら
し
 

く
、
次
掲
の
内
閣
文
庫
蔵
本
に
比
す
る
と
、
そ
の
修
の
葉
が
こ
の
本
で
は
 

未
だ
原
刻
の
ま
ま
で
あ
る
所
が
か
な
り
残
っ
て
い
る
。
管
見
に
入
っ
た
本
 

版
の
諸
本
中
儀
礼
経
文
本
の
首
に
中
書
門
下
牒
の
あ
る
の
は
こ
の
本
の
み
 

で
あ
る
。

(内
閣
文
庫
蔵
)

存
儀
礼
図
一
七
巻
明
遁
修
九
冊
。
森
志
著
録
。 

茶
色
表
紙
(二
八

X

一
八
極
)
。

原
刻
は
漫

漶甚
し
き
後
刷
本
で
、

正
徳
 

後
の
修
刻
も
加
っ
て
い
る
よ
ぅ
で
あ
る
。
江
戸
期
の
朱
墨
両
様
の
校
合
書
 

入
が
な
さ
れ
て
い
る
。
「昌
平
坂

\

学
問
所
」

の
印
記
あ
り
。

本
版
に
は
他
に
元
印
の
北
平
図
書
館
原
蔵
本
(
欠
楊
復
図
)
を
始
め
、 

中

央

図

書

館

(
三
部
、

一
は
儀
礼
図
の
み
、

一
は
欠
楊
復
図
)
.
香
港
大
 

学

(
劉
影
著
録
、

以
上
拙
著
著
録
)
.
北

京

図

書

館

(
三
部
、

一
は
欠
正
 

文
)
.
上
海
図
書
館
.
南

京

図

書

館

(
丁
志
著
録
)
.
米
国
国
会
図
書
館
. 

ハ

ー

パ

ー

ド
大
学
燕
京
研
究
所
(存
正
文
)
蔵
本
、
王
記
(晉
府

等
旧



蔵
)
•
羅

録

.
繆

記

(
欠
図
)
•
傅

目

(
存
正
文
)
.
莫

編

.
蔣
志
著
録
本
等

が
あ
る
。儀

礼

〔集
説
〕

一

七

卷

元

敖

継

公

撰

元

大

徳

五

年

(
一
三
〇
 

一
)

序
刊

(
静
嘉
堂
文
庫
蔵
)

一
六
冊
。
陸

志

•
陸
続
跋
著
録
。
新
補
金
砂
子
散
 

し

黒

色

表

紙

(
三
〇
.
四
>
<
ニ
ー
糖
)
、

襯
紙
を
挾
み
、

原
料
紙
縦
ニ
七
. 

ニ
握
。
首
に
大
徳
辛
丑
孟
秋
望
日
長
楽
敖
継
公
謹
序
の
「儀
礼
集
説
序
」
、 

巻
末
に
大
徳
辛
丑
仲
秋
望
日
長
楽
敖
継
公
書
の
自
跋
が
附
さ
る
。
本
文
巻
 

首

「
儀
礼
巻
第
一
\

i i2

敖
継
公
集
説
\
士
冠
礼
第
一
」
、
毎

巻

尾

「
儀
 

礼
卷
第
幾
」
と
題
し
、
巻

一

.
ニ
、
十

一

•
十
二
を
除
く
毎
巻
末
に
正
誤
 

が
附
さ
る
。
左

右

双

辺

(
ニ
ニ
.
ニ

X

一

六

.
五
極
)
有
界
十
二
行
、
行
十
 

八
字
、
注
文
低
一
格
単
行
大
字
。
版
心
線
黒
ロ
単
黒
魚
尾
、
「
儀
礼
巻
幾
 

(
丁
付
)
」
、
上
象
鼻
に
大
小
字
数
、
下
象
鼻
に
王
栄
、
王
興
、
汪
恵
、
恵

、 

汪
、
共
之
、
共
、
系

(
孫
)
元
、
元
、
斉
明
、
明
、
徐
永
、
徐
、
永
、
徐
 

涑、
舒
関
俚
、
孫
仁
、
孫
、
尤

(
沈
)
尔
、
尔
、
沈
、
茅
文
、
□
□
得
、 

文
、
金
、
乙
、
銭

、
蘇
、
董
、
釆
、
高
、
禹
、
何
、
顚
、
廿
の
刻

H

名
が
 

刻
さ
れ
て
い
る
。
巻
八
の
第
一
〇
 
一
*

〇

二
葉
補
写
。
「
田
耕
\
堂
蔵
」 

等
の
蔵
印
あ
り
。

本
版
は
大
字
堂
々
、

こ
の
本
は
早
印
に
し
て
撫
墨
清
麗
の
趣
を
有
し
、 

同

版

本
に
は
故
宮
博
物
院
(
沈
氏
研
易
楼
旧
蔵
、

王
記
著
録
)
.
香
港
大
 

学

•
中
央
図
書
館
蔵
本
(
以
上
拙
著
著
録
)
、
北
平
図
書
館
原
蔵
本
(
旧
京
 

71
1

74著
録
、
台

湾

に

移

さ

れ

て

い

な

い

)
や

鄞范
氏
天
ー
閣
書
目
内
 

編

•
葉
志
莫
編
莫
跋
著
録
本
が
あ
る
。
本
版
と
刻
ェ
を
同
じ
く
す
る
元
槧

本
を
挙
げ
れ
ば
、
大
徳
四
年
太
医
院
刊
大
徳
重
校
聖
済
総
録
(
汪
恵
、
斉
 

明
、
茅
文

y

十
行
本

註

疏

類

(
王
栄
、
汪
恵
、
孫
仁
)
、
宋
刊
本
の
元
修
 

に
は
、
宋

文

鑑

(
王
栄
、
王
興
、
斉
明
)
、

資

治

通

鑑

目

録

(
汪
恵
、

斉
 

明
、
徐
永
)
、
史

記

集

解

(
王
興
、
茅
文
)
、
所

謂

眉

山

七

史

(
王
興
、
汪
 

恵
、
王
栄
、
斉
明
、
徐
永
)
、
両
淮
江
東
転
運
司
刊
三
史
(
王
興
、
王
栄
、 

系
元
、
斉
明
)
、
国

語

(
系
元
、
斉
明
)
、
説

文

解

字

(
孫
元
、
斉
明
)
が
 

ぁ
る
。
ま
た
汪
恵
が
越
刊
八
行
本
尚
書
正
義
の
元
修
、
王
栄
が
越
刊
八
行
 

本
孟
子
注
疏
の
元
修
及
び
元
刊
覆
宋
唐
書
、
斉
明
が
宋
刊
儀
礼
経
伝
通
解
 

の
元
修
、
徐
永
が
宋
刊
増
修
互
註
礼
部
韻
略
の
元
修
、
孫
仁
が
元
刊
大
一
 

統
志
に
見
え
る
。
従
っ
て
刻

H

名
か
ら
も
本
版
が
大
徳
年
間
の
刊
た
る
こ
 

と
を
傍
証
し
得
る
。

以
上
の
刻

H

の
殆
ど
は
元
の
西
湖
書
院
に
移
さ
れ
た
南
宋
公
使
庫
本
類
 

の
板
木
を
同
院
で
修
刻
し
た
時
の
刻

H

で
、
且

つ

「
西
湖
書
院
重
整
書
目
」 

に
は
本
書
が
著
録
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
本
版
は
西
湖
書
院
で
上
梓
さ
れ
た
 

か
、
少
く
と
も
同
院
に
板
木
が
置
か
れ
た
こ
と
は
確
実
で
ぁ
る
。
明
代
に
 

そ

の

板

木

が

南
監
に
移
さ
れ
、

明

南

雍

経
籍
考
に
「
儀
礼
集
説
十
七
巻
 

l l

5s
s $一
面
」
と
録
さ
れ
て
ぃ
る
。

礼

記

ニ
〇
卷

漢

鄭

玄

注

唐

陸

徳

明

釈

文

〔南
宋
〕
刊

(
〔
建
 

安
〕
)

附
釈
音
重
言
巾
箱
本

(
国
立
国
会
図
書
館
蔵
)

欠

卷

ー

五

一

九

冊

。
後

補

標

色

表

紙

(

一  

〇

.
八
 >
<
七
.
一
ー
粳
)
、

裏
打
修
補
が
施
さ
れ
、

書

外

題

に

「
礼
記
注
幾
」 

と
。
本

文

巻

首

「
礼
記
巻
第
一

\

曲
礼
上
第
一
」
と
題
し
、
第
三
行
低
一
 

格
を
以
て
陸
日
の
小
字
双
行
注
を
お
き
、
第

四

行

低

ニ

格

「
礼

記

(
下
に



陸
日
の
小
字
双
行
注
を
挾
む
)
鄭
氏
注
」
と
題
す
。
巻

ニ

以

下

は

「
礼
記
 

卷
第
幾
/
小
題
第
幾

(II

格
)
鄭
氏
注
」
と
題
さ
る
。
四

周

双

辺

(
九

*

X

六

*

極
)
有
界
九
行
、

行
十
七
字
、

注
小
字
双
行
、
行
十
八
字
。
注
 

末
に
釈
文
に
よ
る
音
注
(
標
字
は
圏
を
以
て
囲
む
)
、
次

に

「
重
言
」
(
標
 

字
は
大
字
墨
囲
陰
刻
)
が
附
さ
る
。
版
心
線
黒
ロ
双
黒
魚
尾
「
己

幾

(
丁
 

付
)
」
。
左
上
欄
外
に
耳
格
が
あ
っ
て
篇
名
が
刻
さ
る
。
匡
筐
恒
榧
貞
偵
徴
 

桓
慎
惇
敦
の
字
は
或
は
末
画
を
欠
く
が
、
寧
宗
の
郭
椁
等
は
欠
筆
を
し
て
 

い
な
い
。
巻
三
第
三
裏
葉
を
欠
き
、
間
々
*
蝕
破
損
の
箇
所
が
あ
る
。

字
画
繊
細
雕
刀
精
整
の
建
刊
小
字
巾
箱
本
に
し
て
、
後
掲
の
同
館
蔵
春
 

秋
経
伝
集
解
の
重
言
巾
箱
本
と
は
同
類
で
、
刊
者
を
同
じ
う
す
る
も
の
で
 

あ
ろ
う
。
他
に
同
版
本
の
伝
本
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

慕

図

互

註

礼

記

ニ

〇
巻

礼

記

挙

要

図

一

巻

漢

鄭

玄

注

唐

陸

 

徳

明

釈

文

〔
南
宋
〕
刊

(
〔
建
安
〕
)

(
静
嘉
堂
文
庫
蔵
〕

一
六
冊
。
陸

志

.
陸
続
跋
著
録
。
新
補
金
切
箱
散
 

し

黄

絹

表

紙

(
ニ
三

X

一 
五
.五
缠
)
、
裏
打
或
は
襯
紙
を
挾
ん
で
改
装
、 

原
料
紙
縦
ニ
ニ
.
三
極
。

首

に

「
礼
記
篇
目
」
(
跨
行
)
、

次

に

「
礼
記
挙
 

要
図
」
が
あ
っ
て
首
目
一
冊
を
な
す
。
但
し
図
の
第
五
.
六
丁
の
二
葉
は
 

補
写
、

こ
の
補
写
は
同
系
本
に
よ
ら
ず
別
系
本
に
よ
っ
て
写
さ
れ
て
い
 

る
。
本

文

巻

首

r

纂
図
互
註
礼
記
第
一

\

曲

礼

上

第

一

(
下

に

r
〇

陸
徳
 

明
音
義
日
」

の
小
字
双
行
注
)
\

s

3

礼

記

(
下

に

「
陸
日
」

の
小
字
双
 

行
注
^

^

格
一
鄭
氏
註
し
ハ
卷
ニ
以
下
は
第
三
行
ュ
鮮
ハ
一
礼
記
綠
^

鄭
 

氏
註
」
と
題
す
。
篇
名
前
に
在
り
、
次
に
礼
記
鄭
氏
注
と
題
す
る
の
は
唐
 

石
経
の
旧
式
を
遺
し
て
い
る
。
左

右

双

辺

(
一
七
.
八

X

一
一
.
七
缠
)
有

界
十
一
行
、
行
廿
ー
字
、
注
文
小
字
双
行
、
行
廿
五
字
内
外
。
鄭
注
の
次
 

に
陸
氏
釈
文
を
置
き
、
標
字
は
圏
を
以
て
囲
み
、
鄭
注
な
き
場
合
は
「陸
 

日
」
を
以
て
之
を
別
ち
、
釈

文

下

に

「
重
言
」
「
重
意
」
「
互
註
」
を
墨
囲
 

陰
刻
の
標
識
を
以
て
掲
げ
る
。版
心
線
黒
ロ
双
黒
魚
尾
「
記

幾

(
丁
付
)
」
。 

左
上
欄
外
に
耳
格
あ
り
篇
名
卷
数
丁
付
が
記
さ
れ
て
い
る
。
玄
狼
殷
匡
筐
 

恒
禎
貞
偵
徴
樹
譲

頊桓
完
溝
慎
敦
の
字
に
住
々
避
諱
が
見
ら
れ
る
が
、
寧
 

宗
以
降
の
郭
椁
廓
等
は
欠
筆
を
し
て
い
な
い
。
何
故
か
前
半
釈
文
の
標
字
 

を
全
て
切
り
取
っ
て
補
写
し
て
あ
る
。

「
当
湖
小
重
山
館

\

胡
氏
邃
江
珍
 

蔵
」
「
邃
/
江
」
「
胡
印
/
恵
字
」
「
胡
恵

\

墉」
「
曹
氏
\
仲
5

「
蒼
\

茛 

子
」
「
文

\

和
」
「
泰
霞

\

斎
書
」
「
子
□
」
「
劉
ロ
」
「
志
ロ
」
の
印
あ
り
。 

清
道
光
頃
の
蔵
書
家
胡
恵

墉(字
は
邃
江
)
等
旧
蔵
本
。

字
画
明
晰
雕
鐫
精
善
に
し
て
早
印
清
美
、
麻
沙
本
中
の
上
な
る
も
の
に
 

し
て
、
テ
キ
ス
ト
の
内
容
も
他
の
坊
刻
本
に
比
し
て
遙
か
に
勝
る
。
欠
筆
 

よ
り
見
て
も
、
光
宗
朝
以
後
南
宋
中
期
の
刊
刻
で
あ
ろ
ぅ
。
本
版
は
他
に
 

同
版
本
の
所
在
が
知
ら
れ
て
い
な
い
。
た
だ
涵
芬
楼
旧
蔵
北
京
図
書
館
現
 

蔵

本

(
四
部
叢
刊
に
影
印
)
は
毎
半
葉
一
行
を
増
し
て
士
ー
行
に
作
り
、 

字
様
は
相
似
し
、
重
言
重
意
に
僅
少
の
出
入
は
あ
る
が
、
同
系
本
で
あ
る
。 

本
版
に
基
づ
く
後
出
本
で
あ
ろ
ぅ
。

(
静
嘉
堂
文
庫
蔵
)

存
礼
記
挙
要
図
一
巻
。
前
掲
の
毛
詩
挙
要
図
と
合
 

綴
一
冊
と
な
る
。
首
一
葉
欠
。
末
の
礼
記
伝
授
之
図
が
首
に
綴
じ
ら
れ
て

い
る
。

礼

記

釈

文

四

卷

唐

陸

徳

明

撰

〔
宋
淳
熙
四
年
(
一
一
七
七
)
〕 

刊

嘉

泰

•
開

熙

•
嘉

定

•
紹

定

.
淳

祐

遁

修

(
撫
州
公
使
庫
)



(東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
蔵
)

四
冊
。
傅
目
著
録
。
新
補
青
色
絹
 

表

紙

(
三
四
•
ニ

X

Iニ
ー
.五
極
)
、

襯
紙
を
挾
め
る
改
装
本
。

巻

首

「
礼
 

記
釈
文
/
(
一
一
)
唐
国
子
博
士
兼
太
子
中
允
贈
斉
州
刺
史
呉
県
開
国
男
陸
 

徳

明

撰

」
と
題
し
、
巻

尾

「
礼
記
釈
文
」
の
題
下
に
小
字
双
行
を
以
て
経
 

幾
字
注
幾
字
と
字
数
が
記
さ
る
。
四

周

双

辺

(
ニ
〇

.
三

X

一
四
•五
缠
) 

有
界
十
行
、
行
十
六
字
内
外
、
注
小
字
双
行
、
行
約
廿
ニ
—
廿
五
字
。
版
 

心
白
ロ
双
黒
魚
尾
「
記

音

(
丁
付
、

通
し
)
」
。

上
象
鼻
に
大
小
字
数
、 

下
象
鼻
に
刻

H

名
、
中
縫
に
間
々
壬
戍
刊
、
開
禧
こ
丑
換
、
壬
申
□
、
甲
 

申
、
辛
卯
刊
、
壬
寅
刊
、

戊

申

刊

(
白
文
も
混
ゆ
)
、

淳
祐
□
□
の
修
補
 

年
が
刻
さ
る
。
補
刻
の
字
様
は
原
刻
に
比
し
、
細
め
右
上
り
と
な
る
。
玄
 

敬
警
殷
匡
恒
胤
醜
恒
貞
禎
桓
慎
の
字
に
間
々
修
と
も
欠
筆
が
見
ら
れ
、
修
 

刻
に
於
て
は
敦
の
字
時
に
欠
画
し
て
い
る
。
版
心
は
殆
ど
破
損
が
多
く
、 

識
読
し
得
る
刻
エ
名
は
(
原
刻
)
周
忠
、
定
、
孔
、
(
壬
戌
)
呉
仲
、
元
、 

(
開
禧
こ
丑
)
高
安
国
、
厳
思
敬
、
思
明
、
施
賛
、
(
壬
申
)
朱
生
刊
、
伯
 

言
、
卓
、
明
、
(戊
申
)
周
鼎
、

(淳
祐
)
□
探
、

(
補
年
未
詳
)
思
賢
、 

呉
仁
重
、
喩
、
胥
。
所
々
字
が
上
か
ら
墨
で
な
ぞ
ら
れ
、
首
五
葉
、
第
六
 

一
丁
裏
一
行
を
残
し
以
下
第
六
八
丁
ま
で
、
第
一
一
七
丁
裏
、
第
一
一
九
 

丁
よ
り
以
下
第
一
ニ
三
丁
の
巻
末
ま
で
、
以
上
が
影
鈔
を
以
て
補
わ
れ
て
 

い
る
。
巻
末
に
太
歳
重
光
作

噩正
月
辛
未
晦
元
忠

鍚福
堂
書
の
曹
元
忠
の
 

手
書
題
跋
ニ
丁
半
が
附
綴
さ
る
。

「
龍
龠
\
精
舎
」

r

雙
鑑
\
楼
」

r

雙
鑑
 

楼
/
放
蔵
宋
本
」
「
傅

沅叔
蔵
書
記
」
等
の
蔵
印
あ
り
。
傅
増
湘
旧
蔵
本
。

本
版
は
そ
の
版
式
字
様
と
刻
ェ
名
か
ら
撫
州
(今
の
江
西
省
臨
川
県
) 

公
使
庫
の
刊
刻
た
る
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。
撫
州
公
使
庫
刊
礼
記
は
楊
氏
 

海
源
閣
旧
蔵
北
京
図
書
館
現
蔵
本
(
楊

録

.
中
版
録

137著
録
)
と
国
立
中

央

図

書

館

蔵

本

(
有
欠
、
蔣

志

•
遊

目

.
拙
著
著
録
)
と
が
現
存
し
、
海
 

源
閣
本
は
初
印
に
し
て
補
版
な
く
、
巻
末
に
淳
熙
四
年
撫
州
公
使
庫
刻
書
 

人
銜
名
七
行
が
刻
さ
れ
て
い
る
と
云
ぅ
。
本
版
は
そ
の
礼
記
に
附
さ
れ
た
 

も
の
で
、
他
に
瞿
氏
旧
蔵
北
京
図
書
館
現
蔵
本
(
瞿

目

.
瞿

影

•
王
記
著
 

録
)
が
知
ら
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。

こ
の
本
の
版
心
に
見
ら
れ
る
補
刻
年
の
 

干
支
は
そ
の
刻
エ
名
等
か
ら
考
え
て
、
嘉
泰
ニ
年
壬
戍
、
開
禧
元
年
こ
丑
、 

嘉
定
五
年
壬
申
、
同
十
七
年
甲
申
、
紹
定
四
年
辛
卯
、
淳
祐
ニ
年
壬
寅
、 

同
八
年
戊
申
と
推
定
さ
れ
る
。
壬
戌
の
呉
仲
は
撫
州
刊
左
伝
•
公
羊
の
原
 

刻
と
紹
熙
四
年
の
修
や
淳
熙
九
年
江
西
漕
台
刊
呂
氏
家
塾
読
詩
記
及
び
紹
 

熙
元
年
刊
坡
門
酬
唱
、
開
禧
の
高
安
国
は
撫
州
刊
礼
記
.
左

伝

•
公

羊

. 

易
の
原
刻
と
紹
熙
四
年
の
修
並
に
呂
氏
家
塾
読
詩
記
、
思
明
は
同
左
伝
の
 

嘉
定
六
年
の
修
、
壬
申
の
伯
言
は
礼
記
の
原
刻
と
嘉
定
五
年
の
修
、
厳
思
 

敬

.
施
賛
は
同
易
、
補
年
未
詳
の
思
賢
は
礼
記
の
紹
定
四
年
及
び
淳
祐
ニ
 

年
の
修
に
従
事
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
本
版
は
瞿
目
に
校
異
の
一
端
が
 

列
挙
さ
れ
た
如
く
今
行
経
典
釈
文
の
訛
誤
を
訂
し
得
る
佳
所
が
極
め
て
多
 

い
。
撫
州
公
使
庫
刊
経
書
は
、
黄
震
日
抄
の
咸
淳
九
年
修
撫
州
六
経
跋
に
 

よ
れ
ば
、
当
時
六
経
三
伝
が
既
に
開
版
さ
れ
て
い
た
が
、
咸
淳
に
至
っ
て
 

論

•
孟

•
孝
経
を
添
刻
し
て
十
二
経
と
な
し
た
と
云
ぅ
。
し
か
し
今
そ
の
 

多
く
は
伝
わ
ら
ず
、
礼
記
の
ほ
か
に
涵
芬
楼
旧
蔵
北
京
図
書
館
現
蔵
の
周
 

易

注

(
涵
録
著
録
、
四
部
叢
刊
影
印
)
及
び
春
秋
公
羊
経
伝
解
詁
(
涵

録

•  

中
版
録

138
139著
緑
}
、

故

宮

博

物

院

.
北
京
図
書
館
分
蔵
春
秋
経
伝
集
解
 

(
天

目

続

三

•
故

宫

書

影

.
拙
著
著
録
)
が
存
す
る
に
す
ぎ
な
い
。

礼

記

正

義

七
〇
卷

唐

孔

穎

達

等

奉

勅

撰

〔紹
興
乾
道
間
〕
刊



(
身
延
山
久
遠
寺
蔵
)

存
卷
六
三
—
七
〇

ニ
冊
。
重
文
。
後
補
淡
茶
 

褐

色

表

紙

(
ニ
七
.
一
一
X

一
八
.
五
極
)
、

裏
打
改
装
本
。

書
題
簽
に
室
町
 

期

の

筆

を

以

て

「
礼

記

正

義

翌

+ +5
(
雖

£ $社

」
と
。
本

文

卷

首

「
礼
記
 

正
義
巻
第
六
十
三
\

s i3

唐
国
子
祭
酒
上
護
軍
曲
阜
県
開
国
子
臣
孔
顧
 

達
 

等
奉
\

g i3

勑撰
」
と
題
す
。
左
右
双
辺
(
ニ
三

X

一 
五
•六
極
) 

有
界
十
五
行
、
行
廿
六
字
、
疏
文
は
経
注
文
の
起
止
ほ
ぼ
二
字
を
録
せ
る
 

標
記
下
に
ニ
格
を
あ
け
て
単
行
大
字
を
以
て
列
記
さ
る
。
版
心
白
ロ
単
黒
 

魚
尾
「礼

幾

(丁

付
)」。
下
象
鼻
に
刻

H

名
が
あ
る
が
、

版
心
と
そ
の
 

左
右
の
箇
所
が
殆
ど
破
損
し
て
い
る
の
で
、
識
読
し
得
る
名
は
屠
友
。
玄
 

弦
敬
殷
匡
竟
譲
の
字
に
間
々
欠
筆
を
見
る
。
巻
末
卷
第
七
十
の
尾
題
後
ニ
 

行
を
空
け
て
次
の
列
銜
が
署
さ
れ
て
い
る
。

秘
閣
写
御
書
臣
王
文
懿
臣
孟
佑
書

\
将
仕
郎
守
沢
州
陽
城
県
主
 

簿
臣
劉
文
蔚
校

\

将
仕
郎
守
開
封
府
陽
武
県
主
簿
臣
董
拙
校
 

\
将

仕

郎

守

鄆州

司

法

参

軍

臣

随

億

校

\
文
林
郎
守
光
州
固
始
県
 

令
臣
軒
轅
節
校

\

文
林
郎
守
坊
州
軍
事
判
官
臣
王
用
和
校

\

 

承

奉

郎

守

殿

中

丞

臣

胡

迪

校

\
将
仕
郎
守
蒙
州
司
戸
参
軍
臣
袁
 

柄

再

校

\

文
林
郎
守
福
州
福
清
県
令
臣
歩
藻
再
校
/
文
林
郎
守
 

戎
州
樊
道
県
令
臣
李
坦
再
校
\
将
仕
郎
守
大
理
評
事
臣
孫

奭 

再
校

\

登
仕
郎
守
大
理
寺
丞
臣
田

嘏再
校

\

承
奉
郎
守
大
理
寺
丞
 

武
騎
尉
臣
王
曉
再
校

\

徽
事
郎
守
殿
中
丞
臣
紀
自
成
再
校

\

 

朝
奉
郎
守
国
子
博
士
崇
文
院
検
討
兼
秘
閣
校
理
上
\
騎
都
尉
賜
緋
魚
袋
 

臣

杜

鎬

\

推
誠
同
徳
佐
理
功
臣
銀
青
光
禄
大
夫
行
尚
書
吏

\

部

侍

郎

 

兼
秘
書
監
修
国
史
判
国
子
監
上
柱
国
隴
\
西
郡
開
国
侯
食
邑
一
千
二
百
 

戸
臣
李
至

淳
化
五
年
五
月
日

朝
散
大
夫
右
諌
議
大
夫
恭
知
政
事
柱
国
東
平
県

\

開
国
男
食
邑
三
百
戸
 

賜

紫

金

魚

袋

臣

呂

端

等

進

\

正
奉
大
夫
給
事
中
恭
知
政
事
上
柱
国
 

天
水
県
開

\

国
男
食
邑
三
百
戸
賜
紫
金
魚
袋
臣
趙
昌
言

\

朝
請
大
夫
 

給
事
中
參
知
政
事
上
柱
国
武
功
県
開

\

国
男
食
邑
三
百
戸
賜
紫
金
魚
袋
 

臣

蘇

易

簡

\
推
忠
協
謀
佐
理
功
臣
光
禄
大
夫
吏
部
尚
書
同
中
書

\

門
 

下
平
章
事
上
柱
国
東
平

郡
開
国
公
食
邑
ニ
千
三
百
戸
食

実
封
六

百

戸

臣

 

呂

蒙

正

巻
六
五
の
末
と
巻
六
六
の
首
に
「
金
沢
文
庫
」
、

各

冊

首

に

「
身
延
文
 

庫
」

の
墨
印
が
鈐
さ
る
。
第
一
冊
の
後
表
紙
に
あ
る
「
八
十
一
世

\

七
十
 

四

歳

日

布

(
花
押
)
」

の
墨
署
は
、
昭
和
三
年
こ
の
本
の
修
補
表
装
が
成
 

つ
た
時
の
署
名
で
あ
る
。

本
書
が
始
め
て
開
板
さ
れ
た
の
は
、
既
述
の
如
く
他
の
五
経
正
義
と
同
 

じ
く
、
朱
の
大
宗
の
命
に
よ
り
、
玉

海

に

は

「
端
拱
元
年
三
月
司
業
孔
維
 

等
奉
勒
校
勘
孔
！

I

達
五
経
正
義
百
八
十
巻
、

詔
国
子
監
鏤
板
行
之

J

「
礼
 

記
則
胡
迪
等
五
人
校
勘
、
紀
自
成
等
七
人
再
校
、
李
至
等
詳
定
、
淳
化
五
 

年
五
月
以
献
」
と
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
記
事
は
本
版
巻
末
の
列
銜
と
 

比
較
す
る
に
、

「
五
人
校
勘
」
が

本

版

で

は

「
六
人
」
が
数
え
ら
れ
る
外
 

は
、
符
を
一
に
す
る
。

こ
の
本
が
こ
の
列
銜
と
、
欠
筆
が
譲
に
止
っ
て
神
 

宗
以
降
に
及
ば
ず
、
南
宋
の
慎
敦
の
廟
諱
は
皆
諱
ま
な
い
所
か
ら
、
北
宋
 

版
と
誤
解
さ
れ
た
が
、
他
の
現
存
単
疏
本
と
同
様
、
南
宋
初
紹
興
年
間
詔
 

を
下
し
て
、
地
方
機
関
に
北
宋
監
本
に
拠
る
再
版
を
促
し
た
時
に
な
さ
れ
 

た
覆
刻
版
で
あ
る
。
現
存
本
は
七
十
巻
中
僅
か
八
巻
の
零
本
で
あ
る
か
ら
 

全
体
を
軽
率
に
断
定
し
難
く
、
ま
た
残
念
な
が
ら
版
心
が
破
損
し
て
い
る



の
で
刻
エ
名
が
不
明
で
、
判
読
し
得
る
屠
友
は
他
の
宋
槧
本
に
は
同
名
の
 

刻
エ
を
発
見
し
得
な
い
の
で
、
欠

筆

.
刻

H

名
の
上
か
ら
は
本
版
の
刊
年
 

を
正
確
に
推
定
し
得
な
い
。
本
版
の
字
様
は
他
の
単
疏
本
五
経
と
同
様
欧
 

柳
の
間
に
あ
っ
て
、
重
厚
敦
朴
の
北
末
の
遺
風
を
と
ど
め
て
い
る
か
ら
紹
 

興
年
間
、
遅
く
も
乾
道
前
期
中
の
鏤
版
で
あ
ろ
ぅ
。
巻
中
間
々
字
様
に
些
 

少
の
差
異
不
斉
が
見
ら
れ
る
が
、
此
は
印
面
か
ら
見
て
修
刻
で
は
な
く
、 

底
本
に
あ
っ
た
補
修
を
そ
の
ま
ま
覆
刻
し
た
結
果
で
あ
ろ
ぅ
。
北
宋
版
正
 

義
は
淳
化
の
上
梓
後
そ
の
版
に
訛
舛
あ
り
と
し
て
、
至
道
ニ
年
咸
平
元
年
 

等
に
刊
正
が
加
え
ら
れ
、
そ
の
後
板
木
の
寧
滅
に
よ
る
修
補
も
重
ね
ら
れ
 

た
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
本
は
零
本
な
が
ら
、

礼
記
単
疏
本
と
し
て
は
東
 

洋
文
庫
蔵
平
安
鈔
本
の
巻
五
残
巻
と
共
に
、
天
壌
間
の
孤
宝
と
し
て
著
名
 

で
あ
る
。
印
記
か
ら
も
と
金
沢
文
庫
の
#
有
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
れ
る
 

が
、
何
時
い
か
な
る
経
緯
で
身
延
山
に
流
出
し
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
恐
 

ら
く
室
町
時
代
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
本
版
と
阮
元
本
と
の
異
同
に
 

つ
い
て
は
安
井
小
太
郎
撰
「
身
延
本
礼
記
正
義
残
卷
校
勘
記
」

ニ

巻

(
昭
 

和
六
年
刊
)
に
詳
か
、

影

印

本

に

「
東
方
文
化
叢
書
第
二
」
(
昭
和
五
年
 

東
方
文
化
学
院
刊
)
、

そ
れ
に
よ
る
縮
印
の
四
部
叢
刊
続
編
所
収
本
が
あ
 

る
。

礼

記

正

義

七
〇
巻

漢

鄭

玄

注

唐

孔

穎

達

疏

宋

紹

熙

三

年

 

(
一
一
九
二
)
刊

(
両
浙
東
路
茶
塩
司
)
〔
末
〕
修
 

(
足
利
学
校
遺
蹟
図
書
館
蔵
)

三
五
冊
。巻
三
三
—
四
◦
室
町
期
補
写
。 

国
宝
。
森
志
著
録
。
後

補

茶

色

表

紙

(
ニ
六

x

一
八
•五
極
)
。
裏
打
修
補
 

が
施
さ
る
。
首

に

孔

顏

達

の

「
礼
記
正
義
序
」
あ
り
。
本

文

巻

首

「
礼
記

正

義

巻

第

一

\

_

ー

C国
子
祭
酒
上
護
軍
曲
阜
県
開
国
子
臣
孔
穎
達
等
奉

\

 

{
_
三
)

勑撰
」
と
題
す
。

左

右

双

辺

(
ニ
ー
.
三
>
<
ー
五
.九
極
)
有
界
八
 

行
、
行
十
六
—
十
九
字
内
外
、
注
小
字
双
行
、
行
廿
二
字
内
外
不
等
。
版
 

心
白
ロ
単
黒
魚
尾
、
「
礼

記

義

幾

(
丁
付
)
」
。
下
象
鼻
に
刻
エ
名
、
補
刻
 

の
上
象
鼻
に
は
大
小
字
数
が
刻
さ
る
。
巻
末
に
左
の
紹
熙
三
年
刊
語
跋
及
 

び
刊
刻
関
係
官
の
列
銜
が
あ
る
。

六
経
疏
義
自
京
監
蜀
本
皆
省
正
文
及
注

\

又
篇
章
散
乱
覧
者
病
焉
本
司
 

旧
刊
易
書

\

周
礼
正
経
注
疏
萃
見
一
書
便
於
披
釋
它
\
経
独
闕
紹
熙
辛
 

亥
仲
冬
唐
備
員
司

庾遂

\

取
毛
詩
礼
記
疏
義
如
前
三
経
編
彙
精
加
\
讎
 

正
用

鋟諸
木
庶
広
前
人
之
所
未
備
乃
/
若

春

秋

一

経
顧
力
未
暇
姑
以
貽
 

同
志
云

\

壬
子
秋
八
月
三
山
黄
唐
謹
識
 

次
に
ニ
行
を
隔
て
て

進
士
傅
伯
庸
\
進
士
陳
克
己
\
應
賢
良
ガ
正
直
言
極
諫
科
荘

一

p\
修
職
郎
 

紹
興
府
会
稽
県
主
簿
高
似
孫
\
修
職
郎
監
紹
興
府
三
江
銭
清
曹
娥
塩
場
 

管
押
袋
塩
李

S厳
\
迪
功
郎
充
紹
興
府
府
学
教
授
陳
自
強

\

文
林
郎
前
台
 

州
州
学
教
授
張
沢

\

従
事
郎
両
浙
東
路
安
撫
司
幹
辨
公
事
留
駿
/
校
正
 

官
/

酒
一
)宣
教
郎
両
浙
東
路
提
挙
常
平
司
幹
辨
公
事
李
深

\

通
直
郎
両
 

浙
東
路
提
挙
茶
塩
司
幹
辨
公
事
王
汾
\
朝
請
郎
提
挙
両
浙
東
路
常
平
茶
 

塩
公
事
黄
唐

欠
筆
は
玄
眩
縣
弦
鉉
敬
驚
警
弘
殷
匡
筐
鏡
竟
胤
醜
恒
貞
徴
偵
禎
顔
樹
譲
 

頊勗
桓
完
構
購
溝
構
慎
惇
敦
等
の
光
宗
ま
で
及
ん
で
い
る
。
修
刻
は
全
て
 

宋
代
で
、
補
版
の
葉
は
比
較
的
少
い
。
そ

の

刻
エ
名
は
、
(
原
刻
)
王
恭
、 

王
佐
、
王
允
、
王
宗
、
王
茂
、
王
椿
、
王

祜、
王
祐
、
王
寿
、
翁
祥
、
翁
 

祐
、
応
俊
、
魏
奇
、
葛
昌
"
葛
異
、
許
詠
、

許
富
、

許
貴
、

許
才
、

姜



仲
、
金
昇
、
金
彦
、
阮
祐
、
厳
信
、
呉
志
、

吳
宗
、

呉
宝
、

高
政
、

高
 

彦
、
施
俊
、
施
珎
、
朱
周
、
周
珎
、
周
泉
、

周
彦
、

徐
仁
、

徐
肴
、

徐
 

進
、
徐
通
、
蔣
伸
、
蔣
信
、
宋
瑜
、
宋
琳
、

宋
春
、

張
枢
、

張
暉
、

趙
 

通
、
陳
又
、
陳
文
、
陳
顕
、
陳
真
、
丁
拱
、

鄭
彬
、

鄭
復
、

陶
彥
、

童
 

志
、
馬
春
、
馬
松
、
馬
祐
、
馬
昇
、
方
伯
祐
、
方
堅
、
包
端
、
膜
宣
、
毛
 

俊
、
毛
端
、
余
政
、
楊
昌
、
李
用
、
李
良
、
李
憲
、
李
光
祖
、
李
師
正
、 

李
信
、
李
涓
、
李
仁
、
李
倚
、
李
俊
、
李
忠
、
陸
訓
、
劉
昭
、
俊
、
春
、 

宣
、
彬
、
宗
。
(
補
刻
)
王
渙
、
王
禧
、
求
裕
、
許
忠
、

賈
祚
、

顧
永
、 

顧
澄
、
高
文
、
高
異
、
朱
渙
、
朱
春
、
邵
亨
、
蔣
栄
、
章
東
、
徐
痴
、
徐
 

珙、
孫
春
、
張
昇
、
張
謙
、
張
栄
、
沈
珍
、

馬
祖
、

毛
祖
、

余
敬
、

楊
 

潤
、
李
成
。
巻
五
五
の
第
八
丁
の
下
象
鼻
に

r

慶
元
己
未
歳
雕
換
」
と
刻
 

さ
れ
、
刻
エ
名
は
印
さ
れ
て
い
な
い
。

こ
の
葉
は
刊
後
七
年
の
慶
元
五
年
 

に
改
刻
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
が
、
此
は
こ
の
葉
の
板
木
の
み
が
何
 

か
の
事
故
で
破
損
し
た
か
或
は
誤
刻
を
訂
正
し
た
の
で
、
全
巻
に
わ
た
る
 

板
木
の
摩
滅
損
傷
上
の
修
補
が
こ
の
頃
既
に
始
つ
た
わ
け
で
は
あ
る
ま

N
 
o毎

冊

首

に

「
足
利
\
学
校

\

之
公

\

用
也
」
或

は

「
足
利
学
校
公
用
」
、 

首

冊

首

に

r

此
書
不
許
出

\

学
校

閫外
\
憲

実

(
花
押
)
」
と
横
書
さ
れ
、 

毎

冊

尾

に

「
上

杉

憲

実

寄

進

(
花
押
)
」
と
墨
書
さ
れ
、
「
松
竹
清
人
」

の
 

朱
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。
巻
三
三
—
四
〇

の
四
冊
、
卷
四
七
の
末
葉
は
室
 

町
の
補
写
、
巻
ニ
六
の
末
葉
裏
は
欠
。

こ
の
四
冊
の
補
写
に
つ
い
て
近
藤
 

正
斎
は
当
時
ま
だ
存
し
て
い
た
古
表
紙
や
見
返
或
は
扉
に
あ
っ
た
識
語
か
 

ら
次
の
如
く
報
じ
て
い
る
。

こ
の
記
事
は
冒
頭
に
「
〔
蔵
書
目
録
〕

ニ
」 

と
言
っ
て
い
る
如
く
、
寛
政
九
年
九
月
新
楽
定
編
録
の
「
足
利
学
校
蔵
書

目
録
」

の
解
説
文
の
ほ
ぼ
全
文
を
引
載
し
て
雙
注
の
自
説
を
附
し
、
且
つ
 

表
紙
と
そ
の
見
返
を
図
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

礼
記
正
義
 

七
十
巻
 

全
三
十
五
冊

〔
蔵
書
目
録
〕

ニ
第
一
卷
ノ
 表
紙
ゥ
ラ
ニ
^

i

f

l?
/)¥^

_

1
1

^

 

/ffi
i

f

s

ff f
s i
I I中
郊
特
牲
内
則
玉
藻
此
三
編
欠
本
経
自

X

至
ド
九
 

正
義
自
，一
三
十
三
一
至
，一
四
十
一
ト
誌
ス
上
杉
憲
実
ノ
手
書
也
松
竹
清
風
ノ
 

篆
印
ヲ
押
ス
四
本
不
足
ノ
マ
、
ニ
テ
寄
附
ア
リ
シ
也
補
本
四
冊
ハ
抄
本

〔三
〕

セ
-一

按
ニ
七
十
卷
ノ
内
三
十
三
ノ
四
、
六
十
五
ノ
六
、
三
十
七
ノ
八
、
三
十
九
ノ
四
十
右
四

车

 

せ
冊
欠
本
ナ
リ
憲
実
寄
進
ノ
時
ハ
三
十

I

冊
二
テ
僧
一
華
補
写
シ
テ
足
本
ト
ナ
リ
シ
ナ
リ

W
v

首
ニ
紫
府
豊
後
僧
一
華
学
士
於

n

武
州
勝
沼
一
以
印
本

一令

n

書
写

一寄
進
 

一
度
校
合
畢
ト
誌
シ
ア
リ
補
本
ハ
附
釈
音
ニ
テ
世
ニ
南
宋
刻
ト
云
モ
ノ
 

ナ
リ
一
華
ハ
豊
後
ノ
万
寿
寺
ノ
僧
ニ
テ
文
明
永
禄
間
ノ
人
ナ
リ
当
時
コ
 

ノ
正
義
本
世
ニ
ナ
キ
故
ニ
附
釈
音
本
ニ
テ
補
ヒ
シ
ト
見
ユ
(
以
下
略
) 

と
。

こ
の
古
表
紙
は
そ
の
後
、
或
は
明
治
の
改
装
の
時
に
失
わ
れ
た
も
の
 

で

あ

ろ

ぅ

。

巻
末
の
黄
唐
の
跋
文
に
よ
っ
て
本
版
が
紹
熙
三
年
の
両
浙
東
路
茶
塩
司
 

の
刊
に
か
か
る
こ
と
の
み
な
ら
ず
、
前
掲
の
周
易
注
疏
.
尚
書
正
義
や
周
 

礼
疏
が
そ
の
前
に
、
ま
た
論
語
註
疏
解
経
•
孟
子
註
疏
解

経

が

そ

の

後

 

に
、
そ
の
版
式
款
行
刻
エ
名
が
本
版
と
共
通
し
て
い
る
か
ら
、
同
じ
く
両
 

浙
東
路
茶
塩
司
か
ら
校
刊
さ
れ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

こ
の
跋
文
に
は
毛
 

詩
注
疏
も
こ
の
時
刊
さ
れ
た
如
く
記
し
て
い
る
が
、
伝
存
本
を
見
な
い
。 

ま
た
左
伝
正
義
校
刊
の
希
望
を
述
べ
て
い
る
が
、
此
は
果
さ

な

か

っ

た

。 

し
か
し
代
り
に
慶
元
六
年
紹
興
府
か
ら
同
版
式
を
以
て
刊
刻
さ
れ
た
(
北
 

京
図
書
館
蔵
)
。

本
版
が
紹
熙
年
間
の
上
梓
た
る
こ
と
は
そ
の
刻
エ
名
か
 

ら
も
次
の
如
く
立
証
さ
れ
る
。
本
版
の
原
刻
の
刻

H

中
、
包

端

.
李
憲
が



同
じ
茶
塩
司
刊
の
尚
書
正
義
の
原
刻
に
、
王

恭

•
王

寿

•
徐

仁

.
馬

松

. 

方

堅

.
毛

端

•
李

忠

•
劉
昭
が
そ
の
宋
修
に
、
李

忠

•
劉

昭

(
こ
の
両
名
 

に
は
時
代
の
異
る
同
名
異
人
あ
り
)
が
同
じ
周
礼
疏
の
原
刻
、
王

恭

•
方
 

堅
が
そ
の
宋
修
に
従
事
し
て
い
る
。
此
等
刻
エ
が
い
か
な
る
他
の
宋
刊
本
 

の
雕
板
に
関
与
し
た
か
は
既
に
尚
書
正
義
の
条
で
明
か
に
し
た
か
ら
、

こ
 

こ
に
は
省
略
し
て
、
他
の
原
刻
の
刻

H

が
従
事
せ
る
宋
刊
本
を
左
に
列
挙
 

し
よ
ぅ
。
以
下
そ
の
刻
エ
が
当
該
本
の
修
補
の
そ
れ
で
あ
る
場
合
は

、

X
 

を
冠
す
る
。

寧
宗
朝
越
刊
八
行
本
論
語
註
疏
解
経
(
王
祐
、
許
詠
、
宋
瑜
、
毛
俊
、 

李
用
)
、
同

孟

子
註
疏
解
経
(
王
祐
、
許
詠
、
許
貴
、
周
泉
、

宋
瑜
、

丁
 

拱
、
毛
俊
、
楊
昌
、
李
信
)
、
紹
興
ニ
一
年
序
刊
臨
川
先
生
文
集
(
金
昇
、 

金
彥
)
、

陳

文

(
同
名
異
人
が
い
る
と
思
わ
れ
る
)
が
紹
興
間
太
平
聖
恵
 

方

.
同
外
台
秘
要
方
•
乾
道
ニ
年
泉
南
郡
庠
刊
孔
氏
六
帖
.
淳
熙
間
撫
州
 

公
使
庫
刊
春
秋
経
伝
集
解
.
嘉
定
刊
育
徳
堂
外
制
。
紹
興
間
明
州
刊
紹
興
 

二
八
年
以
後
通
修
文
選
(
王
允
、
王
椿
、
呉
宝
、
高
彥
、
施
俊
、
周
彥
、 

徐
宥
、
宋
琳
、
陳
文
、
陳
真
、
楊
昌
、
李
良
、

李
涓
)
、

紹
興
刊
宋
通
修
 

爾

雅

疏

(
王
恭
、
楊
昌
)
、
紹
興
刊
白
氏
六
帖
事
類
集
(
施
俊
)
、
同
別
種
 

白
氏

六

帖

事

類

集

(
宋
琳
)
、
同
別
種
白
氏
六
帖
事
類
集
(
周
彥
)
、
紹
興
 

刊
宋
通
修
資
治
通
鑑
目
録
(
周
彥
)
、

同

通

典

(
周
彥
、
陳
文
、

余
政
、 

李
師
正
)
、
乾

道
九
年
刊
淮
海
集
(
趙
通
)
、
淳
熙
ニ
年
厳
州
郡
庠
刊
通
鑑
 

紀

事

本

末

(
金
昇
)
、
同
九
年
江
西
漕
台
刊
呂
氏
家
塾
読
詩
記
(
呉
志
)
、 

孝

宗

朝

刊

論

衡

(
周
彥
、
趙
通
、
楊
昌
)
、
同

元

氏

長

慶

集

(
周
彥
)
、
同
 

周

官

講

義

(
周
彥
、
趙
通
)
、
同

聖

宋

文

選

合

集

(
周
珎
、
周
彦
、
趙
通
、 

楊
昌
、
余
政
)
、

同

北

山

小

集

(
高
彦
)
、

同
東

坡

先

生

奏

蠢

(
呉
志
)
、

同

爾

雅

(
魏
奇
)
、
同
豫
章
黄
先
生
文
集
(
周
彥
、
陳
文
)
、
同
鄂
州
刊
資
 

治

通

鑑

(
徐
進
)
、

同
所
謂
眉
山
七
史
宋
遁
修
(
王
恭
、

王
椿
、
王
寿
、 

魏
奇
、
阮
祐
、
吳
志
、
吳
宗
、
施
琢
、
周
彥
、
蔣
信
、
宋
琳
、
楊
昌
、
余
 

政
、
李
良
、
李
師
正
)
、
同
両
淮
江
東
転
運
司
刊
宋
遁
修
三
史
(
王
寿
、
王
 

恭
、
王
祐
、
王
茂
、
呉
宗
、
陳
真
、
楊
昌
、
李
用
)
、
同
赣
州
刊
文
選
(
王
 

恭
、
高
彥
、
周
彥
、
陳
顕
、

陳
真
)
、

淳
熙
紹
熙
間
眉
山
刊
蘇
文
定
公
文
 

集

(
馬
昇
)
、
紹
熙
ニ
年
刊
唐
人
絶
句
(
李
用
)
、
嘉
泰
四
年
刊
皇
朝
文
鑑
 

(
徐
進
、
楊
昌
)
、

同
東
萊
呂
太
史
文
集
(
呉
志
、
李
信
)
、

嘉
定
六
年
刊
 

註

東

坡

先

生

詩

(
李
信
)
、

寧
宗
朝
刊
増
修
互
註
礼
部
韻
略
(
王
恭
、

宋
 

春
)、
同
欧
陽
文
忠
公
集
(
李
信
)
、
同

古

史

(
王
恭
、
王
寿
、
吳
志
、
余
 

政
)
、
同
晦
菴
先
生
文
集
(
王
恭
、
王
寿
、
呉
志
、
馬
春
、
余
政
)
、
同
晦
 

菴
先
生
朱
文
公
語
録
(
呉
志
)
、
同

玉

篇

.
広

韻

(
王
恭
、
魏
奇
、
呉
志
、 

李
倚
)
、
同

歴

代

故

事

(
呉
志
)
、
同

武

経

七

書

(
王
恭
、
阮
祐
、
周
彥
)
、 

同
愧

郯録
(
李
涓
、
李
仁
)
、
同
歴
代
故
事
(
呉
志
)
、
同
中
興
館
閣
録
(
王
 

椿
、
厳
信
、
陶
彥
、
李
用
、

李
信
}
、

宝
慶
三
年
刊
南
華
真
経
注
疏
(
李
 

信
)
、
紹
定
ニ
年
刊
呉
郡
志
(余
政
)

原
刻
の
刻
エ
は
上
は
紹
興
後
期
か
ら
下
は
理
宗
初
の
紹
定
年
間
に
わ
た
 

つ
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
大
部
分
は
淳
熙
紹
熙
か
ら
嘉
定
の
間
に
活
躍
し
 

た
杭
州
地
区
の
刻

H

で
、
跋
文
の
通
り
本
版
が
紹
熙
の
刊
刻
た
る
こ
と
が
 

立
証
さ
れ
る
。

修
補
の
刻

H

中
、
高

文

.
徐

珣

.
徐

珙
.
邵

亨

.
章

東

.
蔣

栄

•
朱
 

渙

.
沈

珎

.
毛
祖
は
前
掲
の
越
刊
尚
書
正
義
の
宋
修
に
参
加
し
て
お
り
、 

既
に
そ
の
条
で
考
証
し
た
か
ら
、
他
の
修
補
刻
エ
が
参
加
し
た
宋
刊
本
の
 

み
を
挙
げ
れ
ば
、

越

刊

周

礼

疏

の

修

(
質
柞
、
高
異
)
、

紹
熙
ニ
年
刊
唐



人

絶

句

(
顧
永
)
、
嘉
定
六
年
刊
註
東
坡
先
生
詩
(
馬
祖
)
、
鄂
州
刊
資
治
 

通

鑑

(
王
禧
)
、
寧

宗

朝

刊

玉

篇

(
高
異
、
張
栄
)
、
同

古

史

(
王
渙
、
求
 

裕
、
顧
澄
、
孫
春
、
馬
祖
)
、
同
晦
庵
先
生
文
集
(
王
澳
、
高
異
、
孫
春
、 

張
栄
、
李
成
)
、
同
重
校
添
註
音
辯
唐
柳
先
生
文
集
(
王
禧
、
朱
春
)
、
同
 

愧

郯
録

(
王
禧
、
朱
春
、
馬
祖
)
、

同
増
修
互
註
礼
部
韻
略
(
顧
永
、

顧
 

澄
、
高
異
、
孫
春
、
馬
祖
、
張
栄
)
、
同

歴

代

故

事

(
高
異
)
、
同
武
経
七
 

書

(
高
異
、
孫
春
)
、
同

程

史

(朱
春
)
、

同

広

韻

(
高
異
、
張
栄
)
、

同
 

儀

礼

経

伝

通

解

(
李
成
)
、
同
福
唐
郡
刊
前
漢
書
(張
栄
}
、
宝

祜五
年
湖
 

州
刊
資
治
通
鑑
紀
事
本
末
(
求
裕
、
.張
栄
)
、

南
宋
初
或
は
前
期
の
刊
に
 

か
か
る
が
寧
宗
理
宗
間
の
通
修
に
は
、
所

謂

眉

山

七

史

(
王
渙
、
王
禧
、 

求
裕
、
賈
祚
、
顧
永
、
顧
澄
、
許
忠
、
高
異
、
孫
春
、
馬
祖
、
張
栄
、
李
 

成
)
、
両
淮
江
東
転
運
苛
刊
漢
書
(
王
渙
、
賈
祚
、
許
忠
、
高
異
)
、
同
後
 

漢

書

(
王
渙
、
高
異
、
孫
春
、
馬
祖
)
、

贛州

刊

文

選

(
王
禧
、
高
異
)
、 

爾

雅

疏

(
王
禧
)
、
通

典

(
顧
永
、
顧
澄
、
高
異
)
、
説

文

解

字

(
許
忠
)
。 

か
く
の
如
く
補
刻
は
前
掲
の
尚
書
正
義
の
そ
れ
と
全
く
同
じ
で
、
ほ
ぼ
寧
 

宗
理
宗
朝
の
間
に
通
次
施
さ
れ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

こ
の
本
に
は
所
々
室
町
期
の
墨
筆
の
訓
点
が
施
さ
れ
、
ま
た
江
戸
期
と
 

思
わ
れ
る
朱
墨
の
校
字
が
書
入
さ
れ
て
い
る
。

(
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
蔵
)

存

卷

六

三

〔朱

.
元
〕
遁
修
 

ー
冊
。
新

補

藍

色

絹

表

紙

(
ニ
七
.
八
>
<
ニ
〇
惺
)
。
襯
紙
を
挾
ん
で
改
装
 

さ
る
。

「
元
西
湖
書
院
重
整
書
目
」
に

「
礼
記
注
疏
」
と
録
さ
れ
た
の
は
 

本
版
と
思
わ
れ
、
そ
の
板
木
は
元
代
に
入
っ
て
、
西
湖
書
院
に
移
さ
れ
、 

修
補
を
加
え
て
刷
ら
れ
た
。

こ
の
本
の
元
修
の
刻

H

に

熊

道

瓊

と

見

え

 

る
。

(
京
都
大
学
附
属
図
書
館
谷
村
文
庫
蔵
)

存

卷

六

四

〔
宋

.
元

.
明
 

初
〕
遁

修

ー

冊

。
新
補
藍
色
絹
表
紙
(
三
ニ
.五
>
<
ニ
〇

犍)
。
襯
紙
を
 

挾
ん
で
改
装
さ
る
。
本
版
の
板
木
は
明
に
入
っ
て
、
南
京
国
子
監
に
移
管
 

さ
れ
、
補
刻
が
加
え
ら
れ
た
が
"
間
も
な
く
廃
棄
さ
れ
た
か
焼
失
し
た
ら
 

し
く
、

「
明
南
稚
経
籍
考
」
に
は
著
録
さ
れ
て
い
な
い
。

明
修
に
は
刻
エ
 

名
は
な
く
、
元
修
の
刻
エ
に
愈
栄
、
茅
文
鹿
、
茅
化
。

こ
の
本
は
原
刻
の
 

葉
に
も
殆
ど
部
分
的
修
が
加
え
ら
れ
、
修
は
原
刻
の
ほ
ぼ
覆
刻
に
近
い
。 

以
上
二
部
は
民
国
に
な
っ
て
北
京
の
廠
肆
に
出
た
、
清
の
内
庫
大
庫
よ
り
 

流
出
せ
る
零
本
の
よ
ぅ
で
あ
る
。

本
版
は
他
に
潘
氏
宝
礼
堂
旧
蔵
北
京
図
蔵
館
現
蔵
宋
元
遞
修
本
(
季
振
 

宜

•
孔
継
涵
旧
蔵
、

潘

録

.
中
版
録

71
72著
録
)
、

同
蔵
存
二
八
巻
(巻

三

.
四
、

一
一

i

一
八
、
ニ

四

.
ニ
五
、
三
七
—
四
ニ
、
四
五
1
四
八
、

五
五
1
六
〇
)
宋
元
通
修
本
、
上
海
図
書
館
蔵
巻
五
零
簡
(
首
十
葉
)
が
 

あ
る
。
北
京
大
学
蔵
巻
 一
*

一
共
三
三
葉
は
同
版
か
。
民
国
十
六
年
潘
氏
 

が
家
蔵
本
を
用
い
た
影
印
本
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。

附
釈
音
礼
記
註
疏
六
三
卷
漢
鄭
玄
注
唐
孔
穎
達
等
疏
唐
 

陸
徳
明
釈
音
〔元
〕
刊

〔至
明
正
徳
〕
遁
修
 

(
静
嘉
堂
文
庫
蔵
)

三
四
冊
。
陸
志
著
録
。
新
補
丁
子
色
表
紙
(
ニ
九
 

>
<
ー
七
極
)
、
金

鑲玉
装
、
原
料
紙
縦
ニ
六
.
八
粳
。
十
行
本
十
三
経
注
疏
 

の
一
。
版
心
上
象
鼻
の
正
徳
の
補
刊
年
の
箇
所
が
切
り
と
ら
れ
、
原
刻
の
 

葉
は
印
面
漫

漶甚
し
く
、
明
修
の
葉
が
多
い
。
巻
一
の
第
二
四
、
卷
ニ
第
 

二
、
巻
三
第
一
一
七
、
巻
一
一
第
一
六
、
巻
ニ
ー
第
三
、
巻
一
九
第
一
ニ
、 

巻
ニ
ー
第
一
一
、

卷

三

〇

第

七

.
九
、

卷
三
ー
第
一
四
、

卷
三
七
第
二



一
、
卷
三
八
第
七
、
巻
五
六
第
一
五
—

一
七
、
卷
五
七
第
七
、
卷
五
九
第
 

六
、

巻
六
〇

第

一

七

•
一
八
、

卷
六
ニ
第
一
◦
葉
は
補
写
。

巻
五
一
に
 

「
文
選

\
楼
」

の
印
記
あ
り
。

詳
細
は
拙
著
参
照
。

現
存
本
は
悉
く
明
遁
 

修
本
で
、

国

立

中
央
図
書
館
(
二
部
、

一
は
存
首
四
〇
巻
)
.
上

海

馨

 

館

(
存
卷
ニ
五
)
.
北

京

大

学

(
有
欠
二
部
)
蔵
本
等
が
知
ら
れ
る
。

校

正

詳

増

音

訓

礼

記

句

解

一
六
卷
宋
朱
申
撰
〔元
末
〕
刊

(
〔
建
安
〕
)

(
内
閣
文
庫
蔵
)

七
冊
。
後

補

黄

色

表

紙

(
一
九
•
五

X 
H

T
三
極
)
、 

裏
打
改
装
の
巾
箱
本
。
巻

首

「
校
正
詳
増
音
訓
礼
記
句
解
卷
之
 
一
/

I

八

一  

I

朱

串

周

翰

\
曲
礼
上
第
ー
(訂

1 $)」
と
題
す
。
左
右
双
辺
<:ー 

六

X

一

〇

•
三
醒
)
有
界
十
一
行
、

行
廿
三
字
。

句
末
被
釈
音
の
標
字
は
 

白
文
。
版
心
細
黒
ロ
双
黒
魚
尾

r

已
幾
フ
(或
は
已
幾
)
(
丁
付
)」。
裏
 

葉
左
上
欄
外
に
耳
格
あ
り

V

篇
名
が
記
さ
る
。

「
佐
伯
笑
毛
利

\

高
標
字
 

培
松

\

蔵
書
画
之
印
」

r

秘
閣

\

図
書

\

之
印
」
等
の
蔵
印
あ
り
。

四
庫
未
著
録
。
四
庫
収
入
の
同
著
者
の
周
礼
句
解
.
春
秋
左
伝
句
解

•  

孝
経
句
解
と
共
に
申
の
句
解
の
一
で
、
郷
塾
課
蒙
の
注
釈
書
で
あ
る
。

こ
 

れ
と
同
版
本
の
所
在
を
他
に
聞
か
ぬ
が
、
国
立
中
央
図
書
館
蔵
の
宋
末
元
 

初
間
建
安
刊
朱
申
撰
「音
点
礼
記
詳
節
句
解
」

一
六
巻
(
静

盒

.
拙
著
著
 

録
)
と
比
較
す
る
に
、
本
版
は
そ
れ
を
巾
箱
本
と
な
し
、
注
末
に
音

||を
 

増
益
せ
る
後
出
本
た
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
ち
な
み
に
傅
増
湘
は
本
書
を
 

永
楽
大
典
よ
り
釆
輯
せ
る
四
庫
館
原
本
を
「
輯
本
朱
申
礼
記
句
解
跋
」
と
 

題
し
て
次
の
如
く
述
べ
て
い
る
(
「
蔵
園
羣
書
題
記
」
続
補
遺
収
)
。

此
四
庫
館
原
本
蓋
乾
隆
三
十
八
九
年
戴
東
原
従
永
楽
大
典
各
韻
中
釆
輯

而
得
並
依
礼
記
篇
目
排
比
成
書
今
以
大
典
目
録
証
之
如
弓
儀
居
喪
各
字
 

簽
出
卷
数
与
目
録
悉
合
惜
序
跋
佚
去
不
克
依
原
書
編
定
卷
数
耳
放
朱
申
 

所
著
有
周
礼
句
解
十
二
卷
四
庫
拠
天
ー
閣
蔵
本
著
録
有
左
伝
句
解
三
十
 

六
卷
列
於
四
庫
存
目
孝
経
句
解
一
巻
刻
入
通
志
堂
経
解
中
以
此
推
之
是
 

朱
氏
於
羣
経
皆
有
句
解
今
所
存
者
祗
此
数
耳
惟
左
伝
孝
経
ニ
書
皆
題
元
 

人
四
庫
提
要
言
李
心
伝
道
命
録
有
淳
祐
十
一
年
新
安
朱
申
序
結
銜
為
朝
 

散
大
夫
知
江
州
軍
州
兼
管
内
勧
農
営
田
事
余
更
考
宋
刊
輿
地
広
記
巻
末
 

亦
有
淳
祐
庚
戌
郡
守
朱
申
重
脩
一
行
疑
著
書
者
当
即
是
人
存
目
及
銭
氏
 

補
志
題
作
元
人
者
誤
也
至
此
書
既
釆
輯
成
書
而
四
庫
未
収
存
目
亦
不
載
 

頗
難
索
解
余
曾
見
杜

諝春
秋
会
義
一
書
既
経
館
臣
編
竣
復
以
精
楷
繕
録
 

正
本
装

潢成
帙
並
標
題
四
庫
全
書
然
迄
未
見
録
蓋
当
時
仰
承
上
旨
急
於
 

観
成
程
期
厳
急
衆
手
雑
進
以
致
或
編
定
而
不
及

鏵清
或
繕
完
而
未
経
進
 

覧
卷
帙
既
富
堊
漏
遂
多
非
有
権
衡
去
取
於
其
間
也
此
書
旧
蔵
徐
梧
生
監
 

丞
家
後
帰
其
壻
史
太
史
吉
甫
余
曾
就
其
家
観
之
下
)

礼

〔
記
纂
言
〕

三
六
卷
元
呉
澄
撰
元
元
統
一
一
年
(
一
三
三
 

四
)
跋
刊

(
静
嘉
堂
文
庫
蔵
)

三
ニ
冊
。
陸

志

•
陸
続
跋
著
録
。
艷
出
桃
色
表
紙
 

£

〇

•五

>
<
ニ
ー
.
七
龌
}
、

襯
紙
が
挾
ま
る
。

首

に

「
小
戴
記
篇
目
\
 

s i
j

臨
川
呉
澄
幼
清
叙
次
」
を
置
き
、

そ
の
末
に
低
一
格
を
以
て
自
序
 

(
末

に

「右
文
正
公
蛋
年
序
次
小
戴
記
之
正
文
而
書
其
後
如
此
今
載
其
語
 

于
纂
言
之
首
庶
者
有
所
放
云
」

の
双
行
小
字
注
記
あ
り
)
が
附
さ
る
。
本
 

文

巻

首

「
礼
/

2

一
)
小

戴

記

(
I

丸
)
臨
川
呉
文
正
公
裹
言
/

■

一一)
吳
礼
 

第
一
」
、

毎

巻

末

「右

記

(篇
名
)
幾
節
」
と
題
さ
る
。

巻
末
に
四
格
を



低
し
て
門
人
呉
尚
の
跋
あ
り
。
左

右

双

辺

(
ニ
三
•九

X一
七
.
三
極
)
有
 

界
十
行
、
行
廿
二
字
、
注
低
一
格
単
行
大
字
、
音
注
小
字
双
行
。
版
心
細
 

黒

ロ

双

黒

魚

尾

「篇

名

卷

幾

(
丁
付
)
」
。
「
汲
古
\
閣
」

| 1「
虞
山
毛
/
 

氏
汲
古
\
閣
放
蔵
」
「
毛
晉
字
子
/
晉
ー
名
鳳
/
苞
字
子
九
」

«

「
毛
晉
 

\
之
印
」

| |「
字
\
子
晉
」
「
毛
」
「
鳳
/
苞
」
「
毛
晉
\
私
印
」
{恕

「
字
 

/
子
晉
」
(如
)
「
汲
古
\
閣
印
」

| 1「
子
晋
/
氏
」
{如
)
「
汲
古
\
主
人
」 

「
一
名

\

鳳
苞
」
「
臣

\

晉
」

(
3

「
汲
古
閣
/
図
書
記
」
「
子
ノ
晋
印
」
{如
) 

「
字

\

子
九
」
「
海
虞
毛
/
表
奏
叔

\

図
書
記
」
「
毛
\
表
」
「
毛
表

\

奏
叔
」 

g

「
毛
表

\

印
信
」

( g
)

「
虞
山
毛

\
表
奏
叔
/
家
図
書
」
(如
)
「
東
呉
毛
 

\

表
図
書

j 

r

毛
表
\
私
印
」

| |「
毛
表
/
之
印
」

| 1「
奏
\
叔
」
「
毛
 

\

表
」
®

「
汲
古
\
后
人
」
(如
)
「
東
呉
毛

\
表
図
書
」
「
毛
奏
\
叔
氏
」 

「
中
呉
毛
奏
叔

\

収
蔵
書
画
印
」
「
毛
奏
叔
\
読
書
記
」

| |「
古
虞
毛
\
氏
 

奏
叔

\

図
書
記

j 

r

毛

\

表
」
「
字

\

奏
叔
」

iiの
汲
古
閣
の
毛
晉
.
表
 

の
父
子
の
印
記
が
塁
々
と
列
り
、

つ

い

で

「
季
振
宜
\
蔵
書
」
「
御
史
\
 

之
章
」
^
)
「
季
印

\

振
宜
」
「
渰

\

葦
」
等
の
印
、
汲
古
閣
よ
り
季
振
宜
 

に
渡
り
、
そ

の

後

「
道
光
中
帰
于
上
海
郁
氏
余
从
郁
氏
得
之
」
(
陸
続
跋
) 

と
0巻

末
の
門
人
呉
尚
の
刊
書
跋
に
「
尚
積
年
侍
臨
川
先
生
講
下
耆
聞
先
生
 

日
吾
於
礼
記
纂
言
凡
数
易
藁
蓋
亦
多
所
発
明
藁
成
尚
数
請
以

鋟諸
梓
 

得
命
遂
与
先
生
之
甥
周
濂
集
同
門
諸
友
曁
好
義
之
士
相
与
成
之
先
生
手
自
 

点
校
未
及
畢
而
先
生
捐
館
矣
餘
篇
先
生
之
孫
当
対
問
考
訂
始
至
順
癸
酉
之
 

春
畢
於
元
統
甲
戍
之
夏
因
書
之
成
遂
志
歳
月
而
所
_
師
説
并
記
于
後
云
」 

と
。
よ
っ
て
本
書
の
成
立
の
経
緯
と
刊
年
が
知
ら
れ
、
且
つ
四
庫
全
書
が
 

「
案
危
素
作
、澄
年
譜
、

載
至
順
ニ
年
、

澄
年
八
十
四
、
留
撫
州
郡
学
、
礼

記
纂
言
成
、
而

虡集
行
状
、
則
称
成
於
至
順
四
年
、
即
澄
卒
之
歳
、
其
言
 

頗
不
相
合
」
と
提
出
し
た
疑
念
も
水
解
さ
れ
る
。
本
版
は
大
字
堂
々
、
こ
 

の
本
は
早
印
の
精
品
で
あ
る
。
上
海
図
書
館
蔵
本
(
有
鈔
配
)
は
恐
ら
く
 

同
版
で
あ
ろ
ぅ
。

礼
記
〔集
説
〕

一
六
卷
元
陳
酷
撰
元
天
暦
元
年
(
一
三
二
八
)
刊
 

(
建

安

.
鄭
明
徳
宅
)

首
に
至
治
壬
戌
良
月
既
望
後
学
東
_
沢

陳

濉序

の

「
礼
記
集
説
序
」

の
 

自

序

及

び

「
礼

記

集

説

凡

例

」
を
冠
す
。

本

文

巻

首

「
礼
記
卷
第
一
/
 

{誠
 <
)
後
学
東
應
沢
陳
«
集
説
\
(
轉

-
)
曲
礼
第
ー
(

| 1鞋

」
と
題
す
。
卷
 

一
尾
題
後
の
裏
葉
に
「
天
暦
戊
辰
建
安
\
鄭
明
徳
宅
新
刊
」

の
双
行
木
記
 

あ
り
。
四
周
双
辺
(
ニ
〇

*

x

一

ニ
.
四
龌
)
有
界
十
一
行
、
行
廿
ー
字
、 

注
小
字
双
行
。

版
心
細
黒
ロ
双
黒
魚
尾
、

「
礼

記

集

説

幾

(
或

は

「
礼
記
 

幾
巻
」
、
或

は

「
礼
記
幾
」
)
(
丁
付
)
」
。

瞿
氏
鉄
琴
銅
剣
楼
所
蔵
元
刊
本
(
瞿

目

.
瞿
影
著
録
、
今
北
京
図
書
館
 

蔵
か
)
は
そ
の
書
影
と
比
較
す
る
に
本
版
の
覆
刻
後
出
本
の
よ
ぅ
で
あ
 

る
。
本
版
は
本
書
の
第
一
次
刻
本
と
思
わ
れ
、
後
に
分
巻
を
三
十
巻
或
は
 

十
巻
に
変
え
て
行
わ
れ
た
。

(
内
閣
文
庫
蔵
)

六
冊
。後
補
淡
香
色
表
紙
(
ニ
五
•
五

X

一

四
.
四
樞
)
。 

裏
打
改
装
本
。
「
昌
平
坂

\

学
問
所
」
「
天
保
丁
酉
」
「
浅
草
文
庫
」
「
大
学
 

\

蔵
書
」
等
の
印
記
あ
り
。
経
注
文
に
朱
筆
句
点
が
附
さ
れ
、
ま

た

巻

一  

の
首
ニ
丁
の
経
文
に
は
朱
筆
句
点
や
室
町
期
の
墨
筆
の
古
訓
点
が
詳
細
に
 

附
さ
れ
、
ま
た
巻
一
の
前
半
に
は
別
筆
で
藍
筆
の
句
点
も
書
入
さ
れ
て
い
 

る
が
、
餘
巻
は
卷
四
以
外
殆
ど
藍
筆
の
句
点
で
、
少
し
く
朱
引
朱
圏
点
が



見
ら
れ
る
。
巻
三
ま
で
は
藍
.
朱

.
墨
の
三
様
三
手
を
以
て
按
、
字
彙
、 

正
義
云
、
湛
子
日

Y
大
全
、
金
華
応
子
日
、

疏
、

字

佺、

愚
按
、

学

佺 

按
、
蛟
按
の
藍
筆
、
鄭
氏
、
鄭
注
、

全
経
云
、

註
疏
云
、

正
義
云
、

説
 

文
、
疏
云
の
朱
筆
、
全
経
云
、
疏
云
、
鄭
注
、
唐
孔
穎
達
疏
云
等
の
墨
筆
 

に
よ
る
旧
注
.
新

注

.
字
典
等
の
引
録
と
按
語
を
含
む
字
義
注
や
校
注
の
 

書
入
が
欄
外
或
は
押
紙
に
な
さ
れ
、
室
町
末
江
戸
初
間
の
禅
林
の
礼
記
講
 

学
の
状
況
を
よ
く
示
し
て
い
る
。
し
か
し
巻
四
以
後
は
書
入
は
少
く
な
 

り
、
藍
筆
の
み
で
あ
る
。

(
宫
内
庁
書
陵
部
蔵
)

四
冊
。
新
補
淡
縹
色
行
成
表
紙
(
ニ
五
.
八

>
<
ー 

五
榧
)
、
裏
打
改
装
本
。
凡
例
が
序
の
前
に
お
か
る
。
「
秘
閣

\

図
書
\
之
 

章
」
等
の
印
記
あ
り
、
御
書
籍
来
歴
志
著
録
。
室
町
時
代
の
朱
点
朱
引
、 

経
文
に
は
朱
筆
の
ヲ
コ
ト
点
(
明
経
点
)
返
点
送
仮
名
が
附
さ
れ
、
朱

. 

墨
の
二
手
に
よ
る
陸
徳
明
釈
文
、
鄭
注
、
疏
、
春
秋
伝
、
春
秋
説
、
国
語
 

等
が
引
録
さ
れ
、
そ
の
多
く
は
鄭
注
の
抄
録
で
、
ま
た
或
本
に
よ
る
校
注
 

が
書
入
さ
れ
て
い
る
。
加
点
さ
れ
た
訓
点
は
陳
猫
注
に
よ
る
も
の
で
は
な
 

く
、
鄭
注
本
に
加
え
ら
れ
た
明
経
点
を
移
写
し
た
も
の
で
あ
る
。

(
足
利
学
校
遺
蹟
図
書
館
蔵
)

五
冊
。
新
補
香
色
覆
表
紙
(
ニ
五
.五

X
 

一
五
.
八
極
)
、
裏
打
改
装
本
。
巻
十
二
の
首
十
一
葉
及
び
巻
十
四
の
首
葉
 

欠

。
毎

冊

首

書

眉

に

「
下
野
州
足
利
庄
学
校
常
住
也
」
(
第
四
冊
欠
失
、
第
 

五
冊
首
五
字
欠
損
)
と
横
書
さ
れ
、
次
の
寄
進
識
語
が
記
さ
れ
て
い
る
。 

i i
v

s末
) 

能
化
肥
後
之
産
天
矣
 

延
徳
ニ
年
五
月
廿
二
日
 

建
仁
寺
大
竜
菴

一

牛
蔵
主
寄
之
 

(
£
1
r

) 

能
化
肥
後
之
産
天
矣
 

延
徳
ニ
年
壬
午
五
月
廿
二
日
賀
州
之
産
洛
建
仁
寺
之
僧

一

牛
寄
之

{
I

f
l l
l i

l?能
化
肥
後
之
画
矣
 

延
徳
ニ
年
壬
午
五
月
廿
二
日
建
仁
寺
大
龍
菴
一
牛
蔵
主
寄
之
 

(
f
i
l
l
s

能
化
天
矣
御
代
洛
之
建
仁
寺
大
龍
庵

一

牛
蔵
主
寄
置
長
門
之
 

西
燕
誌
之

即
ち
足
利
学
校
第
二
世
庠
主
天
矣
の
代
に
来
学
の
僧
一
牛
が
寄
進
し
た
 

も
の
で
、

一
牛
は
こ
の
ほ
か
「
易
学
啓
蒙
通
釈
」

の
鈔
本
も
寄
贈
し
て
い
 

る
。

こ
の
本
に
は
全
巻
(
注
は
巻
ニ
ま
で
)
朱
点
朱
引
が
附
さ
れ
、
経
文
 

に
は
朱
筆
の
ヲ
コ
ト
点
(
明
経
点
)
返
点
送
仮
名
声
点
(
間
々
墨
筆
も
混
 

ゆ
)
が
附
さ
れ
、
往
々
正
義
日
等
の
書
入
が
な
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
訓
点
 

に
つ
い
て
は
、
卷

ニ

末

(
第
一
冊
の
裏
表
紙
の
見
返
)
に
前
記
奥
書
と
は
 

55; 筆
を
以
て
、

〔其
力
〕

至
徳
ニ
年
六
月
十
一
日
以
五
条
大
外
記
家
本
移
点
了
某
本
之
奥
書
日
 

\

永
和
元
年
五
月
二
日
以
此
本
候
禁
裏
御
読
訖
\
清
原
良
賢

天
文
廿
ニ
年
勘
之
百
七
十
ニ
年
也

と
記
さ
れ
、
永
和
の
年
紀
の
左
側
の
傍
記
は
第
七
世
庠
主
九
華
の
筆
と
思
 

わ
れ
る
。
経
文
の
点
は
前
掲
の
書
陵
部
蔵
本
の
訓
点
と
ほ
ぼ
同
系
で
、
清
 

原
家
鄭
注
加
点
本
か
ら
移
点
し
た
も
の
で
ぁ
る
。
従
っ
て
こ
の
奥
書
を
以
 

て
足
利
衍
述
氏
(
「鎌
倉
室
町
時
代
之
儒
教
」

一
九
六
頁
}
以
下
の
説
く
如
 

く
、
良
賢
が
礼
記
に
つ
い
て
本
書
を
使
用
し
、
新
注
を
好
ん
だ
と
い
ぅ
証
 

拠
と
速
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

こ
の
本
は
印
面
が
比
較
的
美
し
い
。

礼
書
一
五
〇
卷

宋

陳

祥

道

撰

〔宋
慶
元
〕
刊
元
至
正
七
年
 

(
一
三
四
七
)
修

(
福
州
路
儒
学
)

首

に

雍

虞

集

の

「
重
刻
礼
楽
書
序
」
、

至
正
七
年
龍
集
丁
亥
八
月
三
日
 

後
学
余
載
謹
序
の
序
、
そ
の
末
に
福
州
路
儒
学
の
校
勘
督
工
人
銜
名
、
次



に

「
進
礼
書
表
」
、
「
礼
書
序
/
左
宣
義
郎
太
常
博
士
臣
陳
祥
道
上
進
」
の
自
 

序
、
建
中
靖
国
元
年
正
月
二
十
七
日
尚
書
礼
部
牒
、
次

に

「
礼
書
目
録
/
 

左
宣
義
郎
太
常
博
士
臣
陳
祥
道
上
進
」
が

あ
る
。

本

文

巻

首

「
礼
書
卷
第
 

一
」
、

毎
卷
次
行
よ
り
低
ニ
格
子
目
を
列
し
て
本
文
に
接
属
す
る
。

た
だ
 

巻
ニ
ー
、
四
一
、
六
一
、
八
 
一
、

一
◦

一
等
は
次
行
に
「
左
宣
義
郎
太
常
 

博
士
陳
祥
道
上
進
」
と
署
す
る
。
左

右

双

辺

(約
ニ
ー
.
八

X

一
六
極
)
有
 

界
十
三
行
、
行
廿
ー
乃
至
廿
二
字
、
注
小
宇
双
行
、
行
廿
七
字
乃
至
卅
字
、 

版
心
白
ロ
双
黒
魚
尾
、
「
礼
書
幾
卷
(
或
は
礼
書
幾
フ
或
は
礼
幾
フ
)

(
丁
 

付
)
」
。
間
々
上
象
鼻
に
大
小
字
数
、
'
下
象
鼻
に
は
刻
エ
名
が
あ
る
。
明
修
 

の
版
心
は
或
は
小
黒
ロ
を
混
え
、
字
数
刻
エ
名
の
な
い
白
ロ
に
は
最
も
新
 

し
い
修
刻
の
葉
が
あ
る
。
刻
エ
名
は
、
伯
起
、
伯
、
范
順
、
許
宗
厚
、
呉
 

丑
、
呉
、
卞
玉
、
卞
、
玉
、
文
、
上
、
才
、
成
、

祐
、

甲
、

天
、

国
、 

厚
、
石
、
六
、
七
、
目
、
王
、
貝
、
士
、
元
、
川
、
寿
、
希
、
徳
、
山
、 

仲
、
君
、
士
ロ
、
右
、
后
、
周
、
仁
、
朱
、
志
。
補
刻
が
多
い
の
で

Y
欠
画
 

は
極
め
て
ま
ち
ま
ち
で
補
修
の
版
で
も
欠
く
所
も
あ
り
、
玄
弦
敬
筐
懲
溝
 

等
の
字
に
欠
筆
が
見
ら
れ
、
桓
の
字
に
は
淵
聖
御
名
と
注
す
る
所
が
あ
 

り
、
孝
宗
の
慎
字
以
下
は
欠
筆
が
な
い
よ
ぅ
で
あ
る
。

本
版
は
序
に
よ
れ
ば
元
至
正
年
間
趙
宗
吉
が
後
掲
の
陳
賜
撰
「
楽
書
」 

と
共
に
福
州
路
儒
学
に
命
じ
て
重
刻
せ
し
め
た
と
云
ぅ
が
、
陸

志

•
適
志
 

等
が
指
摘
す
る
如
く
、
実
際
は
南
宋
慶
元
刊
の
板
木
を
使
用
し
た
修
補
で
 

あ
る
。
し
か
し
宋
刻
の
残
存
部
分
は
僅
少
で
、
無
き
に
等
し
く
、
殆
ど
が
 

至
正
の
雕
刻
に
か
か
る
か
ら
、
実
質
上
は
至
正
刊
と
言
っ
て
よ
い
。
そ
の
 

板

木

は

明

代

南
監
に
移
さ
れ
、

明
南
雍
経
籍
考
に
「
礼
書
一
百
五
十
巻
 

J g

ffi-四
四
」
と
。

現
存
本
の
殆
ど
は
明
南
監
の
修
補
印
行
本
で
あ
っ
て
、

漫

漶の
所
が
多
い
。
元
修
の
加
わ
ら
な
い
南
宋
慶
元
刊
本
は
現
在
発
見
さ
 

れ
て
い
な
い
よ
ぅ
で
あ
る
。

(
静
嘉
堂
文
庫
蔵
)

至
明
通
修
 

一
◦
冊
。
陸
志
著
録
。
後
補
茶
色
表
 

紙

(
ニ
六
.五

>
<
ー
八

|1)
。
首
目
の
福
州
路
儘
学
：̂

督
エ
銜
名
の
次
に
 

慶
元
の
陳
岐
と
林
子
冲
と
の
両
跋
が
あ
る
が
、
此

は

「楽
書
」

の
跋
が
混
 

入
し
た
も
の
で
、
ま
た
建
中
靖
国
牒
の
次
に
も
楽
書
序
一
葉
が
ま
ぎ
れ
て
 

い
る
。
「厳
蔚
\
豹
人
」
「
厳
蔚
」
蘇

)
「
ニ
酉
斎
蔵
書
」
「
五
現
/
楼
」
「
袁
 

氏

\

又
愷
」
「
廷
檮

\

之
印
」

の
印
あ
り
。

巻
一
二
九
の
首
ニ
丁
、

巻
一
 

三
九
の
第
三
•
四
丁
、
巻
一
四
七
の
第
七
•
八
丁
、
巻
一
四
八
の
第
七
丁
 

欠
。
陸
志
に
は
季
滄
葦
等
旧
蔵
の
別
蔵
本
を
著
録
す
る
が
、
静
嘉
堂
文
庫
 

に
は
入
っ
て
い
な
い
。

(
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
蔵
)

至

明

初

遁

修

ニ

〇
冊
。
巻

一
—

 

七
補
写
。

傅
目
著
録
。

新
補
藍
色
絹
表
紙
(
ニ
七
•
八

X

1
八
.
四
喱
)
。 

襯
紙
を
挾
ん
で
改
装
。
首
に
は
補
写
の
目
録
は
あ
る
が
、
序
跋
は
補
写
さ
 

れ
ず
、
巻
中
少
し
く
欠
丁
あ
り
。

r

雙
鑑
\
楼
蔵
\
書
記
」
®
)
 

r

傅
印

\

 

増
湘
」

r

沅\

叔
」

r

雙
鑑
楼
\
放
蔵
宋
本
」
「
書

\

潜
」
「
傅
増
湘
\
読
書
」 

「

沅叔

\

金
石

\

文
字
」
「
蔵

\

園
」
「
雙
鑑

\

楼
」
「
雙
鑑
\
楼
主

\

人
」 

蘇
)
「増
湘
\
私
印
」

«

「傅
印
\
増
湘
」

{
§
)
「雙
鑑
楼
」
の
印
記
あ

(
大
倉
集
古
館
蔵
)

至

明

遁

修

三

ニ

冊

。
新
補
絹
表
紙
(
ニ
九
•
五

X

 

一
九
•
五
極
)
、
裏
打
を
施
せ
る
金

鑲玉
改
装
本
。
原
料
紙
縦
ニ
六
極
。
首
 

は
進
礼
書
表
.
自

序

.
目
録
の
み
で
、
至
正
の
序
跋
を
欠
く
。
か
な
り
後
 

印
で
明
初
修
の
版
面
も
か
な
り
漫

漶と
な
っ
て
い
る
所
が
あ
る
。
卷
ー
五
 

末
ニ
丁
、
卷
ニ
四
首
ニ
丁
、
卷
ニ
九
末
ニ
丁
、
卷
三
八
首
ニ
丁
、
卷
四
八



首
ニ
丁
、
巻

五
八
第
三
.
四
丁
、
卷
六
ニ
首
ニ
丁
、
卷
六
八
第
三
丁
、
巻
 

七
六
第
二
.
四
丁
、
巻
一
〇

三
末
丁
、
巻
一
二
九
第
一
.
ニ

•
五
丁
、
巻
 

一
三
九
第
三
.
四
丁
、
巻
一
四
七
第
七
•
八
丁
、
巻
一
四
八
第
七
丁
は
欠
 

葉

。
首
冊
前
副
紙
に
「
道
光
九
年
二
月
十
四
日

\

賜
南
書
房
翰
林
程
恩
沢
」 

の
識
語
あ
り
。

「
賜

*
！」

「
氏
\
程
恩
\
沢
蔵
」

^ |「
竹
景
\
盒
」
「
譚

鍚 

慶
\
学
書
宋
板
\
書
籍
印
」

の
蔵
印
あ
り
。
清
の
程
恩
沢
、
清
末
民
初
の
 

董
康
等
旧
蔵
。

(東
洋
文
庫
蔵
)

存
卷
八
—
ニ
四
至
明
通
修
三
冊
。
後
*
^
丹
表
 

紙

(
ニ
五
.
八

X

一
九
極
)
。
襯
紙
を
挾
め
る
改
装
本
。

(
東
京
大
学
附
属
図
書
館
蔵
)

存
卷
六
六
—
七

四

至

明

通

修

ニ

冊

。 

後
補
金
切
箱
散
し
艷
出

臃脂
色
表
紙
(
ニ
五
•九

X

一
九
極
}
。
襯
紙
を
挾
 

め
る
改
装
本
。

本
版
は
他
に
、
中

央

図

書

館

(
二
部
)
•
故
官
博
物
院
(
零
本
)
蔵

本

. 

北
平
図
書
館
原
蔵
本
(
残
本
三
部
、
旧
京

751

77著
録
、
旧
京

80著
録
、 

以
上
拙
著
著
録
。
旧
京

78

79著
録
と
思
ゎ
れ
る
存
ニ
七
卷
本
は
台
湾
に
移
 

さ
れ
て
い
な
い
)
.
北

京

図

書

館

.
上

海

図

書

館

.
南

京

図

書

館

(
丁
志
 

盏
影
著
録
)
.
北

京

大

学

蔵

本

や

張

志

.
瞿

目

•
楊

録

.
劉

影

.
莫
編
著
 

録
本
等
が
あ
る
。

儀

礼

経

伝

通

解

三
七
卷
続
ニ
九
卷
宋
朱
熹
撰
(続
)黄
幹
撰
 

楊
復
重
訂
宋
嘉
定

一

〇
年

a

ニ
ー
七
)
刊

(南
康
道
院
) 

(続
)
嘉
定
一
六
年
(
ニ
ニ
一
三
)
刊

(
南
庚
)
〔
宝

祐

ニ

(
一
二
 

五

S

年

(
南

康

•
白
鹿
洞
書
院
)
〕
•
元

元

統

三

年

(
一
三
三
 

五
)
.
〔明
〕
遁
修

(
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
蔵
)

八
五
冊
。
傅
目
著
録
。
新
補
茶
色
 

表
紙
(ニ
五

X

一

六
.五
極
)
、
襯
紙
が
挾
ま
る
。
首
に
嘉
定
癸
未
孟
秋
上
 

擀
四
明
張
處
識
の
跋
(
版
心
に

r

跋
」
と
題
さ
る
)
、
次

に

「
儀
礼
経
伝
目
 

録
」
「
儀
礼
集
伝
集
註
目
録
」
、

次

に

朱

熹

の

r

乞
修
三
礼

劄子
」
、

次
に
 

低
ニ
格
を
以
て
嘉
定
丁
丑
八
月
甲
子
日
孤
在
注
血
謹
記
の
朱
子
の
男
在
の
 

後
記
あ
り
。

続

は

首

に

「儀
礼
経
伝
通
解
続
目
録
」
(第

二

行

に

「喪
祭
 

ニ
礼
元
本
未
有
目
録

\

今
集
為
一
卷
庶
易
検
閲
耳
」

の
双
辺
木
記
あ
り
)
、 

目
録
後
に
元
統
ニ
年
六
月
日
刊
補
完
成
の
修
補
年
紀
と
刊
校
勘
督
校
列
銜
 

名
が
刻
さ
れ
、
そ
の
巻
一
六
喪
服
図
の
首
に
は
「
儀
礼
喪
服
図
式
目
録
」
、

(
人
)

図
式
の
末
に
嘉
定
辛
已
七
月
日
門
ロ
三
山
楊
復
謹
序
の
楊
復
序
が
あ
る
。 

本
文
巻
首
「
儀
礼
経
伝
通
解
巻
第
一

\

上
冠
礼
第
一

(
1
=

一
一
家
礼
一
之
上
」
、 

朱
子
未
定
の
卷
ニ
四
王
朝
礼
一
之
上
以
下
は
「儀
礼
集
伝
集
注
卷
第
幾
」
、 

続

は

「
儀
礼
経
伝
通
解
続
卷
第
幾
」
と
題
す
る
。
左
右
双
辺
(
一
八
.
三

X

 

一
三
.
五
樞
)
有
界
七
行
、
行
十
五
字
、

注
小
字
双
行
。

版
心
線
黒
ロ
双
 

黒
魚
尾
、

「
仪

礼

卷

幾

(
或

は

続

仪

某

礼

幾

)
(
丁
付
)
」
、

上
象
鼻
に
 

大
小
字
数
、
下
象
鼻
に
刻

H

名
あ
り
。
元
修
の
版
心
は
線
黒
ロ
或
は
白
ロ
 

に
し
て
単
魚
尾
も
混
え
、
明
修
は
粗
黒
ロ
或
は
少
し
白
ロ
を
混
え
、
元

. 

明
修
と
も
正
編
の
版
心
は
「
儀
礼
巻
幾
」
と
題
す
る
。
元
修
の
字
様
は
ほ
 

ぽ
原
刻
の
覆
刻
で
あ
る
が
、
原
刻
と
見
ま
が
ぅ
覆
刻
と
か
な
り
崩
れ
た
も
 

の
と
の
優
劣
の
差
が
見
ら
れ
る
。

刻

H

は
、

(
宋
刻
)
王
文
、
王
圭
、
王
 

啓
、
啓
、
王
全
、
王
、
翁
遂
、
遂
、
翁
定
、
定
、
葛
文
、
弓
万
、
万
、
弓
 

友
、
弓
、

龔友
、
共
友
、
金
有
、
虞
全
、

虞
丙
、

丙
、

虞
庠
、
虞
辛
、 

辛
、
虞
生
、
阮
才
、
才
、
阮
明
、

胡
杲
、
杲
、

胡
圭
、

胡
桂
、

呉
元
、 

元
、
呉
、
吳
輔
、
輔
、
高
謙
、
謙
、
蔡
延
、

蔡
祥
、

祥
、

子
信
、

邵
徳



昭
、
肖
浩
、
肖
昊
、
章
信
、
信
、
銭
弼
、
陳
永
、
陳
昌
、
陳
有
、
有
、
陳
 

生
、
生
、
陳
全
、
陳
金
、
金

、
陳
元
、
陳
新
、
陳
申
、
申
、
陳
正
、
正
、 

沈
允
、
馬
忠
、
馬
、
范
宗
海
、
范
生
、

范
仁
、

范
淮
、

范
金
、

范
圭
、 

范
、
彭
達
、
戊
丙
、
游
忠
、
尤
忠
、

余
千
、

楊
明
、

葉
正
、

1

万
、
李
 

成
、
成
、
李
正
、
劉
立
、
劉
伸
、
劉
申
、
劉
生
、
劉
斌
、
劉
才
、
劉
元
、 

劉
永
、
劉
明
、
劉
方
、
田
、
才
、
昌
、
釆
、
文
、

伸
、

永
、

元
、

桂
、 

延
、
申
、
士
ロ
、
(
元
修
)
因
三
秀
、
于
辛
、
袁
仲
珍
、
袁
珍
、

袁
仲
、

袁
 

忠
、
忠
、
王
栄
、
王
夫
、
王
細
孫
、

王
細
、

王
付
、

應
重
三
秀
、

應
三
 

秀
、
應
子
華
、
何
九
万
、
何
建
、

何
宗
十
七
、

何
宗
十
四
、

何
、

季
辛
 

一
、
弓
華
、
建
安
虞
吉
父
、
吉
父
、
均
佐
、
虞
成
父
、
成
父
、
虞
万
全
、 

恵
新
、
恵
栄
、
圭
之
、
胡
明
之
、
明
之
、

胡
明
、

胡
文
宗
、

文
宗
、

胡
 

興
、
興
、
胡
现
、
胡
慶
、
胡
宗
、
胡
、
呉
仁
、

呉
亘
、

亘
、

呉
、

黄
允
 

中
、
允
中
、
黄
允
、
黄
宥
、
黄
、
洪
阿
来
、

蔡
中
、

蔡
秀
、

斉
明
、

子
 

晨
、
秀
発
、
徐
泳
、
徐
良
、
徐
文
、
徐
立
、
章
文
郁
、
章
文
一
、
章
演
、 

章
明
遠
、
明
遠
、
章
霖
、
霖
、
章
亜
明
、
章
、
蔣
赉
、
蔣
七
、
蕭
漢
杰
、 

新
呉
蕭
益
、
蕭
漢
賢
、
漢
賢
、
蕭
賢
、
賢
、

辛
文
、

盛
久
、

孫
再
' 
単
 

呂
、
仲
弥
、
張
三
、
陳
日
、
陳
日
裕
、
陳
诱
、

诱
、

陳
慶
、

陳
仁
、

陳
 

明
、
陳
明
ニ
、
陳
文
玉
、
陳
、
沈
一
、

沈
寿
、

杜
良
臣
、

杜
良
、

滕
太
 

初
、
滕
慶
、
任
亮
、
范
寅
、
寅
、
范
堅
、
范
、
潘
用
、
潘
佑
、
謬
珍
、
方
 

景
明
、
彭
杰
、
茅
化
尨
、
务
陳
秀
、
毛
輝
、
毛
、
輝
、
毛
文
、
愈
栄
、
熊
 

子
、
熊
、
友
山
、
余
才
、
才
、
楊
春
、
楊
十
三
、
李
興
、
李
盛
、
盛
、
李
 

耑、
李
、
劉

炤、

炤、
劉
森
、
劉
桂
、
劉
、

类
正
、

芦

垚、

元
、

仁
、 

友
、
秀
、
中
、
生
、
渚
、
彬
、
亮
、
啓
、
信
、
興
、
成
、
杰
、
英
、
達
、 

盛
、
明
、
珍
、
逵
、
祐
、
昌
、
蘇
、
杲
、
桂
、
金
、
柳
、
仁
。

こ
の
本
は

明
修
の
葉
の
版
心
の
下
象
鼻
が
往
々
切
り
取
ら
れ
、
別
紙
で
襯
補
さ
れ
、 

或
は
墨
で
粗
黒
ロ
に
補
筆
さ
れ
た
所
が
存
し
、

廖

賡、

廖
、

載
#
、

秦
 

淳
、
孫
欽
、
孫
、
留
成
郭
等
の
名

が

見
え
る
。

こ
の
本
よ
り
後
印
の
中
央
 

図
書
館
蔵
本
に
よ
れ
ば
こ
の
明
修
の
鈔
者
刻
エ
は
監
生
秦
淳
、
秦
、
監
生
 

戴
彝
、
戴
、
監
生
鄧
志
昂
、
監
生
孫
欽
、
孫
、
監
生
留
成
、
監
生
廖
賓
、 

寥
、
監
生
廖
志
、
志
、
監
生
陳
浚
、
人
、
郭
と
な
っ
て
い
る
。
欠
画
は
玄
 

朗
殷
匡
筐
恒
貞
鏔
徴
樹
譲
桓
慎
惇
敦
の
字

に

見
ら
れ
る
が

、

寧
宗
の
郭
椁
 

等
の
字
は
避
譚
を
な
し
て
い
な
い
。
巻
五
第
一
五
.
一
六
丁
、
巻
七
第
三
 

ニ
、

巻
八
第
三
八
、

巻
ニ
ー
第
二
七
、

巻
二
三
第
一
六
、

卷
三
五
第
二

六
、

 

卷
三
六
首
、

続

目

第

ー

七

.
ー
八
、
続
卷
ー
第
ー
ー
.
三

六

.
五
 

〇

.
五

一

.
五

八

.
一
五
三
、
巻
ニ
第
三
五
.
五
九
、
巻
三
第
三
〇
、
巻
 

六
第
七
一
、

巻
七
首
、

卷

一

一

第

三

ニ

.
三
六
、
巻
一
四

第

一

六

.
一

七
、
 卷
一
五
第
四
八
、
巻
一
六
第
一
〇
七

.
一
四
一
、
巻
一
九
第
六
一
. 

六
八
、
巻
ニ
〇
第

二

ニ

.
ニ
三
、
卷
ニ
四
第
五
九
.
八
六
、
卷
ニ
五
第
一
 

三

.
三

〇

五

.
三
一
〇
、
巻
ニ
七
第
一
四
六
、
巻
二
八
第
一
一
七
、
巻
ニ
 

九
第
二
八
丁
は
欠
丁
。
巻
ニ
六
、
続
卷
五
第
一
〇

ニ

.
一
〇
四
、
卷
ニ
九
 

第
三
四
丁
は
補
写
。
卷
中
往
々
誤
綴
が
あ
る
。
紙
背
に
所
々
大
方
形
の
朱
 

印

(恐
は
官
印
)
が
捺
さ
れ
、
僅
か
な
が
ら
墨
筆
の
校
合
書
入
が
存
す
る
。 

「
任
栢
川
万
巻
\
楼
書
画
之
印
」
^
)
「
雙
鑑

\

楼
」
「
雙
鑑
/
楼
蔵
\
書
 

記
」
®
)
「
江
安
傅
\

沅叔
放

\

蔵
善
本
」

r

沅\

叔
」
「
蔵
園

\

秘

笈

」 

「
増
湘
\
私
印

J
gl
r龍
■
精
舎
」

r

沅叔

\

金
石
文
字
」
「
傅
増
湘
\
読
 

書
」
「
長
春

\

園
生
」
「
傅
況
叔
大
書
記
」
「
況
叔
\
審
定
」
「
雙
鑑
\
楼
主
 

\

人

」

| 1の

蔵

印

ぁ

り

。

序
跋
に
よ
れ
ば
、
本

書

は

初

め

「
儀
礼
集
伝
集
注
」
と
題
し
た
が
、
朱



子
が
晩
年
今
名
に
更
定
し
、
朱
子
歿
後
男
在
が
嘉
定
十
年
南
康
道
院
(
江
 

西
省
)
に
於
て
、
家

礼

.
郷

礼

•
学

礼

.
邦
国
礼
共
廿
三
巻
は

晚年
の
親
 

定
本
を
以
て
、
卷
廿
四
よ
り
卅
七
に
至
る
王
朝
礼
は
未
定
草
創
本
を
旧
名
 

を
以
て
刊
刻
し
た
。
続
編
の
喪
祭
ニ
礼
に
つ
い
て
は
朱
子
が
門
人
黄
幹
に
 

そ
の
編
を
属
し
、
黄
幹
は
嘉
定
十
二
年
喪
礼
を
完
成
し
、
次
で
祭
礼
に
着
 

手
し
た
が
成
ら
ず
し
て
、
稿
本
を
門
人
楊
復
に
授
け
て
世
を
去
り
、
復
が
 

そ
の
重
修
に
力
め
た
。
嘉
定
十
六
年
張
虑
が
南
康
に
守
と
し
て
来
り
、
喪
 

礼
及
び
祭
礼
の
稿
本
を
南
劍
の
陳

宓に
得
て
、
此
を
続
刊
し
て
前
と
併
せ
 

て
完
成
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
。

元
代
に
は
そ
の
板
木
は
「
元
西
湖
書
院
重
整
書
目
」
に
著
録
さ
れ
て
い
 

る
如
く
、
西
湖
書
院
に
保
管
さ
れ
、
修
補
が
加
え
ら
れ
た
。
そ
の
修
補
は
 

続
目
録
の
後
に
存
す
る
補
刊
記
の
列
銜
に
「
元
統
三
年
六
月
日
刊
補
完
成
 

後
学
葉
森
書

\

儒
司
該
吏
高
徳
樊
道
佑

\

所
委
監
エ
鎮
江
路
丹
徒
県
儒
学
 

教
諭
楊
文
龍
\
江
浙
等
処
儒
学
提
挙
司
吏
目
阿
里
仁
美

\
登
仕
郎
江
浙
等
 

処
儒
学
副
提
挙
陳
旅

\

承
事
郎
江
浙
等
処
儒
学
提
挙
余
謙
」
と

あ

る

如

 

く
、
元
統
三
年
江
浙
等
処
儒
学
で
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
明
に
入
る
と
 

板
木
が
南
監
に
移
さ
れ
、
更
に
遁
修
を
重
ね
て
印
行
さ
れ
、
明
南
雍
経
籍
 

考

に

「
儀
礼
経
伝
通
解
二
十
三
卷
雜

1 1
I I

+ +晒
」
「
儀
礼
経
伝
続
通
解
ニ
 

十
九
巻
」
と

録

さ

れ

て

い

る

。

同
版
本
は
他
に
中
央
図
書
館
(
拙
著
著
 

録
)
.
北

京

図

書

館

(
存
卷
一
—
五
、

ニ
ニ
—

ニ
七
、

瞿
目
瞿
影
著
録
。 

存

王

朝
礼
四
•
五

.
続
祭
礼
九
、
涵
録
著
録
)
.
南

京

図

書

館

(続
な
し
、 

丁
志
发

i影
著
録
)
蔵
本
が
あ
り
、
皆
明
修
本
で
あ
る
。
天
目
続
卷
八
元
版
 

経

部

に

「儀
礼
経
伝
通
解
3

冊
」
「
儀
礼
経
伝
続
3

冊
」
が
著
録
さ
れ
て
 

い
る
。
今
そ
の
存
佚
は
詳
か
で
な
い
が
、
た
だ
そ
の
中
の
正
編
の
巻
六
1

八
、
ニ
七

丄一
九
の
六
卷
ニ
冊
の
中
央
図
書
館
蔵
零
本
ニ
冊
(
静
食
著
録
) 

は
そ
の
蔵
書
印
か
ら
こ
の
天
禄
琳
琅
蔵
本
の
僚
本
で
あ

る

こ
と
が
判
明
 

し
、
そ
れ
を
見
る
に
そ
の
本
は
天
目
続
が
記
す
如
き
「
元
翻
宋
槧
」
に
非
 

ず
、
実
は
明
正
徳
間
杭
郡
刊
本
で
あ
る
。

そ
の
正
徳
刊
本
は
正
徳
六
年
劉
瑞
序
に
よ
れ
ば
南
京
国
子
監
刊
、
即
ち
 

本
版
が
漫

漶せ
る
に
よ
っ
て
、
郡
の
教
授
等
を
し
て
雔
校
付
刻
せ
し
め
た
 

も
の
で
あ
る
。
そ
の
本
に
は
嘉
定
十
六
年
張
虑
跋
、
同
年
楊
復
祭
礼
後
序
、 

同
年
陳

宓喪
祭
ニ
礼
後
書
、
楊
復
喪
祭
ニ
礼
目
録
後
序
が
附
さ
れ
て
い
 

る
。

こ
の
中
で
楊
復
の
両
跋
と
陳
惑
跋
は
本
版
続
篇
の
現
存
完
本
た
る
こ
 

の
本
及
び
中
央
図
書
館
蔵
の
ニ
本
に
は
共
に
附
さ
れ
て
い
な
い
。
ち
な
み
 

に
中
央
図
書
館
本
は
巻
ニ
九
の
後
半
は
欠
丁
、
且
つ
こ
の
本
に
比
し
、
後
 

の
修
が
加
わ
り
、
続
目
録
後
の
元
統
の
列
銜
が
な
い
。

こ

の

三

跋

(
三
跋
 

は
乾
隆
十
八
年
梁
万
方
校
刊
本
に
も
引
載
)
は
内
容
か
ら
案
ず
れ
ば
、
元
 

来
本
版
に
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
両
本
と
も
逸
失
し
た
か
、
或
は
元
 

明
遁
修
の
間
に
削
除
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
ぅ
か
。

清

の

張

金

吾

の

「
愛
日
精
廬
蔵
書
志
」
巻

四

に

「
儀
礼
経
伝
通
解
続
ニ
 

十
九
卷
影
写
元
刊
本
」
が
著
録
さ
れ
、
「
宋
黄
幹
撰
卷
十
六
至
末
則
楊
復
所
重
 

修
也
此
本
従
元
元
統
補
刊
本
影
写
中
多
闕
文
{
^
目
録
後
有
元
統
三
年
六
 

月
日
刊
補
完
成
一
行
後
列
銜
名
五
行
」
と
。

こ
の
記
述
の
限
り
で
は
一
応
 

こ
の
本
と
同
版
の
よ
ぅ
に
見
え
る
。
し
か
し
張
志
に
は
ま
た
そ
の
本
に
附
 

さ
れ
て
あ
っ
た
宝
祐
癸
丑
冬
日
南
至
後
学
金
華
王
泌
端
拝
敬
書
、

是
年
 

〔
宝
祐
ニ
年
〕
閏
月
旦
日
門
人
迪
功
郎
南
康
軍
軍
学
教
授
丁
抑
端
拝
敬
書
、 

是
歳
重
九
日
後
学
崑
山
謝
章
拝
手
謹
書
の
三
跋
の
全
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
 

る
。

こ
の
三
跋
は
本
書
現
存
本
の
ど
の
本
に
も
な
く
、
た
だ
こ
こ
に
見
ら



れ
る
の
み
で
あ
る
。
王

泌

(
号
は
敬
巖
)

の
跋
は
重
刻
の
事
情
を
 

嘉
定
間
嗣
子
侍
郎
公
在
方
刻
之
南
康
郡
学
後
来
勉
斎
黄
公
続
成
喪
祭
ニ
 

礼
亦
併
刻
焉
而
書
監
竟
取
之
以
去
曾
幾
何
年
字
画
漫

漶幾
不
可
読
識
者
 

病
之
蓋
懼
此
書
之
無
伝
也
秘
乗

軺東
江
因
敏
本
司
発
下
之
券
尚
存
遂
即
 

籌
度
命
エ
重
刻
爰
首
諮
於
堂
長
饒
伯
輿
甫

牕契
所
懐
議
以
允
協
且
綴

鍪 

供
餘

鏹以
助
遂
嘱
其
事
於
教
官
丁
君
抑
而
任
其
讎
校
於
洞
学
之
善
士
邦
 

侯

愫軒
趙
公
希
悦
亦
佐
其
費
復
幹
旋
本
司
所
有
以
添
給
之
志
意
既
同
始
 

克
有
成
迺
就
置
其
板
於
書
院
庶
幾
蔵
之
名
山
或
免
湮
墜
其
経
之
営
之
亦
 

甚
艱
矣
然
朱
子
所
成
三
礼
止
二
十
餘
秩
而
勉
斎
所
続
則
又
倍
之
厥
後
信
 

斎
楊
君
始
删
其
祭
礼
之
繁
複
稍
為
明
浄
今
喪
礼
則
用
勉
斎
所
纂
祭
礼
則
 

用
信
斎
所
修
且
使
六
藝
之
廃
欠
者
庶
乎
可
備
朱
子
平
日
之
盛
心
庶
乎
可
 

伸
矣

と
述
べ
、
ま
た
丁
抑
の
跋
に

敬
巌
王
先
生
詳
刑
江
左
簿
書
獄
訟
之
暇
首
以
是
書
為
急
豈
非
以
刑
者
辅
 

治
之
法
礼
者
出
治
之
木
刑
能
使
人
遠
罪
而
已
礼
有
以
使
民
日
遷
善
而
不
 

自
知
三
復
朱
子
之
言
此
敬
巌
所
以
拳
拳
而
不
容
已
一
日
貽
書
嘱
抑
日
儀
 

礼
一
書
文
公
平
生
精
力
尽
在
於
此
雖
喪
祭
ニ
礼
成
於
門
弟
子
之
手
然
皆
 

定
於
師
友
平
日
之
講
論
昔
板
康
廬
今
帰
秘
府
吾
欲

掇粲
供
之
餘
補
遺
書
 

之
闕
子
其
為
我
程
督
之
抑
雖

晚学
奚
敢
不
力
於
是
択
郷
国
之
通
儒
讎
校
 

其
対
訛
命
庠
術
之
端
士
董
正
其
エ
役
始
於
癸
丑
之
仲
春
成
於
甲
寅
之
季
 

夏
綱
目
詳
備
篇
帙
整
明
使
一
代
鉅
典
復
為
蔵
山
之
秘
宝
自
非
羽
翼
斯
文
 

恵
顧
後
学
心
考
亭
之
心
者
念
不
到
此

と
。
即
ち
嘉
定
十
.
十
六
年
南
康
学
宮
刊
の
本
書
の
板
木
は
そ
の
後
中
央

政
府
の
機
関
に
移
管
さ
れ
た
が
、
年
久
し
く
し
て
漫

漶識
読
し
難
く
な
っ

た
の
で
、
王
泌
の
首
唱
に
よ
り
、
南
康
軍
学
教
官
丁
抑
が
白
鹿
洞
書
院
の
 

諸
士
と
讎
校
を
加
え
て
、
郡
や
篤
志
家
の
捐
金
を
得
て
宝
祐
元
年
癸
丑
に
 

始
っ
て
翌
ニ
年
甲
寅
に
板
刻
を
成
就
し
、
そ
の
板
木
を
朱
子
が
南
康
軍
守
 

の
時
再
興
し
た
ゆ
か
り
の
白
鹿
洞
書
院
に
置
い
て
そ
の
伝
を
願
っ
た
と
い
 

う
の
で
あ
る
。
問
題
は

H
そ
の
重
刻
が
文
字
通
り
の
全
巻
新
刻
の
再
刊
で
 

あ
っ
た
の
か
、

㈡
秘
府
か
ら
旧
板
を
南
康
に
も
ど
し
て
、
漫
滅
の
板
面
の
 

み
を
改
刻
せ
る
修
補
で
あ
っ
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

H
の
新
刻
と
す
る
な
ら
ば
、
現
存
の
嘉
定
刊
本
と
い
う
の
は
、

S

嘉
定
 

刊
本
に
非
ず
し
て
、
実
は
宝
祐
ニ
年
白
鹿
洞
書
院
刊
の
板
木
が
元
に
白
鹿
 

洞
書
院
か
ら
西
湖
書
院
に
移
さ
れ
た
元
•
明
遁
修
で
あ
る
、
し
か
ら
ざ
れ
 

ば

㈣
宝
祐
の
白
鹿
洞
書
院
新
刻
の
板
木
と
関
係
な
く
、
嘉
定
刊
の
旧
板
木
 

が
秘
府
か
ら
西
湖
書
院
.
明
南
監
に
移
り
、
通
修
が
加
え
ら
れ
た
か
で
あ
 

る
。
但
し
元
統
三
年
の
刊
補
列
銜
が
ど
ち
ら
に
も
つ
く
答
は
な
い
か
ら
、 

㈠
の
場
合
の
ど
ち
ら
か
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

㈡修
刻
と
す
る
な
ら
 

ば
、
白
鹿
洞
書
院
に
置
か
れ
た
板
木
は
元
に
西
湖
書
院
に
移
さ
れ
、
本
版
 

は
嘉
定
刊
宝
祐
.
元

.
明
遁
修
と
な
る
。
白
鹿
洞
書
院
刊
或
は
修
と
確
認
 

し
得
る
本
が
存
在
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
疑
点
は
解
消
し
得
よ
う
が
、
残
念
 

な
が
ら
伝
存
し
て
い
な
い
。
と
も
角
宝
祐
年
間
南
康
で
本
書
の
重
刻
乃
至
 

は
修
刻
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
上
の
三
跋
に
よ
っ
て
明
か
で
あ
る
。
白
鹿
洞
 

書
院
版
は
現
在
発
見
さ
れ
な
い
が
、
清
版
と
し
て
乾
隆
十
八
年
梁
氏
聚
錦
 

堂
刊
本
と
共
に
流
布
し
て
い
る
康
熙
間
禦
児
呂
留
良
宝
誥
堂
刊
本
が
白
鹿
 

洞
原
本
に
よ
る
と
言
わ
れ
る
の
は
、
同
本
は
首
に
嘉
定
十
六
年
の
張
處
序
 

を

「
旧
序
」
と
題
し
て
お
き
、
王
秘
等
三
跋
は
な
く
、
内
容
は
嘉
定
刊
本
 

と
同
種
で
あ
る
が
、
た
だ
扉
に

r

禦
児
呂
氏
宝
誥
堂

\

重
刻
白
鹿
洞
原
本
」



の
両
行
木
記
が
あ
る
に
基
づ
く
。
同
本
の
早
印
本
に
は
白
鹿
洞
本
の
事
情
 

を
や
や
知
り
得
る
留
良
の
序
か
跋
が
元
来
あ
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
が
、
留
 

良
は
雍
正
の
時
闔
門
禍
に
遭
い
著
述
が
毁
壊
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
現
存
本
 

に
は
削
去
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

本
版
は
元
修
の
字
様
も
ほ
ぼ
原
刻
を
覆
刻
し
、
ま
た
印
面
に
は
一
部
漫
 

漶の
所
が
あ
る
が
、
大
部
分
は
印
面
の
格
差
が
左
程
顕
著
に
目
立
た
な
い
 

の
で
原
と
修
、
宋
刻
と
元
刻
と
が
な
か
な
か
判
別
し
難
い
が
、
仔
細
に
検
 

討
す
れ
ば
宋
刻
と
思
わ
れ
る
字
様
に
も
夫
々
些
少
の
差
異
が
見
ら
れ
る
。 

し
か
し
此
は
修
な
の
か
版
下
書
の
巧
拙
の
差
か
の
識
別
が
困
難
で
あ
る
。 

と
も
角
刊
年
と
修
年
と
を
刻
エ
名
か
ら
検
討
し
て
み
よ
ぅ
。
正
の
嘉
定
十
 

年
と
続
の
同
十
六
年
と
は
六
年
の
距
り
で
あ
る
か
ら
、
両
者
の
刻
エ
は
殆
 

ど
共
通
し
て
い
る
。
此
等
刻
エ
が
従
事
せ
る
他
の
宋
刊
本
は
次
の
通
り
で
 

あ
る
。例
に
よ
り
そ
の
刻
エ
が
該
本
の
修
補
の
場
合
は
名
に

Xを
附
す
る
。 

乾
道
九
年
高
郵
軍
学
刊
紹
熙
修
淮
海
集
(
劉
明
、
或
は
修
か
)
、
淳
熙
間
撫
 

州

刊

礼

記

(
翁
定
}
、
同
嘉
定
修
春
秋
経
伝
集
解
(
王
全
、
翁
定
、
劉
永
、 

劉
明
)
、
淳
熙
八
年
尤
延
之
刊
文
選
(金
有
、
葉
定
)
、
淳
熙
九
年
江
西
漕
 

台
刊
呂
氏
家
塾
読
詩
記
(彭
達
、
劉
永
)
、
孝
宗
朝
刊
聖
宋
文
選
合
集
(
劉
 

武
)
、
同
単
疏
本
周
易
正
義
(
李
正
)
、
同

贛州

刊

文

選

(
弓
友
、

龔友
、 

阮
明
、
陳
新
、
葉
正
)
、
同

蘇

文
定
公
文
集
(
劉
申
、
李
正
)
、
同
東
坡
先
 

生

奏

議

(
陳
正
)
、
同
両
淮
江
東
転
運
司
刊
史
記
(
王
全
、
楊
明
)
、
同
鄂
 

州

刊

資

治

通

鑑

(
吳
輔
、
劉
才
)
、
同

所

謂
眉
山
七
史
(
李
成
、
李
正
)
、 

同

史

記

集

解

(
阮
明
)
、
紹
興
刊
劉
賓
客
文
集
(
王
文
、
楊
明
〕
、
同
資
治
 

通

鑑

目

録

(
王
文
、
阮
明
、
陳
新
、
楊
明
)
、
同

史

記

集

解

(
陳
全
)
、
同
 

通

典

(
李
正
、

陳
新
)
、

同

国

語

(楊
明
)
、
同

明

州

刊

文

選

(陳
元
)
、

紹
興
乾
道
間
越
刊
周
礼
疏
(
王
全
、
楊
明
)
、
同

尚

書

正

義

(
王
圭
)
、
乾
 

道
刊
豫
章
黄
先
生
文
集
(
彭
達
)
、
紹
熙
三
年
越
刊
礼
記
正
義
(
王
全
、
陳
 

新
、
楊
明
、
李
正
)
、
嘉
泰
四
年
新
安
郡
斎
刊
皇
朝
文
鑑
(
共
友
)
、
嘉
定
 

六
年
淮
東
倉
司
刊
景
定
三

S

註
東
坡
先
生
詩
(
阮
明
)
、
嘉
定
九
年
興
国
 

軍
学
刊
春
秋
経
伝
集
解
(
胡
桂
、
陳
金
、

陳
正
、

蔡
祥
：>、
同
春
秋
左
氏
 

音

義

(
范
仁
、

劉
元
、

劉
永
)
、
同
十
二
年
温
陵
郡
斎
刊
資
治
通
鑑
綱
目
 

(
共
友
、
虞
丙
、
高
謙
)
、
寧
宗
朝
刊
晦
庵
先
生
文
集
(
翁
定
、
陳
生
、
陳
 

元
、
陳
正
、
陳
新
、
余
千
、
葉
正
、
李
成
、

劉
永
)
、

同
晦
庵
先
生
朱
文
 

公

語

録

(
陳
新
、

葉
正
)
、

同

武

経

七

書

(
王
文
)
、

同
欧
陽
文
忠
公
集
 

(
陳
全
、
陳
元
)
、
同

周

易

玩

辞

(
劉
生
)
、
同

育

徳

堂

外

制

(
劉
生
)
、
同
 

東
坡
先
生
和
陶
淵
明
詩
(
呉
輔
)
、
同
福
唐
郡
刊
両
漢
書
(
葛
文
)
、
同
臨
 

安
府
陳
宅
書
籍
舖
刊
碧
雲
集
(
范
仁
、

劉
生
)
、

宝
慶
三
年
刊
南
華
真
経
 

注

疏

(
呉
元
、
陳
新
、

劉
生
)
、

淳
祐
十
年
福
州
刊
国
朝
諸
臣
奏
議
(陳
 

元
、
葛
文
}
、
宝
祐
五
年
湖
州
刊
通
鑑
紀
事
本
末
(
方
得
時
}
。
葉
正
は
淳
 

祐
九
年
刊
毛
詩
要
義
に
も
見
え
る
が
、
初
出
は
淳
熙
年
間
で
あ
る
か
ら
、 

年
代
が
距
り
す
ぎ
、
阮
明
と
共
に
同
名
異
人
が
存
す
る
と
見
ね
ば
な
ら
 

ず
、
嘉
定
年
間
の
葉
正
は
そ
の
ど
ち
ら
と
看
做
し
て
も
よ
い
。

こ
の
様
に
本
版
の
刻
エ
は
孝
宗
中
期
か
ら
理
宗
朝
の
景
定
年
間
に
亙
 

り
、
上
記
の
紹
興
淳
熙
間
刊
刻
書
の
修
補
は
主
と
し
て
寧
宗
理
宗
朝
間
に
 

な
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
本
版
の
刻

H

の
活
躍
期
は
率
ね
寧
宗
朝
か
ら
理
宗
 

朝
前
期
に
集
中
し
て
い
る
。
従
っ
て
本
版
が
嘉
定
十
年
十
六
年
の
刊
た
る
 

こ
と
は
容
易
に
推
測
さ
れ
る
。
孝
宗
朝
後
期
の
刻
エ
に
し
て
も
宝
祐
年
ま
 

で
活
躍
す
る
こ
と
は
殆
ど
不
可
能
で
あ
る
か
ら
、
本
版
を
宝
祐
ニ
年
白
鹿
 

洞
書
院
の
刊
刻
と
は
看
做
し
得
な
い
。
ま
た
嘉
定
十
.
十

六

年

(
一
二
ニ



三
)
原
刻
の
刻

H

が
年
代
の
明
か
な
下
限
た
る
景
定
三
年
(
一
二
六
ニ
) 

に
も
雕
板
に
従
事
す
る
こ
と
は
あ
り
得
る
が
、
宝
祐
を
修
と
す
る
方
が
よ
 

り
自
然
で
あ
る
。
嘉
定
刊
本
の
外
に
宝
祐
白
鹿
洞
書
院
重
刊
の
推
測
は
成
 

立
し
得
る
。
し
か
し
張
金
吾
蔵
影
写
原
本
に
も
こ
の
本
に
も
元
統
刊
補
列
 

銜
が
つ
い
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
刊
補
記
の
葉
は
そ
の
ど
ち
ら
か
 

が
竄
入
で
あ
る
こ
と
が
明
か
に
な
ら
ざ
る
限
り
矛
盾
す
る
。
従
っ
て
現
存
 

の
資
料
の
上
か
ら
は
全
体
と
し
て
は
本
版
を
嘉
定
刊
宝
祐
修
と
看
做
す
の
 

が
穏
当
な
解
釈
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
本
版
の
元
修
の
刻

H

は
煩
を
避
け
 

て
各
書
名
を
列
挙
す
る
こ
と
を
省
く
が
、
西
湖
書
院
に
板
木
が
移
っ
た
宋
 

版
公
使
庫
諸
本
の
修
の
刻

H

名
と
一
致
し
て
い
る
。

儀
礼
経
伝
通
解
続
巻
祭
礼
一
四
卷
宋
楊
復
撰
〔元
〕
刊
 

(
静
嘉
堂
文
庫
蔵
)

〔
明
初
〕
印

一

五

冊

。
陸

志

.
陸
続
跋
著
録
。
後
 

補

淡

茶

色

表

紙

(
ニ
四
•
五

X

一
七
.
三
極
)
、

金

鑲玉
装
、

原
料
紙
縦
ニ
 

三
.五

犍。

首
に
、

紹
定
辛
卯
七
月
望
日
三
山
楊
復
謹
序
の
「
儀
礼
経
伝
 

通
解
続
序
」
、
門

人

鄭

逢

辰

序

(
中
間
及
末
欠
丁
)
、
逢
辰
進
祭
礼
二
十
帙
 

儀
礼

図

十

四

帙

表

(
首
欠
丁
)
、

淳
祐
六
年
十
一
月
中
書
制
附
淳
祐
七
年
 

四
月
十
三
日
贈
復
文
林
郎
勅
、
「
儀
礼
経
伝
通
解
続
巻
祭
礼
目
録
」

C巻
一
 

一
の
祭
礼
五
十
四
と
六
十
六
の
中
間
欠
丁
}
を
列
し
て
、
首
目
一
冊
と
な
 

す
。

卷
一
首
四
丁
を
欠
き
、

巻

首

「
儀
礼
経
伝
通
解
続
卷
第
幾
」
(
卷
ニ
 

は
続
以
下
の
字
な
し
)
と
題
す
。
左

右

双

辺

(
一
八
.
五

x

一
三
.八
極
) 

有
界
七
行
、
行
十
五
字
、
注
小
字
双
行
。
版
心
白
ロ
双
黒
魚
尾
「
祭
礼
巻
 

幾

日

(月
…
封
)
幾

(丁
数
)」。

上
象
鼻
に
大
小
字
数
、
下
象
鼻
に
、 

允
中
、
中
、
袁
仲
珍
、
袁
仲
、
仲
、
袁
、
漢
興
、
興
、
吉
父
、
蕭
大
栄
、

大
栄
、
肖
漢
杰
、
漢
杰
、
肖
杰
、
余
才
、
才
、
文
、
王
、
用
、
亮
、
子
、

賢
、
啓
、
诱
、
于
、
辛
、
達
、
信
、
生
、
呉
、
虞
、
成
、
劉
、
陳
、
銭
、 

章
の
刻
エ
名
あ
り
。
玄
弦
恒
貞
譲
桓
敦
の
字
に
間
々
欠
筆
が
見
ら
れ
る
。 

上
記
の
首
目
や
卷
一
の
首
の
欠
葉
の
外
、
巻
三
は
首
五
丁
を
残
し
て
他
は
 

欠
逸
し
、
そ
の
他
各
巻
に
か
な
り
の
欠
丁
が
あ
る
。
「
天
籟
閣

j

「項
墨
林
 

\
鑑
賞
章
」

| |「
墨
林
\
秘
玩
」
「
昌
」
「
南
陽
\
講
習
堂
」

の
印
あ
り
。 

明
の
項
元

汴旧
蔵
本
。

前
の
南
康
学
宮
の
嘉
定
十
六
年
刊
の
続
編
は
祭
礼
は
黄
幹
の
未
定
稿
を
 

一
応
楊
復
が
整
理
修
訂
せ
る
稿
本
を
梓
に
附
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
本
書
 

は
幹
の
門
人
の
楊
復
が
自
序
に
「
南
康
学
宮
旧
有
家
郷
邦
国
王
朝
礼
及
張
 

侯
虑
続
刊
喪
礼
又
取
祭
礼
稿
本
併
刊
而
存
之
以
待
後
之
学
者
故
四
方
朋
友
 

皆
有
祭
礼
稿
本
未
有
取
其
書
而
修
定
之
者
顧
復
何
人
敢
任
其
責
伏
自
惟
念
 

歯
髪
浸
衰
曩
日
幸
有
所
聞
不
可
不
及
時
伝
述
竊
不
自
揆
遂
拠
稿
本
参
以
所
 

聞
稍
加
更
定
以
続
成
其
書
」
と
述
べ
た
如
く
、
復
が
幹
の
稿
本
に
拠
っ
て
 

増
補
修
定
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
彼
が
祭
礼
を
十
三
門
十
三
巻
に
分
っ
 

た
の
に
対
し
、
此
は
八
十
一
門
十
四
巻
と
な
し
、
両
者
共
通
す
る
所
頗
る
 

多
い
の
は
勿
論
で
あ
る
が
、
別
個
の
新
一
*
と
言
ぅ
べ
き
で
あ
る
。

本
版
は
従
来
宋
淳
祐
刊
本
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
字
様
版
式
は
前
掲
 

の
嘉
定
刊
本
の
元
元
統
三
年
修
の
そ
れ
と
全
く
同
一
に
し
て
、
ま
た
そ
の
 

刻
H

の
允
中
.
袁

仲

珍

.
袁

仲

.
余
才
等
殆
ど
は
同
本
の
元
修
刻
エ
と
共
 

通
し
、
吉
父
は
元
興
文
署
刊
資
治
通
鑑
の
刻
に
参
加
し
て
い
る
。
従
っ
て
 

本
版
は
嘉
定
刊
本
に
修
補
を
加
え
た
元
の
元
統
三
年
頃
に
恐
ら
く
同
じ
江
 

浙
等
処
儒
学
に
於
て
刊
刻
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
ぅ
。
白
鹿
洞
書
院
版
の
王
 

秘

跋

に

「
祭
礼
則
用
信
斎
所
修
」
と
あ
る
所
か
ら
、
そ
の
際
こ
の
新
改
編



本
が
刊
刻
さ
れ
た
と
の
推
測
説
も
あ
る
が
、
白
鹿
洞
本
を
原
本
と
す
る
と
 

い
ぅ
呂
氏
宝
誥
堂
本
は
祭
礼
は
嘉
定
本
と
同
じ
黄
幹
稿
楊
復
修
の
旧
本
で
 

あ
る
。
本

版

は

続

卷

證

と

題

し

、
巻
一
か
ら
始
つ
て
、
喪
礼
と
連
続
す
 

る
巻
次
で
は
な
い
か
ら
、
喪
礼
と
併
せ
た
も
の
に
非
ず
し
て
、
祭
礼
の
み
 

の
単
行
の
出
版
た
る
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。
本
版
は
元
刻
に
し
て
は
単
な
 

る
惰
性
に
非
ざ
る
欠
画
が
多
い
所
か
ら
、
宋
版
の
覆
刻
か
或
は
宋
刊
元
修
 

の
疑
問
が
生
ず
る
。
し
か
し
刻
エ
名
の
な
い
葉
は
少
く
、
上
記
の
如
く
刻
 

H

は
皆
元
人
で
、

一
部
に
僅
か
な
が
ら
甚
だ
漫

漶
邋
遢の
版
面
も
存
す
る
 

が
、
刻

H

は
元
で
あ
る
。
僅
少
な
が
ら
明
修
か
と
疑
わ
れ
る
版
面
が
存
す
 

る
に
す
ぎ
な
い
。

従
っ
て
宋
に
既
に
上
梓
さ
れ
、

此
は
そ
の
覆
刻
重
刊
 

か
、
或
は
此
が
第
一
次
初
刻
な
る
か
は
現
在
の
所
判
明
し
な
い
。

本
版
は
他
に
同
版
本
の
伝
存
を
聞
か
な
い
。
た
だ
旧
京

81に

「儀
礼
経
 

伝
通
解
集
伝
集
註
三
十
七
卷
」

の
卷
十
九
下
之
ロ
ロ
と
録
さ
れ
た
書
影
ー
 

葉
を
掲
げ
、
「
旧
清
内
閣
書
見
蔵
北
平
図
書
館
」
と
。
但

し

そ

の

本

は

「
国
 

立
北
平
図
書
館
善
本
書
目
」
に
録
さ
れ
ず
、
ま
た
現
在
台
湾
に
も
移
管
さ
 

れ
て
い
な
い
。
そ

の

書

影

は

「
折

禳

祭

礼

五

十

」

の
首
葉
で
、
実
は
嘉
 

定
刊
本
の
巻
十
九
に
非
ず
、
楊
復
新
編
の
本
版
の
巻
十
一
下
の
首
葉
に
該
 

当
す
る
。
両
者
を
比
較
す
る
に
同
版
に
非
ず
し
て
、
相
互
に
覆
刻
の
関
係
 

に
あ
る
。
そ
の
先
後
は
半
葉
の
み
を
以
て
し
て
は
断
定
し
難
い
。
も
し
旧
 

京
著
録
本
が
後
出
と
す
れ
ば
、
こ
の
本
は
一
部
や
や
漫

漶の
所
の
あ
る
恐
 

ら
く
明
印
と
思
わ
れ
る
か
ら
、
旧
京
著
録
本
は
そ
の
後
の
明
修
か
明
刊
覆
 

刻
と
な
り
、

も
し
先
出
と
す
れ
ば
、

本
版
は
覆
宋
刊
か
元
刊
明
修
と
な
 

る
。
し
か
し
こ
の
本
は
そ
の
葉
に
あ
る
貞
の
字
三
つ
を
皆
欠
筆
す
る
が
書
 

影
の
方
は
皆
欠
筆
せ
ず
、
字
様
が
や
や
硬
く
、
刻
ェ
名
は
な
い
ら
し
く
、

後
出
の
如
く
思
え
る
か
ら
、
恐
ら
く
旧
京
著
録
本
は
本
版
の
後
修
で
あ
ろ
 

ぅ
か
。
後
放
を
侯
つ
。

文

公

家

礼

〔
集
註
〕

存
卷
三
.四
題
宋
朱
熹
撰
楊
復
•劉
垓
 

孫

集

注

〔宋
末
元
初
間
〕
刊

(〔建
安
〕)

(
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
蔵
)

三
冊
。
新
補
藍
色
絹
表
紙
(
ニ
七
. 

五

>
<
ー
五
.
三
極
)
、
金

鑲玉
装
、
原
料
紙
縦
ニ
四
*
1
ー
粳
。
本
文
卷
首
「
文
 

公
家
礼
巻
第
三
\

g

=

門
人
楊
復
劉
该
孫
集
註
」
と
題
し
、

巻
四
の
尾
題
 

は

「
巻
終
」
(
墨
囲
陰
刻
)
と
。
左

右

双

辺

(
一
七
.五

X

1
ー
龌
)
有
界
 

七
行
、
行
十
四
字
、
注
小
字
双
行
廿
一
字
、
附
註
は
小
字
ニ
格
分
を
低
し
 

て
改
行
。

句
点
声
点
を
附
刻
し
、

注

の

「
某
日
」

r

附
註
」
等
の
標
識
は
 

陰
刻
。

版
心
細
黒
ロ
双
黒
魚
尾
「
礼

幾

(
丁
付
)
」
、

所
々
中
縫
或
は
下
 

象
鼻
に
大
小
字
数
が
記
さ
る
。

四
庫
未
著
録
。
文
公
家
礼
は
朱
子
の
撰
と
し
て
元
明
以
来
流
布
沿
用
さ
 

れ
た
が
、
真
撰
に
非
ざ
る
仮
託
の
説
が
有
力
で
あ
っ
た
。

し
か
し
近
時
真
 

撰
説
が
出
て
い
る
。
楊
復
注
も
原
形
の
ま
ま
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
本
 

版
は
宋
末
元
初
間
の
字
様
で
あ
る
が
、
或
は
寧
ろ
元
刻

と

看

做

す

べ

き

 

か
。
印
面
麗
わ
し
く
、
「
子
晉
\
之
印

j

「
子
\
晉
」
「
毛
晉
\
私
印
」
「
汲
 

古
\
主
人
」
「
毛
慶
/
之
印
」
「
斧
\
季
」

の
印
記
あ
り
、
毛
氏
汲
古
閣
旧
 

蔵
。

「
汲
古
閣
珍
蔵
秘
本
書
目
」
に

r

宋
板
文
公
家
礼
四
本
ー
套

g
M
H

 

S

S

賊
附
註
六
両
」
と
録
さ
れ
て
い
る
。

春秋類

春

秋

経

伝

集

解

三
〇
卷

晋

杜

預

撰

〔宋
紹
興
〕
刊
乾
道
七
 

年

.
淳
熙
一
三
年
至
宋
後
期
遁
修
(
江
陰
郡
)



(
陽
明
文
庫
蔵
)

巻

一

.
ニ
配
日
本
南
北
朝
刊
本
一
六
冊
。
厚
手
覆
 

表
紙
が
附
さ
れ
る
が
、

元
表
紙
は
室
町
期
の
縹
色
表
紙
(
一
一
六
•
四

X

一 

六

.九
極
)
、
室

町

期

の

筆

で

「
左
伝
幾
之
幾
」
と
外
題
。
巻

一

.
ニ
の
首
 

冊
は
日
本
旧
刊
本
で
補
わ
れ
、
宋
刊
は
卷
三
よ
り
存
し
、
巻
末
に
杜
預
の
 

後
序
、
次
に
淳
熙
丙
午
重
陽
郡
守
趙
不
違
書
の
修
刻
跋
が
附
さ
る
。
本
文
 

巻

首

「
春
秋
経
伝
集
解
在
公
第
三
\
(
擁
セ
)
杜

氏

{編
-一)
尽
三
士
一
年
」
、 

巻

末

「
春
秋
巻
第
幾
」
と
題
し
、
尾
題
下
に
小
字
双
行
の
経
注
字
数
あ
り
。 

左

右

双

辺

(
ニ
〇

.
七

X

一
三
.九
涯
)
有
界
十
行
、
行
十
六
乃
至
十
九
字
 

内
外
、
注
小
字
双
行
、
行
廿
五
廿
六
字
内
外
。
版
心
白
ロ
単
黒
魚
尾
「
春
 

秋

幾

(
丁
付
)
」
。
下
象
鼻
に
刻
エ
名
が
あ
る
が
、
版
心
は
破
損
が
多
く
、 

識
読
し
得
る
名
は
、
顔
ロ
、
裘

# ?、
裘
挙
、

裘
与
、

金
文
、

惠
珉
、

惠
 

中
、
惠
道
、
呉
佐
、
項
思
中
、
黄
康
、
康
、

周
曼
、

周

晈、

徐
浩
、

徐
 

友
、
徐
益
、
卓
允
、
卓
顕
、
陳
栄
、
陳
宗
、

陳
彥
、

沈
源
、

沈
澄
、

沈
 

折
、
沈
汁
、
汁
、
沈
嬉
、
沈
彬
、
杜
俊
、
湯
栄
、
栄
、
潘
亨
、
李
懋
、
陸
 

靖
、
六
靖
、
陸
栄
、
郎
春
、
劉
智
。
そ
の
多
く
は
修
補
の
エ
名
で
あ
る
。 

ま
た
中
縫
に
間
々
「
乾
道
辛
卯
重
換
」
「
直
学
王

鍚校
正
重
換
」
「
直
学
葛
 

熙
靖
監
修
」
等
の
修
補
年
紀
や
校
者
名
が
刻
さ
れ
て
い
る
葉
が
あ
る
。
玄
 

弦
敬
驚
警

儆弘
泓
殷
匡
筐
竟
恒
貞
徴
懲
樹
豎
譲
桓
完
構
覯
の
字
の
多
く
は
 

欠
筆
を
し
て
い
る
が
、
慎
の
字
は
修
刻
の
葉
に
の
み
間
々
末
画
を
欠
く
が
 

一
定
せ
ず
、
避
諱
は
光
宗
の
惇
敦
以
降
に
は
及
ん
で
い
な
い
。
巻
九
の
第
 

十

九

.
廿
葉
、
巻
十
四
の
第
六
、
卷
廿
の
第
十
九
、
卷
卅
の
第
十
六
葉
は
 

室
町
時
代
の
補
写
。
「
陽

\
明

\

蔵
」
「
近
衛
家
」

の
印
記
あ
り
。

巻
末
の
淳
熙
十
三
年
の
江
陰
郡
(
江
蘇
省
)
守
趙
不
違
の
跋
の
中
に
本
 

版
の
鐫
刻
と
修
補
に
つ
い
て

ip}
紹
興
初
江
陰
被
旨
閲
借
秘
閣
正
本
依
其
字
様
大
小
嘗
刊
是
書
更
 

歳
浸
久
点
画
漫
欠
中
間
雖
稍
葺
治
旋
復
磨
滅
不
違
到
官
之
明
年
郡
事
稍
 

暇
迺
属
僚
友
与
夫
里
居
之
彥
互
相
参
放
分
帙
校
讎
重

鋟諸
梓
自

春

徂

秋

 

始
以
迄
事
告
斯
亦
難
矣
後
之
人
苟
知
其
難
不
待
其
ロ
壊
而
丞
修
之
0
0
 

□
縦
□
□
炳
然
常
新
有
補
於
窮
経
学
古
之

H

亦
為
政
之
首
務
云
時
歳
在
 

淳
熙
丙
午
重
陽
郡
守
趙
不
違
書

と
記
し
て
い
る
。

こ
の
跋
か
ら
は
江
陰
郡
で
紹
興
初
本
書
を
出
版
し
た
 

が
、
板
が
磨
滅
し
た
の
で
、
淳
熙
十
三
年
趙
不
違
が
新
に
鐫
梓
重
刊
し
た
 

か
の
如
く
一
見
ぅ
け
と
れ
る
が
、

こ
の
本
に
つ
い
て
実
際
検
す
る
に
、
修
 

補
は
一
度
で
は
な
く
、
中
に
淳
熙
よ
り
前
の
「
乾
道
辛
卯
(
七
年
〕
重
換
」 

の
修
補
年
紀
の
葉
が
あ
り
、
そ
れ
よ
り
古
い
刻
、
即
ち
原
刻
と
思
わ
れ
る
 

葉
も
見
出
さ
れ
、
修
補
は
南
宋
後
期
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。
従
っ
て
本
版
 

は
、
既
に
度
々
引
用
し
た
経
史
書
の
刻
板
を
地
方
官
庁
に
督
励
せ
る
紹
興
 

初
の
詔
に
応
じ
て
、
紹
興
年
間
に
刊
刻
さ
れ
、
そ
の
板
木
が
漫
欠
し
た
の
 

で

中

間

(
恐
ら
く
乾
道
七
年
)
や
や
修
補
し
た
が
、
さ
ら
に
そ
の
漫
德
が
 

甚
し
く
な
っ
た
の
で
、
不
違
が
郡
守
と
な
っ
た
翌
年
の
淳
熙
七
年
僚
友
等
 

と
分
担
し
て
校
讎
を
加
え
て
大
々
的
な
補
刻
を
行
い
、
不
違
が
跋
中
に
修
 

補
を
怠
ら
ず
ま
め
に
行
え
と
後
人
を
戒
め
て
い
る
の
は
刊
刻
の
実
状
を
考
 

え
る
上
に
甚
だ
興
味
を
抱
か
し
め
る
所
で
、
そ
の
如
く
後
に
も
通
修
を
続
 

け
て
重

«|さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
此
は
さ
ら
に
刻
エ
名
 

の
側
か
ら
も
次
の
如
く
確
認
し
得
る
。
た
だ
本
帙
は
版
心
の
下
象
鼻
の
欠
 

損
が
甚
し
い
憾
み
が
あ
る
が
、
上
記
の
刻

H

中
原
刻
と
思
わ
れ
る
の
は
、 

呉
佐
、
項
思
中
、
陳
彦
、
沈
忻
、
李
懋
、
陸
靖
等
で
、
杜
俊
は
乾
道
辛
卯
 

重
換
と
刻
さ
れ
た
葉
に
見
え
て
い
る
。
ま
た
原
刻
の
刻
エ
で
修
に
も
携
わ



っ
て
い
る
者
も
あ
る
よ
ぅ
で
あ
る
。
此
等
刻
エ
が
他
に
従
事
し
た
宋
刊
本
 

は
次
の
通
り
で
あ
る
。
該
書
の
修
の
場
合
は
名
に

Xを
附
す
る
。
最
も
多
 

数
が
関
係
し
て
い
る
の
は
刊
地
を
同
ぅ
す
る
乾
道
三
年
江
陰
澂
江
郡
斎
刊
 

宣
和
奉
使
高
麗
図
経
(
裘
挙
、
黄
康
、
徐
益
、
陸
栄
)

で
、
そ
の
他
紹
興
 

刊

通

典

(
李

懋

.
潘
亨
)
、
紹
興
ニ
ー
年
序
刊
臨
川
先
生
文
集
(
徐
益
)
、 

孝
宗
朝
両
淮
江
東
転
運
司
刊
史
記
(陳
彥
、

呉
任
)
、

同

漢

書

(
李
懋
、 

惠
道
)
、
同

後

漢

書

(
呉
佐
、
陳
彦
)
、
乾
道
ニ
年
泉
南
郡
倖
刊
孔
氏
六
帖
 

(
呉
佐
)
、

孝
宗
朝
刊
眉
山
七
史
(
潘
亨
、

陳
彦
)
、
同

贛州

刊

文

選

(
湯
 

栄
、
劉
智
)
、
淳
熙
八
年
尤
延
之
刊
文
選
(杜
俊
)
、
嘉
泰
元
年
序
刊
于
湖
 

居

士

文

集

(
陳
栄
)
、

陳
彦
が
南
宋
前
期
刊
礼
記
注
•
孝
宗
朝
刊
史
記
集
 

解

.
同
聖
宗
文
選
合
集
.
紹
熙
三
年
越
刊
八
行
本
礼
記
正
義
、
そ
の
外
紹
 

興
初
刊
史
記
集
解
の
南
宋
前
期
修
、
潘
亨
が
孝
宗
朝
刊
単
疏
本
周
易
正
 

義

.
同

論

衡

.
同
元
氏
長
慶
集
に
見
え
る
。
即
ち
刻

H

は
紹
興
か
ら
降
っ
 

て
は
寧
宗
の
嘉
泰
に
亘
る
が
、
殆
ど
の
活
動
期
が
孝
宗
の
乾
道
淳
熙
間
に
 

集
中
せ
る
抗
州
地
区
の
刻
エ
で
あ
る
。
従
っ
て
原
刻
エ
の
下
限
が
紹
熙
に
 

入
っ
て
い
る
所
を
考
え
れ
ば
、
本
版
は
紹
興
廿
年
代
前
後
頃
の
上
梓
に
か
 

か
り
、
大
部
分
が
淳
熙
十
三
年
の
補
刻
と
目
し
て
よ
い
。

本
版
の
原
刻
の
字
様
は
中
字
、
端
直
整
厳
に
し
て
、
北
宋
刊
御
注
孝
経
 

や
姓
解
の
そ
れ
に
類
似
し
、
北
宋
の
遺
風
を
と
ど
め
て
い
る
。
不
違
の
跋
 

に

r

閲
借
秘
閣
正
本
依
其
字
様
大
小
」
と
あ
れ
ば
、
秘
閣
正
本
と
は
恐
ら
 

く
北
宋
監
本
と
思
わ
れ
、
そ
の
覆
刻
で
は
な
い
が
、
テ
キ
ス
ト
は
北
宋
監
 

本
の
系
で
あ
る
。
本
版
の
伝
存
は
頗
る
稀
れ
、
他
に
確
認
し
得
る
の
は
、 

故
宮
博
物
院
蔵
淳
熙
間
撫
州
公
使
庫
刊
春
秋
経
伝
集
解
(
拙
著
著
録
)
に
 

配
補
さ
れ
た
巻
一
七
、
ニ
五
1

二
八
、
三
◦

の
六
巻
の
み
で
あ
る
。
阮
元

の
春
秋
左
伝
注
疏
校
勘
記
の
引
拠
各
本
目
録
に
「
不
全
宋
刻
春
秋
経
伝
集

I

l

f

分
巻
与
唐
石
経
同
(中
略
)
毎
半
頁
十
行
注
文
雙
行
毎
行
字
数
不
一
巻
末
載
経
注
若
干
 

免

_ー
冊
字
無
附
釈
音
宋
刻
経
注
本
之
最
善
者
書
内
構
字
闕
筆
此
避
宋
高
宗
諱
銭
塘
何
元
錫
云
板

S

I I

1 I錢

」
と
著
録
さ
れ
た
本
は
同
版
本
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
行
方
 

は
不
明
で
あ
る
。

こ
の
本
に
は
室
町
時
代
の
筆
蹟
に
か
か
る
朱
筆
の
句
点
.
朱

引

.
ヲ
コ
 

ト

点

.
返
点
送
仮
名
音
訓
合
符
、
や
や
後
の
別
手
の
墨
筆
の
句
点
•
送
仮
 

名

声

点

.
朱
濁
点
が
詳
細
に
加
点
さ
れ
、
且
つ
眉
上
に
は
一
部
朱
を
混
え
 

た
音
義
校
注
の
書
入
が
あ
り
、
我
が
国
中
世
期
の
春
秋
学
•
古
訓
点
に
対
 

す
る
貴
重
な
る
資
料
を
提
供
し
て
い
る
。

春
秋
経
伝
集
解

三
〇
卷

晋

杜

預

撰

〔宋
孝
宗
朝
〕
刊
 

(
静
嘉
堂
文
庫
蔵
)

宋

元

至

明

初

遁

修

一

六

冊

。
陸

志

.
儀
顧
堂
集
 

著
録
。

新

補

灰

色

表

紙

(
ニ
六
.
五

X
ニ

0

.

1 )
、

書

外

題

「末
大
字
 

本
春
秋
」
。
裏
打
改
装
。
首
に
杜
預
序
あ
る
が
、

首
葉
欠
。

巻
末
の
後
序
 

は
な
く
、
逸
失
し
た
の
で
あ
ろ
ぅ
。
本

文

巻

首

「
春
秋
経
伝
集
解
隠
第
一
 

\
{

_
®

杜

氏

{
f

一)
尽
十
一
年
」
と
題
す
。
尾
題
は
巻
に
ょ

p
 

r

春
秋
巻
 

第
幾
」
と
題
し
、
或
は
題
下
に
小
字
双
行
を
以
て
経
注
字
数
の
あ
る
巻
も
 

あ
る
。

左

右

双

辺

(
ニ
ニ
 >
<
ー
七
*
1
醒
)
有
界
八
行
、

毎
行
多
く
十
六
 

字
で
あ
る
が
、
或
は
十
五
乃
至
十
七
字
、
注
小
字
双
行
、
行
十
七
乃
至
廿
 

六
字
、
不
等
。
本
版
は
宋
代
に
少
く
と
も
二
度
、
元
代
と
明
初
の
修
が
加
 

え
ら
れ
、
版
心
は
概
ね
原
刻
宋
修
は
白
ロ
単
黒
魚
尾
、
元

•
明
修
は
線
黒
 

ロ
双
黒
魚
尾
、
「
春

秋

幾

(
或
は
春
幾
)
(
丁
付
)
」
。
原
刻
は
大
小
字
数
な
 

く
、
下
象
鼻
に
刻
エ
名
あ
り
、
朱

.
元
修
は
上
象
鼻
に
大
小
字
数
、
下
象
 

鼻
に
刻

H

名
あ
り
、
明
修
は
刻
エ
名
な
く
、
或

は

下

象

鼻

に

「
重
刊
」
と



印
さ
れ
、
間
々
単
辺
を
混
え
る
。
版
心
の
下
象
鼻
は
破
損
が
多
い
。
原
刻
 

は
玄
弦
縣
懸
敬

儆警
弘
殷
匡
筐
恒
貞
徴
懲
樹
譲

頊桓
完

瑗媾
溝
慎
の
字
多
 

く
欠
筆
し
、
宋
修
は
弦
敬
弘
殷
恒
貞
徴
桓
覯
溝
慎
の
字
往
々
欠
画
し
、
共
 

に
慎
の
字
は
或
は
末
画
を
欠
き
或
は
欠
か
ず
一
定
せ
ず
、
光
宗
の
惇
の
字
 

以
下
は
皆
避
諱
し
な
い
。
元

•
明
修
に
は
往
々
匡
筐
恒
桓
の
字
に
欠
筆
が
 

見
ら
れ
る
の
は
刻
手
の
惰
性
に
よ
る
。
刻

H

名

は

(
原
刻
)
王
栄
、
王
珎
、 

牛
実
、
阮
于
、
呉
震
、
雇
淵
、
黄
宇
、
朱

琰、
徐
正
、
徐
杲
、
章
楷
、
章
 

樹
、
張
由
、
陳
明
、
陳
明
仲
、
明
仲
、
陳
文
、
丁
圭
、
潘
俊
、
包
正
、
毛
 

諌
、
毛
諒
、
孟
□
、
余
永
、
余
集
、
李
昇
、
李
昱
、
李
碩
、

林
俊
、

(宋
 

修
)
王
恭
、
王
琎
、
応
拱
、
夏
義
、
吳
益
、

呉
亮
、

呉
椿
、

高
異
、

周
 

成
、
徐
文
、
章
明
、
章
宥
、
宋
据
、
沈
定
、
陳
寿
、
丁
之
才
、
余
敏
、
姚
 

臻
、
呂
信
、
(
元
修
)
允
徳
裕
、
袁
子
寧
、
王
元
享
、

王
徳
明
、

応
秀
、 

何
九
万
、
何
益
、
可
引
、
吉
甫
、
弓
華
、
許
彥
明
、
許
成
、
倪
平
山
、
平
 

山
、
雇
恭
仏
、
高
屌
、
高
_
祖
、
高
山
甫
、

江
恵
、

亢
文
、

斉
明
、

子
 

成
、
施
仲
、
士
元
、
朱
大
成
、
朱
元
、

朱
長
ニ
、

周
鼎
、

周
東
山
、

徐
 

良

、
徐
、
蔣
七
、
召
恵
昭
、
召
、
楚
慶
一
、

孫
斌
、

張
成
、

趙
良
、

趙
 

海
、
趙
明
、
趙
、
陳
诱
、
陳
彦
昭
、
陳
子
、
陳
子
成
、
子
成
、
陳
彥
、
沈
 

子
、
沈
子
英
、
鄭
埜
、
鄭
、
屠
明
道
、
屠
、
甸
中
、
甸
端
、
任
子
敬
、
瀋
 

茂
、
茂
、
綴
謙
、
茅
山
、
务
陳
秀
、
毛
文
、
熊
道
瓊
、
余
求
、
楊
子
明
、 

楊
仁
、
楊
十
三
、
楊
青
之
、
楊
明
、
楊
景
仁
、
景
仁
、
羊
子
明
、
葉
禾
、 

陸
永
、
良
恭
、
芦
！r

謝
、
元
、
智
、
銭
、
胄
。
巻
中
欠
葉
或
は
補
写
の
 

葉
が
往
々
存
す
る
。

「
詩
雅
\
之
印
」

r

廷

吹

/

氏j 

r

周
氏
/
蔵
書

\

之
 

印
」

の
印
記
あ
り
。

こ
の
本
は
原
刻
の
葉
は
極
め
て
少
く
、
特
に
前
半
に
は
僅
少
で
、
大
部

分
が
元
修
で
、
宋
修
が
之
に
次
ぎ
、
明
初
の
修
は
数
え
る
程
度
で
あ
る
。

原
刻
の
字
は
大
な
る
こ
と
銭
の
如
く
、
版
面
漫

漶な
が
ら
筆
意
渾
厚
字
体
 

方
厳
に
し
て
北
末
の
遺
風
を
と
ど
め
た
紹
興
初
期
の
江
浙
字
様
の
上
な
る
 

も
の
、
宋
修
の
字
は
原
刻
の
ほ
ぼ
覆
刻
に
近
い
が
筆
風
繊
弱
に
傾
く
の
を
 

免
れ
ず
、
元
修
は
円
潤
を
帯
び
て
原
刻
の
筆
意
か
ら
離
れ
て
い
る
。
刻
エ
 

名
か
ら
そ
の
刊
年
を
推
定
す
る
こ
と
に
し
よ
ぅ
。
原
刻
及
び
宋
修
の
刻
エ
 

が
従
事
せ
る
他
の
宋
刊
本
は
次
の
如
く
で
、
当
該
書
の
修
の
刻
エ
で
あ
る
 

場
合
は

X

を
附
す
る
。

紹
興
九
年
紹
興
府
刊
単
疏
本
毛
詩
正
義
(
阮
于
、
雇
淵
、
徐
杲
、
章
楷
、 

陳
明
仲
、
毛
諌
、
毛
諒
、

余
永
)
、

紹
興
四
年
蘇
州
刊
呉
郡
図
経
続
記
 

(
牛
実
)
、

紹
興
十
年
臨
安
府
刊
西
漢
文
類
(
包
正
)
、

紹
興
十
九
年
刊
 

徐

公

文

集

(
毛
諒
)
、
紹
興
間
明
州
刊
紹
興
淳
熙
間
遁
修
文
選
(
毛
諌
、 

毛
諒
、
陳
文
)
、
紹
興
刊
景
徳
伝
灯
録
(
王
栄
、
李
碩
)
、
同
思
溪
版
蔵
 

経

(
王
栄
、
王
弥
、
徐
杲
、
陳
明
)
、
同
劉
夢
得

文

集

(
王
栄
)
、
同
白
 

氏

六

帖

事

類

集

(
王
珎
、
丁
圭
、
毛
諒
)
、
同
太
平
聖
恵
方
(
陳
文
)
、 

同

外

台

秘

要

(
阮
于
、
徐
杲
、
章
楷
、
陳
文
、
丁
圭
、
李
昇
、
李
昱
、 

李
碩
、

林
俊
)
、

同

通

典

(
阮
于
、
徐
杲
、
包
正
、
陳
文
、
王
璉
、
応
 

拱
、
夏
義
、
呉
益
、
周
成
、
沈
定
、
陳
寿
、
丁
之
才
、
余
敏
、
呂
信
)
、 

同

説

文

解

字

(
陳
寿
)
、
同
爾
雅
疏
(
王
恭
)
、
同

国

語

(
陳
寿
)
、
紹
興
 

初
刊
南
宋
前
期
修
史
記
集
解
(
王
珎
、
牛
実
、
阮
于
、
徐
杲
、
包
正
、 

皆
諫
、
毛
諒
、
呉
亮
、
黄
寧
、
章
楷
、
周
成
、

姚
臻
)
、

同
資
治
通
鑑
 

目

録

(
牛
実
、
張
由
、
王
珎
、
宋

琚、
沈
寿
、

丁
之
才
)
、

南
宋
前
期
 

刊

龍

龕

手

鑑

(
張
由
、
徐
文
)
、
紹
興
乾
道
間
越
刊
周
易
注
疏
(
王
珎
、 

陳
明
、
李
碩
)
、
同

尚

書

正

義

(
王
珎
、
陳
明
、
余
永
、
王
恭
、
王
璉
、



呉
益
、
徐
文
、
宗

琚、
丁
之
才
、
余
敏
)
、
同

周

礼

疏

(
王
珎
、
余
永
、 

王
恭
、
高
異
、
宋

琚、
丁
之
才
)
、
紹
熙
三
年
越
刊
礼
記
正
義
(
王
恭
、 

陳
文
、
高
異
)
、
孝
宗
朝
両
淮
江
東
転
運
司
刊
史
記
(陳
寿
)
、
同
漢
書
 

(
王
亦
、
徐
杲
、
張
由
、
包
正
、
毛
諒
、
李
昇
、
李
碩
、
林
俊
、
王
栄
、 

王
恭
、
高
異
、
沈
定
、
陳
寿
、
余
敏
)
、

同

後

漢

書

(
王
栄
、

李
昇
、 

李
碩
、
林
俊
、
宋

琚、
沈
定
、
陳
寿
、

丁
之
才
)
、

孝
宗
朝
刊
単
疏
本
 

周

易

正

義

(
王
珎
、
李
昇
)
、
同

論

衡

(
王
珎
、
陳
明
)
、
同
赣
州
刊
文
 

選

(
王
恭
、
王
璉
、
呉
椿
、
高
異
)
、
同

北

山

小

集

(
王
栄
)
、
同
白
氏
 

六

帖

事

類

集

(
林
俊
)
、
同

元

氏

長

慶

集

(
陳
明
)
、
同
鄂
州
刊
資
治
通
 

鑑

(
陳
明
)
、
同

周

官

講

義

(
陳
明
)
、
同
豫
章
黄
先
生
文
集
(
陳
文
)
、 

同
所
謂
眉
山
七
史
(
王
恭
、
李
昇
、
夏
義
、
呉
椿
、
高
異
、
周
成
、
宋
 

琚、
沈
定
、
陳
寿
、
丁
之
才
、
余
敏
、

呂
信
)
、

乾
道
ニ
年
泉
南
郡
刊
 

孔

氏

六

帖

(
陳
文
)
、
淳
熙
間
撫
州
公
使
庫
刊
春
秋
経
伝
集
解
(
陳
文
、 

徐
文
)
、
寧
宗
朝
越
刊
論
語
註
疏
解
経
(
丁
之
才
)
、
同
孟
子
註
疏
解
経
 

(
丁
之
才
)
、

嘉
泰
四
年
刊
東
萊
呂
太
史
文
集
(
宋

琚)
、

同
皇
朝
文
鑑
 

(夏
義
)
、嘉
定
十
三
年
臨
安
府
尹
家
書
籍
舗
刊
歴
代
名
医
蒙
求
(余
敏
)
、 

紹
定
ニ
年
平
江
府
刊
呉
郡
志
(
呉
椿
)
、
寧
宗
朝
刊
増
修
互
註
礼
部
韻
略
 

(
王
恭
、
王
雄
、
応
拱
、
夏
義
、
高
異
、
宋
据
、
沈
定
、

陳
寿
、

丁
之
 

才
、
余
敏
)
、
同

古

史

(
王
恭
、
宋

琚、
陳
寿
、
丁
之
才
)
、
同
晦
庵
先
 

生

文

集

(
王
恭
、
王
雜
、
応
拱
、
高
異
、

周
成
、

宗

琚、

陳
寿
、

陳
 

明
、
丁
之
才
、
余
敏
、
呂
信
)
、
同
晦
庵
先
生
朱
文
公
語
録
(
呉
椿
)
、 

同

玉

篇

(
王
恭
、
呉
椿
、
宋

琚、
陳
寿
)
、

同

広

韻

(
王
恭
、

呉
益
、 

呉
椿
、
宋
据
、
陳
寿
、
余
敏
}
、
同

武

経

七

書

c

王
恭
)
、
同
歴
代
故
事
 

(
呉
椿
、
宋

琚)
、

同

愧

郯録

(
呉
椿
)
、

同
重
校
添
註
音
辯
唐
柳
先
生

文

集

(
呉
椿
)
、
同
育
徳

堂

外

制

(
陳
文
)

以
上
を
以
て
見
れ
ば
、
此
等
刻

H

は
皆
杭
州
地
区
の
刻

H

で
、
原
刻
の
 

刻
エ
の
多
く
は
紹
興
乾
道
間
、
宋
修
の
刻
エ
は
淳
熙
嘉
定
間
、
嘉
定
年
間
 

に
多
く
集
中
し
て
い
る
。
ま
た
此
等
修
補
の
刻
エ
の
多
く
は
紹
興
淳
熙
間
 

に
地
方
公
使
庫
で
刊
刻
さ
れ
、
後
に
そ
の
板
木
を
国
子
監
に
移
管
し
て
南
 

宋
中
期
に
修
補
を
加
え
た
公
使
庫
版
—
準
監
本
—

の
修
補
中
に
見
え
て
い
 

る
名
で
あ
る
。
南
宋
国
子
監
の
此
等
の
板
木
は
元
に
な
っ
て
西
湖
書
院
に
 

移
さ
れ
て
、

ま
た
修
補
が
施
さ
れ
、

さ
ら
に
明
代
に
南
監
に
移
管
さ
れ
 

て
、
そ
の
一
部
は
遁
修
重
印
が
続
け
ら
れ
た
。
本
版
の
元
修
の
刻
エ
を
検
 

討
す
る
に
、

大
徳
五
年
刊
儀
礼
集
説
(
斉
明
、
茅
文
}
、
泰
定
元
年
刊
文
献
通
考
(
袁
 

子
寧
、
王
元
享
、
許
成
、
槐
平
山
、
高
霖
祖
、
高
雇
、
ー
几
文
、
朱
元
、 

朱
長
ニ
、
周
鼎
、
周
東
山
、
徐
良
、

趙
海
、

張
成
、

陳
子
成
、

沈
子
 

英
、
屠
明
道
、
鄭
埜
、
甸
中
、
潘
茂
、
0
謙

、
平
山
、

楊
景
仁
)
、

至
 

元
至
正
間
刊
国
朝
文
類
(
袁
子
寧
、

王
徳
明
、

朱
元
、

子
成
、

楊
景
 

仁
、
羊
子
明
)
、

至
正
二
三
年
刊
鄙
国
金
佗
粋
編
(
倪
平
山
、

平
山
、 

士
元
)

以
上
の
諸
書
は
西
湖
書
院
の
刊
刻
に
か
か
り
、

「
元
西
湖
書
院
重
整
書
 

目
」
著
録
の
宋
刊
同
院
元
修
本
を
あ
げ
れ
ば
、

越

刊

尚

書

正

義

(
何
益
、
周
鼎
、
鄭
垫
、
毛
文
、

葉
禾
)
、

同
周
礼
疏
 

(孫
斌
、
陳
诱
、
陳
彥
昭
、
鄭
埜
、
毛
文
)
、
同

礼

記

正

義

(
周
鼎
、
孫
 

斌
、
陳
诱
、
鄭
埜
、
毛
文
、
熊
道
瓊
)
、
同
孟
子
註
疏
解
経
(
熊
道
瓊
、 

葉
禾
)
、

嘉
定
刊
儀
礼
経
伝
通
解
(
何
九
万
、

斉
明
、
徐
良
、
陳
诱
、 

毛
文
、
楊
十
三
}
、
説

文

解

字

(
弓
華
、
斉
明
、
陳
诱
、
鄭
埜
、
平
山
、



务
陳
秀
、
楊
十
三
)
、
増
修
互
註
礼
部
韻
略
(
弓
華
)
、
南
宋
前
期
刊
史
 

記

集

解

(
何
九
万
、
許
成
、
高
綴
祖
、

朱
元
、

楚
慶
一
、

張
成
、

鄭
 

挂
、
务
陳
秀
、
熊
道
瓊
、

茅
文
)
、

両
淮
江
東
転
運
司
刊
三
史
(
王
徳
 

明
、
何
益
、
吉
甫
、
許
成
、
高
綴
祖
、
斉
明
、
子
成
、
周
鼎
、
蔣
七
、 

徐
良
、
孫
斌
、
趙
明
、
張
成
、
鄭
埜
、
任
子
敬
、
綴
謙
、
平
山
、
务
陳
 

秀
、
毛
文
、
熊
道
瓊
、
楊
景
仁
、
楊
十
三
、
楊
青
之
、
楊
明
、
葉
末
、 

陸
永
)
、

所

謂

眉

山

七

史

(
王
元
享
、

王
徳
明
、
何
九
万
、
何
益
、
弓
 

華
、
許
彥
明
、
許
成
、
高

a
、
斉
明
、

士
元
、

朱
元
、

子
成
、

朱
長
 

一
一
、
周
鼎
、
蔣
七
、
徐
良
、
楚
慶
一
、
孫
斌
、
趙
良
、
趙
明
、
張
成
、 

陳
诱
、
鄭
埜
、
繆
謙
、
平
山
、
务
陳
秀
、
毛
文
、
熊
道
瓊
、
楊
景
仁
、 

楊
仁
、
楊
十
三
、
楊
明
、
葉
禾
、

陸
永
)
、

南
宋
初
刊
資
治
通
鑑
目
録
 

(
何
九
万
、
斉
明
、
周
鼎
、
趙
良
、
趙
明
、
陳
诱
、
陳
子
成
、
务
陳
秀
、 

楊
十
三
、
陸
永
)
、
嘉
定
刊
資
治
通
鑑
綱
目
(
許
成
、
倪
平
山
、
子
成
、 

周
鼎
、
張
成
、
陳
彦
昭
、
陳
子
成
、
沈
子
、
任
子
敬
、
潘
茂
、
繆
謙
)
、 

南
宋
初
刊
国
語
国
語
補
音
(
斉
明
、
徐
良
、
熊
道
瓊
、

楊
十
三
)
、

贛 

州

刊

文

選

(
平
山
)
、
嘉
泰
四
年
刊
皇
朝
文
鑑
(
周
鼎
、
蔣
七
、
鄭
埜
、 

平
山
、
务
陳
秀
、
熊
道
瓊
、
陸
永
)

そ
の
他
、
本
版
の
元
修
刻
エ
が
彫
鐫
に
参
加
せ
る
元
刊
本
は
 

大
徳
四
年
太
医
院
刊
大
徳
重
校
聖
済
総
録
(
斉
明
、
張
成
、
鄭
埜
、
茅
 

文
)
、

大

徳

刊

隋

書

(
王
徳
明
)
、

同

五

代

史

記

(
王
徳
明
、
弓
華
)
、 

至
大
刊
至
正
三
年
修
六
書
統
(
許
成
)
、

同

六

書

統

溯

源

(
趙
明
、

平
 

山
)
、
同

書

学

正

韻

(
弓
華
)
、
皇
慶
元
年
刊
佩
韋
斎
文
集
(
王
元
享
)
、 

天
暦
元
年
刊
通
鑑
前
編
(
芦
巔
)
、
後
至
元
三
年
刊
慈
溪
黄
氏
日
抄
(陳
 

彦
)
、
至
元
六
年
慶
元
路
儒
学
刊
玉
海
(
王
徳
明
)
、
至
正
二
三
年
平
江

路
儒
学
刊
通
鑑
総
類
(
趙
海
、
景
仁
、

芦
勗
)
、

至
正
ニ
五
年
平
江
路
 

儒
学
刊
戦
国
策
(
子
成
)
、
興
文
署
刊
玉
海
(
吉
甫
)
、

盱郡
刊
孟
子
(
子
 

成
)
、
致

堂

読

史

管

見

(
士
元
)
、

晦
庵
先
生
朱
文
公
集
(
平
山
)
、

岳
 

氏
刊
春
秋
経
伝
集
解
(
子
成
)
、

十
行
本
周
易
兼
義
.
附
釈
音
春
秋
左
 

伝

•
公

羊

.
殼

梁

註

疏

(
余
求
)

此
等
元
刻

H

は
大
徳
以
降
元
末
至
正
に
及
び
、
本
版
が
西
湖
書
院
に
於
 

け
る
修
補
に
か
か
る
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。
要
す
る
に
そ
の
欠
画
及
び
刻
 

H

名
か
ら
察
す
る
に
、
本
版
は
南
宋
孝
宗
朝
初
期
に
於
け
る
恐
ら
く
江
浙
 

地
区
の
公
使
庫
版
た
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
旧
蔵
者
の
陸
心
源
が
陸
志

•  

儀
顧
堂
集
に
於
て
、
本
版
の
字
の
佳
処
多
き
点
を
列
挙
し
、
九
経
三
伝
沿
 

革
例
の
考
異
条
に
之
を
照
し
て
北
宋
蜀
大
字
本
と
断
じ
て
い
る
が
、
此
は
 

宇
大
な
る
こ
と
銭
の
如
き
を
全
て
蜀
本
と
考
え
た
旧
来
の
通
説
に
よ
っ
た
 

に
す
ぎ
ず
、
そ
の
考
証
も
未
だ
根
拠
薄
弱
と
云
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
本
版
 

の
端
厳
雄
渾
な
る
字
様
は
、
李
鶚
の
版
下
書
に
よ
る
五
代
監
本
を
承
け
た
 

北
宋
監
本
の
覆
刻
と
思
わ
れ
る
南
宋
前
期
刊
爾
雅
(
故
宮
博
物
院
蔵
、
拙
 

著
著
録
)
の
そ
れ
と
類
似
し
、
ま
た
所
謂
眉
山
七
史
の
字
様
も
亦
同
類
で
、 

皆
八
行
乃
至
九
行
、
行
十
七
字
内
外
の
大
字
本
で
、
共
に
北
宋
監
本
の
ほ
 

ぼ
覆
刻
と
思
わ
れ
、
紹
興
の
詔
に
応
じ
た
紹
興
乾
道
間
の
江
浙
地
区
の
公
 

使
庫
の
刊
刻
に
か
か
り
、
そ
の
板
木
が
国
子
監
に
移
さ
れ
た
の
で
、
当
時
 

此
等
も
監
本
或
は
官
本
と
称
さ
れ
た
ら
し
く
、
本
版
は
岳
氏
沿
革
例
に
所
 

謂
監
中
見
行
本
中
の
大
本
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
ろ
ぅ
。
南
雍
経
籍
考
に
 

「
春秋左伝集解三十巻四春秋経伝集解 

ニ

十

卷
? |
- 0肝

| |
| |百

」

と

ぁ

る

が

、

本

版

は

そ

の

前

者

で

あ

ろ

ぅ

か

。
 

本
版
は
他
に
同
版
本
の
伝
存
を
聞
か
ざ
る
孤
本
で
あ
る
。



春

秋

経

伝

集

解

三
〇
巻
経
伝
識
異
一
巻
晉
杜
預
撰
宋
嘉
定
 

九
年
(
ニ
ニ
六
)
刊

(興
国
軍
学
)

首

に

杜

預

の

「春
秋
左
伝
序
」
、
巻

末

に

「
春
秋
経
伝
集
解
後
序
」
を
お
 

き、ま
た
「経

伝

識

異

(三丁半)を附し、その後 

に
興
国
軍
の
校
勘
督

H

銜
名
及
び
嘉
定
丙
子
年
正
月
望
日
聞
人
模
謹
書
の
 

刊
書
跋
が
あ
る
。
本
文
巻
首
「春
秋
経
伝
集
解
隠
公
第
一

/:1

^ 5杜
氏
 

尽
十
一
年
」
と
題
し
、
巻
末
後
序
の
次
に
葉
を
改
め
て
低
ニ
格
単
行
大
字
 

を

以

て

「
経
凡
一
十
九
万
八
千
三
百
四
十
八
言

\

注
凡
一
十
四
万
六
千
七
 

百
八
十
八
言
」
と
経
注
字
数
が
記
さ
れ
、
次

に

「
経
伝
識
異

J

が
附
さ
れ
 

て
ぃ
る
。
左
右
双
辺
(
一

ニ

八

>
<
ー
四
八
喱
)
有
界
八
行
、
行
十
七
字
、 

注
小
字
双
行
。

版
心
白
ロ
双
黒
魚
尾
「
左

氏

幾

(
丁
付
)
」
、

上
象
鼻
に
 

大
小
字
数
、
下
象
鼻
に
刻

H

名
が
刻
さ
る
。
原
刻
は
玄
弦
縣
弘
匡
恒
貞
楨
 

禎
徴
豎
譲

頊桓
完

瑗構
慎
、
修
は
玄
貞
譲
桓
慎
の
字
は
率
ね
末
画
を
欠
 

く
。
刻

H

は

(
原
刻
)
王
純
、
王
、
純
、
胡
桂
、
胡
、
桂
、
高
儁
、
高
、 

張
政
、
張
、
陳
正
、
正
、
陳
金
、
金
、
鄧
寿
、
寿
、
潘
金
、
余

份、
余
、 

劉
全
、
劉
、
全
、
伸

、
仲
、
(修
)
王
采
、
王
、
采
、
彥
章
、

彥
璋
、

呉
 

甫
、
甫
、
呉
彥
、
呉
仁
、
蔡
祥
、
祥
、
秀
中
、

占
中
、

占
、

詹
中
、

張
 

友
、
張
進
、
余
成
、
成
、
劉
永
、
劉
、
永
、

R、
胡
、
癸
、
全
。
修
刻
は
 

原
刻
の
覆
刻
で
あ
る
が
、
字
様
の
線
が
や
や
細
め
に
な
っ
て
い
る
。

本
版
は
前
掲
本
と
同
様
堂
々
た
る
大
字
で
あ
る
が
、
字
様
は
異
っ
て
些
 

少
円
柔
の
気
味
を
帯
び
る
。
巻
末
の
列
銜
に
 

従

事

郎

興

国

軍

判

官

沈

景

淵

\
迪
功
郎
興
国
軍
軍
学
教
授
聞
人
模
 

\

朝
奉
郎
通
判
興
国
軍
兼
管
内
勧
農
営
田
事
鄭
緝

\

宣
教
郎
前
権
発
 

遣
興
国
軍
兼
管
内
勧
農
営
田
事
趙
師
夏

\

奉
議
郎
権
発
遣
興
国
軍
兼

管

内

勧

農

営

田

事

葉

凯

と
。
ま
た
そ
の
次
の
興
国
軍
軍
学
教
授
聞
人
模
の
刊
書
跋
に
、
本
版
上
梓
 

の
経
緯
を
述
べ
て

本
学
五
経
旧
板
丹
僉
枢
鄭
公
仲
熊
分
教
之
日
所

\

刊
実
紹
興
壬
申
歳
也
 

歴
時
浸
久
字
画
漫
滅
\

且
欠
春
秋
一
経
嘉
定
甲
戍
夏
有
孫
辑
来
武
\
郡
 

嘗
商
略
及
此
但
為
費
浩
瀚
未
易
遽
就
越

\

明
年
司
直
趙
公
師
夏
易
符
是
 

邦
模
因
有
請
慨
\
然
領
略
即
相
与
捐
金
出
粟
換
亦

撙節
廪
士

\

之
餘
督
 

エ

鋟木
書
将
成
奏
院
葉
公
凯
下
車
観
\
此
且
惜
五
経
旧
板
之
不
称
模
於
 

是
併
請
于
守
武
\
復
得
工
費
更
帥
主
学
粮
幕
掾
沈
景
淵
同
計
置

\

而
更
 

新
之
廼
按
監
本
及
参
諸
路
本
而
校
勘

\

其
一
二
舛
誤
併
放
諸
家
字
説
而
 

訂
正
其
偏

\

旁
点
画
粗
得
大

槩庶
或
有
補
於
観
者
云
\
嘉
定
丙
子
正
月
 

望
日
聞
人
模
謹
書

と
。
即
ち
興
0
軍

学

(
湖
北
省
武
昌
)
に
於
て
紹
興
ニ
十
ニ
年
鄭
仲
熊
が
 

五
経
を
開
板
し
た
が
、
年
久
し
く
経
て
板
木
の
漫

漶甚
し
く
、
且
つ
春
秋
 

の
一
経
は
そ
の
板
木
も
失
う
に
至
っ
た
。
模
は
そ
の
修
補
を
謀
り
、
嘉
定
 

七
年
仲
熊
の
孫
に
当
る
緝
が
軍
の
次
官
に
な
っ
た
機
会
に
そ
の
補
刊
を
相
 

談
し
た
が
、
経
費
浩
瀚
の
為
に
実
施
が
行
き
悩
み
、
翌
年
趙
師
夏
が
赴
任
 

し
来
っ
て
此
を
領
略
し
、
費
を
節
し
て
修
補
を
行
い
、
エ
成
ら
ん
と
し
て
 

葉
公
凱
が
来
っ
て
、
五
経
の
う
ち
春
秋
の
欠
け
て
い
る
の
を
惜
み
、
模
は
 

さ
ら
に
守
に
請
う
て
費
用
を
増
し
、
新
に
春
秋
を
再
刊
し
、
監
本
諸
路
本
 

を
以
て
校
勘
し
諸
家
の
字
説
を
参
放
し
て
訂
正
を
施
し
た
と
云
う
。
本
版
 

の
巻
未
の
識
異
は
当
時
の
諸
本
と
の
異
同
三
十
五
条
を
掲
げ
て
ぁ
る
の
 

で
、
校
*
上
重
要
な
資
料
を
提
供
し
て
い
る
。
次
掲
の
春
秋
左
氏
音
義
は
 

本
版
と
版
式
字
様
刻
エ
名
を
同
う
し
て
い
る
の
で
、

こ
の
時
同
時
に
附
刻



さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
こ
の
嘉
定
再
刊
の
春
秋
以
外
は
興
国
軍
 

学
刊
五
経
は
紹
興
原
刻
本
も
そ
の
嘉
定
修
本
も
残
念
な
が
ら
伝
存
し
て
い
 

な
い
よ
ぅ
で
あ
る
。

本
版
が
嘉
定
九
年
の
刊
た
る
こ
と
は
そ
の
刻

H

名
か
ら
も
次
の
如
く
裏
 

書
き
さ
れ
る
。

こ
の
原
刻
エ
が
従
事
せ
る
他
の
諸
本
は
、
胡

桂

.
陳

金

. 

陳
正
が
嘉
定
十
.
十
六
年
南
康
学
刊
儀
礼
経
伝
通
解
、
鄧
寿
が
寧
宗
朝
刊
 

欧
陽
文
忠
公
集
、
陳
正
が
同
晦
菴
先
生
文
集
.
淳
熙
紹
熙
間
刊
東
坡
先
生
 

奏
議
に
見
え
る
。
劉
全
は
乾
道
ニ
年
刊
孔
氏
六
帖
.
淳
熙
間
鎮
州
刊
文
選
 

に
見
え
る
が
、
淳
熙
は
と
も
角
と
し
て
乾
道
の
は
同
名
異
人
か
も
し
れ
 

ぬ
。
修
補
の

H

は
、
蔡
祥
が
前
記
の
儀
礼
経
伝
通
解
、
余
成
が
前
記
の
欧
 

陽
文
忠
公
集
、
張
友
が
淳
熙
間
撫
州
公
使
庫
刊
礼
記
.
春
秋
経
伝
集
解
の
 

紹
熙
四
年
修
、
呉
彥
が
紹
熙
刊
欧
公
本
末
、
劉
永
が
淳
熙
九
年
江
西
漕
台
 

刊
呂
氏
家
塾
読
詩
記
、
撫
州
公
使
庫
刊
春
秋
経
伝
集
解
の
修
、
嘉
定
刊
儀
 

礼
経
伝
通
解
、
寧
宗
朝
刊
晦
菴
先
生
文
集
に
見
え
る
。
淳
熙
の
劉
永
は
或
 

は
同
名
異
人
の
疑
が
あ
る
。
以
上
の
所
か
ら
見
れ
ば
、
修
の
刻
エ
も
原
刻
 

の
と
同
世
代
が
多
い
。
従
っ
て
刻
エ
の
在
世
の
年
代
の
上
限
と
原
刻
の
印
 

面
が
珠
更
漫
滅
し
て
い
る
わ
け
で
な
い
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
修
補
の
行
わ
 

れ
た
の
は
原
刻
年
か
ら
あ
ま
り
距
っ
た
も
の
で
は
な
く
、

定
末
か
理
宗
 

r
期
を
降
る
も
の
で
は
あ
る
ま
い
。

我
が
南
北
朝
刊
春
秋
経
伝
集
解
は
本
版
の
精
善
な
覆
刻
と
さ
れ
て
い
 

る
。
な
お
足
利
学
校
に
は
本
版
と
行
格
を
同
う
す
る
八
行
十
七
字
本
宋
刊
 

本
が
蔵
さ
れ
た
と
伝
え
る
。
そ
れ
に
は
嘉
定
六
年
臨
川
郡
守
江
公
亮
の
刊
 

語
跋
を
有
し
て
い
た
と
云
う
。
即
ち
そ
の
足
利
本
は
寛
政
九
年
新
楽
定
編
 

の

「足
利
学
蔵
書
目
録
」
に

「春
秋
左
氏
伝
全
十
冊
首
ニ
足
利
学
校

正
伝
院
常
住
ト
誌
シ
末
嘉
定
六
年
閏
月
上
擀
三
衝
江
公
亮
ヵ
跋
ア
リ
」
と
 

著
録
さ
れ
、
ま
た
近
藤
正
斎
の
「
右
文
故
事
」
附
録
卷
四
足
利
学
校
現
存
 

真
本
に
は

春
秋
左
氏
伝
宋
版
全
十
冊

首
二
足
利
学
校
正
伝
院
常
住
ト
誌
シ
末
ニ
嘉
定
六
年
閏
月
上
幹
三
衢
江
 

公

薩

記

ト

云

フ

跋

ア

リ

^
;

j：
H

f

 
s

i

^

f j
a

号
毎
卷
ロ
ノ
 

字
ノ
印
ア
リ

と
録
さ
れ
、

以
上
を
ぅ
け
て
森
志
卷
ニ
に
「
又
宋
嘉
定
癸
酉
刊
本
足
利
学
校
蔵
 

巻
末
有
嘉
定
六
年
閏
月
上
擀
三
衝
江
公
亮
跋
、
首
有
足
利
学
校
正
伝
院
常
 

住
記
、
求
古
楼
蔵
旧
鈔
本
、
乃
依
此
本
重
鈔
者
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
此
 

よ
り
前
、
山

井

•
根

本

の

「
七
経
孟
子
考
文
補
遺
」
に

「
足
利
本
者
亦
足
 

利
学
所
蔵
宋
板
杜
預
経
伝
集
解
本
也
世
有
活
字
本
本
学
所
刊
是
為
其
元
本
 

題
日
春
秋
経
伝
集
解
分
為
三
十
巻
」
と
い
ぅ
の
は
そ
の
本
に
該
当
す
る
も
 

の
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
古
活
字
本
を
足
利
学
校
刊
と
な
す
は
失
考
。
明
治
 

後
こ
の
嘉
定
六
年
江
公
亮
所
刊
本
に
言
及
し
た
の
は
、
竹

添

光

鴻

が

「
左
 

氏
会
箋
」
に
対
校
宋
本
四
通
の
一
に
挙
げ
、
島

田

翰

は

そ

の

「
古
文
旧
書
 

考
」
卷
ニ
に
解
説
し
て
い
る
。
そ
の
本
は
今
足
利
学
校
に
は
伝
存
し
て
い
 

な
い
が
、
そ
の
転
写
と
推
せ
ら
れ
た
本
が
二
部
存
す
る
。

一
は
上
に
引
用
 

の
森
志
に
求
古
楼
蔵
重
鈔
者
と
称
さ
れ
た
本
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
故
 

宮
博
物
院
楊
氏
観
海
堂
蔵
の
室
町
末
近
世
初
間
写
本
(
欠

巻

一

.
ニ
、
拙
 

著
著
録
)
で
あ
る
。

ニ
は
内
閣
文
庫
蔵
享
禄
ニ
年
写
本
(
欠
巻
一

八

.
一 

九
)

で
、
共
に
巻
末
に
嘉
定
六
年
江
公
亮
跋
文
を
有
し
、
書
入
も
共
通
す
 

る
所
が
多
い
。
そ
の
外
に
、
足
利
学
校
旧
蔵
の
南
北
朝
刊
春
秋
経
伝
集
解
 

が
現
在
慶
應
義
塾
大
学
斯
道
文
庫
の
蔵
と
な
っ
て
い
る
。

「
足
利
学
校
正



伝
院
常
住
」

の
墨
識
語
を
有
し
、
全
巻
に
亘
っ
て
足
利
学
校
庠
主
九
華
. 

三
要
等
の
書
入
が
附
さ
れ
、
三
要
の
印
記
が
押
印
さ
れ
、
巻
末
に
村
山
月
 

汀
の
所
獲
と
い
っ
て
山
井
璞
辅
が
持
っ
て
来
た
こ
の
本
は
嘗
て
学
校
に
あ
 

り
し
旨
を
記
せ
る
第
廿
二
世
庠
主
松
齢
の
嘉
永
ニ
年
の
跋
が
附
綴
さ
れ
て
 

い
る
。
寛
政
九
年
後
学
校
か
ら
流
出
し
、
そ
の
後
璞
辅
の
友
人
村
山
月
汀
 

が
得
、
次
い
で
山
井
の
有
と
な
っ
た
。
そ
の
後
は
蔵
印
か
ら
見
る
と
転
々
 

と
し
て
島
田
重
礼
双
桂
楼
.
島

田

翰

.
南

葵

文

庫

.
安
田
文
庫
の
遁
蔵
を
 

経
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
本
は
巻
末
の
後
序
を
散
失
し
て
い
る
の
で
、
室
 

町
期
の
筆
蹟
で
補
写
さ
れ
、
そ
の
次
に
同
筆
で
嘉
定
六
年
の
江
公
亮
の
跋
 

が
附
記
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
現
存
資
料
か
ら
推
察
す
る
に
、
実
際
足
利
学
校
に
嘉
定
六
年
臨
 

川
刊
本
が
存
在
し
た
の
か
、
そ
れ
と
も
住
々
我
が
旧
刊
本
を
宋
ニ
兀
版
と
 

誤
認
す
る
例
が
多
い
か
ら
、
補
写
の
跋
文
に
ょ
っ
て
山
井
.
新
楽
等
が
こ
 

の
斯
道
文
庫
現
蔵
旧
刊
本
を
宋
槧
本
と
誤
認
し
た
か
で
あ
る
。
嘉
永
ニ
年
 

の
松
齢
の
跋
は
こ
の
本
を
以
て
山
井
.
新

楽

著

録

本
と
認
定
し
、

翰
は
 

「
古
文
旧
書
考
」
巻
三
に
こ
の
旧
刊
本
に
つ
い
て
「
山
君
彝
作
考
文
、

誤
 

引
以
為
宋
本
、
経
籍
訪
古
志
載
以
為
宋
嘉
定
癸
酉
刊
本
、
足
利
学
校
蔵
、 

実
即
是
本
也
」
と
断
定
し
て
い
る
。

こ
の
旧
刊
本
は
現
在
こ
の
嘉
定
九
年
 

興
国
軍
学
刊
本
の
覆
刻
と
さ
れ
て
い
る
が
、
島
田
翰
は
此
を
覆
江
公
亮
本
 

と
断
定
し
た
の
は
、
足
利
学
校
蔵
本
に
公
亮
跋
が
附
写
さ
れ
て
い
る
所
に
 

基
づ
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
翰
は
さ
ら
に
北
宋
闕
民
字
本
、
そ
の
覆
刻
た
 

る
我
が
正
中
刊
本
と
い
う
架
空
の
本
を
脳
中
に
捏
造
し
、
此
等
五
通
の
版
 

本
は
皆
根
原
は
北
宋
闕
民
字
本
に
出
て
、
同
異
極
め
て
相
い
近
く
、
異
同
 

相
い
若
く
と
論
じ
て
人
を
煙
に
ま
い
た
。
足
利
に
は
別
に
江
亮
跋
嘉
定
刊

本
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
学
校
旧
蔵
旧
刊
本
に
公
亮
跋
が
何
故
移
写
 

さ
れ
て
い
る
の
か
。
我
が
旧
刊
本
が
本
版
の
覆
刻
と
す
れ
ば
•
何
故
巻
末
 

の
識
異
と
聞
人
模
跋
が
な
い
の
か
。
公
亮
跋
刊
本
、
本
版
、
本
版
の
紹
興
 

旧
版
、
我
が
旧
刊
本
、
そ
れ
等
の
関
係
は
如
何
。
先
ず
公
亮
跋
な
る
も
の
 

を
吟
味
し
よ
ぅ
。

臨
川
旧
有
板
行
五
経
三
伝
、
比
他
郡
者
為
精
好
、
歳
久
浸
底
磨
滅
、
幾
 

不
可
読
、
公
亮
来
守
是
邦
、

一
見
為
之
慨
然
、

雖
承
凋
獎
之
餘
、

独
念
 

聖
経
有
此
善
本
、
豈
可
使
之
至
是
、
故
於
倥

傯不
暇
給
之
中
、
首
治
斯
 

哀
、
選
庠
序
生
員
、

重
加
校
讎
、

撙節
用
度
、

銖
積
寸
累
、

以
供
其
 

費
、
蓋
閲
歳
始
辨
、
凡
更
新
七
百
七
十
板
、
為
字
三
十
八
万
五
千
有
奇
、 

剔

墁七
百
三
十
八
板
、
為
字
四
万
九
千
有
奇
、
総
用
銭
百
万
有
奇
、
自
 

今
更
永
其
伝
、
俾
学
者
覧
観
、
无
亥
豕
魯
魚
之
謬
、
殆
非
小
補
、
嘉
定
 

六

P
閨
月
上
擀
三
衢
江
公
亮
謹
記

即

ち

臨

川

(
江
西
省
)
に
於
て
嘗
て
五
経
三
伝
の
開
板
が
あ
っ
た
が
、 

そ
の
板
木
が
磨
滅
甚
し
く
読
む
べ
か
ら
ざ
る
に
至
っ
た
。
公
亮
が
臨
川
守
 

と
し
て
来
っ
て
、
此
を
惜
し
み
新
に
校
讎
を
加
え
て
、
大
補
刻
を
施
し
た
 

と
い
ぅ
の
で
あ
る
。
臨
川
は
即
ち
撫
州
府
で
あ
る
。
上

掲

の

「
礼
記
釈
文
」 

に
述
べ
た
如
く
世
に
所
謂
淳
熙
年
間
撫
州
公
使
庫
刊
六
経
三
伝
(
咸
淳
に
 

論
孟
孝
を
添
刻
し
て
十
二
経
)
は
名
高
く
、
そ
の
中
で
左
伝
は
故
宮
博
物
 

院

蔵

本

(
拙
著
著
録
、
巻
一
七
、
二
五
—

二
八
、
三
〇
配
補
江
陰
郡
刊
本
、 

卷
ニ
九
配
明
刊
覆
相
台
岳
氏
刊
本
)
が
唯
一
の
現
存
本
で
あ
る
。
そ
れ
に
 

は
紹
熙
四
年
•
嘉

泰

ニ

年

.
嘉
定
六
年
の
遁
修
が
加
わ
り
、
公
亮
跋
の
記
 

す
所
と
合
致
す
る
が
、
他
の
撫
州
刊
経
書
と
共
通
す
る
十
行
十
六
字
の
版
 

式
字
様
は
本
興
国
軍
学
刊
本
や
旧
刊
本
と
は
全
く
異
る
。
旧
刊
本
の
底
本



が
も
し
実
際
嘉
定
六
年
公
亮
に
よ
る
臨
川
刊
本
と
す
る
な
ら
ば
、
同
じ
臨
 

川
で
同
じ
年
に
旧
版
に
修
補
を
施
し
、

一
方
新
に
別
に
上
梓
を
企
て
る
答
 

は
な
く
、
公
亮
の
記
事
と
も
矛
盾
す
る
。
そ
れ
よ
り
も
和
匆
旧
刊
本
そ
の
 

も
の
の
中
に
公
亮
跋
が
元
来
旧
刊
本
の
底
本
の
も
の
に
非
ざ
る
こ
と
を
立
 

証
し
得
る
よ
り
端
的
な
証
拠
を
見
出
し
得
る
。
旧

刊

本

•
本
興
国
軍
学
刊
 

本
は
皆
そ
の
各
尾
題
に
は
経
注
字
数
は
な
い
が
、
後

序

の

次

に

「経
凡
一
 

十
九
万
八
千
三
百
四
十
八
言

\

注
凡
一
十
四
万
六
千
七
百
八
十
八
言
」
と
 

い
ぅ
経
注
字
数
が
存
す
る
。
足
利
学
校
旧
蔵
本
の
外
上
記
の
内
閣
文
庫
 

本

.
故
宫
博
物
院
観
海
堂
本
の
三
本
と
も
公
亮
跋
の
直
前
に
は
、

「
凡
三
 

十
四
万
五
千
八
百
四
十
四
字
」
な
る
字
数
が
写
さ
れ
て
い
る
。
旧
刊
本
等
 

の
総
計
字
数
は
三
十
四
万
五
千
一
百
三
十
六
言
と
な
る
か
ら
、
両
者
合
致
 

し
な
い
。
故
宮
博
物
院
蔵
撫
州
公
使
庫
本
は
巻
末
尾
題
下
に
経
注
字
数
が
 

刻
さ
れ
、
た
だ
卷
卅
は
別
系
本
で
配
補
さ
れ
て
い
る
の
で
総
字
数
を
明
か
 

に
し
な
い
が
、
そ
の
各
卷
字
数
は
江
陰
郡
刊
本
や
前
掲
の
静
嘉
堂
蔵
本
の
 

そ
れ
と
一
致
し
、
江
陰
郡
刊
本
は
巻
末
後
序
尾
題
後
に
「
凡
三
十
四
万
五
 

千

<

百

？

|

? ¥_

1

^

競

±±|
幹

」

と

ぁ

る

か

ら

、

撫

婴

使

庫

 

版
の
後
序
後
の
総
経
注
字
数
も
恐
ら
く
は
そ
れ
と
同
じ
と
認
め
ら
れ
、
公
 

亮
跋
文
前
の
字
数
と
一
致
す
る
。
従
っ
て
公
亮
跋
は
撫
州
公
使
庫
版
五
経
 

三
伝
に
対
す
る
嘉
定
の
補
刻
に
際
し
て
の
修
補
跋
で
、
そ
の
春
秋
の
巻
末
 

に
附
し
て
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
我
が
旧
刊
本
の
底
本
と
は
何
等
 

関
係
の
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。
足
利
学
校
に
於
て
そ
の
 

所
蔵
の
旧
刊
本
に
古
く
我
が
国
に
伝
来
し
て
い
た
撫
州
刊
本
乃
至
は
そ
の
 

転
写
本
か
ら
参
考
に
偶
々
こ
の
修
補
跋
を
移
写
附
綴
し
て
お
い
た
の
が
後
 

学
を
混
迷
せ
し
め
た
も
の
で
あ
る
。
狩
谷
氏
求
古
楼
旧
蔵
楊
氏
観
海
堂
の

鈔
本
は
森
志
は
た
だ
公
亮
跋
の
あ
る
所
か
ら
足
利
学
校
蔵
嘉
定
癸
酉
刊
本
 

の
重
鈔
と
想
像
し
た
の
で
、
実
は
撫
州
刊
本
の
写
し
で
あ
ろ
う
。
た
だ
内
 

閣

文

庫

本

.
観
海
堂
本
は
そ
の
書
入
訓
点
が
共
に
足
利
学
校
旧
蔵
旧
刊
本
 

に
加
え
ら
れ
た
訓
点
書
入
と
類
似
共
通
す
る
所
が
多
い
か
ら
、
三
本
の
間
 

に
何
等
か
の
関
係
が
あ
る
か
も
し
れ
ぬ
。

か
く
の
如
く
我
が
南
北
朝
刊
春
秋
経
伝
集
解
は
従
来
こ
の
嘉
定
九
年
刊
 

興
国
軍
学
刊
本
の
覆
刻
と
さ
れ
、
た
だ
巻
末
に
あ
る
「
経
伝
識
異
」
と
聞
 

人
模
跋
と
を
欠
く
の
は
、
そ
の
底
本
が
偶
々
そ
れ
を
欠
い
て
い
た
故
で
あ
 

ろ
う
と
解
さ
れ
て
来
た
。
し
か
し
そ
の
底
本
は
興
国
軍
学
刊
本
で
あ
る
 

が
、
実
は
嘉
定
九
年
版
に
非
ず
し
て
、
そ
の
紹
興
刊
の
旧
板
で
あ
っ
た
の
 

で
あ
る
ま
い
か
。
そ
う
と
す
る
な
ら
ば
識
異
.
跋
の
な
い
の
は
当
然
で
あ
 

る
。
ち
な
み
に
、
京
都
大
学
図
書
館
蔵
清
原
宣
賢
手
点
春
秋
経
伝
集
解
ニ
 

〇
冊
は
、
首
一
〇
巻
を
欠
き
、

巻

一

一

ー

一

五

(
前
半
)
、

巻

一

九

(
一 

部
)
、

ニ

ニ

*

一
三
(
前
半
)
は
宣
賢
の
自
筆
補
写
に
か
か
り
、

他
は
八
 

行
十
七
字
の
宋
版
本
と
従
来
さ
れ
て
来
た
が
、
実
は
刊
本
の
部
分
は
宋
版
 

に
非
ず
し
て
、
我
が
南
北
朝
の
旧
刊
本
で
あ
る
。

(
静
嘉
堂
文
庫
蔵
)

存
卷
ー
〇
、

一
玉
—

ニ
◦
、
ニ
三
1
三
〇

一

五
 

冊
。
汪

目

.
陸
志
著
録
。
新
補
金
砂
子
散
し
艷
出
淡
香
色
表
紙
(
ニ
九

X

 

一
九
.五
極
)
、
襯
紙
を
挾
め
る
改
装
本
。
卷
卅
の
巻
末
は
後
序
と
経
注
字
 

数
は
あ
る
が
官
銜
と
模
跋
を
欠
く
の
で
、
陸

志

が

r

宋
刊
建
大
字
本
」
と
 

し
た
の
は
失
考
で
あ
る
が
、
字
様
が
欧
柳
体
の
遺
風
か
ら
一
転
し
て
、
建
 

安
の
風
を
些
少
帯
び
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
中
に
は
か
な
り
欧
柳
体
に
 

近
い
字
も
あ
る
が
、
修
刻
の
字
様
は
よ
り
細
め
に
し
て
円
み
を
帯
び
、
建
 

安
風
に
や
や
近
く
な
っ
て
い
る
。
次
の
書
陵
部
蔵
本
と
比
較
し
、
同
版
に



し
て
し
か
も
修
補
の
な
い
早
刷
本
た
る
こ
と
が
判
明
す
る
。

「
毛
\
晉
」 

「
毛
氏

\

子
晉
」

r

毛
晉
\
之
印
」
「
汲
古

\

主

人

」
「
朱

本

」
「
汪
印
\
士
 

鐘
」
「
汪
士

\

鐘
」
「
三
十
五
\
峯
/
園
主
人
」

の
印
章
あ
り
。
毛
氏
汲
古
 

閣

.汪
士
鐘
遁
蔵
本
。
汪
目
に
「又
左
伝
集
解
)
大
字
本
存

3T.A拉
2
十
十
 

鮮

V

巻
」
と
ぁ
る
の
は
こ
の
本
と
思
ゎ
れ
る
が
、
当
時
は
現
存
巻
の
外
に
 

巻

八

.
九
、
巻
ニ
ニ
の
三
巻
が
あ
っ
た
よ
ぅ
で
あ
る
。
北
京
図
書
館
蔵
存
 

巻

ニ

ニ

の

零

本

(
中
版
録

212著
録
)
に
は
士
鐘
の
蔵
印
が
あ
る
か
ら
こ
の
 

僚
巻
で
あ
ろ
ぅ
。
本
版
は
甚
だ
稀
覯
に
し
て
そ
の
現
存
本
は
次
掲
本
と
共
 

に
三
部
を
数
え
る
に
す
ぎ
な
い
。

(宮
内
庁
書
陵
部
蔵
)

宋

修

卷

三

•
四
、

ニ
〇

ニ

ニ

、
ニ
六
—

ニ
 

八

配

鈔

本

一

五

冊

。
森

志

.
島
考
著
録
。
新

補

茶

色

震

(
ニ
七
.五

X

 

一
九
極
)
、
裏
打
が
施
さ
れ
、

修
補
の
際
天
地
が
少
し
く
裁
断
さ
る
。

巻
 

三

•
四
、
ニ
◦
•
ニ
ー
、

ニ
六
—

二
八
の
七
巻
は
左
右
双
辺
の
印
刷
®
紙
 

を
用
い
た
近
世
初
の
写
本
で
配
補
。
修
補
が
加
っ
て
い
る
が
、
原
刻
の
葉
 

は
一
部
に
僅
に
や
や
磨
滅
が
見
ら
れ
る
程
度
で
、
全
体
と
し
て
は
か
な
り
 

美
し
く
、
修
は
全
面
と
一
部
と
が
あ
り
、
修
の
葉
は
左
程
多
く
は
な
い
。 

欠
筆
の
末
画
を
間
々
補
筆
し
て
い
る
所
が
あ
る
。

「
金
沢
文
庫
」

の
墨
印
 

が
あ
る
如
く
、
古
く
我
が
国
に
将
来
さ
れ
た
金
沢
文
庫
旧
蔵
本
で
、
そ
の
 

他

「
枝
\
山
」
§

「允
\
明
」
「
文
炳
珍
蔵
\
子

孫

永

保

」
「
淡
海
\
鹪
 

鶴

\

氏
之
後
」
「
佐
伯
矣
毛
利
\
高
標
字
培
松

\

蔵
書
画
之
印
」
、
配
鈔
の
 

巻

三

に

の

み

「
状
頭
一
壷
酒
能
更
幾
回
瞑
」
「
建
芳
芳
馨
兮
廡
門
」
の
印
記
 

を
有
し
、
毛
利
高
翰
献
納
本
。

巻
九

の

ニ

ー

丁

表

(
経
十
七
年
)
ま
で
に
は
、
室
町
期
の
筆
で
、
朱
点
 

朱

引

朱
ヲ
コ
ト
点
(
明
経
点
)
、

墨
筆
の
返
点
送
仮
名
が
詳
細
に
加
点
さ

れ
、
行
間
欄
外
に
音
義
•
校
合
注
、
主
と
し
て
正
義
に
ょ
る
注
解
の
書
入
 

が
加
え
ら
れ
、
以
下
は
墨
訓
点
、
巻
十
以
下
は
欠
く
所
も
ぁ
る
が
、
や
や
 

時
代
の
降
っ
た
別
筆
の
朱
の
句
点
ヲ
コ
ト
点
、
或
は
校
字
が
簡
単
に
附
さ
 

れ
て
い
る
。
此
等
書
入
は
清
家
点
本
に
拠
る
移
写
と
思
わ
れ
る
。

春
秋
左
氏
音
義

五

卷

唐

陸

徳

明

撰

〔宋
嘉
定
〕
刊

(〔興
国
 

軍
学
〕
)

(尊
経
閣
文
庫
蔵
)

〔朱
〕
修

四

冊

。
重
文
。
後
補
卍
繫
ぎ
唐
草
文
 

様
刷
出
艷
出
柴
色
表
紙
(
ニ
七
.
七

>
<
1
九

.
七
樞
}
、

裏
打
修
補
が
施
さ
 

る
。
巻

首

「
春
秋
左
氏
音
義
 一

\
g

? -格
一
唐
国
子
博
士
兼
太
子
中
允
贈
斉
 

州
刺
史
呉
県
開
国
男
陸
徳
明
撰
」
と
題
す
。
左
右
双
辺
(
ニ
ニ

X

一

四

.
六

 

S
)
有
界
八
行
、
行
十
七
字
、
注
小
字
双
行
。
版
心
白
ロ
双
黒
魚
尾
「
秋
 

音

幾

(
丁
付
)
」
、

丁

付

は

卷

一

.
ニ
と
卷
三
以
下
と
が
各
通
し
番
号
が
 

附
さ
れ
、
上
象
鼻
に
大
小
字
数
、
下
象
鼻
に
刻
エ
名
が
匆
さ
る
。
比
較
的
 

少
い
が
、
宋
代
の
修
補
の
葉
が
混
っ
て
い
る
。
玄
弘
泓
殷
匡
筐
恒
植
貞
楨
 

徴
譲

頊桓
完
構
媾
覯
遘
慎
敦
の
光
宗
に
至
る
廟
諱
の
字
多
く
末
画
を
欠
 

き
、
寧
宗
の
郭
以
降
の
字
は
欠
か
な
い
。
刻

H

は

(原
刻
)
王
純
、
純
、 

龔定
、

龔正
、

龔正
甫
、
正
甫
、
正
、
元
亨
、
亨
、
胡
文
顕
、
文
顕
、
呉
 

全
、
呉
富
、
呉
申
、
江
子
才
、
子
才
、
高
才
、
高
、
黄
志
□
、
黄
、
蕭
子
 

元
、
詹
彦
才
、
詹
、
陳
安
、
陳
、

安
、

丁
可
、

范
仁
、

游
亨
、
余

份、 

余
、
李
仁
、
劉
元
、
劉
初
、
劉
永
之
、
劉
、
寿
、

伸

、

仲
、

唐

、

金
、 

張
、
忠
。

(修
)
劉
永
、
中
、
仁
。

左
氏
釈
文
は
元
六
巻
、
今

卷

五

•
六
 

を
合
せ
五
巻
に
作
る
。
各

冊

首

尾

に

「
金
沢
文
庫
」

の
墨
印
が
鈐
さ
る
。

本
版
は
前
掲
の
嘉
定
九
年
興
国
軍
学
刊
春
秋
経
伝
集
解
と
そ
の
版
式
行



格
字
様
を
等
し
く
し
、
且
つ
刻

H

を
共
通
し
、
そ
の
上
同
じ
く
「
金
沢
文
 

庫
」

の
印
を
有
し
、
共
に
刷
り
の
程
度
を
等
し
く
し
、
嘗
て
同
文
庫
に
於
 

て
僚
巻
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
興
国
軍
学
に
於
て
経
伝
集
解
と
相
い
前
後
 

し
て
、
校
刊
附
刻
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
経
伝
集
解
に
見
え
る
原
刻
 

の
王
純
•
余

份、
修
の
劉
永
以
外
の
刻
エ
に
つ
い
て
、
そ
の
関
与
せ
る
諸
 

本
を
挙
げ
れ
ば
、
淳
熙
間
撫
州
公
使
庫
刊
嘉
定
等
修
春
秋
経
伝
集
解
(
劉
 

元
、
呉
申
)
、

同

礼

記

(
劉
元
)
、

孝
宗
朝
刊
所
謂
眉
山
七
史
(

龔正
)
、 

同

史

記

集

解

(
呉
富
)
、
同

類

篇

(
文
顔
)
、
紹
熙
三
年
越
州
刊
礼
記
正
義
 

(
李
仁
)
、
慶
元
刊
楽
書
(
呉
申
、
高
才
)
、
寧
宗
朝
刊
晦
庵
先
生
文
集
(
呉
 

申
、

高
才
)
、

同

愧

郯録

(
李
仁
)
、

同
臨
安
府
陳
宅
書
籍
舖
刊
碧
雲
集
 

(
范
仁
)
、
嘉

定

十

.
十
六
年
南
康
学
刊
儀
礼
経
伝
通
解
(
范
仁
、
劉
元
) 

等
で
あ
る
。
従
っ
て
本
版
が
嘉
定
年
間
の
刊
刻
に
か
か
る
こ
と
は
明
白
で
 

あ
る
。
修
刻
も
前
掲
本
で
述
べ
た
如
く
、
そ
の
刻

H
名
の
多
く
が
原
刻
の
 

と
ほ
ぼ
世
代
を
同
じ
く
し
、
原
刻
の
刷
面
の
程
度
か
ら
見
て
も
、
原
刻
年
 

か
ら
あ
ま
り
距
っ
た
も
の
で
は
な
い
。

本
版
は
他
に
伝
存
が
な
く
、
天
壌
間
の
孤
本
で
あ
る
。
経
典
釈
文
の
現
 

行
本
た
る
通
志
堂
刊
本
•
抱
経
堂
刊
本
と
比
す
る
に
、
宋
刊
に
拠
っ
た
と
 

称
す
る
前
者
に
近
い
が
、
三
本
互
に
譌
脱
を
訂
し
得
る
所
が
多
い
。

こ
の
 

本
は
昭
和
十
九
年
金
沢
文
庫
古
典
保
存
会
が
影
印
に
付
し
た
が
、
卷
三
以
 

下
は
未
刊
に
終
っ
た
。
(追
記
1
参
照
)

春
秋
経
伝
集
解
三
〇
卷
附
春
秋
名
号
帰
一
図
ニ
巻
首
一
巻
晉
 

杜
預
撰
唐
陸
徳
明
釈
文
(名
号
帰
一
図
)
五
代
馮
継
先
撰
 

宋
淳
熙
三
年
(
一
一
七
六
)
刊

(
閩山
阮
仲
猷
種
徳
堂
)

首

に

「春

秋

序

(
直
下
小
字
双
行
注
、
第

二

•
三

行
低
三
格
「
唐
国
子
 

博
士
兼
太
子
中
允
贈
斉
州
刺
史
\
呉
県
開
国
男
陸
徳
明
釈
文
附
」
と
題
署
、 

附
釈
文
}
」
、

r

後
序
」
(
附
釈
文
、
尾

題

「春
秋
経
伝
後
序
」
)
、
次

に

「春
 

秋
諸
国
地
理
図
」
「
三
皇
五
帝
世
系
」
、
周
及
び
各
国
世
次
二
十
四
表
図
あ
 

り
、
次

に

「
春
秋
名
号
帰
一
図
巻
上
下
」
を
お
き
、
次

に

「春
秋
始
終
」 

「春
秋
伝
授
次
序
」
(
尾

題

「
春
秋
図
説
終
」
)
「
諸
侯
興
廃
」
「
春
秋
総
例
」 

が
あ
っ
て
首
一
冊
を
な
す
。
巻
末
卷
卅
の
尾
題
後
の
裏
葉
全
面
に
次
の
双
 

辺
木
記
の
刊
語
あ
り
。

謹
依
監
本

写

作

大

字

附

以

釈

\

文
三
復
校
正
刊
行
如
履
通
衢
了

\

亡
 

窒

i i
iホ

一

礙
処
誠
可
嘉
矣
兼
列
図
表
/
于
巻
首
迹
夫
唐
虞
三
代
之
本
 

末

\

源
流
雖
千
歳
之
久
豁
然
如
一
日
\
矣
其
明
経
之

i

歟
以
是
衍
伝
 

\

願
垂
清
鑑
淳
熙
柔
兆

捃灘
中
夏
初
吉

閩山
阮
仲
猷
種
徳
堂
刊
 

本

文

巻

首

「
春
秋
経
伝
集
解
隠
公
第
一
」
(
巻
五
以
下
巻
ニ
九
を
除
き
 

「
公
」

の
字
な
し
)
、
題
下
及
び
第
二
.
三
行
に
釈
文
注
を
低
一
格
小
字
双
 

行
を
以
て
附
し
、
第

四

行

低

八

格

「
杜

氏

_

ーー}
尽
十
ー
年
」
、
毎
卷
末
卷
 

ニ
以
下
巻
ニ
九
ま
で
「
春
秋
経
伝
第
幾
」
と
題
す
。
左
右
双
辺
(
一
五
* 

x

一 
〇

•
四
極
)
有
界
十
行
、
行
十
八
字
、

注
小
字
双
行
、

行
廿
二
字
。 

注
末
に

oを
以
て
隔
て
て
釈
文
を
附
し
、
卷
十
第
四
丁
以
下
は
音
釈
の
標
 

字
は
白
文
に
作
る
。

版
心
白
ロ
双
黒
魚
尾
「
左

幾

(
丁
付
)
」
。

管
弘
殷
 

匡
筐
恒
貞
徴

頊桓
構
媾
覯
慎
の
字
に
多
く
欠
画
が
見
ら
れ
、
敦

.
郭
等
の
 

光
宗
以
降
の
廟
諱
の
字
に
は
避
諱
を
為
し
て
い
な
い
。

刊
語
に
云
ぅ
如
く
、
淳

熙

三

年

閩山

(
福
建
省

閩侯
県
)

の
種
徳
堂
の
 

刊
で
、
字
様
は
所
謂
建
安
体
に
非
ず
し
て
、
南
宋
初

閩本
に
間
々
見
ら
れ
 

る
、
所
謂
瘦
金
体
に
類
す
る
瘦
硬
の
体
で
、
版
下
書
に
些
少
優
劣
の
む
ら



が
あ
る
。
阮
元
校
勘
記
に
「
淳
熙
小
字
本

j
r

此
宋
時
刻
刻
有
譌
字
俗
体
大
 

致
不
失
其
為
善
本
」
と
録
さ
れ
た
本
に
該
当
す
る
。
本

版

は

刊

語

に

「
依
 

監
本
作
大
字
」
と
あ
れ
ば
、
監
本
の
小
字
を
大
字
に
変
え
た
も
の
で
あ
 

る
。
通
常
宋
監
本
は
大
字
の
如
く
思
わ
れ
、
小
字
本
の
伝
存
を
確
認
し
な
 

い
が
、
岳

氏

「
九
経
三
伝
沿
革
例
」
に

r

監
中
大
小
本
凡
三
」
と
あ
れ
ば
、 

監
本
に
巾
箱
本
の
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
本
版
は
監
本
の
中
本
と
 

巾
箱
小
本
の
中
間
を
狙
っ
た
も
の
で
あ
ろ
ぅ
。
刊

語

三

行

目

の

「
亡
窒
」 

を
早
印
の
小
汀
氏
旧
蔵
本
は

r
窒
」
に
作
り
、
や
や
後
印
の
書
陵
部
本
は
 

「
室
」
に
誤
り
、

後
の
入
木
と
見
ら
れ
る
。

両
本
の
間
に
他
に
も
些
少
の
 

異
同
や
修
が
あ
る
か
も
し
れ
ぬ
が
、
未
だ
精
密
な
比
較
に
及
ば
ず
、
後
の
 

機
会
に
譲
る
こ

と

と

す
る
。
本
版
に
は
明
の
覆
刻
本
が
あ
る
。

(
文
化
庁
蔵
)

存
卷
一
五
—
三
〇

一
五
冊
。
重
文
。
莫
録
著
録
。
新
 

補

藍

色

表

紙

(
一

1
1

.
七

X

一
三
握
)
。
襯
紙
を
挾
め
る
改
装
本
。
印
面
清
 

朗
な
る
早
印
本
。
後
序
が
巻
末
に
あ
る
。
間
々
朱
句
点
朱
注
の
書
入
が
存
 

す
る
。

r

瑞
南
」

r

莫
印

\

縄
孫
」
「
子
孫

\

永
宝
」
^
)
「
小
汀
文
庫
」
等
 

の
印
あ
り
。
清

の
莫
友
芝
.
小
汀
利
得
旧
蔵
。
莫

録

に

は

「
戊
辰
春
秒
蘇
 

肆
持
售
」
と

。

欠
巻
の
有
無
は
記
し
て
な
い
か
ら
、
首
の
十
四
巻
は
そ
の
 

後
散
失
し
た
の
で
あ
ろ
ぅ
か
。

(
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
)

一
五
冊
。
島
考
著
録
。
新
補
茶
表
紙
(
ニ
〇

.七
 

X

一
二
.
七
糖
)
、
裏
打
改
装
本
。
巻
三
第
二
四
丁
、
巻
八
第
二
ニ
、
巻
一
 

六
第
二
一
、
巻
ニ
ニ
第
一
四
、
卷
ニ
九
第
三
丁
補
写
、
巻
一
〇

の
第
六
裏
 

葉
を
欠
き
、
巻
中
少
し
く
下
端
欠
損
の
葉
あ

り

。

間
々
朱
句
点
の
書

入
が
 

存
す
る
。
巻

九

首

に

「
純
武
堂
」

の
印
記
あ
り
。
森
志
著
録
の
賜
蘆
文
庫
 

蔵
本
と
は
或
は
こ
の
本
か
。

本
版
は
他
に
瞿
目
瞿
影
.
綴

続

記

(
共

に

刊

語

の

「
窒
」
を

「室
」
に
 

作
る
)
著
録
本
が
知
ら
れ
る
が
、
現
所
在
未
詳
。

春
秋
経
伝
集
解
三
〇
卷
晉
杜
預
撰
唐
陸
徳
明
釈
文
〔元
〕

刊

(
岳
氏
荊
谿
家
塾
)

(
静
嘉
堂
文
庫
蔵
)

存
卷
一
六
1

三
〇

(
巻
一
九
—

ニ
ニ
、
ニ

七

.
ニ
 

八
補
配
明
覆
元
岳
氏
刊
本
)

八
冊
。

黄

書

録

•
汪

目

•
陸
志
著
録
。

新
 

補
艷
出
淡
香
色
地
金
砂
子
散
し
表
紙
(
三
〇

.
七

>
<
ー
九
喱
)
。
襯
紙
を
入
 

れ
て
改
装
、
天
地
少
し
く
裁
断
さ
る
。
本

文

巻

首

「
春
秋
経
伝
集
解
襄
公
 

三
第
十
六
\

i i3

杜

氏

§

尽
ニ
十
二
年
」
と
題
す
。
巻
一
七
.

一

一
四
. 

ニ

五

*

一
六
の
巻
末
に
「
相
台
岳
氏
刻

\

梓
荆
谿
家
塾
」

の
楕
円
或
は
矩
 

形
の
双
辺
木
記
あ
り
。

四

周

双

辺

(
ニ
〇

.六

X

一
三
糖
)
有
界
八
行
、 

行
十
七
字
、
注
小
字
双
行
。
経
注
文
共
に
断
句
声
点
が
附
刻
さ
れ
、
注
末
 

に
〇
を
隔
て
て
標
字
を
(
)
で
囲
ん
で
陸
氏
に
よ
る
音
義
が
附
さ
る
。 

版
心
線
黒
ロ
双
黒
魚
尾
「
秋

幾

(
丁
付
)
」
、

上
象
鼻
に
大
小
字
数
、

下
 

象
鼻
に
は
盛
允
忠
、
允
忠
、
忠
、
盛
、

朱
子
成
、

子
成
、

子
明
、

子
、 

明
、
王
圭
、
王
、
圭
、
葉
、
堅
、
陳
、
拱
、
凌
、

迀、

方
、

生
、

李
、 

昌
、
范
、
毛
、
章
、
趙
の
刻
エ
名
が
刻
さ
れ
、
左

上

欄

外

に

「
某
幾
年
」 

と
印
せ
る
耳
格
あ
り
。
匡
恒
懲
譲
桓
慎
の
字
時
に
末
画
を
欠
く
。
上
記
の
 

巻
一
九
等
六
巻
の
外
に
巻
一
六
の
第
二
四
葉
、
巻
一
七
の
第
七
葉
、
巻
一
 

八
の
第
四

一

•
四
二
葉
、
巻
ニ
五
の
首
二
葉
、
巻
ニ
九
の
第
三
九
—
四
ニ
 

葉
は
本
版
の
覆
刻
た
る
明
刊
本
で
補
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
明
覆
刻
本
は
版
 

心

に

字

数

.
刻

H
名
が
な
い
。
「
沈
\
士
林
」
「
沈
士
/
林
氏
」
蘇

)
「大
/
 

章
」
「

I

ニ

」
「
搶
浪
\
漁
隠
」

| 1「
冒
\
鸞
」
「
憲
\
奎
」
<知
)
「
秋
\



浦
」
「
呉
氏
\
之
章
」
「
名
\
山
」

g
)

「
東
ロ
\
子
孫
」
(如
)
「
注
印
\
士
 

鐘
」

r

閬源
\
真
賞
」
「
平
陽
汪
氏

\

蔵
書
印
」

の
印
章
あ
り
。
沈
氏
は
陸
 

志
に
よ
れ
ば
明
人
と
云
ぅ
。

本
版
は
岳
氏
が
集
解
三
十
巻
に
蜀
馮
継
先
撰
「
春
秋
名
号
帰
一
図
」

ニ
 

巻

と

「
年
表
」

一
巻
を
併
せ
刻
し
た
も
の
で
、
世
に
所
謂
相
台
岳
珂
本
五
 

経

.
孝

経

.
論

語

.
孟
子
と
共
に
家
刻
本
の
代
表
と
し
て
名
高
い
。
岳
氏
 

校
刊
本
は
宋
廖
瑩
中
世
綵
堂
本
を
基
礎
と
し
監
本
を
始
め
諸
本
と
対
警
せ
 

る
校
本
で
、
大
字
に
し
て
字
画
明
晰
、
釈
文
の
音
義
を
附
し
、
断
句
声
点
 

が
刻
し
て
あ
る
の
で
、
教
科
書
と
し
て
大
に
歓
迎
さ
れ
、
明

.
清
に
屢
々
 

覆
刻
や

仿刻
が
な
さ
れ
、
左
伝
は
我
が
国
に
於
て
も
覆
刻
さ
れ
た
。
従
来
 

こ
の
岳
氏
は
岳
飛
の
孫
た
る
寧
宗
理
宗
朝
の
岳
珂
と
信
じ
ら
れ
て
来
た
。 

し
か
し
近
時
の
研
究
に
よ
り
、

こ
の
岳
氏
は
岳
飛
の
弟
の
一
族
が
常
州
 

(
江
蘇
省
)
に
移
り
、

南
宋
よ
り
元
に
か
け
蕃
衍
し
た
望
族
で
、

荆
谿
は
 

常
州
路
義
興
の
旧
名
で
あ
る
こ
と
、
そ
の
他
の
資
料
に
よ
り
、

こ
の
校
刊
 

は
岳
珂
と
は
関
係
な
く
、
元
の
刊
た
る
こ
と
が
明
か
に
さ
れ
た
。
本
版
の
 

刊
年
を
推
測
す
る
為
に
そ
の
刻
エ
が
従
事
せ
る
諸
刊
本
を
あ
げ
よ
ぅ
。
元
 

の
子
明
は
江
子
明
と
李
子
明
と
が
知
ら
れ
、
本
版
の
子
明
は
そ
の
い
ず
れ
 

か
不
明
で
、
ま
た
子
成
と
共
に
同
名
異
人
の
存
在
の
可
能
性
が
あ
る
。
子
 

成

.
王
圭
は
所
謂
眉
山
七
史
の
元
修
、
子
成
は

盱郡
刊
覆
廖
氏
世
綵
堂
本
 

孟

子

.
後
至
元
至
正
間
西
湖
書
院
刊
国
朝
文
類
、
至
正
ニ
五
年
平
江
路
儒
 

学
刊
戦
国
策
、
宋
嘉
定
刊
資
治
通
鑑
綱
目
.
宋
前
期
両
淮
江
東
転
運
司
刊
 

三

史

•
宋
前
期
刊
春
秋
経
伝
集
解
の
各
元
修
に
、
子
明
は
後
至
元
三
年
刊
 

慈
溪
黄
氏
日
抄
•
十

行

本

注

疏

(
以
上
江
子
明
)
.
興
文
署
刊
資
治
通
鑑
 

(
李
子
明
)
.
皇
慶
元
年
刊
佩
韋
斎
文
集
•
晦
庵
先
生
朱
文
公
集
.
大
徳
四

年
信
州
路
儒
学
刊
北
史
•
大
徳
間
崇
文
書
院
刊
五
代
史
記
に
、
ま
た
王
圭
 

は
宋
嘉
定
刊
儀
礼
経
伝
通
解
の
元
修
に
そ
の
名
が
見
え
る
。
本
版
が
元
刻
 

た
る
こ
と
は
実
証
し
得
る
が
、
以
上
の
資
料
の
み
を
以
て
し
て
は
、
本
版
 

の
刊
年
を
さ
ら
に
限
定
す
る
に
は
未
だ
不
十
分
で
あ

る

。

こ
の
本
は
黄
丕
烈
の
「
百
宋
ー
廛
賦
」
に

「春
秋
泰
半
」
と
賦
さ
れ
、 

「残
相
台
岳
氏
本
春
秋
経
伝
杜
氏
集
解
行
字
之
数
与
覆
本
同
所
存
一
至
六
 

又
十
五
至
十
八
又
二
十
三
至
二
十
六
又
二
十
九
三
十
凡
十
六
巻
得
三
十
巻
 

之
泰
半
也
同
県
袁
廷
寿
寿
皆
甫
亦
有
残
本
而
未
能
取
之
以
相
補
」
と
注
さ
 

れ
た
本
に
該
当
す
る
ら
し
い
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
当
時
既
に
明
覆
刊
本
で
補
 

配
さ
れ
て
い
た
が
、
原
刻
本
は
今
よ
り
は
卷
一
—
六
、
卷
ー
五
の
七
卷
多
 

か
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
黄
氏
か
ら
汪
士
鐘
の
有
に
転
じ
、
汪
目
の
宋
 

板
書
目
に
は
「又

(左
伝
集
解
)

岳

板

聚

配
覆
本

三
十
巻
」
と
あ
れ
ば
巻
 

冊
の
存
数
は
ま
だ
黄
氏
と
同
じ
で
、
そ
の
後
前
半
が
分
散
し
た
の
で
あ
ろ
 

ぅ
。

こ
の
本
に
は
朱
墨
黄
三
筆
の
傍
線
や
欄
外
に
墨
筆
の
書
入
が
な
さ
れ
 

て
い
る
。
本
版
の
現
存
本
に
は
他
に
北
京
図
書
館
蔵
本
(
巻

一

九

.
ニ
〇
 

配

明

刻

本

、

周

捐

、

中

版

録

298
299著

録

)

が

知

ら

れ

る

に

す

ぎ

な

い

。

春
秋
経
伝
集
解
三
〇
卷
晉
杜
預
撰
唐
陸
徳
明
釈
文
〔宋
〕 

刊

(〔建
安
〕)

附
重
言
巾
箱
本

(
国
立
国
会
図
書
館
蔵
)

一

五
冊
。

後

補

縹

色

表

紙

(
一
一

X

七
.
ニ
 

極
)
。

裏
打
改
装
本
。

巻

九

.
一
〇
、

一
九
—

ニ
四
並
に
巻
八
第
二
葉
は
 

江
戸
時
代
の
鈔
補
。

首

に

杜

預

の

「春
秋
序
」
(
陸
徳
明
音
義
に
よ
る
附
 

注
)
、
巻

末

に

「後
序
」
を
附
す
。
本

文

巻

首

「春
秋
経
伝
集
解
隠
第
一
」 

と
題
し
、
第
二
か
ら
四
行
に
か
け
低
一
格
小
字
双
行
を
以
て
陸
注
を
掲



げ
、
第
四
行
の
注
下
に
「
杜

氏

{
|
^
尽
十
一
年
」
(卷
ニ
以
下
は
次
行
或
 

は
第
三
か
第
四
行
に
低
六
格
を
以
て
題
署
)
、

毎

巻

末

「
春
秋
左
氏
伝
卷
 

第
幾
」
と
題
す
。
四

周

双

辺

(
九

*

X六

*

極
)
有
界
九
行
、
行
十
七
 

字
、
注
小
字
双
行
、
行
十
八
字
。
杜
注
末
に

o
を
以
て
区
劃
し
、
標
字
を
 

圏
で
囲
ん
で
音
義
注
を
列
ね
、

間

々

そ

の

後

に

「
重
言
」
(
標
識
は
単
行
 

大
字
墨
囲
陰
刻
)
が
附
さ
る
。
版
心
線
黒
ロ
双
黒
魚
尾
「
火

幾

(
丁
付
)
」
、 

某
幾
年
と
記
せ
る
耳
格
が
左
上
欄
外
に
あ
り
。
弦
縣
匡
筐
恒
禎
桓
構
慎
の
 

字
に
は
時
に
欠
筆
が
見
え
る
。
巻
末
別
紙
を
附
綴
し
て
文
化
五
年
の
市
橋
 

長

昭

の

「
寄
蔵
文
廟
宋
元
刻
書
跋
」
が
記
さ
る
。
「昌
平
坂

\

学
問
所
」
の
 

墨
印
あ
り
。
市
橋
長
昭
献
納
本
。

前
掲
の
国
会
図
書
館
蔵
礼
記
と
対
を
な
す
同
時
同
所
の
開
板
た
る
宋
後
 

期
の
建
安
刊
巾
箱
本
で
、
小
字
な
が
ら
字
画
極
め
て
精
整
、
同
版
本
の
所
 

在
を
他
に
聞
か
な
い
。
巻
ニ
ま
で
は
全
巻
に
、
以
下
は
間
々
経
文
に
江
戸
 

初
を
降
ら
ぬ
朱
筆
句
点
ヲ
コ
ト
点
(
前
半
は
明
経
点
、
後
半
は
紀
伝
式
点
 

〈
中
原
点
か
〉
)
返
点
送
仮
名
声
点
が
附
さ
れ
、
眉
上
に
少
し
く
音
義
訓
注
 

の
書
入
が
存
す
る
。

附

釈

音

春

秋

左

伝

註

疏

六

〇
巻

晉

杜

預

注

唐

孔

穎

達

等

疏

 

陸

徳

明

釈

文

〔
南
宋
〕
刊

(
建

安

.
劉
叔
剛
)

(
足
利
学
校
遺
蹟
図
書
館
蔵
)

ニ
五
冊
。
重
文
。
森
志
著
録
。
後
補
艷
 

出

茶

色

表

紙

(
ニ
五

X

一

五
.
八
極
)
。
天
地
少
し
裁
断
さ
れ
た
裏
打
改
装
 

本
。
首

に

「
春

秋

正

義

序

一

}
国
子
祭
酒
上
護
軍
曲
阜
県
開
国
子
臣
孔
 

顧
達
奉

/:機
一
)
勅
撰
」
あ
り
。
序
の
尾
題
の
次
に
、
「
桂

\

軒
」
(
鼎
形
) 

「
蔵
書
」
(
鼎
形
)
「
建
安
劉
叔
\
_
父

鋟梓
」
「
敬

\

斎
」
(爵
形
)
「
高
山

流
水
」
(
琴
形
)
の
木
記
が
刻
さ
る
。
本
文
巻
首

r

附
釈
音
春
秋
左
伝
註
疏
 

巻
第
一
」
と
題
し
、
第
二
行
よ
り
第
四
行
に
か
け
低
ニ
格
を
以
て
「
国
子
 

祭
酒
上
護
軍
曲
阜
県
開
国
子
臣
孔

#1達
等
奉
\

勑撰
/
国

子

博

士

兼

太

子

 

中
允
贈
斉
州
刺
史
呉
県
開
国
男
臣
陸
徳
明
釈
文
」
と
題
署
さ
る
。
卷
ニ
以
下
 

は
撰
者
題
は
次
行
に
三
格
乃
至
四
格
を
低
し
て
「
杜

氏

{
l l
g)
孔
穎
達
 

疏

J

と
題
署
。
左

右

双

辺

(
一
九
.
二

X

H

一 •
四
糖
)
有
界
十
行
、
行
十
 

七
字
、
注
疏
文
小
字
双
行
、
行
約
廿
三
字
。
注
末
に

o
を
以
て
画
し
て
音
 

釈
を
附
し
、
そ
の
次
に
(
疏
)
の
単
行
大
字
の
標
識
を
以
て
疏
文
を
お
く
。

版
心
線
黒
ロ
双
黒
魚
尾
「
秋

笳

幾

(
丁
付
}
」
、

上
象
鼻
に
稀
に
大
小
字
 

数
が
印
さ
れ
、
左

上

欄

外

に

「
某

幾

(
或
は
幾
年
)
」
と
記
せ
る
耳
格
が
あ
 

る
。
巻

一

二

の

第

一

五

丄八

、

ニ
三
丁
 
(
末
葉
)

の

上
象
鼻
に
「
文
」
、 

卷
三
五
第
一
ニ
ー
.
一
四
、

一

九

丄三

、

二
五
丁
の
上
象
鼻
に
「
先
」
、 

一 

卷
三
六
第
一
.
ニ

.
四
丁
の
上
象
鼻
に
「
目
」
と

刻

さ

れ

て

い

る

の

は

或

- 8 9 

は
刻

H

名
か
。
欠
画
は
厳
格
で
は
な
く
、
玄
炫
朗

埏弘
殷
匡
筐
恒
貞
楨
徴
 

勗
桓
垣
完
覯
講
慎
敦
郭
の
字
に
は
間
々
欠
筆
を
見
る
。
巻
ニ
〇

の
第
八
丁
 

表
欠
丁
。
巻

一

首

に

r

此
書
不
許
出
学
校

閫外
憲
実
(
花
押
)
」
、
ま
た
ほ
 

ぼ

毎

巻

首

尾

に

「
足
利
学
校
公
用
」
或

は

「
足
利
学
校
之
公
用
也
」

の
横
 

書
墨
書
が
あ
り
、
巻
 一
•
三

.
ニ

四

•
三

六

.
五

九

の

首

に

「
上
杉
安
房
 

守
藤
原
憲
実
寄
進
」
、
各
冊
末
に
「
上
杉
安
房
守
藤
原
憲
実
寄
進
(
花
押
)
」

の
学
校
設
立
者
た
る
憲
実
手
筆
の
施
入
識
語
が
存
し
、

毎

巻

首

に

概

ね

 

「
松
竹
清
人
」

の
印
記
が
鈐
さ
る
。

本
版
は
前
掲
の
足
利
学
校
旧
蔵
附
釈
音
毛
詩
註
疏
と
同
様
建
安
の
劉
叔
 

剛
の
刊
刻
に
な
り
、
所
謂
十
行
本
十
三
経
注
疏
合
刻
本
の
底
本
と
な
っ
た
 

も
の
で
、
次
掲
本
は
こ
の
覆
刻
で
あ
る
。

こ
の
本
は
字
様
が
や
や
偏
平
で



些
少
小
ぶ
り
の
葉
を
僅
か
な
が
ら
混
え
、
そ
れ
は
一
見
補
刻
の
如
く
見
え
 

る
。
し
か
し
こ
の
本
は
概
し
て
印
面
に
刷
り
む
ら
が
多
く
、
板
木
が
左
程
 

磨
滅
し
て
い
な
い
の
に
部
分
的
に

邋
遢の
箇
所
が
生
じ
て
い
る
所
を
考
え
 

合
せ
れ
ば
、
些
少
字
様
の
異
る
葉
と
他
と
の
間
に
印
面
上
原
刻
.
修
補
の
 

差
異
を
識
別
し
難
い
。
従
っ
て
修
の
よ
ぅ
に
見
え
る
の
は
、
六
〇
卷
の
大
 

部
で
あ
る
か
ら
版
下
書
に
多
少
字
様
の
優
劣
不
斉
は
免
れ
難
い
こ
と
と
刷
 

り
む
ら
に
基
づ
く
も
の
で
、
後
修
と
看
做
す
べ
き
で
は
な
い
よ
ぅ
で
あ
 

る
。
但
し
卷
卅
九
の
第
十
五
.
十
六
、

十
九
—
廿

二

葉

(
巻
末
)
、

巻
四
 

十
の
首
三
葉
は
字
様
が
や
や
異
り
、
ま
た
印
面
も
格
別
美
し
い
か
ら
、
或
 

は
宋
末
元
初
間
の
修
に
非
ざ
る
か
の
疑
念
を
抱
か
し
め
る
が
、

こ
の
一
本
 

の
み
で
は
断
定
し
難
い
。
本
版
は
他
に
故
宫
博
物
院
蔵
本
(
存
卷
三
〇
以
 

下
、
十
二
卷
配
元
刊
十
行
本
、
拙
著
著
録
)
と
そ
れ
と
元
来
僚
巻
で
あ
っ
 

た
潘
氏
宝
礼
堂
旧
蔵
北
京
図
書
館
現
蔵
本
(
存
首
ニ
九
巻
、
潘

録

.
王
記
 

著
録
)
が
存
す
る
の
み
で
あ
る
。

こ
の
本
は
巻
一
に
は
室
町
期
の
朱
点
朱
 

引
朱
圏
点
墨
筆
訓
点
、
巻
ニ
以
下
に
は
所
々
朱
点
朱
引
墨
訓
点
が
附
さ
 

れ
、
間
々
書
入
が
存
し
、
そ
の
一
部
は
庠
主
三
要
の
筆
で
、
三
要
手
筆
の
 

校
字
書
入
も
見
ら
れ
る
が
、
全
巻
に
亙
っ
て
別
筆
の
精
核
な
る
校
字
が
記
 

入
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
上
記
の
毛
詩
註
疏
の
そ
れ
と
同
様
山
井
.
根
本
 

両
人
の
七
経
孟
子
考
文
の
®

の
際
の
書
入
と
思
わ
れ
る
。

附
釈
音
春
秋
左
伝
註
疏
六
〇
卷
晋
杜
預
注
唐
孔
穎
達
等
疏
 

陸
徳
明
釈
文
〔元
〕
刊

首

に

「春
秋
正
義
序
」
(
第

二

•
三

行

低

一

格

「
国
子
祭
酒
上
護
軍
曲
阜
 

縣
開
国
子
臣
孔
穎
達
奉
\

勑撰
」
と
題
署
)
が
あ
り
、
本
文
巻
首
「
附
釈

音
春
秋
左
伝
註
疏
巻
第
一
」
、
第

二

.
三

.
四
行
低
一
格
「
国
子
祭
酒
上
護
 

軍
曲
阜
縣
開
国
子
臣
孔
颖
達
等
奉
\

勑撰

\

国
子
博
士
兼
太
子
中
允
贈
斉
 

州
刺
史
呉
縣
開
国
男
臣
陸
徳
明
釈
文
」
と
題
す
。
巻
ニ
以
下
は
撰
者
題
署
を
 

第
ニ
行
に
低
三
格
「
杜

氏

註

{
|

^ 5孔
顧
達
疏
」
と
題
す
る
。

左
右
双
辺
 

(
一
八
•
七

X

一
二
•
七
極
)
有
界
十
行
、
行
十
七
字
、
注
疏
文
小
字
双
行
、 

行
廿
三
字
。
版
心
白
ロ
双
黒
魚
尾
、
「
秋

商

幾

(
丁
付
)
」
、
上
象
鼻
に
大
 

小
字
数
、
下
象
鼻
に
刻

H

名
が
あ
り
、
左
上
欄
外
の
耳
格
に
「
某
公
幾
年
」 

と
印
さ
る
。
原

刻

の

r

疏
」

の
標
識
は
圏
を
以
て
囲
ま
れ
て
い
る
が
、
明
 

修
は
墨
囲
白
文
。
刻

H

名
は
、
安
卿
、
安
、
以
清
、
以
徳
、
以
、
徳
、
英
 

玉
、
玉
、
英
、
王
栄
、
王
、
栄
、
君
美
、
君
、
美
、
古
月
、
古
、
月
、
国
 

祐

、
国
右

V
国
、
朱
文
、
朱
、
寿
甫
、
寿
、
仁
甫
、
仁
、
善
卿
、
善
、
仲
 

高
、
高
、
仲
、
鉄
筆
、
鉄
、
筆
、
徳
遠
、
遠
、
徳
成
、
成
、
徳
甫
、
徳
、 

甫
、
文
粲
、
余
中
、
中
、
応
、
祥
、
茂
、
李
、
正
、
亨
、
粋
、
希
、
孟
、 

金
。十

行
本
注
疏
合
刻
本
の
一
。
前
掲
の
建
安
劉
叔
剛
刊
本
の
覆
刻
で
あ
 

る
。
明
代
板
本
が
南
監
に
移
さ
れ
、
明
初
以
降
度
々
補
刻
修
印
が
重
ね
ら
 

れ
、
南

雍

経

籍

考

に

S

秋
左
伝
附
釈
音
二
十
六
巻

l l
p

s

l

a

J

t
 

録
さ
れ
て
い
る
。
明
修
は
単
辺
或
は
双
辺
、
版
心
は
白
ロ
或
は
粗
黒
ロ
、 

上
象
鼻
白
口
下
粗
黒
ロ
或
は
そ
の
逆
等
を
混
淆
し
、
概
ね
耳
格
が
な
い
。 

字
数
の
み
あ
っ
て
刻

H

名
の
な
い
の
が
明
前
期
の
修
ら
し
く
、
上
象
鼻
に
 

「
正
徳
年
」
「
正
徳
六
年
」
「
正
徳
十
二
年
」
「
正
徳
十
六
年
」

の
年
紀
の
あ
 

る
葉
、
年
紀
な
く
中
縫
等
に
「
懐
陳
校
」
「
侯
吉
劉
校
」
「
林
重
校
」

の
校
 

者
名
が
記
さ
れ
て
い
る
所
も
あ
る
。

こ
の
校
者
名
の
あ
る
修
は
正
徳
以
後
 

の
修
に
か
か
り
、
修
補
は
嘉
靖
頃
ま
で
度
々
加
え
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。



従
っ
て
現
存
伝
本
は
各
本
皆
そ
れ
ぞ
れ
修
の
箇
所
が
参
錯
し
て
い
る
。
最
 

も
降
っ
た
修
補
の
あ
る
京
大
人
文
科
学
研
究
所
や
香
港
大
学
の
蔵
本
に
よ
 

っ
て
明
修
の
刻
エ
名
を
示
せ
ば
、
(
正
徳
年
)
楊
尚
且
、
余
富
、
仲
、
(
正
 

徳
六
年
)
黄
富
、
富
、
黄
友
、
友
、
江
洪
、
中

縫

に

李

紅

謄

(
抄
)

の
名
 

見
ゆ
、
(
正
徳
士
一
年
)
呉
三
、
呉
六
耳
、
江
達
、
黄
仲
、
周
同
、
仲
千
、 

余
富
、
余
、
楊
尚
且
、
尚
旦
、
李
豪
、
豪
、
劉
立
、
入
、
才
、
曾
、
台
、 

(
無
年
紀
)
栄
郎
、
王
毛
孫
、
黄
蘭
、
徳
閏
、
清
、
劉
京
、
烏
、
七
、
(
懐
 

陳
校
、
林
重
校
、
卿
林
重
校
)
王
仕
栄
、

王
栄
、

王
進
富
、

華
福
、

呉
 

一
、
呉
生
、
呉
仏
生
、
呉
朱
、
黄
仕
進
、
黄
道
林
、
黄
永
進
、
永
進
、
江
 

達
、
江
四
、
江
寿
、
江
田
、
蔡
順
、
施
肥
、
謝
元
慶
、
詹
弟
、
詹
蓬
適
、 

曾
堅
、
曾
椿
、
陳
郎
、
陳
亨
、
陳
徳
禄
、
程
亨
、
范
元
福
、
范
朴
、
朴
、 

尤
共
三
、
熊
山
、
山
、
余
郎

Y
余
堅
、
余
天
礼
、
楊
四
、
楊
全
、
葉
雄
、 

雄
、
葉
再
友
、
再
友
、
葉
采
、
采
、
陸
基
、
陸
基
郎
、
陸
基
青
、
陸
栄
、 

陸
四
、
陸
文
進
、
永
、
福
、
(
侯
吉
劉
校
)
王
元
保
、
王
仕
栄
、
王
良
富
、 

王
仲
、
王
仲
友
、
元
清
、
呉
朱
、
呉
珠
、

江
四
、

江
盛
、

江
田
、

江
長
 

深
、
詹
蓬
頭
、
曾
堅
、
張
尾
郎
、
張
郎
、
陳
珪
、
余
旺
、
余
添
進
、
余
文
 

貴
、
余
天
理
、
余
堅
、
余
天
礼
、
葉
馬
、

葉
金
、

葉
再
友
、

陸
四
、

六
 

四
。(

静
嘉
堂
文
庫
蔵
)

至

明

正

徳

遁

修

三

四

冊

。
陸
志
著
録
。
新
補
褐
 

色
水
玉
ぼ
か
し
文
様
表
紙
(
二
八
•
七

X

一
七
極
}
、
金

鑲玉
装
。
原
料
紙
 

縦
ニ
六
.五
®
。

首
の
春
秋
正
義
序
の
次
に
中
書
門
下
牒
が
 
一
丁
補
写
さ
 

れ
て
い
る
。
版
.心
の
修
補
年
を
切
り
と
っ
て
別
紙
で
補
わ
れ
て
い
る
。
版
 

心
に
は
某
校
正
等
が
見
え
な
い
か
ら
、
正
徳
の
修
に
止
り
、
明
修
の
葉
は
 

ま
だ
比
較
的
少
い
。

(
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
蔵
)

欠

首

一

一

巻

〔
明
〕
通
修
一
三

冊
。

後
補
濃
縹
色
表
紙
(
ニ
六
•五

X

一
六
.
ニ
極
)
。

正
徳
後
の
修
が
頗

る
多
く
、

原
刻
或
は
明
前
期
修
の
印
面
は
模
糊
、

筆
画
は
欹
斜
が
甚
し
 

ヽ

0同
版
本
に
故
宮
博
物
院
楊
氏
観
海
堂
蔵
本
.
同

院

蔵

残

本

(
劉
叔
剛
刊
 

本
に
配
補
)
•
中

央

図

書

館

(
四
部
)
.
香

港

大

学

(
三
部
、
劉
影
著
録
、 

以
上
拙
著
著
録
)
•
北

京

図

書

館

(
瞿
目
瞿
影
著
録
)
.
上
海
図
書
館
.
南
 

京

図

書

館

(
丁
志

盔影
著
録
)
.
北
京
大
学
蔵
本
や
楊
録
著
録
本
等
が
あ
 

る
。

音
註
全
文
春
秋
括
例
始
末
左
伝
句
読
直
解
七
〇
卷

宋

林

堯

叟

撰

〔元
〕
刊

(〔建
安
〕)

(
静
嘉
堂
文
庫
蔵
)

ニ
四
冊
。
巾
箱
本
。
後

補

淡
縹
色
表
紙
(
一
九

X 

一
三
•五
極
)
、
襯
紙
を
挾
め
る
改
装
本
。
首
目
欠
。
本

文

巻

首

「
音
註
全
 

文
春
秋
括
例
始
末
左
伝
句
読
直
解
卷
之
幾

\
f
g
+

梅
谿
林
堯
叟
 

唐
翁
」
と
題
し
、
尾

題

を

「音
註
全
文
春
秋
括
例
左
伝
句
解
卷
一
四

J

「
音
 

点
春
秋
左
伝
詳
節
句
解
卷
之
ニ
四
」
「
春
秋
経
伝
句
解
五
十
八
巻
終
」
と
作
 

る
卷
も
あ
る
。
左
右
双
辺
と
四
周
単
辺
(
一
五
.五

X

一 
〇

.五
握
)
と
が
 

混
在
し
、
巻

一

.
ニ
の
み
は
有
界
十
一
行
、
行
廿
ー
字
、
他

は
巻
ニ
ニ
. 

ニ
七
を
除
き
有
界
十
二
行
、
行
廿
二
字
、
皆
注
小
字
双
行
。
「経

J

「
伝
」 

や
注
文
中
の
音
の
標
字
並
に
括
例
始
末
等
の
注
は
陰
刻
。
行
間
に
訓
義
を
 

小
字
を
以
て
傍
刻
。
版
心
は
挾
く
線
黒
ロ
双
黒
魚
尾
「
左

幾

(
丁
付
)
」
、 

上
或
は
下
の
象
鼻
に
大
小
字
数
、
左
上
欄
外
の
耳
格
に

r

某
公
某
年
」
と
 

記
さ
る
。
匡
筐
恒
貞
徴
桓
構
慎
の
字
に
間
々
欠
筆
を
見
る
。
卷
一
の
首
五



丁
欠
。

本
帙
は
三
種
の
異
版
に
よ
る
取
り
合
せ
本
の
よ
ぅ
で
あ
る
。
卷

一

.
ニ
 

の
十
一
行
本
は
字
様
雕
法
良
好
に
し
て
宋
末
元
初
間
刊
と
称
し
て
よ
い
 

が
、
元
刊
と
見
る
の
が
穏
当
で
あ
ろ
ぅ
。
大
部
分
を
占
め
る
十
二
行
本
は
 

宋
末
刊
本
の
覆
刻
と
思
わ
れ
る
元
版
で
あ
る
が
、
住
々
字
様
に
元
末
明
初
 

風
の
所
が
現
わ
れ
て
い
る
。
巻

ニ

ニ

.
ニ
七
は
十
二
行
廿
三
字
で
、
上
述
 

の
如
く
首
尾
題
が
他
と
異
り
、
且
つ
首
の
第
二
行
の
撰
者
名
を
題
署
せ
 

ず
、

字

様

.
雕
法
共
に
明
前
期
の
様
態
に
転
じ
て
い
る
。

「
島
田
翰
\
読
 

書
記
」
(
巻

ニ

九

•
三

ニ

.
三
七
の
末
)
「
松
方

\

文
庫
」

の
印
あ
り
、
竹
 

添
井
々
旧
蔵
と
伝
え
る
。

四
庫
全
書
は
本
書
原
本
を
収
め
な
い
が
、
明
末
の
王
道
焜
•
趙
如
源
同
 

編

「
左
氏
杜
林
合
註
」
五
十
巻
を
著
録
し
て
い
る
。
著
者
堯
叟
の
伝
は
明
 

か
な
ら
ず
、
本
書
は
杜
注
に
依
り
そ
れ
を
平
易
に
音
釈
箋
釈
し
て
且
つ
愚
 

案
を
加
え
、
十
二
公
の
始
め
に
は
周
王
及
び
^
固
の
紀
年
と
歹
国
の
君
易
 

世
嗣
位
を
表
示
し
、
注
文
中
に
そ
の
事
件
の
参
照
記
事
を
附
注
す
る
等
、 

読
者
を
し
て
時
変
の
趨
勢
と
事
件
の
始
末
を
知
り
易
か
ら
し
め
た
も
の
 

で
、
宋
末
か
ら
明
に
か
け
て
左
伝
の
便
易
な
る
注
釈
書
と
し
て
幾
種
も
の
 

版
を
重
ね
て
流
行
し
た
。
我
が
国
に
於
て
も
室
町
時
代
か
ら
近
世
初
に
か
 

け
て
犬
に
参
照
利
用
さ
れ
、
左
伝
の
旧
鈔
•
旧
刊
本
に
は
本
書
が
抄
録
書
 

入

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

国
立
中
央
図
書
館
蔵
(
静

盒

•
拙
著
著
 

録
)
.
北
平
図
書
館
原
蔵
(
存
卷
三
五
—
四
四
、
拙
著
著
録
)
元
刊
本
は
こ
 

の
十
二
行
本
と
覆
刻
の
関
係
に
あ
り
、
恐
ら
く
こ
の
版
の
方
が
先
出
で
あ
 

ろ
う
。

本

書

の

静

嘉

堂

文

庫

蔵

(
陸

志

.
儀
顧
堂
集
著
録
)
.
国
立
中
央
 

図

書

館

蔵

(
存

卷

五

五

.
五
六
、

拙
著
著
録
)
.
北

平

図

書

館

原

蔵

(
存

卷
一
八
、
拙
著
著
録
)

の
十
三
行
廿
五
字
本
は
従
来
元
刻
と
さ
れ
て
来
た
 

が
、
明
前
期
の
刊
刻
に
か
か
る
。
瞿
氏
旧
蔵
北
京
図
書
館
蔵
元
刊
明
修
本
 

(
瞿
目
著
録
)
は
比
較
し
得
な
い
の
で
、

本
版
と
同
版
か
否
か
は
不
明
で
 

あ
る
。

春
秋
経
左
氏
伝
句
解
七
◦
卷
宋
林

堯

叟

撰

〔元
〕
刊

(〔建
 

安
〕
)

(
内
閣
文
庫
蔵
)

七
冊
。
後
補
茶
色

表

紙

(
ニ
五
.
三

X

ー
五
樞
}
、
裏
 

打
改
装
本
。
首

に

「春
秋
左
氏
伝
括
例
始
末
句
解
綱
目
」
あ
り
。
本
文
巻
 

首

r

春
秋
経
伝
句
解
卷
之
ー

\
(
|
ー

ニ
)
魯
隠
公
一
(細
 <

)

林
堯
叟
注

(
S
S 

M

a

」
と
題
す
。
左

右

双

辺

(
一
八
•九

>
<
ニ

.
三
喱
)
有
界
十
四
行
、 

行
廿
四
字
、
注
小
字
双
行
。
「
経
」
「
伝
」
や
注
文
中
の
標
字
等
は
墨
囲
陰
 

刻
。
版
心
小
黒
ロ
双
黒
魚
尾
「
左

幾

(
或
は
幾
フ
)
(
丁
付
)
」
。
桓
の
字
 

等
に
間
々
欠
筆
が
見
ら
れ
る
。
巻

一

.
ニ
に
錯
簡
が
あ
る
。
北
平
図
書
館
 

原

蔵

本

(
清
季
振
宜
等
旧
蔵
、
旧
京

104—

106.
拙
著
著
録
)
は
同
版
。
国
 

立
中
央
図
書
館
蔵
(
一
は
季
目
.
結
一
廬
書
目
•
劉

影

.
拙
著
著
録
、

一 

は
配
鈔
本
、
拙
著
著
録
)

の
十
行
廿
二
字
本
は
従
来
宋
或
は
元
刊
と
さ
れ
 

て
い
る
が
、
明
前
期
の
刊
で
あ
る
。

監
本
附
音
春
秋
公
羊
註
疏
二
八
卷
漢
何
休
注
唐
徐
彥
疏

陸
徳
明
釈
文
〔元
〕
刊

首
に
景
徳
ニ
年
中
書
門
下
牒
、
次

に

r

監
本
附
音
春
秋
公
羊
註
疏
序
」 

(
次

行

r

漢
司
空
掾
任
城
樊
何
休
序
」
と
題
署
)
あ
り
。
本

文

巻

首

「
監
本
 

附
音
春
秋
公
羊
註
疏
隠
公
卷
第
ー

1 ||
」
、

次

行

「
春
秋
公
羊
経
伝
解
詁



隠
公
第
一
」
、

巻
ニ
以
下
は
次
行
は
低
四
格
「
何
休
学
」
と
題
す
。

左
右
 

双

辺

(
一
九
.
三

X

一

ニ
.五
極
)
有
界
十
行
、
行
十
七
字
、
注
疏
文
小
字
 

双
行
、
行
廿
三
字
。
版
心
白
ロ
双
黒
魚
尾
、
「
公

商

幾

(
丁
付
)
」
、
上
象
 

鼻
に
大
小
字
数
、
下
象
鼻
に
刻

H

名
あ
り
。
左
上
欄
外
の
耳
格
に
「
某
幾
 

年
」
と
題
す
。
刻
エ
名
は
安
卿
、
以
清
、
以
徳
、
以
、
王
英
玉
、
英
玉
、 

英
、
玉
、
王
栄
、
栄
、
王
、
応
祥
、
丘
文
、
君
錫
、
君
美
、
古
月
、
古
、 

月
、
寿
甫
、
仁
甫
、
善
慶
、
善
卿
、
善

、
醍
甫
、
天
易
、
徳
遠
、
徳
、
徳
 

甫
、
伯
寿
、
伯
、
文
粲
、
茂
卿
、
茂
、
余
中
、
余
、
文
、
高
、
李
、
住
。 

桓
の
字
等
に
欠
筆
が
見
ら
れ
る
。

十
行
注
疏
合
刻
本
の
一
。
板
木
は
明
に
南
監
に
移
さ
れ
、
補
刻
重
印
さ
 

れ
、
南

雍

経

籍

考

に

「
春
秋
公
羊
疏
一
一
一
+
卷

l l
f

y

s
i l
l」
と
。
明
 

修
の
版
は
白
ロ
或
は
粗
黒
ロ
、
単
辺
或
は
双
辺
が
混
り
、
概

ね

字

数

.
耳
 

格
が
な
い
。
た
だ
白
ロ
に
て
字
数
は
あ
る
が
刻
エ
名
な
く
字
様
が
原
匆
に
 

近
い
の
が
明
前
期
の
修
で
あ
ろ
ぅ
。
版
心
に
正
徳
六
年
.
正
徳
十
二
年
の
 

修
年
、
上
象
鼻
に
侯
吉
劉
校
、
中
縫
に
林
重
校
訖
、
運
司
蔡
重
校
、
正
徳
 

六
年
の
に
は
李
紅
謄
の
鈔
者
名
が
見
え
る
。

明
修
の
刻
エ
名
は
、

(
無
年
 

紀
)
王
邦
亮
、
余
富
、
(
正
徳
六
年
)
呉
郎
、
(
正
徳
十
二
年
)
人
、
曾
、 

(
正
徳
以
後
か
、
無
年
紀
、

侯
吉
劉
校
、

林
重
校
、
蔡
重
校
)
王
良
富
、 

王
進
富
、
呉
一
、
呉
珠
、
江
四
、
江
盛
、
江
達
、
江
元
寿
、
江
長
深
、
蔡
 

順
、
謝
元
慶
、
詹
蓬
頭
、
蓬
頭
、
曾
堅
、

曾
椿
、

張
郎
、

張
尾
郎
、

陳
 

珪
、
余
天
礼
、
葉
起
、
葉
再
友
、
睦
四
、
陸
記
青
、
陸
基
郎
。

(
静
嘉
堂
文
庫
蔵
)

至

明

正

徳

遁

修

一

二

冊

。
陸
志
著
録
。
新
補
茶
 

色
水
玉
ぼ
か
し
文
様
表
紙
(
二
八
.六
 >
<
ー
七
缠
)
、
金

鑲玉
装
、
原
料
紙
 

縦
ニ
六
. 一一

®:。

首
の
何
休
序
の
次
に
中
書
門
下
牒
が
補
写
さ
る
。

補
刊

年
が

剜去
さ
れ
別
紙
で
巧
み
に
補
わ
れ
て
い
る
。
原
刻
は
漫

漶の
所
が
あ
 

る
が
、
明
修
の
葉
は
頗
る
少
く
、
正
徳
以
後
の
修
は
加
っ
て
い
な
い
。
巻
 

十
三
の
第
十
七
.
十
八
葉
補
写
。

(
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
蔵
)

明

遁

修

一

四

冊

。
新
補
藍
色
絹
 

表

紙

(
ニ
七
•
三
 >
<
ー
六
.九
龌
)
、
金

鑲玉
装
、
原
料
紙
縦
ニ
四
ニ
極
。 

正
徳
以
後
の
修
が
多
く
加
わ
っ
て
い
る
。
監

本

と

の

校

合

注

の

書

入

あ

(
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
蔵
)

明

遁

修

八

冊

。
茶

色

表

紙

(
ニ
 

七
•九
 >
<
ー
八
.
ニ
醒
)
。

白
綿
紙
本
。

前
掲
本
と
同
様
正
徳
後
の
明
修
が
 

多
い
。
全
巻
に
亙
り
、
経
伝
文
に
は
江
戸
時
代
の
朱
筆
の
返
点
送
仮
名
が
 

附
さ
れ
、

所
々
朱
筆
校
字
が
書
入
さ
れ
て
い
る
。

「
佐
伯
笑
毛
利
/
高
標
 

字
培
松

\

蔵
書
画
之
印
」
「昌
平
坂
\
学
問
所
」
「
大
学

\

蔵
書
」
等
の
印
 

あ

り

。

本
版
の
他
に
伝
わ
る
も
の
、
中
央
図
書
館
(
三
部
)
•
香
港
大
学
(
劉
影
 

著
録
、

以
上
拙
著
著
録
)
•
北

京

図

書

館

(
二
部
、

一
は
瞿
目
•
瞿
影
著
 

録
)
•
上
海
図
書
館
(
二
部
)
.
南
京
図
書
館
(
丁

志

.
盜
影
著
録
)
.
北
京
 

大

学

(
存

卷

一

.
一
一
)
蔵
本
や
森
志
•
傅

目

.
蔣
志
著
録
本
等
が
あ
る
。

監
本
附
音
春
秋
穀
梁
註
疏
ニ
〇
卷
晉
范
甯
集
解
唐
楊
士
勛
 

疏

陸

徳

明

釈

文

〔元
〕
刊

首

に
r

監
本
附
音
春
秋
穀
梁
伝
註
疏
序
」
(
第

二

.
三
行
低

1

格

「
国
子
 

四
門
助
教
楊
士
勛
撰

\

国
子
博
士
兼
太
子
中
允
贈
斉
州
刺
史
呉
県
開
国
男
 

陸
徳
明
釈
文
」
と
題
暑
)
あ
り
。
本

文

巻

首

「
監

本

附

音

(
或
は
監
本
) 

春
秋
穀
梁
註
疏
隠
公
卷
第
ー

1 ||
」
、
次
行
低
ー
|ー
格
、

「
范
甯
集
解
(
_
=
ー)



楊
士
勛
疏
」
、

第

三

行

「春
秋
穀
梁
伝
隠
公
第
一
」
と
題
す
。

左
右
双
辺
 

(
一
八
.
八

X

一
一

一
.
八

M
)
有
界
十
行
、
行
十
七
字
、
注
疏
文
小
字
双
行
、 

行
廿
三
字
。
版
心
白
口
双
黒
魚
尾
、
「
谷

巟

(
明
修
は
或
は
穀
梁
注
疏
)
幾
 

(
丁
付
)
」
、
上
象
鼻
に
大
小
字
数
、

下
象
鼻
に
刻
エ
名
。

左
上
欄
外
に
耳
 

格
あ
り
、
「某

(或
は
某
公
)
幾
年
」
と

記
さ
る
。

明
修
の
版
心
に
は
字
 

数
な
く
、

線
黒
ロ
、
単
辺
或
は
双
辺
を
混
え
る
。

刻
エ
名
は
、
(
原
刻
) 

安
卿
、
以
徳
、
以
清
、
清
、
以
、
英
玉
、
王
栄
、
応
祥
、
丘
文
、
文
、
君
 

美
、
美
、
敬
中
、
寿
甫
、
住
郎
、
住
、
仁
甫
、

正
卿
、

正
、

善
卿
、

善
 

慶
、
善

、
仲
高
、
高
、
■
南
、
天
易
、
徳
遠
、
徳
、
伯
寿
、
伯
、
寿
、
茂
 

卿
、
茂
、
余
中
、
王
、
月
。
明
正
徳
の
修
に
は
中
縫
に
往
々
「
李
紅
書
」 

と

印

さ

れ

仲

千

.
豪

.
□
郎
の
匆
エ
が
あ
る
。
桓
の
字
往
々
欠
筆
。

十
行
本
注
疏
合
刻
の
一
。
明
代
南
監
に
板
木
が
移
さ
れ
て
修
印
さ
れ
、 

明
南
雍
経
籍
考
に
「
春
秋
穀
梁
疏
十
二
巻

g

l

A —
f

n

Jと
見
え
る
。

(
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
蔵
)

〔
明
前
期
〕
修

一

〇

冊
。

巻
九
 

の
末
丁
が
線
黒
ロ
の
修
版
な
る
外
は
原
刻
。

(静
嘉
堂
文
庫
蔵
)

〔至
明
正
徳
〕
遁
修
八
冊
。
陸
志
著
録
。
新
補
 

茶
色
水
玉
ぼ
か
し
文
様
表
紙
(
ニ
九
>
<
ー
七
齷
)
、

金

鑲玉
装
、

原
料
紙
 

縦
ニ
六
.
七
握
。

正
徳
の
補
刻
年
が
切
り
と
ら
れ
、

別
紙
で
巧
に
襯
補
さ
 

れ
て
い
る
が
、
間

々

「
李
紅
書
」
と
中
縫
に
印
さ
れ
た
葉
が
あ
る
。
し
か
 

し
明
修
は
少
く
大
部
分
が
原
刻
の
葉
で
あ
る
。
巻

十

六

に

の

み

「
文
選

\

 

楼

J

の
印
記
が
あ
り
、
清
阮
元
の
手
沢
本
か
。

同
版
本
に
故
宮
博
物
院
(
残

本

•
零
本
)
•
中
央
図
書
館
(
以
上
拙
著
著
 

録
)
.
北
京
図
書
館
(
二

部

ニ

は

瞿

録

•
瞿
影
著
録
)
•
南
京
図
書
館
(
丁
 

志

•

盔影
著
録
)
.
北

京

大

学

蔵

本

.
北
平
図
書
館
原
蔵
本
(
二
部
、

一

は
存
十
卷
、
旧
京

84|

86著
録
)
や

涵

録

.
黄

書

録

.
劉

影

.
傅
目
著
録
 

本
等
が
あ
る
。

春
秋
集
伝
存
卷
三
首
半
葉
撰
者
未
詳
〔南
宋
前
期
〕
刊
 

(
金
沢
文
庫
蔵
)

存
半
葉
。
左

右

双

辺

(
約
ニ
ー
.五

X

一 
五
.
ニ
醒
) 

有
界
十
一
行
、
行
二
十
字
。

首

行

「
春
秋
集
伝
卷
第
三
」
、

次
行
低
三
格
 

r

荘
公
上
」
と
題
し
、

伝
は
経
文
よ
り
一
格
を
低
し
て
単
行
大
字
。

末
行
 

の
過
半
が
欠
損
し
て
い
る
。
撰
人
が
題
さ
れ
ず
、
僅
か
半
葉
の
断
簡
を
遺
 

す
に
す
ぎ
な
い
の
で
、
そ
の
全
容
を
詳
に
な
し
得
な
い
が
、
現
存
の
同
書
 

名
の
い
ず
れ
と
も
合
わ
な
い
佚
書
で
あ
る
。
宋
代
に
は
旧
来
の
左
伝
.
公
 

羊

.
穀
梁
の
三
伝
の
外
に
胡
安
国
伝
等
の
新
な
伝
が
撰
さ
れ
、
本
書
は
そ
 

れ
等
の
各
伝
を
折
衷
按
配
し
た
宋
人
の
撰
と
思
わ
れ
る
。
字
様
等
か
ら
見
 

て
、
南
宋
前
期
の
浙
刊
本
で
あ
ろ
ぅ
。

春
秋
諸
伝
会
通
ニ
四
卷
元
李
廉
撰
元
至
正
一
一
年
(
一
三
 

五
一
)
刊

(虞
氏
明
復
斎
)

首
に
至
正
九
年
こ
丑
七
月
朔
後
学
廬
陵
李
廉
謹
書
の
「
春
秋
諸
伝
会
通
 

序
」
、
「
読
春
秋
綱
領
{
|
九
1
後
学
廬
陵
李
廉
輯
」
、
「春
秋
諸
伝
凡
例
^
ふハ) 

後
学
廬
陵
李
廉
輯
」
、

杜
預
序
よ
り
楼
繪
序
に
至
る
七
種
を
収
め
た
「
春
 

秋
諸
伝
序
{
|
^
後
学
廬
陵
李
廉
輯
」
あ
り
。

本

文

卷

首

「
春
秋
諸
伝
会
 

通
巻
之
 
一

(
1
®

廬
陵
進
士
李
廉
輯
」
と
題
す
。

首
の
自
序
の
次
に
「
至
 

正
辛
卯
臘
月
\
崇
川
書
府
重
刊
」

の
双
辺
木
記
、
巻
末
卷
ニ
四
の
尾
題
の
 

前

に

「
南
谿
\
精
舎
」
「
至
正
辛
卯
仲
冬
\
虞
氏
明
復
斎
」
の
両
木
記
が
刻
 

さ
れ
て
い
る
。
左

右

双

辺

(
ニ
〇

.
三

X

一
三
.
ニ
極
)
有
界
十
二
行
、
行



廿
二
字
、
注
低
一
格
小
字
双
行
。
注

文

中

(
左
氏
)
(
公
羊
)
(
穀
梁
)
(
胡
 

伝
)
は
大
字
陰
刻
、
各

伝

の

注

•
疏
類
は
小
字
陰
刻
、
自
説
は
そ
れ
等
の
 

下
に
三
格
を
低
し
(
按
)

の
白
文
標
識
を
以
て
区
別
し
、
経
文
下
に
述
べ
 

得
な
い
諸
家
の
説
は
大
字
陰
刻
の
「附
録
」
と
標
し
て
列
ね
、
ま
た
眉
上
 

に
年
号
が
標
記
附
刻
さ
る
。
版
心
細
黒
ロ
双
黒
魚
尾
、
「
春

秋

通

幾

(
丁
 

付
)
」
。

至
正
九
年
の
自
序
に
本
書
刻
梓
の
経
過
を
述
べ
て
「
〔春
秋
諸
伝
会
通
〕 

蔵
之
家
塾
以
備
遺
忘
訓
子
弟
耳
非
敢
与
学
者
道
也
邇
年
頗
有
伝
写
者
弗
克
 

禁
而
豊
城
掲
恭
迺
取
而
刻
之
梓
亟
欲
止
之
則
已
成
功
矣
書
来
求
序
拒
之
弗
 

可
且
念
其
力
之
勤
而
費
之
重
也
姑
識
于
卷
端
与
我
同
志
尚
加
訂
正
」
と
。 

此
に
よ
れ
ば
本
書
は
初
め
廉
の
廬
陵
と
同
じ
江
西
省
の
豊
城
の
掲
恭
に
よ
 

つ
て
至
正
九
年
に
上
梓
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
本
版
は
そ
の
版
式
か
 

ら
見
て
建
安
の
刊
刻
に
な
り
、
刊
記
に
重
刊
と
あ
る
如
く
そ
の
ニ
年
後
に
 

別
に
建
安
の
書
肆
が
発
行
し
た
第
二
次
版
で
あ
ろ
ぅ
か
。
繆
続
記
著
録
本
 

は
汲
古
閣
旧
蔵
に
し
て
「
毎
半
葉
十
二
行
二
十
三
字
高
六
寸
五
分
広
四
寸
 

四
分
黒
ロ
雙
辺
書
名
陰
文
加
綫
刻
印
極
精
至
正
九
年
豊
城
掲
恭
刊
」
と
。 

こ
の
記
述
を
信
ず
れ
ば
本
版
と
は
行
格
を
些
少
異
に
し
、
書
肆
の
刊
記
の
 

な
い
別
版
ら
し
い
。
但
し
繆
氏
の
解
題
に
は
匡
郭
や
行
格
数
に
は
誤
記
が
 

往
々
見
受
け
ら
れ
る
。
江
西
の
出
版
は
宋
元
時
代
は
そ
の
板
木
の
鏤
刻
を
 

杭
州
か
建
安
か
に
注
文
す
る
例
が
多
く
、
至
正
九
年
と
十
一
年
と
は
接
近
 

し
て
い
る
か
ら
、
掲
恭
の
出
版
も
実
際
は
建
安
の
書
坊
に
委
託
さ
れ
、

つ
 

い
で
書
坊
名
を
刊
記
に
銘
し
て
出
さ
れ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
ぬ
で
も
な
 

い
。
ま
た
卷
末
刊
記
の
南
谿
精
舎
•
虞
氏
明
復
斎
と
序
後
木
記
の
崇
川
書
 

府
と
は
同
一
人
か
別
人
で
あ
る
か
も
詳
か
で
な
い
。
後
考
を
俟
つ
。

(
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
)

一
五
冊
。
後

補

茶

色

表

紙

(
二
三
.五

X

一 
五

. 

五
極
)
、

第

二

.
四
冊
の
み
縹
色
表
紙
。

裏
打
改
装
。

「
昌
平
坂
\
学
問
 

所
」
、
「
文
政
癸
未
」
、
「
大
学
校

\

暴
書

\

之
印
」
等
の
印
あ
り
。
所
々
破
 

損
し
、
前
半
に
少
し
く
朱
点
朱
引
の
書
入
が
あ
る
。

(
静
嘉
堂
文
庫
蔵
)

一
六
冊
。
汪

目

•
陸

志

•
陸
続
跋
著
録
。
新
補
金
 

砂
子
散
し
艷
出
淡
黄
色
表
紙
(
ニ
六
.
三

>
<
1
六

*

極
)
、

襯
紙
を
狭
ん
 

で
改
装
。
凡
例
が
綱
領
の
前
に
あ
り
。
巻
一
の
第
十
二
葉
欠
。
巻
ニ
四
卷
 

末
葉
の
本
文
後
の
四
行
分
の
過
半
が
破
損
し
、
尾
題
は
補
写
、
そ
こ
に
あ
 

る
両
刊
記
の
一
は
な
く
、
下
の
は
一
部
が
僅
か
に
残
っ
て
い
る
。
所
々
朱
 

筆
の
句
点
傍
線
が
書
入
さ
れ
、
か
な
り
早
印
に
属
し
印
面
麗
わ
し
い
。

r

堯
 

峰
山
人
読
過
」

r

汪
印
\
士
鐘
」

r

閬源

\

真
賞
」

の
印
記
あ
り
。

(
龍
谷
大
学
図
書
館
蔵
)

一
二
冊
。
後
補
茶
色
表
紙
(
ニ
六

X

一 
五
.
七
 

極
)
、
裏
打
改
装
本
。
所
々
破
損
し
、

巻
一
九
の
首
五
葉
、

第
一
九
—

ニ
 

三
、
卷
廿
一
の
第
一
三
.
一
四
、

ニ
七
1
三
一
葉
補
写
。
首
は
凡
例
が
綱
 

領
の
前
に
あ
る
。
「
東
禅
院
」
「
写
字
台

\

之
蔵
書
」

の
印
記
あ
り
。

(
静
嘉
堂
文
庫
蔵
)

存

首

一

二

巻

七

冊

。
後
補
茶
色
表
紙
(
ニ
六
•八
 

X

一
七
.

一
一
極
)、

襯
紙
を
挾
め
る
改
装
本
。

原
料
紙
縦
二
三
•六
糖
。

首
 

は

自

序

.
諸

伝

序

.
綱

領

•
凡
例
の
順
。
や
や
後
印
。
陸
氏
旧
蔵
で
あ
る
 

が
睦
志
未
著
録
。

(
武
田
科
学
振
興
財
団
杏
雨
書
屋
蔵
)

存
卷
ー
ー
八
、

一
一
—

一
四
 

六
冊
。

新

補

藍

色

表

紙

(
ニ
七
.八

X
一

六

•
七
極
}
。

金

鑲玉
装
、
原
料
 

紙
縦
ニ
五
*
ー
糖
。

首
は
凡
例
が
綱
領
の
前
に
あ
り
、

自

序

.
凡
例
は
補
 

影
写
。
朱
点
朱
弓
が
附
さ
れ
、
眉
上
に
書
入
が
存
す
る
。
「
元
/
本
」
「
炳
 

卿
珍
蔵
旧

\

槧
古
鈔
之
記
」

の
蔵
印
あ
り
、
内
藤
湖
南
旧
蔵
。



(
慶
應
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫
蔵
)

存

首

•
巻

一

.
ニ

一

 

冊
。
後
補
茶
色
覆
表
紙
(
ニ
五

X

一 
五
*

極
)
、
裏
打
改
装
本
。
凡
例
が
 

綱
領
の
前
に
あ
り
。
自
序
の
首
葉
の
上
半
が
破
損
し
、
第
二
丁
欠
。
残
闕
 

本
で
あ
る
が
、
早
印
美
麗
。

同
版
本
の
所
在
は
他
に
北
京
図
書
館
(
二
部
)
.
上
海
図
書
館
蔵
本
. 

瞿

目

瞿

影

•
蔣

志

涵

録

.
莫
目
著
録
本
が
知
ら
れ
る
。

春
秋
胡
氏
伝
纂
疏
三
〇
卷
元
汪
克
寛
撰
元
至
正
八
年
(
一 

三
四
八
)
刊

(
建

安

.
劉
叔
簡
日
新
書
堂
)

首
に
、
至
元
再
元
之
四
年
歲
在
戊
寅
春
三
月
一
日
新
安
汪
沢
民
序
、
至
 

正
元
年
辛
已
七
月
十
有
八
日
雍
虞
集
序
の
「
春
秋
胡
氏
伝
附
録
纂
疏
序
」
、 

至
正
八
年
歳
在
戊
子
正
月
人
日
門
人
紫
陽
呉
国
英
再
拝
書
の
序
、

「先
儒
 

格
言
」
、

「
春
秋
胡
氏
伝
附
録
纂
疏
凡
例
」
、

そ
の
後
に
低
ニ
格
を
以
て
至
 

正
六
年
倉
龍
丙
戌
二
月
甲
寅
後
学
新
安
汪
克
寛
謹
書
于
富
川
任
氏
書
塾
の
 

自
跋
、

「
春
秋
胡
氏
伝
附
録
纂
疏
引
用
諸
儒
姓
氏
書
目
」
、

「
春
秋
胡
氏
伝
 

序
」
(
次

行

低

九

格

r

後
学
新
安
汪
克
寛
附
録
纂
疏
」
と
題
し
、
附
注
)
、 

進
表
、
次

に

「
胡
氏
春
秋
総
論
」
(
末

に

r

綱
領
畢

j

と
題
す
)
を
列
す
る
 

が
、
本
に
よ
っ
て
序
の
順
序
に
小
異
が
見
ら
れ
る
。
自

跋

の

後

に

「
建
安
 

劉
叔
簡
\
葉
于
日
新
書
堂
」

の
双
行
木
記
が
あ
る
。
し
か
し
こ
の
刊
記
を
 

欠
く
本
も
存
す
る
。
後
印
か
。
本
文
巻
首
、
「春
秋
胡
氏
伝
纂
疏
巻
第
一

\

 

g
+

新

安

汪

克

寛

学

」、
巻
八
以
下
は
「春
秋
卷
之
幾
(或
は
巻
 

第
幾
}
\
(
_
ーー)
胡

氏

伝

(
_
ra新
安
汪
克
寛
学
」
と
題
す
る
。
尾

題

は

「春
 

秋

卷

第

幾

(
或
は
卷
之
幾
)
」
と
。
四
周
双
辺
(
ー
九
>
<
ー
ニ
缠
)
有
界
十
 

一
行
、

行
廿
一
字
、

伝
文
は
低
一
格
単
行
、

疏
文
は
小
字
双
行
、

引
用

書

.
姓

氏

.
愚
案
等
の
標
識
は
陰
刻
。

版
心
小
黒
ロ
双
黒
魚
尾
、

「
春
秋
 

巟

幾

(
丁
付
)
」
。
稀
に
裏
葉
左
上
欄
外
に
耳
格
あ
り
。

至
正
六
年
の
自
跋
に
本
書
撰
述
の
成
立
に
つ
い
て
、

「
愚
嘗
佩
服
過
庭
 

之
訓
自
幼
誦
言
至
治
壬
戌
従
先
師
可
堂
呉
先
生
受
業
於
浮
梁
之
学
宮
朝
夕
 

玩
繹
若
有
得
焉
顧
毎
自
病
謖
見
寡
聞
而
於
類
例
之
始
終
証
拠
之
本
末
莫
能
 

融
貫
而
旁
通
之
乃
元
統
甲
戌
教
導
郡
斎
講
劇
之
暇
因
閲
諸
家
伝
註
采

摭精
 

語
疏
于
其
下
日
積
月
羡
会
畔
成
編

g

一
至
元
丁
丑
嘗
求
訂
定
於
宗
公
叔
志
 

先
生
以
為
足
以
羽
翼
乎
経
伝

畀之
序
引
明
年
値
德
攸
之
変

煨燼
漫
不
復
存
 

越
三
年
辛
已
捜
輯
旧
聞
往
正
是
於
邵
庵
虞
先
生
頗
加
奨
励
并
題
卷
端
」
と
 

述
べ
、
門
人
の
呉
国
英
は
至
正
八
年
の
序
に
「
国
英
曩
従
環
谷
先
生
受
読
 

春
秋
於
郡
斎
先
生
手
編
胡
氏
伝
纂
疏
^

一
国
英
宦
游
四
方
越
十
五
年
始
睹
 

同
志
鈔
謄
善
本
而
建
安
劉
君
叔
簡
将

鋟諸
梓
以
其
伝
」
と
刊
行
の
経
緯
を
 

記
し
て
い
る
。

(
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
)

三
ニ
冊
。
森
志
著
録
。
後
補
淡
茶
色
表
紙
(
ニ
 

三
*五
 >
<
ー
四
.
七
粳
}
、
襯
紙
を
挾
ん
だ
改
装
本
。
首
目
ー
冊
は
沢
民
序
. 

先

儒

格

言

.
凡

例

.
自

跋

.
引

用

諸

儒

姓

氏

書

目

.
虞

集

序

.
胡
氏
伝
 

序

•
進

表

•
総
論
の
順
に
綴
じ
ら
れ
、
国
英
序
を
欠
き
、
刊
記
が
な
い
。 

姓
氏
書
目
の
眉
上
に

r

崇
禎
十
年

\

六
月
初
七

\

日
起
」
(
朱
筆
)
、
胡
序
 

の

眉

上

に

r嘉
靖
十
年
六

\

月
初
三
日
起
」
(
墨
筆
)

の
識
語
が
記
さ
れ
、 

所
々
朱
筆
句
点
圏
点
が
附
さ
れ
、
稀
に
眉
上
に
墨
筆
の
書
入
が
あ
る
。
「
唐
 

寅
\
私
印
」

3

「
啓
淑
\
信
印
」

| 1「
新
安
\
汪
氏
」
「
孫
\
愛
」
「
銭
 

孺
\
飴
読
\
書
記
」
「昌
平
坂

\

学
問
所
」
「
文
化
辛
未
」
「大
学

\

蔵
書
」 

「
御
府
\
図
書
」
「
浅
草
文
庫
」
「
書
籍

\

館
印
」
等
の
印
あ
り
。
「
新
安
汪
 

氏
」

の
印
は
著
者
の
克
寛
か
汪
沢
民
(
字
は
叔
志
)

の
そ
れ
か
と
も
云
わ



れ
る
が
、
明
か
で
な
い
。

(
官
内
庁
書
陵
部
蔵
)

三
ニ
冊
。
新
補
淡
茶
色
表
紙
(
一
ー
三
.五

>
<
ー
五
 

缠
)
、

裏
打
改
装
本
。

沢

民

序

.
姓

氏

書

目

.
虞

集

序

.
先

儒

格

言

.
凡
 

例

.
自

跋

.
国

英

序

.
胡

氏

伝

序

.
進

表

.
総
論
の
順
に
綴
じ
ら
れ
、
刊
 

記
な
し
。
所
々
朱
圏
点
が
附
さ
れ
、
吏
読
ら
し
い
書
入
が
あ
る
。
朝
鮮
伝
 

来
本
か
。

「
徳
藩

\
蔵
書
」
「
明
治
二
十
九
年
改

済
\
|

毛
利
家
蔵
書
」
等
 

の
印
あ
り
。
徳
山
藩
毛
利
家
献
上
本
。

(
尊
経
閣
文
庫
)

ニ
五
冊
。
巻
一
三
1

一
六
配
鈔
本
。
後
補
淡
緑
色
絹
 

表

紙

(
ニ
四
.五

X

一 
五
.五
缠
)
、
裏
打
改
装
本
。
首
は

虡集
序
.
凡

例

. 

自

跋

♦
刊

記

.
先

儒

格

言

.
国

英

序

.
姓

氏

書

目

.
胡

氏

伝

序

.
進

表

. 

総
論
の
順
で
、
沢
民
序
を
欠
く
。
巻
一
三
1

一
六
は
写
本
で
補
わ
れ
、
巻
 

四
の
第
二
五
1

二
八
、
巻
六
の
第
七
、
巻
一
〇

の
末
、
巻
ニ
六
の
首
葉
は
 

補
写
。

所
々
朱
点
朱
引
が
附
さ
る
。

r

朴
氏

\

鑒
宗
」

の
印
、
巻
末
所
々
 

に

r

珎
原
」
「
珎
原
朴
氏
」

の
墨
署
が
あ
り
、

朝
鮮
伝
来
本
か
。

印
面
に
 

所
々
刷
り
む
ら
が
見
ら
れ
る
が
、
率
ね
撫
印
美
麗
で
あ
る
。

中
央
図
書
館
(拙
著
著
緑
)
•
北
京
図
書
館
(
二
部
)
蔵

本

.
北
平
図
書
 

館

(
残
本
ニ
部
、
旧
京

113
114著
録
、
台
湾
に
移
さ
れ
て
い
な
い
)
原
蔵
本
 

や

張

志

.
瞿
目
瞿
影
著
録
本
は
同
版
で
、
莫

録

.
王

記

•
莫

編

莫

跋

•
蔣
 

志
著
録
本
も
同
版
か
。

春

秋

属

辞

ー
五
卷
元
趙
衍
撰
元
至
正
ニ
四
年
(
一
三
六
四
) 

刊

至

明
洪
武
元
年
(
一
三
六
八
)
修

(
海

寧

•
商
山
義
塾
)

首
に
前
史
官
金
華
宋
濂
謹
序
の
「
春
秋
属
辞
序
」
、
次
に
新
安
趙
访
序
の
 

「
春
秋
属
辞
序

J

並

に

「
春
秋
属
辞
目
録

J
、

目
録
後
に
三
格
を
低
し
て
歙

諸
生
趙

汸子
常
私
識
于
東
山
精
舍
の
自
跋
あ
り
。
ま
た
巻
末
に
洪
武
元
年
 

五
月
朔
日
諸
生
程
性
謹
書
及
び
商
山
諸
生
汪
文
拝
手
謹
識
の
両
跋
が
附
さ
 

る
。
本

文

巻

首

「
春
秋
属
辞
卷
之
 
一 

g

丸
一
新
安
趙

仿学
」
と
題
し
、 

巻

十

五
尾
題
後
に
「
金
居
敬
覆
校
\
学
生
倪
尚

!|校
対
\
前
郷
貢
進
士
池
州
 

路
儒
学
学
正
朱
升
校
正
」
と
署
さ
る
。

左

右

双

辺

(
一
六
.
七

X

一
二
•
八
 

榧
)
有
界
十
三
行
、
注
低
ニ
格
単
行
大
字
、
小
注
双
行
、
行
廿
七
字
。
版
 

心
線
黒
ロ
双
黒
魚
尾
、
「
春

秋

属

辞

卷

幾

(
丁
付
)
」
、
下
象
鼻
に
大
小
字
 

数

(
稀
に
上
象
鼻
に
)
及
び
刻

H

名
あ
り
、
刻

H

名
を
欠
く
葉
も
僅
に
あ
 

る
。
刻

H

名
は
永
、
月
、
肖
、
文
、
左
、
水
、
同
等
。
巻
末
の
汪
文
跋
の
 

後

に

「海
寧
趙
月
卿
刊
\
胡
仲
永
重
脩
」
と
あ
る
の
も
刻
エ
名
で
あ
る
。

本
書
以
下
趙

仿撰
の
三
書
の
刊
刻
の
顚
末
に
つ
い
て
程
性
及
び
汪
文
の
 

両
跋
は
次
の
如
く
述
べ
て
い
る
。

右
春
秋
属
辞
一
十
五
巻
序
目
跋
尾
共
該
\
板
三
百
二
十
三
片
左
氏
伝
補
 

註
十
卷
共
\
該
板
ー
百
片
春
秋
師
説
三
巻
附
録
ニ
卷
\
共
該
板
六
十
九
 

片
総
計
板
四
百
九
十
ニ
\
片
初
商
山
義
塾
奉

\

 

命
以
是
書
刻
梓
自
 

庚
子
迄
癸
卯
計
会
廪
膳
賦
輸
\
之
餘
謄

\

本
鳩

H

刻
板
一
百
一
十
片
皆
 

直
\
学
黄
権
視
エ
甲
辰
春
県
主
簿
張
君
奥
復
\
奉
命
勾
考
続
エ
而
属
辞
 

一
書
告
成
是
年

\

秋
県
丞
胡
君
仲
徳
復
奉
命
併
刻
師
説
補

\

註
ニ
書
始
 

属
性
董
其
事
因
得
備
完
属
辞

\

訛
闕
迄
歳
こ
已
学
書
既
廃
刊
書
亦
結
局
 

\
矣
紙
墨
之
費
則
有
星
谿
程
君
道
江
君
光

\

大
同
邑
程
君
仁
及
子
宗
先
 

後
所
助
可
漸
\
模
印
其
集
伝
一
十
五
卷
又
謀
陸
続
梓
行
\
以
備
ー
家
之
 

言
云
新
刻
書
多
舛
謬
讎
校

\

不
時
故
刊
補
之

H

亦
不
一
而
足
因
修
補

\

 

注
誤
字
謹
書
此
以
志
歳
月
洪
武
元
年
五
月
朔
日
諸
生
程
性
謹
書
 

海
寧
商
山
義
塾
承

\

総
制
官
和
腸
王
公
命
以
趙
子
常

\

先
生
春
秋
集
伝



属
辞
等
書
能
発

\

聖
経
不
伝
之
秘
本
塾
刻
梓
以

\

広
其
伝
自
庚
子
迄
癸
 

卯
会
計
廪
/
膳
賦
輸
之
餘
謄
本
鳩

H

甲
辰
春
\
県
主
簿
張
君
栗
復
奉
命
 

勾
考
出

\

入
而
督
其
竣
事
於
是
春
秋
属
辞

\

十
有
五
卷
与
序
目

俱完
可
 

模

印
\
6

若
\
総
制
公
尊
経
敬
学
之
意
亘
与
是
書
倶
伝
云
高
山
諸
生
汪
 

文
拝
手
謹
識

即
ち
至
正
廿
年
総
制
官
の
命
に
よ
っ
て
海
寧
(
安
徽
省
休
寧
)

の
商
山
 

義
塾
が
刻
梓
し
、
廿
四
年
に
刻
成
り
、
そ
の
後
舛
謬
を
修
補
し
て
洪
武
元
 

年
に
そ
の
エ
を
終
え
た
も
の
で
あ
る
。
此
等
三
書
は
後
に
弘
治
六
年
に
欠
 

失
の
板
木
を
重
梓
し
て
修
補
が
加
え
ら
れ
た
。
程
性
の
跋
に
「春
秋
集
伝
」 

の
続
刊
を
予
告
し
て
い
る
が
、

こ
の
時
に
は
果
さ
な
か
っ
た
よ
ぅ
で
あ
 

る
0(

静
嘉
堂
文
庫
蔵
)

ニ
冊
。
陸

志

.
陸
続
跋
著
録
。
淡

香

色

表

紙

(
ニ
 

五

>
<
ー
六
缠
)
。
白
綿
紙
本
。

汪
文
跋
な
し
。

所
々
朱
筆
句
点
の
書
入
あ
 

P

O(大

4
¢
*

古
館
蔵
)

四
冊
。新
補
紫
色
表
紙
(
二
三
.五

>
<
ー
六
ニ
握
)
。 

白
綿
紙
本
。

(
蓬
左
文
庫
蔵
)

四
冊
。
新

補

香

色

表

紙

(
一
一
六
•
八

X

一 
五
.
七
涯
)
。 

汪
文
跋
な
し
。

同
版
本
に
故
宫
博
物
院
(
天
目
続
著
録
)
.
中

央

図

書

館

(
三
部
、
一
は
 

明
弘
治
修
、
適

志

•
进
目
著
録
)
•
中

央

研

究

院

(
鄧
目
著
録
)
.
台
湾
の
 

国

防

研

究

院

(
弘
治
修
)
蔵

本

.
北

平

図

書

館

原

蔵

本

(
以

上

拙

著

著

 

録
)
.
北
京
図
書
館
(
二
部
ニ
は
弘
治
修
)
•
上
海
図
書
館
蔵
本
.
瞿

目

. 

丁

志

•
劉

影

.
羅

録

•
莫
跋
著
録
本
等
が
あ
る
。

春
秋
左
氏
伝
補
注
 

一◦
巻
元

趙

&

撰
元
至
正
ニ
五
年

(一

 

三
六
五
)
刊
至
明
洪
武
元
年
修
(
海

寧

•
商
山
義
塾
)

首
に
趙

仿自
序
の
「春
秋
左
伝
補
注
」
あ
り
。
本

文

巻

首

「春
秋
左
氏
 

伝

補

注

巻

第

一

s i®

新
安
趙
»
学
」
と
題
す
。
但
し
新
安
以
下
五
字
 

の
題
署
は
各
卷
共
に
入
木
で
、
巻
ニ
以
下
に
こ
の
撰
者
名
な
き
卷
も
あ
 

り
、
ま

た

巻

三

は

「
注
」
を

「
註
」
に
作
る
。
左
右
双
辺
(
一
六
.六

X

一 

1
ー
.
七
缠
)
有
界
十
ニ
行
、
行
廿
四
字
、

注
小
字
双
行
。

版
心
線
黒
ロ
双
 

黒
魚
尾
、

「春

秋

左

氏

伝

補

注

巻

幾

(
丁
付
)
」
、

上
象
鼻
に
大
小
字
数
 

(
下
に
あ
る
も
あ
り
)
、
下
象
鼻
に
刻
エ
名
が
あ
る
。
少
し
く
白
ロ
に
し
て
 

大

小

字

数

•
刻

H

名
な
き
葉
を
混
じ
え
、
此
は
明
弘
治
の
補
刻
で
あ
ろ
 

ぅ
。
刻
エ
名
は
永
、
文
、
困
、
趙
、
走
、
水
，。

本
版
は
上
記
の
程
性
跋
に
記
さ
れ
た
如
く
、
至
正
廿
三
年
に
次
の
師
説
 

と
共
に
属
辞
と
併
せ
刻
す
べ
き
命
を
受
け
て
翌
年
完
工
、
洪
武
元
年
ま
で
 

に
訂
正
の
修
補
も
終
了
し
た
も
の
で
あ
る
。

(
静
嘉
堂
文
庫
蔵
)

一
冊
。
陸

志

.
陸
続
跋
著
録
。
淡

香

色

表

紙

(
ニ
 

五

>
<
ー
六
缠
)
。
白
綿
紙
本
。

こ
の
本
恐
は
明
弘
治
の
修
補
版
か
。

(
蓬
左
文
庫
蔵
)

一
冊
。
新

補

香

色

表

紙

(
ニ
六
•
八

X

一

五
.
七
粳
)
。 

白
綿
紙
本
。
所
々
裏
打
修
補
あ
り
。

こ
の
本
も
或
は
弘
治
通
修
本
か
。

同
版
本
に
故
宮
博
物
院
(
天
目
続
著
録
)
.
中
央
図
書
館
(適
志
著
録
)
.
 

中

央

研

究

院

(
鄧
目
著
録
)
蔵

本

.
北
平
図
書
館
原
蔵
本
(
旧
京

1101

112 

著
録
、
以
上
拙
著
著
録
)
.
北

京

図

書

館

(
二
部
、

一
は
弘
治
修
)
•
上
海
 

図
書
館
蔵
本
.
瞿

目

.
丁

志

.
劉

影

.
繆

続

記

•
莫

跋

.
涵
録
著
録
本
等
 

が
あ
る
。



春

秋

師

説

三
卷
并
附
録
ニ
巻
元
趙

仿撰
元
至
正
ニ
五
年
 

(
一
三
六
五
)
刊
至
明
洪
武
元
^
^
 
(
海

寧

.
商
山
義
塾
)

首
に
歳
至
正
戊
子
八
月
幾
望
門
人
新
安
趙

仿敬
題
卷
端
の
自
序
「春
秋
 

師
説
題
辞
」
及
び
目
次
あ
り
、
巻
末
附
録
は
上
巻
に
衍
編
「
黄
沢
思
古
吟
 

十
章
」
及
び
呉
氏
澂
が
黄
氏
の
為
に
作
れ
る
「
六
経
辨
釈
補
注
易
学
濫
觴
 

春
秋
指
要
序
」
、

下

卷

に

'|)3編
黄
楚
望
先
生
行
状
を
収
め
、

そ
の
後
に
ー
 

格
を
低
し
て
無
署
名
の
長
文
の
跋
が
附
さ
る
。
此

は

文

中

の

内

容

か

ら

 

も
、
ま

た

r経
籍
考
」
に

「
金
居
敬
総
序
」
と
し
て
引
載
さ
れ
て
い
る
の
 

で
、
访
の
門
人
金
居
敬
の
撰
た
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
本

文

巻

首

「
春
秋
 

師

説

巻

上

(細
十
)

新
安
趙
、
仿編
」
と
題
す
。

左

右

双

辺

(
ニ
ハ
.
五

X
 

一
二
•
七
鲤
)
有
界
十
三
行
、

行
廿
七
字
。

版
心
線
黒
ロ
双
黒
魚
尾
「
春
 

秋
師
説
巻
上
(
中

.
下
)
(
丁
付
)
」
、
下
象
鼻
に
大
小
字
数
及
び
月
、
永
、 

肖
の
刻
エ
名
を
刻
せ
る
葉
あ
り
。

行
状
に
附
さ
れ
た
居
敬
跋
に
は
、
&
が
そ
の
師
黄
沢
の
説
を
承
け
て
本
 

書
を
撰
述
す
る
に
至
っ
た
経
緯
と
衍
の
こ
の
三
書
刊
刻
の
始
末
を
詳
述
 

し
、
「
皆
居
敬
所
校
定
」
と
記
し
て
い
る
。

(静
嘉
堂
文
庫
蔵
)

欠
附
録
下
一
冊
。
陸
志
♦陸
続
跋
著
録
。
淡
香
 

色

表

紙

(
ニ
五
>
<
ー
六

滙)
。

白
綿
紙
本
。

附
録
下
の
黄
楚
望
先
生
行
状
 

を
欠
く
。
巻
末
に
洪
武
元
年
の
程
性
の
跋
あ
り
。

(蓬
左
文
庫
蔵
)

明
弘
治
六
年
(
一
四
九
三
)
修

(高
忠
)

一
冊
。
新
 

補

香

色

表

紙

(
ニ
六
.
七
>
<
ー
五
.
七
缠
)
。

白
綿
紙
本
。

卷

末
に
汪
文
. 

程
性
の
両
跋
、
次
に
弘
治
癸
丑
陽
月
朔
且
後
学
太
平
黄
倫
謹
題
の
「
重
完
 

春
秋
属
辞
諸
書
題
辞
」
が
附
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
に
よ
れ
ば
黄
倫
等
は
衍
 

の
三
書
の
板
木
が
散
逸
し
た
の
を
惜
み
そ
の
復
旧
を
謀
り
、
漸
く
そ
の
板

木
を
求
め
得
、
邑
令
高
忠
の
命
に
よ
っ
て
重
補
を
完
成
し
た
と
い
ぅ
。

(
慶
應
義
塾
大
学
斯
道
文
庫
蔵
)

明

弘

治

六

年

修

一

冊

。
新
補
茶
色
 

表

紙

(
二
三
.
七

X

一
四
•九
握
)
。

白
綿
紙
本
。

弘
治
の
黄
倫
跋
が
巻
首
 

に
あ
り
。
巻
末
に
は
洪
武
の
程
性
跋
の
み
が
附
さ
る
。
「

筠蔵
書
」
「
愚
斎
 

\

審
定

\

善
本
」
「
愚
斎

\

図
書

\

館
蔵
」
「
小
汀
氏
蔵
書
」

の
印
あ
り
。

同
版
に
故
宮
博
物
院
(
天
目
続
著
録
)
.
中

央

図

書

館

(
適
志
著
録
)

♦  

中

央

研

究

院

(
鄧
目
著
録
、
以
上
拙
著
著
録
)
.
北

京

図

書

館

(
二
部
、
一 

は
弘
治
修
)
•
上
海
図
書
館
蔵
本
.
瞿

目

•
丁

志

.
劉

影

•
涵

録

•
莫
跋
 

著
録
本
等
が
あ
る
。

孝

経

類

孝

経

唐

玄

宗

注

C

北
宋
天
聖
明
道
間
〕
刊
 

(
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
)

一
冊
。

森

志

著

録

。

後
補
艷
出
濃
褐
色
表
紙
 

(
ニ
四

X

一
六
.
五
糖
)
、
表
紙
中
央
に
朱
筆
を
以
て
「
孝
経
全
」
、

左
上
端
 

に

墨

筆

も

て

「古
註
孝
経
」
と
題
署
さ
れ
、
料
紙
は
日
本
の
楮
紙
に
類
す
 

る
。
裏
打
改
装
。
巻

首

に

「
孝
経
序
/
(
_
®
御
製
序
并
注
」
を
冠
し
、
本
 

文
は
内
題
な
く
、
序
末
に
直
に
接
続
し
て
四
格
を
低
し
て
「
開
宗
明
義
章
 

第
一
」
と
題
し
、
六
朝
唐
旧
鈔
の
古
式
を
遺
し
て
い
る
。
巻
末
は
末
文
後
 

一
行
を
お
い
て
「
御
注
孝
経
一
巻
」
と
題
し
、

一
行
を
隔
て
て
「
孝
経
音
 

略
」
題
共
四
行
を
附
す
る
。
左
右
双
辺
(
ニ
〇
.
八
>
<
ー
五
樞
)
有
界
十
五
 

行
、
行
約
廿
四
字
内
外
、
注
小
字
双
行
約
卅
三
字
内
外
。
版

心

白

ロ

「
孝
 

経

(
丁
付
、

1
1
六
)
」
。

象
鼻
は
殆
ど
破
損
。

炫
敬
匡
竟
胤
恒
通
の
字
 

欠
筆
。

敬
の
字
は
一
部
欠
か
ざ
る
所
が
あ
る
。

巻

首

に

「
脩
竹
蔭
」
「
宫
 

内
省

\

図
書
印
」
、
前
副
葉
紙
に

r

掖
斎
」
「
狩
谷

\

望
之
」

5 S'

後
副
葉



紙

に

「
狩
谷
望
之

\

審
定
宋
本
」
「
湯
島
狩
\
谷
氏
求
古
楼
\
図
書
記
」
の
 

印
記
あ
り
。

こ
の
本
を
入
手
し
た
狩
谷
掖
斎
は
之
を
北
宋
仁
宗
朝
の
天
聖
明
道
間
の
 

刊
刻
と
鑑
定
し
、
校
譌
跋
文
を
附
し
て
文
政
九
年
覆
刻
し
て
世
に
弘
め
 

た
。
前
記
の
如
く
、
真
宗
の
恒
と
真
宗
の
后
父
の
諱
通
の
字
を
欠
筆
し
、 

仁
宗
の
貞
、
英
宗
の
曙
等
の
字
は
本
書
に
な
い
の
で
そ
の
欠
画
の
有
無
は
 

知
る
由
も
な
い
が
、
英
宗
の
父
の
譲
は
避
諱
し
て
い
な
い
。
真
宗
の
皇
后
 

劉
氏
の
父
の
諱
た
る
通
字
の
末
画
を
欠
く
の
は
、
真
宗
の
崩
御
後
遺
詔
に
 

よ
っ
て
天
聖
元
年
(
一
〇

二
三
〕
皇
后
が
太
后
と
し
て
朝
に
臨
む
や
天
下
 

に
令
し
て
父
の
諱
を
避
け
し
め
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
明
道
ニ
年
(
一 

◦
三
三
)
太
后
が
崩
じ
た
の
で
、
旧
に
復
せ
し
め
た
。
従
っ
て
掖
斎
が
本
 

版
の
刊
刻
を
天
聖
明
道
間
と
審
定
し
た
の
は
至
当
で
あ
る
。
本
版
は
字
劃
 

端
荘
遒
勁
に
し
て
撫
墨
ま
た
蒼
古
、
僅
か
現
存
す
る
北
宋
槧
本
中
の
最
古
 

版
の
一
つ
と
云
ぅ
べ
く
、
海
内
無
二
の
鴻
宝
と
し
て
喧
伝
さ
れ
て
い
る
。 

掖
斎
没
後
故
木
村
正
辞
博
士
の
儲
に
転
じ
、
博
士
は
明
治
四
十
年
之
を
秘
 

閣
に
献
納
し
た
の
で
あ
る
。

御
注
孝
経
の
宋
元
版
に
は
他
に
従
来
宋
刊
と
信
じ
ら
れ
た
岳
氏
荆
谿
家
 

塾

刊

本

(
前
述
の
如
く
実
は
元
刊
、
北
京
図
書
館
現
蔵
、
四
部
叢
刊
等
に
 

影
印
)
が
知
ら
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。
本
版
と
石
台
本
並
に
岳
本
と
の
間
に
 

は
そ
れ
ぞ
れ
僅
か
な
が
ら
異
同
が
見
ら
れ
、
そ
の
校
異
は
本
版
の
昭
和
七
 

年
日
本
書
誌
学
会
編
刊
玻
璃
版
影
印
本
に
附
さ
れ
た
長
沢
規
矩
也
博
士
の
 

解
説
末
の
校
勘
記
に
明
か
で
あ
る
。

新

刊

全

相

成

斎

孝

経

直

解

元
貫
雲
石
(小
雲
石
海
涯
)
撰

元

至
大
元
年
(
一
三
〇
八
)
序
刊

(
林
家
蔵
)

一
冊
。

茶

褐

色

表

紙

(
一
一
三
.
七

X

一 
五
.
八
樞
)
。

裏
打
 

修
補
が
加
え
ら
れ
、
も
と
包
背
装
の
如
し
。
首
に
昔
至
大
改
元
孟
春
既
望

(
戸
府
)

宣
武
将
軍
両
淮
万
ロ
ロ
達
魯
花
赤
小
雲
石
海
涯
北
庭
成
斎
自
叙
の
自
序
あ
 

り
。

本

文

巻

首

「
新
刊
全
相
成
斎
孝
経
直
解
」
、

巻

末

「
北
庭
成
斎
直
説
 

孝
経
終
」
と
題
す
。
左

右

双

辺

(
約
ー
九
.五

>
<
1
ニ
.五
醒
、
序
は
四
周
 

双
辺
)
、
ぅ
ち
上
方
六
.
七
缠
を
上
層
と
な
し
全
葉
絵
図
を
掲
げ
、
下
欄
を
 

経
注
文
と
な
す
。
図
下
の
経
注
文
は
有
界
十
行
、
行
十
三
字
、
注
小
字
双
 

行
。
版
心
の
上
象
鼻
は
絵
図
が
続
き
、
下
は
小
黒
ロ
双
黒
魚
尾
「
成
孝
経
 

(
丁
付
)
」
。
表
紙
に
は
室
町
期
の
筆
で
左
端
に
「
孝
経
 

運
林
之
」
、
右
 

下

端

に

「
持
主
」
の
墨
書
が
あ
り
、
首
葉
に
古
朱
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
が
、 

印
文
未
詳
。

四
庫
未
著
録
。

こ
の
本
に
つ
い
て
は
之
を
昭
和
初
名
古
星
に
於
て
発
見
 

入
手
さ
れ
た
故
林
秀
一
博
士
と
故
長
沢
規
矩
也
博
士
共
撰
の
「
元
刊
本
成
 

斎
孝
経
直
解
に
関
し
て
」
(
「
書
誌
学
」

一
巻
五
号
)

の
解
題
が
あ
る
。
著
 

者
は
元
史
に
ょ
れ
ば
、
も
と
ゥ
ィ
グ
ル
人
、
父
は
楚
国
忠
恵
公
、
名
は
貫
 

只
哥
、
遂
に
貫
を
以
て
氏
と
為
す
。
本
名
は
小
雲
石
海
涯
、
漢
名
を
貫
雲
 

石
と
云
い
、
酸
斎
と
号
す
。
生
れ
て
神
彩
秀
異
、
膂
カ
人
に
絶
し
、
長
ず
 

る
に
及
ん
で
節
を
折
っ
て
読
書
、
姚
燧
に
従
っ
て
学
び
、
辞
を
吐
け
ば
文
 

と
為
り
、
尤
も
楽
府
に
巧
み
、
初
め
父
の
官
を
襲
っ
て
両
淮
万
戸
府
達
魯
 

花
赤
と
な
り
、
仁
宗
の
時
翰
林
侍
読
学
士
知
制
誥
を
拝
し
た
が
、
疾
と
称
 

し
て
辞
し
て
江
南
に
還
り
、
薬
を
銭
唐
市
中
に
売
っ
て
姓
名
を
詭
り
、
服
 

色
を
易
え
た
の
で
、
人
之
を
識
る
者
が
な
か
っ
た
。
泰
定
元
年
卒
。
年
卅
 

九
。

文
靖
と
諡
さ
る
。

著
に
文
集
若
干
巻
.
直
解
孝
経
一
巻
あ
り
。

今



「
貫
酸
斎
詩
集
」
、
散

曲

の

「
酸
甜
楽
府
」
(
徐
再
思
合
撰
)
が
世
に
行
わ
れ
 

て
い
る
。
本
書
は
自
序
に
よ
れ
ば
、
許
魯
斎
の
「大
学
直
説
」
に
倣
っ
て
、 

平
易
に
解
釈
し
て
匹
夫
匹
婦
も
孝
悌
の
道
に
達
し
て
、
不
孝
に
陷
ら
ざ
ら
 

し
め
ん
と
す
と
云
ぅ
。
全
相
と
題
す
る
如
く
、
.全
葉
上
欄
に
孝
子
故
事
の
 

挿
絵
を
置
き
、
経
文
は
今
文
に
よ
り
、
注

は

「
直
解
」
「
直
説
」
と
題
す
る
 

如
く
白
話
文
を
用
い
た
口
語
解
釈
書
で
あ
る
。
本
書
の
注
文
は
頗
る
口
語
 

的
で
、
蒙
古
文
を
漢
文
に
直
訳
せ
る
文
体
の
影
響
が
見
ら
れ
、
元

典

章

. 

通

制

条

例

.
元
代
白
話
碑
等
と
共
に
元
代
言
語
資
料
と
し
て
注
目
さ
れ
て
 

い
る
。
本

書

は

銭

大

昕

「補
元
史
藝
文
志
」
金

門

詔

「
補
三
史
藝
文
志
」 

倪

燦

「補
遼
金
元
藝
文
志
」
盧

文

弨「
補
遼
金
元
藝
文
志
」
に

「
小
雲
石
 

海
涯
孝
経
直
解
一
巻
」
と
録
さ
れ
て
い
る
が
、
明
清
諸
家
の
蔵
書
目
に
は
 

見
ら
れ
ず
、
海
内
の
孤
本
で
あ
る
。

こ
の
本
は
古
く
我
が
国
に
伝
来
し
た
 

ら
し
く
、
室
町
期
の
朱
筆
句
点
返
点
送
仮
名
が
書
入
さ
れ
て
い
る
。
民
国
 

廿
七
年
北
京
来
薰
閣
書
店
刊
の
影
印
本
が
あ
る
。

孝
経
の
元
刊
俗
本
に
は
他
に
故
那
波
利
貞
氏
蔵
「
新
刊
全
相
大
字
孝
経
 

一
巻
.
新
刊
出
相
千
字
文
一
巻
」

一
冊
が
あ
っ
た
が
、
不
幸
焼
失
し
た
と
 

云

わ

れ

る

(
長

沢

規

矩

也

「
絵
入
の
宋
刊
本
に
就
い
て
」
書
誌
学
一
巻
一
 

号
参
照
)
。

同

本

は

「
全
相
大
字
孝
経
は
、

同
じ
く
全
相
の
孝
経
に
は
あ
 

れ
ど
、
彼
は
唐
明
皇
御
製
序
を
首
に
お
き
、
全
九
葉
の
み
。
白
話
文
な
ら
 

ざ
れ
ば
、
内
容
を
兼
ぬ
る
此
本
の
如
く
重
要
な
ら
ざ
る
な
り
。
版
式
上
、 

此
形
式
を
有
す
る
も
の
は
、
明
代
に
も
な
し
、
鄭
振
鐸
氏
は
福
建
刊
本
の
 

特
徴
と
云
へ
り

C

中
国
文
学
史
第
九
五
六
頁
)
。
予
亦
之
に
賛
す
」
と

(
「
元
 

刊
本
成
斎
孝
経
直
解
に
関
し
て
」
書
誌
学
一
巻
五
号
)
。

群

経

類

明
本
排
字
九
経
直
音
前
後
集
各
一
巻
不
著
撰
人
元
至
正
一
 

七
年
(
一
三
五
七
)
刊

(建
安
、
日
新
書
堂
)

(
内
閣
文
庫
蔵
)

ニ
冊
。
森
志
著
録
。
後
補
淡
香
色
表
紙
(
ニ
三
.
五

X
 

一
四
•八
龌
)
。
題
簽
剝
脱
の
痕
の
あ
る
所
に
「
排
字
九
経
直
音
前
(後
)集
」 

と
題
し
、

下

に

「青
松
」
(
清
原
国
賢
の
号
)

の
墨
署
名
あ
り
。

ま
た
表
 

紙
の
右
側
に
目
録
外
題
を
記
し
、
そ

の

左

に

「
元
板
至
正
丁
酉
刊
」
と
書
 

さ
れ
、
右

下

方

に

「
国

\

賢
」

の
朱
印
が
鈴
さ
る
。
首
に
扉
あ
り
、
上
に
 

「
熊
氏
博
雅
堂
刊
」
と
横
書
、

下

に

「
明
本
排
字

\

九
経
直
音
」
と
大
書
 

し
、
そ

の

行

間

に

r
〇

陸
徳
明
音
義
0
」
と
小
書
さ
る
。
本

文

巻

首

「
明
 

本
排
字
九
経
直
音
(
1
0
)
前

集

(

1 1/

(
1
-

一)
孝
経
」
(
跨
行
)
と
題
す
。 

巻
末
後
集
末
題
の
前
に
、

「
至
正

\

丁
酉
」
(
鐘
形
)
、

「
日
新

\

書
堂
」 

「
綉
\
梓
」
(
炉
形
)

の
木
記
が
あ
る
。
左

右

双

辺

(
ー
八
.
三

>
<
ー
ー
.
八
 

糖
)
有
界
十
五
行
、
行
廿
二
字
、
注
小
字
双
行
、
標
字
は
墨
囲
陰
刻
。
各
 

書

の

末

に

「
補
遺
」
@
|
|
3
を
附
す
る
。
版
心
小
黒
ロ
単
黒
魚
尾
、
「
直
 

音

前

(
後
)
(
丁
付
)
」
。
「
天
師
明
経
儒
」
「
仁
正
矣
長
昭

\

黄
雪
書
屋
鑒
 

\

蔵
図
書
之
印
」
「
昌
平
坂

\

学
問
所
」
等
の
印
記
、

巻
末
に
文
化
五
年
 

の
市
橋
長
昭
の
「
寄
蔵
文
廟
宋
元
刻
書
跋
」
が
附
綴
さ
る
。
室
町
末
の
明
 

経
博
士
清
原
国
賢
等
清
原
家
旧
蔵
に
し
て
、
市
橋
長
昭
の
献
納
宋
元
版
三
 

十
部
の
一
つ
。
前
記
の
刊
記
の
左
傍
即
ち
後
集
尾
題
の
次
に

r

元
至
正
丁
 

酉
我
朝
後
村
上
帝
正
平
十
二
年

\

北
朝
後
光
厳
帝
延
文
ニ
年
距
今
四
百
十
 

六
年
\
享

和

壬

戍

十

月

(
印
)
」

の
市
橋
長
昭
の
筆
と
思
わ
れ
る
識
語
が
 

存
す
る
。



前

集

に

孝

.
論

•
孟

.
詩

.
書

.
易
、
後

集

に

礼

.
周

礼

•
春
秋
を
収
 

め
る
。
四

庫

目

は

「
末
題
歳
次
丁
亥
梅
隠
書
堂
新
刊
」
本
を
著
録
し
、
丁
 

亥
を
元
初
の
至
元
ニ
四
年
に
繫
け
、

「
巻
首
題
日
明
本
者
、

宋
時
刊
版
、 

多
挙
其
地
之
首
一
字
、
如
建
本
杭
本
之
類
、
此
蓋
明
州
所
刊
本
、
即
今
寧
 

波
府
也
」
と
。

こ
の
梅
隠
書
堂
刊
本
は
現
在
そ
の
所
在
が
明
か
で
な
い
。 

た
だ
首
題
冠
称
の
明
本
は
そ
の
本
の
刊
行
地
を
意
味
す
る
わ
け
で
は
な
 

く
、
麻
沙
坊
刻
本
が
監
本
等
と
冠
し
た
例
と
同
じ
く
、
都
の
官
刊
本
に
依
 

拠
し
た
と
箔
を
つ
け
る
射
利
の
誇
称
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。

こ
の
本
が
卷
 

中
に
日
新
書
堂
の
刊
記
を
有
し
、
扉

(
も
と
封
面
)
に

「
熊
氏
博
雅
堂
刊
」 

と
印
さ
れ
て
い
る
の
は
、
後
に
博
雅
堂
に
求
版
重
印
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
ぅ
 

か
、
そ
の
間

の

関
係
は
詳
か
で
な
い
。
内

閣

文
庫
蔵
の
王
元
善
撰
「
四
書
 

輯
釈
通
放
」
(
存
論
語
)
は

「
永
楽
丙
戍
\
博
雅
書
堂
新
菜
」

の
刊
記
を
有
 

し
、
序
に
は
熊
氏
博
雅
書
堂
と
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
本
は
印
面
に
か
な
 

り
漫

漶の
所
が
見
ら
れ
、
明
前
期
の
後
印
本
で
あ
る
。
静
嘉
堂
文
庫
蔵
本
 

は
陸
志
に
元
刊
と
著
録
さ
れ
、
陸

氏

の

「
十
万
楼
叢
書
」

ニ
篇
に
翻
刻
さ
 

れ
た
が
、
本
版
と
字
様
が
相
似
せ
る
別
版
の
十
四
行
本
で
、
明
初
の
刊
刻
 

と
断
ず
べ
き
で
あ
る
。
本
書
と
内
容
を
殆
ど
同
じ
ぅ
す
る
宋
孫
奕
撰
と
題
 

す

る

「
九
経
直
音
」

の
元
刊
本
に
は
北
平
図
書
館
原
蔵
士
一
巻
本
(
拙
著
 

著
録
)
、

北
京
図
書
館
蔵
十
五
巻
本
が
知
ら
れ
る
が
、

本
版
と
同
版
本
の
 

所
在
は
他
に
聞
く
所
が
な
い
。

四

書

類

論
語
註
疏
 

一◦
卷
魏
何
晏
集
解
宋

邢昜
疏
唐
陸
徳
明
釈
 

文

〔宋
光
宗
朝
〕
刊

(〔蜀
〕)

(
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
)

一
〇
冊
。
森

志

.
島
考
著
録
。
後
補
黒
色
行
成
 

表
紙
(ニ
五

X

一
八
極
)
、
裏
打
改
装
。
首

に

「
論
語
序
」
(
第

二

.
三
行
 

に
低
ニ
格
を
以
て
「
翰
林
侍
講
学
士
朝
請
大
夫
守
国
子
祭
酒
上
柱
国
賜
紫
 

金
魚
袋

邢最
疏
\
唐
国
子
博
士
兼
太
子
中
允
贈
斉
州
刺
史
呉
県
開
国
男
陸
 

徳
明
釈
」
と
題
暑
)
あ
り
。
本

文

巻

首

「
論
語
註
疏
巻
第
一

\

学
而
第
一
 

何
晏
集
解

邢禺
疏
」
と
題
し
、
巻
ニ
以
下
は
何
晏
以
下
の
題
署
が
な
 

い
。
左
右
双
辺
(ニ

三
.
七
>
^
ー
ニ
.六
喱
)
有
界
八
行
、

行
十
六
字
、 

注

•
疏

.
釈
文
は
小
字
双
行
で
、
界
を
有
し
、
行
廿
五
字
内
外
に
し
て
不
 

定
。

疏

•
釈
の
標
識
は
円
で
囲
め
る
単
行
大
字
。

版
心
白
ロ
単
黒
魚
尾
 

「
侖

充

幾

(
丁
付
)
」
。
巻
一
に
の
み
下
象
鼻
に
先
.
昌
の
刻

H

名
が
見
え
 

る
。
欠
筆
は
厳
格
で
は
な
く
、
玄
弦
弘
匡
恒
貞
桓
慎
敦
燉
の
字
は
多
く
欠
 

画
し
て
い
る
が
、
敬
殷
譲
溝
講
は
稀
に
末
画
を
欠
く
程
度
で
、
慎
敦
の
字
 

は
欠
く
欠
か
ざ
る
が
相
い
半
ば
し
て
一
定
せ
ず
、
郭
椁
の
寧
宗
の
諱
は
欠
 

筆
し
な
い
。
卷
中
往
々
部
分
的
な
欠
損
の
箇
所
が
存
し
、
巻
六
の
第
十
四
 

丁
は
江
戸
期
の
補
写
。
巻

一

.
四

.
七
の
首
及
び
巻
三
•
六

の

末

に

「
金
 

沢
文
庫
」

の
墨
印
が
鈐
さ
れ
、
そ
の
ほ
か
に
「
顧
氏
\
定
斎
\
蔵
書
」
「
定
 

斎
」

r

檇李

\

顧
然
\
離
叔
」
莊

)
「
辛
」
：「
丑
」
の
印
記
が
あ
る
。

こ
の
本
は
古
く
我
が
国
に
将
来
さ
れ
た
金
沢
文
庫
旧
蔵
本
に
し
て
、
他
 

に
同
版
本
の
伝
存
を
見
ず
、
海
内
無
双
の
宝
笈
と
し
て
名
高
く
"
民
国
一
 

八
年
中
華
学
藝
社
刊
(
張
元
済
解
題
)
及
び
昭
和
五
年
渋
沢
栄
ー
刊
の
影
 

印
本
を
通
じ
て
世
に
知
ら
れ
て
い
る
。
欠
画
が
光
宗
に
止
っ
て
寧
宗
に
及
 

ば
ざ
る
点
か
ら
、
そ
の
刊
刻
は
恐
ら
く
光
宗
朝
間
に
あ
っ
て
、
寧
宗
中
期
 

を
降
ら
ず
、
そ
の
字
様
か
ら
按
じ
て
蜀
刊
た
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
論
 

語
正
義
は
単
疏
本
の
伝
存
は
な
い
が
、
本
版
は
比
較
的
古
体
を
遺
し
、
附



さ
れ
た
経
典
釈
文
も
删
節
が
殆
ど
な
く
、
正

義

.
釈
文
共
に
十
行
本
以
下
 

の
通
行
本
の
訛
脱
を
訂
正
し
得
る
佳
処
の
い
か
に
多
き
か
は
、
島

田

翰

. 

張
元
済
等
が
既
に
指
摘
せ
る
通
り
で
あ
る
。
論
語
正
義
現
存
本
中
の
最
古
 

最
善
本
と
称
し
得
る
。

論
語
註
疏
解

経

ニ
〇
卷
魏
何
晏
集
解
宋

邢

呙

疏
元
泰
定
 

四
年
(
一
三
ニ
七
)
刊

(
静
嘉
堂
文
庫
蔵
)

至

明

正

徳

遁

修

六

冊

。
巻
一
四
—

一
六
補
写
。 

陸
志
著
録
。
新
補
褐
色
水
玉
ぼ
か
し
文
様
表
紙
(
二
八
.六

X

一
七
握
)
、 

金

鑲玉
装
、

原
料
紙
縦
ニ
七
循
。

首

に

「
論
語
註
疏
解
経
序
」
(
第

ニ

. 

三

行

低

一

格

「
翰
林
侍
講
学
士
朝
請
大
夫
守
国
子
祭
酒
上
柱
国
賜
紫
金
魚
 

\

袋
臣

邢最
等
奉
勅
校
定
」
と
題
署
)
あ
り
。
本

文

巻

首

「
論
語
註
疏
解
 

経
卷
第
ー
」
、
次

行

「
学
而
第
ー
-

^

何

晏

集

解

綠

3

邢
麂疏
」
と
題
 

す
。
左
右
双
辺
(
一
八

X

一

ニ
.
四
握
)
有
界
十
行
、

行
十
八
字
、
注
疏
 

文
小
字
双
行
、
行
廿
三
字
。

版
心
白
ロ
双
黒
魚
尾
、

「
吾

巟

幾

フ

(
或
は
 

幾
)
(
丁
付
)
」
、
上
象
鼻
に
大
小
字
数
、
下
象
鼻
に
刻
エ
名
あ
り
、
左
上
 

欄
外
の
耳
格
に
篇
名
を
題
す
る
。
明
前
期
修
の
版
心
は
黒
ロ
或
は
粗
黒
ロ
 

で
、
上
象
鼻
に
あ
っ
た
正
徳
の
補
刊
年
は

剜去
さ
れ
別
紙
で
襯
補
さ
れ
て
 

い
る
。
し
か
し
明
修
の
葉
は
比
較
的
少
い
。
刻
エ
名
は
以
清
、
以
徳
、
王
 

君
錫
、
君
錫
、
王
英
玉
、
英
玉
、
王
国
祐
、
国
祐
、
新
安
王
栄
、
栄
、
胡
 

古
月
、
古
月
、
江
子
明
、
子
明
、
江
住
郎
、

住
郎
、

蔡
寿
甫
、

寿
、

寿
 

南
、
崔
徳
甫
、
徳
甫
、
葉
徳
遠
、
徳
遠
、
詹
応
祥
、
応
祥
、
程
瑞
卿
、
瑞
 

卿
、
天
易
、
天
錫
、
徳
山
、
徳
元
、
徳
成
、
茂
卿
、
劉
和
甫
、
和

甫

(
以
 

上
原
刻
)
、
文

昭

(
正
徳
修
)
。
玄
弦
弘
殷
匡
恒
貞
徴
懲
樹
譲
桓
完
慎
敦
等

の
字
は
末
筆
を
欠
く
か
或
は
墨
囲
乃
至
括
弧
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
巻
一
 

本
文
首
葉
の
下
象
鼻
に

r

泰
定
四
年
程
瑞
卿
」
と
、
ま
た
卷
三
首
葉
の
中
 

縫

に

r

泰
定
丁
卯
」
、
下

象

鼻

に

「
王
英
玉
」
と
刻
さ
れ
て
い
る
。

十
行
本
注
疏
合
刻
本
の
一
。
版
心
の
泰
定
四
年
の
年
紀
か
ら
、

こ
の
十
 

行
本
注
疏
の
刊
年
が
ほ
ぼ
推
定
し
得
る
。
同
版
の
伝
存
本
に
は
、
中
央
図
 

書

館

(
二
部
、

拙
著
著
録
)
.
北
京
図
書
館
蔵
本
や
森
志
•
楊

録

•
旧
京
 

(

120
121)

著

録

本

等

が

あ

る

。

孟
子
註
疏

解

経

一
四
卷
漢
趙
岐
注
宋
孫

奭疏
〔元
〕
刊

(
静
嘉
堂
文
庫
蔵
)

至

明

通

修

八

冊

。
陸
志
著
録
。
新
補
褐
色
水
玉
 

ぼ
か
し
文
様
表
紙
(
ニ
九

X

一
七
糖
)
、
金

鑲玉
装
、
原
料
紙
縦
ニ
六
.
七
 

粳
。
首

に

「
孟
子
正
義
序
」
(
第

二

.
三

行

低

一

格

「朝
散
大
夫
尚
書
兵
部
 

郎
中
充
龍
図
閣
待
制
知
通
進
銀
台
司
兼

\

門
下
封
較
事
兼
判
国
子
監
上
護
 

軍
賜
紫
金
魚
袋
臣
孫

奭撰
」
と
題
署
)
あ
り
。
本

文

巻

首

「
孟
子
註
疏
解
経
 

巻
第
一
上
」
、
次

行

「
梁
恵
王
章
句
上
凡
七
章
 

孫

奭疏
」
、
巻
一
下
以
下
 

は

次

行

「
梁
惠
王
章
句
上
{

3

趙

氏

註

{
|
ーー>
孫

奭疏
」
と
題
す
る
。
左
 

右

双

辺

(
一
八
.
三
>
<
ニ

.五
缠
)
有
界
十
行
、
行
十
八
字
、
注
疏
文
小
 

字
双
行
、
行
廿
三
字
。
版
心
白
ロ
双
黒
魚
尾
、

r

孟

帝

幾

(丁
付
)」、
上
 

象
鼻
に
大
小
字
数
、
下
象
鼻
に
刻
エ
名
、
左
上
欄
外
に
耳
格
あ
り
、
篇
名
 

が
記
さ
る
。
明
修
は
粗
黒
ロ
、
或
は
白
ロ
、
上
象
鼻
に
「
侯
番
劉
校
」
、
或
 

は

中

縫

に

「
卿
林
重
校
」
と
印
さ
れ
、
下
象
鼻
に
刻
エ
名
あ
り
。
上
象
鼻
 

の
正
徳
の
補
刊
年
は

剜去
さ
れ
、
別
紙
で
襯
補
。
原
刻
の
刻
エ
名
は
、
目
 

善
、
善
、
君
祐
、
祐
、
江
元
寿
、
仲
明
、
枝
、
伯
、
中
、
宸
、
山
。
明
修
 

は

「
侯
番
劉
校
」

の
下
に
葉
金
、
范
元
福
、
王
進
富
、
曾
堅
、
蔡
順
、
劉



生
、
江
富
、
陳
珪
、
陸
文
進
、
江
長
深
、

陸
栄
、

「
卿
林
重
校
」

の
下
に
 

蔡
順
、
陸
四
、
葉
金
、
葉
寿
、
范
元
福
、
呉
一
、
謝
元
慶
、
正
徳
修
に
尚
 

旦
、
楊
尚
昇
、
烏
。
玄
弘
殷
匡
筐
胤
恒
貞
樹
譲
桓
完
搆
慎
敦
等
の
宋
譚
の
 

字
に
往
々
欠
筆
、
或
は
墨
囲
が
見
ら
れ
る
。
正
徳
以
後
の
修
が
加
っ
て
い
 

る
が
、
明
修
の
葉
は
比
較
的
少
い
方
で
あ
る
。
巻

一

上
の
首
四
葉
、
巻
一
 

下
第
十
二
、

卷
ニ
上
首
、

巻
一
三
上
の
尾
、

巻
十
三
下
第
十
二
葉
は
補
 

写
。十

行
注
疏
合
刻
本
の
一
。

同

版

本

に

中

央

図

書

館

(
二
部
、

拙
著
著
 

録
)
•
北

京

図

書

館

(
二
部
)
•
上
海
図
書
館
.
北

京

大

学

蔵

本

等

が

あ

 

る
。こ

の
十
行
注
疏
合
刻
本
は
現
存
本
の
多
く
は
明
正
徳
年
間
の
修
補
が
加
 

え
ら
れ
て
い
る
の
で
、
正
徳
十
行
本
と
も
称
さ
れ
、
阮
元
が
宋
刊
十
行
本
 

と
し
て
十
三
経
注
疏
合
刻
本
の
底
本
と
な
し
て
以
来
、
現
在
最
も
広
く
依
 

用
さ
れ
る
通
行
本
と
な
っ
て
い
る
。
十
三
経
中
所
謂
十
行
本
に
属
す
る
の
 

は
三
経
三
伝
及
び
周
礼
•
礼

記

•
論

語

.
孟
子
の
十
経
で
、
儀
礼
は
元
来
 

な
く
、
孝
経
は
明
刻
、
爾
雅
は
九
行
本
で
あ
る
。

こ
の
十
行
本
は
従
来
宋
 

閩刊
本
と
信
じ
ら
れ
て
来
た
が
、
長
沢
規
矩
也
博
士
が
「
正
徳
十
行
本
注
 

疏
非
宋
本
考

J 
(
昭

和

九

年

「
十
行
本
注
疏
考
」
と
題
し
「
書
誌
学
」
三
巻
 

六
号
に
発
表
、
後

改

訂

の

上

「
書
誌
学
論
考
」
所
収
)
に
於
て
、
そ
の
毛
 

詩

.
左
伝
は
そ
れ
ぞ
れ
足
利
学
校
遺
蹟
図
書
館
蔵
宋
建
安
劉
叔
剛
刊
毛
 

詩

.
左
伝
注
疏
の
覆
刻
な
る
こ
と
、
他
の
八
経
と
共
に
そ
の
原
刻
の
刻

H

 

が
全
て
元
人
な
る
こ
と
を
考
証
し
、
十
経
は
宋
刻
に
非
ず
し
て
元
刻
本
た
 

る
こ
と
を
明
か
に
し
て
、
此
が
、学
界
の
定
説
と
な
っ
た
。
そ
の
刊
年
に
つ
 

い
て
博
士
は
論
語
•
周
礼
の
版
心
の
一
部
に
泰
定
四
年
の
年
紀
が
あ
る

が
、

「
年
号
は
補
刻
の
際
に
加
え
ら
れ
た
る
例
多
く
、

従
来
目
睹
し
た
る
 

明
修
本
の
み
に
て
は
、
大
徳
頃
の
刊
本
を
泰
定
に
補
修
し
た
る
も
の
な
り
 

や
、
泰
定
の
刊
刻
な
り
や
は
明
瞭
な
ら
ざ
る
も
の
な
り
」
と
断
定
を
控
え
 

ら
れ
た
。

し
か
し
該
論
文
の
み
な
ら
ず
他
の
論
考
そ
の
他
に
於
て
も
、
そ
 

の
論
調
か
ら
見
て
、
ほ
ぼ
大
徳
頃
の
刊
刻
と
推
定
し
て
お
ら
れ
た
よ
ぅ
で
 

あ
る
。

そ
の
刊
者
刊
地
に
つ
い
て
は
、

「
元
刊
注
疏
の
全
部
を
通
じ
て
国
 

子
監
刊
本
な
る
か
も
知
れ
ず
。

但
し
、

官
刊
本
な
り
や
、

私
刻
本
な
り
 

や
、
明
証
な
し
」
と
未
詳
と
さ
れ
た
。

こ
の
十
行
本
の
字
様
は
宋
建
安
刊
 

本
特
有
の
典
型
的
な
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、

一
般
に
は
そ
の

閩刻
た
る
こ
 

と
は
疑
わ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
底
本
が

閩刻
た
る
こ
と
は
疑
い
な
し
と
 

し
て
も
、
覆
刻
で
あ
る
場
合
は
そ
れ
が
必
し
も

閩刻
と
は
限
ら
な
い
。
元
 

刊
十
行
本
注
疏
の
刊
年
.
刊
地
に
つ
い
て
そ
の
原
刻
の
刻
エ
名
か
ら
再
検
 

討
を
加
え
て
み
た
い
。

十
経
全
部
の
原
刻
エ
名
は
各
経
毎
に
既
に
記
し
た
が
、

こ
こ
に
改
め
て
 

一
括
し
て
列
挙
す
れ
ば
、
以
清
、
以
善
、

以
徳
、

王
英
玉
、

英
玉
、

王
 

栄
、
王
君
粋
、
王
君
錫
、
君
錫
、
王
_
祐
、

国
祐
、

丘
文
、

君
美
、

君
 

祐
、
君
善
、
敬
中
、
胡
古
月
、
古
月
、

江
子
明
、

子
明
、

江
住
郎
、

住
 

郎
、
江
元
寿
、
国
右
、
興
宗
、
蔡
寿
甫
、

寿
南
、

崔
徳
甫
、

徳
甫
、

子
 

興
、
時
中
、
朱
文
、
七
才
、
仁
甫
、
善
卿
、
善
慶
、
詹
応
祥
、
応
祥
、
智
 

夫
、
仲
高
、
仲
明
、
陳
伯
寿
、
伯
寿
、

|1甫
、
程
瑞
卿
、
瑞
卿
、
鉄
筆
、 

天
易
、
天
錫
、
徳
成
、
徳
山
、
徳
元
、
伯
善
、
文
仲
、
文
一
、
文
粲
、
茂
 

卿
、
埜
卿
、
祐
甫
、
余
中
、
余
仲
、
余
安
卿
、
安
卿
、
葉
徳
遠
、
徳
遠
、 

劉
和
甫
、
和
甫
で
あ
る
。
此
等
刻
エ
が
刊
刻
に
従
事
せ
る
他
の
刊
本
は
次
 

の
如
く
挙
げ
ら
れ
る
。



大
徳
四
年
太
医
院
刊
大
徳
重
校
聖
済
総
録
(
朱
文
)
、
大
徳
五
年
序
刊
儀
 

礼

集

説

(
王
栄
)
、
大
徳
間
信
州
路
儒
学
刊
北
史
(
子
明
、
徳
甫
)
、
同
 

焼
州
路
儒
学
刊
隋
書

(
t
l

王
；一
徳
元
)
、
同
崇
文
書
院
刊
五
代
史
記
(
子
 

明
)
、
宋
福
唐
郡
庠
刊
大
徳
•
元

統

修

漢

書

(
仁
甫
、
文

仲

〈
大
徳
〉
、 

余
安
卿
、
君

祐

〈
元
統
>
)
、

同

後

漢

書

(
仲
明
、
文

仲

〈
大
徳
〉
、

余
 

安
卿
、
君

祐

〈
元
統
>
)
、
至
大
刊
至
治
ニ
年
修
福
州
路
刊
通
志
(
王
英
 

玉
、
英

玉

〈
至
大
〉
、
王

君

粋

〈
至
大
〉
、
君
粋
、
〔虞
〕
君
裕
、
〔
王
〕 

仁
甫
、
仁
甫
、
伯
寿
、
〔陳
〕
祐
甫
、
祐
南
}
、
皇
慶
元
年
刊
佩
韋
斎
文
 

集

(
応
祥
)
、
延
祐
三
年
湖
州
禅
幽
庵
刊
景
徳
伝
燈
録
(
古
月
、
朱
文
)
、 

宋

淳

祐

一

〇
年
福
州
路
刊
大
徳
.
至

大

•
元
統
修
国
朝
諸
臣
奏
議
(
君
 

裕
)
、
泰
定
元
年
西
湖
書
院
刊
文
献
通
考
(
子
明
、
仁
甫
)
、
天
暦
ニ
年
 

刊

唐

書

(
英
玉
、
王
君
粋
、
君
粋
、
王
栄
、
君
美
、
子
明
、
徳
成
、
徳
 

甫
、
茂
卿
)
、
宋
嘉
定
刊
元
統
三
年
修
儀
礼
経
伝
通
解
(
興
宗
)
、
元
刊
 

胡
三
省
注
資
治
通
鑑
(
〔虞
〕
以
徳
、
以
徳
、
〔江
〕
君
裕
、
君
裕
、
〔
江
〕 

君
美
、
君
美
、
興
宗
、
子
興
、
〔
明
〕
時
中
、
時
中
、
〔
鄭
〕

七
才
、
七
 

才
、
〔黄
〕
善
卿
、
善
卿
、
〔凌
〕
善
慶
、
善
慶
、
〔翁
〕
福
甫
、
天
錫
、 

〔
丘
〕
文
粲
、
文
粲
)
、
元
刊
晦
庵
先
生
朱
文
公
文
集
(
以
善
、
応
祥
、 

仲
明
、
徳
成
、
徳
甫
、
徳
遠
、
伯
善
、

茂
卿
)
、

元
謝
子
祥
刊
儀
礼
図
 

(
王
君
粋
、
君
粋
、
子
興
、
時
中
、
七
才
)
、
元
岳
氏
刊
春
秋
経
伝
集
解
 

(
子
明
)
、
宋
刊
元
修
所
謂
眉
山
七
史
(
王
栄
、
朱
文
、
天
錫
、
余
中
)
、 

宋
両
淮
江
東
転
運
司
刊
元
修
漢
書
(
王
栄
)
、
宋
越
刊
元
修
孟
子
注
疏
解
 

経

(王
栄
)

以
上
を
以
て
見
れ
ば
、
刻
ェ
は
大
徳
か
ら
元
統
に
及
び
、
刊
年
未
詳
書
 

も
元
末
の
至
正
に
降
る
も
の
で
は
な
い
。

従
っ
て
刊
刻
の
上
限
は
大
徳

(
一
二
九
七
—
)
、
下
限
は
ほ
ぼ
元
統
.
至

元

(
1
一
三
四
〇
)

の
間
と
考
 

え
ら
れ
よ
う
。
し
か
し
論
語
の
版
心
に
見
え
る

r

泰
定
四
年
程
瑞
卿
」
「
泰
 

定
丁
卯
王
英
玉
」
、

周

礼

の

「泰
定
四
年
王
英
玉
」

の
葉
は
程

瑞

卿

.
王
 

英
玉
の
刻
に
か
か
る
他
の
全
て
の
葉
と
共
に
原
刻
の
版
面
で
あ
っ
て
、
修
 

補
の
も
の
と
は
断
定
し
得
な
い
。
従
っ
て
上
記
の
刻
エ
の
生
存
活
躍
期
間
 

か
ら
考
え
て
も
こ
の
十
経
は
泰
定

(
—

一

三
ニ
七
)
前
後
の
刊
刻
と
推
定
 

す
る
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
か
。

既
述
の
如
く
、
本
版
の
字
様
は
建
安
体
で
、
詩

.
左
伝
の
ニ
経
は
宋
建
 

安
劉
叔
剛
刊
本
の
覆
刻
た
る
こ
と
は
明
か
で
あ
る
が
、
他
の
八
経
に
つ
い
 

て
は
そ
の
底
本
と
な
っ
た
宋
刊
本
の
伝
存
を
見
な
い
。
劉
氏
が
ニ
経
の
外
 

に
他
の
注
疏
本
も
上
梓
し
た
の
か
、
劉
氏
に
非
ず
と
も
そ
れ
に
倣
っ
た
他
 

の
八
経
が
宋
代
に
刊
刻
さ
れ
た
が
現
存
し
な
い
の
か
、
そ
れ
と
も
元
の
十
 

三
経
開
板
に
際
し
、
ニ
経
に
倣
っ
て
そ
の
字
様
版
式
を
統
一
し
て
新
に
版
 

下
を
書
い
て

鋟刻
し
た
の
か
、
そ
れ
を
知
る
資
料
は
何
等
存
し
な
い
。

こ
 

の
元
刊
注
疏
本
に
は
厳
格
で
は
な
い
が
欠
筆
が
か
な
り
見
ら
れ
る
。
宋
版
 

で
も
宋
後
期
の
版
、
特
に
建
安
本
は
欠
画
は
極
め
て
粗
で
あ
る
。
元
刊
麻
 

沙
本
は
覆
末
で
な
く
と
も
匡
桓
等
の
字
は
往
々
末
画
を
欠
く
が
、
此
は
避
 

諱
の
意
味
が
失
わ
れ
て
一
種
の
略
体
化
し
た
も
の
で
、
そ
の
惰
性
は
明
の
 

麻
沙
本
に
も
尾
を
ひ
い
て
い
る
。
本
版
の
欠
筆
は
単
な
る
惰
性
や
略
体
化
 

と
は
見
ら
れ
ぬ
も
の
で
就
中
論
孟
の
如
き
は
敦
の
字
ま
で
か
な
り
欠
筆
 

を
行
い
、
末
画
を
欠
か
ぬ
場
合
は
そ
の
字
は
墨
囲
或
は
括
弧
が
加
え
ら
れ
 

て
い
る
。

こ
の
様
な
こ
と
は
覆
刻
で
な
い
限
り
、
元
に
な
っ
て
新
に
版
下
 

を
書
く
場
合
に
は
到
底
考
え
ら
れ
ぬ
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
本
版
十
経
も
 

殆
ど
が
宋
刻

閩版
の
覆
刻
と
想
定
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。



次
に
本
版
の
刊
者
刊
地
で
あ
る
が
、
右
の
刻

H

名
か
ら
見
る
限
り
で
 

は
、

閩地
区
刊
と
杭
州
地
区
刊
と
が
相
い
半
ば
し
て
い
る
。
本
版
と
共
通
 

す
る
刻

H

の
多
い
胡
三
省
注
通
鑑
は
一
般
に
興
文
署
刊
と
さ
れ
て
い
る
 

が
、

一
説
に
臨
海
刊
と
す
る
王
国
維
の
傾
聴
に
価
す
る
異
説
が
出
て
い
 

る
。
臨
海
は
浙
江
で
、
興
文
署
の
刊
刻
は
杭
州
地
区
で
な
さ
れ
る
こ
と
が
 

多
い
ら
し
く
、

い
ず
れ
に
せ
よ
そ
の
刊
地
は
福
建
地
区
で
は
あ
る
ま
い
。 

朱
文
公
文
集
と
唐
書
は

閩刻
の
可
能
性
が
多
く
、
通
志
は
福
州
路
の
刊
で
 

あ
る
。
本
版
の
刻
エ
は
西
湖
書
院
刊
文
献
通
考
を
始
め
、
西
湖
書
院
に
移
 

管
さ
れ
た
宋
刊
公
使
庫
本
の
元
修
に
従
事
し
て
い
る
者
が
多
い
。
上
記
の
 

諸
本
に
見
る
如
く
、
刻
エ
は
必
ず
し
も
一
定
地
区
の
刊
刻
に
限
定
さ
れ
 

ず
、
相
互
に
交
流
し
、
ま
た
渡
り
歩
く
こ
と
も
あ
ろ
う
し
、
特
に
大
出
版
 

の
行
わ
れ
る
時
、
西
湖
書
院
が
大
量
の
宋
版
の
大
補
刻
を
行
っ
た
際
に
は
 

各
地
の
刻
エ
が
同
地
に
鳩
集
さ
れ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

閩版
の
覆
刻
 

乃
至
は
そ
の
倣
似
の
版
で
あ
る
か
ら
福
州
で
開
板
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
 

が
、
必
し
も
そ
う
と
は
断
定
で
き
ぬ
。
そ
の
板
木
が
明
南
監
に
移
さ
れ
た
 

こ
と
を
考
え
れ
ば
、
坊
刻
版
で
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
刊
地
 

が
福
建
か
杭
州
か
、
私
刻
本
か
官
刊
本
か
に
つ
い
て
は
目
下
の
所
長
沢
博
 

土
と
同
様
明
証
な
し
と
し
て
、
後
放
を
待
つ
外
な
い
。

中

庸

説

〔六
〕
卷

宋

張

九

成

撰

〔宋
孝
宗
朝
〕
刊
 

(
東
福
寺
蔵
)

存

首

三

卷

一

冊

。
重
文
。
森
志
著
録
。
後
補
薄
緑
色
 

刷
出
行
成
表
紙
に
藍
色
絹
表
紙
(
三
〇

•
一 
X

一
九
.
七
龌
)
を
新
に
添
え
 

て
金

鑲玉
装
に
改
装
。

原
料
紙
縦
ニ
六
.
ニ

樨。

序
目
な
く
、
巻

首

「
中
 

庸
説
卷
第
 一

\
(
|

セ
)
無

垢

先

生

范

陽

張

九

成

/

f

一)
中
庸
説
」
と
題

す
。

左

右

双

辺

(
ニ
〇

x

一
四
.
ニ
樋
)
有
界
十
行
、

行
十
八
字
、
注
低
 

ー
格
単
行
大
字
。

版
心
白
ロ
双
黒
魚
尾
「
中

幾

(
丁
付
)
」
。

版
心
の
部
 

分
は
破
損
が
多
く
、
上
象
鼻
に
大
小
字
数
、
下
象
鼻
に
鄧
信
の
刻

H

名
が
 

全
葉
に
わ
た
っ
て
刻
さ
れ
、
慎
の
字
に
の
み
欠
筆
が
見
ら
れ
る
。
巻
首
に
 

「
普
門
院
」

の
印
記
あ
り
。

四
庫
未
収
。
宋

志

に

「張
九
成
中
庸
大
学
孝
経
説
各
一
巻
、
又
四
書
解
 

六
十
五
巻
」
と
録
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
後
の
諸
家
書
目
に
は
絶
え
て
著
 

録
を
見
ず
、
久
し
く
伝
を
失
っ
た
孤
本
で
あ
る
。
九
成
が
独
特
の
見
解
か
 

ら
中
庸
を
注
し
た
も
の
で
、
朱
子
は
本
書
を
仏
意
を
以
て
儒
を
解
す
る
も
 

の
と
攻
撃
し
た
。
朱
子
が
引
用
せ
る
文
は
本
書
と
合
致
し
て
い
る
。
巻
末
 

に

r

武
冊
之
内

\

宝
永
三
年
丙
戌
八
月
良
辰

\

龍
菖
首
座
代

\

龍

奭修
褶
 

焉
」
な
る
修
補
識
語
が
あ
り
、
当
時
は
ニ
冊
の
完
本
で
あ
っ
た
ら
し
い
。 

森

志

に

は

「
中
庸
説
六
卷
宋

is本
普
門
院
蔵
」
と
録
さ
れ
、
六
巻
で
あ
っ
た
 

ら
し
く
、

現
存
の
巻
三
は
、

「修
身
則
道
立
…
則
天
下
畏
之
」

の
章
の
注
 

ま
で
を
収
め
る
。
刻
エ
の
鄧
信
は
孝
宗
朝
赣
州
刊
文
選
.
淳
熙
九
年
江
西
 

漕
台
刊
呂
氏
家
塾
読
詩
記
.
寧
宗
朝
頃
刊
前
漢
六
帖
に
そ
の
刻
エ
名
が
見
 

え
る
の
と
本
版
が
孝
宗
の
慎
の
字
の
末
画
を
欠
く
こ
と
、
そ
の
字
様
を
考
 

え
れ
ば
、
恐
ら
く
孝
宗
朝
淳
熙
中
の
浙
刻
で
あ
ろ
ぅ
。
字
様
端
雅
撫
刻
精
 

良
に
し
て
印
面
麗
わ
し
い
。

首

の

「
普
門
院
」

の
蔵
印
の
示
す
如
く
、
東
福
寺
開
山
聖
一
国
師
円
爾
 

の
将
来
本
と
思
わ
れ
、
文

和

の

「
普
門
院
経
論
章
疏
語
録
儒
書
等
目
録
」 

等
に
は
「無
垢
先
生
中
庸
説
ニ
冊
」
と
著
録
さ
れ
て
い
る
。
巻
首
上
 

眉

•
巻

ニ

末

‘

三
末
上
眉
に
明
治
初
の
東
福
寺
住
持
実
応
士
匡
の
手
識
 

三
条
が
存
す
る
。

こ
の
本
は
続
古
逸
叢
書
及
び
四
部
叢
刊
三
編
に
影
印
収



入
さ
れ
て
い
る
。

〔
四
書
集
註
〕

宋
朱
熹
撰
元
延
祐
元
年
(
一
三
一
四
)
刊

(麻
 

沙
万
卷
堂
)

(
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
)

存

孟

子

七

巻

三

冊

。
森
志
著
録
。
後
補
香
色
 

表

紙

(
ニ
五
.五

X

一
六
.
五
握
)
、
室
町
期
の
筆
で
「
孟

子

幾

」
と
外
題
 

が
署
さ
る
。

一
部
裏
打
修
補
。
首
に
「孟

子

朱

熹

集

注

序

説

」
あ
 

り
。
本

文

巻

首

「
孟
子
卷
之
一
{

5

朱
熹

集

註

(巻
ニ
の
み
注
に
作
る
) 

\

i i一一}
梁
恵
王
章
句
上
凡
セ
章
」
と
題
す
。

序

説

後
の
裏
葉
に
「
延
祐
甲
 

寅
良
月

\

麻
沙
万
巻
堂
刊
」

の
双
辺
木
記
が
あ
る
。
た
だ
こ
の
刊
記
の
左
 

行
六
字
は
補
写
で
あ
る
が
、
此
は
刷
り
が
極
め
て
薄
く
か
す
れ
て
い
る
の
 

で
上
か
ら
墨
で
な
ぞ
っ
た
よ
ぅ
で
あ
る
。
四

周

双

辺

(
ニ
〇

.
一
一
X

一  
一
. 

四
缠
)
有
界
十
二
行
、
行
廿
四
字
、
注
小
字
双
行
。
版
心
小
黒
ロ
双
黒
魚
 

尾

「
孟

子

幾

(
丁
付
)
」
。
上
象
鼻
に
字
数
あ
り
。

孟
子
の
み
存
す
る
が
、
恐
ら
く
四
書
の
残
本
で
あ
ろ
ぅ
。
他
に
同
版
本
 

の
伝
存
を
聞
か
ず
、
森

志

に

は

「
求

古

楼

(
狩
谷
掖
斎
)
蔵
」
と
著
録
さ
 

れ
た
本
で
あ
る
。
室
町
期
の
朱
点
朱
引
朱
筆
の
ヲ
コ
ト
点
返
点
送
仮
名
、 

ま
た
巻
一
に
は
別
筆
の
墨
筆
に
よ
る
返
点
送
仮
名
も
附
さ
れ
、
巻
中
所
々
 

朱
筆
の
注
記
書
入
が
存
す
る
。

〔
四
書
集
注
〕

大
学
章
句
一
巻
中
庸
章
句
一
巻
論
語
集
注

一

〇
巻
 

孟
子
集
注
一
四
卷
宋
朱
熹
撰
元
延
祐
五
年
(
ニ
ー
二
八
) 

刊

(
温
州
路
学
稽
古
閣
.
趙
鳳
儀
)

大
学
は
首
に
朱
熹
の
「
大
学
章
句
序
」
ぁ
り
、
本
文
巻
首
「大
学

* *
〇|0|

1

如
 

朱
熹
章
句
」
と
題
す
。

中

庸

は

首

に

朱

熹

の

「
中
庸
章
句
序
」 

あ
り
、
本

文

首

「
中
庸
好
狀
|

^

朱
熹
章
句
」
と
題
す
。
論
語
は
首
に
 

「
論

語

{
|
=
朱
熹
集
注
序
説
」
、

次

に

「
読
論
語
孟
子
法
」
あ
り
、
本
文
 

巻

首

「
論
語
巻
第
一

(
I

一
d

朱
熹
集
注
」
と
題
す
。

孟

子

は

首

に

「
孟
子
 

序

説

g
®

朱
熹
集
注
」
あ
り
、
本
文
巻
首
「
孟

子

巻

第

二

1

3

朱
熹
集
 

注
」
と
題
す
る
。
論

語

首

の

「読
論
語
孟
子
法
」

の
後
に
低
三
格
を
以
て
 

延
祐
五
年
趙
鳳
儀
の
左
の
刊
書
跋
が
存
す
る
。

余
官
京
師
時
士
大
夫
之
仕
于
/

温

者

以

沣

宫

四

書

見

贈

視

句

読

明

 

白
心
甚
嘉
之
曁
来
為

\

守
則
板
籍
皆

煨燼
矣
思
倣
旧

\

重
刊
以
恵
後
学
 

会
建
稽
古
閣
成

\

乃
俾
学
録
周
習
甫
詳
加
校
正
大
\
字
繕
写
聚

H

鋟梓
 

通
三
百
五
十
\
餘
板

庋列
于
閣
願

摹者
聴
焉
/
庶
家
有
是
書
由
口
誦
而
 

躬
行
\
実
美
教
化
之
一
助
也
昔
延
祐
\
戊
午
長
至
日
古

汴趙
鳳
儀
書
 

左

右

双

辺

(
ニ
ニ
.
七

>
<
ー
六
幄
)
有
界
七
行
、

行
十
五
字
、

注
小
字
双
 

行
。

句
点
附
刻
。

版
心
は
線
黒
ロ
双
黒
花
魚
尾
が
あ
っ
て
寛
、
「
大
学
章
 

句

(
中
庸
章
句
、
論
語
註
巻
幾
、
孟
子
註
卷
幾
)
(
丁
付
)
」
。
下
象
鼻
時
 

に
上
象
鼻
に
、
張
雲
谷
、

徳
明
、

明
、

徐
徳
俊
、

徳
俊
、
徳
、
俊
、
徐
 

俊
、
王
朝
佐
、
朝
佐
、
佐
、
王
伯
大
、
伯
大
、
周
君
沢
、
君
沢
、
周
、
藩
 

宗
玉
、
宗

玉
、
宗
、
玉
、
潘
、
邵
宗
奕
、
邵
、
除
の
刻
エ
名
あ
り
。
中
央
 

図
書
館
蔵
本
に
は
大
学
.
中
庸
序
の
末
に
「
周
習
甫
書
校
」
、
論

語

卷

ニ

. 

四

•
五

.
八

.
十
、
孟

子

巻

一

.
六

.
七

の

各

巻

末

に

「
学
録
周
習
甫
繕
 

写
校
正
」
、

論

語

巻

三

.
九

の

各

巻

末

に

「
学
録
周
習
甫
書
校
」

の
各
一
 

行
、
ま
た
論
語
巻
ニ
•
五

.
九
、
孟

子

巻

ニ

.
三

•
四

.
六

.
七
の
末
に
 

「
温
州
路
学

\
稽
古
閣
書
」

の
単
辺
双
行
木
記
が
刻
さ
れ
て
い
る
。

し
か
 

し
次
の
内
閣
文
庫
•
書
陵
部
蔵
本
に
は
こ
の
刊
記
及
び
周
習
甫
書
校
の
行



が
な
く
、
そ
の
箇
所
に
微
か
に
そ
の
痕
跡
ら
し
い
の
が
見
ら
れ
る
か
ら
、 

何
故
か

剜去
さ
れ
た
後
印
と
思
わ
れ
る
。

跋
に
よ
れ
ば
鳳
儀
は
嘗
て
温
州
路
(
浙
江
省
)
学
刊
刻
の
四
書
集
註
を
 

贈
ら
れ
、
そ
の
断
句
明
白
な
の
を
嘉
し
て
い
た
が
、
守
と
し
て
赴
任
し
た
 

時
、
そ
の
板
木
が
既
に
焼
失
し
て
い
た
の
で
、
そ
れ
を
再
刊
し
て
路
学
の
 

稽
古
閣
俊
エ
の
機
会
に
板
木
を
閣
に
置
い
て
希
望
者
の
刷
印
に
応
ず
る
と
 

い
ぅ
。
大
字
断
句
の
字
画
明
瞭
な
る
堂
々
た
る
版
で
あ
る
。
そ
の
刻
エ
の
 

徳

明

.
王
朝
佐
は
後
至
元
六
年
湖
南
命
憲
赫
国
宝
刊
唐
丞
相
陸
宣
公
奏
議
 

纂
註
、
徳
俊
は
皇
慶
元
年
序
刊
佩
韋
斎
文
集
、
伯
犬
は
元
刊
六
書
故
、
徐
 

俊
は
宋
両
淮
江
東
転
運
司
刊
三
史
の
元
修
、
徳
明
は
ま
た
至
大
福
州
路
刊
 

至
治
ニ
年
修
通
志
の
高
徳
明
、
後
至
元
六
年
慶
元
路
儒
学
刊
玉
海
の
王
徳
 

明
の
ど
ち
ら
か
で
あ
ろ
ぅ
し
、
元
刊
胡
注
資
治
通
鑑
に
も
徳
明
の
名
が
見
 

え
る
。
従
っ
て
本
版
が
延
祐
の
刊
た
る
こ
と
を
傍
証
し
得
る
。
本
版
の
テ
 

キ
ス
ト
は
率
ね
宋
刊
集
注
の
所
謂
朱
子
定
本
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
が
、
中
庸
 

首

章

の

「
蓋
人
知
云
々
」

の
朱
注
の
如
き
は
却
っ
て
通
行
本
と
同
じ
く
、 

宋
版
定
本
系
と
も
些
少
異
同
が
存
す
る
。
近
本
と
の
主
な
異
同
は
王
国
維
 

が
蔣
志
中
に
摘
録
し
て
い
る
。

(内
閣
文
庫
蔵
)

〔後
印
〕

一
四
冊
。
後
補
濃
栗
皮
色
表
紙
(三
〇

x
 

ニ
一
粳
)
。

或
は
襯
紙
を
挾
み
或
は
裏
打
の
修
補
が
施
さ
る
。

論
語
首
の
 

r

読
論
語
孟
子
法
」
と
そ
れ
に
続
く
趙
鳳
儀
跋
の
葉
を
欠
き
、
巻
十
二
は
 

第
甘
張
に
止
っ
て
以
下
を
欠
く
。
巻
中
間
々
汚
損
の
所
が
あ
り
、
孟
子
後
 

半
は
特
に
甚
し
い
。
さ
程
後
刷
と
い
う
程
で
は
な
い
が
、
上
記
の
如
く
次
 

掲
本
と
共
に
論
語
.
孟
子
各
巻
末
の
稽
古
閣
の
木
記
及
び
周
習
甫
の
校
正
 

の
一
行
が
削
除
さ
れ
て
い
る
。

「
弘
文
学
士
院
」
「
林
氏

\

蔵
書
」
「
昌
平

坂

\

学
問
所
」
等
の
印
記
あ
り
。

(宮
内
庁
書
陵
部
蔵
)

存
論
語
一
〇
卷
〔後
印
〕

四
冊
。
後
補
黯
出
 

黒

無

地

表

紙

(
三
〇
>
<
ニ
ニ
*
ー

|1)
。
題
簽
に
室
町
期
の
筆
蹟
で
「
魯
論
 

1

sii
」
と
墨
書
さ
る
。
裏
打
改
装
本
。
森

志

に

「
京
師
三
角
氏
蔵
」
と
著
 

録
さ
れ
た
本
に
該
当
か
。
巻
一
前
半
に
は
室
町
期
の
朱
引
朱
筆
返
点
送
仮
 

名
を
附
し
、
行
間
眉
上
に
間
々
仮
名
抄
の
書
入
が
な
さ
れ
、
ま
た
巻
三
の
 

一
部
に
も
朱
弓
仮
名
抄
の
書
入
が
見
ら
れ
る
。

本
版
は
他
に
中
央
図
書
館
蔵
本
(
有
欠
、
蔣
氏
密
韻
楼
.
張
志
適
園
旧
 

蔵
、
適

目

.
蔣

志

.
拙
著
著
録
)
が
知
ら
れ
る
。

静
嘉
堂
文
庫
蔵
大
学
一
巻
大
学
或
問
ニ
卷
中
庸
一
巻
中
庸
或
間
ニ
卷
論
 

語
一
〇
巻

孟

子

一

四

巻

の

四

書

集

注

ニ

四

冊

(
汪

士

鐘

•
周
良
金
等
旧
 

蔵
、
陸

志

.
陸
続
跋
著
録
)
は
元
刊
覆
宋
本
と
さ
れ
て
い
る
が
、
中
央
図
 

書

館

(
存
孟
子
、
拙
著
著
録
)
や
丁
氏
旧
蔵
南
京
図
書
館
現
蔵
(
莫

録

. 

丁

志

•

盔影
著
録
)

の
元
常
州
府
学
刊
覆
宋
本
を
さ
ら
に
明
初
に
覆
刻
せ
 

る
版
で
あ
る
。

論

語

〔
纂
疏
〕

一
〇
巻
宋
朱
熹
集
注

销

順

孫

纂

疏

〔末
末
〕 

刊

(
〔
括
蒼
学
官
〕
)

(
東
洋
文
庫
蔵
)

ニ
〇
冊
。
傅
目
著
録
。
後
補
金
砂
子
散
し
細
色
表
紙
 

(
二
八
•五

X

一
八
.
五
缠
)
、
襯
紙
を
挾
め
る
改
装
本
。
首
に
清
源
洪
天
錫
 

序

の

序

(
写
刻
)
、
「読
論
孟
集
註
綱
領

\

1

後
学
趙
順
孫
纂
録
」
、
「
読
 

論
語
孟
子
法
\
(
ば

)
後
学
趙
順
孫
纂
録
」
、
「
論
語

/:雛
®

朱
子
集
註
序
 

説

後

学

趙

順

孫

纂

疏

」
を
冠
す
。
本
文
巻
首
「
論
語
巻
第
一

\
{
|

®

朱
 

子

集

註

二

)
後
学
趙
順
孫
纂
疏
\
(
_
一)
学
而
第
一
」
と
題
す
。
左
右
双



辺

(
ニ
三
.
ニ

X

一
四
.
一
一
涯
)
有
界
九
行
、
行
廿
ー
字
、
朱
注
低
一
格
単
 

行
大
字
、

疏
低
一
格
小
字
双
行
、

行
十
九
字
。

版
心
白
ロ
双
黒
魚
尾
、 

「
幾

巻

(
丁
付
)
」
、
間
々
上
象
鼻
に
大
小
字
数
、
下
象
鼻
に
刻
エ
名
あ
り
、 

玄
匡
恒
貞
徴
樹
譲

蛣桓
完
慎
敦
廓
の
字
末
筆
を
欠
く
。
刻
エ
名
は
許
怡
、 

顧
震
、
賈
真
、
真
、
呉
興
、
興
、
黄
宥
、
黄
升
、
升
、
蔡
成
、
蔡
元
道
、 

蔡
仁
、
史
祖
、
史
、
章
水
、
徐
嵩
、
徐
侃
、
侃
、
沈
祖
、
沈
礼
、
沈
、
陳
 

金
、
丁
銓
、
馬
良
、
藍
宗
、
藍
、
宗
、
李
斗
文
、
劉
文
、
俊
、

雇
。

「
汲
 

古

\

閣
」
「
毛
氏
\
家
蔵
」

| 1「
毛
斧
季
\
放
蔵
記
」
「
江

虡傅

\

沅叔
 

放

\

蔵
善
本
」

の
印
記
あ
り
。
第

一

冊

末

に

「
癸
丑
臘
月
沈
勇
植
敬
観
」 

の
識
語
及
び
「
護
周
斎
顧
氏
蔵

J

の
附
箋
が
あ
る
。
毛
氏
汲
古
閣
•
傅
増
 

湘
等
旧
蔵
本
。

順
孫
の
纂
疏
の
現
行
本
は
元
刊
本
以
降
四
書
完
具
本
で
、
本
版
は
四
書
 

中
の
論
語
の
み
の
残
巻
な
の
か
、
論
語
の
み
の
単
行
な
の
か
、
他
に
同
版
 

本
の
現
存
が
知
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、
明
か
で
な
い
。
首
に
天
錫
の
序
が
 

あ
る
こ
と
等
か
ら
単
行
本
の
如
く
考
え
ら
れ
る
。
通
志
堂
本
に
あ
る
応
俊
 

序

に

は

「
俊
叨
恩
守
括
乃
以
邦
人
之
志
請
入
梓
教
授
倪
君
澄
王
君
慶
高
先
 

後
為
校
讎
且
粒
其
役
論
孟
成
曾
縉
雲
令
王
君
既
済
已
中
庸
大
学
遂
併
刊
於
 

学
官
云
」
と
あ
り
、
ま
た
通
志
堂
本
の
牟
子
才
中
庸
纂
疏
序
等
に
よ
る
 

と
、
順
孫
の
郷
里
た
る
括
蒼
(
浙
江
省
)

の
縉
雲
に
於
て
学
庸
が
先
づ
刊
 

行
さ
れ
、
次
い
で
論
孟
が
そ
の
学
官
で
併
刊
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
 

る
。
順
孫
は
淳
祐
の
進
士
、
末
の
滅
び
ん
と
す
る
端
宗
の
景
炎
元
年
に
没
 

し
て
い
る
か
ら
、
そ
の
出
版
は
と
も
角
宋
後
期
で
あ
ろ
う
。

本
版
は
字
画
明
晰
、
白
色
の
料
紙
は
清
浄
に
し
て
印
面
精
美
な
る
早
印
 

本
で
、
旧
蔵
者
傅
氏
は
宋
刊
と
な
し
た
が
、
長
沢
博
士
等
は
宋
版
を
覆
せ

る
元
槧
の
上
乗
と
審
定
し
て
来
た
。
今
本
版
の
刻
エ
が
刊
刻
に
従
事
せ
る
 

刊
本
を
検
索
す
れ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。
刻
エ
を
共
通
す
る
こ
と
最
も
多
 

い
の
は
宝
祐
五
年
湖
州
刊
資
治
通
鑑
紀
事
本
末
(
史
祖
、
蔡
成
、
沈
祖
、 

馬
良
、
徐
侃
、
徐
嵩
)

で
あ
る
。
そ
の
他
蔡
仁
•
馬
良
が
寧
宗
理
宗
間
刊
 

周

易

本

義

.
詩

集

伝

.
紹
定
ニ
年
平
江
府
刊
呉
郡
志
、
馬
良
は
嘉
定
刊
重
 

校
添
註
音
辯
唐
柳
先
生
文
集
.
嘉
定
六
年
淮
東
倉
司
刊
註
東
坡
先
生
詩
. 

淳
祐
ニ
年
大

庾県
刊
心
経
政
経
、
南
宋
初
刊
韋
蘇
集
の
宋
修
に
、
沈
祖
が
 

南
宋
初
刊
通
典
及
び
越
刊
周
礼
疏
の
宋
修
、
蔡
仁
が
両
淮
江
東
転
運
司
刊
 

後
漢
書
の
宋
修
、
沈
礼
が
紹
興
ニ

U

刊
臨
川
先
生
文
集
の
宋
修
、
陳
 

金
が
嘉
定
刊
儀
礼
経
伝
通
解
•
嘉
定
九
年
刊
春
秋
経
伝
通
解
の
刻
に
従
事
 

し
て
い
る
。

徐
侃
の
名
は
紹
興
.
乾

道

の

漢

書

(
呉
興
も
)
.
白
氏
六
帖
 

事

類

集

.
徐

公

文

集

•
外
台
秘
要
方
の
刻
エ
中
に
も
あ
る
が
、
明
か
に
同
 

名
異
人
で
、
馬
良
も
同
名
異
人
が
い
る
よ
ぅ
で
あ
る
。
此
等
刻
エ
名
を
元
 

刊
本
中
に
探
せ
ば
、
劉
俊
が
元
末
明
初
間
刊
西
山
先
生
真
文
忠
公
読
書
記
 

に
見
出
さ
れ
る
。
し
か
し
本
版
が
元
末
明
初
の
も
の
と
は
到
底
考
え
ら
れ
 

ぬ
か
ら
、
同
名
異
人
で
あ
る
。
沈

祖

•
丁

餘

.
馬
良
は
元
の
西
湖
書
院
で
 

行
わ
れ
た
宋
刊
諸
本
の
宋
修
か
元
修
か
判
定
困
難
な
修
補
に
見
ら
れ
る
。 

し
か
し
以
上
の
刻

H

名
か
ら
見
る
限
り
で
は
本
版
は
元
刻
に
非
ず
し
て
、 

理
宗
後
期
、
恐
ら
く
宝
祐
咸
淳
間
の
宋
刻
に
属
す
る
こ
と
は
明
か
で
、
應
 

俊
序
に
云
ぅ
括
蒼
学
官
刊
本
に
該
当
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

四
書
纂
疏
大
学
.中
庸
各
一
巻
論
語
一
〇
巻
孟
子
一
四
卷
宋
 

朱
熹
集
注
趙
順
孫
纂
疏
〔元
〕
刊
 

(
静
嘉
堂
文
庫
蔵
)

ニ
◦
冊
。
論
語
卷
八
補
写
。
季

目

.
陸
志
著
録
。



後

補

黒

色

表

紙

(
一
一
七
.
三

 >
<
ー
八
.
八
缠
)
、
金

鑲玉
装
、
原
料
紙
縦
ニ
四
. 

七
龌
。
首
に
後
学
趙
順
孫
書
の
「
四
書

綦疏
序
」
、
「
四
書
纂
疏
引
用
総
目
」 

あ
り
。
大
学
は
首
に
「大
学
章
句
序
\

£ 1
-後̂
学
趙
順
孫
纂
疏
」
、
「
読
大
学
 

章
句
綱
領
/

雛
セ
)
後
学
趙
順
孫
纂
録
」
ぁ
り
、
本

文

卷

首

「
大

学

議

| 1 

C

注
両
行
各
右
側
に
傍
線
附
刻
：}
/
雛
®

朱
子
章
句

\

 (誠
 <

)

後
学
趙
順
孫
纂
 

疏
」、
巻
末
「大
学
巻
終
」
と
題
す
。
中
庸
は
首
に
「中
庸
章
句
序

\

 

{職

A)
後
学
趙
順
孫
纂
疏
」
、
「
読
中
庸
章
句
綱
領

\
(
祕

<
)

後
学
趙
順
孫
纂
録
」 

を

お

き

、

本

文

巻

首

「
中
庸
\
(
概
®

朱
子
章
句
\
(
腿
セ
)
後
学
趙
順
孫
纂
 

疏
」
、

巻

末

「
中
庸
章
句
終
」
と
題
す
。

論

語

は

首

に

「読
論
孟
集
註
綱
 

領
/

概
ル
)
後
学
趙
順
孫
纂
録
」
、

「
読

論

語

孟

子

法

\
{
2
セ
)
後
学
趙
順
孫
纂
 

疏
」
、
「
論
語
\

g i
ra朱
子
集
註
序
説
\
(
_
丸
)
後
学
趙
順
孫
纂
疏
」
ぁ
り
、 

本

文

巻

首

「
論

語

卷

第

1
\
{
_
0
朱
子
集
註
\
{

^ !)
後
学
趙
順
孫
纂
疏
」 

と
題
す
。

孟

子

は

首

に

「
孟
子
/

_

®

朱
子
集
註
序
説

/:
^ !)
後
学
趙
 

順
孫
慕
疏
」
を

お

き

、

本

文

巻

首

「
孟
子
巻
第
一

\
t
i

ra朱
子
集
註
序
説
 

\

i i
A)
後
学
趙
順
孫
纂
疏

J

ぁ
り
、
本

文

巻

首

「
孟
子
巻
第
一
\
(
_

ra朱
 

子
集
註
\

e

A)
後
学
趙
順
孫
纂
疏
」
と
題
す
。
左
右
双
辺
と
四
周
双
辺
(
一 

九

X
一

ニ

ニ

極

)
が
混
り
、

有
界
十
行
、

行
廿
字
、
集
注
は
低
一
格
単
 

行
大
字
、
疏
は
低
一
格
小
字
双
行
、
行
廿
三
字
。
傍
線
附
刻
。
版
心
線
黒
 

ロ
双
黒
魚
尾
、

r

学

疏

(
大
学
纂
疏
、

中
庸
纂
疏
、
中
庸
巟
、
中
巟
、
語
 

荒
幾
、
孟
商
幾
等
〕

(
丁
付
)
」
、
上
象
鼻
に
大
小
字
数
、
下
象
鼻
に
所
々
 

吉
了
、
吉
、
了
、
子
和
、
子
、
和
、
子
才
、
才
、
敏
中
、
忠
、
小
、
呉
、 

来
、
生
、
真
、
士
、
右
、
三
、

E
K
、

文
、
中
、
公
、
東
、
富
の
刻

H

名
あ
 

り
。
「
季
振
宜
\
字
誅
兮
\
号
滄
葦
」
「
季
振
宜
\
読
書
」
「
季
印

\

振
宜
」 

「
滄
葦
」
「
振
宜
/
之
印
」
「揚
州
季
氏
」
「
麟
湖
周
/
氏
子
々
孫
々

\

斉
家

珍
玩
」
「
応
召

\

珍
蔵
」
等
の
印
記
、
首
冊
の
護
葉
紙
に

r季
応
召
宝
蔵
」 

の
署
名
あ
り
。
季
振
宜
旧
蔵
、
季

目

に

「
元
板
四
書

綦
疏

二

十

ニ

本
」
と
著
 

録
さ
る
。

本
版
の
字
様
は
前
掲
の
宋
末
刊
論
語
纂
疏
の
そ
れ
に
倣
い
な
が
ら
円
柔
 

の
風
を
帯
び
来
っ
て
元
風
と
な
っ
て
い
る
。
宋
刊
に
基
づ
い
た
重
刊
で
あ
 

ろ
ぅ
。
同
版
本
の
^
蔵
を
他
に
聞
か
な
い
。
論
語
巻
八
一
冊
は
全
巻
補
写
 

で
、
巻

末

に

「
維
大
元
重
至
元
五
年
歳
在
己
卯
秋
夷
則

\

月
望
後
二
日
李
 

永
甫
ミ
以
補
闕

i
聖
経
完
矣
」

の
識
語
が
あ
る
。
刻
エ
の
子
才
は
所
 

謂
眉
山
七
史
の
元
修
に
従
事
し
て
い
る
。
元
刊
胡
注
通
鑑
.
前
至
元
十
八
 

年
序
刊
捐
吉
成
書
に
陳
子
和
の
名
が
見
ら
れ
る
が
同
一
人
か
否
か
。
本
帙
 

に
は
朱
句
点
並
に
朱
墨
の
各
様
の
傍
線
圏
点
等
が
書
入
さ
れ
、
首
冊
の
副
 

葉
紙
に
そ
の
句
読
例
•
点
抹
例
の
凡
例
が
詳
記
さ
れ
、
末
に
後
学
劉
自
誠
 

謹
志
の
識
語
が
存
し
、

「
右
魯
斎
先
生
王
文
憲
公
筆
也
云
々
」
と
記
さ
れ
 

て
い
る
。
し
か
し
鲁
奋
王
柏
は
宋
咸
淳
十
年
の
卒
で
あ
る
か
ら
、

こ
の
本
 

に
書
入
す
る
箸
は
な
く
、
し
か
も
凡
例
の
筆
蹟
と
劉
自
誠
の
識
語
の
そ
れ
 

と
は
同
筆
で
あ
る
。
魯
斎
書
入
の
移
写
と
考
え
て
も
そ
の
真
偽
は
疑
わ
し
 

い
。
孟
子
巻
八
末
に
魯
斎
王
氏
日
云
々
の
三
行
の
書
入
の
あ
る
所
か
ら
想
 

像
し
た
も
の
で
あ
ろ
ぅ
か
。
ま

た

眉

上
や

欄
外
或
は
行
間
に
諸
氏
の
説
や

 

自
説
等
の
墨
批
語
書
入
が
存
し
、
論

語

巻

一

.
五

•
六
、
孟
子
巻
ニ
.
四
 

末
に
「西
山
」
の
朱
筆

署
名
、
論
語
の
巻
ニ
末
に
「
西
山
灯
下
点
」
、

巻
 

三

末

に

「
西
山
灯
下
点
徹
」
、
巻

四

末

に

「養
斎
校
進
人
読
耳
」

の
識
語
 

が
記
さ
れ
て
い
る
。

附

音

傍

訓

晦

庵

論

語

句

解

ニ
卷
宋
李
公
凱
撰
〔南
宋
末
〕
刊



1

〕
)

(
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
)

一
冊
。
後

補

淡
香
色
表
紙
(
一
二
*
一 
X

一
四
. 

ニ

犍)
、

天
地
が
少
し
裁
断
さ
れ
た
裏
打
改
装
本
。

巻

首

r附
音
傍
訓
晦
 

庵

論

語

句

解

卷

上

/
(
誠
ュ
ハ
)
—

李

公

凯
仲

容

\
(
概
一
一
)
学

而

第

一

」
と

題

し

、
 

巻

下

は

r附
音
」
が

「音
点
」
に
作
ら
れ
て
い
る
。
左
右
双
辺
(
一
八
*

X

一
一
一
.
三
龌
)
有
界
十
二
行
、
行
廿
一
字
、

注
小
字
双
行
、

行
廿
四
字
 

内
外
。
経
文
に
は
声
点
、
右
側
に
義
訓
が
小
字
で
刻
さ
れ
、
注
末
に
白
文
 

の
標
字
を
以
て
音
注
が
附
さ
る
。
版
心
線
黒
ロ
双
黒
魚
尾
「
語

上

(
下
) 

(
丁
付
)
」
。

左
上
欄
外
に
耳
格
あ
り
、
篇
名
が
記
さ
る
。

匡
恒
桓
慎
の
字
 

に
欠
筆
あ
り
。
所
々
破
損
の
箇
所
が
あ
り
、
巻
上
の
未
葉
が
巻
下
の
首
葉
 

の
次
に
誤
綴
さ
れ
て
い
る
。
「
尹
瑜
\
公
謹
」

r

坡
平

\

尹
氏
」
®
)
「
兼
葭
 

堂

\

蔵
書
印
」
「
昌
平
坂

\

学
問
所
」
「
浅
草
文
庫
」

の
印
記
あ
り
。
木
村
 

蒹
葭
堂
旧
蔵
本
。

四
庫
未
収
。
同
著
者
に
よ
る
前
掲
の
「
新
刊
直
音
傍
訓
纂
集
東
萊
毛
詩
 

句
解
」
と
同
類
の
通
俗
注
釈
書
で
、

書
名
の
示
す
如
く
、

「
子
日
…
学
而

重
習
 

豈
不
悦
在
心

時
習
之
…
不
亦
説
乎
」

の
よ
ぅ
に
経
文
の
語
句
に
、
分
か
り
易
い
訓
解
を
 

傍
刻
し
、
注
文
は
朱
注
を
取
捨
し
て
多
少
補
言
を
加
え
て
平
易
に
し
て
あ
 

る
。
宋
未
刊
の
麻
沙
本
で
あ
る
。
他
に
同
版
本
の
所
伝
を
見
な
い
。

附

音

傍

訓

句

解

論

語

ニ
卷
宋
李
公
凱
撰
〔南
宋
末
〕
刊
(〔建
 

安
〕
)

(
慶
應
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫
蔵
)

ニ
冊
。
艷
出
茶
褐
色
古
 

表

紙

(
一
九

X

ニ

ー

.
八缠

y

紅
色
題
簽
に

r

論
語
句
解
乾
(坤
)」
と
墨
書
、 

そ

の

下

に

「東
」

の
墨
印
が
捺
さ
る
。
包
背
装
。
天
地
や
や
裁
断
さ
れ
、

裏
打
修
補
が
加
え
ら
る
。
巻

首

r附
音
傍
訓
句
解
論
語
巻
上
/

雛
^

宜
春
 

李
公
飢
仲
容
\
{
|
ーー}
学
而
第
ー
凡
士
ハ
章
」
と
題
す
。
但
し
下
卷
は
次
行
の
 

題
署
が
な
い
。

左

右

双

辺

(
一
五
.
九

X

一〇
握
)
有
界
十
二
行
、
注
小
 

字
双
行
、
行
約
廿
二
字
内
外
。
経
文
に
は
句
点
、
行
間
に
小
字
を
以
て
語
 

意
の
傍
注
が
附
刻
さ
れ
、
注
文
末
に
音
義
を
附
し

V
該
当
字
は
陰
刻
を
以
 

て
標
記
さ
る
。
版
心
小
黒
ロ
双
黒
魚
尾
「
吾

上

(
下
)
(
丁
付
)
」
。
下
巻
 

上
象
鼻
に
間
々
字
数
が
刻
さ
れ
、
裏
葉
左
上
欄
外
に
耳
格
あ
り
、
篇
名
が
 

印
さ
る
。
欠
画
は
厳
格
で
は
な
く
、
た
だ
匡
恒
貞
桓
慎
の
字
に
欠
筆
が
見
 

ら
れ
、

慎
の
字
は
欠
か
ざ
る
も
あ
っ
て
一
定
し
な
い
。

表
紙
左
下
端
に
 

「
東
」

の
墨
印
、

後

副

葉

紙

に

「青
松
」

の
墨
署
名
、

巻

首

に

「
小
汀
文
 

庫
」
、
巻

尾

に

「
小
汀
蔵
書
」

の
朱
印
あ
り
。
「
東
」
は
明
経
博
士
清
原
家
 

の
蔵
印
、
青
松
は
室
町
末
の
明
経
博
士
清
原
国
賢
の
号
、
清

原

家

.
京
都
 

の
福
井
氏
崇
蘭
館
.
故
小
汀
利
得
氏
通
蔵
本
。

前
掲
本
を
さ
ら
に
小
型
に
せ
る
南
宋
末
建
安
刊
巾
箱
本
で
、
両
書
を
比
 

較
す
る
に
注
文
に
些
少
の
出
入
あ
る
が
大
同
小
異
の
同
類
で
、
本
書
の
方
 

が
や
や
簡
略
の
後
出
本
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
本
は
ほ
ぼ
全
巻
の
経
文
に
室
 

町
期
の
朱
筆
の
ヲ
コ
ト
点
(
紀
伝
点
)
返

点

送

仮

名

(
稀
に
別
筆
の
墨
筆
 

を
混
ゆ
)
声
点
が
詳
細
に
附
さ
れ
、
間
々
欄
外
に
朱
筆
の
校
字
が
書
入
さ
 

れ
、
我
が
国
へ
の
伝
来
の
古
き
を
思
わ
し
め
る
。
室
町
時
代
経
書
講
説
と
 

仮
名
抄
著
作
の
中
心
で
あ
っ
た
清
原
家
に
と
っ
て
か
か
る
俗
解
本
は
恰
好
 

の
参
考
書
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
ぅ
。

台
湾
の
国
立
中
央
図
書
館
に
は
本
版
の
覆
刻
た
る
元
刊
麻
沙
本
が
蔵
さ
 

れ
、
本
版
と
共
に
他
に
所
伝
を
聞
か
ざ
る
孤
本
で
あ
る
。

か
か
る
通
俗
書
 

は
読
み
捨
て
ら
れ
る
性
質
上
却
っ
て
そ
の
伝
存
は
稀
れ
で
あ
る
が
、
本
書



が
引
き
続
き
三
種
も
重
版
さ
れ
て
い
る
所
を
見
れ
ば
、
当
時
か
か
る
平
易
 

な
初
学
者
向
き
の
注
釈
書
の
麻
沙
本
が
盛
行
し
、
読
書
層
が
広
く
拡
張
さ
 

れ
つ
つ
あ
っ
た
出
版
盛
況
の
様
相
が
想
像
さ
れ
る
。

〔
四
書
集
成
〕

不

著

篑

輯

人

〔
元
〕
刊

(
〔
建
安
〕
)

論

語

は

首

に

r

論
語
/

g

二

朱

子

集

註

序

説

語

録

或

問

(
§

)
|

 

| 1_
」
ぁ
り
、

本

文

卷

首

「
論
語
卷
之
ー
/
0
諸
孺
集
成
之
書
(

| 1)
\
 

{樣
扫

1

行
)
朱

子

集

註

朱

子

集

義

朱

子

語

録

朱

子

或

問

\

南
軒
張
子
 

註
黄
氏
通
釈
蔡
氏
集
疏
趙
氏
裹
疏
学
而
第
一
」と題す。 

孟

子

は

首

に

「
孟
子
\
(
概
一
)
朱

子

集

註

序

説

g

g
)
l

(

_

)

ll
ll
j 

を
お
き
、
本

文

巻

首

「
孟
子
巻
第
一

\
(

第

二

.
三

行

論

語

に

同

じ

)

\

 

(
|
ー
ー
)
梁

惠

王

章

句

上

凡

セ

章

」

と

題

す

。

左

右

双

辺

(

ー

七

.
八

>
<
ー

ー

齷

)
 

有
界
十
行
、
行
十
八
字
。
集
註
は
低
一
格
中
字
有
界
の
双
行
、

こ
の
三
行
 

は
経
文
の
約
ニ
行
に
相
当
、
行
廿
字
。
疏
は
低
一
格
小
字
双
行
、
行
廿
ニ
 

字
。
声
点
を
附
刻
し
、
語

録

•
或

問

.
集

義

.
張

子

註

.
程

氏

•
通

釈

. 

集

疏

.
纂

疏

•
諸
氏
等
の
標
識
は
大
字
陰
刻
、
引
用
の
人
名
は
小
字
圏
で
 

囲
み
、
音
釈
の
標
字
は
圏
で
囲

ま

る

。

版
心
細
黒
ロ
双
黒
魚
尾
「語
幾
巻
 

(
孟
幾
フ
等
)
(
丁
付
)
〈
或
は
陰
刻
〉
」
。
裏
葉
左
上
欄
外
に
耳
格
あ
り
、 

篇
名
が
印
さ
る
。
匡
桓
等
の
字
に
間
々
欠
筆
が
あ
る
。

四
庫
未
収
。
本
版
は
完
本
を
儲
蔵
す
る
所
な
く
、
次
掲
本
の
外
に
は
、 

中
央
図
書
館
蔵
本
(
存
中
庸
、

首
尾
欠
、

静

盒

.
拙
著
著
録
)
.
北
京
図
 

書

館

蔵

本

(
存
論
語
、
瞿
目
瞿
影
に
宋
版
と
著
録
)
が
存
す
る
に
す
ぎ
な
 

い
。
巻
首
に
題
署
さ
れ
た
如
く
、
朱

子

集

義

.
朱

子

或

問

.
朱

子

語

録

. 

南

軒

張

氏

驻

(
癸
已
論
語
解
)
.
黄
氏
勉
斎
幹
著
通
釈
(
今
佚
亡
)
•
蔡
氏

覚

軒

模

著

集

疏

(
今
存
孟
子
)
•
趙
格
庵
順
孫
著
纂
疏
を
引
載
集
成
し
て
 

朱
注
の
羽
翼
と
な
し
た
も
の
で
あ
る
。
編
輯
者
を
題
し
て
い
な
い
が
、
瞿
 

目
は
本
書
を

宋

呉

真

子

撰

「
四
書
集
成
」
(
亡
佚
)
に
擬
定
し
、
四
書
大
 

全
の
藍
本
と
な
っ
た
倪
氏
輯
釈
は
皆
実
は
本
書
よ
り
出
て
、

「
此
本
殆
即
 

呉
氏
原
書
」
と
推
測
し
て
い
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
末
末
元
初
の
輯
で
あ
 

る
。
同
種
の
北
平
図
書
館
原
蔵
元
刊
本
(
存

論

語

.
孟
子
の
零
巻
、
拙
著
 

著
録
)
は
十
二
行
十
九
字
の
別
版
で
、
編
者
は
題
し
て
い
な
い
が
巻
首
に
 

は

「
四
書
集
成
論
語
(
孟
子
)
巻
之
幾
」
と
題
す
る
。

(
尊
経
閣
文
庫
蔵
)

存
論
語
ニ
〇
巻

ニ

ー

冊

。
胡
麻
塩
艷
出
緑
色
表
 

紙

(
ニ
ー
.
ニ

X

一
四
.五

犍)
。

首
冊
に
は
題
簽
剝
脱
の
痕
に
「
論
語
五
 

臣
疏
」
と
墨
書
。
包
背
装
。
裏
打
修
補
が
施
さ
る
。
首
の
朱
氏
序
説
欠
。 

所
々
破
損
の
葉
が
あ
り
、
巻

四

第
三
五
•
三
六
、
巻
五
第
二
三
.
ニ
四
、 

巻
一
九
第
二
四
葉
以
下
補
写
、
巻
ニ
〇
は
前
半
補
写
を
混
え
、
欠
丁
が
あ
 

る
。

「
金
沢
学
校
」

の
印
あ
り
。

経

文

•
朱
注
に
は
室
町
期
の
二
手
の
朱
 

句
点
返
点
送
仮
名
、
疏
に
は
朱
点
朱
引
が
附
さ
れ
、
眉
上
に
ま
た
間
々
押
 

紙
を
以
て
朱
墨
両
様
の
筆
を
以
て
正
義
や
諸
氏
注
を
引
き
、
或
は
玉
篇
等
 

に
よ
る
音
注
が
書
入
さ
る
。

(
内
閣
文
庫
蔵
)

存

孟

子

一

四

巻

七

冊

。
後
補
裏
打
厚
手
白
色
表
紙
 

(
一
一
三

X

一
三
•
七
粳
)
、
外

題

に

「
孟
子
集
成
幾
」
と
墨
書
。
裏
打
改
装
。 

「
昌
平
坂
\
学
問
所
」
「
文
化
甲
子
」
「
浅
草
文
庫
」

の
印
記
。
室
町
近
世
初
 

間
の
朱
点
朱
引
朱
圏
点
朱
声
点
、
墨
筆
の
返
点
送
仮
名
(
別
手
の
朱
筆
も
 

混
ゆ
)

の
附
さ
れ
る
こ
と
周
密
、
ま
た
江
戸
期
の
書
入
が
眉
上
に
少
し
存
 

す
る
。



四

書

通

ニ

六

卷

元

胡

炳

文

撰

〔
元
〕
刊

(
建
安
、
劉
氏
南
澗
 

書
堂
)

(
内
閣
文
庫
蔵
)

存
論
語
一
〇
卷

五

冊

。
森

志

(
「
論
語
集
註
」
と
誤
 

記
)
著
録
。
後

補

香

色

表

紙

(
ニ
六

X

一 
五
•七
握
)
。
書

外

題

「論
語
通
 

幾
之
幾
」
、
裏
打
改
装
本
。
首

に

「
論
語
朱
子
序
」
、
そ
の
末
葉
裏
に
「
建
安
 

劉
氏
南
\

澗
書
堂
重
刊
」
の
雙
行
篆
書
木
記
が
刻
さ
れ
、
次

に

「
論
語

\

朱
 

子
集
註
序
説
\

sffi九

一

後
学
胡
炳
文
通
」
(
尾

題

「
論
語
朱
子
序
説
」

y

「読
 

論
語
孟
子
法
\

ー|
九
ー
後
学
胡
炳
文
通
」
(
尾

題

「読
論
語
孟
子
法
」
、
裏
葉
 

を
欠
き
、

別
紙
を
補
配
)
を
列
す
。

本

文

巻

首

「
論
語
卷
之
ー

\
{
|

一一一) 

朱
子
集
註
/

ai
A)
後学胡炳文通

\
(

雛
一
一
)
学
而
第
一
」
と
題
す
。 

四

周

双

辺

(
ニ
〇

.五

X
ニ
ー
.
七
缠
)
有
界
十
一
行
、
行
十
九
字
、
朱
注
 

改
行
低
一
格
単
行
中
字
、
行
甘
字
、
通
小
字
双
行
。
注

末

に

陰

刻

の

「通
 

日
」
と
標
し
て
自
説
が
附
さ
る
。
版
心
小
黒
ロ
双
黒
魚
尾
「論
語
通
巻
幾
 

(
丁
付
)
」
。

毎
裏
丁
左
上
欄
外
に
耳
格
あ
り
、
篇
名
が
記
さ
る
。

卷
四
末
 

に
欠
丁
あ
り
。
経
文
に
間
々
朱
筆
を
以
て
句
点
、
所
々
朱
引
や
返
点
送
仮
 

名
が
附
さ
れ
て
い
る
。

r

吉
田

\

氏
蔵
」

( g
)、

表
紙

及

び

冊

尾

に

「
昌
平
 

坂

\

学
問
所
」
、

尾

に

「
文
化
丁
卯
」
等
の
印
。

吉
田
意
庵
旧
蔵
本
と
伝
 

え

る

。

本
書
の
完
本
に
は
、
瞿
氏
鉄
琴
銅
剣
楼
旧
蔵
北
京
図
書
館
現
蔵
の
元
天
 

暦
ニ
年
崇
化
余
志
安
勤
有
堂
刊
本
(
瞿

目

.
瞿
影
著
録
、
汲
古
閣
旧
蔵
) 

が
あ
る
。
そ
の
本
は
本
書
の
序
.
跋
等
か
ら
徵
し
て
も
、
本
書
の
第
一
次
 

刻
本
と
看
做
し
得
る
。
瞿
影
の
書
影
は
首
目
と
大
学
首
の
み
を
掲
げ
て
論
 

語
の
箇
所
が
な
い
の
で
断
定
は
で
き
ぬ
が
、
そ
れ
と
本
版
を
比
較
す
る
 

に
、
版
式
行
格
を
等
う
し
、
字
様
亦
酷
似
し
て
い
る
か
ら
、
恐
ら
く
そ
の

覆
刻
で
ぁ
ろ
ぅ
。

こ
の
本
と
同
版
本
の
伝
存
は
他
に
知
ら
れ
ず
、
本
帙
は
 

印
面
美
し
い
至
正
頃
の
重
刊
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
本
の
表
紙
の
右
下
端
に
 

「
四

書

通

七

(
1
十
一
)

\

孟
子
闕
」
と
墨
書
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
も
と
は
 

孟
子
を
欠
く
が
、
学
庸
は
存
し
た
と
見
え
る
。

四
書
章
図

纂

釈

大

学

.
大

学

或

問

.
中

庸

.
中
庸
或
問
各
一
 

巻

•
論
語
一
〇
巻

.
孟
子
一
四
卷
附
四
書
章
図
橥
括
総
要
三
卷
 

首

目

一

巻

元

程

復

心

撰

元

後

至

元

三

年

(
一
三
三
七
)
刊
 

(
建
安
、
呉
氏
徳
新
書
堂
)

首

に

「
四
書
章
図
総
目
」
、

至
大
の
江
浙
等
処
行
中
書
省
咨
、

皇
慶
ニ
 

年
七
月
の
礼
部
呈
及
び
中
書
省
省
礼
房
呈
、
趙
孟

頫咨
、
「
四
書
章
図
参
釈
 

朝
貴
題
贈
序
文
」
(
程

鉅

夫

•
趙
孟

頫等
八
名
の
序
)
、
大
徳
壬
寅
中
伏
新

安
程
復
心
序
の
自
序
、
「
四

書

章

図

纂

釈

凡

例

八

)
新
安
林
隠
程
復
心
子
見
 

経
進
」
を
冠
し
、

次

に

3

書
章
図
渠
括
総
要
卷
之
上
(
_
)
\
(
鮮
ハ
)
林
隠
 

程
復
心
子
見
経
進
」
三
卷
あ
り
。
本
文
は
、
大
学
は
首
に
「大
学
章
句
序
/
 

八
)
新
安
林
隠
程
復
心
子
見
経
進
」
(
以
下
庸
.
論

•
孟
の
序
の
体
式
之
に
同

じ
、
以
下
省
略
)
ぁ
り
、
本

文

巻

首

「大
学
句
問
章
図
纂
釈

\
{
概

セ
)
新
安
 

林
隠
程
復
心
子
見
経
進
」
(
以
下
庸
論
孟
の
第
二
行
の
題
署
此
と
同
じ
、
以
下
 

省
略
)
「
大
学
或
問
」
(
跨
行
)
と
題
す
。
中
庸
は
首
に
朱
序
ぁ
り
、
「
中
庸
 

句
問
章
図
纂
釈
」
「
中
庸
或
問
」
(
跨
行
)
と
題
す
。
論
語
は
首
に
朱
子
論
 

語
集
註
序
説
を
お
き
、
巻

首

「
論
語
集
註
章
図
纂
釈
卷
之
幾
」
と
題
し
、 

孟
子
は
首
に
孟
子
集
註
序
説
を
お
き
、
巻

首

「
孟
子
集
註
章
図
纂
釈
卷
之
 

幾
」
と
題
す
。
首
目
の
朝
貴
題
贈
序
文
後
の
裏
葉
に
「富
沙
碧
湾
呉
氏

\

 

徳
新
書
堂
印
行

J
の
双
辺
木
記
、
総
要
卷
上
の
末
及
び
大
学
章
句
尾
題
前



に

「
至
元
歳
次
丁
丑
\
菊
節
徳
新
堂
印
」

の
双
辺
木
記
が
あ
る
。
四
周
双
 

辺

(
ニ
ー

X
ニ

7
七
缠
)
有
界
十
三
行
、

行
廿
字
、

朱
注
は
低
一
格
単
 

行
中
字
行
廿
三
字
、
釈
は
低
一
格
小
字
双
行
、
行
廿
三
字
。
但
し
大
学
或
 

問
中
庸
或
問
は
有
界
八
行
、
注
低
一
格
小
字
双
行
、
行
十
七
字
。
版
心
粗
 

黒

ロ

双

黒

魚

尾

「大

学

図

(
大
学
問
、
中
句
、
中
庸
問
、
語
釈
幾
、
孟
釈
 

幾
等
)
(
丁
付
)
」
。

四
庫
未
収
。
復
心
字
は
子
見
、

婺源
の
人
。
朱
注
に
朱
子
文
集
•
語
録
 

及

び

黄

氏

.
輔
氏
等
諸
門
人
並
に
先
輩
の
説
を
隠
括
折
哀
し
、
章
を
分
ち
 

図
を
作
っ
て
、
要
旨
を
瞭
然
た
ら
し
め
、
総
要
三
巻
は
朱
氏
理
学
の
綱
要
 

を
図
解
説
明
し
た
も
の
で
あ
る
。
至
大
元
年
江
浙
儒
学
提
挙
司
が
本
書
を
 

行
省
に
呈
し
、
皇
慶
ニ
年
行
省
が
朝
に
貢
進
し
、
復
心
に
徽
州
路
儒
学
教
 

授
が
特
授
さ
れ
た
。
朱
注
の
テ
キ
ス
ト
は
宋
版
系
所
謂
定
稿
本
に
属
す
 

る
。
本
書
は
伝
存
頗
る
稀
少
で
あ
る
が
、
後
の
王
逢
編
「
四
書
通
義
大
成
」 

に
倪
氏
重
訂
輯
釈
等
と
共
に
合
輯
さ
れ
、
総
要
は
ニ
巻
に
改
編
し
て
附
刻
 

さ
れ
、

そ
の
大
成
が
四
庫
存
目
に
入
っ
て
い
る
。

「
国
立
北
平
図
書
館
善
 

本
書
目
」
は

「
四
書
章
図
橥
括
総
要
四
卷
元
程
復
心
撰
明
刻
本
」
を
著
録
、 

旧
京

135
136著
録
本
は
同
本
と
思
ゎ
れ
、
程

復

心

撰

「
中

庸

章

図

橥

括

総

 

要
」
と
題
す
る
が
、
本
版
の
総
要
と
は
内
容
が
異
る
。

(
内
閣
文
庫
蔵
)

一
二
冊
。
森
志
著
録
。
後
補
厚
手
白
色
表
紙
(
ニ
七
. 

一

X
一 
五
*
ニ
涯
)
、

裏
打
さ
れ
、
元
料
紙
縦
ニ
五
ニ
龌
。

首
の
四
書
章
 

図
総
目
を
欠
き
、
大
学
序
の
次
葉
と
省
咨
.
礼

部

呈

.
省
礼
房
呈
の
残
欠
 

が
総
要
卷
上
の
巻
末
に
誤
綴
さ
れ
、
凡
例
が
朝
貴
題
贈
序
文
の
前
に
あ
 

る
。

中
庸
の
序
の
首
葉
及
び
本
文
巻
首
の
葉
を
欠
く
。

「
昌
平
坂

\

学
間
 

所
」
「
文
化
丙
子
」
「
浅
草
文
庫
」

の
印
あ
り
。
経
文
に
は
室
町
期
の
朱
ヲ

コ
ト
点
墨
筆
の
返
点
送
仮
名
(
論
語
の
み
は
所
々
墨
筆
訓
点
)
が
書
入
さ

る
。(

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
)

存

四

書

章

図

橥

括

総

要

三

卷

首

目

ー

卷

三

 

冊
。

森
志
著
録
。

新
補
香

色

表

紙

(
ニ
五
.五

>
<
ー
七
*

喱
)
、
裏
打
改
 

装
本
。

r

皇
朝
経
進
」
と
上
に
横
書
し
、
「
新
安
子
見
程
先
生
編
述
/
文
公
 

四
書

\

章
図
纂
釈
建
安
呉
氏
徳
新
堂
印
行
」
な
る
封
面
が
今
扉
 

と
な
っ
て
残
っ
て
い
る
。
印
面
美
し
い
早
印
本
。
総
要
卷
中
第
二
五
.
ニ
 

六
葉
欠
丁
。
室
町
期
の
朱
点
朱
引
、
間
々
朱
筆
の
返
点
送
仮
名
圏
点
が
附
 

さ
れ
、

一
部
墨
睾
を
混
え
た
朱
筆
の
書
入
注
が
あ
り
、
左
の
朱
書
の
加
点
 

識
語
が
記
さ
れ
て
い
る
。

(
巻
上
末
尾
題
後
)
天
文
九
年
庚
子
秋
七
月
二
十
一
日
乾
三
叟
守

棱漫

加

朱

(
下

に

「
国

\

賢
」

の
朱
印
あ
り
)

(
巻
下
巻
末
)
天
文
九
年
庚
子
秋
七
月
二
十
二
日
乾
三
叟
守

棱漫
加
朱

(
花
押
)

巻
下
の
朱
識
後
の
前
に
あ
る
墨
署
が
朱
で
抹
消
さ
れ
て
い
る
が
、
辛
ぅ
 

じ

て

「大
博
士
清
原
朝
臣
良
雄
」
と
判
読
さ
れ
る
。
朱
識
語
は
巻
上
の
識
 

語
下
の
印
章
か
ら
「
図
書
寮
漢
籍
善
本
書
目
」
「
図
書
寮
典
籍
解
題
漢
籍
篇
」 

共
に
清
原
国
賢
の
も
の
と
し
て
い
る
が
、
国
賢
は
天
文
十
三
年
の
誕
生
で
 

あ
る
か
ら
、
あ
り
得
ぬ
こ
と
で
筆
跡
も
異
る
。
そ
れ
は
筆
蹟
か
ら
見
て
も
 

加
点
書
入
と
共
に
国
賢
の
祖
父
に
し
て
宣
賢
の
長
子
た
る
業
賢
(
後
良
雄
 

と
改
名
、
永
禄
九
$

)

の
筆
で
あ
る
。
各
巻
末
に
「
国
\
賢
」
、
卷

中

. 

下

首

に

「東
」
、
巻

首

に

「佐
伯
矣
毛
利

\

高
標
字
培
松
\
蔵
書
画
之
印
」 

の
印
あ
り
。

(
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
)

存
総
要
三
巻
.
大

学

.
中

庸

各

一

巻

ニ

冊

。



後
補
飽
出
暗
緑
色
表
紙
(
ニ
四
.
五

>
<
ー
五
握
)
、
裏
打
改
装
本
。
首
目
は
 

自

序

•
凡
例
の
み
で
他
は
欠
失
。
中
庸
序
首
一
葉
を
欠
き
、
中
庸
第
二
七
 

丁
は
補
写
。
総
要
を
上
冊
、
学
庸
を
下
冊
に
分
っ
。
第
一
冊
に
は
朱
点
朱
 

引
、
所
々
朱
返
点
送
仮
名
、
第
二
冊
は
経
文
.
朱
注
に
は
朱
点
朱
引
朱
ヲ
 

コ
ト
点
朱
返
点
送
仮
名
(
中
庸
は
ヲ
コ
ト
点
な
し
)
、

纂
釈
に
は
所
々
朱
 

点
訓
点
が
附
さ
れ
、
中

庸

尾

題

下

に

r応
永
二
十
歳
次
癸
已
夏
五
初
一
在
 

不
二
北
軒
下
点
文
明
七
季
乙
未
六
月
朔
重
写
点
畢
」

の
朱
筆
加
点
奥
書
 

が
あ
る
。
本

奥

書

の

「
不
二
」
は
東
福
寺
の
塔
頭
不
二
庵
な
る
ベ
く
、
そ
 

の
加
点
奥
書
者
は
不
二
庵
を
構
ぇ
た
新
注
講
釈
の
先
駆
た
る
不
二
道
人
岐
 

陽
方
秀
で
あ
ろ
ぅ
か
。

「
平
安
堀
氏

\
時
習
斎
蔵
」
「読
杜
\
艸
堂
」
「
天
 

下

\

無
雙
」
「
寺
田

\

盛
業
」
「
字
士
孤

\
号
望
南
」

の
諸
印
あ
り
。
裏
表
 

紙

見

返

に

r

惺
窩
先
生
門
人
/

堀
正
意
字
敬
夫
号
杏
庵
所
持
本
也
」
や
大
 

徳

壬

寅

.
応

永

二

十

.
文
明
七
の
年
紀
に
っ
き
弘
化
か
ら
溯
っ
た
年
数
が
 

記
さ
る
。四

書

輯

釈

大

成

大

学

.
大

学

或

問

.
中

庸

.
中
庸
或
問
各
一
 

巻

.
論
語
ニ
〇
巻

.
孟

子

一

四

巻

宋

朱

熹

集

注

元

倪

士

毅

 

輯

釈

元

至

正

ニ

年

(
一
三
四
ニ
)
刊

(
建
安
、
日
新
書
堂
) 

首
に
至
元
三
年
丁
丑
歳
春
三
月
八
日
己
酉
門
人
倪
子
毅
謹
識
の
「
四
書
 

輯
釈
大
成
凡
例
」
及

び

「
四
書
輯
釈
大
成
引
用
姓
氏
書
目
」
あ
り
。
大
学
 

は

首

に

「読
大
学
法
」
及

び

「大
学
朱
子
序
/
(
観
^

後
学
新
安
倪
士
毅
輯
 

釈
」
ぁ
り
、
本

文

卷

首

「大
学
サ
1

| |\
(
|
=
ー)
朱
子
章
句
\
(
紐
丸
)
後
学
 

新
安
倪
士
毅
輯
釈
」
、
巻

末

「大
学
章
句
畢
」
と
題
す
。

大
学
或
問
は
巻
首
 

「大

学

朱

子

或

問

(
次
行
低
七
格
題
署
大
学
序
に
同
じ
、
以
下
同
じ
)
」
と

題
す
。
中

庸

は

首

に

「中

庸

朱

子

序

(
次
行
題
署
前
に
同
じ
)
」
を
お
き
、 

本

文

巻

首

「
中
庸
」
(
第

二

.
三
行
同
前
)
、
末

「
中
庸
章
句
華
」
と
題
し
、 

中

庸

或

問

は

「
中
庸
朱
子
或
問
」
(
次
行
同
前
)
と
題
す
。

論
語
は
首
に
 

「
論
語
朱
子
集
註
序
説
」
及

び

「
読
論
語
孟
子
法

| |
| |」
を
お
き
、
本
文
卷
 

首

S

語
巻
之
 
一
\
(
_

ra朱
子
集
註
\
 (誠
セ
)
後

学

新

安

愧

S

輯
釈

\

 

a

j
学
而
第
一
」
(
第

二

.
三
行
巻
ニ
以
下
な
し
)
と
題
す
。
孟
子
は
首
 

に

「
孟
子

\
{
g

一一}
朱
子
集
註
序
説
」
を

お

き

、

本

文

巻

首

「
孟
子
巻
之
 

一
」
(
第

二

•
三
行
論
語
に
同
じ
)
と
題
す
。

首
の
凡
例
の
末
に
「
至
正
 

壬
午
夏
五

\

日
新
書
堂
刊
行
」

の
双
辺
木
記
が
あ
り
、
ま
た
中
庸
朱
子
或
 

問
の
尾
題
後
に
ニ
格
を
低
し
て
写
刻
の
自
跋
が
附
さ
る
。
四

周

双

辺

(
ニ
 

一
.
四

X
ー
三
*
ニ
喱
)
有
界
+

三
行
、
行
廿
ー
字
、
朱
注
低
ー
格
単
行
大
 

字
、
行
廿
三
字
、
疏
低
一
格
小
字
双
行
、
行
廿
三
字
。
版
心
小
黒
ロ
双
黒
 

魚

尾

「
大

学

(大
学
問
、
中
句
、

中
問
、

論
幾
、

語
幾
、

孟
幾
)
(
丁
 

付
)
」
。

四
庫
未
収
。
著
者
は
字
は
仲
弘
、
安
徽
省
休
寧
の
人
、
陳

櫟

(
字
は
定
 

宇
〕
に
学
び
、
祈
門
山
に
隠
居
し
講
学
教
授
に
専
念
し
、
学
者
道
川
先
生
 

と
称
す
。
凡

例

•
自
跋
に
よ
れ
ば
、
師
の
櫟
の
四
書
発
明
と
胡
炳
文
(
雲
 

峯
)

の
四
書
通
と
を
会
萃
し
て
宋
元
程
朱
派
先
儒
の
注
説
を
輯
め
、
至
元
 

三
年
に
稿
を
起
し
、
同
五
年
に
成
る
と
い
ぅ
。
宋
元
諸
儒
の
注
を
集
成
し
 

た
朱
注
末
疏
の
煩
雑
な
る
中
で
は
醇
多
く
し
て
庇
少
く
精
簡
な
り
と
の
評
 

を
受
け
、
四
書
大
全
が
本
書
を
藍
本
と
せ
る
こ
と
は
有
名
で
あ
る
。
大
全
 

盛
行
し
て
本
書
は
隠
れ
、
漢
土
に
於
て
は
殆
ど
伝
を
絶
つ
に
近
く
、
四
庫
 

は
、
士
毅
が
本
書
出
版
後
さ
ら
に
刊
削
を
加
え
た
と
い
ぅ
重
訂
四
書
輯
釈
 

を
朱
公
遷
約
旨
.
程
復
心
章
図
.
王
元
善
通
考
と
共
に
合
輯
せ
る
王
逢
編



四
書
輯
釈
通
義
大
成
を
存
目
に
著
録
し
て
い
る
。
し
か
し
同
本
は
四
庫
提
 

要
の
云
ぅ
如
く
書
賈
の
改
竄
に
か

Xり
、
士
毅
の
旧
に
は
遠
い
。
本
書
は
 

我
が
国
に
は
夙
に
伝
来
し
、
室
町
期
の
四
書
講
読
に
は
大
に
参
照
利
用
さ
 

れ
た
。
我
が
文
化
九
年
刊
官
版
は
本
版
の
精
善
な
る
覆
刻
で
あ
る
。

(
尊
経
閣
文
庫
蔵
)

欠
論
語
首
三
巻
、
孟
子
巻
一
ー
四
、
七
1

一
〇
 

一
二
冊
。
孟
子
巻
一
三
第
二
九
丁
を
欠
き
、
或
問
の
第
二
丁
と
論
語
巻
五
 

の
第
一
七
丁
は
補
写
。
「
尊
経
\
閣
章
」
「
石
川
県
勧
\
業
博
物
館

\

図
書
 

室
印
」
「
学
」

の
印
記
あ
り
。

学

庸

は

経

.
章
句
に
朱
点
朱
引
墨
返
点
送
 

仮
名
、
時
に
朱
筆
振
仮
名
が
附
さ
れ
、' 
大
学
或
問
は
後
半
よ
り
中
庸
或
問
 

と
共
に
加
点
な
く
、
論
語
は
所
々
朱
句
点
、
孟
子
は
朱
墨
両
様
の
返
点
送
 

仮
名
が
附
さ
れ
、
皆
室
町
末
の
加
点
で
あ
る
。

(
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
)

存

大
学
或
問
.
中

庸

或

問

各

一

巻

ニ

冊

。
後
 

補

白

茶

色

表

紙

(
ニ
四
•
四

X

一 
五
.六
醒
)
、

裏
打
改
装
本
。

蠹
蝕
が
甚
 

し
い
。
「
金
地
院
」
(
相
国
寺
の
塔
頭
)

の
印
あ
り
。

(
慶
應
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫
蔵
)

存

論

語

ニ

〇

巻

六

 

冊
。
新
補
白
群
青
色
表
紙
(
ニ
四
.
八

X

一 
五

.
四
極
)
。
「
尊
経
\
閣
章
」 

「
前
田
氏
\
尊
経
閣
\
図
書
記
」

の
印
章
あ
り
。

近
世
初
を
降
ら
ぬ
朱
点
 

朱
引
墨
返
点
送
仮
名
.
声
点
、

一
部
朱
ヲ
コ
ト
点
、
別
筆
の
墨
訓
点
が
経
 

文
に
附
さ
れ
、
注
文
に
は
朱
句
点
が
加
え
ら
る
。

(
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
)

存

孟

子

一

四

巻

七

冊

。
森
志
著
録
。
後
補
香
 

色

表

紙

(
ニ
五
.
ニ
>
<
ー
五
.
八
鲤
)
、

天
地
少
し
く
裁
断
さ
れ
た
裏
打
改
 

装
本
。

「
昌
平
坂
\
学
問
所
」
「
享
和
壬
戌
」
「
浅
草
文
庫
」
等
の
印
記
あ
 

り
。
巻
末
巻
十
四
尾
題
後
に
「
応
永
九
年
春
三
月
七
日
於
南
昌
梅
隠
北
窓
 

下
点
之
了

\

雖
不
□
於
博
識
助
亦
可
資
於
童
蒙
諒
無
誚
焉
」
な
る
朱
書
加

点
奥
書
が
記
さ
れ
、
朱
点
朱
引
朱
筆
の
返
点
送
仮
名
豎
点
(
注
は
所
々
) 

が
詳
細
に
附
さ
れ
、
欄
外
行
間
に
朱
筆
書
入
が
あ
り
、
ま
た
室
町
期
の
墨
 

別
筆
で
纂
疏
、
輔
氏
日
、
正
義
日
、
句
解
日
等
の
抄
録
や
訓
義
等
の
書
入
 

が
な
さ
れ
て
い
る
。

本
版
は
他
に
北
京
大
学
図
書
館
に
李
木
斎
旧
蔵
論
語
巻
一
一
ー
一
四
の
 

零
巻
が
蔵
さ
る
と
云
ぅ
。

楽
 

類

楽
書
ニ
〇
〇
巻
首
目
ニ
卷
宋
陳
暘
撰
〔宋
慶
元
六
年
(
一 

ニ
〇
〇
)
序
〕
刊
元
至
正

七

年

(
一
三
四
七
)
(
福
州
路
儒
学
) 

〔明
〕
遁
修

首
に
慶
元
庚
申
楊
万
里
序
の
「
三
山
陳
山
先
生
楽
書
序
」
、
陳
暘
上
進
の
 

「
進
楽
書
表
」
及

び

「
楽
書
序
」
、
建
中
靖
国
元
年
尚
書
礼
部
牒
文
、
吏
部
 

奏
割
子
及
び
准
行
詔
旨
、

次

に

「
楽
書
目
録
」
(
目
録
題
の
次
行
低
五
格
 

r

迪
功
郎
建
昌
軍
南
豊
県
主
簿
林
宇
冲
校
勘
」
と
題
暑
)
あ
り
。
巻
末
に
慶
 

元
己
未
重
陽
三
山
陳
岐
謹
跋
及
び
門
生
迪
功
郎
建
昌
軍
主
簿
林
宇
冲
謹
書
 

の
ニ
跋
を
附
す
。
ま
た
至
正
丁
亥
秋
七
月
辛
丑
福
州
路
儒
学
教
授
郡
人
林
 

光

大

謹

序

の

「
礼
楽
書
後
序
」
を
有
す
る
本
も
あ
る
。
本

文

巻

首

「
楽
書
 

巻
第
一
」
、

次

行

低

ニ

格

「
礼
記
訓
義
」
と
題
し
、

毎
卷
大
題
後
子
目
を
 

列
し
て
本
文
に
接
続
す
る
。
左

右

双

辺

(
ー
ニ
*
>
<
ー
五
.
八
缠
内
外
不
 

定
)
有
界
十
三
行
、
行
廿
一
字
、
注
小
字
双
行
。
版
心
白
ロ
双
黒
魚
尾
、 

「
楽

幾

(
巻
幾
、

楽
書
幾
フ
)
(
丁
付
)
」
。

上
象
鼻
に
間
々
大
小
字
数
、 

下
象
鼻
に
刻
エ
名
が
あ
る
葉
も
あ
る
が
、
な
い
方
が
多
く
、
明
修
に
は
線
 

黒
ロ
或
は
粗
黒
ロ
を
混
え
る
。
刻
エ
名
は
伯
、

志
、

士
、

文
定
、

文
、



定
、
智
輝
、
玉

Y君
玉
、
君
輔
、
子
長
、
孟
寿
、
孟
、
仁
瑞
、
張
広
祖
、 

天
、
大

、

用

(
以
上
皆
元
修
)
。

巻
一
四
ニ
第
三
丁
の
弓
思
四
は
明
修
の
 

刻
エ
で
あ
ろ
ぅ
。
修
補
の
箇
所
に
も
覆
刻
の
関
係
で
光
宗
の
敦
の
字
ま
で
 

間
々
欠
筆
が
存
す
る
。

本
書
は
兄
の
陳
祥
道
撰
「
礼
書
」
と
共
に
、
宋
の
慶
元
年
間
陳
岐
が

盱 

江

(
江
西
省
建
昌
)
に
守
た
り
し
時
、
門
人
林
宇
沖
に
校
勘
せ
し
め
て
上
 

梓
さ
れ
た
。
そ
れ
を
元
に
至
っ
て
「
礼
書
」
と
共
に
趙
宗
吉
が
至
正
七
年
 

福
州
路
儒
学
に
命
じ
て
重
刻
せ
し
め
た
も
の
で
、
厳
密
に
は
前
の
末
の
板
 

木
を
使
用
し
た
修
補
で
あ
る
が
、
現
存
本
に
は
宋
原
刻
の
葉
は
殆
ど
無
い
 

と
言
っ
て
よ
い
程
僅
少
で
あ
る
か
ら
、
実
質
は
至
正
七
年
刊
と
言
っ
て
よ
 

い
。
北
平
図
書
館
原
蔵
存
三
十
一
巻
の
残
本
(
拙
著
著
録
)

の
み
は
後
修
 

の
入
ら
な
い
宋
刻
で
、
刻
エ
名
か
ら
察
し
て
も
、
序
跋
に
云
ぅ
如
く
、
慶
 

元
年
間
の
刊
と
認
め
ら
れ
る
。
板
木
は
明
代
南
監
に
移
さ
れ
、
明
南
雍
経
 

籍

考

に

「
楽
書
二
百
卷
顺

+S
® -千
」
と
録
さ
れ
て
い
る
。
現
存
本
は
殆
ど
明
 

修
本
で
あ
る
。
元
修
の
刻
エ
君
玉
は
宋
刊
国
朝
諸
臣
奏
議
の
大
徳
四
年
 

修
、
宋
福
唐
郡
刊
前
後
漢
書
の
大
徳
修
、
南
宋
前
期
刊
史
記
集
解
の
元
修
、 

大
徳
間
信
州
路
儒
学
刊
北
史
、
至
大
間
福
州
路
刊
通
志
、
皇
慶
元
年
序
刊
 

佩
韋
斎
文
集
、
後
至
元
六
年
湖
南
刊
唐
丞
相
陸
宣
公
奏
議
纂
註
(
陳
君
玉
) 

に
、
君
辅
は
宋
福
唐
郡
刊
後
漢
書
の
大
徳
修
、
張
広
祖
は
泰
定
元
年
西
湖
 

書
院
刊
文
献
通
考
、
所
謂
眉
山
七
史
の
元
修
に
従
事
し
て
い
る
。

(
陽
明
文
庫
蔵
)

附

元

刊

楽

書

正

誤

一

巻

四

五

冊

。
後
補
淡
緑
色
地
 

空
押
花
卉
鼎
剣
等
文
様
蠟
牋
表
紙
(
ニ
五
.
一一 >
<
ー
八
.
四
缠
)
、
外

題

「陳
 

氏
楽
書
」
(
豫
楽
院
筆
)
。
陳

岐

•
林
宇
冲
両
跋
が
首
の
目
録
の
前
に
あ
り
。 

巻
末
後
序
な
し
。
巻
中
間
々
破
損
、
巻
一
三
四
—

一
三
七
補
写
、
ま
た
他

に
も
所
々
補
写
の
葉
あ
り
。

(
尊
経
閣
文
庫
蔵
)

欠

卷

五

ニ

一

二

冊

。
後
補
白
色
表
紙
(
ニ
五
.

一一  

X

1
七
.五
龌
)
、

ー
部
裏
打
。
首
目
は
楊
万
里
序
.
進
楽
書
表
並
に
目
録
 

(
後
半
欠
)
あ
る
の
み
で
、
他
は
欠
。
巻

中

破

損

.
落
丁
が
頗
る
多
い
。

(
内
閣
文
庫
蔵
)

一
八
冊
。
森
志
著
録
。
後

補

香

色

震

(
ニ
七
.
八

X

 

一
七
.
八
缠
)
。
巻
末
跋
欠
。

少
し
く
欠
丁
や
補
写
が
あ
る
。

「
林
氏
伝
家
 

図
書
」
「
昌
平
坂

\

学
間
所
」
「
浅
草
文
庫
」
等
の
印
章
あ
り
。

(
内
閣
文
庫
蔵
)

一
二
冊
。
後
補
淡
海
老
茶
色
亀
甲
繫
ぎ
文
様
表
紙
 

(
ニ
七
.
三
>
<
ー
八
.
ーー_
)
。
首
の
牒
文

劄子
詔
旨
、
卷

末

の

陳

岐

.
林
宇
 

沖
の
両
跋
を
欠
き
、
礼
楽
書
後
序
(
末
葉
欠
)
あ
り
。
卷
中
欠
葉
が
あ
る
。

(
静
嘉
堂
文
庫
蔵
)

一
四
冊
。
睦
志
著
録
。
新
補
茶
表
紙
(
三
〇

.
四

X 

一

九

.
七
Is)
、

一
部
裏
打
修
補
さ
る
。
巻
末
の
林
光
大
の
後
序
は
補
写
。 

巻
中
少
し
く
補
写
あ
り
。

「
建
安
楊
氏
\
家
蔵
書
」
等
の
印
記
あ
9
、

陸
 

志

に

「
蓋
明
正
統
中
大
学
士
楊
栄
蔵
書
也
」
と
。

(
国
立
国
会
図
書
館
蔵
)

四
八
冊
。

後

補

茶

表

紙

(
ニ
七

X

一

八

.
七

 

醒
}
、
襯
紙
を
挾
め
る
改
装
本
。

巻
末
の
跋
後
序
な
し
。

所
々
少
し
く
欠
 

丁
あ
り
、
卷
ニ
首
の
卷
末
欠
丁
。

「
明
倫
堂
図
書
」
{怒
等
の
蔵
印
あ
り
。 

尾
張
藩
校
明
倫
館
旧
蔵
か
。

(
天
理
図
書
館
蔵
)

ニ
四
冊
。

傅
目
著
録
。

後

補

香

色

表

紙

(
ニ
四
. 

八
X

一

八
極
)
襯
紙
を
挾
め
る
改
装
本
。
巻
末
両
跋
は
な
い
が
、
後
序
あ
 

り
。
首
目
及
び
首
三
卷
補
写
、
他
に
卷
中
往
々
補
写
を
混
え
、
所
々
破
損
 

の
葉
が
あ
る
。
「
澹
\
生
堂
」
菇

)
「
小
瑯
嫘
清
秘
\
張
氏
収
蔵
」
「
張
印

\

 

蓉
鏡
」
(趙

「
芙

\

川
」
「
挑
氏
/

畹真
」
「
雙
鑑
楼

J

「
況

叔

\

金

石

\

文

 

字
」

の
蔵
印
、
明
祁

承

爍

.
清
張
蓉
鏡
夫
妻
.
張

金

吾

.
傅
増
湘
旧
蔵
。



同
版
本
は
上
記
の
北
平
図
書
館
原
蔵
宋
原
刻
零
本
の
外
に
中
央
図
書
 

館

.
北

平

図

書

館

(
存

八

四

卷

旧

京

141—

144著

録

、

存

六

六

卷

旧

京

139
140 

著

録

、

以

上

拙

著

著

録

。

存

五

五

卷

及

び

完

本

旧

京

145—

147著

録

の

ニ

部

 

は

台

湾

に

移

管

さ

れ

ず

)
.
北

京

図

書

館

(
二
部
)
.
南

京

図

書

館

(
丁
 

志

•
盗
影
著
録
)
.
北
京
大
学
図
書
館
蔵
本
や
張
志
.
瞿

目

.
適

志

.
劉
 

影

.
楊

録

.
莫
編
著
録
本
が
あ
る
。

楽

書

正

誤

一
巻
宋
楼
鑰
撰
〔元〕刊 

(
陽
明
文
庫
蔵
)

一
冊
。
前
掲
の
陽
明
文
庫
蔵
「
楽
書
」
に
附
さ
る
。 

首

に

「
楽
書
目
録
正
誤
」
あ
り
。
巻
末
に
嘉
泰
ニ
季
季
夏
中
擀
四
明
楼
鑰
 

書
の
自
跋
及
び
十
月
既
望
奉
議
郎
知
南
豊
県
陳

芾謹
書
の
刊
書
跋
が
附
さ
 

る
。

本

文

巻

首

「
楽
書
正
誤
」
(
跨
行
)
と
題
す
。

四

周

単

辺

(
間
々
左
 

右
双
辺
を
混
ゅ
、

ニ
ニ
>
0
五
.九
缠
)
有
界
八
行
、

行
の
字
数
不
等
、 

六
段
の
表
に
作
る
。
版
心
白
ロ
、
魚
尾
な
く
、
「
楽

書

正

誤

(
丁
付
)
」
、 

版
心
上
端
に
間
々
大
小
字
数
、
下
端
に
、

呉
睡
、

吾
六
、

蔡
彥
挙
、

周
 

受
、
張
名
遠
、
熊
汝
敬
、
羅
恕
、
劉
子
和
、
劉
景
舟
、
劉
子
□

の
刻

H

名
 

が
あ
る
。

本
書
は
跋
に
よ
れ
ば
、
陳
岐
が
慶
元
年
間
建
昌
で
楽
書
を
校
刊
し
た
 

が
、
そ
の
校
定
の
不
備
を
楼
鑰
が
正
し
て
お
い
た
の
を
、
陳
暘
の
子
陳

芾 

が
建
昌
府
南
豊
県
の
知
と
な
っ
た
機
会
に
之
を
寄
せ
、
建
昌
で
刊
行
し
て
 

欠

を

つ

た

も

の

で

あ

る

。
従
来
本
版
を
巻
末
跋
に
よ
っ
て
宋
嘉
泰
年
間
 

刊
本
と
す
る
。
し
か
し
こ
の
本
の
雕
法
は
明
か
に
元
で
、
本
版
の
刻
ェ
の
 

周

受

.
羅

恕

•
蔡

彥

挙

.
張
名
遠
は
元
泰
定
元
年
西
湖
書
院
刊
後
至
元
五
 

年
修
文
献
通
考
、
張

名

遠

•
熊
汝
敬
は
元
末
明
初
刊
古
史
、
張

名

遠

.
劉

子
和
は
元
末
明
初
刊
西
山
先
生
真
文
忠
公
文
章
正
宗
、
そ
の
ほ
か
張
名
遠
 

は
ま
た
元
末
明
初
刊
の
唐
文
粋
.
慈
溪
黄
氏
日
抄
分
類
.
古
今
紀
要
、
熊
 

汝
敬
は
元
大
徳
信
州
路
儒
学
刊
北
史
、
羅
恕
が
宋
刊
皇
朝
文
鑑
の
元
修
、

劉

子

和

•
周

受

.
張

名

遠

.
呉

睡

.
羅

恕

.
蔡
彥
挙
が
所
謂
眉
山
七
史
の
 

元
修
に
そ
の
名
が
見
え
る
。
従
っ
て
本
版
は
元
刻
た
る
こ
と
疑
い
な
く
、

宋
嘉
泰
刊
本
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。
本
版
に
構
字
等
に
欠
筆
が
見
ら
れ
 

る
の
は
、
宋
刊
本
の
覆
刻
か
、
或
は
忠
実
に
襲
依
し
た
か
ら
で
あ
ろ
ぅ
。 

こ
の
元
槧
本
も
他
に
中
央
図
書
館
蔵
本
(
拙
著
著
録
)
が
知
ら
れ
る
に
す
 

ぎ
な
い
。

小学類

爾

雅

疏

一
〇
卷
宋

邢員
奉

«]撰

〔南
宋
前
期
3
刊

〔宋

.

元

•
明
初
〕
遁
修

(
静
嘉
堂
文
庫
蔵
)

五
冊
。
重
文
。
陸
志
著
録
。
新
補
金
砂
子
散
し
藍
 

色

絹

表

紙

(
ニ
九
.
四

X
一
六
.
八
喱
)
、

包
背
装
、

襯
紙
を
挾
め
る
改
装
 

本
、
元
料
紙
縦
ニ
七
.
三
握
。
首

に

r

爾
雅
疏
敍
\
(
應

ぞ

籍

)
翰
林
侍
講
 

学
士
朝
請
大
夫
守
国
子
祭
酒
上
柱
国
賜
紫
金
魚
袋
臣

邢
麂等
奉
\

勑校
 

定
」
を
お
き
、
末
後
本
文
に
直
に
接
続
す
る
。
本
文
巻
首
.
「
爾
雅
疏
卷
第
 

一

\

爾
雅
序
」
と
題
し
、
卷

ニ

以

下

は

「
爾
雅
疏
卷
1

」
と
題
し
、
第
 

ニ

.
三
行
に
ニ
格
を
低
し
て
叙
題
と
同
じ

邢*
:
の
銜
名
が
署
さ
る
。
左
右
 

双

辺
(一
一

〇

.五

>
<
ー
四
-
四
粳
)
有
界
十
五
行
、
行
卅
字
內
外
。
経

文

. 

注

文

(
起
至
を
標
記
)
.
疏

文

(
釈
日
)
は

そ

れ

ぐ

一

格

を

空

け

て

列

 

記
さ
る
。

版
心
白
ロ
単
黒
魚
尾
「
雅

疏

幾

(
丁
付
)
」
。

原
刻
の
葉
は
極
 

め
て
少
く
、
且
つ
漫
德
甚
し
く
版
心
に
刻

H

が
あ
っ
た
か
否
か
明
か
で
な



い
。
宋

.
元
修
は
上
象
鼻
に
大
小
字
数
、
下
象
鼻
に
刻
エ
名
の
あ
る
こ
と
 

が
多
い
。
修
を
含
め
宋
刻
の
箇
所
は
玄
眩
弦
鉉
舷
炫
敬
警
驚
弘
殷
慇
匡
胤
 

恒
楨
徴
の
字
に
間
々
欠
筆
が
見
ら
れ
、
慎
は
殆
ど
欠
画
し
な
い
が
、
宋
修
 

の
版
に
僅
に
欠
筆
を
し
て
い
る
所
も
あ
る
。
修
補
は
宋
元
と
も
一
度
な
ら
 

ず
、
幾
次
に
も
施
さ
れ
た
ら
し
く
、
概
ね
原
刻
の
ほ
ぼ
覆
刻
で
あ
る
が
、 

字
様
は
特
に
元
修
に
は
優
劣
の
差
が
あ
り
、
宋
修
ニ
兀
修
の
識
別
が
つ
き
 

難
く
、
最
も
新
し
い
修
は
元
末
か
恐
ら
く
は
明
初
に
降
る
と
思
わ
れ
る
所
 

が
僅
か
な
が
ら
混
っ
て
い
る
。

こ
の
本
は
元
の
致
和
.
至
順
中
の
公
牘
紙
 

の
背
面
を
使
っ
て
刷
ら
れ
、
往
々
蒙
古
官
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
刻
 

エ

名

は

(
宋
修
)
王
恭
、
王
渙
、
呉
祐
、
施
昌
、
寿
□
、
章
忠
、
徐
栄
、 

張
斌
、
張
堅
、
張
明
、
陳
浩
、
沈
文
、
鄭
春
、
范
堅
、
方
中
呉
、
楊
昌
、 

李
仲
、
劉
廷
、
蔡
、
(
元
修
)
王
正
、
士
中
、
士
元
、

謝
成
、

徐
友
山
、 

孫
開
一
、
孫
、
陳
邦
卿
、
陶
葡
、
俞
声
、

李
祥
、

李
宝
、

李
庚
、

金
、 

杞
、
勺
、
鄭
、
朱
。
但

し

李

仲

.
張

明

.
范

堅

.
徐
栄
の
如
き
は
宋
修
か
 

元
修
か
の
判
定
が
困
難
で
、

事
実
元
に
も
こ
の
刻
エ
が
い
る
。

「
何
氏
/
 

蔵
書
」
§

「

崆
峒\
化
城
」
§

「
鹪
安
\
校
勘
/
秘
籍
」
「
豁
柴
/
襄
」 

「
溪
/
柴
」
「
嘉
興
新
豊
郷
人
/
唐
翰
題
収
蔵
印
」
「
海
翁
/
裏
/

陸
 

心
源
半
身
像
の
蔵
印
が
鈐
さ
れ
、
首
冊
副
紙
に
左
の
海
翁
の
手
識
が
記
さ
 

る
。爾

雅
疏
一
冊
乃
的
真
宋
板
元
致
和
元
年
冊
紙
所
印

\

也
考
致
和
為
元
文
 

宗
年
号
当
時
去
宋
未
遠
其
錯

鎩猶
有
存
者
可
喜
也
封
面
為
宋
白
麻
帯
/
 

此
亦
希
世
之
物
較
宋
板
書
更
不
可
得
/
海
翁

g

 
(
「
海
/
翁
」
)

本
書
に
つ
い
て
玉
海
の
引
文
に
よ
れ
ば
、

「
至
道
ニ
年
判
監
李
至
請
命
 

李
沆
杜
鎬
等
校
定
周
礼
儀
礼
公
羊
穀
梁
伝
及
別
纂
孝
経
論
語
爾
雅
正
義
従

之
咸
平
三
年
三
月
癸
已
命
祭
酒

邢呙
代
領
其
事

1

® ¢爾
雅
取
孫
炎
高
璉
疏
 

約
而
修
之
®

四
年
九
月
丁
亥
以
献

®

十
月
九
日
命
杭
州
刻
板
」
、

ま
 

た
麟
台
故
事
に
「
至
景
徳
ニ
年
九
月
又
命
侍
講
学
士

邢鬲
両
制
詳
定
尚
書
 

論
語
孝
経
爾
雅
錯
誤
文
字
以
杜
鎬
孫

奭被
詔
詳
校
疏
其
謬
誤
故
也
」
と
あ
 

る
。
本
書
は
初
め
北
宋
真
宗
の
咸
平
四
年
上
進
、
杭
州
で
刊
刻
さ
れ
、
景
 

徳
ニ
年
に
そ
の
文
字
の
謬
誤
が
改
校
さ
れ
た
。
此
が
即
ち
北
宋
国
子
監
本
 

で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
監
本
は
残
念
な
が
ら
伝
存
し
て
い
な
い
。
本
版
は
 

単
疏
本
の
旧
式
を
踏
襲
し
、
従
来
北
宋
監
本
或
は
北
宋
刊
本
と
伝
え
ら
れ
 

た
が
、
現
存
単
疏
本
と
そ
の
字
様
版
式
を
同
じ
ぅ
し
て
い
る
か
ら
、
紹
興
 

の
経
史
刊
刻
の
詔
に
応
じ
て
紹
興
府
等
が
上
梓
せ
る
杭
州
地
区
の
公
使
庫
 

版
で
あ
る
。
現
伝
存
本
は
原
刻
の
葉
が
僅
少
な
の
で
欠
筆
.
刻
エ
等
か
ら
 

そ
の
刊
年
を
正
確
に
推
定
し
難
い
憾
み
が
あ
る
が
、
他
の
現
存
単
疏
本
と
 

同
じ
く
紹
興
.
乾
道
初
間
の
刊
刻
に
か
か
る
と
思
わ
れ
る
。
宋
刻
の
大
部
 

分
を
占
め
る
宋
修
の
刻
エ
が
関
与
せ
る
他
の
宋
版
本
は
次
の
通
り
で
あ
 

る
。

淳
熙
慶
元
間
刊
南
軒
先
生
文
集
(
鄭
春
)
、

寧
宗
朝
刊
増
修
互
註
礼
 

部

韻

略

(
王
恭
、
陳
浩
、
李
仲
、
張
明
、
徐
栄
、

呉
祐
)
、

同

古

史

(
王
 

恭
、
陳
浩
、
李
仲
、
章
忠
、
吳
祐
、

王
渙
、

鄭
春
)
、
同
晦
蕃
先
生
文
集
 

(
王
恭
、
王
淀
、
章
忠
、
呉
祐
)
、
同

玉

篇

.
広

韻

(
王
恭
)
、
同
武
経
七
書
 

(
王
恭
、
施
昌
)
、

同
越
刊
孟
子
註
疏
解
経
(
楊
昌
)
、

嘉
泰
四
年
刊
聖
朝
 

文

翰

(
楊
昌
)
、
嘉
泰
四
年
刊
皇
朝
文
鑑
(張
明
)
、
鄂
州
鵠
山
書
院
刊
資
 

治

通

鑑

(
王
渙
)
、

紹
興
淳
熙
間
の
刊
に
な
り
国
子
監
に
板
木
を
移
し
て
 

補
刻
を
加
え
た
と
伝
え
る
次
の
諸
本
の
寧
宗
頃
の
修
、
即
ち
越
刊
周
礼
疏
 

(
王
恭
、
陳
浩
、
方
中
呉
、
李
仲
、
范
堅
、
呉
祐
、
徐
栄
、
鄭
春
)
、
同
尚
 

書

正

義

(
張
堅
、
王
恭
、
陳
浩
、
方
中
呉
、

李
仲
、

張
明
、

范
堅
、

呉



祐
、
沈
文
、
長
斌
、
鄭
春
)
、
同

礼

記

正

義

(
王
恭
、
楊
昌
、

范
堅
、

徐
 

栄
、
王
渙
)
、
両
淮
江
東
転
運
司
刊
漢
書
(
王
恭
、
陳
浩
、
章
忠
、
呉
祐
、 

王
渙
、
鄭
春
)
、
同

後

漢

書

(
楊
昌
、
章
忠
、
王
渙
、
鄭
春
)
、
通

典

(張
 

明
、
張
堅
)
、
所

謂

眉

山

七

史

(
張
堅
、
王
恭
、
楊
昌
、

陳
浩
、

章
忠
、 

李
仲
、
張
明
、
呉
祐
、
沈
文
、
徐
栄
、
王
渙
、
張
斌
、

鄭
春
)
、

赣
州
刊
 

文

選

(
王
恭
、
劉
廷
、
李
仲
、
張
明
、
呉
祐
、
施
昌
、
鄭
春
)
、
国

語

(
陳
 

浩
、
張
明
)
、
説

文

解

字

(
陳
浩
、
呉
祐
)
、

劉

賓

客

文

集

(
張
明
)
、

劉
 

夢

得

文

集

(
施
昌
)
、
資

治

通

鑑

目

録

(
張
明
、
范
堅
、
徐
栄
)
、
春
秋
経
 

伝

集

解

(
王
恭
)
、

撫
州
公
使
庫
刊
紹
熙
四
年
修
礼
記
.
春
秋
経
伝
集
解
 

(陳
浩
)
。
陳
浩
は
紹
興
初
刊
史
記
集
解
.
思
溪
版
蔵
経
、
紹
興
刊
外
台
秘
 

要
方
、
楊
昌
は
孝
宗
朝
刊
論
衝
.
聖
宋
文
選
合
集
に
も
見
え
る
か
ら
、

こ
 

の
両
名
は
そ
れ
ぐ
年
代
上
紹
興
頃
と
南
宋
中
期
と
に
同
名
異
人
が
存
在
 

し
た
疑
い
が
あ
る
。
と
も
角
以
上
の
如
く
本
版
の
宋
修
の
刻
エ
は
皆
主
に
 

寧
宗
朝
嘉
定
前
後
か
ら
理
宗
朝
初
間
の
杭
州
地
区
の
刻

H

で
あ
る
。
恐
ら
 

く
本
版
の
板
木
は
杭
州
の
国
子
監
に
他
の
公
使
庫
版
と
共
に
移
さ
れ
、
補
 

刻
が
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
ぅ
。

「
西
湖
書
院
重
整
書
目
」
著

録

の

r

爾
雅
注
疏
」
は
本
版
を
指
す
ら
し
 

く
、
本
版
の
板
木
が
元
代
に
他
の
宋
公
使
庫
版
本
と
共
に
西
湖
書
院
に
移
 

さ
れ
て
補
修
が
加
え
ら
れ
た
こ
と
は
そ
の
刻
エ
名
が
次
の
如
く
傍
証
し
て
 

い
る
。
刻
エ
を
共
通
す
る
宋
版
元
修
本
は
、
越

刊

周

礼

疏

(
徐
友
山
、
孫
 

開
一
、
李
宝
、
陳
邦
卿
、
李
祥
、
王
正
)
、

同

礼

記

正

義

(
徐
友
山
、

孫
 

開
一
、
陳
邦
卿
)
、
同
論
語
註
疏
解
経
(
徐
友
山
、
李
宝
)
、
同
孟
子
註
疏
 

解

経

(孫
開
一
)
、
両
淮
江
東
転
運
司
刊
三
史
(
陳
邦
卿
、

徐
友
山
、

士
 

中
、
王
正
、
李
祥
)
、
所

謂

眉

山

七

史

(
士
中
、
士
元
、

徐
友
山
、

孫
開

一
、
李
宝
、
陳
邦
卿
、
王
正
)
、
説

文

解

字

(
李
宝
、
李
祥
)
、
春
秋
経
伝
 

集

解

(
士
元
、
陶

耑)
、
皇

朝

文

鑑

(
徐
友
山
、
陳
邦
卿
、
王
正
)
、
増
修
 

互
註
礼
部
韻
略
(
徐
友
山
)
、
国

語

(
李
祥
)
、
史

記

集

解

.
鄂
州
刊
資
治
 

通

鑑

(
陳
邦
卿
)
、
赣
州
刊
文
選
.
通

典

(
李
宝
)
。
此
等
は
殆
ど
西
湖
書
 

院
で
補
刻
を
行
っ
た
宋
刊
本
で
あ
る
。

他
に
士
中
が
大
徳
刊
九
路
本
晋
 

書

.
隋
書
、
士
元
が
致
堂
読
史
管
見
.
至
正
廿
三
年
西
湖
書
院
刊
鄂
国
金
 

佗
粋
編
、
謝
成
が
両
漢
詔
令
、
王
正
が
泰
定
元
年
刊
文
献
通
考
の
刻

H

名
 

中
に
見
え
る
。
本
版
の
板
木
は
明
代
に
は
さ
ら
に
南
監
に
移
さ
れ
、
明
南
 

雍

経

籍

考

に

「
爾
雅
註
疏
十
巻

g

s-
t

l

i」
と
録
さ
れ
て
い
る
。

明
文

淵

閣

•
陳

錬

.
汪

士

鐘

.
蔣

汝

藻

.
涵
芬
楼
遁
蔵
北
京
図
書
館
現
 

蔵

本

(
蔣

志

.
涵
録
著
録
)
は
同
版
で
、
洪
武
ニ
年
の
公
牘
紙
に
刷
ら
れ
、 

こ
の
本
よ
り
は
降
っ
た
刷
り
、
続
古
逸
叢
書
.
四
部
叢
刊
中
に
影
印
さ
れ
 

た
。
阮
元
が
校
勘
に
使
用
し
た
黄
丕
烈
蔵
本
(黄
書
録
著
®

と
袁
氏
五
 

硯
楼
蔵
本
は
同
版
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
存
佚
は
明
か
で
な
い
。
陸
心
源
 

は
こ
の
本
を
底
本
と
し
て
光
緒
四
年
翻
刊
し
た
が
訛
謬
が
多
い
。

爾

雅

注

疏

一
一
巻
晉
郭
璞
注
宋

邢肩
疏
〔元
〕
刊

(
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
)

五
冊
。
森
志
著
録
。
後
補
行
成
文
様
刷
出
丹
表
 

紙

(
ニ
四
•五

X

一

六
糖
)
、
裏
打
改
装
本
。
首
の

邢

K

序
欠
。
本
文
巻
首
 

「
爾
雅
注
疏
巻
第
一
\
爾

雅

序

{
|
2
郭

璞

序

邢

离疏

」
、

序
後
に
直
接
 

し

て

「
雨
雅
兼
義
一
巻
上
 

郭
璞
注
」
と
題
す
。
左
右
双
辺
(
一
七
. 

八

>
<
ー
丁
六
櫪
)
有
界
九
行
、

行
廿
字
、

注
疏
文
低
一
格
小
字
双
行
、 

行
十
八
乃
至
廿
字
。
疏
文
は
首
に
大
字
墨
囲
陰
刻
の

r

疏
」

の
字
を
以
て
 

標
す
る
。

版
心
細
黒
ロ
双
黒
魚
尾
「
尔

疏

幾

フ

(
丁
付
)
」
。

匡
胤
恒
桓



等
の
字
に
欠
筆
が
見
ら
れ
る
。
巻
四
の
首
八
葉
、
巻
五
第
二
八
葉
以
下
、 

巻
六
の
首
裏
葉
欠
。
「
明
范
\
履
祥
」
「
昌
平
坂
\
学
問
所
」

r

文
政
戊
寅
」 

「
浅
草
文
庫
」
等
の
印
章
あ
り
。

こ
の
本
は
早
印
に
し
て
印
面
が
美
し
い
。

所
謂
+
行
十
三
経
注
疏
合
刻
本
の

I

と
さ
れ
る
が
、

こ
の
本
の
み
は
九
 

行
で
、
旧
説
も
他
を
宋
刊
と
し
、
此
の
み
を
元
刊
と
す
る
。
管
見
の
範
囲
 

で
は
元
刊
元
印
本
は
こ
の
本
あ
る
の
み
で
あ
る
。
正
徳
の
修
補
年
の
入
っ
 

た
諸
本
は
そ
の
明
の
補
刻
本
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
筆
者
が
 

調
査
し
或
は
書
影
を
以
て
比
較
せ
る
中
央
図
書
館
(
三
部
、
拙
著
著
録
)
.
 

静

嘉

堂

文

庫

(
陸
志
著
録
)
.
北

京

図

書

館

(
瞿
目
著
録
)
.
南
京
図
書
館
 

(
丁

志

.
盜
影
著
録
)
蔵

.
北

平

図

書

館

原

蔵

(
旧

京

148丨

151.
拙
著
著
 

録
)

の
諸
本
は
皆
本
版
と
一
致
す
る
版
の
葉
を
含
ま
ず
、
そ
の
原
刻
と
思
 

わ
れ
る
版
面
も
本
版
の
粗
な
る
覆
刻
で
、
そ
の
雕
法
は
明
か
に
明
前
期
の
 

様
式
で
あ
る
。
本
版
の
修
補
本
と
す
れ
ば
他
の
例
か
ら
見
て
原
刻
の
部
分
 

が
僅
か
で
も
残
っ
て
い
な
い
と
は
考
え
ら
れ
ぬ
。
従
っ
て
そ
れ
は
こ
の
元
 

刊
本
に
倣
っ
て
明
前
期
に
新
に
改
刻
さ
れ
た
重
刊
本
と
考
え
ざ
る
を
得
な
 

い
。
張

志

著

録

本

は

「
是
本
全
書
倶
係
元
槧
絶
無
明
代
補
刊
者
蓋
元
刊
之
 

印
本
也
」
と
い
ぅ
か
ら
、
或
は
同
版
の
元
刊
本
で
あ
ろ
ぅ
か
。

説

文

解

字

一

五

卷

漢

許

慎

原

撰

宋

徐

鉉

等

奉

勅

校

〔
南
 

宋
初
〕
刊

〔朱

.
元
〕
通
修

首

に

「
説
文
解
字
標
目
(福
=
ー)
漢
太
尉
祭
酒
許
慎
記
\
(
1
^
ーー)
銀
青
 

光
祿
大
夫
守
右
散
騎
常
侍
上
柱
国
東
海
県
開
国
子
食
邑
五
百
戸
臣
徐
鉉
等
 

奉
/
救
校
定
」
あ
り
。
本
文

巻

首

「
説
文
解
字
第
一

上一一一)

漢
太
尉
祭
酒
 

許
慎
記
/

»

,

ー)
銀
青
光
祿
大
夫
守
右
散
騎
常
侍
上
柱
国
東
海
県
開
国

子
食
邑
五
百
戸
臣
徐
鉉
等
奉
\
敕
校
定
」
と
題
す
。
但
し
巻
一
下
、
六
上
 

下
、
七
下
、
十
二
の
下
は
許
慎
を
許
氏
に
作
る
。
巻
末
に
雍
熙
三
年
十
一
 

月
の
徐
鉉
等
進
表
•
中
書
門
下
牒
文
並
に
辛
仲
甫
.
呂

蒙

正

.
李
昉
の
銜
 

官
三
行
を
附
す
る
。

左

右

双

辺

(
一
八

X

一
二
.
五
醒
)
有
界
十
行
、

行
 

大
字
十
八
乃
至
廿
字
内
外
不
等
、
注
小
字
双
行
約
卅
字
内
外
不
同
。
版
心
 

白
ロ
単
黒
魚
尾
、
「
説

幾

(
丁
付
)
」
。
上
象
鼻
に
大
小
字
数
、
下
象
鼻
に
 

刻
エ
名
が
あ
る
が
、
此
は
殆
ど
元
修
の
葉
で
あ
る
。
原
刻
と
思
わ
れ
る
葉
 

は
殆
ど
字
数
.
刻
エ
名
が
な
い
が
、
此
は
元
来
あ
っ
た
か
否
か
明
か
な
ら
 

ず
、
宋
修
の
刻
エ
名
も
多
く
漫
德
甚
し
い
。
僅
か
な
が
ら
、
字

数

.
刻
エ
 

名
共
に
な
い
葉
に
最
も
降
る
と
思
わ
れ
る
補
刻
の
部
分
が
見
ら
れ
る
。
主
 

と
し
て
静
嘉
堂
本
•
杏
雨
書
屋
本
に
よ
っ
て
刻
エ
名
を
挙
げ
れ
ば
、

王
 

□
、
何
昇

、

何
沢
、
許
忠
、
顧
達
、
顧
澄

、

呉
祐
、

呉
中
、

蔡

邠、

周
 

明
、
蔣
栄
、
朱
祖
、
詹
世
栄
、
陳
才
、
陳
寿
、
陳
浩
、
沈
茂
、
丁
松
年
、 

范
允
、
方
中
、
方
、
張
0
、
李
0
、
余
敏
、

劉
昭
、

信

(
以
上
宋
修
)
、 

王
桂
、
汪
亮
、
何
浩
、
弓
華
、
金
大
明
、
金
文
栄
、
胡
勝
、
呉
玉
、
呉
、 

斉
明
、
史
伯
恭
重
刊
、
徐
泳
、
徐
恰
祖
、
徐
文
、
詹
徳
潤
、
曹
栄
、
曹
徳
 

新
、
孫
元
、
陳
新
、
陳
寧
、
鄭
埜
、
鄭
、
范
堅
、
平
山
、
茅
化
、
茅
、
务
 

陳
秀
、
張
富
、
陳
诱
、
楊
春
、
春
、
楊
十
三
、
李
徳
瑛
、
李
宝
、
李
祥
、 

良
富
、
施
、
翁
、
占

、
仇
、
畨
、
朱
、

重
刊
柳
、

公
、

文
、

重
刊
費
、 

因
、
董
、

褚、
圭
、
沈
、
祥
、
林
、
霍
、
姚
、

銭

(
以
上
元
修
)
。

大
部
 

分
が
補
刻
で
特
に
元
修
が
多
い
理
由
も
あ
っ
て
、
欠
画
は
謹
厳
で
は
な
く
 

一
定
せ
ず
、
元
修
も
含
め
て
間
々
玄
弦
鉉
敬
驚

儆泓
殷
貞
桓
慎
に
見
ら
れ
 

る
が
、
此
等
の
宋
諱
で
欠
筆
し
な
い
場
合
も
極
め
て
多
い
。
原
刻
或
は
宋
 

修
の
箇
所
は
漫
滅
甚
し
く
、
殆
ど
部
分
的
補
刻
が
加
わ
り
、
元
の
修
補
の



葉
が
多
く
、
原
刻
と
宋
修
と
の
識
別
は
極
め
て
困
難
で
あ
る
。

巻
末
の
太
宗
の
雍
熙
三
年
(
九
八
六
)

の
徐
鉉
の
進
表
に
云
ぅ
如
く
、 

徐
鉉
が
許
慎
の
説
文
解
字
を
新
に
校
定
を
加
え
て
上
進
し
、

つ
い
で
同
年
 

の
中
書
門
下
牒
に
「
書
成
上
奏
克
副
朕
心
宜
遺
雕
鐫
用
広
流
布
自
我
朝
之
 

重
範
俾
永
世
以
作
程
其
書
宜
付
史
館
仍
令
国
子
館
雕
為
印
板
依
九
経
書
例
 

許
人
納
紙
墨
価
銭
収
贈
兼
委
徐
鉉
等
検
点
書
写
雕
造
無
令
差
錯
致
誤
後
 

人
」
と
、
本
書
が
国
子
監
で
刊
刻
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
最
初
 

の
国
子
監
本
は
伝
存
し
て
い
な
い
。
現
存
の
最
古
版
は
本
版
で
あ
る
。
本
 

版
の
現
存
本
は
我
が
国
の
蔵
す
る
次
掲
の
静
嘉
堂
文
庫
.
内
藤
湖
南
旧
蔵
 

杏
雨
書
屋
現
蔵
本
の
外
に
中
央
図
書
館
(
存
卷
七
1

一
五
、
拙
著
著
録
)
•
 

北

京

図

書

館

(
二
部
、

一
は
汲
古
閣
.
楊
氏
海
源
閣
等
遁
蔵
、
楊

録

.
王
 

記

•
中
版
録

26
27著
録
)
•
湖

南

省

文

物

管

理

委

員

会

(
何
紹
基
旧
蔵
) 

蔵
本
が
知
ら
れ
て
い
る
。
本
版
は
汲
古
閣
本
•
朱

筠刊

本

.
^
！
:館

本

. 

藤
花

榭刊
本
等
の
所
拠
本
で
、
黄
氏
百
宋
ー
廛
賦
以
来
宋
刊
小
字
本
と
称
 

さ
れ
、
旧
説
は
恒
貞
等
の
字
が
欠
筆
せ
ざ
る
を
以
て
、
北
宋
真
宗
時
の
鏤
 

版
と
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、
現
存
本
は
全
て
宋
元
遁
修
本
で
あ
る
。
字
様
 

渾
厚
白
ロ
単
魚
尾
に
し
て
字
数
.
刻

H

名
な
き
僅
か
に
残
る
葉
が
原
刻
と
 

思
わ
れ
る
。
し
か
し
そ
れ
も
北
宋
に
の
ぼ
り
得
る
と
は
認
め
ら
れ
ず
、
南
 

宋
初
の
刊
刻
で
あ
る
。
刻
エ
名
を
有
す
る
刻
は
宋
或
は
元
の
修
刻
で
、
慎
 

の
字
は
或
は
末
筆
を
欠
く
所
も
あ
る
が
、
そ
れ
が
原
刻
か
修
か
厳
密
に
判
 

定
し
難
ぃ
憾
み
が
ぁ
る
。
汲
古
閣
旧
蔵
北
京
図
書
館
本
は
静
嘉
堂
本
ょ
り
 

は
前
の
刷
り
ら
し
く
、
中

版

録

は

「
巻
中
刻

H

約
分
三
期
。
南
宋
初
葉
杭
 

州
地
区
良
工
何
昇
、
何
沢
、
許
忠
、
顧
永
、
蔡

邠、
阮
于
、
張
昇
、
周
明
 

等
為
第
一
期
。
南
宋
中
葉
杭
州
地
区
補
版
工
人
陳
寿
、
董
澄
、
詹
世
栄
、

陳
彬
、
陳
晃
、
金
嵩
、
丁
松
年
、
劉
昭
、
夏
乂
、
曹
鼎
等
為
第
二
期
。
宋
 

元
之
際
和
元
時
補
版
工
人
李
徳
瑛
、
鄭
埜
、
胡
勝
、
史
伯
恭
、
范
堅
、
徐
 

泳
、
李
宝
等
為
第
三
期
。
因
推
知
此
書
刻
於
南
宋
初
年
、
迭
経
宋
元
両
期
 

補
版
。
」
と
記
す
。

本
版
の
末
の
刻
エ
名
の
見
ら
れ
る
他
の
宋
槧
本
を
検
 

索
す
れ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。

寧

宗

頃

刊

古

史

(
吳
祐
、

詹
世
栄
、

劉
 

昭
、
丁
松
年
、
何
沢
、
顧
達
、
呉
中
、
陳
寿
、
蔣
栄
、
沈
茂
、
方
中
、
蔡
 

邠、
張
昇
、
陳
彬
、
陳
晃
、
金
嵩
、
曹
鼎
、
董
澄
、

陳
浩
)
、

同
増
修
互
 

註

礼

部

韻

略

(
丁
松
年
、
何
沢
、
顧
達
、
陳
寿
、
沈
茂
、
顧
永
、
張
昇
、 

金
嵩
、
董
澄
、
陳
浩
、
余
敏
)
、

同
晦
庵
先
生
文
集
(
呉
祐
、

詹
世
栄
、 

劉
昭
、
陳
寿
、
張
昇
、
陳
彬
、
陳
晃
、
曹
鼎
、
董
澄
、
余
敏
)
、
同

玉

篇

. 

広

韻

(
劉
昭
、
陳
晃
、
_
寿
、
何
昇
、

余
敏
)
、

同

武

経

七

書

(
劉
昭
、 

金
嵩
、
陳
晃
)
、
同

愧

郯録

(
劉
昭
、
董
澄
)
、
同
重
校
添
註
音
辯
唐
柳
先
 

生

文

集

(
劉
昭

Y
董
澄
)
、
嘉
定
十
二
年
温
陵
郡
斎
刊
資
治
通
鑑
綱
目
(
何
 

沢
、
周
明
、
呉
中
)
、
紹
定
ニ
年
刊
呉
郡
志
(蔣
栄
、
陳
彬
)
、
南
宋
前
期
 

刊

外

台

秘

要

方

(
阮
于
、
陳
浩
)
、
南
宋
初
刊
通
典
の
修
(
何
昇
、
何
沢
、 

顧
永
、
周
明
、
夏
乂
、
陳
彬
、
陳
晃
、
余
敏
、
阮

于

〈
原
刻
〉
)
、
南
宋
前
 

期
刊
世
説
新
語
の
修
(
劉
昭
、
呉
中
、
陳
寿
、
顧
永
、
方
中
、
曹
鼎
、
陳
 

浩
、
陳
彬
、

蔣
栄
)
、

南
宋
前
期
刊
越
刊
八
行
本
注
疏
類
の
修
(
呉
祐
、 

劉
昭
、
周
明
、
顧
達
、
呉
中
、
蔣
栄
、
沈
茂
、
蔡

邠、
張
昇
、
金
嵩
、
曹
 

鼎
、
夏
乂
、
顧
永
、
陳
浩
、
余
敏
}
、
南
宋
初
刊
資
治
通
鑑
目
録
の
修
(陳
 

寿
、
張
弁
、
陳
彬
)
、
同
史
記
集
解
の
修
(
阮
于
、
陳
浩
)
、
南
宋
前
期
刊
 

漢

書

の

修

(詹
世
栄
、
劉
昭
、
許
忠
、
周
明
、
顧
達
、
陳
寿
、
蔣
栄
、
方
 

中
、
張
昇
、
呉
祐
、
余
敏
、
陳
浩
)
、
同
所
謂
眉
山
七
史
類
の
修
(
吳
祐
、 

詹
世
栄
、
劉
昭
、
丁
松
年
、
何
沢
、
許
忠
、

周
明
、

顧
達
、

吳
中
、

陳



寿
、
蔣
栄
、
沈
茂
、
方
中
、
何
昇
、
顧
永
、

蔡

邠、

陳
彬
、

陳
晃
、

金
 

嵩
、
夏
乂
、
曹
鼎
、
董
澄
、
呉
祐
、
陳
才
、
余
敏
、

陳
浩
)
、

同

贛州
刊
 

文

選

の

修

(
劉
昭
、
陳
才
、
丁
松
年
、
何
沢
、
周
明
、
呉
中
、
陳
寿
、
蔣
 

栄
、
方
中
、
蔡

邠、
陳
晃
、
金
嵩
、
曹
鼎
、
董
澄
、

呉
祐
)
、

同
両
淮
江
 

東
転
運
司
刊
史
記
の
修
(
呉
中
、
陳
彬
、
陳
寿
、
丁
松
年
、

曹
鼎
)
、

同
 

春
秋
経
伝
集
解
の
修
(
阮

于

〈
原
刻
〉
、

余
敏
、

夏
乂
、

陳
寿
)
、

同
国
 

語

.
国

語

補

音

の

修

(
何
沢
、
蔡
那
、
詹
世
栄
、
陳
彬
、
陳
寿
、
蔣
栄
、 

陳
浩
、
張
昇
)
、
同

爾

雅

疏

の

修

(
呉
祐
、
陳
晃
)
。
そ
の
他
陳
才
は
淳
熙
 

間
撫
州
公
使
庫
刊
春
秋
経
伝
集
解
.
乾
道
ニ
年
泉
南
郡
庠
刊
孔
氏
六
帖
. 

紹
興
間
明
州
刊
文
選
の
修
、
呉
中
は
淳
熙
ニ
年
厳
州
刊
通
鑑
紀
事
本
末
. 

南
宋
前
期
刊
東
坡
集
.
寧
宗
間
刊
景
文
宋
公
集
、
方
中
は
淳
熙
慶
元
間
刊
 

南
軒
先
生
文
集
.
光
宗
頃
刊
欧
公
本
末
、
周
明
は
南
宋
前
期
刊
豫
章
黄
先
 

生
文
集
の
修
、
夏
乂
は
嘉
泰
刊
皇
朝
文
鑑
の
修
.
淳

祐

ニ

年

刊

心

経

政

 

経
、
陳
彬
は
嘉
熙
刊
雲
厳
吟
草
甲
卷
忘
機
集
、
陳
寿
は
咸
淳
刊
咸
淳
臨
安
 

志
、
劉
昭
が
嘉
泰
四
年
跋
刊
東
萊
呂
太
史
文
集
.
寧
宗
朝
刊
晦
庵
先
生
朱
 

文

公

語

録

.
同
歴
代
故
事
、
顧
永
が
紹
熙
ニ
年
刊
嘉
定
修
唐
人
絶
句
、
余
 

敏
が
嘉
定
十
三
年
臨
安
府
陳
尹
家
刊
歴
代
名
医
蒙
求
、
陳
浩
が
淳
熙
間
撫
 

州
公
使
庫
刊
礼
記
•
春
秋
経
伝
集
解
の
修
に
見
え
る
。

此
等
刻

H

は
孝
宗
朝
か
ら
理
宗
初
に
わ
た
る
が
、
そ
の
殆
ど
が
嘉
定
年
 

代
を
中
心
と
す
る
寧
宗
朝
で
あ
る
。
但
し
阮
宇
は
紹
興
九
年
刊
単
疏
本
毛
 

詩
正
義
に
も
見
え
、
上
記
の
如
く
紹
興
刊
の
原
刻
に
従
事
し
て
い
る
か
 

ら
、

或
は
本
版
の
原
刻
の
刻

H

で
あ
る
か
、

或
は
同
名
異
人
が
存
在
す
 

る
。
中
版
録
が
以
上
の
刻
ェ
を
第
一
*

一
期
に
分
け
、
第
一
期
を
原
刻
と
 

す
る
が
、
右
記
の
如
く
、
そ
の
第
一
期
の
刻
ェ
も
原
刻
で
は
な
く
、
殆
ど

修
刻
で
あ
る
。
そ
の
第
一
*

一
期
の
分
類
は
右
の
検
討
の
結
果
明
か
な
如
 

く
、
事
実
上
は
判
別
し
難
く
、
そ
の
宋
修
は
一
度
で
は
な
い
。
本
版
は
高
 

宗

•
孝
宗
朝
間
の
公
使
庫
の
刊
刻
に
か
、
り
、
そ
の
板
木
が
国
子
監
に
移
 

さ
れ
て
修
補
が
加
え
ら
れ
、
元
に
な
っ
て
さ
ら
に
西
湖
書
院
に
板
木
が
移
 

さ
れ
た
諸
本
と
刻
エ
を
共
通
す
る
こ
と
が
多
い
所
か
ら
見
て
、
本
版
も
恐
 

ら
く
杭
州
地
区
の
南
宋
初
の
公
使
庫
版
で
、

そ
の
板
木
が
国
子
監
に
移
さ
 

れ
、

ほ
、、ゝ
寧
宗
朝
前
後
に
わ
た
っ
て
通
修
が
行
わ
れ
た
と
看
倣
す
べ
き
で
 

あ
ろ
ぅ
。
本
版
の
板
木
は
元
代
西
湖
書
院
に
移
さ
れ
、

「
元
西
湖
書
院
重
 

整
書
目
」

の

「
説
文
解
字
」
は
本
版
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
本
版
の
 

元
修
の
刻
エ
が
従
事
せ
る
他
の
元
刊
本
を
列
挙
す
る
こ
と
は
煩
を
避
け
て
 

省
く
が
、
西
湖
書
院
に
そ
の
板
木
が
移
さ
れ
た
他
の
宋
刊
諸
本
の
元
修
の
 

刻
エ
と
概
ね
共
通
し
て
い
る
。

(
静
嘉
堂
文
庫
蔵
)

八
冊
。
重
文
。
黄

書

録

.
汪

目

.
陸

志

.
陸
続
跋
 

著
録
。
新
補
丁

子

色

水

玉

文

様

表

紙

(
ニ
七
•
三

X

一
六
.
七
糖
}
、

金

鑲 

玉
装
、
原
料
紙
縦
ニ
四
.
四
涯
。
巻

一

下

第

十

(
尾
}
、
巻
三
下
第
八
、
巻
 

九
上
第
五
、
卷

九

下

第

八

(
尾
)
、
卷
十
下
首
二
葉
及
び
第
九
丁
は
補
写
。 

宋
刻
の
葉
は
印
面
漫
德
な
の
で
殆
ど
墨
で
上
か
ら
字
が
な
ぞ
ら
れ
、
墨
筆
 

の
句
点
声
点
が
附
さ
れ
、
少
し
く
朱
墨
の
校
合
書
入
が
加
え
ら
れ
て
い
 

る
。
巻
末
に
次
の
阮
元
及
び
銭

侗の
手
識
あ
り
。

嘉
慶
ニ
年
夏
五
月
阮
元
用
此
校
汲
古
閣
本
/
于

杭

州

学

署

r

龍

1

」

s

毛
晋
所
刻
印
据
此
本
凡
有
舛
異
\
皆

毛

慶

妄

改

「
阮
」
「
元
」
{姑
)

乙
丑
閏
卯
月
銭
個
拝
観
「
類
」
「
魏
」

「
青
浦

\

王
昶
字
/

日
徳
甫
」

®
r
一

字
述
\
菴
別
号
\
蘭
泉
」

r

大
理
 

\

寺
卿
」
「
経
訓
\
堂

王

氏

/
之

印

」
「
士
\
鐘
」
§

「
汪
印
\
士
鐘
」



「
宋
本
」
「

閬\

源
父
」
「

闐原
/
審
定
」
「
平
陽
汪
氏

\

蔵
書
印
」
「
汪
 

印

\
振
勲
」
「
振
」

r

勲
」

s

r

汪
印

\

文

琛」
「
楳
\
泉
」

r

蔡
印
\
廷
 

楨
」
「
金
匱
蔡
氏
酔
\
経
軒
放
蔵
章
」
「
廷
\
相
」
(想

「
伯
卿

\

甫
」
「
済
 

陽
\
蔡
氏
」
「
卓
如

\

真
賞
」
「
翰
墨

\

縁
」

(
g
)  

r

修
没
軒
」
「
孫
峯
\
審
 

定
」

の
印
記
あ
り
。
王

昶

.
黄

丕

烈

.
汪
士
鐘
等
遁
蔵
本
。
本
帙
は
百
宋
 

ー
廛
賦
に
著
録
さ
れ
て
よ
り
夙
に
宇
内
に
喧
伝
さ
れ
、
続
古
逸
叢
書
及
び
 

四
部
叢
刊
本
は
こ
の
本
の
影
印
で
あ
る
。

(
武
田
科
学
振
興
財
団
杏
雨
書
屋
蔵
)

存

卷

ニ

•
五

•
六
、

一
三
—

一 

五

四

冊

。
新
補
暗
緑
色
表
紙
(
ニ
五
.八

>
<
ー
七
循
}
、
金

鑲玉
装
、
原
 

料
紙
縦
ニ
一
*
ー
缠
。

巻
六
下
末
葉
、

巻
一
三
下
の
第
四
1
八
葉
、
巻
一
 

五
下
の
第
四
裏
—
八
葉
は
欠
丁
。

こ
の
本
は
前
掲
静
嘉
堂
本
の
巻
六
上
の
 

首
葉
は
全
葉
宋
修
に
一
部
元
修
が
加
っ
て
い
る
が
、
此
は
下
端
に
原
刻
が
 

残
り
、
宋
修
が
入
っ
て
い
る
が
、
未
だ
元
修
が
加
っ
て
い
な
い
。

こ
の
よ
 

ぅ
に
こ
の
本
は
宋
元
修
補
の
葉
の
ぅ
ち
原
刻
の
所
が
静
嘉
堂
本
よ
り
は
僅
 

か
な
が
ら
多
く
、

そ
れ
よ
り
は
前
の
刷
印
に
属
す
る
。

「
香
山
寺
常
住
」 

(
山
ロ
の
古
刹
、

大
内
家
の
菩
提
寺
)

の
墨
印
が
擦
さ
れ
、

我
が
国
に
古
 

く
将
来
さ
れ
た
伝
来
本
。
「
宋
本
」
「
内
藤

\

虎
印
」
「
湖
南
」

r

炳
卿
\
_
 

蔵
」

(
g
)

の
印
記
あ
り
、
内
藤
湖
南
旧
蔵
本
。

新

雕

入

篆

説

文

正

字

一

巻

宋

闕

名

者

編

〔北
末
〕
刊
 

(
お
茶
の
水
図
書
館
蔵
)

一
冊
。
森
志
著
録
。
梨
色
地
緞
子
表
紙
(
ニ
 

四

ニ

>
<
ー
三
.
五
醒
)

の
覆
表
紙
が
附
さ
れ
、
古
表
紙
は
白
色
厚
手
紙
、 

「
篆

説

文

全

」
と
墨
書
さ
る
。

序
目
な
く
、

巻

首

「
新
雕
入
篆
説
文
正
 

字
ー
卷
」
(
跨
行
)
と
題
さ
れ
、

尾
題
亦
同
じ
。

左

右

双

辺

(
ー
六
>
<
ー

ー
_
)
有
界
十
ー
行
、
注
小
字
双
行
、
行
廿
四
字
。
大
字
は
小
字
四
字
分
 

に
相
当
。

版
心
白
ロ
単
黒
魚
尾
「
正

字

(
丁
付
}
」
。

弦
絃
驚
殷
に
欠
筆
 

を
見
る
が
必
し
も
一
定
せ
ず
、
第
九
葉
表
一
行
の
「
瑣
瑣
」
は
上
の
字
は
 

末
画
は
欠
く
が
、
下
の
字
は
欠
か
な
い
。
第
八
丁
は
欠
葉
。

四
庫
未
収
。
宋
重
修
の
説
文
解
字
に
つ
い
て
、
そ
の
部
首
の
一

よ

り

亥
 

に
至
る
篆
文
の
下
に
許
慎
或
は
徐
鉉
の
訓
解
及
び
反
説
を
双
行
に
記
し
た
 

も
の
で
、
後
来
の
説
文
部
首
読
本
に
類
せ
る
書
賈
者
流
の
編
に
な
る
も
の
 

で
あ
ろ
ぅ
。
た
ゾ
そ
れ
が
別
行
単
行
本
か
説
文
解
字
の
巻
首
に
附
さ
れ
た
 

附
刻
本
か
に
つ
い
て
は
両
説
に
分
れ
る
。
書
陵
部
蔵
通
典
.
文
中
子
、
尊
 

経
閣
蔵
重
広
会
史
、
国
立
国
会
図
書
館
蔵
姓
解
の
北
宋
刊
本
と
同
様
、
経
 

首

に

「
経
\
筵
」
、

巻

末

に

「
高
麗
国
十
四
葉
辛
已

崴\

蔵
書
大
宋
建
中
 

靖
国
\
元
年
大
遼
乾
統
元
年
」

の
高
麗
国
の
印
が
鈐
さ
る
。
但
し
高
麗
云
 

々
の
印
は
か
す
れ
て
明
瞭
を
欠
く
。
印
章
の
高
麗
十
四
葉
は
高
麗
の
粛
宗
 

の

六

年

(
一
一
〇

一
)
、

北
宋
徵
宗
の
建
中
靖
国
元
年
で
あ
る
か
ら
、

本
 

版
は
そ
れ
以
前
の
刊
刻
に
か
か
る
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。

朝

鮮

伝

来

本

 

で
、
料
紙
に
汚
染
の
あ
る
の
は
朝
鮮
固
有
の
防
虫
剤
川

芎の
粉
末
に
よ
る
 

も
の
と
伝
ぇ
る
。
間
々
破
損
の
箇
所
が
あ
る
が
、
字
_
明
晰
、
雕
鐫
精
緻
 

に
し
て
、
古
芸
靉
隸
、
僅
々
十
一
張
の
童
蒙
課
業
の
小
冊
子
な
が
ら
天
壌
 

間
の
孤
本
と
し
て
、
説
文
校
勘
上
の
好
資
料
で
あ
る
。

こ
の
本
が
朝
鮮
か
ら
何
時
い
か
な
る
経
路
で
伝
来
し
た
か
は
明
か
で
な
 

い
が
、
「
養
安
院
蔵
書
」
「
枝
安
」
(職
)
の
印
章
が
あ
り
、

古
く
よ
り
曲
直
 

瀬
家
懐
仙
楼
の
儲
有
で
あ
っ
た
。
「
小
島
氏

\

図
書
記
」
「
篁
邨
島

\

田
氏
 

家

\

蔵
図
書

j
「
雙
桂
楼

\

所
蔵
記

j

「島
田
翰

\

読
書
記
」

r菅

\

原
正

\

 

義
」

S

「
蘇
峰

\
珍
蔵
」
「
徳
富
文
庫
」
「
蘇
峰
\
清
賞
」
§

「
徳
富
\



猪
一
郎

\

之
章
」

r

須
愛
謨
\
蘚
峰

\

嘱
」

の
印
記
の
示
す
如
く
、

曲
直
 

瀬
家
よ
り
流
出
し
て
島
田
翰
.
徳
富
蘇
峰
の
遁
蔵
を
経
た
も
の
で
あ
る
。 

小
島
宝
素
が
曲
直
瀬
家
か
ら
借
録
し
て
返
却
に
際
し
作
製
し
た
書
篋
の
蓋
 

に

「北
宋
本
説
文
正
字
§

懐
標
楼
蔵
§

」
と
題
し
て
彫
ら
れ
、

ま
た
 

底
に
高
麗
云
々
の
印
文
が
朱
で
刻
さ
れ
、
次
に
左
の
跋
文
が
雕
刻
さ
れ
て
 

い
る
。

右
此
書
巻
末

一

印
文
字
隠
然
殆
不
可
辨
\
照
北
宋
本
杜
氏
通
典
所
捺
始
 

得
可
読
焉
\
案
朝
鮮
史
略
辛
已
為
粛
宗
六
年
也
卷
\
首
経
筵
印
又
見
北
 

宋
本
御
注
孝
経
及
文
中
子
\
是
亦
高
麗
国
印
也
天
保
壬
寅
仲
秋
借
録
\
 

已
畢
造
匣
以
還
併
題
質
(
印
)
(
印
)

ま
た
巻
末
及
び
裏
表
紙
見
返
に
左
の
島
田
翰
の
手
識
が
存
す
る
。

(巻
末
)
明
治
己
亥
初
春
獲
之
於
琳
琅
閣

\
島
田
洸
 

高
麗
覆
宋
本
之
存
于
今
日
者
秘
府
有
杜
氏
通

\
典
文
中
子
中
説
帝
国
図
 

書
館
蔵
姓
解
木
村
正

\

辞
収
御
注
孝
経
而
予
蔵
是
書
及
荀
子
而
其
捺
\
 

高
麗
云
々
図
章
者
天
壤
間
独
存
通
典
姓
解
荀
\
子
与
是
書
而
已
後
之
獲
 

是
書
者
其
宝
之
明
治
己
亥

\

春
二
月
島
田
翰
記
於
小
石
川
老
柯
山
房
ニ
 

十
一
歳

こ
の
外
に
、
明
治
卅
ニ
年
一
月
十
二
日
附
の
書
店
の
琳
琅
閣
よ
り
島
田
 

家
宛
の
四
拾
円
也
北
宋
説
文
箱
入
一
冊
の
領
収
書
が
附
さ
れ
て
い
る
。

玉

篇

三

◦
卷

宋

陳

彭

年

等

奉

勅

重

修

〔宋
寧
宗
朝
〕
刊
 

首

に

r

大
広
益
会
玉
篇
一
部
并
序
凡
三
十
巻
」
と
題
し
、

玉

篇

序

.
進
 

玉
篇
啓
を
収
め
、
次

に

「
玉
篇
上
十
卷

+ Jl
-b-
g一二」
と
題
し
、
上
中
下
各
十
 

巻
の
総
目
を
お
き
、

そ
の
後
に
直
に
本
文
巻
一
首
が
接
続
し
て
、

「
玉
篇

卷
第
一
g
A」
と
題
し
、
毎
卷
次
に
一
格
を
低
し
て
目
次
を
列
し
て
本
文
 

に
接
続
し
、
上

.
中

•
下
内
の
各
巻
首
は
改
丁
せ
ず
前
に
直
接
し
て
い
 

る
。

上

•
中

.
下
各

巻

末

に

「
新
加
偏
傍
正
俗
不
同
例
」
「
類
隔
更
音
和
 

切
」
を
附
し
、
ま
た
卷
卅
卷
後
に
「分
毫
字
様
凡
一
一
百
四
十
八
字
」
及
び
「
四
 

声
五
音
九
弄
反
紐
図
并
序
沙
門
神
洪
撰
」
を
附
載
す
る
。
左

右

双

辺

(
ニ
 

ー
>
<
ー
四
.八
鲤
)
有
界
十
行
、
注
小
字
双
行
、

行
廿
七
字
内
外
。

版
心
 

白

ロ

単

黒

魚

尾

r篇

上

(
中

.
下
)

(
丁
付
)
」
。
上
象
鼻
に
大
小
字
数
、

下
象
鼻
に
は
、
王
恭
、
王
宝
、
王
玩
、
何
昇
、

何
澄
、

何
、

魏
奇
、

金
 

滋
、
厳
智
、
呉
志
、
呉
椿
、
呉
益
、
高
異
、

朱
玩
、

徐
佐
、

秦
暉
、

秦
 

顕
、
宋

琚、
曹
栄
、
張
栄
、
張
謙
、
趙
中
、
沈
思
恭
、
沈
思
忠
、
陳
寿
、

陳
晃
、
方
志
、
方
堅
、
方
、
余
敏
、
李
倍
、
李
倚
、
陸
選
、
劉
昭
の
刻
エ
 

名
が
あ
る
。
本
版
に
は
少
し
く
後
修
の
入
っ
た
本
が
あ
り
、
修
に
は
刻
エ
 

名
の
な
い
葉
が
多
い
が
、
間
々
陳
観
仁
、

実
甫
、

友
山
、

勝
之
、

王

汝

—12 

明
、
翁
、
公
、
甞
の
名
が
印
さ
る
。
玄
眩

泫炫
弦

玟痃
舷

g
哉
肢
核
峨
蛟
 

怯
誌

玆
菝紗
絃
铉
朗
敬
驚

儆螫
皦
弘

tt寂
宽

15泓
殷
慇

礮澱
匡
筐
蝠
誰

劻 

恒
框
鏡
晃
幌
恒
桓
晒
陋
禎
貞
徴
の
字
に
避
諱
が
見
ら
れ
、
修
は
朗
敬
趨
筐
 

IM推

眶
劻の
一
部
が
未
筆
を
欠
き
、
共
に
欠
画
は
仁
宗
に
止
っ
て
い
る
。

梁
の
顧
野
王
原
撰
、
唐
の
上
元
元
年
孫
強
増
字
の
玉
篇
を
勅
命
に
ょ
り
 

陳
彭
年
が
呉
鋭
.
邱
雍
等
と
増
修
刊
定
を
加
え
て
真
宗
の
大
中
祥
符
六
年
 

進
呈
し
た
こ
と
は
、
同
年
九
月
二
十
八
日
の
牒
文
に
「
近
方
了
畢
遂
装
写
 

浄
本
進
呈
其
進
呈
本
今
欲
雕
印
領
行
」
と
あ
る
の
で
明
か
で
、
ま
た
玉
海
 

に

は

「
六
年
九
月
学
士
陳
彭
年
校
理
呉
銳
直
集
賢
院
丘
雍
上
準
詔
新
校
定
 

玉
篇
三
十
巻

f

s x
M請
鏤
板
詔
両
制
詳
定
改
更
之
字
天
禧
四
年
七
月
癸
亥
 

板
成
賜
雍
金
紫
」
と
録
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
様
に
本
書
は
真
宗
の
天
禧
四



年

(
一
〇
ニ
〇
)
官
刻
さ
れ
た
こ
と
は
明
か
で
あ
る
が
、
そ
の
本
は
伝
存
 

し
て
い
な
い
。
本
版
は
大
広
益
会
玉
篇
の
現
存
最
古
の
宋
槧
本
で
、
そ
の
 

刊
年
を
そ
の
刻
エ
名
か
ら
推
定
し
よ
ぅ
。
本
版
と
字
様
行
格
版
式
を
等
ぅ
 

す
る
の
は
、
後
掲
の
宮
内
庁
書
陵
部
等
蔵
広
韻
で
、
そ
の
刻

H

は
王
宝
、 

王
恭
、
王
玩
、
何
昇
、
何
渣
、
魏
奇
、
金
滋
、
呉
志
、
呉
椿
、
呉
益
、
高
 

異
、
朱
玩
、
徐
佐
、
秦
暉
、
秦
顕
、
宋

琚、

曹
栄
、

張
栄
、

趙
中
、

陳
 

寿
、
陳
晃
、
沈
思
恭
、
沈
思
忠
、
余
敏
、
李
倍
、
李
倚
、
陸
選
、
劉
昭
で
 

あ
る
か
ら
、
本
版
の
刻
エ
中
三
名
を
除
く
全
員
と
共
通
し
て
い
る
。
以
て
 

両
版
が
同
時
頃
同
所
の
刊
刻
に
か
か
る
.こ
と
は
明
か
で
あ
る
。
ま
た
そ
の
 

広
韻
は
後
掲
の
静
嘉
堂
文
庫
蔵
孝
宗
朝
初
刊
広
韻
の
精
善
な
る
覆
刻
で
あ
 

る
か
ら
、
玉
篇
も
同
様
に
本
版
に
先
立
っ
て
、
今
伝
存
し
な
い
が
紹
興
末
 

乾
道
初
間
の
刊
本
が
存
在
し
、
そ
れ
を
覆
刻
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

他
に
刻
エ
を
共
通
す
る
宋
刊
諸
本
を
挙
げ
れ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。
淳
 

熙
九
年
刊
呂
氏
家
塾
読
詩
記
•
孝

宗

朝

刊

東

坡

先

生

奏

議

(
呉
志
)
.
同
 

聖
宋
文
選
全
集
(方
至
、
方
堅
)
は
早
い
が
、
多
く
は
降
っ
て
紹
熙
三
年
越
 

刊

礼

記

正

義

(
王
恭
、
魏
奇
、
呉
志
、
高
異
、
張
栄
、
張
謙
、
李
倚
、
方
 

堅
、
劉
昭
、

X
は
そ
の
修
の
刻

H
、

以
下
同
じ
)
、
紹

熙

刊

爾

雅

(
魏
奇
、 

厳
智
)
、
嘉
泰
四
年
刊
東
萊
呂
太
史
文
集
(
呉
志
、
宋

琚、
趙
中
)
、
同
皇
 

朝

文

鑑

(
金
滋
、
沈
思
忠
、
方
至
)
、
嘉
定
十
三
年
刊
歴
代
名
医
蒙
求
(余
 

敏
)
、
嘉
定
刊
中
興
館
閣
録
(
厳
智
)
、
寧
宗
朝
頃
刊
の
増
修
互
註
礼
部
韻
 

略

(
王
恭
、
高
異
、
宋

琚、
張
栄
、
陳
寿
、
沈
思
忠
、

余
敏
、

方
至
)
、 

歴

代

故

事

(
王
玩
、
呉
椿
、
呉
志
、
高
異
、

朱
玩
、

宋

琚、

趙
中
、

方
 

至
、
睦
選
、
劉
昭
)
、
武
経
七
書
(
王
恭
、
高
異
、
陳
晃
、
陸
選
、
劉
昭
)
、 

愧

郯
録

(
金
滋
、
呉
椿
、
劉
昭
)
、
古

史

(
王
恭
、
何
澄
、
呉
志
、
朱
玩
、

宋

琚、
陳
晃
、
陳
寿
、
方
堅
、
劉
昭
)
、
晦
庵
先
生
朱
文
公
語
録
(
呉
椿
、 

呉
志
、
劉
昭
)
、
晦

庵

先

生

文

集

(
王
恭
、
何
澄
、
呉
志
、
高
異
、
宋

琚、 

張
栄
、
陳
晃
、
陳
寿
、
沈
思
恭
、
余
敏
、
李
倍
、
陸
選
、
劉
昭
)
、
重
校
添
 

註
音
辨
唐
柳
先
生
文
集
(
金
滋
、
呈
椿
、

劉
昭
)
、

越
刊
論
語
.
孟
子
注
 

疏

解

経

(
陳
思
忠
)
、

程

史

(
劉
昭
)
、

紹
定
ニ
年
刊
呉
郡
志
(
呉
椿
)
。 

張
栄
は
福
唐
郡
刊
漢
書
•
宝
祐
五
年
湖
州
刊
通
鑑
紀
事
本
末
に
も
見
え
る
 

が
、
同
名
異
人
の
疑
い
が
あ
る
。
そ
の
外
に
紹
興
淳
熙
間
の
刊
本
に
対
す
 

る
寧
宗
理
宗
間
の
補
刻
に
従
事
し
て
い
る
の
は
、

越
刊
尚
書
正
義
(
王
 

玩
、
王
宝
、
金
滋
、
呉
益
、
秦
顕
、
宋

琚、

張
謙
、

方
至
、

方
堅
、

余
 

敏
、
李
倍
、
陸
選
、
劉
仁
)
、
同

周

礼

疏

(
王
玩
、
王
恭
、
王
宝
、
金
滋
、 

高
異
、
秦
顕
、
宋

琚、
張
謙
、
方
至
、
方
堅
、
陸
選
、

劉
昭
)
、

両
淮
江
 

東
転
運
司
刊
史
記
(
陳
寿

y

同

漢

書

(
王
玩
、
王
恭
、

何
澄
、

高
異
、 

陳
晃
、
陳
寿
、
余
敏
、
劉
昭
)
、
同

後

漢

書

(
高
異
、
朱
玩
、

宋

琚、

李
 

倍
)
、
所

謂

眉

山

七

史

(
王
玩
、
王
恭
、
何
昇
、
何
澄
、

魏
奇
、

金
滋
、 

厳
智
、
呉
椿
、
呉
志
、
高

異

朱

玩

、
秦
顕
、
宋

琚、
張
栄
、
陳
晃
、
陳
 

寿
、
沈
思
忠
、
沈
思
恭
、
余
敏
、
李
倍
、
方
至
、
方
堅
、

劉
昭
)
、

赣
州
 

刊

文

選

(
王
恭
、
厳
智
、
呉
椿
、
高
異
、
陳
寿
、

劉
昭
)
、

爾

雅

疏

(
王
 

恭
)
、
春

秋

経

伝

集

解

(
王
恭
、
呉
椿
、
呉
益
、
高
異
、

宋

琚、

陳
寿
、 

余
敏
)
、
通

典

(
何
昇
、
厳
智
、
呉
益
、
高
異
、
朱
玩
、

陳
晃
、

陳
寿
、 

余
敏
、
方
至
)
、

晋

書

(
何
澄
)
、

資

治

通

鑑

目

録

(
曹
栄
、

宋

琚、

陳
 

晃
、
陳
寿
)
、
説

文

解

字

(
何
昇
、
陳
寿
、
陳
晃
、
余
敏
、
劉
昭
)
、
国
語
 

(
陳
寿
)
、

淳
熙
ニ
年
刊
通
鑑
紀
事
本
末
(
方
堅
)
。

此
等
の
多
く
は
国
子
 

監
に
そ
の
板
木
を
移
し
て
補
刻
が
加
え
ら
れ
た
と
伝
え
る
杭
州
地
区
の
公
 

使
庫
本
で
あ
る
。
以
上
を
見
る
に
そ
の
刻
エ
は
孝
宗
の
淳
熙
か
ら
理
宗
初



の
紹
定
に
わ
た
っ
て
い
る
が
、
そ
の
殆
ど
が
寧
宗
朝
に
集
中
し
、
し
か
も
 

全
員
が
国
子
監
が
行
っ
た
と
伝
え
る
補
刻
に
従
事
し
て
い
る
。
従
っ
て
本
 

版
は
後
掲
の
孝
宗
朝
刊
の
覆
刻
た
る
広
韻
と
同
じ
く
、
そ
の
刻

H

中
早
き
 

は
淳
熙
中
で
あ
る
か
ら
、
寧
宗
朝
の
嘉
定
後
期
を
降
ら
ぬ
頃
の
浙
江
地
区
 

の
公
使
庫
の
刊
刻
に
か
乂
る
こ
と
は
明
瞭
で
あ
る
。
或
は
国
子
監
そ
の
も
 

の
の
刊
刻
か
、
少
く
と
も
そ
の
板
木
は
国
子
監
に
あ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
 

ぅ
。
本
版
の
体
式
は
首
目
に
本
文
巻
首
が
改
丁
せ
ず
に
直
接
連
続
す
る
等
 

の
旧
式
を
保
持
す
る
等
、
北
監
本
に
基
づ
き
倣
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

本
版
の
補
刻
の
刻
エ
が
見
え
る
本
は
、
実

甫

.
勝
之
が
広
韻
の
修
の
そ
 

れ
と
共
通
し
、
友
山
は
、
元
大
徳
信
州
路
儒
学
刊
北
史
及
び
元
至
大
福
州
 

路
三
山
郡
刊
通
志
に
吳
友
山
、
所
謂
眉
山
七
史
の
元
修
に
徐
友
山
と
両
名
 

が
あ
り
、

こ
の
友
山
は
そ
の
ど
ち
ら
か
不
明
で
あ
る
が
、
友
山
は
他
に
至
 

大
間
江
浙
行
省
刊
書
学
正
韻
、
宋
刊
の
礼
記
正
義
.
増

修

互

註

礼

部

韻

 

略

.
儀
礼
経
伝
通
解
•
史
記
集
解
の
元
修
、
王
汝
明
が
所
謂
眉
山
七
史
の
 

元
修
に
見
え
る
。
本
版
の
修
刻
の
字
様
は
ほ

f
原
刻
に
倣
っ
て
い
る
が
や
 

乂
軟
弱
と
な
り
、
そ
の
刻
エ
名
か
ら
も
元
修
た
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
間
 

々
誤
刻
を
犯
し
て
い
る
。
元
西
湖
書
院
重
整
書
目
に
「
玉
篇
広
韻
」
と
あ
 

る
の
は
、
本
版
を
指
す
ら
し
く
、
元
代
板
木
が
西
湖
書
院
に
移
管
さ
れ
て
 

修
補
が
加
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
ぅ
。

本
版
は
伝
存
極
め
て
稀
覯
、
次
掲
本
以
外
そ
の
現
存
を
聞
か
ず
、
清
康
 

熙
間
張
士
俊
沢
存
堂
刊
本
の
底
本
は
本
版
系
に
属
し
、
朱
彝
尊
が
張
本
に
 

序
し
て
之
を
上
元
本
と
称
し
た
の
は
失
考
な
る
こ
と
は
既
に
四
庫
提
要
の
 

指
摘
す
る
通
り
で
あ
る
。

し
か
し
提
要
は
彝
尊
が
首
目
か
ら
大
中
祥
符
の
 

牒
文
を
删
去
し
て
上
元
本
と
譫
称
し
た
と
非
難
し
た
が
、
本
版
に
も
そ
の

牒
文
は
な
く
、
元
来
無
か
っ
た
の
か
、
或
は
偶
々
佚
逸
し
た
か
は
速
断
を
 

許
さ
ぬ
が
、
そ
の
作
偽
に
非
ざ
る
こ
と
は
明
か
で
、
楊

志

は

「
竹
蛇
誤
以
 

大
中
祥
符
本
為
上
元
本
可
也
謂
為
張
氏
删
牒
作
偽
不
可
也
」
と
そ
の
寃
を
 

雪
い
で
い
る
。

(
金
沢
文
庫
蔵
)

存
零
簡
四
葉
半
。
篇
下
第
六
四
1
六
六
丁
 
(
巻
二
八
 

の
末
か
ら
巻
ニ
九
の
首
)
、

第
八
〇
丁

裏

.
八
 
一
丁
表
(巻

末

附

録

「
分
 

毫
字
様
」
)

の
零
葉
四
張
を
厚
手
台
紙
に
貼
っ
て
折
帖
に
改
装
さ
れ
、

他
 

の
半
葉
は
従
来
書
名
不
明
と
し
て
「
宋
版
残
欠
葉
」
中
に
他
の
諸
断
簡
と
 

共
に
合
綴
さ
れ
て
い
る
。
此
は
巻
末
附
録
の
「
四
声
五
音
九
弄
反
紐
図
」 

の
羅
文
反
様
の
図
半
葉
で
あ
る
。
書
陵
部
本
の
下
第
六
五
丁
は
元
修
で
あ
 

る
が
、
此
は
原
刻
で
、

比
較
す
る
に
、

「
卮
」

の
字
の
注
中
「
科
0
木
節
 

也
」
を

修

刻

は

「
科
后
切
節
也
」
に
誤
る
等
の
如
く
、
元
修
は
そ
の
他
こ
 

の
一
葉
の
中
の
み
で
も
訛
繆
誤
刻
の
多
い
こ
と
が
判
明
す
る
。
類
篇
等
を
 

引
く
朱
墨
の
書
入
が
眉
上
行
間
に
加
え
ら
れ
て
い
る
。
残
珪
断
璧
な
が
ら
 

極
め
て
貴
重
と
言
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

(
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
)

〔
元
〕
修

三

冊

。

楊
志
著
録
。

後
補
藍
色
地
 

銀
糸
花
卉
文
様
緞
子
表
紙
(
ニ
七
.
三

>
<
ー
八
.
五
喱
)
、

裏
打
改
装
本
。 

各
冊
見
返
に
巻
内
所
収
の
部
首
目
録
を
記
せ
る
葉
を
貼
附
す
。
下

冊

首

一  

葉

(
目
次
)
を
欠
き
、
附
録
の
五
音
之
図
等
の
図
一
葉
が
下
冊
の
首
に
誤
 

綴
さ
る
。
各
冊
末
に
「
日

翹

(
花
押
)
」
の
朱
筆
署
名
が
存
し
、
「
森

\

氏
」 

「
森
氏
開
万

\

冊
府
之
記
」
「
高
木
寿
穎

\

蔵
書
之
記
」
等
の
蔵
印
、
巻
末
 

に
左
の
明
治
十
三
年
の
森
立
之
の
手
識
が
あ
る
。

此
本
間
有
元
時
補
刻
字
画
自
\
鮮
明
可
一
目
而
知
矣
今
与
広
韻

\

一
対

雙
璧
正
成
最
可
貴
/
重
也

\

庚

辰

冬

日

天

真

道

人

(
印
)
(
印
)



(真
福
寺
蔵
)

存
卷
一
六
—

ニ
〇

〔
元
〕
修

一

冊

。

重
文
。

森
志
 

著
録
。

後
補
茶
色
布
目
覆
表
紙
(
ニ
七
.
四

>
<
ー
八
.
三

*1)
、

元
表
紙
は
 

白
色
、

外

題

に

「
玉
篇
残
欠

\

第
六
十
六
合
」
(
室
町
頃
筆
)
と
題
署
さ
 

る
。
裏
打
改
装
本
。
巻
一
六
の
初
葉
を
欠
き
、
第
四
五
丁
よ
り
存
す
る
。 

前

表

紙

見

返

に

「
文
政
四
年
辛
已
九
月
日
令

\

修

理

畢

\
寺

社

奉

行

所

 

(
印
)
」

の
識
語
あ
り
。

「
尾
張
国
大
須
\
宝
生
院
経
蔵

\

図
書
寺
社
官

\

 

府
点
検
之
印
」
「
寺
社

\
官
府
再
点

\

検
印
」

の
印
章
が
鈐
さ
る
。

大
広
益
会
玉

篇

三

〇
卷

宋

陳

彭

年

等

奉

勅

重

修

〔
末
末
元
 

初
間
〕
刊

(
〔建
安
〕
)

(
内
閣
文
庫
蔵
)

存
卷
六
1

一
五
、

ニ
四
—
三
〇

三
冊
。
後
補
淡
香
 

色

表

紙

(
ニ
三
.
三

X

一
四
.九
龌
)
、

裏
打
改
装
本
。

毎

巻

首

「
大
広
益
 

会
玉
篇
卷
第
幾

I

幾
」
と
題
し
、

次
に
一
格
半
を
低
し
て
目
次
を
列
し
て
 

本
文
に
接
続
す
る
。
卷

十

.
廿

四

末

に

「
新
加
偏
旁
正
俗
不
同
例
」
を
附
 

し
、

巻

三

十

巻

後

に

「
分
毫
字
様
」
及

び

「
四
声
五
音
九
弄
反
紐
図
并
序
 

沙
門
神

珙撰
」
(
首
表
半
葉
に
止
っ
て
、

裏
葉
以
下
を
佚
す
)
あ
り
。

四
 

周

双

辺

(
ー
八
*
五

>
<
ー
ニ
ニ

|1)
有
界
十
ー
行
、
注
小
字
双
行
、
行
約
 

廿
七
字
不
等
。

版
心
線
黒
ロ
単
黒
魚
尾
「
玉

幾

(
丁
付
)
」
。

僅
に
筐

劻 

眶恒
誰
框
貞

M

の
字
末
筆
を
欠
く
。

所
々
破
損
の
箇
所
が
あ
り
、

巻
七
 

首
、
巻
九
首
、
巻
一
一
末
、
卷
ニ
四
首
表
及
び
末
葉
を
欠
き
、
巻
ニ
ー
ー
 

二
三
の
零
葉
数
丁
が
巻

一

五
の
後
に
附
綴
さ
れ
て
い
る
。

字
画
端
整
印
面
美
麗
に
し
て
元
麻
沙
本
に
勝
る
が
、
字
様
は
末
の
建
安
 

体
が
や

X
元
様
の
円
肥
の
風
を
帯
び
来
る
過
程
の
様
式
を
示
し
て
い
る
。 

他
に
同
版
本
の
あ
る
を
聞
か
な
い
。
「
昌
平
坂

\

学
問
所
」
「
文
政
□
□
」

等
の
印
あ
り
。

大
広
益
会
玉

篇

三

◦
巻

宋

陳

彭

年

等

奉

動

重

修

元

泰

定

ニ

 

年

(
一
三
ニ
五
)
刊

(
円
沙
書
院
)

(
尊
経
閣
文
庫
蔵
)

五
冊
。
後
補
淡
黄
色
絹
表
紙
(
ニ
七

X

一
七
掘
)
、 

裏
打
改
装
本
。
首

に

「
大
広
益
会
玉
篇
一
部
并
序
 

凡
三
十
巻
」
と
題
す
 

る
大
中
祥
符
六
年
牒
文
、
「犬
広
益
玉
篇
序
」
、

「
進
玉
篇
啓
」
、

「
玉
篇
広
 

韻
指
南
」
、

r大
広
益
玉
篇
総
目
」
あ
り
。
指

南

後

に

r

泰
定
乙
丑
良
月

\

 

円
沙
書
院
新
菜
」

の
双
辺
木
記
が
刻
さ
れ
て
い
る
。
本

文

巻

首

「
犬
広
益
 

会
玉
篇
卷
第
一
凡
ル
部
」
と
題
し
、
巻
末
尾
題
の
前
に
「
新
加
偏
傍
正
俗
不
 

同
例

J

「
類
隔
更
音
和
切
」
五
行
が
附
さ
る
。

四

周

双

辺

(
ニ
ー

X

一
三
 

齷
)
有
界
十
二
行
、
注
小
字
双
行
、
行
廿
八
字
。
版
心
細
黒
ロ
双
黒
魚
尾
 

「
玉

幾

(
丁
付
)
」
。
首
冊
首
葉
眉
上
に
「
妙
覚
寺
常
住
日
奥
」

の
朱
書
横
 

書
あ
り
。

美
麗
な
る
早
印
本
で
、
同
版
本
の
所
在
を
他
に
聞
か
な
い
。
我
が
南
北
 

朝
の
旧
刊
本
は
刊
記
も
そ
の
通
り
の
覆
刻
で
あ
る
。
本
書
の
以
下
の
元
槧
 

建
安
坊
刻
諸
本
は
陳
彭
年
重
修
本
に
基
づ
く
が
、
宋
本
に
比
し
て
注
中
の
 

删
略
や
毎
部
文
字
の
次
第
に
錯
乱
が
多
い
。
首

の

「
玉
篇
広
韻
指
南
」
後
 

に

「
龍
集
こ
卯
菊
節

\

円
沙
書
院
新
菜
」

の
双
辺
木
記
を
有
す
る
書
陵
 

部

.
中

央

図

書

館

(
拙
著
著
録
)
.
北
平
図
書
館
蔵
本
は
、

刊
記
の
こ
卯
 

を
元
延
祐
ニ
年
に
繫
け
て
、
従
来
延
祐
ニ
年
刊
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
 

本
版
と
比
較
す
る
に
明
か
に
本
版
を
ほ
^
'
覆
刻
せ
る
後
出
に
か

X
り
、
ほ
 

'ゾ
本
版
の
覆
刻
た
る
次
掲
の
至
正
ニ
六
年
南
山
書
院
刊
本
に
比
べ
て
も
さ
 

ら
に
字
様
鐫
法
に
明
風
が
著
し
く
、
同
様
に
本
版
の
粗
な
る
覆
刻
た
る
楊



氏
観
海
堂
蔵
の
明
永
楽
一
四
年
与
畊
書
堂
刊
本
.
明
宣
徳
六
年
清
江
書
堂
 

刊

本

(
共
に
楊
譜
三
.
拙
著
著
録
)
に
酷
似
し
て
い
る
。
従
っ
て
そ
の
こ
 

卯
は
明
の
洪
武
八
年
か
宣
徳
十
年
に
繫
け
る
べ
き
で
、
版
面
か
ら
按
ず
る
 

に
恐
ら
く
宣
徳
十
年
刊
と
推
定
す
る
方
が
妥
当
で
あ
ろ
ぅ
。

同

元

至

正

ニ

六

年

(
一
三
六
六
)
刊

(
南
山
書
院
)

首
に
大
中
祥
符
六
年
牒
、

「
犬
広
益
玉
篇
序
」
「
進
玉
篇
啓
」

r

大
広
益
 

玉
篇
総
目
」

r

玉
篇
広
韻
指
南
」
、
指

南

後

に

「
至
正
丙
午
良
月

\

南
山
書
 

院
新
菜
」

の
双
辺
木
記
が
あ
り
、
本
文
巻
首
の
体
式
及
び
巻
末
尾
題
の
前
 

に

「
新
加
偏
傍
正
俗
不
同
例
」
等
を
附
す
る
こ
と
前
掲
本
に
同
じ
。
四
周
 

双

辺

(
ニ
〇

•
七

X 
一
一
.
七
樋
)
有
界
十
二
行
、
注
小
字
双
行
、
行
廿
八
 

字
。
版
心
細
黒
ロ
双
黒
魚
尾
「
玉

篇

卷

幾

(
丁
付
}
」
。

前
掲
泰
定
ニ
年
円
沙
書
院
刊
本
の
覆
刻
。
我
が
国
の
慶
長
九
年
の
鉄
山
 

宗
鈍
の
跋
を
有
す
る
慶
長
刊
本
は
本
版
の
刊
記
も
そ
の
ま

X
の
覆
刻
で
、 

し
か
も
こ
の
慶
長
覆
刻
本
を
さ
ら
に
元
和
寛
永
初
間
に
原
刊
記
と
も
覆
刻
 

せ
る
刊
本
も
あ
り
、
此
が
江
戸
時
代
の
版
種
の
多
い
本
書
和
刻
本
の
祖
本
 

と
な
つ
た
。

(
静
嘉
堂
文
庫
蔵
)

ニ
冊
。
後
補
栗
皮
色
表
紙
(
ニ
四
.
五

X

ニ
〇
醒
_
)
、 

裏
打
改
装
本
。
朱
点
朱
引
が
附
さ
れ
、

印
面
美
し
い
早
印
本
。

「
島
田
翰
 

珍
蔵
」

の
墨
書
、
「
松
方

\

文
庫
」
等
の
印
あ
り
。

(
東
洋
文
庫
蔵
)

五
冊
。
後

補

香

色

表

紙

(
ニ
五

X

一
七
.
七
®
)
。
版
 

心
を
切
り
と
っ
て
、
版
心
の
方
に
裏
打
の
紙
を
つ
き
出
し
て
改
装
さ
る
。 

刊

記

の

「
南
山
書
」
の
三
字
は
補
写
。
「
石
鼓
軒

\

書
画
記

j 

r

雲
邨
文
庫
」 

等
の
蔵
印
あ
り
。
和
田
雲
邨
旧
蔵
。

同
版
本
は
他
に
故
宮
博
物
院
楊
氏
観
海
堂
蔵
本
(
欠
首
目
、
楊

志

.
拙
 

著
著
録
)
が
あ
る
。

同

元

至

正

一

六

年

(
一
三
五
六
)
刊

(
翠
巌
精
舎
)

(
武
田
科
学
振
興
財
団
杏
雨
書
屋
蔵
)

五
冊
。
首
に
大
中
祥
符
牒
文
、 

「
大
広
益
会
玉
篇
序
」
、

r

大
広
益
玉
篇
総
目
」
、

「
新
編
正
誤
足
註
玉
篇
広
 

韻
指
南
」

一
巻
あ
り
。
本
文
巻
首
題
署
前
掲
本
に
同
じ
。
巻
十
等
の
如
く
 

巻

末

に

「
類
隔
更
音
和
切
」
を
附
す
る
巻
あ
り
、
ま
た
巻
三
〇
末
尾
題
前
 

に

「新
加
偏
旁
正
俗
不
同
例
」
が
附
さ
る
。
首

の

総

目

末

に

「
至
正
丙
申
 

孟
夏
\
翠
巌
精
舎
新
刊
」
、

巻

一

尾

題

の

前

に

「
至
正
丙
申
孟
夏
\
翠
巌
 

精
企
#

菜
」

の
双
辺
木
記
が
存
す
る
。
左

右

双

辺

(
ー

九

ニ

>
<
ー
ー
.九
 

麵
)
有
界
十
三
行
、
注
小
字
双
行
、
行
廿
七
字
。
版
心
小
黒
ロ
双
黒
魚
尾
 

「
玉

幾

(
或
は
幾
フ
)
(
丁
付
)
」
。

巻
一
九
の
第
二
一
葉
は
新
補
写
。

所
 

々
破
損
の
葉
が
あ
り
、

卷
一
八
は
他
巻
に
比
し
、

行
格
は
同
じ
で
あ
る
 

が
、
紙
質
撫
印
墨
色
が
や
や
異
り
、
雕
鐫
粗
笨
に
流
れ
る
。
後
修
か
、
或
 

は
こ
の
巻
の
み
明
刻
本
の
配
補
か
。

r

炳
卿
珍
蔵
旧

\

槧
古
鈔
之
記
」

の
 

印
あ
9
、
内
藤
湖
南
旧
蔵
本
。

同
版
本
に
は
他
に
故
宮
博
物
院
楊
氏
観
海
堂
蔵
本
(
狩
谷
掖
斎
旧
蔵
、 

森

志

.
楊

志

.
楊
譜
三

14.
拙
著
著
録
)
が
知
ら
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。
故
 

官
博
物
院
楊
氏
観
海
堂
(水
野
忠
央
新
宫
城
旧
蔵
、
楊

志

.
楊
譜
三

16. 

拙
著
著
録
)
•
北

京

図

書

館

(建
徳
周
氏
旧
蔵
、

巻
一
一
至
二
三
配
明
前
 

期
刊
本
、
四
部
叢
刊
に
影
印
)
蔵
の
建
安
鄭
氏
宗
文
堂
刊
本
は
本
版
の
覆
 

匆
で
、
元
未
刊
と
云
ぅ
よ
り
は
寧
ろ
明
初
刊
刻
と
看
做
す
べ
き
で
あ
ろ



大

広

益

会

玉

篇

三

◦
卷

宋

陳

彭

年

等

奉

勒

重

修

〔
元
〕
刊
 

覆
宋

(
天
理
図
書
館
蔵
)

五
冊
。
後
補
菊
花
文
様
薄
葡
萄
色
臘
笺
表
紙
(
一 

八
.
八

X

I
一
.八
缠
)
。

裏
打
修
補
が
加
え
ら
る
。

巻

首

r

大
広
益
会
玉
 

篇
一
部
并
序
 

凡
三
十
巻
」
と
題
し
、

大
中
祥
符
六
年
牒
文
、

大
広
益
 

玉
篇
序
、

進
玉
篇
啓
、

「大
広
益
会
玉
篇
総
目
」
あ
り
。
本

文

巻

初

「
犬
 

広
益
会
玉
篇
卷
第
ー
凡
八
部
」
と

題

す

。

左

右

双

辺

(
ー
五
.
五

>
<
九

.
五
 

S

有
界
十
一
行
、
注
文
小
字
双
行
、
行
三
十
字
。
版
心
線
黒
ロ
双
黒
魚
 

尾

「
玉

幾

(
丁
付
)
」
。
左
欄
外
上
端
に
耳
格
あ
り
、
「
幾

巻

(
已
)
幾
」 

と
刻
さ
る
。

巻

末

に

「
新
加
編
正
俗
不
同
例
」
「
対
隔
更
音
和
切
」
を
附
 

す
。
所
々
欠
丁
補
写
が
あ
る
。

本
書
の
宋
元
版
の
殆
ど
が
大
判
で
あ
る
が
、
此
は
巾
箱
本
ほ
ど
小
型
で
 

は
な
い
が
中
本
で
、
小
字
で
あ
る
が
精
刻
で
あ
る
。
恒
澱
伎
楨
筐
慎
等
の
 

字
の
一
部
に
欠
筆
が
見
ら
れ
、
字
様
は
宋
後
期
の
建
安
書
坊
の
体
で
あ
る
 

が
、
や
や
崩
れ
が
見
ら
れ
、
恐
ら
く
元
代
の
建
安
書
肆
に
よ
る
宋
版
の
覆
 

刻
で
あ
ろ
ぅ
。
前
掲
建
安
坊
刻
諸
本
に
比
し
、
そ
の
収
録
字
数
注
文
が
さ
 

ら
に
簡
略
と
な
り
、
字
の
排
列
の
順
も
異
つ
て
い
る
。
同
版
本
の
所
在
を
 

他
に
聞
か
な
い
。

同

〔
元
〕
刊

(
〔建
安
〕
)

(
内
閣
文
庫
蔵
)

欠

巻

一

〇
|

ニ
ー
、

一

九

丄一

四

三

冊

。
後
補
香
 

色

表

紙

(
二
ニ
.
八

>
<
ー
四
.
七
龌
)
、
裏
打
改
装
本
、
元
料
紙
縦
ニ
ー
.五
 

涯
。
首
目
前
掲
本
に
同
じ
。

本

文

巻

首

r

大
広
益
会
玉
篇
卷
第
一
凡
 <

部
」 

と
題
し
、

毎
卷
必
し
も
改
丁
せ
ず
、

前
巻
の
末
行
に
直
接
し
、

巻

ニ

.

三
、
五

.
六
、
八

.
九
、

ー

四

ニ

五

、

ー
八
、

ニ
六
、

ニ
七
、

ニ

九

. 

三
〇
は

「
玉
篇
卷
第
幾

g

幾
」

と
題
す
る
。

左

右

双

辺

(
四
周
双
辺
を
混
 

ゆ
、

一
五
.六

X 
一
一
*

極
)
有
界
十
二
行
、
注
小
字
双
行
、
行
約
卅
字
。 

版
心
線
黒
ロ
双
黒
魚
尾
、
「
玉

幾

(
丁
付
)
」
、
裏
葉
左
上
欄
外
に
耳
格
あ
 

り
、
「
玉
篇
幾
已
幾
」
と
記
さ
る
。

巻
九
末
葉
欠
。

首
に
大
中
祥
符
牒
の
 

首
半
葉
が
重
複
し
て
い
る
が
、
此
は
十
一
行
十
九
字
の
別
版
の
半
葉
が
附
 

綴
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

内
容
は
前
掲
本
と
同
種
、
字
様
も
相
似
し
て
い
る
が
字
劃
遙
か
に
劣
る
 

後
出
の
建
安
坊
肆
本
で
あ
る
。

他
に
同
版
本
の
所
在
を
知
ら
な
い
。

「
昌
 

平
坂

\

学
問
所
」
「
文
化
戊
寅
」
「
浅
草
文
庫
」

の
印
あ
り
。

六

書

統

ニ

〇
卷

元

楊

桓

撰

元

至

大

元

年

(
一
三
〇
八
)
序
 

刊

(
江
浙
行
省
)

〔
後
至
元
〕
三

年

(
ニ
ニ
三
七
)
修

(
江
浙
 

等
処
儒
学
提
挙
余
謙
)

首
に
至
大
改
元
歳
在
著
雍
滔
灘
良
月
朔
翰
林
直
学
奉
直
大
夫
知
制
誥
同
 

修
国
史
三
山
倪
堅
序
の
「
六
書
統
序
」
、

将
仕
佐
郎
国
士
博
士
門
生
劉
泰
 

序

の

「
六
書
統
序
」
、

次
に
桓
の
自
序
及
び
「
六
書
統
目
録
」
あ
り
。

卷
 

ニ
〇

の
尾
題
後
一
行
を
お
い
て

r

三
年
八
月
江
浙
等
処
儒
学
提
挙
余
謙
補
 

修
」

の
一
行
あ
り
。

本

文

巻

首

「
六
書
統
卷
第
一
\

s i一
} 
S

大
夫
国
 

子
司
業
楊
桓
放
集
」
と
題
す
。

左

右

双

辺

(
ニ
一
.
七

X

一
六
榧
)
有
界
 

八
行
、
行
十
四
字
、
篆
文
は
行
九
乃
至
十
一
字
不
等
、
注
小
字
双
行
、
行
 

廿
三
字
。

版
心
線
黒
ロ
叔
黒
魚
尾
、

「
統

形

(
即
ち
小
題
)
(
丁
付
)
」
。 

上
象
鼻
に
大
小
字
数
、
下
象
鼻
に
、

彦
明
、

章
安
、

茅
元
吉
、

王
寧
、 

王
、
寧
、
三
木
、
木
、
許
成
、
徐
愛
山
、

趙
秀
、

朱
大
存
、

茅
、

張
、



中
、
寿
、
余
、
立
、
文
、
仲
、
子
、
明
、
侃
、
丑
、
忸
、
于
、
胡
、
章
、 

蔣
、
茂
、
恵
、
栄
、
森
、
屠
、
尸
、
朱
、
太
、
銭
の
刻
エ
名
あ
り
。
上
象
 

鼻

に

「
原
本
欠
」
と
印
さ
れ
、
匡
郭
版
心
の
み
が
印
刷
さ
れ
た
白
紙
の
 

葉
、
ま
た
所
々
上
半
成
は
下
半
の
印
刷
が
き
れ
て
い
る
所
が
あ
る
。

劉
泰
及
び
倪
堅
の
序
に
よ
れ
ば
、
至
大
元
年
楊
桓
の
子
守
義
が
父
の
著
 

書
を
上
聞
し
た
の
で
、
江
浙
行
省
に
特
命
し
て
、
刊
板
印
書
以
て
其
の
伝
 

を
広
め
さ
せ
た
と
云
う
。
巻
末
の
余
謙
の
補
修
年
は
年
号
が
漫
滅
し
て
単
 

に

「
三
年
」

の
み
が
残
り
、
そ
れ
を
張
志
.
瞿
目
は
元
統
と
す
る
。
陸
志
 

は
文
献
通
考
の
余
謙
の
修
補
年
が
至
正
五
年
と
あ
る
の
で
至
正
と
推
し
た
 

の
は
失
考
で
、
通
考
の
は
後
至
元
五
年
で
あ
る
。
ま

た

涵

録

は

「
元
統
祇
 

有
ニ
年
。
且
所
失
第
一
一
字
。
尚
有
微
痕
。
確
非
統
正
二
字
。
而
為
大
字
之
 

残
筆
。
按
倪
序
撰
於
至
大
改
元
戊
申
之
歳
。
序
称
楊
子
守
義
奉
朝
檄
往
江
 

浙
刊
父
書
。

倘既
刊
成
。
版
印
頻
数
。

一
二
年
後
。
宜
有
修
補
。
是
固
可
 

断
為
至

- K

三
也
。」
と
言
っ
て
い
る
。

し
か
し
こ
の
微
痕
は
字
の
下
端
の
 

「
八
」

で
、
史
記
の
余
謙
等
の
補
刊
官
銜
は
元
統
三
年
五
月
で
あ
る
か
ら
、 

至
元
三
年
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
本
書
の
板
木
は
明
に
入
っ
て
南
監
に
 

移
管
さ
れ
、
明
南
雍
経
籍
考
に
「
六
書
統
ニ
十
卷
親

S1
?±
S I
Jと
録
さ
 

れ
、
さ
ら
に
補
修
を
加
え
て
重
印
さ
れ
た
。

(
東
洋
文
庫
蔵
)

ニ
〇
冊
。

新

補

淡

香

色

表

紙

(
三
〇

x
ニ
〇

極
)
、 

金

鑲玉
装
。
卷
七
首
二
葉
、
巻
一
三
首
二
葉
、
巻
一
七
首
葉
欠
。
版
面
漫
 

漶の
所
と
比
較
的
美
し
い
所
が
混
り
、
明
印
で
あ
ろ
う
が
、
未
だ
明
修
が
 

入
っ
て
い
な
い
。
「
聞
濤
\
閣
印
」
等
の
蔵
印
あ
り
。

(
静
嘉
堂
文
庫
蔵
)

一
二
冊
。
陸

志

.
陸
続
跋
著
録
。
後
補
茶
色
表
紙
 

(
ニ
八
•六

X
一

八

.六
榧
)
、
襯
紙
を
挾
ん
で
改
装
。
明
印
で
あ
ろ
う
が
、

明
修
が
入
っ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

同
版
の
現
存
本
に
中
央
図
書
館
(
二
部
、

一
は
適
志
.

逬目
著
録
)
.
 

中
央
研
究
院
(
張

志

.
鄧
目
著
録
、
以
上
拙
著
著
録
)
.
北
京
図
書
館
(
ニ
 

部
、

一

は

晉

瞿

影

著

録

ニ

は

蔣

蠢

録

著

録

本

か

)
.
南
京
図
書
館
 

(
丁
志

盔影
著
録
)
蔵
本
や
汪
自
著
録
本
が
あ
る
。

六

書

統

溯

原

一

三

巻

元

楊

桓

撰

〔
元
至
大
〕
刊

(
〔
江
浙
行
 

省
〕
)
〔後
至
元
三
年
〕
修

(
〔江
浙
等
処
儒
学
提
挙
余
證
，〕
) 

(
静
嘉
堂
文
庫
蔵
)

〔
明
〕
遍

修

一

二

冊

。

前
掲
六
書
統
と
僚
巻
を
 

な
し
、
装
訂
蔵
印
を
同
じ
う
し
、
後

補

茶

色

表

紙

(
ニ
八
.六

X

一
八
.六
 

極
)

複
紙
を
挟
め
る
改
装
本
。

巻
末
に
自
跋
が
あ
る
が
、

首
葉
の
み
を
 

存
し
て
、
第
二
葉
目
は
版
心
に
「
原
本
欠
」
と
記
さ
れ
、
匡
郭
の
み
が
印
 

刷
さ
れ
て
い
る
。

本

文

巻

首

「
六

書

統

溯

原

卷

第

一

こ

奉

直

大

夫

 

国
子
司
業
楊
桓
放
集
」
と
題
す
。
左

右

叔

辺

(
ニ
ニ
.
七

X

一
六
•
三
糖
) 

有
界
八
行
、

注
小
字
双
行
、

行
廿
三
字
、

篆
文
一
字
小
字
約
四
字
に
相
 

当
。
版
心
線
黒
ロ
双
黒
魚
尾
、
「
(
小
題
)
(
丁
付
)
」
、
上
象
鼻
に
大
小
字

数
、
下
象
鼻
に
、
天
台
□
景
祥
、
翁
隠
之
、

翁
、

之
、

徐
文
徳
、

徐
友
 

益
、
楊
石
山
、
方
景
明
、
可
敬
、
何
信
、
信
、

滕
卿
、

滕
、

青
之
、

趙
 

明
、
趙
秀
、
平
山
、
古
賢
、
林
茂
、
盛
、
方
、
成
、
楊
，、
弓
、
芦
、
徐
、 

益
、
文
、
子
、
秀
、
何
、
張
、
宝
、
元
、
東
、
卿
、
林
、
木
、
公
、
朱
、 

呉
、
孫
、
実
、
叔
、
山
、
茅
の
刻
エ
名
あ
り
。
前
の
六
書
統
と
同
様
所
々
 

版

心

に

「
原
本
欠
」
と
刻
さ
れ
、
匡
郭
の
み
が
印
刷
さ
れ
た
葉
が
存
す
る
。

前
掲
六
書
統
と
版
式
を
同
う
し
、
刻
エ
も
共
通
し
て
い
る
か
ら
、
後
掲
 

の
同
著
者
の
「
書
学
正
韻
」
と
共
に
、
同
時
頃
同
所
で
刊
刻
さ
れ
た
も
の



と
思
わ
れ
る
。
本
版
の
板
木
も
六
書
統
と
同
じ
く
明
に
は
南
監
に
移
管
さ
 

れ
て
、
修
印
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
同
時
に
刊
刻
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
六
 

書

統

•
書
学
正
韻
を
含
め
た
刻

H

か
ら
そ
の
刊
年
を
さ
ら
に
検
討
し
て
み
 

よ
ぅ
。

此
等
刻
エ
が
従
事
せ
る
他
の
元
刊
本
は
、

至
大
福
州
路
刊
通
志
 

(
友
山
、
仁
甫

y
泰
定
元
年
西
湖
書
院
刊
至
元
余
謙
修
文
献
通
考
(
許
成
、 

趙
秀
、
青
之
、
平
山
、
古
賢
、
元
吉
、
茂
之
、
仁
甫
、

文
南
}
、

至
元
六
 

年
慶
元
路
儒
学
刊
至
正
十
一
年
修
玉
海
(
彥
明
、

文
甫
)
、

至
元
西
湖
書
 

院
刊
至
正
修
国
朝
文
類
(
彥
明
、

古
賢
}
、

至
正
二
三
年
西
湖
書
院
刊
鄂
 

国
令
佗
粋
編
(
平
山
、
君
甫
)
、
至
正
嘉
興
路
儒
学
刊
呂
氏
春
秋
(林
茂
)
、 

至
正
未
刊
春
秋
或
問
(青
之
}
、

四

書

辨

疑

(方
景
明
)
、
十
行
本
注
疏
合
 

刻

本

(
仁
甫
)
、
胡

注

資

治

通

鑑

(文
甫
、
君
南
)
、

儀

礼

(
文
甫
)
、

晦
 

庵

先

生

朱

文

公

集

(
平
山
)
、

西
山
先
生
真
文
忠
公
文
章
正
宗
(
友
山
) 

が
挙
げ
ら
れ
る
。

宋
刊
本
の
元
修
に
は
、

越

刊

礼

記

正

義

(
弓
華
、

友
 

山
)
、
儀

礼

経

伝

通

解

(
方
景
明
、
弓
華
、
友
山
}
、
紹
興
刊
春
秋
経
伝
集
 

解

(
許
成
、
趙
明
、
平
山
、
弓
華
)
、
説

文

解

字

(
平
山
' 
弓
華
)
、
増
修
 

互
註
礼

部

韻

略

(
弓
華
、
友
山
)
、
史

記

集

解

(
許
成
、
友
山
、
君
甫
)
、 

両
淮
江
東
転
運
司
刊
三
史
(
許
成
、
趙
秀
、
朱
大
存
、
青
之
、
趙
明
、
平
 

山
、
古
賢
、
林
茂
、
弓
華
、
茂
之
)
、
福

唐

郡

刊

漢

書

(
仁
南
)
、
所
謂
眉
 

山

七

史

(
彥
明
、
許
成
、
趙
季
、
朱
大
存
、

青
之
、

趙
明
、

平
山
、

古
 

賢
、
林
茂
、
弓
華
、
友
山
、
君
甫
)
、
嘉

定

刊
資
治
通
鑑
(
許
成
、
青
之
、 

平
山
、
古
賢
)
、
資

治

通

鑑

目

録

(
方
景
明
、
趙
明
、
弓
華
)
、
資
治
通
鑑
 

綱

目

(
趙
秀
、
青
之
)
、
国

語

(
趙
秀
)
、

贛州

刊

文

選

(
平
山
)
、

皇
朝
 

文

鑑

(
徐
愛
山
、
青
之
、
平
山
、
古
賢
)
が
あ
る
。
此
等
の
殆
ど
は
浙
刊
 

本
で
あ
り
、
本
版
が
至
大
の
江
浙
行
省
刊
で
至
元
の
修
た
る
こ
と
が
立
証

さ
れ
る
。

同
版
の
伝
本
に
は
中
央
図
書
館
(
二
部
、

一
は
適
志
著
録

)
.

中
央
研
 

究

院

(張

志

.
鄧
目
著
録
、
以
上
拙
著
著
録
)
.
北
京
図
書
館
(
二
部
、

一 

は
瞿
目
著
録
、

一
は
蔣
志
涵
録
著
録
本
か
)
蔵
本
や
汪
目
著
録
本
が
あ
る
。

説

文

字

原

一

巻

元

周

伯

琦

撰

〔
明
前
期
〕
刊

覆

元

至

正

 

十
五
年
刊
本

(
静
嘉
堂
文
庫
蔵
)

一
冊
。
陸

志

.
陸
続
跋
著
録
。
淡

茶

色

表

紙

(
ニ
 

八

•
五

X

一
七
•五
醒

}
。

首
に
至
元
九
季

S

己
丑
仲
春

鄱陽
周
伯
琦
伯
 

温
父
叙
の
自
序
、
次
に
伯
琦
録
の
篆
文
楷
書
両
様
の
「
叙
賛
」

次

に

「
説
 

文
字
原
目
録
」
あ
り
。
本

文

巻

首

「
説
文
字
源
{
I

H一 
鄱陽
周
伯
琦
編
注
」 

と
題
す
。
尾

題

の

下

に

「
男
宗
義
同
門
人
謝
以
信
校
正
」
と
刻
さ
る
。
左
 

右

双

辺

(
ニ
五
>
<
ー
四
缠
)
有
界
五
行
、
行
十
字
、
注
小
字
双
行
廿
字
、 

大
字
は
約
小
六
字
に
相
当
。

版
心
線
黒
ロ
単

黒

魚

尾

「
説

文

字

源

(
丁
 

付
)
」
。

次
掲
本
の
宇
文
公
諒
の
序
に
よ
れ
ば
、
都
水
庸
田
使
庸
里
公
溥
脩
の
首
 

唱
に
よ
り
、
平
江
郡
守
高
徳
基
等
が
次
掲
の
「
六
書
正
譌
」
と
共
に
刊
行
 

し
た
と
云
ぅ
。
本
版
は
次
掲
本
と
共
に
故
宮
博
物
院
蔵
本
(
明
修
、
拙
著
 

著
録
)
と
極
め
て
精
善
な
る
覆
刻
の
関
係
に
あ
り
、
ど
ち
ら
が
至
正
十
五
 

年
の
平
江
郡
原
刻
本
な
の
か
判
定
が
困
難
で
あ
る
。
た
ゾ
故
宫
本
の
補
刻
 

の
部
分
も
本
版
で
は
修
で
は
な
い
が
同
様
に
相
互
に
覆
刻
の
関
係
に
あ
 

り
、
ま
た
鐫
刻
の
具
合
等
か
ら
察
し
て
、
恐
ら
く
故
宫
本
が
原
刻
本
で
、 

本
版
は
至
正
十
五
年
刊
明
初
修
の
覆
刻
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
本
は
所
々
漫
 

漶の
印
面
を
混
え
、
刷
り
む
ら
が
見
ら
れ
、
補
筆
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。



北
京
図
書
館
蔵
本
は
目
録
に
「
元
至
正
十
五
年
高
徳
基
等
刻
公
文
紙
印
 

本
」
と
録
さ
れ
て
い
る
が
、
原
刻
か
覆
刻
か
ど
ち
ら
で
あ
ろ
ぅ
か
。

六
書
正
譌

五

卷

元

周

伯

琦

撰

〔明

前
期
〕
刊
覆
元
至
正
 

十
五
年
刊
本

首
に
至
正
十
五
年
龍
集
こ
未
三
月
既
望
奉
直
大
夫
国
子
監
丞
京
兆
宇
文
 

公
諒
叙
の
序
、
都
水
庸
田
使
通
議
公
閔
里
不
花
字
の
序
、
次
に
至
正
十
一
 

年
1

辛
卯
秋
九
月
既
望
翰
林
直
学
士
太
中
大
夫
知
制
誥
同
脩
国
史
兼
経
 

筵
官

鄱陽
周
伯
琦
伯
温
敍
の
自
序
あ
り
。
巻
末
に
至
正
十
二
季
歳
在
壬
辰
 

九
月
承
徳
郎
中
書
礼
部
員
外
郎
臨
川
吳
当
述
の

r

後
敍
」
が
附
さ
る
。
左
 

右

双

辺

(
二
三
.六

X

一
四
.
ニ
醒
)
有
界
五
行
、
注
小
字
双
行
、
行
廿
字
、 

大
字
は
約
小
六
字
に
当
る
。
版
心
線
黒
ロ
単
黒
魚
尾
「
六
書
正
譌
卷
幾
 

(
丁
付
)
」
。

前
掲
本
と
同
様
故
宮
博
物
院
蔵
本
(
明
修
、

拙
著
著
録
)
.
瞿
目
瞿
影
 

著
録
本
と
精
善
な
る
覆
刻
の
関
係
に
あ
り
、
本
版
の
方
が
そ
の
覆
刻
と
思
 

わ
れ
る
。
本
版
は
卷
五
尾
題
下
に
説
文
字
原
と
同
様
「
男
宗
義
同
門
人
謝
 

以
信
校
正
」

の
一
行
が
刻
さ
れ
、
そ
の
字
様
は
後
の
埋
木
に
よ
る
修
ら
し
 

く
、
特

に

r

以
信
校
正
」

の
四
字
は
前
七
字
よ
り
さ
ら
に
後
の
補
入
の
如
 

く
見
え
る
。
故
宮
博
物
院
蔵
本
に
は
こ
の
一
行
は
な
い
。

し
か
し
故
官
本
 

の
説
文
字
原
の
方
に
は
巻
末
尾
題
下
に
こ
の
一
行
が
埋
木
で
入
っ
て
い
 

る
。
至
正
十
五
年
平
江
郡
刊
刻
の
板
木
に
後
に
男
宗
義
等
に
よ
っ
て
さ
ら
 

に
校
正
修
補
が
加
え
ら
れ
、
本
版
は
そ
の
修
版
を
覆
刻
し
た
も
の
で
あ
ろ
 

う
。
本
版
に
は
内
閣
文
庫
本
の
如
く
後
に
補
刻
を
加
え
、
竇
子

偁重
編
と
 

題
し
た
改
修
本
が
あ
る
。

(
静
嘉
堂
文
庫
蔵
)

三
冊
。
陸

志

•
睦
続
跋
著
録
。
淡

茶

色

表

紙

(
ニ
 

八

.六

X

一
七
.
五
極
)
。

(
内
閣
文
庫
蔵
)

明

寶

子

傅

重

編

明

後

修

五

冊

。
後
補
淡
香
色
地
 

宝
尽
し
文
様
蠟
牋
表
紙
(
ニ
六
>
<
ー
七
粳
)
。

襯
紙
を
挾
ん
で
改
装
。

首
 

の
宇
文
公
諒
序
な
し
。
本
文
巻
首
の
葉
は
全
葉
改
刻
の
補
刻
で
、
巻
首
大
 

題
下
の
撰
者
題
署
が
「
合
肥
竇
子
傅
重
編
」
と
変
更
さ
れ
て
い
る
。
修
の
 

葉
が
か
な
り
多
く
、
そ
の
修
は
原
刻
の
覆
刻
に
近
い
も
の
と
し
か
ざ
る
も
 

の
と
が
混
淆
し
て
い
る
。

卷
五
末
尾
題
の
所
が
破
損
。

「
読
書

\

撃
剣
」 

「
佐
伯
矣
毛
利

\

高
標
字
培
松

\

蔵
書
画
之
印
」
「
昌
平
坂

\

学
問
所
」
「
浅
 

草
文
庫
」
等
の
印
記
あ
り
。
佐
伯
藩
毛
利
家
献
納
本
。

同

版

本
に
北
平
図
書
館
原
蔵
(
旧
京

158
159著
録
)
.
台
湾
中
央
研
究
院
 

(
鄧
目
著
録
、
以
上
拙
著
著
録
)
.
南

京

図

書

館

(
丁

志

.

盔影
著
録
)
蔵
 

本

•
劉
影
著
録
本
が
あ
る
。
上
海
図
書
館
•
北
京
大
学
蔵
本
•
蔣

志

.
繆
 

続
記
著
録
本
は
原
刻
本
に
属
す
る
か
、
或
は
本
版
と
同
種
か
未
見
の
為
め
 

確
認
し
得
な
い
。

漢
隸
分
韻

七

卷
不
著
撰
人
〔元
〕
刊

(
静
嘉
堂
文
庫
蔵
)

ニ
冊
。

陸

志

•
陸

跋

著

録

。

後
補
淡
茶
色
表
紙
 

(
一
一
四
.
五x

一 
五
•
四
榧
)
、
裏
打
改
装
本
。
首

に

r

漢

隸

釈

序

(
洪
丞
相
 

隸

釈

序

.
洪
侍
講
跋
語
.
洪
丞
相
跋
水
経
説
か
ら
成
る
)
あ
り
。
本
文
巻
 

首

「
漢
隸
分
韻
卷
之
一
」
、

次

行

低

三

格

「
天
下
碑
録
」
と
題
す
。

巻
一
 

は
天
下
碑
録
、
巻
ニ
は
凡
例
、
巻
三
以
下
は
韻
に
よ
っ
て
編
次
し
、
巻

一  

の

尾

題

は

「
集
漢
隸
釈
」
、

巻

ニ

首

題

は

「
集
漢
隸
分
韻
」
に
、

卷
三
以
 

下

の

大

題

は

r

漠
隸
分
韻
平
声
上
巻
三
」

の
如
く
作
る
。
四

周

双

辺

(
ニ



ー

><ー
三
*
1
ー.缠
)
有
界
八
行
、
行
十
四
字
、

小
字
双
行
、

卷
ニ
以
下
は
 

有
界
六
行
、

行
十
字
、

注
小
字
双
行
、

行
廿
字
、

版
心
細
黒
ロ
双
黒
魚
 

尾
、

r

隶

(或
は
隸

勻)
幾

(
丁
付
)
」
。
巻
四
の
一
九
.
ニ
〇
、
五
の
ニ
 

五

.
ニ
六
、
六
の
二
三
丨
三
一
、

七
の
ニ
〇
—

ニ
ニ
葉
は
補
写
。

「
呉
郡
 

\

趙
宦
光
/
経
籍
」
「
王
\
孫
」
§

「
翰
墨
香
」
^
)
「
吾
見
斎
」
「
内
楽
 

\
邨
農
」
「拝
経
/
楼
呉

\

氏
蔵
書
記
」
等
の
蔵
印
あ
り
。

明
の
趙
宦
光
 

(
字
は
凡
夫
)
、
清

の

呂

葆

中

(
字
は
无
党
)
.
周

春

(
号
は
松
靄
)
.
呉
騫
 

(
字
は
槎
客
、

号
は
免
牀
、

書
庫
を
拝
経
楼
と
称
す
)
等
旧
蔵
本
。
巻
末
 

別
紙
附
綴
に
呉
騫
の
左
の
手
識
あ
り
。

右
隸
韻
七
卷
蓋
宋
刻
而
元
時
翻
\
雕
者
頃
周
松
靄
大
令
以
見
遺
楮
\
墨
 

既
精
古
香
可
愛
閲
其
図
記
知

\

為
明
趙
寒
山
故
物
書
側
題
識
尚
,
其
手
 

□
想
見
陸
卿
子
翠
袖
摩
挱

\

時
覚
鹿
門
之
高
風
去
人
未
遠
松
\
_
嘗
有
 

跋
刻
小
学
餘
論
予
別
作

\

古
風
一
章
見
拝
経
楼
続
稾
嘉
慶

\

戊
辰
中
夏
 

呉

騫

誌

(
印
)
(
「
免

\

牀
」
)
(
印
)
(
「
涓
\
雪
」
)

同
版
本
に
中
央
図
書
館
•
北
平
図
書
館
原
蔵
本
(
存
卷
五
—
七
、
以
上
 

拙
著
著
録
)
.
北
京
，図

書

館

(
二
部
、

一
は
瞿
目
.
瞿
影
著
録
)
•
南
京
図
 

書

館

c存
三
卷
、

丁
志

盔影
著
録
)
.
北
京
大
学
蔵
本
や
王
記
著
録
本
が
 

あ
り
、
上
海
図
書
館
蔵
本
も
恐
ら
く
同
版
か
。

広

韻

五

卷

宋

陳

彭

年

等

奉

勒

重

修

〔北
末
末
〕
刊
 

(
真
福
寺
蔵
)

存

卷

三

一

冊

。
重
文
。
裏
打
改
装
本
。
後
補
茶
色
布
 

目

表

紙

(
ニ
七
.
五

X

一
六
.
九
缠
)
、
外

題

に

「
韻
書
残
欠
」
、
表
紙
右
下
 

端

に

「
第
六
十
七
合
下
」
と
墨
書
さ
る
。
首
二
葉
を
欠
き
第
三
丁
よ
り
存
 

し
、
末
は
第
三
ニ
丁
表
に
止
っ
て
そ
の
裏
丁
を
佚
す
る
。
巻
中
不
幸
に
し

て
間
-々

破
損
の
箇
所
あ
り
、

特
に
下
端
に
多
い
。

左

右

双

辺

(
二
三
.
五
 

X

一
四
.
八
箍
)
有
界
十
三
行
、

注
文
小
字
双
行
、

行
卅
ニ
乃
至
卅
七
字
 

不
等
、
大
字
は
小
四
字
に
相
当
。
版
心
白
ロ
単
黒
魚
尾
、
「
韻

上

声

(
丁
 

付
)
」
。
下

象
鼻
に
間

々

屠
、
亨
、
徐
、
孫
、
安
、
洪
、
王
の
刻

H

名
が
刻
 

さ
る
。
玄

泫弦
兹
妓
朗
班
敬
驚
懲
警
撖
撒
蟹
弘
殷
筐
炅
の
字
は
概
ね
末
画
 

を
欠
き
、

貞
徴
は
欠
か
ず
"

樹
は
概
ね
欠
か
ず
一
定
せ
ず
、

神

宗

•
哲
 

宗

.
徽
宗
の
廟
諱
の
字
は
本
巻
に
見
出
せ
ぬ
が
、
欽
宗
以
下
の
廟
諱
は
全
 

て
避
け
な
い
。

字
様
は
端
整
に
し
て
後
掲
の
真
福
寺
蔵
礼
部
韻
略
等
と
相
い
通
じ
、
撫
 

刻
精
秀
、
墨
色
蒼
古
、
恐
ら
く
は
北
宋
末
の
刊
刻
に
か
乂
る
。
重
修
広
韻
 

は
真
宗
の
景
徳
四
年
(
一
〇
〇
七
)

の
牒

文

に

「
宜

令

崇

文

院

送

国

 

子
監
依
九
経
書
例
施
行
」
と
あ
る
が
、
そ
の
官
版
は
伝
存
せ
ず
、

こ
の
本
 

が
海
内
ニ
な
き
現
存
最
古
の
刊
本
で
あ
る
。

「
尾
張
国
大
須
\
宝
生
院
経
 

蔵

\

図
書
寺
社
官
\
府
点
検
之
印
」
「
寺
社
\
官

府

再

点

\

検
印
」

の
印
 

章
、

前

見

返

に

「
文
政
四
辛
已
九
月
日
令

\

修
理
畢
\
寺
社
奉
行
@

」 

の
修
補
識
語
あ
り
。

広

韻

五

卷

宋

陳

彭

年

等

奉

勅

重

修

〔
末
孝
宗
朝
初
〕
刊

(
静
嘉
堂
文
庫
蔵
)

五
冊
。

重
文
。

後
補
香
色
古
表
紙
(
ニ
五
•六

X
 

一
八
握
)
、

襯
紙
を
挾
ん
で
改
装
さ
る
。

金
砂
子
散
し
書
題
^
に

「
広
韻
 

上

平

一

」

の
如
く
題
署
。
首
に
景
徳
四
年
牒
、

大
中
祥
符
元
年
牒
、

陸
 

法
言
切
韻
序
、

郭
知
玄
拾
遺
序
、

「
陳
州
司
法
孫

愐広
韻
序
」
あ
り
。
本
 

文

巻

首

「
広
韻
上
平
声
巻
第
一
」
と
題
し
、
毎
卷
次
行
以
下
に
ニ
格
を
低
 

し
て
目
次
を
列
し
て
本
文
に
.接
続
す
る
。
毎
巻
尾
題
後
に
「新
添
類
隔
今



更
音
和
切
」
を
附
し
、
ま

た

巻

末

に

r

雙
声
畳
韻
法
」
を
附
載
す
る
。
左
 

右

双

辺

(
一
二
.
ニ

X

一
四
•
九
極
)
有
界
十
行
、
注
文
小
字
叔
行
、
行
廿
 

七
字
。
版
心
白
ロ
単
黒
魚
尾
、
「
韻

上

平

(
下

平

.
上

声

•
去

声

•
入
声
〕 

(
丁
付
)
」
。
下
象
鼻
に
、
王

珎

許

明

、
阮

于

顧

忠

、
忠
、

呉
亮
、

朱
 

琰、
徐
杲
、
徐
顔
、
徐
茂
、
徐
昇
、
徐
高
、
徐
政
、
孫
勉
、
陳
錫
、
錫
、 

陳
明
#
、
陳
伸
、
陳

詾、

詾、
丁
珪
、
包
正
、
毛
諒
、
余
永
、
余
竑
、
跳
 

臻
、
梁
済
の
刻
エ
名
が
刻
さ
る
。
玄
舷
眩

泫炫
弦
絃
朗
敬
擎
檠
驚
警

儆弘
 

泓
殷

礮匡
筐

劻框
竟
境
鏡

獍胤
炅
恒
禎
貞
楨
禎
偵
賴
徴
樹
勗

蛣構
漢
寮
の
 

字
は
殆
ど
末
筆
を
欠
く
。

本
版
の
刻
エ
が
従
事
せ
る
他
の
宋
槧
本
を
拾
え
ば
、
紹
興
九
年
紹
興
府
 

刊

毛

詩

正

義

(陳
錫
、
余
永
、
徐
杲
、
孫
勉
、
徐
茂
、
徐
高
、
阮
宇
、
毛
 

諒
、
徐
政
)
、
紹
興
十
年
臨
安
府
刊
西
漢
文
類
(
陳
錫
、
包
正
)
、
紹
興
十
 

九
年
刊
徐
公
文
集
(
毛
諒
)
、
紹
興
間
明
州
刊
文
選
(
毛
諒
)
、
紹
興
間
刊
 

外

台

秘

要

方

(
徐
杲
、
徐
顔
、
丁
珪
、
阮
于
、
徐
昇
、

徐
高
、

徐
政
)
、 

同

通

典

(
徐
杲
、
包
正
"
阮
于
、
徐
高
)
、
同
白
氏
六
帖
事
類
集
(
徐
顔
、 

王
珎
、
丁
珪
、
除
昇
)
、
同

資

治
通
鑑
目
録
(
徐
政
、
王
珎

y

紹
興
初
刊
 

孝
宗
朝
修
史
記
集
解
(
呉
亮

Y
姚
臻
、
徐
杲
、
王
珎
、
包
正
、
孫
勉
、
阮
 

于
、
紀
茂
、
徐
昇
、
徐
高
、
毛
諒
、
顧
忠
、

徐
政
)
、

紹
興
淳
熙
_
刊
同
 

思

溪

版

蔵

経

(
徐
顔
、
王
珎
、
徐
昇
、
徐
髙
)
、
同

越

刊

周

易

疏

(陳
錫
、 

王
珎
、
徐
茂
、
顧
忠
、
許
明
、
梁
済
)
、
同

周

礼

疏

(
陳
錫
、

余
永
、

徐
 

顔
、
王
珎
、
徐
茂
、
許
明
、
梁
済
)
、
同

尚

書

正

義

(
陳
錫
、

余
永
、

徐
 

顔
、
王
珎
、
徐
茂
)
、
孝
宗
朝
刊
周
易
正
義
(
王
珎
、
徐
高
)
、
同
春
秋
経
 

伝

集

解

(陳
錫
、
姚
臻
、
徐
杲
、
王
珎
、
包
正
、
朱

琰、
阮
于
、
毛
諒
、 

呉
亮
、
陳
明
仲
)
、
同

所

謂
眉
山
七
史
(
王
珎
 
'陳
錫
、
徐
高
、
陳
件
)
、

同

論

衡

(
徐
顔
1
王
珎
、
檠
済
)
、
同
両
淮
江
東
転
運
司
租
漢
書
(
余
竑
、 

徐
杲
、
徐
親
"
包
正
、
徐
茂
、
徐
高
、
毛
諒
、

陳
詢
)
、

紹
熙
頃
刊
広

m

 

(余
竑
"
徐
顔
)
、
同
臨
安
府
陳
宅
書
籍
舗
刊
碧
雲
集
(
徐
杲
)
が
あ
る
。 

陳
#
は
寧
宗
頃
刊
古
史
に
見
え
る
が
"
本
版
の
陳
仲
は
陳
明
仲
の
略
ら
し
 

く
、
古
史
の
陳
仲
と
は
同
名
異
人
の
疑
が
あ
る
。
以
上
の
如
く
本
版
©'刻
 

エ
は
高
宗
の
紹
興
か
ら
光
宗
の
紹
熙
に
わ
た
る
杭
州
地
区
の
刻
エ
で
、
殆
 

ど
が
紹
興
淳
熙
年
間
に
集
中
し
て
い
る
。

本
版
は
従
来
北
宋
刊
と
さ
れ
て
来
た
が

Y
そ
の
刻
エ
は
皆
南
宋
前
斯
の
 

人
、
そ
の
欠
筆
が
構
脊
に
止
つ
て
、
慎
の
字
を
欠
か
な
い
こ
と
、
ま
た
そ
 

の
字
様
版
式
が
北
朱
の
面
影
を
と
ど
め
た
南
宋
初
浙
刊
本
の
典
型
た
る
こ
 

と
を
按
ず
れ
ば
、
本
版
は
北
宋
監
本
の
重
刊
を
地
方
機
関
に
伲
し
た
紹
興
 

の
詔
に
応
ぜ
る
、
孝
宗

扔の
乾
道
年
間
を
降
ら
ぬ
杭
州
地
区
0
公
使
庫
の
 

刊
刻
に
か
、
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
同
版
本
は
他
に
傅
増
湘
旧
蔵
北
京
図
 

書
館
現
蔵
存
卷
一
.
—
T

四

の

残

本

(
傅

耳

*
中
版
録

15
16.著
録
)
が
知
 

ら
れ
る
に
す
ぎ
な
ぃ
。
古
く
或
は
北
宋
本
と
云
わ
れ
讽
存
堂
五
種
.
古
逸
 

叢
書
に
覆
刻
さ
れ
て
普
及
し
た
次
掲
の
宋
刊
十
行
本

a
本
版
の
覆
刻
で

4

 

る
。

こ
の
本
に

t

t
 

r

黄
叔
\
子
」

r

翠
馨
軒
」
「
文
華

\

私
印
」
「
炎
城
霞
 

気
」

r

易
東
\
後
人
」
「
八
雲
軒
」
「
脇
坂

氐\
淡
路
守
」
「
藤
/
亨
」
「
安
\
 

元
」
「島
田
翰

\

読
書
記
」
「
松
方

\

文
庫
」
等

の

蔵

印

あ

ダ

"

卷

ニ

宋

 

(
墨
筆
)
巻

五

末

(
朱
筆
)
に

「
強
圉
氏
文
房
」
な
る
室
町
時
代

©.'
署
名
 

が
あ
る
。
恐
く
朝
鮮
を
経
て
古
く
我
が
国
に
将
来
さ
れ
た
脇
坂
宏
元
•
竹
 

添
井
井
等
の
旧
儲
で
あ
る
。

苘

〔宋
寧
宗
朝
〕
刊

覆

宋

孝

宗

初

刊

本



前
掲
の
孝
宗
朝
初
刊
本
の
精
善
な
覆
刻
に
か
、
り
、
首
目
巻
末
附
載
卷
 

首
題
式
全
て
前
掲
本
に
同
じ
。
左

右

双

辺

(
一
二
•
三

X

一
四
.
七
握

)

有
 

界
十
行
、

注
小
字
双
行
、

行
ニ
七
字
。

版
心
白
ロ

単

黒

魚

尾

「
韻
上
平
 

(
I
入
声
)
(
丁
付
)
」
。
上
象
鼻
に
大
小
字
数
、
下
象
鼻
に
王
玩
、
王
恭
、 

王
宝
、
何
昇
、
何
澄
、
魏
奇
、
金
滋
、
呉
椿
、
呉
志
、
呉
益
、
高
異
、
朱
 

玩
、
朱
、
秦
暉
、
秦
顕
、
宋

琚、
曹
栄
、
趙
中
、
張
栄

Y
陳
晃
、
陳
寿
、 

沈
思
忠
、
沈
思
恭
、
思
恭
、
方
至
、
方
堅
、

余
敏
、

李
倍
、

李
倚
、

陸
 

選
、
劉
昭
の
刻
エ
名
あ
り
。
玄
肱
眩

泫炫
弦
絃
該
舷
炫

憨刻
伎
撼
莪

賅
玟 

銜

趦痃
駭

玫
玆絃
鉉

袪朗
敬
檠

儆驚

儆警
螫
慜
皦
礅
弘
純

极窈
泓
^
萌
殷
 

慇

澱

匡

筐

劻鬣
诓
框

眶

眶郢

雎

框

恒

框

筐
!|竟

鏡

獍

獍境

獍胤

|1炅

恒

禎

 

貞
楨
禎
偵
都

S

賴
追
徴

癥擲
樹
桓
に
は
概
ね
欠
筆
が
見
ら
れ
、
構
溝

瞢慎
 

は
一
部
末
画
を
欠
く
が
一
定
し
な
い
。
本
版
に
は
部
分
的
或
は
全
面
に
修
 

補
の
入
っ
た
葉
を
少
し
く
混
え
た
後
印
本
が
あ
る
。
修
の
版
心
は
字
数
、 

刻

H

名
が
な
い
こ
と
が
多
い
が
、

間
々
実
甫
、

勝
之
、

甸
の
名
が
刻
さ
 

る
。
卷
中
墨
釘
の
所
が
往
々
存
す
る
。

本
版
は
前
掲
の
南
宋
前
期
刊
本
が
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
或
は
 

北
宋
本
と
審
定
さ
れ
、
清
康
熙
年
間
張
氏
沢
存
堂
が
覆
刻
し
、
ま
た
光
緒
 

年
間
古
逸
叢
書
に
覆
刻
収
入
さ
れ
流
布
し
て
い
る
。
し
か
し
両
本
と
も
原
 

本
に
校
改
が
加
え
ら
れ
、
原
本
の
訛
脱
を
訂
し
て
い
る
所
も
あ
る
が
、
却
 

っ
て
誤
れ
る
も
あ
る
か
ら
注
意
を
要
す
る
。
前
掲
の
書
陵
部
蔵
寧
宗
朝
刊
 

玉
篇
の
条
で
詳
記
し
た
如
く
、
本
版
の
刻
ェ
は
原
.
修
共
に
全
て
そ
の
玉
 

篇
の
そ
れ
と
共
通
し
、
且
つ
字
様
•
行

格

.
版

式

も
等
う
し
て
い
る
か
 

ら
、
共
に
同
時
同
所
の
刊
刻
に
か
-
!
る
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。
そ
の
刻

H

 

を
共
通
す
る
他
の
宋
刊
諸
本
は
玉
篇
の
条
に
於
て
既
記
の
通
り
で
あ
る
か

ら
こ
乂
に
は
省
略
す
る
。
要
す
る
に
そ
の
刻
エ
の
殆
ど
が
最
も
活
躍
し
た
 

時
期
が
集
中
し
て
い
る
の
は
寧
宗
朝
期
で
、
し
か
も
全
員
が
そ
の
頃
国
子
 

監
が
行
っ
た
と
伝
え
る
補
刻
に
従
事
し
て
い
る
。
従
っ
て
本
版
の
刻

H

の
 

う
ち
早
い
の
は
淳
熙
中
で
あ
る
か
ら
、
寧
宗
朝
の
嘉
定
後
期
を
降
ら
ぬ
頃
 

前
掲
の
孝
宗
朝
初
の
版
本
に
基
づ
い
た
浙
江
地
方
の
公
使
庫
の
刊
刻
に
か
 

乂
る
こ
と
は
明
か
で
、
或
は
国
子
監
の
刊
刻
か
、
少
く
と
も
そ
の
板
木
は
 

国
子
監
に
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。

後
掲
の
建
安
坊
刻
本
が
官
本
、

監
 

本
、
明
本
、
杭
本
等
と
云
う
の
は
本
版
を
指
す
も
の
で
あ
る
。

本
版
は
そ
の
後
宋
末
元
の
間
に
初
め
龍
谷
大
学
蔵
本
の
如
く
部
分
的
な
 

修
が
な
さ
れ
、

つ
い
で
内
閣
文
庫
蔵
本
の
如
く
全
葉
の
修
が
施
さ
れ
た
。 

元
西
湖
書
院
重
整
書
目
に
「
玉
篇
広
韻
」
と
あ
る
は
恐
く
は
本
版
を
指
す
 

ら
し
く
、
本
版
の
修
は
前
掲
の
玉
篇
と
同
じ
く
西
湖
書
院
に
於
て
施
さ
れ
 

た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
明
に
板
木
が
南
監
に
移
さ
れ
た
ら
し
く
、
明

南

雍

経

籍

考

に

「
広
韻
五
卷
賴
麵
„

±55
針
丸
面
」
と

あ

る

の

は

或

は

本

版

>
 0 

力

(
国
立
国
会
図
書
館
蔵
)

五
冊
。

新

補

濃

藍

色

絹

表

紙

(
ニ
六
•
四

X
 

一
八
糖
}
、
裏
打
改
装
、

原
料
紙
縦
二
三
龌
。

所
々
親
字
に
墨
筆
振
仮
名
 

が
附
さ
る
。
印
面
が
美
し
く
、
比
較
的
早
印
に
属
す
る
。
「
泉
涌
寺
別
院

\

 

雲
龍
院
常
住
」
「
枇
原
家
蔵
」
「
故
*
原
芳
埜
納
本
」

の
蔵
印
あ
り
。

(
静
嘉
堂
文
庫
蔵
)

五
冊
。
睦

志

.
陸
続
跋
著
録
。
後
補
灰
褐
色
表
紙
 

(
三
三

X
ニ
ー
糖
)
、
裏
打
改
装
、

原
料
紙
縦
ニ
五
.
七
涯
。

版
心
の
下
象
 

鼻
は
破
損
が
多
い
。

(
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
)

五
冊
。
新
補
濃
青
色
地
卍
繫
文
様
裂
表
紙
(
ニ
 

五
.
五

>
<
ー
八
醒
)
、
裏
打
改
装
、
原
料
紙
縦
ニ
四
糖
。
卷
末
の
雙
声
畳
韻



法
等
の
附
録
を
欠
く
。
巻
中
所
々
、
特
に
版
心
の
周
囲
に
破
損
が
多
い
。 

所
々
室
町
期
の
朱
点
、
時
に
墨
筆
の
連
続
符
返
点
振
仮
名
の
書
入
が
ぁ
 

る
。

「
弘
前
医
官
渋
\
江
氏
蔵
書
記
」
「
森
氏
開
万

\

冊
府
之
記
」
「
高
木
 

寿
穎

\

蔵
書
之
記
」
等
の
蔵
印
ぁ
り
、
巻
末
に
左
の
森
立
之
及
び
高
木
寿
 

穎
の
手
跋
が
附
綴
さ
る
。

右
宋
板
広
韻
五
卷
与
清
張
士
俊
所
重
刊
本
全
同
\
而
間
字
体
有
小
異
同
 

士
俊
序
所
云
精
加
校
簪
梓
\
之
者
也
然
宋
板
之
誤
字
改
而
不
可
者
亦
有
 

之
比
校
而
\
後
可
自
知
矣
此
本
之
出
在
狩
谷
望
之
掖
斎
歿
後
渋
江

\

全
 

善
籀
斎
得
而
蔵
之
籀
斎
捐
舎
後
遂
入
我
架
中

\

此
書
楓
山
庫
中
亦
未
収
 

之
真
天
下
之
珎
宝
也

\

己
卯
春
日
 

七
十
三
翁
枳
園
森
立
之
 

(
印
)
(
印

X

印
)

謹
按
玉
篇
広
韻
是
学
者
必
用

\

之
書
猶
車
之
両
輪
不
可
存
一
而
欠

\

一 

也
今
ニ
書
倶
得
宋
版
真
是
ー
雙
璧
\
玉
可
謂
小
人
無
罪
懐
璧
是
罪
則
非
 

\

我
家
所
能
蔵
者
因
以
献
焉

\

 

明

治

十

五

年

一

月

高

木

寿

穎

 

(
印
)
(
印
)

よ
っ
て
狩
谷
掖
斎
•
渋

江

抽

斎

.
森

枳

園

.
高

木

寿

穎

通

蔵

本

に

し

 

て
、
寿
穎
よ
り
秘
府
に
献
納
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

(
龍
谷
大
学
図
書
館
蔵
)

〔
宋

•
元
〕
修

五

冊

。
後
補
丹
表
紙
(
ニ
五
 

X

一
七
•
五
握
)
、
裏
打
改
装
本
。
部
分
的
な
修
の
加
っ
た
葉
を
混
え
る
。 

卷
三
第
四
、
巻
四
第
二
一
.
四
四
、

卷
五
第
四
葉
は
補
写
。

「
写
字
台

\

 

之
蔵
書
」

の
印
あ
り
。

(内
閣
文
庫
蔵
)

〔
朱

.
元
〕
修

五

冊

。

後

補

浅

葱

色

表

紙

(
ニ
五
 

>
<
ー
七
*
ニ
醒
)
、
天
地
が
少
し
く
裁
断
さ
れ
た
裏
打
改
装
本
。
首
目
、
卷
 

末
の
雙
声
畳
韻
法
、
巻
一
の
首
七
葉
を
欠
く
。
巻
一
の
第
十
六
葉
補
写
。

僅
か
な
が
ら
元
修
の
葉
が
混
る
。
「
昌
平
坂
\
学
問
所
」
「
文
化
丁
卯
」
「
犬
 

学
校

\

図
書

\

之
印
」
「
浅
草
文
庫
」

の
蔵
印
あ
り
。

同
版
本
は
他
に
上
海
図
書
館
蔵
本
二
部
が
知
ら
れ
、

一
は
楊
守
敬
旧
蔵
 

楊
志
著
録
、
古
逸
叢
書
の
底
本
ら
し

く

、
一
は
明
印
と
云
ぅ
。

ハ

ー

バ

ー

 

ト
大
学
燕
京
研
究
所
蔵
明
修
本
は
或
は
同
版
か
。

鉅

宋

広

韻

五

卷

宋

陳

彭

年

等

奉

勒

重

修

〔
末
乾
道
五
年
(
一 

一
六
九
)
〕
刊

(建
寧
府
黄
三
八
郎
書
舗
)

(
内
閣
文
庫
蔵
)

五
冊
。
重
文
。
森
志
著
録
。
後
補
香
色
表
紙
(
一
一
ニ
. 

七

X

一

六
粳
)
、
裏
打
改
装
本
。
表

紙

外

題

に

「
末
版
広
韻
皇
祐
元
年
刻
本
第
 

一
冊
」
と
墨
書
。
首
に
景
徳
四
年
.
大
中
祥
符
元
年
牒
を
略
す
が
、
陸
法
 

言
切
韻
序
、
郭
知
玄
拾
遺
序
、

r

陳
州
司
法
孫

愐唐
韻
序
」
あ
り
、

そ
の
 

末
ニ
行
を
あ
け
て
「
己
丑
建
寧
府
黄
三
八
郎
書
舗
印
行
」

の
刊
記
が
刻
さ
 

る
。
本

文

巻

首

r

鉅
宋
広
韻
上
平
声
巻
第
一
」
と
題
し
、
毎
巻
次
に
一
格
 

を
低
し
て
目
次
を
お
い
て
本
文
に
接
続
す
る
。
毎

巻

尾

題

後

に

「新
添
類
 

隔
今
更
音
和
切
」
を
附
し
、
卷

五

尾

題

後

に

「
声
畳
韻
法
」
を
附
し
、
末
 

に

r

鉅
宋
広
韻
卷
第
五
終
」
(
跨
行
)
の
末
題
を
重
ね
る
。
左
右
双
辺
(
ニ
 

〇

>
<
ー
四
.五

滙)
有
界
十
ニ
行
、
注
小
字
双
行
、

行
約
卅
四
字
。

版
心
 

白
ロ
 
(
一
部
線
黒
ロ
を
混
え
る
)
双
黒
魚
尾
、

「
負

平

幾

(
貪
幾
、

貪
去
 

声
幾
等
、
稀
に
白
文
)
(
丁
付
)
」
。
概
ね
上
象
鼻
、
往

々

中

縫

.
下
象
鼻
 

に
大
小
字
数
あ
り
。
玄
敬
檠

儆■
弘
泓
窈
殷
澱
匡
筐

眶郵
蝈
框
恒

劻胤
貞
 

楨
偵
禎
郞
楨
構
の
字
は
概
ね
末
筆
を
欠
く
が
避
諱
は
厳
格
で
は
な
い
。

異
同
は
あ
る
が
ほ

f
前
掲
{目
本
に
基
づ
く
坊
肆
本
で
、
字
画
明
晰
に
し
 

て
字
様
は
南
宋
前
期
建
安
体
の
典
型
な
る
も
の
、
欠
筆
か
ら
按
じ
て
も
、



刊
記
の
己
丑
は
乾
道
五
年
己
丑
に
繫
け
る
の
が
至
当
で
あ
る
。
同
版
本
は
 

上
海
図
書
館
蔵
本
が
知
ら
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。

「
蒹
葭
堂

\

秘
不
許

\

出
 

閫外
」
「
蒹
葭
堂

\

蔵
書
印
」
「
_
葭
\
蔵
書
」
「
昌
平
坂

\

学
問
所
」
.「
文
化
 

甲
子
」
「
浅
草
文
庫
」
等
の
蔵
印
あ
り
、
木
村
蒹
葭
堂
旧
蔵
本
。
(
追
記
2
)

同

〔
南
宋
〕
刊

(
麻
沙
劉
仕
隆
宅
)

覆
乾
道
五
年
建
寧
府
黄
三
 

八

S

舗
刊
本

(
福
井
氏
崇
蘭
館
旧
蔵
現
所
在
未
詳
)

五
冊
。
後
補
縹
色
古
表
紙
(
ニ
 

五
.
五

>
<
ー
七
缠
)
、
裏
打
改
装
本
。
首
目
卷
末
附
載
本
文
卷
首
体
式
題
署
 

前
掲
本
に
同
じ
。
孫

愐序

後

に

r
〇

広
韻
日
前
数
家
雖
已
雕
印

o\

〇
非
 

惟
字
体
不
真
抑
亦
音
切

o

\

o
訛
謬
本
宅
今
将
監
本
校
正

〇
\

o的
為
精
 

当
収
書
賢
士
請
認

o\
〇

麻
沙
鎮
南
劉
仕
隆
宅
真
本

〇

 J

の
木
記
が
刻
ざ
 

る
。
左
右
双
辺
(
一
一
〇

.
八

X

一
四
.
五
缠
)
有

界

十

二

行

注

小

字

双

行

、 

行
舟
四
字
。

版
心
白
ロ
双
黒
魚
尾
「
広

員

幾

(
丁
付
)
」
。

欠
筆
が
あ
る
 

が
、
精
細
に
調
査
す
る
餘
裕
が
な
か
っ
た
。

崇
蘭
館
旧
蔵
本
で
、
昭
和
四
十
五
年
東
京
古
典
会
の
入
札
会
に
出
品
さ
 

れ
、
そ
の
際
概
略
を
調
べ
た
が
精
査
す
る
に
至
ら
な
か
っ
た
。
現
所
蔵
者
 

未
詳
。
前
掲
本
の
南
宋
中
期
の
覆
刻
に
か
、
り
、
撫
刻
精
善
印
面
美
し
き
 

早

印

本

で

此
も
他
に
同
版
本
の
存
在
を
聞
か
な
い
。
第
二
冊
以
下
の
各
 

巻

末

に

r

天
文
廿
季
_
拾
月
吉
日
求
得
之
沙
門
賢
聖
之
」

の
感
得
識
語
が
 

あ
る
。

明

本

正

誤

足

註

広

韻

五

卷

宋

陳

彭

年

等

奉

勅

重

修

〔
元
〕
刊

(内
閣
文
庫
蔵
)

五
冊
。
後

補

濃

縹

色

表

紙

(
ニ
ー
了
八

x

一
六
.
三

極
〉
、
裏
打
改
装
本
。
首
に
景
徳
四
年
牒
文
、

大
中
祥
府
元
年
牒
文
、

陸
 

法
言
切
韻
序
、

郭
知
玄
拾
遺
序
、

「
陳
州
司
馬
法
孫

愐唐
韻
序

j

あ
り
。 

本
文
巻
首
「
明
本
正
誤
足
註
広
韻
卷
之
ー

(
I

一一一)
上
平
声
{
I Iご
と
題
し
、 

毎
卷
次
に
半
格
を
低
し
て
目
次
を
列
し
て
本
文
に
接
続
す
る
。
毎
巻
末
に
 

「新
添
類
隔
今
更
音
和
」
を
附
す
。
四

周

双

辺

(
ニ
〇
.
三
>
<
ー
四
握
)
有
 

界
十
四
行
、
注
小
字
双
行
、
行
卅
字
。
版
心
線
黒
ロ
双
黒
魚
尾
「
韻
幾
 

(
丁
付
)
」
。

重
修
本
に
よ
る
が
、
反
切
を
注
首
に
お
く
。
書
名
の
明
本
は
明
州
本
即
 

ち
杭
州
地
区
の
京
本
に
よ
っ
て
正
誤
せ
る
善
本
，の
意
味
で

Y
足
註
は
後
記
 

の
如
く
建
安
麻
沙
本
が
注
を
省
略
し
て
あ
る
の
に
対
し
節
略
し
て
い
な
い
 

意
味
を
示
し
た
冠
称
で
あ
る
。
杭
州
刊
本
に
傚
っ
た
恐
ら
く
建
安
坊
刻
本
 

な
が
ら
字
画
明
晰
に
し
て
"
な
お
宋
版
の
遺
風
を
留
め
で
い
る
。
卷
ー
末
 

裏
葉
を
欠
き
、
巻
五
末
は
尾
題
に
止
っ
て
い
る
が
、
裏
葉
以
下
を
逸
失
せ
 

る
か
。

所
々
破
損
の
箇
所
が
あ
る
。

「
仁

芷矣
長
昭
\
黄
雪
書
屋
鑒

\

蔵
 

図
書
之
印
」
「
昌
平
校

\

学
問
所
」

{
I
)

「
浅
草
文
庫

j

の
印
あ
り
。
巻
末
 

に
長
昭
の
寄
蔵
文
廟
宋
元
刻
書
の
跋
文
ニ
丁
が
附
綴
さ
る
。
本
版
の
伝
存
 

は
他
に
知
ら
れ
て
い
な
い
。

大

宋

重

修

広

韻

五

卷

宋

陳

彭

年

等

奉

勒

重

修

〔
元
〕
刊

(
内
閣
文
庫
蔵
)

欠

卷

ー

四

冊

。
森
志
著
録
。
後
補
香

色

表

紙

(
ニ
 

三

X 
i 

©
•
七
握
)
、
裏
打
改
装
本
。
所
々
破
損
0
箇
所
あ
り
、
卷
ニ
首
及
 

び
尾
裏
、

卷
三
首
表
葉
を
欠
き
"

卷
五
は
卷
中
欠
丁
多
く
、

巻
末
を
欠
 

く
。

本

文

巻

首
r

大
宋
重
修
広
韻
去
声
巻
第
四
」
(巻

五

は

「
広
韻
入
声
 

巻
第
五
」
)
と
題
し
、

每
卷
次
に
一
格
半
を
低
し
て
目
次
を
お
い
て
本
文



に
接
練
す
。
毎
巻
末
に
新
添
類
隔
今
更
音
和
切
が
附
さ
れ
い
る
如
し
。
四
 

周

双

辺

.
(
一
八
.■四

X

一
二
涯
)
有
界
十
一
行
、

注
小
字
双
行
、

行
廿
四
 

字
。
版
心
線
黒

P
双

黒

魚

尾

「
韻

(
与
)
幾

(
丁
付
)
」
。

ほ
^
重
修
本
に
同
じ
で
あ
る
が
、
収
録
の
字
が
や
、
省

略

さ

れ

て

少

 

い
。
卷

三

..西

巻

末

に

「
紀
陽
南
斗
寄
附
之
」

の
室
町
期
の
施
入
墨
書
あ
 

り
、
卷
中
所
々
に
室
町
.期
の
筆
で
朱
圏
点
が
附
さ
れ
、
盾
上
に
僅
か
な
が
 

ら
朱
墨
の
書
入
が
見
ら
れ
る
。

「
昌
平
坂

\

学
問
所
」
「
文
化
戊
寅
」
「
浅
 

草
文
庫
」
等
の
印
あ
り
。
本
版
は
他
に
伝
本
の
な
い
建
安
刊
本
で
あ
る
。

蔭

五

，巻

元

元

統

兰

年

(
一
三
三
五
)
刊

(
日
新
書
堂
)

覆

至

順

元

年

敏

馨

堂

刊

本

(
米
沢
市
立
.図
書
館
蔵
)

五
冊
。
後
補
丹
色
地
空
押
行
成
表
紙
(
ニ
三
• 

六

>
<
ー
五
.
七
輕
).、
裏
打
改
装
本
。
首

に

「陳

州

司

法

(
法
は
馬
の
誤
) 

.孫

愐唐
韻
序
」
あ
り
。
本

文

巻

首

「
唐
韻
上
平
声
巻
第
一
」
と
題
し
、
毎
 

卷
次
行
以
下
一
.格
を
低
し
て
目
次
を
列
ね
て
本
文
に
接
続
す
る
。
首
の
孫
 

序

の

末

に

「
元
統
乙
亥
中
秋

\

日
新
書
堂
刻
梓
」
の

双

辺

木

記

が

刻

さ

 

れ
、
毎
巻
末
尾
題
の
前
に
「新
添
類
隔
今
更
音
和
切
」
を
附
す
。
四
周
双
 

边

(
一
八
.
三

X

ニ

.七
缠
)
有
界
十
三
行
、
注
小
字
双
行
、
行
廿
七
乃
 

至
卅
字
内
外
不
等
。
版
心
細
黒
ロ
双
黒
魚
尾
「

勻
幾

フ

(
丁
付
)
」
。
「
釈
」 

「
中
\
姜
」

f

麻
谷
蔵
書
」

の
印
記
あ
■り
。

元
明
刊
麻
沙
本
広
韻
は
陳
彭
年
重
修
本
に
比
し
"
収
録
字
数
が
少
く
注
 

文
も
簡
略
で
、
重
修
本
か
ら
删
略
し
た
の
か
、
重
修
に
至
る
前
の
孫

愐切
 

韻
系
の
別
本
に
基
づ
く
か
に
つ
い
て
は
両
説
が
あ
る
。
四
庫
全
書
は
後
説
 

を
と
り
原
本
広
韻
と
称
す
る
。

こ
の
本
は
印
面
美
し
く
比
較
的
早
印
に
属

す
る
。
同
版
本
に
は
北
京
図
書
館
蔵
本
が
知
ら
れ
る
。
(追

記

3
)

本
書
の
元
明
の
建
安
坊
刻
本
は
玉
篇
と
同
じ
く
、
字
様
行
格
の
.上
か
ら
 

十
二
行
本
と
十
三
行
本
と
の
ニ
系
に
分
れ
る
。
各
内
容
上
小
異
出
入
あ
る
 

が
、
字
様
版
式
は
各
系
内
で
相
互
に
ほ
ぼ
覆
刻
の
関
係
に
あ
る
。
十
三
行
 

本
系
は
本
版
ょ
り
.先
出
に
故
宫
博
物
院
楊
氏
観
海
堂
蔵
至
順

7£年

(
ー
三
 

三
〇
)
敏
徳
堂
刊
至
順
一
一
年
印
本
(
森

志

.
楊

志

.
揚

続

譜

.
描
著
著
録
) 

が
あ
り
、

同
蔵
元
余
氏
勤
徳
書
堂
刊
本
(
浅
野
梅
堂
旧
蔵
、

楊

志

.
檣
 

譜

.

i

著
録
)
.
北
京
図
書
館
蔵
.至
正
十
六
年
翠
巖
精
舍
刊
本
(
封
面
 

「
新

刊

足

註

明

本

広

韻

」
、

中

版

録

325
326著

録

。

劉

影

著

録

本

同

版

)

も

相

 

互
に
覆
刻
の
関
係
に
あ
る
。

本
版
や
至
正
十
六
年
翠
巌
精
舎
刊
本
の
覆
刻
で
、
孫

愐序

の

後

に

「
太
 

歳
壬
子
仲
春
棗
巖
精
企
#

刊
」
な
る
刊
記
を
有
す
る
慶
應
義
塾
犬
学
斯
道
 

文

庫

.
蓬
左
文
庫
.
足
利
学
校
遺
蹟
図
書
館
(存
卷
三
—
五
)
蔵
本
が
あ
 

る
。
此
は
字
様
鐫
法
が
明
風
を
帯
び
来
り
、
そ
の
壬
子
は
洪
武
五
年
に
繫
 

ぐ
べ
き
で
あ
ろ
ぅ
。
た
だ
蓬
左
文
庫
蔵
本
に
は
封
面
が
貼
附
さ
れ
、
そ
れ
 

に

は

上

に

「
棗
'巌
精
舎
」
「
校
正
無
誤
」
と
ニ
行
に
横
書
し
、

下
中
央
に
 

「新
刊
足
註

\

明
本
広
韻
」
と
大
書
、

そ

の

左

右

に

「
0
五
音
四
声
切
韻
 

図
譜
詳
明
0
」
「
0
太
歳
戊
申
仲
夏
诱
梓
印
行
〇
」
と
小
書
さ
れ
て
い
る
。 

建
安
の
有
名
な
書
肆
翠
巖
精
舎
と
紛
わ
し
い
店
名
で
し
か
も
明
本
と
麻
 

沙
本
と
違
っ
て
京
本
に
拠
り
、
足
本
と
注
が
省
略
に
非
ざ
る
こ
と
を
偽
示
 

し
て
い
る
。
封
面
の
戊
申
は
元
で
は
至
大
八
年
で
あ
る
が
、
そ
れ
ほ
ど
古
 

く
溯
り
得
る
答
は
な
く
、
明
で
は
洪
武
元
年
か
宣
徳
三
年
に
券
る
。

同

元

至

正

_1.ー
六
年
(
ー
三
六
六
)
刊

(
南
山
書
院
)

覆
泰
定
ニ



年
円
沙
書
院
刊
本

首

に

「
陳
州
司
馬
孫

愐唐
韻
序
」
、

序

後

に

「
至
正
丙
午
菊
節

\

南
山
 

書
院
刊
行
」

の
双
辺
両
行
木
記
が
あ
る
。
本

文

毎

巻

首

「
広
韻
某
声
卷
第
 

一
」
と
題
し
、
毎
卷
次
行
よ
り
一
格
を
低
し
て
目
次
を
お
き
、
本
文
に
接
 

続
す
。

双

辺

(
ー
ニ
>
<
ー
ー
ー
.
八
粳
)
有
界
十
ニ
行
、

注
文
小
字
双
行
、 

行
卅
字
内
外
。
版
心
細
黒
ロ
双
黒
魚
尾
、
「
韻

(

勻
.
広

勻)
巻

幾

(
幾
) 

(
丁
付
)
」
。
毎
巻
末
尾
題
の
前
に
「新
添
類
隔
今
更
音
和
切
」
が
附
さ
る
。

本
版
は
中
央
図
書
館
蔵
元
刊
本
(
存

卷

四

.
五
)
と
共
に
、
元
泰
定
ニ
 

年

(
一
三
ニ
五
)
円
沙
書
院
刊
本
と
も
ほ
ぼ
覆
刻
の
関
係
に
あ
る
。
泰
定
 

ニ
年
刊
本
は
森
志
に
「
金

槧

本

求

古

楼

蔵

」
と
著
録
さ
れ
た
本
で
あ
る
 

が
、

楊
守
敬
の
入
手
す
る
所
と
な
り
、

「
古
逸
叢
書
」
に
覆
刻
収
入
さ
れ
 

(
楊
譜
三
著
録
}
、
後
李
木
斎
の
蔵
に
転
じ
、
今
北
京
大
学
図
書
館
の
有
と
 

な

っ

て

い

る

(
王
記
著
録
)
。

そ
の
泰
定
ニ
年
円
沙
書
院
刊
本
の
粗
な
る
 

覆
刻
で
、
孫

序

後

に

「
龍
集
乙
卯
菊
節

\

円
沙
書
院
刊
行
」

の
木
記
を
有
 

す
る
天
理
図
書
館
蔵
本
等
が
あ
る
。

こ
の
こ
卯
を
従
来
延
祐
ニ
年
(
一
三
 

一
五
)
に
擬
定
し
て
い
る
が
、

そ
の
字
様
は
到
底
泰
定
ニ
年
よ
り
前
に
は
 

溯
り
得
ず
、
且
つ
至
正
ニ
六
年
南
山
書
院
版
の
字
様
よ
り
も
さ
ら
に
明
風
 

の
特
色
が
顕
著
と
な
っ
て
い
る
か
ら
明
か
に
明
初
の
刊
刻
に
か
か
る
と
見
 

る
べ
く
、
こ
卯
は
洪
武
八
年
乙
卯
に
繁
ぐ
の
が
妥

当

と

思
わ
れ
る
。

(
尊
経
閣
文
庫
蔵
)

五
冊
。
後
補
代
赭
色
表
紙
(
ー
一
三
.
八
>
<
1
五
ニ
 

猶
)
。
裏
打
。
各

冊

末

に

「宗
\
玩
」
、
首

に

r

洒
竹
文
庫
」

の
印
あ
り
、 

大
徳
寺
の
釈
江
月
宗
玩
•
大
野
洒
竹
旧
蔵
。
印
面
が
美
し
い
。

(
天
理
図
書
館
蔵
)

五
冊
。

後

補

渋

引

茶

褐

色

表

紙

(
ニ
五
•五

X

I
 

六

*
一
糖
)
、
裏
打
改
装
本
。
や
や
後
印
。
少
し
く
室
町
期
の
朱
筆
勾
点
や

欄
外
に
書
入
が
存
す
る
。

(
龍
谷
大
学
図
書
館
蔵
)

五
冊
。

後

補

茶

褐

色

表

紙

(
ニ
四
.
七
>
<
ー 

五
ニ
ー
極
)
。

裏
打
。

所
々
破
損
、

特
に
第
ー
冊
の
版
心
の
周
辺
が
甚
し
 

く
、

破
損
の
箇
所
は
補
写
さ
れ
て
い
る
。

「
写
字
台

\

之
蔵
書
」

の
印
。 

や
や
後
印
に
属
す
る
。

(
内
閣
文
庫
蔵
)

五
冊
。
巻
三
—
五
配
明
前
期
刊
本
。
森
志
著
録
。
後
 

補

濃

標

色

表

紙

(
ニ
四
.
四

X
I

四
.五
龌
)
。

裏
打
。

巻
ニ
の
一
六
丁
裏
 

と
ニ
〇
丁
以
下
は
補
写
。
巻

三

.
四
は
双
辺
有
界
十
二
行
の
明
前
期
刊
 

本
、
巻
五
は
左
右
双
辺
有
界
十
三
行
注
文
約
卅
字
の
明
前
期
刊
本
を
以
て
 

補
配
さ
る
。
「
周

\

信
」
一
f

© -
t

「
昌
平
坂

\

学
問
所
」

の
印
。

巻
末
に
 

「
寛
政
戊
午
」

の
朱
印
。
巻

一

.
ニ
は
義
堂
周
信
の
手
沢
本
か
。

本
版
は
他
に
故
宮
博
物
院
楊
氏
観
海
堂
(
楊

志

三

.
楊
譜
三

27.
拙
著
 

著
録
)
.
北

京

図
書
館
.
ハ
ー
パ
ー
ド
大
学
燕
京
研
究
所
蔵
本
が
あ
る
。

広
韻

五

卷

〔末
末
元
初
間
〕
刊

(
慶
應
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫
蔵
)

巻

三

•
五
補
配
明
前
期
 

刊

本

五

冊

。

後

補

香

色

表

紙

(
ニ
ニ
.
八

X

一
四
.六
循
)
、

匡
郭
内
で
 

切
り
と
り
、
裏
打
改
装
さ

る

。

全
巻
往
々
破
損
の
箇
所
が
あ

り

、

卷
ニ
末
 

葉
裏
を
欠
く
が
、
尾
題
の
み
は
補
紙
に
貼
附
さ

れ

て

い
る
。
首
に
孫

愐序
 

が
あ
る
が
、
首
半
葉
を
欠
き
、
序
末
の
裏
葉
は
別
紙
で
補
わ
る
。
本
文
巻
 

首

「
広

韻

上

平

〔声
巻
第
一
〕
(
声
以
下
四
字
破
損
、

巻
ニ
以
下
の
題
に
 

よ
り
補
)
」
と
題
し
、

毎
卷
次
行
よ
り
ニ
格
を
低
し
て
目
次
を
お
い
て
本
 

文
に
接
続
す
る
。
巻

末

に

「新
添
類
隔
更
音
和
切
」
を
附
す
る
。
左
右
双
 

辺

(
一
六
.六

X
一 
〇

.九
)
有
界
十
二
行
、
注
小
字
双
行
卅
一
字
内
外
。



版
心
線
黒
ロ
双
黒
魚
尾
「
匀

幾

(
丁
付
)
」
、

中
縫
、

稀
に
上
象
鼻
に
間
 

々
大
小
字
数
あ
り
、

裏
葉
左
上
欄
外
に
耳
格
あ
り
、

「
広

韻

(
或
は
匀
) 

幾
已
幾
」
と
印
さ
る
。
技
眩
駭

玆眩
朗
匡
睚
筐
郢
框
置

劻淮
輻

眶恒
筐
駆
 

貞

5

楨
禎
鄭

湞偵
賴
の
字
概
ね
末
画
を
欠
く
が
、
欠
筆
は
さ
程
厳
格
で
は
 

な
い
。
補
配
の
明
刊
本
は
四
周
双
辺
(
ニ
〇

.
五

X

一

ニ
.
七
握
)
有
界
十
 

行
、
版
心
線
黒
ロ
双
黒
魚
尾
「
韻

幾

(
丁
付
)
」
。

本
版
は
前
掲
諸
本
に
比
し
、
収
録
字
と
注
文
が
さ
ら
に
節
略
さ
る
。
字
 

様
は
麻
沙
本
風
と
共
通
す
る
所
も
あ
る
が
端
直
の
気
味
が
勝
ち
一
風
異
 

つ
て
い
る
。
巻
四
は
巻
一
.
ニ
に
比
し
、
字
様
や
や
劣
り
些
少
硬
直
の
感
 

を
与
え
る
。
同
版
本
の
所
在
を
他
に
見
な
い
。
室
町
近
世
初
間
の
書
入
が
 

少
し
く
存
し
、

r

崇
山
沙
門
釈
玄
琳
静
峯
」

の
墨
書
、
「
三
井
家
鑒
蔵
」
等
 

の
蔵
印
あ
り
。

同

〔元〕刊覆
宋

前
掲
本
の
覆
刻
で
、
首
に
孫

愐序
あ
り
、
巻
首
題
署
体
式
前
掲
本
に
同
 

じ
。
左

右

双

辺

(
一
六
.
四
>
<
ニ

涯

、
往
々
単
辺
を
混
え
、
序
は
双
辺
) 

有
界
十
二
行
、
注
小
字
双
行
、
行
卅
一
字
内
外
。
版
心
線
黒
ロ
双
黒
魚
尾
 

「

勻
幾

フ

(
丁
付
)
」
。
中
縫
に
間
々
字
数
あ
り
、
裏
葉
左
欄
外
に
耳
格
、 

「
広

韵

(

勻)
幾

已

(
フ
)
幾
」
と
記
さ
る
。
技
眩
駭

玆眩
匡
筐
筐
炅
等
に
 

欠
筆
を
見
る
。
巻

四

.
五
は
字
様
が
少
し
崩
れ
、
粗
笨
と
な
る
。
此
は
底
 

本
の
せ
い
か
。

故
長
沢
規
矩
也
博
士
は
日
光
の
天
海
蔵
本
に
対
し
、

「
末
 

諱
の
欠
筆
は
技

(
I
)

炅
等
、
末
の
初
に
止
ま
り
、
且
、
玄

.
胤
を
欠
か
な
 

い
の
で
、
末
末
元
初
刊
本
と
い
う
よ
り
は
、
宋
初
刊
本
に
拠
っ
た
金
刊
本
 

と
断
じ
て
よ
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
」
(
日

光

山

「
天
海
蔵
」
主
要
古
書

解
題
)
と
審
定
さ
れ
た
。

こ
の
本
の
底
本
と
な
っ
た
前
掲
本
は
当
時
未
だ
 

知
ら
れ
ず
、
此
は
字
様
が
建
安
体
と
些
少
異
っ
て
方
直
な
た
め
、
苦
慮
の
 

上
で
の
判
断
で
あ
っ
た
。
し
か
し
金
版
特
有
の
直
硬
の
瘐
金
体
と
も
異
 

り
、
金
版
と
す
る
に
は
難
点
が
多
く
、
や
は
り
前
掲
本
と
共
に
建
安
刊
本
 

と
看
做
す
の
が
穏
当
と
思
ぅ
。

(
現
所
在
未
詳
)

五
冊
。
新

補

淡

香

色

表

紙

(
ニ
五
•
四

X

一

四

.
八
 

鲤
)
、
金

鑲玉
装
、
原
料
紙
縦
ニ
ー
.
ニ
缠
。
比
較
的
早
印
で
印
面
が
美
し
 

い
。
所
々
朱
墨
の
書
入
が
あ
る
。
昭
和
五
十
一
年
の
古
典
会
入
札
に
出
品
 

さ
れ
た
が
、
何
処
に
落
在
せ
る
か
明
か
で
な
い
。

(
日
光
山
輪
王
寺
天
海
蔵
蔵
)

五
冊
。
粘
葉
装
。
毎

冊

首

眉

上

に

r

慶
 

源
寺
」

の
朱
筆
、

第

二

冊

副

紙

に

「
樹
上
房
上
ル
」

の
墨
署
が
存
す
る
。 

以
上
ニ
本
は
時
間
の
関
係
上
残
念
な
が
ら
精
査
に
及
ぶ
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
。

本
版
も
他
に
同
版
本
の
所
在
を
確
認
し
得
な
い
。

集

韻

一

〇
卷

宋

丁

度

等

奉

勅

撰

田

世

卿

校

宋

淳

熙

一

四

 

年

(
一
一
八
七
)
刊

(
金
州
軍
州
学
)

(
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
)

欠

卷

ー

九

冊

。
森

志

.
楊

志

•
楊
譜
著
録
。 

後
補
淡
香
色
表
紙
(
三
五
>
<
ニ
五
.
五
缠
}
。
裏
打
改
装
本
。
毎
卷
本
文
卷
 

首

「
集
韻
巻
之

幾
\
{
|
1

格
}
翰
林
学
士
兼
侍
読
学
士
朝
請
大
夫
尚
書
左
司
 

郎
中
知
制
誥
判
秘
閣
兼
判
太
常
礼
院
群
牧
使
柱
国
済
陽
郡
開
国
侯
食
邑
ー
 

千
一
百
戸
賜
紫
金
魚
袋
臣
丁
度
等
奉

\

(雛
一
)
敕
脩
定
」
と

題

し

、

第
三
 

行
以
下
ニ
格
を
低
し
て
目
次
を
列
し
て
本
文
に
接
続
す
。
巻
末
に
宝
元
ニ
 

年
の
上
表
文
、
宝
元
ニ
年
九
月
十
一
日
の
進
呈
鏤
版
施
行
の
牒
文
(
末
に



i

趙

師

民

.
孫
錫
、

刊
脩
王
.洙

.
宋

祁

.
賈

昌

朝

.
鄭
戬
、

詳

定

李

 

淑

•
丁
度
の
列
銜
)
、

慶
暦
三
年
八
月
十
七
日
彫
印
成
進
呈
国
子
監
施
行
 

の

牒

文

(
末
に
賈
昌
朝
.
晏

珠

.
章
得
象
の
列
銜
)
、
次
に
葉
を
改
め
て
、 

武
功
大
夫
高
州
刺
史
充
金
州
駐

劄御
前
諸
軍
都
統
制
田
世
卿
謹
跋
の
跋
文
 

あ
り
。

左

右

双

辺

(
二
八
.
三

X

ニ
〇
糖
)
有
界
十
行
、

注
小
字
双
行
、 

行
卅
一
字
内
外
。
大
字
は
小
字
三
、
四
字
に
相
当
。
版
心
白
ロ
単
黒
魚
尾
 

「
集

韻

某

声

幾

(
丁
付
)
」
。
玄
鉉
肢
眩

泫炫
弦
絃
眩
炫
街
慈

荄襁
舷
&
刻
 

岐
妓

泫駭
蓄

搐幢
躍
鰌

鄗
搐嫿

搐敬
擎
檠
驚

儆撖
橄
蟹
弊
彆
礅
皦
慜
警
弘
 

菡竑
輒
觊
殷
慇
澱
蒔
搬
椴
匡
筐

劻
噩恒
郵
蝈
框
猸
菌
幅

眶_
框

闉
眶蹈
恒
 

植
贿
臟
«
榧
の
字
は
殆
ど
欠
筆
し
、
慎
は
欠
く
も
あ
り
欠
か
ざ
る
も
あ
っ
 

て
一
定
し
な
い
。

本
書
は
巻
末
の
上
表
.
牒
文
の
示
す
如
く
真
宗
の
景
祐
元
年
の
勅
に
よ
 

り
丁
度
等
が
脩
定
し
、
宝
元
ニ
年
上
進
、
慶
暦
三
年
雕
印
が
成
っ
た
の
で
 

あ

る

が

こ

の

慶
暦
の
北
宋
監
本
は
残
念
な
が
ら
伝
存
し
な
い
。
本
版
校
 

刊
の
経
緯
に
つ
い
て
巻
末
の
田
世
卿
の
跋
に
 

世
卿
旧
聞
集
韻
収
字
最
為
該
博
捜
訪
\
積
年
竟
未
能
得
皆
云
此
版
久
已
 

磨

\

滅
不
復
有
也
世
卿
前
年
蒙

\

恩
将
屯
安
康
偶
得
蜀
本
字
多
舛
誤

\

 

間
亦
脱
漏
嘗
従
暇
日
委
官
校
正
凡

\

点
画
錯
謬
者
五
百
三
十
一
字
其
間
 

湮
晦
漫
不
可
省
者

一一. 百
一
十
五
字

\

正
文
注
解
脱
漏
者
三
十
三
字
継
得
 

\

中
原
平
時
旧
本
重
校
修
解
者
一
百

\

五
十
五
字
旧
本
□
善
而
書
字
点
 

画

\

亦
有
謬
誤
復
以
説
文
爾
雅
等
書
是
\
正
改
定
凡
五
百
一
十

W

字
因
 

令

鋟\

版
以
広
其
伝
自
淳
熙
こ
已
九
月
至

\

丁
未
五
月
僅
能
畢

H

亦
庶
 

幾
不
作

\

無
益
害
有
益
之
義
也

と
記
さ
れ
て
ぃ
る
の
で
明
か
で
ぁ
る
。
即
ち
世
卿
が
高
州
の
金
州
軍
(
陝

西
省
安
康
県
)
に
駐

劄し
た
時
、
蜀
本
を
底
本
と
し
そ
の
舛
脱
を
正
し
、 

北
宋
刊
本
と
爾
雅
説
文
等
の
書
を
以
て
重
校
正
し
、
淳
熙
十
一
一
年
に
エ
を
 

起
し
十
四
年
に
竣
工
し
た
と
云
う
。
本
版
は
大
判
に
し
て
版
式
寛
，広
、
字
 

大
な
る
こ
と
銭
の
如
く
、
撫
刻
精
良
、
紙
質
堅
緻
に
て
白
色
清
瑩
蜀
本
 

を
得
て
と
称
す
る
如
く
、
そ
の
字
様
は
蜀
の
体
に
類
し
、
恐
く
そ
の
覆
刻
 

か
倣
似
で
あ
ろ
う
。
集
韻
は
世
卿
が
孝
宗
朝
た
る
当
時
既
に
そ
の
入
手
し
 

難
き
を
慨
い
た
如
く
玉
篇
•
広
韻
に
比
し
て
盛
行
し
な
か
っ
た
の
で
、
宋
 

版
の
伝
本
は
極
め
て
稀
れ
、
他
に
北
京
図
書
館
蔵
本
(
天
目
続
著
録
、
汲
 

古
閣
等
の
影
宋
本
や
曹
楝
亭
刊
本
の
底
本
の
系
か
)
が
知
ら
れ
る
に
す
ぎ
 

ず
、
本
版
と
は
別
版
で
あ
る
。
本
帙
の
料
紙
は
我
が
国
の
古
紙
に
似
て
、 

唐
紙
と
し
て
は
類
少
い
独
特
の
紙
質
で
、
或
は
楮
麻
の
交
漉
で
あ
ろ
う
 

か
。
刊
行
地
の
安
康
金
州
は
陝
西
省
の
南
端
で
蜀
に
近
く
、
当
時
金
と
対
 

峙
せ
る
最
前
線
で
あ
っ
た
。
雕
板
も
同
地
か
或
は
蜀
で
な
さ
れ
た
か
否
か
 

は
別
と
し
て
、
北
方
の
陝
西
地
区
に
於
て
刊
行
さ
れ
た
宋
版
本
の
存
在
は
 

閨

く

こ

.と

.な

く

、

珍

中

の

珍

と

云

う

べ

き

で

あ

る

。

毎

冊

首

尾

に

「
金
沢
文
庫
」

の
墨
印
、

¥
に

「
蟠
桃
院
」
(
妙
心
寺
塔
 

頭
)
、
「
佐
伯
矣
毛
利

\

高
標
字
倍
松

\

蔵
書
画
之
印
」

の
印
記
あ
り
、
金
 

沢
文
庫
よ
り
流
出
後
転
々
し
、
我
が
国
へ
の
将
来
伝
承
の
古
い
秘
笼
で
あ
 

る

。

礼

部

.韻

略

H4

卷

宋

丁

度

奉

勅

重

脩

孫

誇

増

補

〔北
宋
末
〕

(
真
福
寺
蔵
)
■
欠

巻

四

三

冊

。
重
文
。
後
補
茶
色
布
目
表
紙
(
ニ
七
. 

五

>
<
ー
六
八
龌
)

裏
打
改
装
本
。
序
跋
な
し
。
本

文

卷

首

「
礼
部
韻
略



平
声
上
第
一
」
と
題
し
、
毎
卷
題
後
三
格
を
低
し
て
目
次
を
お
い
て
本
文
 

に
接
続
す
。

巻

末

に

「
元
祐
庚
午
礼
部
続
降
韻
略
条
制
」
(
元
祐
五
年
七
 

月
初
十
日
酉
時
淮
都
省
送
下
、

五
丁
、

第
二
丁
欠
、

版

心

「
礼

部

新

」 

「
条
制
」
「
新
制
」
)
、
「
貢
院
条
制
名
諱
」

景
祐
四
年
六
月
の
中
書
門
下
牒
 

(
丁
度
等

劄子
〈
臣
等
今
詳
定
附
韻
条
制
〉
、
程
試
格
式
を
含
む
)
を
附
し
、 

末
に
五
名
の
列
銜
が
記

さ

る

。

左

右

双

辺

(
ニ
ニ

X

一
四
.
四
缠
)
有
界
 

十
一
行
、
行
廿
一
字
内
外
不
定
、
注
小
字
双
行
、
行
廿
九
字
内
外
不
等
。 

韻
目
の
標
字
を
陰
刻
と
し
、
両
音
の
字
は
円
を
以
て
囲
む
。
版
心
白
ロ
単
 

黒
魚
尾
、
「
平

声

上

(
下
)
(
上
声
、
入
声
)
(
丁
付
)
」
、
下
象
鼻
に
浩
吉
、 

洪
、
安
、
許
、
朱
、
徐
、
錬
、
誠
、
張
、

圮、
陳
華
、
胡
、
明
の
刻
エ
名
 

あ
り
。
欠
画
は
厳
格
に
し
て
、
玄
眩
眩

泫弦
絃
鉉
說
炫
铉
駭
舷
伎
肢
縣

si 

顏
朗
偯
寊
_
狼
狼
浪

閬莨
恨
該
腺

烺裉
莨
琅
跳
藤

埏腿
便
題
艇
艇

蜓艇
艇
 

擎
檠
驚

儆警

儆弘
泓
觏
萠
窮
©
殷
慇

餵
礮
蕺匡
筐

劻
眶恒

劻框
鬣
胤

醞炅
 

頃
焚
頭
恒
恨
禎
貞
楨
郞
頻
偵
徽

癥消
寊
楨
隙
城
曙
樹

澍
頊の
末
筆
を
欠
 

き
、
哲

宗

の

煦

に

は

「
I

爾

g

句
」
と
注
さ
れ
、
徽
宗
以
下
の
字
は
欠
画
を
 

見
な
い
。

挙
人
場
屋
用
に
広
韻
の
収
字
注
文
を
簡
略
に
せ
る
韻
略
が
景
徳
四
年
勅
 

編
さ
れ
た
。
本
書
巻
末
の
中
書
門
下
牒
の
示
す
如
く
そ
の
後
そ
の
重
修
を
 

丁
度
等
に
命
じ
て
、
景
祐
四
年
附
韻
条
制
を
添
え
て
上
進
さ
れ
た
本
を
国
 

子
監
に
送
っ
て
印
造
頒
行
せ
し
め
た
の
が
礼
部
韻
略
で
あ
る
。
し
か
し
収
 

字
が
頗
る
狭
い
と
の
議
が
起
り
、
玉

海

に

「
元
祐
五
年
太
学
博
士
孫
誇
等
 

言
韻
有
一
字
一
義
而
両
音
有
合
用
而
私
相
伝
為
当
避
者
有
合
押
而
礼
部
韻
 

或
不
収
者
七
月
九
日
附
入
韻
略
」
と
あ
る
如
く
、
孫

諝の
陳
請
に
よ
っ
て
 

添
収
増
補
し
た
の
が
本
書
で
あ
る
。

玉
海
引
用
の
記
事
は
本
書
巻
末
の

r

元
祐
庚
午
礼
部
続
降
韻
略
条
制
」
冒
頭
の
記
す
所
と
合
致
し
て
い
る
" 

そ
の
後
韻
略
へ
の
添
入
に
は
紹
興
十
一
年
黄
啓
宗
、
同
十
四
年
裼
朴
等
の
 

増
修
の
陳
請
が
あ
っ
た
。
勅

修
の
韻
略
•
礼
部
韻
略
は
四
庫
全
書
に
「
当
 

時
官
本
已
不
可
見
」
と
云
ぅ
如
く
漢
土
に
は
そ
の
後
镦
失
し
て
、
た
、ゾ
四
 

庫
全
書
に
著
録
さ
れ
た
「
附
釈
文
互
註
礼
部
韻
略
」

の
如
き
後
の
附
注
増
 

補
改
編
の
坊
刻
本
が
伝
存
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

本
版
は
こ
の
本
の
影
鈔
本
を
入
手
せ
る
楊
守
敬
が
「
宋
元
祐
五
年
官
刊
 

本
」
(
楊

志

巻

一
)

と
鑑
定
し
て
以
来
、

北
宋
元
祐
の
刊
刻
に
し
て
天
壤
 

間
無
双
の
孤
本
と
し
て
尊
重
さ
れ
て
い
る
。
字
様
方
直
鐫
刻
精
整
撫
墨
蒼
 

古
に
し
て
字
様
版
式
に
北
宋
刊
姓
解
等
と
相
通
ず
る
面
目
を
伝
え
る
。
し
 

か
し
近
時
南
宋
初
の
刊
に
非
ざ
る
や
の
一
説
が
出
て
い
る
。
刻
エ
の
洪
吉
 

は
紹
興
初
刊
思
溪
版
大
蔵
経
、
中
央
研
究
院
蔵
紹
興
初
刊
史
記
集
解
の
刻
 

エ
名
中
に
見
え
る
。
元
祐
五
年
と
南
宋
の
建
炎
紹
興
元
年
間
と
は
隔
る
こ
 

と
四
十
年
で
あ
る
か
ら
、
元
祐
の
刻
エ
が
北
末
末
南
宋
初
間
紹
興
初
の
雕
 

鐫
に
従
事
す
る
こ
と
は
強
ち
不
可
能
と
は
看
做
し
得
な
い
。
上
記
の
如
く
 

紹
興
十
一
年
に
は
黄
啓
宗
等
の
増
添
が
あ
る
か
ら
、
そ
の
後
に
は
元
祐
増
 

修
本
を
重
刊
す
る
必
要
は
な
い
。
従
っ
て
一
歩
譲
っ
て
本
版
が
南
宋
刊
と
 

し
て
も
、
刻
エ
名
欠
筆
の
点
等
か
ら
考
え
て
も
、
南
宋
ご
く
初
の
精
善
な
 

る
覆
刻
版
で
あ
る
。
元
祐
五
年
刊
官
本
そ
の
も
の
と
す
る
に
は
此

11少
疑
念
 

も
出
よ
ぅ
が
、
北
宋
末
刊
と
審
定
し
て
支
障
な
い
と
思
ぅ
が
、
後
考
を
俟
 

つ

こ

と

--

1

す

る

。

萆
書
礼
部
韻
宝
五
卷
宋
高
宗
書
〔元
〕
刊
覆
宋

(
静
嘉
堂
文
庫
蔵
)

五
冊
。
後

補

茶

色

表

紙

(
ニ
四
X

一 
五
.
八
握
)
、



裏
打
改
装
本
。
外

題

に

「
宋
版
\
草

書

韻

宝

幾

」
と
墨
書
。
巻

首

「
草
 

書
礼
部
韻
宝
上
平
声
」
と
題
し
、
毎
卷
次
行
以
下
低
一
格
を
以
て
目
次
を
 

列
し
て
本
文
に
接
続
す
る
。
巻
末
に
序
あ
り
、
末
に
承
議
郎
権
発
遣
湖
州
 

軍
州
兼
管
内
勤
農
事
借
紫
臣
陳

汶謹
識
及
び
宣
義
郎
簽
書
昭
慶
軍
節
度
判
 

官
庁
公
事
臣
趙
与
勲
監
刊
と
署
さ
る
。
左

右

双

辺

(
ー
七
.
ー
ー
>
<
ー
三
輕
) 

有
界
五
行
、
大
字
の
行
草
書
下
に
小
字
の
楷
書
を
注
し
、
各
行
大
字
各
五
 

字
。
版
心
線
黒
ロ
双
黒
魚
尾
「
上

平

(
丁
付
)
」
。
首
冊
扉
に
、
上

に

「
与
 

畊
書
堂
」
と
横
書
し
、
そ

の

下

に

「
高
宗
御
筆
\
草
書
韻
宝
」
と
書
せ
る
 

双
辺
木
記
の
封
面
が
補
写
さ
れ
、

r

此
ー
葉
据
烏
石
旧
蔵
宋
邨
本
補
」

の
 

小
書
注
記
が
あ
る
。
「
山
本
」
「
向
黄
邨

\

珍
蔵
印
」
「
島
田
翰

\

読
書
記
」 

S

「
松
方

\

文
庫
」

の
印
記
あ
り
。

四
庫
未
収
。
礼
部
韻
略
収
録
の
字
を
、
注
文
を
省
い
て
高
宗
が
書
せ
る
 

行
草
体
の
書
に
措
字
を
注
せ
る
の
を
模
刻
せ
る
も
の
で
、

陳

次

の

序

に

 

r

臣
仰
惟
高
宗
皇
帝
釈
去
万
幾
游
戯
翰
墨
朝
夕
不
倦
聖
心
冲
澹
不
累
於
物
 

合
於
道
矣
亘
其
超
妙
入
神
不
可

摹擬
御
書
礼
部
韻
略
真
草
兼
備
凡
ニ
万
ニ
 

千
ー
百
九
十
六
字
臣
与
黻
得
而
秘
蔵
之
臣

汶刊
置
墨
妙
亭
以
為
万
世
之
 

宝
」
と
。
千

頃

堂

書

目

に

「
宋
高
宗
御
書
礼
部
韻
宝
六
冊
刊
於
湖
州
」
と
 

著
録
さ
れ
た
湖
州
刊
本
は
陳

汶刊
刻
本
で
あ
ろ
ぅ
。
し
か
し
宋
槧
本
は
今
 

伝
わ
ら
ぬ
が
、
本
版
は
そ
の
系
統
の
覆
刻
と
思
わ
れ
、
元
刊
本
は
次
掲
本
 

の
他
に
中
央
図
書
館
蔵
元
前
至
元
ニ
五
年
刊
本
(
欠

巻

ニ

.
四
、
拙
著
著
 

録
)
が
あ
る
。
共
に
覆
朱
の
元
建
安
坊
刻
で
、
そ

れ

ぐ

ほ

、、ゝ
覆
刻
の
関
 

係
に
あ
る
。

浅

野

梅
堂
自
筆
の
「
漱
芳
閣
略
目
」
に

「
宋

鋟
草

書

韻

宝

烏

石

先

 

生

蔵

五

冊

」
と
著
録
さ
れ
、
ま

た

梅

堂

の

r

漱
芳
閣
書
画
記
」
に
は
左

の
そ
の
題
跋
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

宋
板
高
宗
御
書
草
書
礼
部
韻
五
冊

g

^

i
l s
I I
i

I I
l g 

標
背
面
有
高
宗
御
書
草
書
韻
宝
大
字
ニ
行
及
与
耕
書
堂
字
巻
尾
有
承
議
 

郎
湖
軍
軍
事
陳

汶跋
并
布
衣
臣
丁
景
孟
校
正
重
刊
小
楷
一
行
四
庫
提
要
 

并
阮
氏
未
収
書
目
等
諸
書
並
不
収
此
書
蓋
佚
於
彼
土
已
旧
矣
此
本
烏
石
 

山
人
所
蔵
其
題
籤
及
標
紙
上
処
々
漫
書
者
皆
山
人
手
筆
也
延
亨
年
間
邦
 

人
越
克
敏
翻
刻
此
本
序
中
盛
称
為
宋
刻
鮮
明
者
要
之
宋
刻
無
論
如
其
鮮
 

明
者
過
夸
耳
此
本
紙
黠
略
類
元
版
而
其
序
中
云
以
元
版
比
校
且
乎
翻
刻
 

本
未
併
刻
其
至
元
戊
子
中
元
建
安
布
衣
鄭
宝
跋
識
是
則
元
板
自
有
別
本
 

也
据
此
本
称
重
刊
既
併
元
版
三
刻
今
皆
散
佚
僅
存
此
一
本
豈
可
不
宝
愛
 

哉
帙
裏
面
有
上
山
田
寛
者
明
和
丁
亥
十
月
識
語
日
是
書
也
宋
高
宗
親
自
 

書
者
嚮
烏
石
先
生
得
之
秘
蔵
而
翻
于

玆都
蓋
其
元
本
也
先
生
遂
授
之
亀
 

谷
近
者
落
乎
我
手
矣
実
為
余
家
趙
璧
云
亀
谷
者
山
人
之
弟
子
住
赤
阪
郷
 

以
臨
池
鳴
于
一
時
者
也

こ
の
跋
の
記
事
に
よ
れ
ば
そ
の
本
は
こ
の
本
と
は
同
版
か
或
は
本
帙
が
 

そ
の
本
そ
の
も
の
ら
し
く
も
あ
る
が
、
些
少
趣
酷
す
る
所
が
あ
る
。
本
版
 

に
は
巻
尾
に
丁
景
孟
校
正
重
刊
の
小
楷
一
行
や
至
元
戊
子
跋
が
な
い
。
中
 

央
図
書
館
蔵
本
に
は
「
建
安
布
衣
臣
鄭
宝
校
正
」

の
一
行
、
至
元
戊
子
中
 

元
の
建
安
小
斎
の
刊
語
が
あ
る
。
梅
堂
は
本
書
を
三
部
有
し
、
そ
の
一
を
 

残
し
て
他
は
散
佚
し
た
と
い
ぅ
か
ら
、

こ
の
題
跋
は
記
憶
に
よ
っ
て
三
部
 

の
序
跋
刊
記
を
併
録
し
て
そ
の
記
述
に
は
混
乱
瞹
眛
が
生
じ
て
い
る
よ
ぅ
 

で
あ
る
。

こ
の
本
の
封
面
は
補
写
で
、

r

据
烏
石
旧
蔵
宋
槧
本
補
」

の
注
 

記
が
あ
る
か
ら
、
烏

石

山

人

.
上

山

田

.
梅
堂
遁
蔵
本
は
こ
の
本
に
非
ず
 

し
て
次
掲
本
や
中
央
図
書
館
蔵
本
並
に
本
版
と
も
違
っ
た
別
種
の
版
で
あ



つ
た
と
一
応
考
え
ら
れ
る
。
と
も
角
本
書
の
伝
存
本
は
尠
い
が
、
元
代
建
 

安
坊
肆
亿
於
て
は
幾
種
か
の
版
が
出
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。

草

書

礼

部

韻

略

玉
卷

宋

高

宗

書

〔元
〕
刊

(建
安
)

(大
東
急
記
念
文
庫
蔵
)

五
冊
。

新

補

茶

褐

色

表

紙

(
ニ
ニ

X

一

四
. 

五
榧
}
、
裏
打
改
装
本
。

元
料
紙
縦
約
廿
喱
。

陳

汶謹
識
及
び
趙
与
勤
監
 

刊
の
序
が
巻
首
に
あ
り
。
本

文

巻

首

「
草
書
礼
部
韻
略
 

上

平

(
1 1)
」
 

(
上

*
去

.
入

声

は

「
草
書
礼
部
韻
略
上
(
去

.
入
)
声
」
〕
と
題
し
、
毎
 

卷
一
格
を
低
し
て
目
次
を
お
い
て
本
文
に
接
す
る
。
上
平
の
目
次
の
末
に
 

書
肆
名
を
削
去
し
た
ら
し
い
「
建
安
 

堂
刊
」

の
双
辺
木
記
が
印
さ
 

る
。

入
声
の
尾
題
の
み
「
韻
略
入
声
終
」
と
題
す
。

左

右

双

辺

(
一
六
. 

三

X

一

〇

.八
®
)
有
界
五
行
、

行
大
字
五
字
、

下
に
小
字
の
楷
書
注
を
 

附
す
。
版
心
細
黒
ロ
単
黒
魚
尾
「
上

平

(
丁
付
)
」
。

第
五
冊
に
若
干
の
破
損
が
あ
り
、
巻
中
室
町
末
近
世
初
間
の
朱
点
朱
 

引
、

朱

筆

(
稀
に
墨
筆
)

の
音
の
振
仮
名
や
訓
の
書
入
が
あ
る
。

r

江
風
 

山

\

月
荘
」
「
福
堂
」

の
印
あ
り
、
稲
田
福
堂
旧
蔵
本
。

増
修
互
註
礼
部
韻
略
五
卷
宋
毛
晃
増
注
毛
居
正
校
勘
重
増
 

元

至

正

四

年

(
一
三
四
四
)
刊

(
〔建
安
〕
余
氏
勤
徳
堂
) 

(
お
茶
の
水
図
書
館
蔵
)

五
冊
。
天
地
を
少
し
裁
断
せ
る
裏
打
改
装
 

本
。

香

色

表

紙

(
ニ
五
*
ニ

X

一
六
.
三
極
)
。

首
に
紹
興
三
十
ニ
年
十
二
 

月
日
衝
州
免
解
進
士
臣
毛
晃
上
表
の

r

擬
進
増
修
互
註
礼
部
韻
略
表
」
あ
 

り
。
本

文

巻

首

「
増
修
互
註
礼
部
韻
略
卷
第
一
 

上

平

声

{
I I}」
、
第
 

ニ
行
低
ニ
格
半

r

衢
州
免
解
進
士
毛
晃
増
註
」
、
第
三
行
低
四
格
半
「
男

進

士

居

正

校

勘

重

増

」
と
題
し
、

毎
巻
次
に
目
次
が
あ
っ
て
本
文
に
 

接
続
す
る
。
巻

一

末

尾

題

の

前

に

「
至
正
甲
申
仲
夏

\

余
氏
勤
徳
堂
菜
」

の
両
行
双
辺
木
記
が
存
す
る
。
左

右

双

辺

(
一
二
.
三

X

ニ

ニ

•
八龌
)

有

 

界
十
一
行
、
注
小
字
双
行
、

行
廿
八
字
。

「
増
入
」
「
今
圏
」
「
晃
日
」
等
 

の
標
識
は
白
文
。

版
心
小
黒
0
双

黒

魚

尾

「
毛

勻
幾

フ

(
丁
付
)
」
。

毎
 

葉
裏
左
欄
外
上
端
に
耳
格
(
無
郭
)
あ
り
、

「
幾
韻
目
」
と
記
さ
る
。

巻
 

五
の
第
五
一
.
五
二
葉
補
写
。

r

掖
斎
」

r

弘
前
医
官
渋
\
江
氏
蔵
書
記
」 

「
松

\

鳳
」
「
島
田

\

重
礼
」
(
3
「
島
田
翰
\
読
書
記
」

3

「
鳥
田
翰
字
 

彥
楨
精
力
所
聚
」
「
壬
子
所
訓
母
氏
所

\

海
井
<
 夫
子
所
教
」
「
徳
富

\

猪
 

一
郎

\

之
章
」
「
蘇
峯
文
庫

j 

r

蘇
峰
\
清
賞
」
「
徳
富
/
猪
印
」
^
)
「
蘇
 

\

峯
」
等
の
印
記
、

各

冊

首

に

「
同

幻

子

(
花
押
)
」

の
古
墨
署
あ
り
。 

狩

谷

掖

斎

.
渋

江

抽

斋

.
島

田

翰

.
徳
富
氏
成
簣
堂
文
庫
等
通
蔵
本
。

比
較
的
早
印
に
属
し
、
印
面
が
美
し
い
。
巻

一

.
ニ
及
び
卷
三
の
首
に
 

は
室
町
期
の
朱
点
朱
引
の
書
入
が
あ
り
、
(
巻

一

末
)
「
加
朱
一
枚
了
ー
鷗
 

叟
」
、

(
巻
ニ
末
)
「
一
鷗
子
加
朱
了
」

の
朱
筆
識
語
が
記
さ
れ
、

ま
た
次
 

の
鳥
田
翰
.
徳
富
蘇
峰
の
手
識
が
あ
る
。

(巻
三
末
)
是
書
往
歳
予
所
獲
巻
首
捺
先
君
子
図
章
者
記
不
忘

\

其
原

也
癸
卯
二
月
島
田
翰
識
二
十
五
歳

(
首
冊
表
紙
)
是
書
狩
谷
掖
斎
旧
儲
也
頭
首
捺
印
可
\
以
徴
証
也

M
i
l

十
一
月
天
長
節
曝
書

之際蘇峰記

周
版
本
の
他
に
知
ら
れ
る
の
は
、
故
宫
博
物
院
楊
氏
観
海
堂
蔵
本
(
欠
 

巻

ニ

•
玉
、
楊

譜

三

.
拙
著
著
録
)
で
あ
る
。
以
下
の
本
書
の
建
安
刊
本
 

や
そ
の
覆
刻
た
る
我
が
旧
刊
本
は
細
部
に
は
小
出
入
が
あ
る
に
せ
よ
、
皆
 

本
版
を
含
め
相
互
に
ほ

y
覆
刻
の
蘭
係
に
あ
る
。
従
っ
て
一
見
全
て
が
词



版
の
如
く
見
え
、
特
に
刊
記
が
求
版
等
の
理
由
に
よ
り
、
或
は
故
意
に
削
 

除
さ
れ
た
無
刊
記
本
が
あ
る
。
従
来
諸
家
目
録
は
、
単
に
行
格
を
等
ぅ
し
 

て
い
る
点
か
ら
実
物
比
較
を
せ
ず
に
、
刊
年
を
著
録
す
る
も
の
が
多
い
か
 

ら
注
意
を
要
す
る
。

同

元

至

正
一

五

年

(
一
三
五
五
)
刊

(
陳
氏
餘
慶
書
堂
)

首
目
及
び
巻
首
題
式
は
前
掲
本
に
同
じ
。
巻
一
尾
題
の
前
に
「
至
正
こ
 

未
妃

{1\
餘
慶
書
堂
新
刊
」
な
る
双
辺
木
記
が
あ
る
。
卷
首
に
封
面
が
貼
 

附
さ
れ
、
上

に

r

陳
氏
餘
慶
堂
」
と
横
書
、
下

に

左

右

に

「
毛
氏
増
修
\
 

礼
部
韻
註
」
と
大
書
し
、
そ

の

行

間

に

「
謹
依
古
杭
官
本
」

の
小
書
が
挾
 

ま
る
。
左

右

双

辺

(
一
二
•六

X

一

三
•九
極
)
有
界
十
一
行
、
注
小
字
双
 

行
、
行
廿
八
字
。
注

の

「
増
入
」
「
重
増
」

r

今
圏
」
等
の
標
識
は
白
文
。 

版
心
小
黒
ロ
双
黒
魚
尾
「
毛

勻
幾

フ

(
丁
付
)
」
。

本
版
に
は
刊
記
を

剜 

削
せ
る
後
印
本
が
あ
る
。

(
静
嘉
堂
文
庫
蔵
)

一
〇
冊

。
後
補
卍
繫
文
様
刷
出
黄
色
表
紙
(
ニ
四
.

一  
>
<
ー

五

.
九
|1}
、

天

地

を

少

し

裁

断

せ

る

裏

打

改

装

本

。

序

の

末

葉

並

 

に
卷
五
首
末
葉
等
を
欠
く
。
「

彤函

\

翠
蘊
」
「
浅
野
源
氏

\

五
万
巻
楼
\
 

図
書
之
記
」
「
霊
均
堂
」

r

漱
芳
閣
」
$
)
「
漱
芳
\
閣
清
賞
」
「
銭
長
祚
\
 

珍
賞
印
」

r漱
芳
閣

\

新
収
記
」

r

楳
堂
閣
蔵
」
「
島
田
翰

\

読
書
記
」
「
松
 

方

\

文
庫
」

の
蔵
印
あ
り
、
狩

谷

掖

斎

•
浅

野

梅

堂

(
長
柞
)
漱

芳

閣

. 

島

田

翰

•
松
方
正
義
遁
蔵
本
。

巻

末

に

左

の

梅

堂

の

手

跋

(
「
漱
芳
閣
書
 

画
記
」
所
収
)
が
附
綴
さ
る
。

元
版
増
修
互
註
礼
部
韻
略
五
卷
狩
谷
卿
雲
蔵
本
卷
 
一

\

後
木
記
両
行
日
 

至
正
乙
未
妃
倦
餘
慶
書
堂
新
刊
巻
首

\

大
字
夾
行
毛
氏
増
修
礼
部
韵
註

中
条
有
謹
依
古
杭
官
\
本
文
字
其
額
旁
行
題
陳
氏
餘
慶
堂
按
張
金
吾
愛
 

日
精
\
廬
蔵
書
志
著
録
此
書
日
卷
ー
後
有
至
正
辛
丑
妃
倦
興
慶
\
書
堂
 

新
刊
木
記
至
正
乙
未
為
其
十
五
年
辛
丑
為
二

\

十
一
年
張
所
見
蓋
係
再
 

刊
本
但
餘
慶
堂
作
興
慶
堂
豈
\
陳
氏
外
別
有
一
人
堂
号
差
一
字
者
邪
或
 

餘
訛
作
興
邪

\

今
不
可
考
又
此
本
首
載
毛
晃
上
表
闕
末
一
葉
拠
蔵
書

\

 

志
則
紹
興
三
十
ニ
年
表
夫
張
氏
身
在
西
土
而
於
此
刻

\

珍
重
乃
尔
况
海
 

洋
万
里
古
刻
存
于
今
日
者
月
匱
日
微
\
幾
成
断
種
夏
后
之

璜闕
鞏
之
甲
 

不
比
其
珍
貴
也
天
保

\

甲
辰
秋
八
月
十
三
日

蟫癡
道
人
識
于
峽
府
官
署
 

月
虹
\
楼
昔
連
日
秋
霖
時
雨
東
南
ニ
郷
皆
成
巨
浸
豊
年
未
ト
\
今
日
喜
 

晴
聊
書
記
耳

\

印

(
「
蟬
国

\

王
章
」
、
白
文
)
印

(
「蔣

蟫\

長
祚
」
) 

印

(
「
胤
卿
\
氏
」
、
白
文
)

同
版
本
は
他
に
故
宮
博
物
院
楊
氏
観
海
堂
(
日
本
旧
刊
本
に
巻
一
.
四
 

の
み
が
配
補
、

拙
著
著
録
)
.
上
海
図
書
館
蔵
本
が
知
ら
れ
る
。

梅
堂
が
 

右
の
手
跋
で
指
摘
せ
る
張
志
著
録
の
至
正
ニ
ー
年
興
慶
書
堂
刊
本
に
つ
い
 

て
は
、
瞿

志

に

も

r

此
元
至
正
二
十
一
年
翻
刻
宝
祐
四
年
蜀
中
刻
本
第
一
 

巻
末
当
有
至
正
辛
丑
妃

儇興
慶
書
堂
新
刊
墨
図
記
以
鈔
補
欠
葉
遺
之
」
と
 

あ
る
。
刊
記
は
補
写
で
あ
る
か
ら
、
同
本
が
真
に
興
慶
書
堂
刊
本
か
否
か
 

は
保
証
し
難
い
。
仮
に
そ
ぅ
と
し
て
も
、
瞿
影
掲
載
は
巻
五
の
首
葉
な
の
 

で
、
静
嘉
堂
本
は
そ
の
葉
を
欠
き
、
故
官
博
物
院
本
の
巻
五
は
明
版
の
補
 

配
な
の
で
、
次
掲
の
書
陵
部
蔵
本
を
以
て
比
較
す
る
に
、
覆
刻
の
関
係
に
 

は
あ
る
が
別
版
で
あ
る
。
興
慶
書
堂
刊
の
刊
記
を
有
す
る
本
の
現
所
在
は
 

確
認
で
き
な
い
の
で
、
瞿
氏
本
が
果
し
て
興
慶
書
堂
刊
な
る
か
、
興
慶
書
 

堂
刊
本
と
本
版
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
後
考
を
期
す
る
。

(宮
内
庁
書
陵
部
蔵
)

〔明
〕
印
無
刊
記
五
冊
。
後
補
縹
色
表
紙



(
ニ

四

.
五
X

一
六
.
三
極
)
、
天
地
少
し
く
裁
断
さ
る
。
故
宮
博
物
院
蔵
本
 

(
昭
仁
殿
原
蔵
、
天

目

続

.
拙
著
著
録
)
と
同
様
、
前
掲
本
の
封
面
な
く
、 

巻
一
末
の
餘
慶
書
堂
の
刊
記
の
あ
っ
た
箇
所
に
板
木
か
ら
刊
記
を

剜削
せ
 

る
痕
跡
が
残
っ
て
い
る
。
「
玉
巌

j 

r

小
島
氏

\

図
書
記
」

の
印
あ
り
、
小
 

島
宝
素
旧
蔵
本
。

同

元

至

正

一
五

年

(
一
三
五
五
)
刊

(
日
新
書
堂
)

首
目
巻
首
題
署
体
式
款
行
前
掲
諸
本
に
同
じ
。
左
右
双
辺
(
ニ
〇

.
八

X

 

ー
一
子
八
龌
)
有
界
十
ー
行
、

注
小
字
双
行
、

行
廿
八
字
。
注

文

の

「
増
 

入
」
「
今
圏
」

r

晃
日
」
「
居
正
謹
案
」
等
の
標
識
は
白
文
。

版
心
細
黒
ロ
 

双

黒

魚

尾

「
毛

韵

(

勻)
幾

フ

(
丁
数
)
」
。

毎
裏
葉
左
欄
外
上
端
耳
格
 

(
無
郭
)
あ
り
。
巻

一

尾

題
の
前
に
「
至
正
こ
未
仲
夏

\

日
新
書
堂
重
刊
」 

の
両
行
双
辺
木
記
が
あ
る
。
本
版
に
は
内
閣
文
庫
蔵
本
の
如
く
、
日
新
書
 

堂
の
原
刊
記
は
あ
り
な
が
ら
、

「
博
文
書
堂
」

の
封
面
を
有
す
る
後
印
本
 

が
あ
る
。
博
文
書
堂
が
求
版
印
行
し
た
の
で
あ
ろ
ぅ
か
。

(
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
)

五
冊
。
後

補

茶

色

表

紙

(
一
ー
六
.
八
>
<
ー
六
.
五
 

喱
)
、
裏
打
改
装
本
。

印
面
は
比
較
的
美
し
い
。

「
高
平
\
隆
長
」
「
喜
」 

g
)

「
佐
伯
矣
毛
利
\
高
標
字
培
松

\

蔵
書
画
之
印
」

の
蔵
印
あ
り
。

(
天
理
図
書
館
蔵
)

五
冊
。
後
補
朽
葉
色
表
紙
(
ニ
七
.
四

X
一

六

•
八
 

掘
)
、
裏
打
改
装
本
。
間
々
眉
上
に
室
町
期
の
書
入
が
あ
る
。
「
西
莊
文
庫
」 

「
桂
窓
」

の
蔵
印
、
小
津
桂
窓
旧
蔵
。

(
内
閣
文
庫
蔵
)

後

印

(
博
文
書
堂
)

五
冊
。

森
志
著
録
。

後
補
淡
 

香

色

表

紙

(
ー
ー
五
.
一
ー
>
<
ー

五

.
七

粳

)
、

天

地

を

裁

断

せ

る

裏

打

改

装

本

。
 

封
面
が
貼
附
さ
れ
、

上

の

額

に

「
博
文
書
堂
」
と
横
書
、

「
毛
氏
増
修
\

礼
部
韻
註
」
と
大
書
し
、
そ

の

行

間

に

「
謹
依
古
杭
官
本
」

の
小
字
を
挾
 

む
。
第
一
ー
四
冊
の
裏
表
紙
見
返
に
「
文
明
六
年
三
月
廿
一
日
快
典

g
s
f
」  

の
墨
書
が
あ
る
。

「
昌
平
坂

\

学
問
所
」
「
寛
政
戊
午
」
「
浅
草
文
庫
」
等
 

の
印
あ
り
。
同
版
本
に
は
他
に
故
宫
博
物
院
楊
氏
観
海
堂
蔵
(
森

志

.
楊
 

志

.
拙

著

著

録

)

.
北

平

図

書

館

原

蔵

本

(
旧

京

1641

166著

録

、

台

湾

に

 

移
管
さ
れ
ず
)
が
あ
る
。

同

〔
元
至
正
ニ
六
年
(
一
三
六
六
)
〕
刊

(
秀
岩
書
堂
)

(
天
理
図
書
館
蔵
)

一

〇
冊
。

後

補

銀

切

箱

散

紺

表

紙

(
ニ
四
•
八

X
 

一
六
•
五
龌
)
、
襯
紙
を
挾
め
る
改
装
本
。
首

目

•
首
題
の
体
式
行
格
前
掲
 

諸
本
に
同
じ
。
左

右

双

辺

(
ニ
ー
.
ニ

X

一

三
.九
缠
)
有
界
十
一
行
、
注
 

小
字
双
行
、
行
廿
八
字
。
版
心
小
黒
ロ
三
黒
魚
尾
「
毛

匀

幾

フ

(
丁
付
)
」
。 

所
々
左
欄
外
上
に
耳
格
あ
り
。
卷

ー

末

尾
題
前
に
「
太
歳
丙
午
仲
夏
\
秀
 

岩
書
堂
重
刊
」

の
両
行
双
辺
木
記
が
あ
る
。
前
掲
本
と
覆
刻
の
関
係
に
あ
 

る
が
、
彫
板
が
粗
雑
で
明
刻
の
特
徴
が
出
て
い
る
。
し
か
し
刊
記
の
丙
午
 

は
至
正
丙
午
ニ
六
年
に
繫
け
て
よ
か
ろ
ぅ
。
巻
中
所
々
補
写
を
混
え
る
。 

r

曼
珠

\

図
書

\

之
印
」
{麗
)
「
愚
斎

\

図
書
\
館
蔵
」
等
の
印
記
あ
り
、 

京
都
の
曼
珠
院
旧
蔵
。
同
版
本
に
故
宮
博
物
院
楊
氏
観
海
堂
蔵
本
(
楊
譜
 

三

♦
拙
著
著
録
)
が
知
ら
れ
る
。
四
庫
提
要
は
本
書
の
解
題
末
に
「
末
題
 

丙
辰
仲
夏
秀
巌
山
堂
重
刊
、
蓋
理
宗
宝
祐
四
年
蜀
中
所
刻
、
視
近
本
特
為
 

精
善
云
」
と
。
現
在
そ
れ
に
該
当
す
る
本
は
伝
わ
ら
ず
、
恐
ら
く
は
本
版
 

の
刊
記
を
誤
記
し
、
且
づ
審
定
を
誤
っ
た
の
で
あ
ろ
ぅ
。

同

〔
元
末
〕
刊

(
〔建
安
〕
)



(
静
嘉
堂
文
庫
蔵
)

五
冊
。

陸
志
著
録
。

後
補
焦
茶
色
表
紙
(
ニ
七
. 

ニ
>
<
ー
七
*
ー

|1)
、
1
^
改
装
本
。
首
目
毎
卷
首
題
署
体
式
前
掲
諸
本
に
 

同
じ
。
左

右

双

辺

(
ニ
ー
.
八

X

一
三
.
七
極
)
有
界
十
一
行
、
注
小
字
双
 

行
、
行
廿
八
字
、
大
字
小
四
字
に
相
当
。
「
元
祐
新
制
」

r

晃
日
」
「
増
入
」 

「
重
増
」
等
の
標
識
は
墨
囲
陰
刻
。
版
心
細
黒
ロ
双
黒
魚
尾
、
「
毛

勻幾
ブ
 

(
丁
付
)
」
。

左
上
欄
外
に
耳
格
(
無
郭
)
あ
り
、
韻
目
が
記
さ
る
。

巻

一  

巻
末
の
尾
題
の
前
の
、
恐
ら
く
刊
記
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
三
行
分
が
切
 

り
と
ら
れ
て
別
紙
で
補
わ
れ
て
い
る
。

所
々
破
損
し
て
い
る
が
早
印
で
美
し
い
。
陸

志

が

宋

刊

と

せ

る

は

失

 

考
、
ま
た
陸
志
は
謝
在
杭
(
肇

淛)
旧
蔵
と
録
し
て
い
る
。
故
宫
博
物
院
 

や

中

央

図

書

館

(
静
貪
著
録
、
以
上
拙
著
著
録
)
蔵
の
無
刊
記
一
本
と
同
 

版
で
あ
る
。
両
本
と
も
こ
の
本
と
同
様
に
刊
記
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
ぬ
巻
 

一
の
巻
末
の
所
が
切
り
と
ら
れ
て
い
る
。

周

〔
元
末
〕
刊

(
〔建
安
〕
)

(
国
立
国
会
図
書
館
蔵
)

欠

巻

三

.
四

巻

ニ

.
五
補
配
日
本
旧
刊
本
 

三
冊
。

後
補
淡
香
色
表
紙

(一
一

四
.
五

X

一 
五

八

極

}
、

裏
打
改
装
本
。 

元
刊
本
と
し
て
は
巻
一
の
み
の
零
本
、
序
目
な
く
、
卷
ー
末
欠
。
巻
首
体
 

式
前
掲
諸
本
に
同
じ
。
左

右

双

辺

(
ニ
ー
.
ニ

X

一
三
.
五
極
)
有
界
十
一
 

行
、
注
小
字
双
行
、
行
廿
八
字
。
版

心

細

黒

ロ

「
毛

韻

幾

フ

(
丁
付
)
」
。 

至
正
一
五
年
日
新
書
堂
刊
本
に
最
も
近
い
覆
刻
の
関
係
に
あ
る
。

五

十

先

生

釈

疑

韻

宝

五
卷
宋
欧
陽
徳
隆
•易
有
開
撰
後
人
 

改

編

〔
元
〕
刊

(
，〔建
安
〕
)

(
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
)

五
冊
。
新
補
朽
葉
色
表
紙
(
一
一
三
.八

X

一 
五
. 

五

|1)
、
裏
打
改
装
、

原
料
紙
縦
ニ
ニ
極
。

書
題
簽
に
江
戸
時
代
の
筆
で
 

「
押
韻
釈
疑
」
と
。

首
に
紹
定
庚
寅
中
元
日
辰
陽
冷
官
袁
文
焴
謹
序
の
序
 

あ
り
。
本
文
巻
首
「
五
十
先
生
釈
疑
韻
宝

s i®

上

平

声

g
l

)
J

と
題
し
、 

毎
卷
次
行
以
下
目
次
を
列
ね
て
本
文
に
接
す
る
。
四

周

双

辺

(
左
右
双
辺
 

も
混
ゆ
、

ニ
9

1
ー
>
<
ニ
ー
.九
極
)
有
界
十
ー
行
、
注
文
小
字
双
行
、
行
 

卅
五
字
内
外
、
注

文

の

「
補
韻
」
(大
字
単
行
)
、
「
或
作
」
「
文
」
「
説
文
」 

の
如
き
引
用
書
等
そ
の
他
の
標
識
は
白
文
。
版
心
細
黒
ロ
双
黒
魚
尾
「

勻 

(員
)
幾

(丁
付
)」。

文

焴

序

に

r

廬
陵
欧
陽
徳
隆
余
同
5

得
貢
士
研
精
声
律
卓
為
儒
宋
与
 

其
友
易
君
有
開
輯
為
一
書
名
日
押
韻
釈
疑
」
と
。

「
押
韻
釈
疑
」

の
現
存
 

最
古
本
は
瞿
目
瞿
影
著
録
(
欠
去
声
、

北
京
図
書
館
現
蔵
か
)
.
中
央
図
 

書

館

蔵

(
欠

序

目

.
去
声
、
拙
著
著
録
)

の
嘉
熙
三
年
序
刊
本
(
中
央
図
 

書
館
本
は
元
貞
ニ
年
.
大
徳
三
年
適
修
)
で
あ
る
。
同
本
に
は
首
に
莊
端
 

孫

.
余

天

任

.
袁
文
焴
序
、
序
後
に
条
例
十
一
則
等
が
あ
る
"

ま
た
四
庫
 

全
書
は
景
定
甲
子
郭
守

芷増
修
の
「
増
修
校
正
押
韻
釈
疑
」
を
著
録
し
、 

「
孰
為
徳
隆
原
註
孰
為
守
正
之
所
加
不
復
分
別
」
と
言
っ
て
い
る
。

従
来
 

本
版
に
つ
い
て
四
庫
本
に
比
し
て
徳
隆
の
原
姿
を
伝
え
る
も
の
と
考
え
ら
 

れ
て
い
た
。
し
か
し
本
帙
を
宋
嘉
熙
刊
本
と
比
す
る
に
、
内
容
頗
る
異
っ
 

て
繁
簡
異
同
出
入
が
極
め
て
多
く
、
寧
ろ
別
本
と
称
す
べ
く
、
元
代
は
宋
 

の
場
星
に
必
須
で
あ
っ
た
避
譁
の
詳
例
は
不
必
要
に
な
っ
て
い
る
の
で
、 

本
書
元
来
の
自
的
た
る
*
屋
用
の
趣
旨
が
薄
れ
て
い
る
。
既
に
#

名
を
変
 

え
、
た
ゾ
首
に
文
焴
序
の
み
を
冠
し
て
、
德
隆
撰
に
託
し
た
書
肆
の
竄
乱
 

本
と
看
做
す
べ
き
で
あ
ろ
ぅ
。



同
版
本
の
所
蔵
は
他
に
知
ら
れ
て
い
な
い
。
前
半
所
々
に
朱
点
朱
引
の
 

書
入
が
あ
り
、

所
々
破
損
の
箇
所
が
存
す
る
。

「
佐
伯
矣
毛
利

\

高
標
字
 

蔵
書
画
之
印
」

の
蔵
印
あ
り
。

新
彫
改
併
五
音
集

韻

一

五
卷
金
韓
道
昭
撰
元
前
至
元
ニ
六
 

年

(
ニ
ー
八
九
)
刊

(
琴
台
張
仁
)

(
東
洋
文
庫
蔵
)

一
五
冊
。
後
補
濃
緑
色
表
紙
(
二
六
•
五

X

一

七

.

.
五

 

極
)
、
裏
打
改
装
本
。

元
料
紙
縦
ニ
五
極
。

首
目
の
第
次
と
題
署
は
次
の
 

如
し
。
首

に

「
己

m

新
彫
改
併
五
音
集
韻
序
」
と
題
し
、
序

末

「
皆
崇
慶
 

元
年
歳
在
壬
申
姑
洗
朔
日
老
先
生
姪
男
韓
道
昇
謹
誌
」
と
署
し
、
次
に
 

「真
定
府
松
水
昌
黎
郡
韓
孝
彥
次
男
韓
道
昭
改
併
重
編
,

男

韓

徳

恩

 

姪

韓

德

恵

婿

王

徳

挂

同

詳

定

\

琴
台
張
仁
開
板
」
、
次

に

「
己
丑
新
彫
 

五
音
集
韻
序
」
と
題
し
、
末

に

「
歳

次

。
己
丑
長
至
日
重
刊
」
と
署
し
、 

次
に
あ
る
答
の
郭
知
玄
序
.
孫

愐序
を
欠
き
、
次

に

「新
彫
改
併
五
音
集
 

韻
総
目
録
」
あ
り
、
尾

に

「
至
元
己
丑
新
彫
改
併
五
音
集
韻
総
目
録
終
」 

と
題
し
、
次

に

「
入
冊
検
韻
術
日
」
が
あ
る
。
本
文
首
行
低
三
格
「新
彫
 

改
併
五
音
集
韻
上
平
声
卷
第
一
/

次
行
低
三
格
「

滹
陽
松
水
昌
黎
 

郡
韓
道
昭
改
併
重
編
」
と
題
し
、
毎
卷
次
に
目
次
を
列
し
て
本
文
に
接
す
 

る
。
各

巻

の

首

.
尾
題
は
不
同
で
、
巻
一
と
異
る
も
の

r

改
併
五
音
集
韻
」 

(
巻

一一尾

•
三
首
、
四

尾

•
六

首

尾

.
七

首

.
八

首

尾

.
九

首

.
十

首

. 

十
五
首
)
「
己
丑
新
彫
改
併
五
音
集
韻
」
(巻

一

尾

.
五
'首

.
十

二

尾

)
、 

「
至
元
新
雕
改
併
五
音
集
韻
」
(巻

五

尾

.
十
二
首
)
、
「
大
元
新
雕
改
併
五
 

立
4

韻
」
.
(
卷

七

尾

.
十
ー
首
)
、
「大

暴

雕

改

併

五

音

集

韻

」
8

九
 

尾

.
十

尾

•
十

一

尾

4

十
四
首
)
、
「
大
安
新
彫

1

五
音
集
韻
」
(巻
十
三

首

尾

•
十
四
尾
)
、

r

崇
慶
—

改
併
五
音
集
韻
卷
終
」
(
巻
十
五
尾

y

巻
 

一
尾
題
の
次
に
「
昌
黎
諸
門
人
友
人
同
校
正
」

の
張
道
忠
以
下
廿
名
四
行
 

の
列
名
、
ま
た
巻
十
五
.末

に

も

「
昌
黎
韓
道
昭
門
人
」

の
中
山
派
水
史
道
 

敏
以
下
の
列
名
五
行
が
あ
る
。
左

右

双

辺

(
ニ
ー
.
五

>
<
1
四
.
四
極
)
有
 

界
十
三
行
、
注
小
字
双
行
、
行
卅
五
字
内
外
不
等
。
版
心
白
ロ
 
(
或
は
小
 

黒
ロ
も
交
ゆ
)
双
黒
魚
尾
、
「韻

幾

は

勻
幾

フ

)
(
丁
付
)」。
上
象
 

鼻
に
所
々
大
小
字
数
あ
り
。

本
版
は
金
崇
慶
刊
本
(
故
宮
博
物
院
蔵
.
北
平
図
書
館
原
蔵
零
本
、
拙
 

著
著
録
)
の
重
刊
で
、
行

款

.
字
様
共
に
そ
れ
に
倣
い
、
改
修
は
あ
る
が
、 

ほ
^
覆
刻
に
近
く
、
巻
一
の
首
題
を
三
格
低
し
て
.い
る
の
は
、
崇
慶
版
が
 

r

崇
慶
新
彫
改
併
…
…
」
と

題

し

て

い

る

の

に

倣

っ

て

「
崇
慶
」
を

「
己
 

丑
」
と
改
め
る
べ
き
の
が
空
格
に
な
っ
た
の
で
、
諸

卷

大
題
冠
称
の
「大
 

安
」

r

崇
慶
」
等
の
文
字
は
原
本
の
字
を
訂
正
し
尽
さ
ず
し
て
残
っ
た
も
 

の
で
あ
る
。

こ
の
本
は
巻
末
に
「新
集
背
篇
列
部
之
字
補
添
印
行
」
及
び
 

「
己
丑
重
編
雑
部
」
を
附
す
る
が
、

此

は

同

著

者

の

「
改
併
五
音
類
聚
四
 

声
篇
」
(
元
前
至
元
ニ
六
年
張
仁
刊
)

の
首
目
に
お
か
る
べ
き
も
の
が
、 

こ
乂
に
誤
り
附
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
「
漱
芳

\
閣

\

清
賞
」

の
蔵
印
あ
り
、 

浅

野

梅

堂

(
長
祚
)
旧
蔵
本
。
同
版
本
に
は
、
や
は
り
梅
堂
旧
蔵
の
故
宮
 

博
物
院
楊
氏
観
海
堂
蔵
本
(
狩
谷
掖
斎
旧
蔵
、
浅
野
梅
堂
手
跋
を
附
綴
、 

楊
譜
著
録
)
.
中
央
図
書
館
蔵
本
•
北

平

図

書

館

原

蔵

本

(
有
欠
、

旧
京
 

17/
1

181著
録
、
以
上
拙
著
著
録
)
•
上
海
図
書
1

本

(
明
修
)
が
あ
る
。

文
場
備
用
排
字
礼
部
韻
註
五
卷
元
元
統
三
年
(
一
三
三
五
) 

刊

(
建
安
、
呂
氏
会
文
書
堂
)



(
内
閣
文
庫
蔵
)

三
冊
。
後

補

香

色

表

紙

(
ー
ー
三
.
五
>
<
ー
五
極
)
、
裏
 

打
改
装
本
。
首

に

r

聖
朝
頒
降
貢
挙
三
試
程
式
(
跨
行
)

\
(
2

一
)
考
試
程
 

式

(
跨
行
)
」
(
末
に
廻
避
譚
字
例
あ
り
、
末
は
英
宗
皇
帝
、
今
上
皇
帝
に
 

止
る
)
、
次

に

「
文
場
備
用
礼
部
韻
註
分
毫
点
画
正
誤
字
様
」
(
跨
行
)
あ
 

り
、
そ
の
末
即
ち
末
題
の
前
に
四
行
の
双
辺
木
記
が
存
し
て
日
く
 

r

聖
朝
 

科
試
挙
子
所
将
一
礼
韻
耳
然
唯
張
礼
部
敬
夫
定
\
本
最
善
今
復
以
諸
韻
参
 

校
毎
一
韻
為
増
数
字
凡
増

\

三
千
餘
字
釈
焉
而
詳
択
焉
而
精
敬
用
梓
行
為
 

文
場
\
寸

晷之
助
云
元
統
こ
亥
建
安
呂
氏
会
文
書
堂
謹
誌
」
と
。
本
文
巻
 

首

「
文
場
備
用
排
字
礼
部
韻
註
上
平
声
第
一
」
(
跨
行
)
と
題
し
、

毎
巻
 

次
に
低
一
格
を
以
て
目
次
を
列
し
て
本
文
に
接
す
る
。
但
し
卷
一
の
尾
題
 

及
び
巻
ニ
以
下
の
首
尾
題
は
「善
本
排
字
通
併
礼
部
韻
略
」
、

た
だ
巻
三
 

の

尾

題

は

「文
場
備
用
排
字
通
併
礼
部
韻
註
上
声
第
三
」

に
作
る
。
巻
末
 

の
卷
五
尾
題
の
前
に
「
元
統
乙
亥
孟
冬
\
呂
氏
会
文
堂
刊

j

の
双
辺
木
記
 

が
刻
さ
る
。
四

周

双

辺

(
少
し
く
左
右
双
辺
を
混
え
、

ニ
〇

•九

X

一
二
. 

九
極
)
有
界
十
三
行
、
注
小
字
双
行
、
行
約
卅
五
字
、
大
字
約
小
四
字
に
 

相
当
。
版
心
小
黒
ロ
双
黒
魚
尾
、
「
韻

幾

(
丁
付
)
」
。

四
庫
未
収
。
礼
部
韻
略
の
末
流
に
属
す
る
科
挙
受
験
用
韻
書
で
あ
る
。 

刊
語
に
云
ぅ
如
く
、
張
礼
部
敬
夫
な
る
人
の
編
著
を
増
補
し
た
も
の
で
あ
 

る
が
、
そ
の
履
歴
は
明
か
で
な
い
。
本
版
は
他
に
所
伝
な
く
、
中
央
図
書
 

館
蔵
元
至
正
十
二
年
徐
氏
一
山
書
堂
刊
本
(
王

記

.
拙
著
著
録
)
は
本
版
 

の
覆
刻
で
、
巻
初
の
刊
語
、
巻
末
の
刊
記
も
た
ゾ
刊
年
月
と
刊
行
者
名
を
 

変
え
た
に
す
ぎ
な
い
。
「
昌
平
坂
\
学
問
所
」
「
文
化
こ
亥
」
「
浅
草
文
庫
」 

等
の
印
章
あ
り
。

古
今
韻
会
挙
要
三
〇
卷
元
黄
公
紹
原
撰
熊
忠
挙
要

〔
元
〕 

刊

首
に
壬
辰
十
月
望
日
廬
陵
劉
辰
翁
の
序
及
び
丁
酉
日
長
至
武
易
熊
忠
の
 

序
あ
り
。
熊

序

の

後

(
裏
葉
)
に

「
某
昨
承
先
師
架
閣
黄
公
在
軒
先
生
 

委
\
刊
古
今
韻
会
挙
要
凡
三
十
巻
古
今
字
画

\

音
義
瞭
然
在
目
誠
千
百
年
 

間
未
睹
之
\
秘
也
今
繡
諸
梓
三
復
讎
校
並
無
譌
誤
愿
与

\

天
下
士
大
夫
共
 

之
但
是
編
係
私
著
之
文

\

与
書
肆
所
刊
見
成
文
籍
不
同
竊
恐
嗜
利

\

之
徒
 

改
換
名
目
節
略
翻
刊
繊
毫
争
差
致
\
誤
学
者
已
経
所
属
陳
告
乞
行
禁
約
 

外
\
収
書
君
子
伏
幸

\

藻
鑑
 

後
学
陳
菜
謹
白
」の双辺 

木
記
が
あ
る
。
次
に
元

統

乙

亥

(
三
年
)
冬
翰
林
侍
講
学
士
前
中
奉
大
夫
 

江
浙
等
処
行
中
書
参
知
政
事
孛
朮
魯
-
序

の

「序
韻
会
挙
要
書
考

J

及
び
 

翰
林
国
史
臣
余
謙
拝
手
稽
首
謹
書
の
序
が
あ
る
。
次

に

「古
今
韻
会
挙
要
 

凡
例

j 

C

跨
行
、
題

の

第

二

.
三

行

に

「昭
武
黄
公
紹
直
翁
編
輯
\
昭
武
 

熊
忠
子
仲
挙
要
」
と
題
署
)
、

次

に

「
礼
部
韻
略
七
音
三
十
六
母
通
放
」 

(
跨
行
)
を
附
す
る
。
本

文

巻

首

「古
今
韻
会
挙
要
卷
之

一
\
(
|

一
)
平
声
 

上
」
と
題
す
る
。
左

右

双

辺

(
一
九
.
四

X
一

ニ

八

極

)
有
界
八
行
、
注
 

小
字
双
行
、
行
廿
二
字
、
大
字
は
小
字
の
約
四
字
に
当
り
、
「
毛
氏
韻
増
」 

「
案
」
「
或
作
」
「古
作
」
等
の
標
識
は
陰
刻
、

引
用
書
名
は
圏
で
囲
む
。 

版
心
細
黒
ロ
双
黒
魚
尾
、
「
韻

(

勻)
幾

巻

(
フ
)
(
丁
付
)
」
。

首
の
壬
辰
の
劉
辰
翁
の
序
は
、
辰
翁
は
元
至
元
三
一
年
の
没
で
あ
る
か
 

ら
、
至
元
ニ
九
年
、■
熊
忠
序
の
丁
酉
は
恐
は
大
徳
元
年
で
あ
ろ
ぅ
。
孛
朮
 

魯
狲
及
び
余
謙
の
序
に
ょ
れ
ば
、
至
順
ニ
年
文
宗
帝
御
奎
章
閣
は
本
書
の
 

葛
元
鼎
書
写
本
を
得
、
余
謙
に
命
じ
て
校
正
補
削
せ
し
め
明
年
上
進
し
 

た
。
後
余
謙
が
江
浙
等
処
提
学
と
し
て
赴
任
し
来
り
、
魯
狲
に
そ
の

鋟板



を
謀
っ
た
と
云
ぅ
。
余
謙
は
江
浙
等
処
在
職
中
多
く
の
本
の
刊
行
或
は
補
 

刻
を
行
っ
て
い
る
。

こ
の
元
統
三
年
(
後
至
元
元
年
)
江
浙
等
処
刊
本
と
 

確
認
し
得
る
本
は
未
だ
発
見
さ
れ
ず
、
実
際
上
梓
さ
れ
た
か
否
か
も
詳
か
 

で
な
い
。
書
肆
が
妄
に
刊
刻
す
る
こ
と
を
禁
ず
る
旨
を
陳
告
せ
る
黄
氏
門
 

人
陳
某
の
木
記
を
有
す
る
本
版
が
元
統
三
年
江
浙
等
処
刊
本
そ
の
も
の
 

か
、
或
は
後
に
陳
某
が
翻
刻
せ
る
坊
刻
本
な
の
か
明
か
で
な
い
。
恐
は
後
 

者
と
思
わ
れ
る
が
、
後
考
を
期
し
た
い
。
比
較
的
印
面
の
美
し
い
伝
本
は
 

管
見
に
入
っ
た
所
で
は
、
内

閣

文

庫

.
静
嘉
堂
文
庫
.
上
海
図
書
館
蔵
本
 

で
、
他
は
後
印
に
か
乂
り
、
気
づ
い
た
所
で
は
、
巻
一
本
文
巻
首
の
葉
が
 

精
善
な
覆
刻
の
修
補
と
な
っ
て
い
る
。
た
ブ
小
題
後
の
冒
頭
の
「案
」

の
 

条

中

の

「
凡
字
為
未
」

の

「
凡
」
を

「
兄
」
に
誤
刻
し
て
い
る
。
本
書
は
 

明
代
に
も
盛
行
し
た
の
で
、
版
種
の
異
る
伝
本
が
比
較
的
多
い
。
本
版
を
 

陳
某
の
木
記
も
共
に
や
、
粗
雑
な
が
ら
覆
刻
せ
る
明
前
期
の
版
が
あ
り
、 

中

央

図

書

館

(
三
部
)
•
中

央

研

究

院

(
鄧
目
著
録
、
以
上
拙
著
著
録
)
.
 

静
嘉
堂
文
庫
(
陸
志
陸
続
跋
著
録
)
蔵
本
の
如
く
、
こ
の
覆
元
版
が
往
々
元
 

版
と
誤
認
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
明
版
は
巻
首
大
題
の
下
に

(5:) (
至
癸
)

の
 

一
字
が
刻
さ
れ
、
十
篇
に
分
っ
て
い
る
。
な
お
香
港
大
学
馮
平
山
図
書
館
 

蔵

本

(
劉
影
著
録
)
を
拙
著
に
こ
の
覆
元
版
と
同
版
と
記
し
た
の
は
誤
記
、 

陳
案
の
木
記
も
有
し
明
前
期
刊
で
は
あ
る
が
、
覆
元
版
よ
り
は
後
出
の
別
 

種
の
十
行
本
で
あ
る
。

こ
、
に
訂
正
し
て
お
く
。
ま
た
朝
鮮
旧
刊
本
、
我
 

が
応
永
五
年
の
旧
刊
本
も
本
版
の
覆
刻
の
系
統
に
属
し
、
両
版
と
も
眉
上
 

或
は
欄
外
に
校
異
が
標
記
さ
れ
、
我
が
旧
刊
本
の
方
が
そ
の
数
が
多
い
 

が
、
韓
本
に
は
校
異
を
標
記
せ
ず
に
、
校
異
の
通
り
に
本
文
が
作
ら
れ
て
 

い
る
所
が
あ
る
。

(
内
閣
文
庫
蔵
)

ニ
〇
冊
。
後
補
卍
繫
刷
出
文
様
艷
出
縹
色
表
紙
(
ニ
 

ニ
•
五

X

一
四
*
ニ
極
)
、
裏
打
改
装
本
。
孛

朮

魯

狲

.
余
謙
の
両
序
な
し
。 

卷
卅
末
丁
欠
。
比
較
的
早
印
に
属
し
、
印
面
が
美
し
い
。
所
々
朱
点
朱
引
 

が
附
さ
れ
、
少
し
く
眉
上
に
書
入
が
存
す
る
。
「
香
沂
刊
」
「
劉

\

氏
」
(雜
) 

「
羅
\
山
」
「
江
」
「
雲
」

r

渭

j 

r

樹
」
「
林
氏
伝
家
図
書
」
「
林
氏

\

蔵
書
」 

「
昌
平
坂

\

学
問
所
」
等
の
蔵
印
あ
り
、
林
羅
山
以
下
林
家
手
沢
本
。

(
静
嘉
堂
文
庫
蔵
)

一
六
冊
。
後
補
栗
皮
古
表
紙
(
ニ

四

ニ

>
<
ニ
0
 

ニ
喱
)
、

裏
打
改
装
本
。

孛

朮

魯

狲

.
余
謙
の
両
序
な
し
、
比
較
的
印
面
 

が
美
し
い
。
「色
川

\

三
中
\
蔵
書
」
等
の
印
章
あ
り
。

(宮
内
庁
書
陵
部
蔵
)

〔
元
〕
修

ニ

〇
冊
。
後
補
淡
茶
色
表
紙
(
ニ
四
 

X
ニ
〇
喱
)
、
裏
打
さ
れ
、
元
料
紙
縦
ニ
ニ
.五
極
。
次
掲
本
同
様
上
記
の
 

如
く
巻
一
首
葉
が
修
刻
。

(大
東
急
記
念
文
庫
蔵
)

欠

序

目

〔元
〕
修

〔明
〕
印
一
五
冊
。
後
 

補

古

栗

皮

表

紙

(
ニ
四
.五

X

一 
五
•八
榧
)
、

包
背
装
、

裏
打
さ
る
。
室
 

町
末
の
補
写
の
葉
を
か
な
り
混
え
、
往
々
漫

漶甚
し
い
印
面
が
あ
る
。
卷
 

末
副
葉
紙
に
次
の
識
語
が
記
さ
る
。

右
韻
会
雖
破
損
之
旧
本
也
愚
意
年
来
所
望
之

\

間
令
買
得
之
成
裏
打
於

毎
紙
而
落
帳
五
十
九
\
枚
以
善
本
書
加
之
猶
滅
字
等
悉
補
之
仍
為
全

\

南
都
笠
坊

部
矣
\
文
禄
五
年
丙
申
中
呂
五
日
 

宗
信
(花
押
)

(同
上
蔵
)

存
卷
ニ
五
1
三
〇

〔元
〕
修

ニ

冊

。
朝
鮮
旧
刊
本
十
 

ニ
冊
中
に
補
配
さ
れ
て
い
る
。
後
印
で
は
あ
る
が
、
前
掲
本
ょ
り
は
刷
り
 

が
ょ
い

こ
の
後
修
本
は
他
に
故
官
博
物
院
楊
氏
観
海
堂
.
中

央

図

書

館

(
以
上
 

拙
著
著
録
)
.
北
京
図
書
館
蔵
本
が
あ
る
。
汪

目

.
張

志

.
瞿

目

•
裼

録

.



繆
記

.
適

志

.
莫
編
著
録
本
が
元
刊
原
刻
本
か
そ
の
修
本
か
、
或
は
覆
元
 

明
刊
本
な
る
か
は
精
査
を
要
す
る
。

書

学

正

韻

三
六
卷
元
楊
桓
撰
〔元
至
大
〕
刊
(〔江
浙
行
省
〕) 

〔
後
至
元
〕

ニ

年

修

(
江
浙
等
処
儒
学
提
挙
余
謙
)

首

に

「
書
学
正
韻
目
録
」
を
冠
し
、
巻

末

に

「
ニ
年
八
月
江
浙
等
処
儒
学
 

提
挙
余
兼
補
修
」

の
一
行
ぁ
り
。
本
文
巻
首
「
書
学
正
韻
卷
第
一
/

_
 -) 

奉
直
大
夫
国
子
司
業
楊
桓
放
集
」
と
題
し
、
毎
巻
次
に
目
次
を
列
し
て
本
 

文
に
接
続
す
る
。
左

右

双

辺

(
ニ
ニ
.
三

><ー
五
.六
極
)
有
界
八
行
、
注
 

小
字
双
行
、
行
廿
三
字
、
大
字
は
小
の
約
四
字
に
相
当
。
版
心
線
黒
ロ
双
 

黒
魚
尾
、
「
上

平

幾

(
丁
付
)
」
、
上
象
鼻
に
大
小
字
数
(
稀
に
下
象
鼻
に
 

も
)
、
下
象
鼻
に
、
茅
元
吉
、
元
吉
、
吉
、
王
寧
、
王
、
徐
仲
文
、
仲
文
、 

徐
友
益
、
友
益
、
徐
予
慶
、
徐
子
思
、
徐
文
徳
、
翁
隠
之
、
翁
、
之
、
方
 

景
明
、
弓
華
、
葉
道
官
、
盛
元
、
盛
、
何
信
、
楊
石
山
、
茂
之
、
友
山
、 

仁
南
、
陳
良
甫
、
陳
敬
之
、
素
庵
、
文
甫
、

君
宝
、

亭
山
、

仲
、

蔣
、 

子
、
侃
、
文
、
王
、
栄
、
丑
、
木
、
胡
、
立
、
可
、
斉
、
元
、
阮
、
敬
、 

益
、
山
、
芦
、
張
、
唐
、
徐
、

S3
、

秀
、
滕
、
方
、
茂
、
章
、
泳
、
東
、 

仁
、
春
、
袁
、
陳
、
任
、
亭
、
恵
、
用
、
寅
、
咬
、
君
、
良
、
李
の
刻
エ
 

名
ぁ
り
。

前

掲

の

同

著

者

の

「
六
書
統
」
「
六
書
統
溯
原
」
と
版
式
を
同
ぅ
し
、 

刻
ェ
名
の
多
く
を
共
通
に
し
て
い
る
の
で
、
同
時
同
所
の
刊
と
推
定
さ
れ
 

る
。
板
木
は
明
に
入
っ
て
南
監
に
移
さ
れ
、
明
南
雍
経
籍
考
に
「書
学
正
 

韻

1
ー

十

卷

麵? 1益

? 1_

面

」

と

。

(静
嘉
堂
文
庫
蔵
)

〔明
〕
修
三
六
冊
。
陸
志
.陸
続
跋
著
録
。
後

補

茶

色

表

紙

(
ニ

六

ニ

>
<
ー
九
.
ニ
樞
)
。
襯
紙
を
挾
め
る
改
装
本
。 

(
内
閣
文
庫
蔵
)

〔
明
〕
修

一

〇
冊
。
後
補
香
色
表
紙
(
ニ
七
.
三

x

一
九
•五
極
)
。
原
刻
は
漫

漶甚
し
い
。

同
版
本
に
、

中

央

図

書

館

(
二
部
、

一
は
零
本
、

拙
著
著
録
)
.
米
国

国
会
図
書
館
蔵
本
や
王
記
著
録
本
が
あ
る
。

追
 

記

⑴

天
目
卷
一
に
は
毛
氏
汲
古
閣
.
徐
乾
学
旧
蔵
の
本
版
が
「春
秋
左
氏
 

音
義

A -
I」
と
著
録
さ
れ
、

そ
の
本
に
は
巻
末
に
前
掲
本
の
巻
末
に
あ
 

つ
た
経
伝
識
異
、
興
国
軍
の
結
銜
並
に
聞
人
摸
の
嘉
定
丙
子
の
刊
書
跋
 

が
附
さ
れ
て
い
る
。
以
て
本
版
が
嘉
定
九
年
興
国
軍
学
刊
本
の
附
録
た
 

る
こ
と
が
い
よ
い
よ
確
証
さ
れ
る
。

⑵

本

版

刊

記

の

「
己
丑
」
を
乾
道
五
年
に
繫
け
て
間
違
い
な
い
こ
と
は
 

同
じ
黄
三
八
郎

の

刊

せ

る

宋

槧

r韓
非
子
」
(
清
嘉
慶
二
三
年
呉
氏
景
 

刊
、

そ
の
弘
化
ニ
年
朝
川
善
庵
覆
刻
、

四
部
叢
刊
景
印
影
宋
鈔
本
あ
 

り
)

の

刊

記

に

「乾
道
改
元
中
元
日
黄
三
八
郎
印
」
と
記
さ
れ
て
い
る
 

所
か
ら
も
立
証
さ
れ
、
本
版
の
字
様
は
同
本
の
そ
れ
と
相
似
し
て

い
 

る
。
本
稿
校
正
中
に
、
上
海
図
書
館
本
が
上
海
古
籍
出
版
社
か
ら
影
印
 

出
版
さ
れ
た
。
同
本
は
巻
四
が
元
建
刊
十
二
行
中
本
を
以
て
補
配
さ
 

れ
、
幕
末
明
治
の
蔵
書
家
向
山
黄
村
の
旧
物
で
、
旧
蔵
者
の
識
語
に
よ
 

れ
ば
、
光
緒
年
間
来
日
の
顧
溪
が
黄
村
か
ら
梁
天
監
小
銅
仏
と
交
換
し
 

て
入
手
し
た
と
云
ぅ
。

⑶

(

天
理
図
書
館
蔵
)
五
冊
。
後
補
改
装
表
紙
(ニ
七
.三

X

ニ

ハ

.
五

 

極

)
。


